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■形名の見方 

●室外ユニット 

PU  H  Y - H  R  （E）P 280 S  C M      - E（1、3） 
PU:空冷室外ユニット 

PQ：水冷熱源ユニット 

H：冷暖切替 

R：冷暖同時（シティマルチR2 E eco） 

S：横吹型冷暖切替（シティマルチS） 

Y：インバーター制御 

H：ズバ暖シリーズ 

E:高COPタイプ 

R：リプレースマルチシリーズ 

P：新冷媒  E：高COPタイプ 

室内ユニットタイプ 

PL：天井カセット形〈4方向、2方向〉 

PM：天井カセット形〈1方向〉 

PD：天井ビルトイン形 

PE：天井埋込形 

PC：天吊形 

PK：壁掛形 

PF：床置形・壁ビルトイン形 

PS：床置形〈スリムタイプ〉 

F：フリープランシステム対応品 

改訂副番 

室内タイプと制御を示す 

BM,JM,CM,LM,EM,M,KM,GM, 

DM,LEM,LRM,RM,ML,HM,CLMD 

能力：kW能力×10の値〈56＝5.6kW〉 

Ｐ：新冷媒対応〈ｋW能力表示品〉 

Ｙ：インバーター制御 

●室内ユニット 

●システム構成 

PL F Y - P 56 LM - E（1、2、3） 

改訂副番 

KH：氷蓄熱利用シティマルチICE YkP ECO 

M：M-NET制御 

C：コンパクトタイプ 

S：組み合わせタイプ 

能力：kW能力×10の値〈例：280=28.0kW〉 

直
膨
式
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
シ
ス
テ
ム 

室
外
ユ
ニ
ッ
ト〈
空
調
方
式
〉 

室
内
ユ
ニ
ッ
ト 

換
気
関
連
機
器 

手
元
リ
モ
コ
ン 

ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム 

空冷・冷暖切替〈シティマルチS〉（R410A） 

空冷・冷暖切替〈シティマルチY E eco〉（R410A） 

空冷2管式・冷暖同時〈シティマルチR2 E eco〉（R410A） 

水冷2管式・冷暖同時〈シティマルチWR2 E eco〉（R410A） 

水冷・冷暖切替〈シティマルチWY E eco〉（R410A） 

空冷・寒冷地向け〈ズバ暖マルチY〉（R410A） 

空冷・寒冷地向け〈リプレースズバ暖マルチY〉（R410A） 

空冷・冷暖切替〈リプレースマルチE eco〉（R410A） 

空冷2管式・冷暖同時〈リプレースマルチR2 E eco〉（R401A） 

空冷・氷蓄熱利用〈シティマルチICE YkP ECO〉（R410A） 

■業務用ロスナイ 

　天吊埋込形 

　天吊カセット形 

　天吊埋込形加熱加湿付 

　天吊埋込形加湿付 

■床置ビルトイン形ロスナイ 

■換気送風機 

　ダクト換気扇 

　ストレートシロッコファン 

 

天井カセット形　4方向吹出 
天井カセット形　2方向吹出 
天井カセット形　1方向吹出 
天井ビルトイン形 
天井埋込形 
天吊形 
壁掛形 
床置形 
壁ビルトイン形 
床置埋込形 
ホテル向天井埋込形 
厨房用エアコン天吊形 
外気処理エアコン 
室温サーモ形給気処理ユニット天井埋込形 
室温サーモ形給気処理ユニット壁ビルトイン形 
クリーンルーム用天井カセット形 

■ビル空調管理システム〈MELANS〉 
　マンマシンタイプ 
　インターフェースタイプ 
■手元リモコン 
　MAスムースリモコン／MAスマートリモコン 
　MEリモコン 
　グループリモコン 
　スケジュールタイマー 
　MAコンパクトリモコン 
　ロスナイリモコン 
　システムリモコン 
　G-150AD

（　　　　　　　　　） 

※外気処理エアコン（GE-P・M-EI）につきましては、上記記載とは異なります。 

「ビル用マルチエアコン」の仕様、外形寸法図、機外配線図以外の詳細については下記の資料をご参照ください。 

資料名 発行年月 資料番号 

2007年シティマルチSシリーズ技術マニュアル 

シティマルチY E eco システム設計・工事マニュアル 

シティマルチY E eco（高COPタイプ） システム設計・工事マニュアル 

シティマルチR2 E eco システム設計・工事マニュアル 

シティマルチR2 E eco（高COPタイプ） システム設計・工事マニュアル 

シティマルチWY／WR2 E eco システム設計・工事マニュアル 

ズバ暖マルチY システム設計・工事マニュアル 

リプレースマルチE eco システム設計・工事マニュアル 

リプレースズバ暖マルチY システム設計・工事マニュアル 

リプレースマルチR2 E eco システム設計・工事マニュアル 

2007年6月 

2010年3月 

2010年4月 

2009年4月 

2010年4月 

2009年6月 

2008年7月 

2009年10月 

2008年6月 

2008年6月 

M-P0320A SIZ0706 

MEE09W047 

MEE09W041 

MEE08W070 

MEE09W029 

MEE08W090 

MEE08W004 

MEE09W023A 

MEE08W003 

MEE08W005
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■室外ユニット・熱源ユニット組み合せ概略 
シリーズ システム特長 室外ユニット 

バリエーション 

最小P22形（2.2kW） 
最大P280形（28.0kW） 

－5℃～43℃ 
（乾球温度） 

1～15台 

1～42台 

1～19台 

1～22台 

1～27台 

1～30台 

1～34台 

1～38台 

2～42台 

2～47台 

2～49台 

2～50台 

（8馬力）PURY-P224CM-E1

（10馬力）PURY-P280CM-E1

（12馬力）PURY-P335CM-E1

（14馬力）PURY-P400CM-E1

（16馬力）PURY-P450CM-E1

（18馬力）PURY-P500SCM-E1

（20馬力）PURY-P560SCM-E1

（22馬力）PURY-P630SCM-E1

（24馬力）PURY-P690SCM-E1

（26馬力）PURY-P730SCM-E1

（28馬力）PURY-P800SCM-E1

（30馬力）PURY-P850SCM-E1

（32馬力）PURY-P900SCM-E1

運転可能外気温度範囲※1

暖　房　時 冷　房　時 

室内ユニット 

バリエーション 接続可能容量 接続可能台数 

■空冷･ 
　冷暖切替 
シティマルチ  S 
（R410A） 

最大８台までの室内ユニットが接続可能（5・6馬力）。室
内ユニットバリエーションも充実。「小規模オフィス」から
「住空間＋商空間」まで自在に対応。 

室外ユニット容量比 
50～130％ 

－15℃～15.5℃ 
（湿球温度） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P160形（16.0kW） 

－5℃～43℃ 
（乾球温度） 

（3馬力）（受注生産品） 
PUSY-P80（S）M-E1 1～4台 

1～6台 （4馬力）PUSY-P112（S）M-E1

1～8台 
（5馬力）PUSY-P140（S）M-E1

（6馬力）PUSY-P160M-E1

■空冷･ 
　冷暖切替 
シティマルチ 
Y E eco 
（R410A） 

搬入性・施工性の向上と業界トップクラスの省エネ化を
同時に実現。 

■空冷･ 
　冷暖切替 
シティマルチ 
Y E eco 
〈高COPタイプ〉 
（R410A） 

全馬力の室外ユニット冷暖平均エネルギー消費効率
3.90を達成した高効率タイプ 

室外ユニット容量比 
50～130％ 

室外ユニット容量比 
50～130％ 

－5℃～43℃ 
（乾球温度） 

－5℃～43℃ 
（乾球温度） 

－20℃～15.5℃ 
（湿球温度） 

－20℃～15.5℃ 
（湿球温度） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P280形（28.0kW） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P160形（16.0kW） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P280形（28.0kW） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P560形（56.0kW） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P450形（45.0kW） 

最小P22形（2.2kW）最大P450形（45.0kW） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P560形（56.0kW） 

1～13台 

1～20台 

（8馬力）PUHY-P224CM-E3

（10馬力）PUHY-P280CM-E3
1～16台 

（12馬力）PUHY-P335CM-E3

1～25台 

（14馬力）PUHY-P400CM-E3

（16馬力）PUHY-P450CM-E3

（18馬力）PUHY-P500CM-E3

（20馬力）PUHY-P560SCM-E3

（22馬力）PUHY-P630SCM-E3

1～32台 

（24馬力）PUHY-P690SCM-E3

（26馬力）PUHY-P730SCM-E3

（28馬力）PUHY-P800SCM-E3

（30馬力）PUHY-P850SCM-E3

（32馬力）PUHY-P900SCM-E3

（34馬力）PUHY-P960SCM-E3

（36馬力）PUHY-P1010SCM-E3

（38馬力）PUHY-P1080SCM-E3

（40馬力）PUHY-P1130SCM-E3

2～42台 

1～8台 

1～9台 

1～13台 

1～16台 

1～20台 

1～25台 

1～32台 

1～42台 

（42馬力）PUHY-P1180SCM-E3

（44馬力）PUHY-P1240SCM-E3

（46馬力）PUHY-P1300SCM-E3

（48馬力）PUHY-P1360SCM-E3

（50馬力）PUHY-P1400SCM-E3

（5馬力）PUHY-EP140CM-E3

（6馬力）PUHY-EP160CM-E3

（8馬力）PUHY-EP224CM-E3

（10馬力）PUHY-EP280CM-E3

（14馬力）PUHY-EP400SCM-E3

（16馬力）PUHY-EP450SCM-E3

（18馬力）PUHY-EP500SCM-E3

（20馬力）PUHY-EP560SCM-E3

（22馬力）PUHY-EP630SCM-E3

（26馬力）PUHY-EP730SCM-E3

（28馬力）PUHY-EP800SCM-E3

（30馬力）PUHY-EP850SCM-E3

（32馬力）PUHY-EP900SCM-E3

（34馬力）PUHY-EP960SCM-E3

※1運転可能外気温度範囲は接続室内ユニット容量、または室内ユニットとの位置関係で異なる場合があります。 
※2外気温度25℃（乾球温度）以上では暖房運転しない場合があります。 
注  シティマルチICE YkP ECO 室外・蓄熱槽ユニット（氷蓄熱）については、P4-43を参照願います。 

■空冷2管式・ 
　冷暖同時 
シティマルチ 
R2 E eco 
（R410A） 

業界初、冷暖同時運転を２管式で実現し、省工事、省エ
ネルギー、省スペースを実現しました。冷暖同時運転時に
省エネルギーな熱回収運転を行います。（別売分流コント
ローラーが必要です） 

室外ユニット容量比 
50～150％ 

－20℃～15.5℃ 
（湿球温度） 

※2
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■水冷2管式・ 
　冷暖同時 
シティマルチ 
WR2 E eco 
（R410A） 

2管式冷暖同時運転を〈水冷〉スプリット方式で実現。 
超高層ビルや寒冷地での採用も可能です。 
（別売分流コントローラーが必要です） 

■空冷2管式・ 
　冷暖同時 
シティマルチ 
R2 E eco 
〈高COPタイプ〉 
（R410A） 

業界唯一、2管式冷暖同時マルチシステムに高COPタイ
プが登場。（別売分流コントローラーが必要です） 

■水冷・ 
　冷暖切替 
シティマルチ 
WY E eco 
（R410A） 

冷暖切換運転を〈水冷〉スプリット方式で実現。 
室内系統に水配管を持ち込みたくないケースや水方式
のリニューアルに最適です。 

熱源ユニット入口水温 
10℃～45℃ 

 
※冷暖同時運転の場合も 
同範囲となります。 

熱源ユニット容量比 
50～150％ 

最小P22形（2.2kW） 
最大P280形（28.0kW） 

室外ユニット容量比 
50～150％ 

最小P22形（2.2kW） 
最大P280形（28.0kW） 

熱源ユニット容量比 
50～130％ 

最小P22形（2.2kW） 
最大P280形（28.0kW） 

熱源ユニット入口水温 
10℃～45℃ 

熱源ユニット（8馬力）（受注生産品） 
PQRY-P224SCM-E
熱源ユニット（10馬力）（受注生産品） 
PQRY-P280SCM-E
熱源ユニット（12馬力）（受注生産品） 
PQRY-P335SCM-E
熱源ユニット（16馬力）（受注生産品） 
PQRY-P450SCM-E
熱源ユニット（18馬力）（受注生産品） 
PQRY-P500SCM-E
熱源ユニット（20馬力）（受注生産品） 
PQRY-P560SCM-E
熱源ユニット（22馬力）（受注生産品） 
PQRY-P630SCM-E
熱源ユニット（24馬力）（受注生産品） 
PQRY-P690SCM-E

1～15台 

（8馬力） 
PURY-EP224CM-E 1～15台 

（10馬力） 
PURY-EP280CM-E 1～19台 

（12馬力） 
PURY-EP335CM-E 1～22台 

（14馬力） 
PURY-EP400CM-E 1～27台 

（16馬力） 
PURY-EP450CM-E 1～30台 

（18馬力） 
PURY-EP500SCM-E 1～34台 

（20馬力） 
PURY-EP560SCM-E 1～38台 

（22馬力） 
PURY-EP630SCM-E 2～42台 

（24馬力） 
PURY-EP690SCM-E 2～47台 

（26馬力） 
PURY-EP690SCM-E 2～49台 

1～19台 

1～22台 

1～30台 

1～34台 

1～38台 

1～42台 

1～47台 

熱源ユニット（8馬力）（受注生産品） 
PQHY-P224SCM-E
熱源ユニット（10馬力）（受注生産品） 
PQHY-P280SCM-E
熱源ユニット（12馬力）（受注生産品） 
PQHY-P335SCM-E
熱源ユニット（16馬力）（受注生産品） 
PQHY-P450SCM-E
熱源ユニット（18馬力）（受注生産品） 
PQHY-P500SCM-E
熱源ユニット（20馬力）（受注生産品） 
PQHY-P560SCM-E
熱源ユニット（22馬力）（受注生産品） 
PQHY-P630SCM-E
熱源ユニット（24馬力）（受注生産品） 
PQHY-P690SCM-E

1～13台 

1～16台 

1～19台 

1～22台 

1～28台 

1～28台 

1～28台 

1～32台 

■空冷･ 
　冷暖切替 
リプレース 
マルチ E eco 
（R410A） 

既設冷媒配管を再利用できるリプレースマルチがさらに
進化。エレベーター搬入や鉱油回収作業の簡略化を実
現。 

－5℃～43℃ 
（乾球温度） 

－20℃～15.5℃ 
（湿球温度） 

室外ユニット容量比 
50～130％ 

－5℃～43℃ 
（乾球温度） 

※室外ユニット下設置
の場合、乾球温度 
10～43℃になります。 

－25℃～15.5℃ 
（湿球温度） 

※室外ユニット下設置
の場合、乾球温度 
10～43℃になります。 

－5℃～43℃ 
（乾球温度） 

－20℃～15.5℃ 
（湿球温度） 

室外ユニット容量比 
50～130％ 

最小P22形（2.2kW） 
最大P160形（16.0kW） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P280形（28.0kW） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P450形（45.0kW） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P560形（56.0kW） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P280形（28.0kW） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P560形（56.0kW） 

1～8台 

1～9台 

1～13台 

1～16台 

1～20台 

1～32台 

（5馬力）（受注生産品） 
PUHY-RP140CM-E3
（6馬力）（受注生産品） 
PUHY-RP160CM-E3

（8馬力）PUHY-RP224CM-E3

（10馬力）PUHY-RP280CM-E3

（12馬力）PUHY-RP335CM-E3

（13馬力）PUHY-RP355CM-E3

（14馬力）PUHY-RP400CM-E3

（16馬力）PUHY-RP450SCM-E3

（18馬力）PUHY-RP500SCM-E3

（20馬力）PUHY-RP560SCM-E3

（22馬力）PUHY-RP630SCM-E3

（24馬力）PUHY-RP690SCM-E3

（26馬力）PUHY-RP730SCM-E3

（28馬力）PUHY-RP800SCM-E3

（30馬力）PUHY-RP850SCM-E3

（32馬力）PUHY-RP900SCM-E3

（34馬力）PUHY-RP960SCM-E3

（36馬力）PUHY-RP1010SCM-E3

■寒冷地向け 
ズバ暖マルチY 
（R410A） 

－15℃でも暖房能力が低下しない高暖房能力を実現し
たビル用マルチエアコン。 
デフロスト時間や暖房運転立ち上がり時間の短縮も図り
ました。 

（8馬力） 
PUHY-HP224SCM-E1
（10馬力） 
PUHY-HP280SCM-E1
（16馬力） 
PUHY-HP450SCM-E1
（20馬力） 
PUHY-HP560SCM-E1

1～13台 

1～16台 

1～20台 

室外ユニット 
バリエーション 

シリーズ システム特長 

■空冷･ 
　氷蓄熱利用 
シティマルチ 
ICE YkP ECO 
（R410A） 

過冷却タイプで暖房蓄熱機能を搭載。 
年間を通じてランニングコストを低減します。 
蓄熱槽は1.7tと2.6tから選択可能です。 

既設冷媒配管の再利用が可能な高暖房能力ビル用マ
ルチエアコン。 
デフロスト時間や暖房運転立ち上がり時間の短縮も図り
ました。 

■寒冷地向け 
リプレース 
ズバ暖マルチY 
（R410A） 

既設冷媒配管の再利用が可能な2管式冷暖ビル用マル
チエアコン。既設の当社R2シリーズの冷媒配管を再利
用して新冷媒R410Aへリニューアルが可能。 

■空冷2管式 
冷暖同時リプレー
スマルチR2 E eco 
（R410A） 

運転可能外気温度範囲※1室内ユニット 

－5℃～43℃ 
（乾球温度） 

※室外ユニット下設置
の場合、乾球温度 
10～43℃になります。 

－5℃～43℃ 
（乾球温度） 

冷　房　時 

－5℃～43℃ 
（乾球温度） 

 
室外ユニット 
下設置の場合 
10℃～43℃ 
（乾球温度） 

－20℃～15.5℃ 
（湿球温度） 

－25℃～15.5℃ 
（湿球温度） 

※室外ユニット下設置
の場合、乾球温度 
10～43℃になります。 

暖　房　時 

－20℃～15.5℃ 
（湿球温度） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P280形（28.0kW） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P560形（56.0kW） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P450形（45.0kW） 

バリエーション 

最小P22形（2.2kW） 
最大P280形（28.0kW） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P450形（45.0kW） 

最小P22形（2.2kW） 
最大P560形（56.0kW） 

接続可能容量 

室外ユニット容量比 
50～130％ 

室外ユニット容量比 
50～130％ 

室外ユニット容量比 
50～150％ 

1～20台 

接続可能台数 

1～16台 

1～13台 

1～16台 

1～15台 

1～19台 

1～20台 

（8馬力） 
PUHY-HRP224SCM-E

（10馬力） 
PUHY-P280MKHS（B）-E-ST

（20馬力） 
PUHY-HRP560SCM-E
（8馬力） 
PURY-RP224CM-E
（10馬力） 
PURY-RP280CM-E

（10馬力） 
PUHY-HRP280SCM-E
（16馬力） 
PUHY-HRP450SCM-E

（13馬力） 
PUHY-P355MKHS（B）-E-ST
（16馬力） 
PUHY-P450MKHS（B）-E-ST
（20馬力） 
PUHY-P560MKHS（B）-E-ST

※1運転可能外気温度範囲は接続室内ユニット容量、または室内ユニットとの位置関係で異なる場合があります。 
注  シティマルチICE YkP ECO 室外・蓄熱槽ユニット（氷蓄熱）については、P4-43を参照願います。 



3-6

■室内ユニット組み合せ概略 
22形 

0.8

28形 

1

36形 

1.25

45形 

1.6

56形 

2.0

71形 

2.5

80形 

2.8

90形 

3.2

112形 

4

140形 

5

160形 

6

224形 

8

280形 

10

450形 

16

560形 

20
タ　　イ　　プ 

天井カセット形〈4方向吹出し〉 
ワイドパワーカセット 

PLFY - BM タイプ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

天井カセット形〈4方向吹出し〉 
コンパクトタイプ 

PLFY - JM タイプ 

天井カセット形〈4方向吹出し〉 
システム天井対応タイプ 

PLFY - CM タイプ 

○ ○ ○ ○ 

天井カセット形〈2方向吹出し〉 PLFY - LM タイプ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
天井カセット形〈1方向吹出し〉 
小容量タイプ 

PMFY - BM タイプ ○ ○ ○ ○  

天井カセット形〈1方向吹出し〉 
大容量タイプ 

PMFY - EM タイプ ○ ○ ○ ○ ○ 

天井ビルトイン形 PDFY - M タイプ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

天井埋込形 PEFY - M タイプ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ 

天吊形 PCFY - KM タイプ 

壁掛形〈小容量タイプ〉 PKFY - BM タイプ ○ ○ 

壁掛形〈小容量タイプ・静かな小部屋用〉 PKFY - BMS タイプ ○ ○ 

○ ○ 

壁掛形〈大容量タイプ〉 PKFY - HM タイプ ○ ○ ○ 

床置形〈ローボーイタイプ〉 PFFY - LEM タイプ ○ ○ ○ ○ ○ 

床置形 PFFY - DM タイプ ○ ○ ○ ○ 

床置形〈スリムタイプ〉 PSFY - GM タイプ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

○※ 

床置埋込形〈ローボーイタイプ〉 PFFY - LRM タイプ ○ ○ ○ ○ ○ 

壁ビルトイン形 PFFY - RM タイプ ○ ○ 

シティマルチ Y E eco

天井埋込形〈ホテル向け〉 PEFY - ML タイプ 

外気処理エアコン GE - Eタイプ 

室温サーモ形給気処理ユニット〈天井埋込形〉 PEFY - M タイプ 

室温サーモ形給気処理ユニット〈壁ビルトイン形〉 PFFY - RM タイプ 

天吊形厨房用 PCFY - HM タイプ 

天井カセット形クリーンルーム用 PLFY - CLMD タイプ 

シティマルチ R2 E eco

リプレー スマルチ  E eco

シティマルチ S

シティマルチ ICE YkP ECO

シティマルチ WR2 E eco

シティマルチWY E eco

■ビル空調管理システム（MELANS）概略 

品　　　　　　名 形　　　　名 管理台数 
グループ（G）/台数 

MA スムースリモコン PAR - 24MA 1G/16  台 

MA スマートリモコン 

MA コンパクトリモコン 

PAR - 31MA 1G/16  台 

ME リモコン PAR - F28ME 1G/16  台 

グループリモコン PAC - SC30GR - W 8G/16  台 

スケジュールタイマー PAC - YT34ST - W 50G/50  台 

PAC - YT51CR 1G/16  台 

ロスナイリモコン PZ - 52SF3 1G/16  台 

手元リモコン 

システムリモコン PAC - SF44SR - W 50G/50  台 

16G/50  台 

集中コントローラー G - 150AD 50G/50  台※ 

ON/OFF  リモコン PAR - YT40ANR - W

マンマシン 
タイプ 

ズバ暖マルチ Y

リプレースズバ暖マルチ Y

リプレースマルチR2 E eco

接続可能室外ユニット 

○ 

○ 

○ ○ ○ ○ 

○ 

○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ 

○※ ○※ 

○ 

○ 

※形名はP1080形（5馬力）・P1680形（8馬力）・P2100形（10馬力）となります。 

※拡張コントローラー（PAC-YG50EC）を追加することで最大150G／150台を管理・制御することができます。 
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室 外 ユ ニ ッ ト 

容　　量 

4Ｈ Ｐ 3Ｈ Ｐ 

PUSY-P112（S）M-E1
PUSY-P80（S）M-E1
（受注生産品 ） 

P22～ 160

1～ 6台 1～ 8台 1～ 4台 

56～ 146
（50～ 130％ ） 

40～ 104
（50～ 130％ ） 

5Ｈ Ｐ 

PUSY-P140（S）M-E1

70～ 182
（50～ 130％ ） 

6Ｈ Ｐ 

PUSY-P160M-E1

80～ 208
（50～ 130％ ） 

台　　数 

合計容量 
（室 外 ユ ニ ッ ト 容量比 ） 

接続可能 

室 内 ユ ニ ッ ト 

分岐 管 キ ッ ト 

分 岐 ジ ョ イ ン ト 分岐 ヘ ッ ダ ー 

2分岐 

CMY-Y62-G

4分岐 

CMY-Y64-G

8分岐 

CMY-Y68-G

パネル（天井カセット、天井ビルトイン、天袋ビルトインのみ） 

リモコン及びシステムコントローラー等 

P160
● 

● 
● 

● 

P140
● 

● 

● 
● 
● 

● 

● 

● 

P112
● 

● 

● 
● 
● 

● 

● 

P90
● 

● 

● 
● 
● 

P80
● 

● 
● 

● 
● 
● 

● 

● 

● 

● (150)

P71
● 
● 

● 
● 

● 
● 
● 
● 
● 
● 

● 

● (100)

● (100)

P56
● 
● 

● 
● 

● 
● 
● 
● 
● 
● 

● 

● 

● (80)

P45
● 
● 

● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 

● 

● 

● 

P36
● 
● 

● 
● 
● 
● 

● 

● 

● 

● 

● (50)

P28
● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 
● 

● 

P22
● 

● 

● 
● 

● 
● 

● 

BM-E3
JM-E1
CM-E1
LM-E2
EM-E1
BM-E2
M-E2
M-E1

LEM-E1
KM-E1

GM-E1
LRM-E1
BM-E1
BMS-E1
HM-E1

ML-E1(-R)
HM-E1

CLMD-E1

天井 

床置 

床埋込 

壁掛 

2方向 

1方向 

ビル ト イ ン 

ローボーイ 
スリム 
ローボーイ 

小容量 

大容量 
ビル ト イ ン 

PMFY

PDFY
PEFY
PCFY
PFFY
PSFY
PFFY

PKFY

PFFY
PEFY
PCFY

PLFY

PLFY

天埋 
天吊 

ホ テ ル 向天井埋込形 
天吊 

天井 カ セ ッ ト 

厨房用 

クリ ー ン 
ルー ム 用 

※２ 

※２ 

※２ 

※２ 
※3

室温サーモ形 
給気処理ユニット 

※1 天井埋込形 

ロス ナイ 

※1 室温サーモ形給気ユニット天井埋込形との接続は、室外ユニット同容量以下で1：1のみ可能です。 
※ ２ 

３ 

４方向天井カセット形(PLFY-P-CM-E1形)、床置形(PSFY-P･GM-E1形)、壁ビルトイン形(PFFY-RM-E1形)、クリーンル－ム用天井カセット形(PLFY-
CLMD-E1形)、ロスナイ(LGH-RDF5形、LB-DF5形)は受注生産品です。 

※ ロ ス ナ イ リ モ コ ン (PZ-52SF3)と の接続 は で き ま せん。 

PEFY

LGH

LB

RDF5

DF5

M-E1-F ● ● 

● (200)

● ●  

汎用 

● ● ● ● 天井 
カセ ッ ト 

4方向 

パ 
ネ 
ル 
必 
要 

RM-E1※２ 

※２ 

3.1 シティマルチS 室外ユニット（冷暖切替）
〈1〉機器構成

〈2〉運転可能温度範囲

（注1）壁掛形P22/P28形のいずれかを接続する場合＜冷房＞10～43℃DB

室内側吸込空気温度 

室外側吸込空気温度 

冷　房　時 

15～ 23℃ WB

－5～43℃DB（注1） 

暖　房　時 

15～ 28℃ DB

－ 15～ 15.5℃ WB
※注　DB：乾球温度 

WB：湿球温度 



3-8

〈3〉概略仕様（室外ユニット）
■単相機種 

51<49> 52<50>
3.6
2.3
IPX4
125
80/ － 

総延長　120/第１分岐以降最遠　30
30（室外ユニットが上），20（室外ユニットが下） 

12
5.5
30

30A，30mA 0.1sec以下 
φ1.6 

1.25mm2以上（シールド線 CVVS,CPEVS,MVVS） 
500m以内 
200m以内 

最大200m（0.3～1.25mm2ケーブル使用時） 

伝送線 
配線総延長 
最遠配線長 
ﾘﾓｺﾝ配線(MAﾘﾓｺﾝ時)

室　　　内 

1.7
0.630～1.540

冷房 28～100  暖房 28～100

2.1
0.630～1.770

冷房 20～100  暖房 20～100

2.9
0.630～2.290

冷房 16～100  暖房 16～100

P22～P90形 
(1～4台)

P22～P140形 
(1～6台)

R410A×5.5/2.3
溶融亜鉛メッキ鉄板(ポリエステル塗膜) アイボリー<3Y7.8/1.1>

1350×950×330(＋30)
クロスフィン 

高圧スイッチ / 低圧スイッチ 
吐出温度検知、過電流検知 / 過熱、過電流保護 

過電流保護、過昇保護 
φ9.52/φ15.88

水道管方式(ライン分岐, ヘッダー分岐)
室外ユニットの50～130

P22～P160形 
(1～8台)

保護 
装置 

室内ユニ ッ ト 
接続 

配管長 
制限 高低 

差 

使用温度範囲 
室　　　外 

室内外 
伝送線制限 

冷 房 能  力 
暖 房 能  力 
暖 房 低 温 能  力 

消 費 電  力 

運 転 電 流  

力 率 

冷 房   
暖 房   
暖房低温  
冷 房   
暖 房   
暖房低温  
冷 房   
暖 房   
暖房低温  

始 動 電 流   
形 式 × 個 数 数   
風 量   
電 動 機 出  力  
形 式   
電 動 機 出  力  
法 定 冷 凍 ト ン   

容 量 制 御  
冷 媒 / 冷 凍 機 油  
外 　 　 　 装  
外形寸法（Ｈ×Ｗ×Ｄ） 
熱 交 換 器 形 式  

圧              力 
圧縮機/送風機 
インバータ 

冷媒配管サイズ　液/ガス 
配管方式 

総容量 

能 力 (台数) 

運転音　 < >内サイレントモード時(別売)※ 

設計圧 力 

IPコード 
質　 量 

室内外最遠長(実長/相当長)
総延長/第１分岐以降 最遠 

電源線太さ 
配線用遮断器 
漏 電遮断器 
アース線 

外機～内機 
内機～内機 

高圧部 
低圧部 

単位 
－ 
－ 
V･Hz
kW
kW
kW
kW
kW
kW
Ａ 
Ａ 
Ａ 
％ 
％ 
％ 
Ａ 
－ 

m3/min
kW
－ 
kW
－ 
％ 
kg/L
－ 
mm
－ 
－ 
－ 
－ 
mm
－ 
％ 

－ 

dB

MPa

－ 
kg
m
m
m
m
mm2

A
－ 
mm
－ 
－ 
－ 
－ 

PUSY-P112SM-E1

11.2
12.5
10.0

3.51/3.51
3.87/3.87
4.11/4.11
17.8/17.8
19.6/19.6
－/－ 
99/99
99/99
－/－ 

PUSY-P80SM-E1

8.0
9.0
7.1

2.41/2.41
2.60/2.60
3.00/3.00
12.2/12.2
13.2/13.2
－/－ 
99/99
99/99
－/－ 

PUSY-P140SM-E1

14.0
16.0
11.4

4.59/4.59
4.86/4.86
4.75/4.75
23.2/23.2
24.6/24.6
－/－ 
99/99
99/99
－/－ 

－ 
プロペラファン×2

100
0.06×2

全密閉形スクロール圧縮機 

送 
風 
機  
圧 
縮 
機  

機 
外 
配 
線 

<冷房>湿球温度15～23℃ <暖房>乾球温度15～28℃ 
<冷房>乾球温度－5（注2）～43℃ <暖房>湿球温度－15.5～15℃ 

※サイレントモード設定には，外部入 力 用アダプタ（PAC-SC36NA）とリレーボックスが必要です。 
注１．冷房・暖房能 力 は，JIS B 8616:2006およびJRA 4048:2006に準拠。 

冷房時：室内側吸込空気温度：乾球27℃、湿球19℃、室外側吸込空気温度：乾球35℃、湿球24℃ 
暖房時：室内側吸込空気温度：乾球20℃、室外側吸込空気温度：乾球7℃、湿球6℃ 
暖房低温時：室外側吸込空気温度：乾球2℃、湿球1℃ 

注２． 壁掛形P22／P28形のいずれかを接続する場合には、室外の使用温度範囲が変更になります。 
＜冷房＞乾球温度10～43℃ 

注３． 電源設備の選定などに用いる機器の最大電流値は定格値の1.4倍を目安としてください。 

単相　200V　50／60Hz
空冷ヒートポンプ式 
パッケージエアコン 

電 源  

項 目  
名 称  
類 種  

電
気
特
性
（
室
外
単
体
） 



ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン 

シ
テ
ィ
マ
ル
チ
S 

室
外
ユ
ニ
ッ
ト（
冷
暖
切
替
） 
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■三相機種 

51<49> 52<50> 53<51>
3.6
2.3
IPX4
122
80/ － 

総延長　120/第１分岐以降最遠　30
30（室外ユニットが上），20（室外ユニットが下） 

12

30
30A，30mA 0.1sec以下 

φ1.6 
1.25mm2以上（シールド線 CVVS,CPEVS,MVVS） 

500m以内 
200m以内 

最大200m（0.3～1.25mm2ケーブル使用時） 
室　　　内 

P22～P160形 
(1～8台) 

1.7
0.630～1.540
冷房 28～100  暖房 28～100

2.1
0.630～1.770
冷房 20～100  暖房 20～100

2.9
0.630～2.290
冷房 16～100  暖房 16～100

3.5
0.630～2.450
冷房 14～100  暖房 15～100

P22～P90形 
(1～4台) 

P22～P140形 
(1～6台) 

R410A×5.5/2.3
溶融亜鉛メッキ鉄板(ポリエステル塗膜) アイボリー<3Y7.8/1.1>

1350×950×330(＋30)
クロスフィン 

高圧スイッチ / 低圧スイッチ 
吐出温度検知、過電流検知 / 過熱、過電流保護 

過電流保護、過昇保護 
φ9.52/φ15.88

水道管方式(ライン分岐, ヘッダー分岐)
室外ユニットの50～130

P22～P160形 
(1～8台) 

保護 
装置 

室内ユニ ッ ト 
接続 

配管長 
制限 高低 

差 

使用温度範囲 
室　　　外 

室内外 
伝送線制限 

冷 房 能  力 
暖 房 能  力 
暖 房 低 温 能  力 

消 費 電  力 

運 転 電 流  

力 率 

冷 房   
暖 房   
暖房低温  
冷 房   
暖 房   
暖房低温  
冷 房   
暖 房   
暖房低温  

始 動 電 流   
形 式 × 個 数 数   
風 量   
電 動 機 出  力  
形 式   
電 動 機 出  力  
法 定 冷 凍 ト ン   

容 量 制 御  
冷 媒 / 冷 凍 機 油  
外 　 　 　 装  
外形寸法（Ｈ×Ｗ×Ｄ） 
熱 交 換 器 形 式  

圧              力 
圧縮機/送風機 
インバータ 

冷媒配管サイズ　液/ガス 
配管方式 

総容量 

能 力 (台数) 

運転音　 < >内サイレントモード時(別売)※ 

設計圧 力 

IPコード 
質　 量 

室内外最遠長(実長/相当長)
総延長/第１分岐以降 最遠 

電源線太さ 
配線用遮断器 
漏 電遮断器 
アース線 

外機～内機 
内機～内機 

高圧部 
低圧部 

単位 
－ 
－ 
V･Hz
kW
kW
kW
kW
kW
kW
Ａ 
Ａ 
Ａ 
％ 
％ 
％ 
Ａ 
－ 

m3/min
kW
－ 
kW
－ 
％ 
kg/L
－ 
mm
－ 
－ 
－ 
－ 
mm
－ 
％ 

－ 

dB

MPa

－ 
kg
m
m
m
m
mm2

A
－ 
mm
－ 
－ 
－ 
－ 

PUSY-P112M-E1

11.2
12.5
10.0

3.30/3.30
3.77/3.77
4.01/4.01
10.2/10.1
11.7/11.6
－/－ 
93/94
93/94
－/－ 

PUSY-P80M-E1

8.0
9.0
7.1

2.26/2.26
2.54/2.54
2.93/2.93
7.0/6.9
7.9/7.8
－/－ 
93/94
93/94
－/－ 

PUSY-P140M-E1

14.0
16.0
12.5

4.31/4.31
4.74/4.74
5.15/5.15
13.4/13.2
14.7/14.6
－/－ 
93/94
93/94
－/－ 

－ 
プロペラファン×2

100
0.06×2

全密閉形スクロール圧縮機 

PUSY-P160M-E1

16.0
17.0
14.0

5.79/5.79
4.78/4.78
5.89/5.89
18.0/17.8
14.8/14.7
－/－ 
93/94
93/94
－/－ 

送 
風 
機  
圧 
縮 
機  

機 
外 
配 
線 

<冷房>湿球温度15～23℃ <暖房>乾球温度15～28℃ 
<冷房>乾球温度－5（注2）～43℃ <暖房>湿球温度－15.5～15℃ 

3.5 5.5

三相　200V　50／60Hz
空冷ヒートポンプ式 
パッケージエアコン 

※サイレントモード設定には，外部入 力 用アダプタ（PAC-SC36NA）とリレーボックスが必要です。 
注１．冷房・暖房能 力 は，JIS B 8616:2006およびJRA 4048:2006に準拠。 

冷房時：室内側吸込空気温度：乾球27℃、湿球19℃、室外側吸込空気温度：乾球35℃、湿球24℃ 
暖房時：室内側吸込空気温度：乾球20℃、室外側吸込空気温度：乾球7℃、湿球6℃ 
暖房低温時：室外側吸込空気温度：乾球2℃、湿球1℃ 

注２． 壁掛形P22／P28形のいずれかを接続する場合には、室外の使用温度範囲が変更になります。 
＜冷房＞乾球温度10～43℃ 

注３． 電源設備の選定などに用いる機器の最大電流値は定格値の1.4倍を目安としてください。 

伝送線 
配線総延長 
最遠配線長 
ﾘﾓｺﾝ配線(MAﾘﾓｺﾝ時)

電 源  

項 目  
名 称  
類 種  

電
気
特
性
（
室
外
単
体
） 
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＜単相機種＞ 

項　　目 PUSY-P80SM-E1 PUSY-P112SM-E1

定格冷房能 力 (kW) 8.0 11.2
定格冷房消費電 力 (kW) 2.48 3.59
定格冷房エネルギー消費効率 3.23 3.12
CSPF( 冷房期間エネルギー消費効率 ) 4.4 4.5 4.6
中間冷房能 力 (kW) 4.4 6.1 6.8
中間冷房消費電 力 (kW) 1.06 1.42
中間冷房エネルギー消費効率 4.15 4.30
定格暖房能 力 (kW) 9.0 12.5
定格暖房消費電 力 (kW) 2.65 3.93
定格暖房エネルギー消費効率 3.40 3.18
HSPF( 暖房期間エネルギー消費効率 ) 4.0 4.2 4.4
中間暖房能 力 (kW) 4.1 5.7 7.2
中間暖房消費電 力 (kW) 0.94 1.27
中間暖房エネルギー消費効率 4.36 4.49
定格暖房低温能 力 (kW) 7.1 10.0
定格暖房低温消費電 力 (kW) 3.05 4.17
APF( 通年エネルギー消費効率 ) 4.4 4.5 4.6

項　　目 PUSY-P80M-E1 PUSY-P112M-E1 PUSY-P140M-E1

定格冷房能 力 (kW) 8.0 11.2 14.0
定格冷房消費電 力 (kW) 2.33 3.38 4.41
定格冷房エネルギー消費効率 3.43 3.31 3.17
CSPF( 冷房期間エネルギー消費効率 ) 4.9 5.1 5.1
中間冷房能 力 (kW) 4.4 6.1 6.8
中間冷房消費電 力 (kW) 0.95 1.27 1.37
中間冷房エネルギー消費効率 4.63 4.80 4.96
定格暖房能 力 (kW) 9.0 12.5 16.0
定格暖房消費電 力 (kW) 2.59 3.83 4.82
定格暖房エネルギー消費効率 3.47 3.26 3.32
HSPF( 暖房期間エネルギー消費効率 ) 4.3 4.4 4.7
中間暖房能 力 (kW) 4.1 5.7 7.2
中間暖房消費電 力 (kW) 0.89 1.19 1.41
中間暖房エネルギー消費効率 4.61 4.79 5.11
定格暖房低温能 力 (kW) 7.1 10.0 12.5
定格暖房低温消費電 力 (kW) 2.98 4.07 5.23
APF( 通年エネルギー消費効率 ) 4.8 4.9 5.0

（注1）冷暖房能力及び電気特性値はJIS B8616:2006および JRA4048:2006に準拠。 
（注2）PUSY-P80SM-E1形の数値はPLFY-P36BM-E2、PLFY-P45BM-E2と組合わせたものです。 
（注3）PUSY-P112SM-E1形の数値はPLFY-P56BM-E2×2台と組合わせたものです。 
（注4）PUSY-P140SM-E1形の数値はPLFY-P71BM-E2×2台と組合わせたものです。 

（注1）冷暖房能力及び電気特性値はJIS B8616:2006および JRA4048:2006に準拠。 
（注2）PUSY-P80M-E1形の数値はPLFY-P36BM-E2、PLFY-P45BM-E2と組合わせたものです。 
（注3）PUSY-P112M-E1形の数値はPLFY-P56BM-E2×2台と組合わせたものです。 
（注4）PUSY-P140M-E1形の数値はPLFY-P71BM-E2×2台と組合わせたものです。 
（注5）PUSY-P160M-E1形の数値はPLFY-P80BM-E2×2台と組合わせたものです。 

＜三相機種＞ 

PUSY-P140SM-E1

14.0
4.69
2.99

1.53
4.44
16.0
4.94
3.24

1.50
4.80
11.4
4.83

PUSY-P160M-E1

16.0
5.91
2.71
4.7
7.2
1.51
4.77
17.0
4.88
3.48
4.7
7.7
1.52
5.07
14.0
5.99
4.7

■APF数値 
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〈4〉概略仕様（室内ユニット）
冷房能力 暖房能力 

2.5
3.2
4.0
5.0
6.3
3.2
4.0
5.0
6.3
8.0
6.3
8.0
9.0
12.5
16.0
18.0
12.5
16.0
3.2
4.0
5.0
6.3
8.0
2.5
3.2
9.0
16.0
4.0
5.0
6.3
8.0
9.0
8.5
10.6
13.2
15.1
6.18
10.11
12.50
11.59
14.49
17.43

種　類 形　名 種　類 形　名 

天井カセット形 
(１方向吹出し )
大容量タ イプ 

天井カセット形 
(１方向吹出し )
小容量タ イプ 

PLFY-P22BM-E3
PLFY-P28BM-E3
PLFY-P36BM-E3
PLFY-P45BM-E3
PLFY-P56BM-E3
PLFY-P71BM-E3
PLFY-P80BM-E3
PLFY-P90BM-E3
PLFY-P112BM-E3
PLFY-P140BM-E3
PLFY-P160BM-E3
PLFY-P36JM-E1
PLFY-P45JM-E1
PLFY-P56JM-E1
PLFY-P71JM-E1

PLFY-P22LM-E2
PLFY-P28LM-E2
PLFY-P36LM-E2
PLFY-P45LM-E2
PLFY-P56LM-E2
PLFY-P71LM-E2
PLFY-P80LM-E2
PLFY-P90LM-E2
PLFY-P112LM-E2
PLFY-P140LM-E2
PMFY-P22BM-E2
PMFY-P28BM-E2
PMFY-P36BM-E2
PMFY-P45BM-E2
PMFY-P36EM-E1
PMFY-P45EM-E1
PMFY-P56EM-E1
PMFY-P71EM-E1
PMFY-P80EM-E1
PDFY-P22M-E2
PDFY-P28M-E2
PDFY-P36M-E2
PDFY-P45M-E2
PDFY-P56M-E2
PDFY-P71M-E2
PDFY-P80M-E2
PDFY-P90M-E2
PDFY-P112M-E2
PDFY-P140M-E2

天井カセット形 
(２方向吹出し )

天井カセット形 
(４方向吹出し)
コンパクトカセット 

天井カセット形 
(４方向吹出し)
ワイドパワーカセット 

天井ビルトイン形 

天井埋込形 

(kW)
2.2
2.8
3.6
4.5
5.6
7.1
8.0
9.0
11.2
14.0
16.0
3.6
4.5
5.6
7.1

2.2
2.8
3.6
4.5
5.6
7.1
8.0
9.0
11.2
14.0
2.2
2.8
3.6
4.5
3.6
4.5
5.6
7.1
8.0
2.2
2.8
3.6
4.5
5.6
7.1
8.0
9.0
11.2
14.0

4.5
5.6
7.1
8.0
9.0
11.2
14.0
16.0

2.5
3.2
4.0
5.0
6.3
8.0
9.0
10.0
12.5
16.0
18.0
4.0
5.0
6.3
8.0

2.5
3.2
4.0
5.0
6.3
8.0
9.0
10.0
12.5
16.0
2.5
3.2
4.0
5.0
4.0
5.0
6.3
8.0
9.0
2.5
3.2
4.0
5.0
6.3
8.0
9.0
10.0
12.5
16.0

5.0
6.3
8.0
9.0
10.0
12.5
16.0
18.0

(kW)
冷房能力 暖房能力 
(kW) (kW)

注． 室内ユニットの冷房・暖房能力は，JIS B 8615-1又は2の標準条件で運転した場合の値です。 
注． ※1の壁掛形のPKFY-P・BMS-E1形は，静かな小部屋用を示します。ホテル、寮などの暗騒音が低い部屋でのご使用には， 
PKFY-P・BMS-E1形をご選定ください。なお、その際には必ず別売外付LEVボックスPAC-SG95LEとの組み合せとなります。 

注． ロスナイの冷暖能力は外気負荷熱処理能力(冷房室内側吸込温度27℃(乾球温度)、19℃(湿球温度)、室外側吸込温度35℃ 
(乾球温度)、24℃(湿球温度)、暖房室内側吸込温度20℃(乾球温度)、13.8℃(湿球温度)、室外側吸込温度7℃(乾球温度)、 
6℃(湿球温度)を示し、ロスナイによる熱回収分を含めた値です。） 

天吊形 

壁掛形　※1
(小容量タイプ)

壁掛形 
(大容量タイプ)

床置形 
(ローボ ーイ） 

床置形 
(スリム） 

壁ビルトイン形 

床置埋込形 
(ローボ ーイ） 

ロスナイ 

ホテル向天井 
埋込形 
天吊形 
厨房用 

天井カセット形 
クリーンルーム用 

室温サーモ形 
給気処理ユニット 
天井埋込形 

PCFY-P56KM-E1
PCFY-P71KM-E1
PCFY-P80KM-E1
PCFY-P90KM-E1
PCFY-P112KM-E1
PCFY-P140KM-E1
PCFY-P160KM-E1
PKFY-P22BM<S>-E1
PKFY-P28BM<S>-E1
PKFY-P36HM-E1
PKFY-P45HM-E1
PKFY-P56HM-E1
PFFY-P28LEM-E1
PFFY-P36LEM-E1
PFFY-P45LEM-E1
PFFY-P56LEM-E1
PFFY-P71LEM-E1
PSFY-P56GM-E1
PSFY-P71GM-E1
PSFY-P80GM-E1
PSFY-P112GM-E1
PSFY-P140GM-E1
PSFY-P160GM-E1
PFFY-P112RM-E1
PFFY-P140RM-E1
PFFY-P28LRM-E1
PFFY-P36LRM-E1
PFFY-P45LRM-E1
PFFY-P56LRM-E1
PFFY-P71LRM-E1
PFFY-P22ML-E1<-R>
PFFY-P28ML-E1<-R>
PCFY-P80HM-E1
PCFY-P140HM-E1
PLFY-P36CLMD-E1
PLFY-P45CLMD-E1
PLFY-P56CLMD-E1
PLFY-P71CLMD-E1
PLFY-P80CLMD-E1
PEFY-P90M-E1-F
PEFY-P112M-E1-F
PEFY-P140M-E1-F
PEFY-P160M-E1-F
LGH-50RDF5
LGH-80RDF5
LGH-100RDF5
LB-100DF5
LB-150DF5
LB-200DF5

4.5
5.6
7.1
8.0
9.0
11.2
14.0
16.0
2.2
2.8
3.6
4.5
5.6
2.8
3.6
4.5
5.6
7.1
5.6
7.1
8.0
11.2
14.0
16.0
11.2
14.0
2.8
3.6
4.5
5.6
7.1
2.2
2.8
8.0
14.0
3.6
4.5
5.6
7.1
8.0
9.0
11.2
14.0
16.0
5.46
8.79
11.17
10.36
13.06
15.83

12.5
16.0
18.0

5.0
6.3
8.0
9.0
10.0

天井カセット形 
(４方向吹出し)
システム天井対応タイプ 

PLFY-P22CM-E1
PLFY-P28CM-E1
PLFY-P36CM-E1
PLFY-P45CM-E1

2.2
2.8
3.6
4.5

2.5
3.2
4.0
5.0

PEFY-P45M-E1
PEFY-P56M-E1
PEFY-P71M-E1
PEFY-P80M-E1
PEFY-P90M-E1
PEFY-P112M-E1
PEFY-P140M-E1
PEFY-P160M-E1
PCFY-P45KM-E1
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〈5〉外形寸法図
●PUSY-P80, 112, 140SM-E1
PUSY-P80, 112, 140, 160M-E1

後配管用穴 
（ノ ッ ク アウ ト穴 ）  

後 ラ ッ キ ン グ 用穴 
（ノ ッ ク アウ ト穴 ）  

電源用穴 
（ 2-φ 27ノ ッ ク アウ ト穴 ）   

45 40

65
92

2
7

5
5

2
3
7
3
6
3

φ 92

右配管用穴 
(ノ ッ ク アウ ト穴 ) 右 ラ ッ キ ン グ 用穴 

(ノ ッ ク アウ ト穴 )

19 55

92

75 40

7
3

6
3

2
3
2
7
9
2 φ 92

前配管用穴 
（ノ ッ ク アウ ト穴 ）  

92

65

4540

2
7

5
5

2
3
7
3
6
3

92φ 

配管 ノ ッ ク ア ウ ト 穴詳細 

記号説明 

① ・ ・ ・ 冷媒 ガ ス 配管接続口 （ フ レ ア 接続） φ 15.88（5/8F） 

② ・ ・ ・ 冷媒液配管接続口　 （ フ レ ア 接続） φ  9.52（3/8F） 

※１ ・ ・ ・ ス ト ッ プ バ ル ブ の接続先端寸法 を 示 し ま す 。 

サー ビ ス ス ペ ー ス は 下図の 
寸法 が 必 要 に な り ま す 。  

サー ビ ス ス ペ ー ス  

10以上 

500以上 

50
0以
上
 

1
5
0
以
上
 

M10の基礎 ボ ル ト で ユ ニ ッ トの 
据付足 を ４ ヶ 所強固 に 固 定 し て く だ さ い。  
（基礎 ボ ル ト ， 座金 ， ナッ ト は 現地手配 で す 。 ） 

基礎 

3
0
以
下
 

開 
放  

10mm以上 

10mm以上 

150
mm
以上
 

100
0mm

以上
 

配管、 配線接続 は 、 
前面、 右側面、 後面、 下面 
の4方向 か ら 取入 れ で き ま す 。 

4.配管 ・ 配線取入れ 方向 3.基礎 ボ ル ト  2.サー ビ ス ス ペ ー ス  1.設置 ス ペ ー ス （周囲必要空間） 

<基礎ボルト高さ>

下図 は 基 本 例 を示 し ま す。 
詳細 に つ き ま し て は 工 事 マ ニ ュ ア ル 等の 
技術資料 を 参照願い ま す 。   

電源用穴 
（2・ φ 27ノ ッ ク アウ ト穴 ） 

電源用穴 
（2・ φ 27ノ ッ ク アウ ト穴 ） 

前ラ ッ キ ン グ 用 穴 
（ノ ッ ク アウ ト穴 ） 

2
1
9

8
1

30 220 145 145 145

7
1

71

下配管用穴 
（ノ ッ ク アウ ト穴 ） 

前配管 カ バ ー 

後配管 カ バ ー 

運搬用取手 

横吸込口 

通気口 

後吸込口 

運搬用取手 
運搬用取手 

2
3

3
7
1

6
3
5

1
3
5
0

322
950 

*1
  4
2
3

*1
  5
0
7

Ａ
 

2

1

サー ビ ス パ ネ ル  

運搬用取手 

電源用 ア ー ス  

集中管理用 ア ー ス  
伝送線用 ア ー ス  

運搬用取手 

5
3
 

3
7
0

2
8
 

3
3
0

600

1
9
 

4
1
7

70 

56 

42 

3
7
 

5
6
 

横吸込口 

後吸込口 

吹出口 

2 - 1 2×  3 6長穴  
（基礎 ボ ル ト M10） 

2-U切欠穴 
（基礎 ボ ル ト M10） 

据付足 

3
0

ドレ ン 穴 
（5-φ 33穴） 

175 

端子盤 
左側･･･電源用 
中央･･･伝送線用 
右側･･･集中管理用 ( ) 

175 

形　名 

PUSY-P･SM-E1 1088

PUSY-P･M-E1 1074

Ａ寸 法 
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（b）MーNETリモコンを用いたシステム例

（　 ） （　 ） 
（単相２００Ｖ） 

１.２５mm2×２ 

φ１.６mm以上×２ 

Ｒ 

（ＩＣ） 

（ＭＥ） 
（ＭＥリモコン） 

ＴＢ５ ＴＢ１５ 
Ａ Ｂ Ｓ 

ＴＢ３ 
Ａ 

R
Ｓ 
Ｔ Ｂ Ｓ 

ＴＢ７ 

ＴＢ１電源用 

電源用 
アース端子 

（Ｃ） 
アース線 

（Ｂ）幹線 

集中管理用 

伝送線用アース端子 

室外ユニット(ＯＣ） 

１５A

配線用遮断器 
漏電遮断器 

　　（Ａ） 
配線用遮断器 
漏電遮断器 電　源 

三相２００Ｖ 

電　源 
単相２００Ｖ 

又は 
三相２００Ｖ 

Ａ Ｂ Ｓ 

１ ２ 

Ｓ Ｒ 

（ＩＣ） 

（ＭＥ） 

ＴＢ５ ＴＢ１５ 
Ａ Ｂ Ｓ １ ２ 

Ｓ Ｒ 

（ＩＣ） 

（ＭＥ） 

ＴＢ５ ＴＢ１５ 
Ａ Ｂ Ｓ １ ２ 

Ｓ Ｒ 

冷媒配管 

プルボックス 

（ＩＣ） 

（ＭＥ） 

ＴＢ５ ＴＢ１５ 
Ａ Ｂ Ｓ １ ２ 

Ｓ Ｒ 

（ＩＣ） 

（ＭＥ） 

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

ＴＢ６ 

Ａ Ｂ Ｓ １ ２ 

１ ２ 

Ｓ 

シールド線 

※接続室内機の機種、 
　台数により電源遮断器 
　などの仕様は異なります。 

ＴＢ６ 
１ ２ 

ＴＢ６ 
１ ２ 

ＴＢ６ 
１ ２ 

ＴＢ６ 
１ ２ 

シールド線使用の 
場合のアース線 
(室外ユニットに付属)

室 
内 
ユ 
ニ 
ッ 
ト 

注１．ＭＥリモコンを用いたシステムの一例の場合です。 
　２．制御線は全て無極性2線です。 
　３．◎印はネジ端子台を示します。 
　４．室内機の接続台数は、図は5台で表現されておりますがP112形は1～6台、 
　　　 P140･P160形は1～8台までＯＫです。 
　５．アドレス設定は必要となります。 
　６．この図はシールド線を使用した例で作られておりますが、使わない場合もあります。  
　７．ＭＡリモコンとの混在は出来ません。 

〈6〉機外配線図
（a）MAリモコンを用いたシステム例

室 
内 
ユ 
ニ 
ッ 
ト 

（　 ） （　 ） 
（単相２００Ｖ） 

１.２５mm2×２ 

φ１.６mm以上×２ 
伝送線 
１.２５mm2 以上×２ 

φ１.６mm以上×２ 

Ｒ 

（ＩＣ） 

（ＭＡ） 
（ＭＡリモコン） 

ＴＢ５ ＴＢ１５ 
Ａ Ｂ Ｓ 

ＴＢ３ 
Ａ 

R
Ｓ 
Ｔ Ｂ Ｓ 

ＴＢ７ 

ＴＢ１電源用 

電源用 
アース端子 

（Ｃ） 
アース線 

（Ｂ）幹線 

集中管理用 

室外ユニット(ＯＣ） 

１５A

配線用遮断器 
漏電遮断器 

　　（Ａ） 
配線用遮断器 
漏電遮断器 

電　源 
三相２００Ｖ 

電　源 
単相２００Ｖ 

Ａ Ｂ Ｓ 

１ ２ 

A1B2

Ｓ Ｒ 

（ＩＣ） 

ＴＢ５ 
Ａ Ｂ Ｓ 

Ｓ Ｒ 

（ＩＣ） 

ＴＢ５ 
Ａ Ｂ Ｓ 

Ｓ Ｒ 

冷媒配管 
プルボックス 

（ＩＣ） 

ＴＢ５ 
Ａ Ｂ Ｓ 

Ｓ Ｒ 

（ＩＣ） 

ＴＢ５ 
Ａ Ｂ Ｓ 

Ｓ 

注１．ＭＡリモコンを用いたシステムの場合です。 
　２．伝送線は無極性2線です。 
　３．室内ユニットとＭＡリモコンの接続線は、無極性2線です。 
　４．◎印はネジ端子台を示します。 
　５．室内機の接続台数は80形は1～4台、112形は1～6台、140・160形は1～8台です。 
　６．ノイズの発生がない場合はシールド線なしで可。 

（ＭＡ） 

ＴＢ１５ 
１ ２ 

A1B2

（ＭＡ） 

ＴＢ１５ 
１ ２ 

A1B2

（ＭＡ） 

ＴＢ１５ 
１ ２ 

A1B2

（ＭＡ） 

ＴＢ１５ 
１ ２ 

A1B2

伝送線用アース端子 

シールド線使用の 
場合のアース線 
(室外ユニットに付属)

（ＭＡリモコン） （ＭＡリモコン） （ＭＡリモコン） （ＭＡリモコン） 
※リモコンケーブル別売品 
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〈7〉別売部品表

形名 

注 強風が吹きつける場所に設置する場合に取付けてください 。 
ただし、 ･ 形は、別売のエアガイドを取付けた場合も、冷房の運転可 能範囲は外気温 ℃までです。 

注 

部品名 

⇒ 

⇒ 

（２ 個使い ） 

２ 個使い ） 

－ 

  

吹 出 ガ イ  ド 

防 雪 ダ ク  ト （ 架 台 付  ） 

ド レ ン ソ ケ ッ  ト 

集 中 排 水 ド レ ン パ  ン 

安 全 ネ ッ  ト 

エ コ ア ッ プ シ ャ ワ  

凍 結 防 止 ヒ ー タ ー  

ー 

外 部 入 力 用 ア ダ プ タ  ー 
（ サ イ レ ン ト モ ー ド 時 使 用  ） 

外 部 出 力 用 ア ダ プ タ  － 

エ ア ガ イ  ド 

分岐ジョイン ト 

分岐ヘッダ  ー 

異経ジョイン ト 

２ 分  岐 

４ 分  岐 

８ 分  岐 

PAC-SH35BH
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ビ
ル
用
マ
ル
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エ
ア
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シ
テ
ィ
マ
ル
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E 

e
c
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト（
冷
暖
切
替
）／
高
C
O
P
タ
イ
プ 

3.2 シティマルチY E eco 室外ユニット（冷暖切替）/高COPタイプ
〈1〉標準タイプ
（1）機器構成

■8～20HP

I 

※1：室外ユニットが16・18・20HPの場合のみ。｠

リモコンおよびシステムコントローラー等｠

パネル（天井カセット、天井ビルトインのみ）｠

I 

8HP 10HP室外ユニット｠
PUHY-P224CM-E3 PUHY-P280CM-E3

接続可能｠
容　量｠ Ｐ22～Ｐ280

室内ユニット｠

台　数｠ 1～13台｠

合計容量｠
(室外ユニット容量比)

112～291｠
（50～130％）｠

1～16台｠

140～364｠
（50～130％）｠

12HP 14HP
PUHY-P335CM-E3 PUHY-P400CM-E3

168～435｠
（50～130％）｠

1～20台｠ 1～25台｠

200～520｠
（50～130％）｠

16HP
PUHY-P450CM-E3

18HP
PUHY-P500CM-E3

Ｐ22～Ｐ560Ｐ22～Ｐ450

225～585｠
（50～130％）｠

250～650｠
（50～130％）｠

20HP
PUHY-P560CM-E3

280～728｠
（50～130％）｠

分岐ジョイント｠
分岐ヘッダー｠

4分岐｠ 8分岐｠ 10分岐｠

8HP

10・12HP
CMY-Y102S-D

CMY-Y104-D CMY-Y108-D CMY-Y1010-D
CMY-Y102L-D1

14・16・18・20HP
CMY-Y102S-D
CMY-Y102L-D1
CMY-Y202-D1

分
岐
管
キ
ッ
ト｠

※8～20HPの場合に使用するユニットはPUHY-P○○○CM-E3

※室外ユニットがP224形の場合は、第一分岐にはCMY-Y102S-Dを、
　室外ユニットがP280・P335形の場合は、第一分岐にはCMY-Y102L-D1を、
　室外ユニットがP400・P450形の場合は、第一分岐にはCMY-Y102L-D1もしくはCMY-Y202-D1を、
　室外ユニットがP500・P560形の場合は、第一分岐にはCMY-Y202-D1をご使用ください。

形の室外ユニットです。本ユニットを複数台組合わせて使用す
ることはできません。｠

BM 
JM 
CM 
LM 
BM 
EM 
CLMD 
M 
M 
ML 
KM 
BM 
BMS 
HM 
LEM 
DM 
GM 
LRM 
RM 
HM 
M-F 
RM-F 
M 

RDF5 
DF5

 

PLFY
 

 
 

PMFY
 

 
PLFY 
PDFY 

PEFY
 

 
PCFY 
 

PKFY 
 

PFFY
 

 
PSFY 

PFFY
 

 
PCFY 
PEFY 
PFFY 
GE 
LGH 
LB

ロスナイ｠ 

｠ 
四方向 
 

二方向 

一方向
 

 
ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 
ビルトイン 
ダクト 
ホテル向け 
 

小容量 
 

大容量 
ローボーイ 
ダクト 
スリム 
ローボーイ 
ビルトイン 
 
 

ビルトイン 
 
 
 

パ
ネ
ル
必
要 

 

 
 

天井 
ｶｾｯﾄ 
 
 
 

天井 

天埋 
 
 
 

壁掛 
 
 

床置 
｠ 

床埋込 
壁 
 
 
壁 
 
 
 

天吊 
 
 
 
 
 
 
 
 

天吊 
天埋 
 

天埋 

P22 
● 
 
● 
● 
● 
 
 
● 
 
● 
 
● 
● 

P28 
● 
 
● 
● 
● 
 
 
● 
 
● 
 
● 
● 
 
● 
 
 
● 
 

P36 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
 
 
 
 
 
● 
● 
 
 
● 
 
 
 
 
 

●（50） 

P45 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
 
● 
 
 
● 
● 
 
 
● 
 

P80 
● 
 
 
● 
 
● 
● 
● 
● 
 
● 
 
 
 
 
 
● 
 
 
● 
 
 
 
 

●（150） 

P56 
● 
● 
 
● 
 
● 
● 
● 
● 
 
● 
 
 
● 
● 
 
● 
● 
 
 
 
 
 

●（80） 
 

P71 
● 
● 
 
● 
 
● 
● 
● 
● 
 
● 
 
 
 
● 
 
● 
● 
 
 
 
 
 

●（100） 
●（100） 

P90 
● 
 
 
● 
 
 
 
● 
● 
 
● 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 

●（200） 

P112 
● 
 
 
● 
 
 
 
● 
● 
 
● 
 
 
 
 
 
● 
 
● 
 
● 
 

P140 
● 
 
 
● 
 
 
 
● 
● 
 
● 
 
 
 
 
 
● 
 
● 
● 
● 
 
● 
 

P160 
● 
 
 
 
 
 
 
 
● 
 
● 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 
● 
 

P224 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
● 
 
● 
 
● 
 
 

P280 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
● 
 
● 
● 
● 
 
 

P450 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 
 

P560 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（●）※1 
 
 
 
 

汎用 
 
 
 
 
 
 
 

厨房用 
 
 

外気処理 

室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 
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■22～36HP（室外ユニット2台接続構成）

リモコンおよびシステムコントローラー等｠

パネル（天井カセット、天井ビルトインのみ）｠

室外ユニット｠

接続可能｠
容　量｠

室内ユニット｠

台　数｠

合計容量｠
(室外ユニット容量比)

分岐ジョイント｠
分岐ヘッダー｠

4分岐｠ 8分岐｠ 10分岐｠
分
岐
管
キ
ッ
ト｠

CMY-Y102S-D｠
CMY-Y102L-D1｠
CMY-Y202-D1｠
CMY-Y302-D

室内ユニット用｠

CMY-Y100BK222～26HP
CMY-Y200BK228～36HP

室外ユニット用｠
CMY-Y104-D CMY-Y108-D CMY-Y1010-D

22HP
PUHY-P630SCM-E3

24HP
PUHY-P690SCM-E3

26HP
PUHY-P730SCM-E3

28HP
PUHY-P800SCM-E3

30HP
PUHY-P850SCM-E3

32HP
PUHY-P900SCM-E3

34HP
PUHY-P960SCM-E3

36HP
PUHY-P1010SCM-E3

Ｐ22～Ｐ560
1～25台｠ 1～32台｠ 1～42台｠

｠
315～819｠

（50～130％）｠
345～897｠

（50～130％） ｠
365～949｠

（50～130％） ｠
400～1040｠
（50～130％）｠

425～1105｠
（50～130％） ｠

450～1170｠
（50～130％） ｠

480～1248｠
（50～130％） ｠

505～1313｠
（50～130％）｠

※22HP～50HP時に構成するユニットは、PUHY-P280・335・400・450・500SCM-E3です。本ユニットを単独で使用することはできません。｠
※PUHY-P○○○SCM-E3形とPUHY-P○○○SCM-E,｠-E1,｠-E2形を組合わせて使用することはできません。｠

※室外ユニットがP630・P690・P730形の場合は第一分岐
にはCMY-Y202-D1を、室外ユニットがP800～P1010形の
場合は第一分岐にCMY-Y302-Dをご使用ください。
CMY-Y302-Dを使用時は片側の分岐下流合計はP730以下とし、
第一分岐で両方がP730以上になる場合、分岐ジョイント
（CMY-Y302-D）を2個順次接続し、分岐してください。

｠ ｠ 

｠ ｠ ｠ 

BM 
JM 
CM 
LM 
BM 
EM 
CLMD 
M 
M 
ML 
KM 
BM 
BMS 
HM 
LEM 
DM 
GM 
LRM 
RM 
HM 
M-F 
RM-F 
M 

RDF5 
DF5

 

PLFY 
 
 

PMFY 
 

PLFY 
PDFY 

PEFY
 

 
PCFY 
 

PKFY 
 

PFFY 
 

PSFY 

PFFY 
 

PCFY 
PEFY 
PFFY 
GE 
LGH 
LB

ロスナイ｠ 

｠ 
四方向 
 

二方向 

一方向 
 

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 
ビルトイン｠ 
ダクト 
ホテル向け 
 

小容量 
 

大容量 
ローボーイ 
ダクト 
スリム 
ローボーイ 
ビルトイン 
 
 

ビルトイン 
 
 
 

パ
ネ
ル
必
要 

天吊 
 
 
 
 
 
 
 
 

天吊 
天埋 
 

天埋 

汎用 
 
 
 
 
 
 
 
 

厨房用 
 
 

外気処理 

室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 

 

 
 

天井 
ｶｾｯﾄ 
 
 
 

天井 

天埋 
 
 
 

壁掛 
 
 

床置 
｠ 

床埋込 
壁 
 
 
壁 
 
 
 

P22 
● 
 
● 
● 
● 
 
 
● 
 
● 
 
● 
● 

P28 
● 
 
● 
● 
● 
 
 
● 
 
● 
 
● 
● 
 
● 
 
 
● 
 

P36 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
 
 
 
 
 
● 
● 
 
 
● 
 
 
 
 
 

●（50） 

P45 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
 
● 
 
 
● 
● 
 
 
● 
 

P56 
● 
● 
 
● 
 
● 
● 
● 
● 
 
● 
 
 
● 
● 
 
● 
● 
 
 
 
 
 

●（80） 
 

P71 
● 
● 
 
● 
 
● 
● 
● 
● 
 
● 
 
 
 
● 
 
● 
● 
 
 
 
 
 

●（100） 

●（100） 

P80 
● 
 
 
● 
 
● 
● 
● 
● 
 
● 
 
 
 
 
 
● 
 
 
● 
 
 
 
 

●（150） 

P90 
● 
 
 
● 
 
 
 
● 
● 
 
● 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 

●（200） 

P112 
● 
 
 
● 
 
 
 
● 
● 
 
● 
 
 
 
 
 
● 
 
● 
 
● 
 

P140 
● 
 
 
● 
 
 
 
● 
● 
 
● 
 
 
 
 
 
● 
 
● 
● 
● 
 
● 
 

P160 
● 
 
 
 
 
 
 
 
● 
 
● 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 
● 
 

P224 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
● 
 
● 
 
● 
 
 

P280 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
● 
 
● 
● 
● 
 
 

P450 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 
 
 

P560 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 
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■38～50HP（室外ユニット3台接続構成）

リモコンおよびシステムコントローラー等｠

パネル（天井カセット、天井ビルトインのみ）｠

CMY-Y102S-D
CMY-Y102L-D1
CMY-Y202-D1
CMY-Y302-D

室外ユニット｠

接続可能｠
容　量｠

室内ユニット｠

台　数｠

合計容量｠
(室外ユニット容量比)

分岐ジョイント｠
分岐ヘッダー｠

4分岐｠ 8分岐｠ 10分岐｠分
岐
管
キ
ッ
ト｠

CMY-Y104-D CMY-Y108-D CMY-Y1010-D

38HP
PUHY-P1080SCM-E3

40HP
PUHY-P1130SCM-E3

42HP
PUHY-P1180SCM-E3

44HP
PUHY-P1240SCM-E3

46HP
PUHY-P1300SCM-E3

48HP
PUHY-P1360SCM-E3

50HP
PUHY-P1400SCM-E3

Ｐ２２～Ｐ５６０｠

２～４２台｠１～４２台｠

室内ユニット用｠

CMY-Y300BK238～50HP室外ユニット用｠

540～1404｠
（50～130％）｠

565～1469｠
（50～130％）｠

590～1534｠
（50～130％）｠

620～1612｠
（50～130％）｠

650～1690｠
（50～130％）｠

680～1768｠
（50～130％）｠

700～1820｠
（50～130％）｠

※22HP～50HP時に構成するユニットは、PUHY-P280・335・400・450・500SCM-E3です。本ユニットを単独で使用することはできません。｠
※PUHY-P○○○SCM-E3形とPUHY-○○○SCM-E,｠-E1,｠-E2形を組合わせて使用することはできません。｠

※室外ユニットがP1080～P1400形の場合は第一分岐
にCMY-Y302-Dをご使用ください。
CMY-Y302-Dを使用時は片側の分岐下流合計はP730以下とし、
第一分岐で両方がP730以上になる場合、分岐ジョイント
（CMY-Y302-D）を2個順次接続し、分岐してください。

｠ ｠ 

｠ ｠ ｠ 

P22 
● 
 
● 
● 
● 
 
 
● 
 
● 
 
● 
● 

P28 
● 
 
● 
● 
● 
 
 
● 
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● 
● 
 
● 
 
 
● 
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● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
 
 
 
 
 
● 
● 
 
 
● 
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P45 
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● 
● 
● 
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● 
 
 
● 
● 
 
 
● 

P56 
● 
● 
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● 
● 
● 
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● 
 
 
● 
● 
 
● 
● 
 
 
 
 
 

●（80） 
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● 
● 
● 
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● 
 
 
 
● 
 
● 
● 
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●（100） 
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● 
● 
● 
● 
 
● 
 
 
 
 
 
● 
 
 
● 
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● 
 
 
 
● 
● 
 
● 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 
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● 
 
 
 
 
 
● 
 
● 
 
● 
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● 
● 
 
● 
 
 
 
 
 
● 
 
● 
● 
● 
 
● 
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● 
 
● 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 
● 
 

P224 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
● 
 
● 
 
● 
 
 

P280 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
● 
 
● 
● 
● 
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● 
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M 
M 
ML 
KM 
BM 
BMS 
HM 
LEM 
DM 
GM 
LRM 
RM 
HM 
M-F 
RM-F 
M 

RDF5 
DF5

 

PLFY 
 
 

PMFY
 

 
PLFY 
PDFY 

PEFY 
 

PCFY 
 

PKFY 
 

PFFY 
 

PSFY 

PFFY 
 

PCFY 
PEFY 
PFFY 
GE 
LGH 
LB

ロスナイ｠ 

｠ 
四方向 
 

二方向 

一方向
 

 
ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 
ビルトイン｠ 
ダクト 
ホテル向け 
 

小容量 
 

大容量 
ローボーイ 
ダクト 
スリム 
ローボーイ 
ビルトイン 
 
 

ビルトイン 
 
 
 

パ
ネ
ル
必
要 

天吊 
 
 
 
 
 
 
 
 

天吊 
天埋 
 

天埋 

 
汎用 
 
 
 
 
 
 
 
 

厨房用 
 
 

外気処理 

室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 

 

 
 

天井 
ｶｾｯﾄ 
 
 
 

天井 

天埋 
 
 
 

壁掛 
 
 

床置 
｠ 

床埋込 
壁 
 
 
壁 
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シリーズ名｠ 冷　房　時｠ 暖　房　時｠

標準｠

室温サーモ形｠
給気処理｠
ユニット｠

室内吸込空気温度｠ 湿球温度15～24℃｠ 乾球温度15～27℃｠

室外吸込空気温度｠ 乾球温度-5～43℃｠注.1 湿球温度-20～15.5℃｠

室内吸込空気温度｠ 湿球温度15～35℃注.2 乾球温度-10～20℃注.2

室外吸込空気温度｠ 乾球温度21～43℃｠ 湿球温度-12.5～20℃｠

（注1）室外ユニット下設置の場合、乾球温度10～43℃になります。｠
（注2）室温サーモ形給気処理ユニットは本体内蔵のサーモにより、冷房時21℃（乾球温度）以下、暖房時20℃（乾球温度）以上で｠
　　　｠｠サーモOFFします。｠

電　源｠

冷房能力｠ （kW）｠

暖房能力｠ （kW）｠

圧縮機用電動機出力｠（kW）｠

送風機用電動機出力｠（kW）｠

PUHY-P224CM-E3 PUHY-P280CM-E3

三相　｠200V｠±｠10％　｠50/60Hz

22.4 28.0

25.0 31.5

5.4 6.8

0.35 0.46

電　源｠

冷房能力｠ （kW）｠

暖房能力｠ （kW）｠

圧縮機用電動機出力｠（kW）｠

送風機用電動機出力｠（kW）｠

PUHY-P335CM-E3

33.5｠

37.5｠

8.1｠

0.46

PUHY-P400CM-E3

40.0｠

45.0｠

9.5

0.46

PUHY-P450CM-E3

45.0｠

50.0｠

10.8

0.46×2

PUHY-P500CM-E3

50.0｠

56.0｠

12.2

0.46×2

PUHY-P560CM-E3

56.0｠

63.0｠

14.0

0.92×2

PUHY-P630SCM-E3

PUHY-P690SCM-E3 PUHY-P730SCM-E3

63.0｠

67.0｠

8.1＋6.8

0.46＋0.46

69.0｠

76.5｠

9.5＋6.8｠

0.46＋0.46

73.0｠

81.5｠

9.5＋8.1｠

0.46＋0.46

電　源｠

冷房能力｠ （kW）｠

暖房能力｠ （kW）｠

圧縮機用電動機出力｠（kW）｠

送風機用電動機出力｠（kW）｠

（kW）｠

（kW）｠

（kW）｠

（kW）｠

（kW）｠

（kW）｠

（kW）｠

（kW）｠

三相　｠200V｠±｠10％　｠50/60Hz

三相　｠200V｠±｠10％　｠50/60Hz

PUHY-P800SCM-E3

PUHY-P900SCM-E3

電　源｠ 三相　200V｠±10％　50/60Hz

冷房能力｠

80.0

90.0

100.0暖房能力｠

88.0

圧縮機電動機出力｠

0.46＋0.46

0.46×2＋0.46 0.46×2＋0.46×2 0.46×2＋0.46×2 0.46×2＋0.46＋0.46

0.46×2＋0.46＋0.46 0.46×2＋0.46＋0.46 0.46×2＋0.46＋0.46 0.46×2＋0.46×2＋0.46 0.46×2＋0.46×2＋0.46

0.46×2＋0.46＋0.46

PUHY-P850SCM-E3

85.0

95.0

0.46×2＋0.46

9.5＋9.5

12.2＋9.5 10.8＋8.1＋6.8 10.8＋8.1＋8.112.2＋12.212.2＋10.8

10.8＋9.5＋8.1 10.8＋9.5＋9.5 12.2＋9.5＋9.5 12.2＋10.8＋9.5 12.2＋12.2＋9.5

10.8＋9.5

送風機電動機出力｠

PUHY-P960SCM-E3｠

｠

96.0｠

108.0

電　源｠ 三相　200V｠±10％　50/60Hz

冷房能力｠

暖房能力｠

圧縮機電動機出力｠

送風機電動機出力｠

（注） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の条件で運転した場合の最大能力です。
P560形はPLFY-P112BM-E3×５台接続時の能力です。｠

PUHY-P1010SCM-E3｠

｠｠

101.0｠

113.0

PUHY-P1080SCM-E3｠

108.0｠

119.5

PUHY-P1130SCM-E3｠

｠

113.0｠

127.0

PUHY-P1180SCM-E3｠

｠

118.0｠

132.0

PUHY-P1240SCM-E3｠

｠｠｠

124.0｠

140.0

PUHY-P1300SCM-E3｠

130.0｠

145.0

PUHY-P1360SCM-E3｠

136.0｠

150.0

PUHY-P1400SCM-E3｠

｠

140.0｠

156.5

（2）概略仕様（室外ユニット）

（3）運転可能温度範囲
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（4）概略仕様（室内ユニット）

種類 形名 冷房能力 (kW) 暖房能力 (kW) 種類 形名 冷房能力 (kW) 暖房能力 (kW)

天井カセット形
（四方向吹出し）
ワイドパワーカセット

PLFY-P22BM-E2 2.2 2.5

天吊形

PCFY-P45KM-E1 4.5 5.0
PLFY-P28BM-E2 2.8 3.2 PCFY-P56KM-E1 5.6 6.3
PLFY-P36BM-E2 3.6 4.0 PCFY-P71KM-E1 7.1 8.0
PLFY-P45BM-E2 4.5 5.0 PCFY-P80KM-E1 8.0 9.0
PLFY-P56BM-E2 5.6 6.3 PCFY-P90KM-E1 9.0 10.0
PLFY-P71BM-E2 7.1 8.0 PCFY-P112KM-E1 11.2 12.5
PLFY-P80BM-E2 8.0 9.0 PCFY-P140KM-E1 14.0 16.0
PLFY-P90BM-E2 9.0 10.0 PCFY-P160KM-E1 16.0 18.0
PLFY-P112BM-E2 11.2 12.5 壁掛形　※1

( 小容量タイプ )
PKFY-P22BM(S)-E1 2.2 2.5

PLFY-P140BM-E2 14.0 16.0 PKFY-P28BM(S)-E1 2.8 3.2
PLFY-P160BM-E2 16.0 18.0

壁掛形
( 大容量タイプ )

PKFY-P36HM-E1 3.6 4.0

天井カセット形
（四方向吹出し）
コンパクトタイプ

PLFY-P36JM-E1 3.6 4.0 PKFY-P45HM-E1 4.5 5.0
PLFY-P45JM-E1 4.5 5.0 PKFY-P56HM-E1 5.6 6.3
PLFY-P56JM-E1 5.6 6.3

床置形
（ローボーイ）

PFFY-P28LEM-E1 2.8 3.2
PLFY-P71JM-E1 7.1 8.0 PFFY-P36LEM-E1 3.6 4.0

天井カセット形
（四方向吹出し）
システム天井対応タイプ

PLFY-P22CM-E1 2.2 2.5 PFFY-P45LEM-E1 4.5 5.0
PLFY-P28CM-E1 2.8 3.2 PFFY-P56LEM-E1 5.6 6.3
PLFY-P36CM-E1 3.6 4.0 PFFY-P71LEM-E1 7.1 8.0
PLFY-P45CM-E1 4.5 5.0

床置形

PFFY-P224DM-E1 22.4 25.0

天井カセット形
（ニ方向吹出し）

PLFY-P22LM-E2 2.2 2.5 PFFY-P280DM-E1 28.0 31.5
PLFY-P28LM-E2 2.8 3.2 PFFY-P450DM-E2 45.0 50.0
PLFY-P36LM-E2 3.6 4.0 PFFY-P560DM-E2 56.0 63.0
PLFY-P45LM-E2 4.5 5.0

床置形
（スリム）

PSFY-P56GM-E1 5.6 6.3
PLFY-P56LM-E2 5.6 6.3 PSFY-P71GM-E1 7.1 8.0
PLFY-P71LM-E2 7.1 8.0 PSFY-P80GM-E1 8.0 9.0
PLFY-P80LM-E2 8.0 9.0 PSFY-P112GM-E1 11.2 12.5
PLFY-P90LM-E2 9.0 10.0 PSFY-P140GM-E1 14.0 16.0
PLFY-P112LM-E2 11.2 12.5 PSFY-P160GM-E1 16.0 18.0
PLFY-P140LM-E2 14.0 16.0

壁ビルトイン形

PFFY-P112RM-E1 11.2 12.5

天井カセット形
（一方向吹出し）
小容量タイプ

PMFY-P22BM-E1 2.2 2.5 PFFY-P140RM-E1 14.0 16.0
PMFY-P28BM-E1 2.8 3.2 PFFY-P224RM-E1 22.4 25.0
PMFY-P36BM-E1 3.6 4.0 PFFY-P280RM-E1 28.0 31.5
PMFY-P45BM-E1 4.5 5.0

床置埋込形
（ローボーイ）

PFFY-P28LRM-E1 2.8 3.2

天井カセット形
（一方向吹出し）
大容量タイプ

PMFY-P36EM-E1 3.6 4.0 PFFY-P36LRM-E1 3.6 4.0
PMFY-P45EM-E1 4.5 5.0 PFFY-P45LRM-E1 4.5 5.0
PMFY-P56EM-E1 5.6 6.3 PFFY-P56LRM-E1 5.6 6.3
PMFY-P71EM-E1 7.1 8.0 PFFY-P71LRM-E1 7.1 8.0
PMFY-P80EM-E1 8.0 9.0 天井埋込形

（ホテル向け）
PEFY-P22ML-E1(-R) 2.2 2.5

天井ビルトイン形

PDFY-P22M-E2 2.2 2.5 PEFY-P28ML-E1(-R) 2.8 3.2
PDFY-P28M-E2 2.8 3.2

天井埋込形
室温サーモ形給気
処理ユニット　※2

PEFY-P90M-E1-F 9.0 8.5
PDFY-P36M-E2 3.6 4.0 PEFY-P112M-E1-F 11.2 10.6
PDFY-P45M-E2 4.5 5.0 PEFY-P140M-E1-F 14.0 13.2
PDFY-P56M-E2 5.6 6.3 PEFY-P160M-E1-F 16.0 15.1
PDFY-P71M-E2 7.1 8.0 PEFY-P224M-E1-F 22.4 21.2
PDFY-P80M-E2 8.0 9.0 PEFY-P280M-E1-F 28.0 26.5
PDFY-P90M-E2 9.0 10.0 壁ビルトイン形 

室温サーモ形給気 
処理ユニット　※２

PDFY-P112M-E2 11.2 12.5 PFFY-P280RM-E1-F 28.0 26.5
PDFY-P140M-E2 14.0 16.0

天井埋込形

PEFY-P45M-E1 4.5 5.0 天吊形
厨房用

PCFY-P80HM-E1 8.0 9.0
PEFY-P56M-E1 5.6 6.3 PCFY-P140HM-E1 14.0 16.0
PEFY-P71M-E1 7.1 8.0

天井埋込形
外気処理エアコン

GE-P1080M-E1 14.0 13.7
PEFY-P80M-E1 8.0 9.0 GE-P1680M-E1 22.4 21.2
PEFY-P90M-E1 9.0 10.0 GE-P2100M-E1 28.0 26.5
PEFY-P112M-E1 11.2 12.5

天井カセット形
クリーンルーム用

PLFY-P36CLMD-E1 3.6 4.0
PEFY-P140M-E1 14.0 16.0 PLFY-P45CLMD-E1 4.5 5.0
PEFY-P160M-E1 16.0 18.0 PLFY-P56CLMD-E1 5.6 6.3
PEFY-P224M-E1 22.4 25.0 PLFY-P71CLMD-E1 7.1 8.0
PEFY-P280M-E1 28.0 31.5 PLFY-P80CLMD-E1 8.0 9.0

ロスナイ

LGH-50RDF5 5.46 6.18
LGH-80RDF5 8.79 10.11
LGH-100RDF5 11.17 12.50
LB-100DF5 10.36 11.59
LB-150DF5 13.06 14.49
LB-200DF5 15.83 17.43

注 . 室内ユニットの冷房・暖房能力は JIS8615-1 又は2の標準条件で運転した場合の値です。
注 .※1の壁掛形のPKFY-BMS-E1形は、静かな小部屋用を示します。ホテル、寮などの暗騒音が低い部屋でのご使用には、PKFY-BMS-E1形をご選定ください。なお、その際には
必ず別売外付 LEVボックスPAC-SG95LEとの組合せ使用となります。

注 .※2の冷房・暖房能力は、＜冷房時：室内側吸込空気温度33℃（乾球温度）、28℃（湿球温度）、室外側吸込空気温度33℃（乾球温度）、28℃（湿球温度）、暖房時：室内側吸
込空気温度0℃（乾球温度）、-2.9 ℃（湿球温度）、室外側吸込空気温度0℃（乾球温度）、-2.9 ℃（湿球温度）＞によります。

注 . ロスナイの冷暖能力は外気負荷熱処理能力（冷房室内側吸込温度27℃（乾球温度）、19℃（湿球温度）、室外側吸込温度35℃（乾球温度）、24℃（湿球温度）、暖房室内側吸込
温度20℃（乾球温度）、13.8 ℃（湿球温度）、室外側吸込温度7℃（乾球温度）、6℃（湿球温度））を示し、ロスナイによる熱回収分を含めた値です。

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2
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（注1）冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。 
（注2）※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。 
（注3）※2のアクティブフィルターはP224形は対象外となります。 

取付可能部品｠ 

室外ユニット形名｠ 

電　　　源 ｠ 

消費電力｠ 

電流｠ 

力率｠ 

冷房｠ 

暖房｠ 

暖房低温※1

外形寸法｠ 

冷房｠ 

暖房｠ 

冷房｠ 

暖房｠ 

始動電流 （A）｠ 

熱交換器形式｠ 

形式×個数｠ 

始動方式｠ 

電動機出力｠ 

電動機出力｠ 

形式×個数｠ 

クランクケースヒーター｠ 

法定冷凍トン｠ 

風量｠ 

ガス側｠ 

高圧保護｠ 

圧縮機/送風機｠ 

イ ンバー ター 回路｠ 

液　側｠ 

霜取方法｠ 

保護装置｠ 

冷媒配管｠ 

電 
気 
特 
性 ｠ 

圧 
縮 
機 ｠ 

送 
風 
機 ｠ 

外装 （ マンセルNo.）｠ 

高さ｠ 

幅　｠ 

奥行｠ 

製品質量（kg）｠ 

PUHY-P224CM-E3 PUHY-P280CM-E3 PUHY-P335CM-E3 PUHY-P400CM-E3

冷房能力｠ 

暖房能力｠ 

暖房低温能力※1

騒音値｠ 

騒音値 （ 低騒音モー ド） ｠ 

圧力計・防雪フード・集中ドレンパン・アクティブフィルター※2

溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂　色：マンセル｠5Y8／1）｠ 

33.5｠ 

37.5｠ 

28.8｠ 

9.02

9.86｠ 

8.52｠ 

28.93｠ 

31.62

90｠ 

90｠ 

15｠ 

8.1

4,73｠ 

φ22.2ロウ付｠ 

φ9.52ロウ付（40m以上はφ12.7）｠ 

59｠ 

50｠ 

三相｠200V｠50/60Hz

クロスフィンチューブ｠ 

全密閉形｠ 

インバーター始動｠ 

プロペラファン×1｠ 

185｠ 

0.35｠ 

リバースサイクル｠ 

圧力センサー・圧力開閉器（4.15MPa） 

過電流保護・過昇保護/温度開閉器｠ 

過電流保護・過昇保護｠ 

｠ 

｠ 

kW｠ 

kW｠ 

kW｠ 

kW｠ 

kW｠ 

kW｠ 

A｠ 

A｠ 

%｠ 

%｠ 

A｠ 

｠ 

｠ 

kW｠ 

｠ 

W｠ 

｠ 

m3/min｠ 

kW｠ 

トン ｠ 

｠ 

｠ 

｠ 

｠ 

mm｠ 

mm｠ 

dB［ A特性 ］ ｠ 

dB［ A特性 ］ ｠ 

｠ 

mm｠ 

mm｠ 

mm｠ 

kg｠ 

｠ 

｠ 

｠ 

22.4｠ 

25.0｠ 

20.0｠ 

5.71

5.86

5.74｠ 

18.31

18.79

90｠ 

90｠ 

15｠ 

｠ 

5.4｠ 

｠｠ 

3.15｠ 

｠｠ 

｠｠ 

｠｠ 

｠｠ 

φ19.05ロウ付｠ 

φ9.52ロウ付｠ 

56｠ 

44

28.0｠ 

31.5｠ 

25.0｠ 

8.16

8.22

8.32｠ 

26.17

26.36

90｠ 

90｠ 

15｠ 

｠ 

6.8

3.94｠ 

φ22.2ロウ付｠ 

φ9.52ロウ付（90m以上はφ12.7） ｠ 

58｠ 

44｠ 

｠｠｠ 

1650｠ 

920｠ 

760｠ 

185

0.035 0.045

170｠ 

｠ 

205

40.0｠ 

45.0｠ 

36.0｠ 

12.15

12.03

11.45｠ 

38.97｠ 

38.58｠ 

90｠ 

90｠ 

15｠ 

9.5

5.52｠ 

φ25.4ロウ付｠ 

φ12.7ロウ付｠ 

60｠ 

50｠ 

（5）仕様

■P224～P400形
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ビ
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）／
高
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O
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■P450～P730形

（注1）冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。
（注2）※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。

取付可能部品｠

室外ユニット形名｠

電　　　源｠

消費｠
電力｠

電流｠

力率｠

冷房｠

暖房｠

暖房低温※1

外形寸法｠

冷房｠

暖房｠

冷房｠

暖房｠

始動電流（A）｠

熱交換器形式｠

構成ユニット形名｠

形式×個数｠

始動方式｠

電動機出力｠

電動機出力｠

形式×個数｠

クランクケースヒーター｠

法定冷凍トン｠

風量｠

ガス側｠

高圧保護｠

圧縮機/送風機｠

インバーター回路｠

液　側｠

ガス側｠
液　側｠

霜取方法｠

保護｠
装置｠

冷媒配管寸法｠
（主管）｠

冷媒配管寸法｠
（ユニット連絡管）｠

電
気
特
性｠

圧
縮
機｠

送
風
機｠

外装（マンセルNo.）｠

高さ｠

幅　｠

奥行｠
製品質量（kg）｠

PUHY-P450CM-E3

PUHY-P280｠
SCM-E3

PUHY-P335｠
SCM-E3

PUHY-P280｠
SCM-E3

PUHY-P400｠
SCM-E3

PUHY-P335｠
SCM-E3

PUHY-P400｠
SCM-E3

PUHY-P500CM-E3 PUHY-P560CM-E3 PUHY-P630SCM-E3 PUHY-P690SCM-E3 PUHY-P730SCM-E3

冷房能力｠

暖房能力｠

暖房低温能力※1

騒音値｠
｠騒音値（低騒音モード）｠

全密閉形｠

｠

全密閉形｠ 全密閉形｠

｠
｠ ｠

全密｠
閉形｠
｠

全密｠
閉形｠
｠

全密｠
閉形｠
｠

全密｠
閉形｠
｠

全密｠
閉形｠
｠

全密｠
閉形｠
｠

0.045｠

プロペラファン×2

180×2 200×2

0.46×2｠

1650｠

1750

760｠

｠ ｠ ｠

1650｠

920｠

760｠

190｠

｠

1650｠

920｠

760｠

210

1650｠

920｠

760｠

190｠

｠

1650｠

920｠

760｠

210

1650｠

920｠

760｠

210

1650｠

920｠

760｠

210

｠

6.37

｠

｠

｠

｠

｠

｠

6.8｠

｠

0.035｠

プロペラファン×1｠

185｠

0.35｠

3.94｠

｠

｠

6.8｠

｠

0.035｠

プロペラファン×1｠

185｠

0.35｠

3.94｠

｠

｠

｠

8.1｠

｠

0.045｠

プロペラファン×1｠

185｠

0.35｠

4.73｠

｠

｠

8.1

｠

0.045｠

プロペラファン×1｠

185｠

0.35｠

4.73｠

｠

｠

｠

9.5｠

｠

0.045｠

プロペラファン×1｠

185｠

0.35｠

5.52｠

｠

9.5

｠

0.045｠

プロペラファン×1｠

185｠

0.35｠

5.52｠

｠

｠

｠

圧力計・防雪フード・集中ドレンパン・アクティブフィルター｠

溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂　色：マンセル｠5Y8／1）｠

69.0｠

76.5｠

60.0｠

21.10

20.40

18.60

67.67

65.43｠

90｠

90｠

30（電源渡り接続時）｠

｠

｠

｠

｠

｠

｠

｠

三相｠200V｠50/60Hz

クロスフィンチューブ｠

インバーター始動｠

リバースサイクル｠

｠

kW｠

kW｠

kW｠

kW｠

kW｠

kW｠

A｠

A｠

%｠

%｠

A｠

｠

｠

｠

kW｠

｠

W｠

｠

m3/min｠

kW｠

トン｠

｠

｠

｠

｠

mm｠

mm｠

mm｠

mm｠

dB［A特性］｠

dB［A特性］｠

｠

mm｠

mm｠

mm｠

kg｠

｠

65｠

54

61.5｠

51

61

53｠

｠

｠

｠

｠

285

62

53｠

｠

｠

｠

｠

300

62｠

51

62.5｠

53

45.0｠

50.0｠

40.0｠

12.64

12.37｠

11.63｠

40.54｠

39.67｠

90｠

90｠

15｠

｠

｠

｠

10.8

｠

｠

｠

｠

5.71｠

｠

｠

｠

｠

φ28.58ロウ付｠

φ12.7ロウ付｠ ロウ付｠
φ22.2ロウ付｠

φ9.52ロウ付

φ25.4ロウ付｠

φ12.7ロウ付

φ25.4ロウ付｠

φ12.7ロウ付

φ25.4ロウ付｠

φ12.7ロウ付

φ25.4ロウ付｠

φ12.7ロウ付

φ22.2ロウ付｠

φ9.52ロウ付

50.0｠

56.0｠

45.0｠

16.18

14.58

13.74｠

51.89

46.76｠

90｠

90｠

15｠ 15｠

｠

｠

｠

12.2｠ 14.0

｠

｠

｠

5.91｠

｠

｠

｠

｠

φ28.58ロウ付｠

φ15.88

φ28.58ロウ付｠

φ15.88ロウ付｠

φ28.58ロウ付｠

φ15.88ロウ付｠

｠

φ28.58ロウ付｠

φ15.88ロウ付｠

｠

φ28.58ロウ付｠

φ15.88ロウ付｠

｠

56.0｠

63.0｠

50.0｠

17.68｠

17.12｠

14.92｠

56.70｠

54.91｠

90｠

90｠

｠

63.0｠

69.0｠

53.8｠

18.00｠

18.40｠

15.98｠

57.73｠

59.01

90｠

90｠

30（電源渡り接続時）｠

｠

73.0｠

81.5｠

65.0｠

21.47

21.34｠

20.03｠

68.86

68.44｠

90｠

90｠

30（電源渡り接続時）｠

圧力センサー・圧力開閉器（4.15MPa）｠

過電流保護・過昇保護/温度開閉器｠

過電流保護・過昇保護｠

｠
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■P800～P1010形

（注1）冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。
（注2）※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。

PUHY-P400｠
SCM-E3

PUHY-P400｠
SCM-E3

PUHY-P400｠
SCM-E3

PUHY-P400｠
SCM-E3

PUHY-P500｠
SCM-E3

PUHY-P500｠
SCM-E3

PUHY-P500｠
SCM-E3

PUHY-P500｠
SCM-E3

PUHY-P450｠
SCM-E3

PUHY-P450｠
SCM-E3

取付可能部品｠

室外ユニット形名｠

電　　　源｠

消費｠
電力｠

電流｠

力率｠

冷房｠

暖房｠

暖房低温※1

外形寸法｠

冷房｠

暖房｠

冷房｠

暖房｠

始動電流（A）｠

熱交換器形式｠

構成ユニット形名｠

形式×個数｠

始動方式｠

電動機出力｠

電動機出力｠

形式×個数｠

クランクケースヒーター｠

法定冷凍トン｠

風量｠

ガス側｠

高圧保護｠

圧縮機/送風機｠

インバーター回路｠

液　側｠

ガス側｠
液　側｠

霜取方法｠

保護｠
装置｠

冷媒配管寸法｠
（主管）｠

冷媒配管寸法｠
（ユニット連絡管）｠

電
気
特
性｠

圧
縮
機｠

送
風
機｠

外装（マンセルNo.）｠

高さ｠

幅　｠

奥行｠
製品質量（kg）｠

冷房能力｠

暖房能力｠

暖房低温能力※1

騒音値｠

騒音値（低騒音モード）｠

全密閉形｠

｠

全密閉形｠

｠

全密閉形｠

｠

全密閉形｠

｠

全密閉形｠

｠

全密閉形｠

｠

全密閉形｠

｠

全密閉形｠

｠

全密閉形｠

｠

全密閉形｠

｠9.5

0.045｠

プロペラファン×1｠

185｠

0.35｠

5.52｠

｠

｠

｠

9.5

0.045｠

プロペラファン×1｠

185｠

0.35｠

5.52｠

｠

｠

｠

9.5｠

0.045｠

プロペラファン×1｠

185｠ 180×2｠ 180×2｠180×2｠180×2｠180×2｠180×2｠

0.35｠

5.52｠

｠

｠

9.5

｠

0.045｠

プロペラファン×1｠

185｠

0.35｠

5.52｠

｠

｠

｠

12.2

｠

0.045｠

プロペラファン×2

0.46×2

5.91

12.2

0.045｠

プロペラファン×2

0.46×2

5.91

12.2

0.045｠

プロペラファン×2

0.46×2

5.91

12.2

0.045｠

プロペラファン×2

0.46×2

5.91

10.8｠

｠

0.045｠

プロペラファン×2

0.46×2

5.71

10.8

0.045｠

プロペラファン×2

0.46×2

5.71

圧力計・防雪フード・集中ドレンパン・アクティブフィルター｠

溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂　色：マンセル｠5Y8／1）｠

三相｠200V｠50/60Hz

クロスフィンチューブ｠

インバーター始動｠

リバースサイクル｠

｠

80.0｠

88.0｠

70.0｠

24.92｠

23.78

22.26｠

79.93｠

76.27

90｠

90｠

30（電源渡り接続時）｠

φ31.75ロウ付｠

φ19.05ロウ付｠

φ31.75ロウ付｠

φ19.05ロウ付｠

φ31.75ロウ付｠

φ19.05ロウ付｠

φ38.1ロウ付｠

φ19.05ロウ付｠

φ38.1ロウ付｠

φ19.05ロウ付｠

63｠

53

63.5

55

64

55

64.5

56

65

56

｠

85.0｠

95.0｠

75.0｠

25.37

24.80

22.78｠

81.37

79.54

90｠

90｠

30（電源渡り接続時）｠

90.0｠

100.0｠

80.0｠

29.03｠

26.38｠

24.88｠

93.11

84.61

90｠

90｠

30（電源渡り接続時）｠

96.0｠

108.0｠

85.0｠

29.35

26.92｠

25.37｠

94.14｠

86.34｠

90｠

90｠

30（電源渡り接続時）｠

101.0｠

113.0｠

90.0｠

33.22

28.65｠

27.48｠

106.55

91.89｠

90｠

90｠

30（電源渡り接続時）｠

1650｠

920｠

760｠

210｠

｠

1650｠

920｠

760｠

210

1650｠

920｠

760｠

210｠

｠

1650｠

920｠

760｠

210｠

｠

1650｠

1750

760｠

290

1650｠

1750

760｠

290

1650｠

1750

760｠

290

1650｠

1750

760｠

290

1650｠

1750

760｠

290

1650｠

1750

760｠

290

PUHY-P800SCM-E3 PUHY-P850SCM-E3 PUHY-P900SCM-E3 PUHY-P960SCM-E3 PUHY-P1010SCM-E3

kW｠

kW｠

kW｠

kW｠

kW｠

kW｠

A｠

A｠

%｠

%｠

A｠

｠

｠

｠

kW｠

｠

W｠

｠

m3/min｠

kW｠

トン｠

｠

｠

｠

｠

mm｠

mm｠

mm｠

mm｠

dB［A特性］｠

dB［A特性］｠

｠

mm｠

mm｠

mm｠

kg｠

｠

φ25.4ロウ付｠

φ12.7ロウ付｠

φ25.4ロウ付｠

φ12.7ロウ付｠

φ25.4ロウ付｠

φ12.7ロウ付｠

φ28.58ロウ付｠

φ15.88ロウ付｠

φ25.4ロウ付｠

φ12.7ロウ付｠

φ28.58ロウ付｠

φ15.88ロウ付｠

φ28.58ロウ付｠

φ15.88ロウ付｠

φ28.58ロウ付｠

φ15.88ロウ付｠

φ28.58ロウ付｠

φ15.88ロウ付｠

φ28.58ロウ付｠

φ15.88ロウ付｠

圧力センサー・圧力開閉器｠

過電流保護・過昇保護/温度開閉器｠

過電流保護・過昇保護｠

｠
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■P1080～P1180形

（注1）冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。
（注2）※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。

取付可能部品｠

室外ユニット形名｠

電　　　源｠

消費｠
電力｠

電流｠

力率｠

冷房｠

暖房｠

暖房低温※1

外形寸法｠

冷房｠

暖房｠

冷房｠

暖房｠

始動電流（A）｠

熱交換器形式｠

構成ユニット形名｠

形式×個数｠

始動方式｠

電動機出力｠

電動機出力｠

形式×個数｠

クランクケースヒーター｠

法定冷凍トン｠

風量｠

ガス側｠

高圧保護｠

圧縮機/送風機｠

インバーター回路｠

液　側｠

ガス側｠
液　側｠

霜取方法｠

保護｠
装置｠

冷媒配管寸法｠
（主管）｠

冷媒配管寸法｠
（ユニット連絡管）｠

電
気
特
性｠

圧
縮
機｠

送
風
機｠

外装（マンセルNo.）｠

高さ｠

幅　｠

奥行｠
製品質量（kg）｠

冷房能力｠

暖房能力｠

暖房低温能力※1

騒音値｠

騒音値（低騒音モード）｠

全密閉形｠

｠6.8

｠

0.035｠

プロペラファン×1｠

185｠

0.35｠

3.94

8.1

｠

0.045｠

プロペラファン×1｠

185｠

0.35｠

4.73

10.8

｠

0.045｠

プロペラファン×2

180×2｠ 180×2｠ 180×2｠

0.46×2

5.71

8.1

｠

0.045｠

プロペラファン×1｠

185｠

0.35｠

4.73

8.1

｠

0.045｠

プロペラファン×1｠

185｠

0.35｠

4.73

10.8

｠

0.045｠

プロペラファン×2

0.46×2

5.71

8.1

｠

0.045｠

プロペラファン×1｠

185｠

0.35｠

4.73

9.5

｠

0.045｠

プロペラファン×1｠

185｠

0.35｠

5.52

10.8

｠

0.045｠

プロペラファン×2

0.46×2

5.71

圧力計・防雪フード・集中ドレンパン・アクティブフィルター｠

溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂　色：マンセル｠5Y8／1）｠

三相｠200V｠50/60Hz

クロスフィンチューブ｠

インバーター始動｠

リバースサイクル｠

｠

108.0｠

119.5｠

94.0｠

30.50

29.60｠

27.67｠

97.82

94.94｠

90｠

90｠

45（電源渡り接続時）｠

φ38.1ロウ付｠

φ19.05ロウ付｠

φ38.1ロウ付｠

φ19.05ロウ付｠

φ38.1ロウ付｠

φ19.05ロウ付｠

64.5｠

55

64.5｠

56

65｠

56

113.0｠

127.0｠

100.0｠

31.47｠

31.68｠

29.38｠

100.94

101.61｠

90｠

90｠

45（電源渡り接続時）｠

118.0｠

132.0｠

104.0｠

34.40

33.87｠

31.36｠

110.33

108.63｠

90｠

90｠

45（電源渡り接続時）｠

PUHY-P1080SCM-E3 PUHY-P1130SCM-E3 PUHY-P1180SCM-E3

1650｠

920｠

760｠

190｠

｠

1650｠

920｠

760｠

210

1650｠

920｠

760｠

210

1650｠

920｠

760｠

210

1650｠

920｠

760｠

210

1650｠

920｠

760｠

210

1650｠

1750

760｠

290

1650｠

1750｠

760｠

290

1650｠

1750｠

760｠

290

PUHY-P280｠
SCM-E3

全密閉形｠

｠

PUHY-P335｠
SCM-E3

全密閉形｠

PUHY-P335｠
SCM-E3

全密閉形｠

PUHY-P335｠
SCM-E3

全密閉形｠

PUHY-P335｠
SCM-E3

全密閉形｠

｠

PUHY-P400｠
SCM-E3

全密閉形｠

｠

PUHY-P450｠
SCM-E3

全密閉形｠

｠

PUHY-P450｠
SCM-E3

全密閉形｠

｠

PUHY-P450｠
SCM-E3

kW｠

kW｠

kW｠

kW｠

kW｠

kW｠

A｠

A｠

%｠

%｠

A｠

｠

｠

｠

kW｠

｠

W｠

｠

m3/min｠

kW｠

トン｠

｠

｠

｠

｠

mm｠

mm｠

mm｠

mm｠

dB［A特性］｠

dB［A特性］｠

｠

mm｠

mm｠

mm｠

kg｠

｠

φ22.2ロウ付｠

φ9.52ロウ付｠

φ25.4ロウ付｠

φ12.7ロウ付｠

φ25.4ロウ付｠

φ12.7ロウ付｠

φ25.4ロウ付｠

φ12.7ロウ付｠

φ25.4ロウ付｠

φ12.7ロウ付｠

φ25.4ロウ付｠

φ12.7ロウ付｠

φ28.58ロウ付｠

φ15.88ロウ付｠

φ28.58ロウ付｠

φ15.88ロウ付｠

φ28.58ロウ付｠

φ15.88ロウ付｠

圧力センサー・圧力開閉器｠

過電流保護・過昇保護/温度開閉器｠

過電流保護・過昇保護｠

｠
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■P1240～P1400形

（注1）冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。 
（注2）※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。 

取付可能部品｠ 

室外ユニット形名｠ 

電　　　源 ｠ 

消費｠ 
電力｠ 

電流｠ 

力率｠ 

冷房｠ 

暖房｠ 

暖房低温※1

外形寸法｠ 

冷房｠ 

暖房｠ 

冷房｠ 

暖房｠ 

始動電流 （A）｠ 

熱交換器形式｠ 

構成ユニット形名｠ 

形式×個数｠ 

始動方式｠ 

電動機出力｠ 

電動機出力｠ 

形式×個数｠ 

クランクケースヒーター｠ 

法定冷凍トン｠ 

風量｠ 

高圧保護｠ 

圧縮機/送風機｠ 

イ ンバー ター 回路｠ 

ガス側（主管）｠ 

液管（主管）｠ 

ガス側（ユニット連絡管）｠ 

液側（ユニット連絡管）｠ 

霜取方法｠ 

保護｠ 
装置｠ 

冷媒｠ 
配管｠ 
寸法｠ 

電 
気 
特 
性 ｠ 

圧 
縮 
機 ｠ 

送 
風 
機 ｠ 

外装 （ マンセルNo.）｠ 

高さ｠ 

幅　｠ 

奥行｠ 

製品質量（kg）｠ 

冷房能力｠ 

暖房能力｠ 

暖房低温能力※1

騒音値｠ 

騒音値 （ 低騒音モー ド） ｠ 

全密閉形｠ 

｠ 9.5｠ 

｠ 

0.045｠ 

プロ ペラ ファン×1｠ 

185｠ 

0.35｠ 

5.52｠ 

｠ 

圧力計 ・ 防雪 フー ド ・ 集中 ドレ ンパ ン ・ アクテ ィブ フィ ルタ ー｠ 

溶融亜鉛 メッ キ鋼板 （ 表面処理 ： ポリ エス テル 樹脂　色 ： マン セル ｠5Y8／1） ｠ 

三相｠200V｠50/60Hz

クロ スフ ィン チュ ーブ ｠ 

イ ンバー ター 始動｠ 

リバ ー スサイ クル ｠ 

｠ 

124.0｠ 

140.0｠ 

110.2｠ 

37.46｠ 

36.36｠ 

33.98｠ 

120.15

116.62｠ 

90｠ 

90｠ 

45（ 電源渡 り 接続時 ） ｠ 

φ 38.1ロウ 付｠ 

φ 19.05ロウ 付｠ 

φ 38.1ロウ 付｠ 

φ 19.05ロウ 付｠ 

φ 38.1ロウ 付｠ 

φ 19.05ロウ 付｠ 

φ 38.1ロウ 付｠ 

φ 19.05ロウ 付｠ 

65

56

65.5｠ 

56

66

57

66

57

PUHY-P400｠ 
SCM-E3

全密閉形｠ 

｠ 9.5｠ 

｠ 

0.045｠ 

プロ ペラ ファン×1｠ 

185｠ 

0.35｠ 

5.52

PUHY-P400｠ 
SCM-E3

全密閉形｠ 

｠ 9.5｠ 

｠ 

0.045｠ 

プロ ペラ ファン×1｠ 

185｠ 

0.35｠ 

5.52

PUHY-P400｠ 
SCM-E3

全密閉形｠ 

｠ 9.5｠ 

｠ 

0.045｠ 

プロ ペラ ファン×1｠ 

185｠ 

0.35｠ 

5.52

PUHY-P400｠ 
SCM-E3

全密閉形｠ 

｠ 9.5｠ 

｠ 

0.045｠ 

プロ ペラ ファン×1｠ 

185｠ 

0.35｠ 

5.52

PUHY-P400｠ 
SCM-E3

全密閉形｠ 

｠ 9.5｠ 

｠ 

0.045｠ 

プロ ペラ ファン×1｠ 

185｠ 

0.35｠ 

5.52

PUHY-P400｠ 
SCM-E3

全密閉形｠ 

｠ 12.2｠ 

｠ 

0.045｠ 

プロ ペラ ファン×2

0.46× 2

5.91

PUHY-P500｠ 
SCM-E3

全密閉形｠ 

｠ 12.2｠ 

｠ 

0.045｠ 

プロ ペラ ファン×2

0.46× 2

5.91

PUHY-P500｠ 
SCM-E3

全密閉形｠ 

｠ 12.2｠ 

｠ 

0.045｠ 

プロ ペラ ファン×2

0.46× 2

5.91

PUHY-P500｠ 
SCM-E3

全密閉形｠ 

｠ 12.2

｠ 

0.045｠ 

プロ ペラ ファン×2

0.46× 2

5.91

PUHY-P500｠ 
SCM-E3

全密閉形｠ 

｠ 10.8

｠ 

0.045｠ 

プロ ペラ ファン×2

180×2｠ 180×2｠ 180× 2｠ 180×2｠ 180× 2｠ 180×2｠ 

0.46× 2

5.71

PUHY-P450｠ 
SCM-E3

全密閉形｠ 

｠ 10.8｠ 

｠ 

0.045｠ 

プロ ペラ ファン×2

0.46× 2

5.71

PUHY-P450｠ 
SCM-E3

130.0｠ 

145.0｠ 

114.0｠ 

41.53

38.35

35.70｠ 

133.20

123.00｠ 

90｠ 

90｠ 

45（ 電源渡 り接 続時 ） ｠ 

｠ 

136.0｠ 

150.0｠ 

118.0｠ 

42.23

39.06

35.91｠ 

135.45

125.28

90｠ 

90｠ 

45（電 源渡 り接 続時 ） ｠ 

｠ 

140.0｠ 

156.5｠ 

123.0｠ 

45.60

40.43｠ 

38.00｠ 

146.26

129.67｠ 

90｠ 

90｠ 

45（電 源渡 り接 続時 ） ｠ 

PUHY-P1240SCM-E3 PUHY-P1300SCM-E3 PUHY-P1360SCM-E3 PUHY-P1400SCM-E3

kW｠ 

kW｠ 

kW｠ 

kW｠ 

kW｠ 

kW｠ 

A｠ 

A｠ 

%｠ 

%｠ 

A｠ 

｠ 

｠ 

｠ 

kW｠ 

｠ 

W｠ 

｠ 

m3/min｠ 

kW｠ 

トン ｠ 

｠ 

｠ 

｠ 

｠ 

mm｠ 

mm｠ 

mm｠ 

mm｠ 

dB［ A特性 ］ ｠ 

dB［ A特性 ］ ｠ 

｠ 

mm｠ 

mm｠ 

mm｠ 

kg｠ 

｠ 

1650｠ 

920｠ 

760｠ 

210

1650｠ 

920｠ 

760｠ 

210

1650｠ 

1750｠ 

760｠ 

290

1650｠ 

920｠ 

760｠ 

210

1650｠ 

920｠ 

760｠ 

210

1650｠ 

920｠ 

760｠ 

210

1650｠ 

920｠ 

760｠ 

210

1650｠ 

1750｠ 

760｠ 

290

1650｠ 

1750｠ 

760｠ 

290

1650｠ 

1750｠ 

760｠ 

290

1650｠ 

1750｠ 

760｠ 

290

1650｠ 

1750｠ 

760｠ 

290

φ25.4ロウ 付｠ 

φ12.7ロウ付｠ 

φ 25.4ロウ 付｠ 

φ12.7ロウ付｠ 

φ 25.4ロウ 付｠ 

φ12.7ロウ付｠ 

φ 25.4ロウ 付｠ 

φ12.7ロウ付｠ 

φ28.58ロウ付｠ 

φ15.88ロウ付｠ 

φ 25.4ロウ 付｠ 

φ12.7ロウ付｠ 

φ 25.4ロウ 付｠ 

φ12.7ロウ付｠ 

φ28.58ロウ 付｠ 

φ15.88ロウ付｠ 

φ 28.58ロウ 付｠ 

φ15.88ロウ付｠ 

φ28.58ロウ 付｠ 

φ15.88ロウ付｠ 

φ 28.58ロウ 付｠ 

φ15.88ロウ付｠ 

φ28.58ロウ 付｠ 

φ15.88ロウ付｠ 

圧力 セン サー ・ 圧力開閉器｠ 

過電流保護 ・ 過昇保護/温度開閉器｠ 

過電流保護 ・ 過昇保護｠ 

｠ 
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※1・・・現地配管を拡管して直接操作弁にろう付してください。
※2・・・付属の接続管をご使用ください。

φ12.7ろう付※1

φ25.4ろう付※1

φ22.2ろう付※2
φ25.4ろう付※1

φ9.52ろう付※1
φ12.7ろう付※2

主管長40m以上
主管長40m未満
主管長90m以上
主管長90m未満

B

1
4
5

A

φ9.52ろう付※1

150221

98

18884

＜付属品＞
・ 冷媒接続管

Ｐ２２４ＣＭ形

Ｐ２８０ＣＭ形

Ｐ３３５ＣＭ形

Ｐ４００ＣＭ形
Ｐ２８０ＳＣＭ形
Ｐ３３５ＳＣＭ形

形　名

接続管仕様
操作弁位置寸法

Ａ ＢＣ
液側 ガス側

操作弁接続口仕様

液側 ガス側

φ9.52ろう付※1 φ19.05ろう付※1

φ12.7ろう付※2

φ22.2ろう付※2

Ｐ４００ＳＣＭ形 φ12.7ろう付※1

空気吹出

空気
吸込

5
4

5525

88

18

15
0

15
0

15
0

15
0

80

920

7
6
0

1
6
5
0

1
4
1
0

空気
吸込

2
4
0

251 102

204 90

空気
吸込

C

2555
760

1

2

3

4

5

6

13
2

186
251 83

13
1

8
6

92

1
8

72
4（
72
1～
72
7で
対
応
）

1
8

8076080

7
6
0

72

150
145

143

142

170

145

172

142

150143

仕様用途ＮＯ．

⑥
⑤
④
③
②
①

φ34ノックアウト穴
φ52ノックアウト穴
φ52もしくはφ27ノックアウト穴
φ65もしくはφ40ノックアウト穴
150×92ノックアウト穴
102×72ノックアウト穴

底面通し穴

底面通し穴

前面通し穴

前面通し穴
前面通し穴

前面通し穴

伝送用配線

電源配線用

配管用

（据付ピッチ）

サービスパネル

２×２－１４×２０長穴

（
据
付
ピ
ッ
チ
）

冷媒操作弁＜ガス＞
冷媒操作弁＜液＞

＜防雪ﾌ-ﾄ（゙別売品）取付用穴＞

2X5-φ4.6穴
(樹脂部の開口加工必要）

制御ＢＯＸ

ノックアウト穴
＜圧力計(別売品)取付用＞冷媒操作弁＜液＞

冷媒操作弁＜ガス＞
注１． ユニット周囲の必要空間と基礎施工時の

注意事項は、「Ⅲ. 据付スペース　2. 据付スペース」
を参照してください。

　２． ろう付け時は、操作弁本体へ濡れタオル等を巻き、
本体温度が１２０℃以上にならない様にしてください。

接触器BOX

冷媒操作弁＜液＞ 冷媒操作弁＜ガス＞

※1・・・現地配管を拡管して直接操作弁にろう付してください。

19831

50

83119
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＜付属品＞
・ 冷媒接続管

注１． ユニット周囲の必要空間と基礎施工時の
注意事項は、「Ⅲ. 据付スペース　2. 据付スペース」
を参照してください。

　２． ろう付け時は、操作弁本体へ濡れタオル等を巻き、
本体温度が１２０℃以上にならない様にしてください。

ガス側液側

操作弁接続口仕様
接続管仕様

形　名

Ｐ５００ＳＣＭ形
Ｐ４５０ＳＣＭ形

Ｐ５００ＣＭ形
Ｐ４５０ＣＭ形 φ12.7ろう付※1

φ15.88ろう付※1

2X9-φ4.6穴
(樹脂部の開口加工必要）
＜防雪ﾌ-ﾄ（゙別売品）取付用穴＞

ノックアウト穴
＜圧力計(別売品)取付用＞

サービスパネル サービスパネル

制御ＢＯＸ

冷媒操作弁＜ガス＞

冷媒操作弁＜液＞

配管用

電源配線用

伝送用配線

前面通し穴

前面通し穴
前面通し穴

前面通し穴

底面通し穴

底面通し穴

102×72ノックアウト穴
150×94ノックアウト穴
φ65もしくはφ40ノックアウト穴
φ52もしくはφ27ノックアウト穴
φ65ノックアウト穴
φ34ノックアウト穴

①
②
③
④
⑤
⑥

ＮＯ． 用途 仕様

φ28.58ろう付※1

15
0

30
0

15
0

80

●PUHY-P450, 500, 560CM-E3

●PUHY-P450, 500SCM-E3

（6）外形寸法図

●PUHY-P224, 280, 335, 400CM-E3

●PUHY-P280, 335, 400SCM-E3

＜付属品＞ 
・冷媒接続管 

注１.ユニット周囲の必要空間と基礎施工時の 
　　 注意事項は、「（11）据付工事」を参照してください。 
　２.ろう付け時は、操作弁本体へ濡れタオル等を巻き、 
　　 本体温度が120℃以上にならない様にしてください。 

注１.ユニット周囲の必要空間と基礎施工時の 
　　 注意事項は、「（11）据付工事」を参照してください。 
　２.ろう付け時は、操作弁本体へ濡れタオル等を巻き、 
　　 本体温度が120℃以上にならない様にしてください。 

＜付属品＞ 
・冷媒接続管 
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●PUHY-P630, 690, 730, 800SCM-E3

●PUHY-P850, 900SCM-E3

分岐管キット～室外ユニット

ユニット形名

P400形
P335形
P280形

92030920

1
6
5
0

760

ガス
d または f

液
c または e

φ12.7 φ25.4
φ12.7
φ9.52 φ22.2

φ25.4

注1. 図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。
　2. 分岐管キットの傾きは、水平面に対して±１５°以内にしてください。
　3. 分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。
　4. 分岐部手前（図中ａ，ｂ部）の配管は直管部５００ｍｍ以上を確保して施工してください。
（※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて５００ｍｍ以上）

　5. 分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。

正面図

室内ユニット～分岐管
分岐管キット形名(別売品)

空気吹出

ガス分岐管＜別売品＞

液分岐管＜別売品＞

φ31.75
φ19.05

CMY-Y200BK2

φ28.58

PUHY-P400SCM-E3

PUHY-P630SCM-E3

φ15.88
CMY-Y100BK2

b
a

ガス
液

PUHY-P800SCM-E3PUHY-P730SCM-E3PUHY-P690SCM-E3
PUHY-P400SCM-E3 PUHY-P400SCM-E3 PUHY-P400SCM-E3

PUHY-P335SCM-E3
PUHY-P335SCM-E3

PUHY-P280SCM-E3PUHY-P280SCM-E3室外ユニット２
室外ユニット１構成ユニット形名

セット形名
分岐管の配管サイズ

左側面図

d

c
e

f b

a 室内ユニットへ

室内ユニットへ

室外ユニット２室外ユニット１

空気
吸込

空気
吸込空気

吸込

ユニット形名
P400形
P450形分岐管キット～室外ユニット
P500形

30

1
6
5
0

1750 920760

φ25.4φ12.7
φ28.58φ15.88

ガス
d または f

液
c または e

φ15.88 φ28.58
注1. 図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。
　2. 分岐管キットの傾きは、水平面に対して±１５°以内にしてください。
　3. 分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。
　4. 分岐部手前（図中ａ，ｂ部）の配管は直管部５００ｍｍ以上を確保して施工してください。
（※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて５００ｍｍ以上）

　5. 分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。

PUHY-P450SCM-E3
PUHY-P400SCM-E3
PUHY-P500SCM-E3

PUHY-P400SCM-E3

PUHY-P850SCM-E3 PUHY-P900SCM-E3
分岐管の配管サイズ

φ31.75
φ19.05

CMY-Y200BK2
a
b

液
ガス

室外ユニット２構成ユニット形名 室外ユニット１
セット形名

分岐管キット形名(別売品)
室内ユニット～分岐管

ガス分岐管＜別売品＞

液分岐管＜別売品＞

空気吹出

b

a

f

e

d

c 室内ユニットへ

室内ユニットへ
正面図

左側面図

空気
吸込

空気
吸込

空気
吸込

室外ユニット１ 室外ユニット２



3-27

ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン 

シ
テ
ィ
マ
ル
チ
Y 

E 

e
c
o 

室
外
ユ
ニ
ッ
ト（
冷
暖
切
替
）／
高
C
O
P
タ
イ
プ 

●PUHY-P1080, 1130, 1180, 1240, 1300SCM-E3

P335形
P280形
ユニット形名

分岐管キット～室外ユニット P400形
P450形
P500形

301750760

1
6
5
0

92030920

f または h または je または g または i
ガス

φ22.2

液

φ9.52

φ12.7
φ15.88

φ25.4
φ28.58

φ15.88 φ28.58

φ12.7 φ25.4

左側面図

空気
吸込

室外ユニット１空気吹出

空気
吸込

注1. 図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。
　2. 分岐管キットの傾きは、水平面に対して±１５°以内にしてください。
　3. 分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。
　4. 分岐部手前（図中ａ，ｂ，ｃ，ｄ部）の配管は直管部５００ｍｍ以上を確保して施工してください。
（※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて５００ｍｍ以上）

　5. 分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。

PUHY-P500SCM-E3PUHY-P450SCM-E3PUHY-P450SCM-E3PUHY-P450SCM-E3PUHY-P450SCM-E3

PUHY-P280SCM-E3
PUHY-P335SCM-E3 PUHY-P335SCM-E3

PUHY-P335SCM-E3 PUHY-P335SCM-E3
PUHY-P400SCM-E3 PUHY-P400SCM-E3

PUHY-P400SCM-E3 PUHY-P400SCM-E3
PUHY-P400SCM-E3

PUHY-P1300SCM-E3PUHY-P1240SCM-E3PUHY-P1180SCM-E3PUHY-P1130SCM-E3PUHY-P1080SCM-E3

CMY-Y300BK2
φ19.05
φ38.1
φ19.05
φ31.75d

c

a
b

分岐管の配管サイズ

ガス
液
ガス
液

室外ユニット３

室外ユニット１
室外ユニット２構成ユニット形名

セット形名

分岐管キット形名(別売品)
室内ユニット～分岐管2

分岐管1～分岐管2

ガス分岐管２＜別売品＞

液分岐管２＜別売品＞

ガス分岐管１＜別売品＞

液分岐管１＜別売品＞

正面図

f

e

h

g

d

c

j

a

b

i

室内ユニットへ

室内ユニットへ

室外ユニット３室外ユニット２

空気
吸込

●PUHY-P960, 1010SCM-E3

P500形
P450形
ユニット形名

分岐管キット～室外ユニット

1750

1
6
5
0

30 1750760

d または f
ガス

c または e
液

φ28.58
φ28.58

φ15.88
φ15.88

室外ユニット１

空気
吸込

室外ユニット２

空気
吸込

左側面図

空気吹出

注1. 図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。
　2. 分岐管キットの傾きは、水平面に対して±１５°以内にしてください。
　3. 分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。
　4. 分岐部手前（図中ａ，ｂ部）の配管は直管部５００ｍｍ以上を確保して施工してください。
（※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて５００ｍｍ以上）

　5. 分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。

正面図
ガス分岐管＜別売品＞

液分岐管＜別売品＞

PUHY-P500SCM-E3
PUHY-P500SCM-E3
PUHY-P1010SCM-E3

PUHY-P450SCM-E3
PUHY-P500SCM-E3
PUHY-P960SCM-E3

a
b

液
ガス

室外ユニット２構成ユニット形名 室外ユニット１
セット形名

分岐管の配管サイズ

CMY-Y200BK2
φ19.05
φ38.1

分岐管キット形名(別売品)

室内ユニット～分岐管

空気
吸込

d

c e

f b 室内ユニットへ

室内ユニットへa



3-28

●PUHY-P1360, 1400SCM-E3

分岐管キット～室外ユニット
P500形
P450形
P400形
ユニット形名

1750301750760

1
6
5
0

30 920

φ28.58φ15.88
φ15.88 φ28.58

ガス
f または h または j

液
e または g または i

φ12.7 φ25.4

正面図

左側面図

室外ユニット２

空気
吸込

室外ユニット１空気吹出

空気
吸込

注1. 図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。
　2. 分岐管キットの傾きは、水平面に対して±１５°以内にしてください。
　3. 分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。
　4. 分岐部手前（図中ａ，ｂ，ｃ，ｄ部）の配管は直管部５００ｍｍ以上を確保して施工してください。
（※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて５００ｍｍ以上）

　5. 分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。

分岐管キット形名(別売品)
室内ユニット～分岐管2

分岐管1～分岐管2

空気
吸込

φ31.75
φ19.05
φ38.1
φ19.05

CMY-Y300BK2

PUHY-P1400SCM-E3PUHY-P1360SCM-E3

PUHY-P500SCM-E3
PUHY-P500SCM-E3PUHY-P500SCM-E3

PUHY-P450SCM-E3
PUHY-P400SCM-E3PUHY-P400SCM-E3

分岐管の配管サイズ

d
c

ガス

a
bガス

液

液

室外ユニット３
室外ユニット２
室外ユニット１構成ユニット形名

セット形名

室内ユニットへ

室内ユニットへ

b

a

ガス分岐管２＜別売品＞

液分岐管２＜別売品＞
j

i

d

c

ガス分岐管１＜別売品＞

液分岐管１＜別売品＞
h

g

f

e

室外ユニット３
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（7）機外配線図

●PUHY-P224, 280, 335, 400, 450, 500, 560CM-E3

①MAリモコンを用いたシステム例

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。｠
　２．　印はネジ端子台を示します。｠
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子に接続して｠
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の｠
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続｠
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。）｠
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、｠
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に｠
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　｠
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　｠
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。｠
　　｠（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外｠
　　　｠伝送線最遠長の内数としてください。）｠

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの｠
　　　室内ユニット台数(Ｎ１)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続｠
　　　台数(Ｎ２)を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）以下としてください。｠
　　｠（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電｠
　　　｠拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。）｠　｠
１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。｠
　｠

　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。｠
　　｠（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。）｠
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの｠
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。｠
　８．室内ユニット接続台数が１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）を｠
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。｠
　　｠（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。）｠

注３｠

注５,注１０｠
注６｠

注７｠

注８｠

注４｠注４｠

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠
　電源仕様が異なりますので｠
　「（4）主電源配線と器具容量」｠
　をご参照ください。｠

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ｠
　　　またはその同等品）を取付けてください。　｠
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を｠
　　　組み合わせて使用してください。｠
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。｠

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７｠
(Ｓ)

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

Ｎ２　注９｠

室内外伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

集中管理用伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

システムコントローラー｠

〈システムコントローラーを接続した場合〉｠

別の系統ヘ｠

(MVVS)

CN41→CN40差換え｠

ＴＢ１｠
(R,S,T)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

Ｓ｠

〈漏電遮断器〉｠
〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠電源｠

三相２００Ｖ｠

M-NETリモコン｠

プルボックス｠

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ)

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠〈漏電遮断器〉｠

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ｠

M-NETリモコン線｠
｠0.3～1.25mm2

(0.75～1.25mm )2

室内ユニット｠

〈漏電遮断器〉｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

電源｠
単相または三相200V

ＴＢ１５｠
(１,２)

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

電源｠
単相100Vまたは｠
単相200V

アース｠

伝送線用給電｠
拡張ユニット｠

Ｅ｠

Ｓ｠ Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ３｠ＴＢ２｠

ＴＢ１｠
(Ｒ,Ｓ) Ｓ｠

アース｠

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ１　注９｠

室外ユニット｠

最大電流｠
〈Ａ〉｠

５.５以上｠２２以上｠６０｠６０｠６０｠60A｠100mA｠0.1s以下｠

40A｠30mAまたは100mA｠0.1s以下｠

60A｠100mA｠0.1s以下｠
50A｠100mA｠0.1s以下｠

４０｠
５０｠ ５０｠

６０｠ ４０｠ ８以上｠ ３.５以上｠
６０｠ １４以上｠
６０｠ ６０｠ ６０｠ ２２以上｠ ５.５以上｠

３.５以上｠

75A｠100mA｠0.1s以下｠ ７５｠ ７５｠ ７５｠ ２２以上｠ ５.５以上｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠ ７５｠ ７５｠ ７５｠ ３８以上｠ ５.５以上｠

接地線太さ｠
〈mm 〉｠2

電源配線太さ｠
〈mm 〉｠2〈Ａ〉｠

配線用遮断器｠
｠（ＮＦＢ）｠

＊３｠

手元開閉器｠
開閉器容量｠
〈Ａ〉｠ 〈Ａ〉｠

過電流保護器｠漏電遮断器｠
＊１、＊２｠形｠名｠

PUHY-P500CM-E3

PUHY-P400CM-E3
PUHY-P450CM-E3

PUHY-P224CM-E3
PUHY-P280CM-E3
PUHY-P335CM-E3

２５．８｠
３６．９｠
４０．９｠
５８．５｠
５９．５｠
７３．２｠

75A｠100mA｠0.1s以下｠ ７５｠ ７５｠ ７５｠ ３８以上｠ ５.５以上｠PUHY-P560CM-E3 ７３．２｠

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。｠
　２．　印はネジ端子台を示します。｠
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子に接続して｠
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の｠
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続｠
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。）｠
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、｠
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に｠
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　｠
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　｠
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。｠
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。｠
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用｠
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と｠
　　　　なります。）｠
　　　　MAスマートリモコンのペア接続はできません。｠
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ｠
　　　リモコン線を渡り配線してください。｠

注３｠

注５｠

注６｠

注７｠

注７｠

注４｠ 注４｠

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠
　電源仕様が異なりますので｠
　「（4）主電源配線と器具容量」｠
　をご参照ください。｠

７３．２｠
５９．５｠
５８．５｠
４０．９｠
３６．９｠
２５．８｠

最大電流｠
〈Ａ〉｠

５.５以上｠２２以上｠６０｠６０｠６０｠60A｠100mA｠0.1s以下｠

３.５以上｠５０｠
４０｠

５０｠
５.５以上｠２２以上｠６０｠６０｠６０｠

１４以上｠６０｠
３.５以上｠８以上｠４０｠６０｠

60A｠100mA｠0.1s以下｠
50A｠100mA｠0.1s以下｠
40A｠30mAまたは100mA｠0.1s以下｠

５.５以上｠
５.５以上｠３８以上｠

２２以上｠７５｠
７５｠７５｠

７５｠
７５｠
７５｠

75A｠100mA｠0.1s以下｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠

＊１、＊２｠
漏電遮断器｠ 過電流保護器｠

〈Ａ〉｠〈Ａ〉｠
開閉器容量｠

手元開閉器｠

＊３｠

配線用遮断器｠
｠（ＮＦＢ）｠
〈Ａ〉｠

電源配線太さ｠
〈mm 〉｠2

接地線太さ｠
〈mm 〉｠2

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７｠
(Ｓ)

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

プルボックス｠

室内外伝送線｠
1.25mm  以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

別の系統ヘ｠

集中管理用伝送線｠
1.25mm  以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

CN41→CN40差換え｠ 室外ユニット｠

システムコントローラー｠

電源｠
三相２００Ｖ｠

〈システムコントローラーを接続した場合〉｠

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠〈漏電遮断器〉｠

ＴＢ１｠
(R,S,T)

アース｠

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠〈漏電遮断器〉｠電源｠

単相または三相200V

ＭＡリモコン線｠
　0.3～1.25mm2

ＭＡリモコン｠

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ｠Ｓ｠Ｓ｠Ｓ｠

室内ユニット｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ｠
　　　またはその同等品）を取付けてください。　｠
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を｠
　　　組み合わせて使用してください。｠
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。｠

PUHY-P500CM-E3
７３．２｠５.５以上｠３８以上｠７５｠７５｠７５｠75A｠100mA｠0.1s以下｠PUHY-P560CM-E3

PUHY-P450CM-E3
PUHY-P400CM-E3
PUHY-P335CM-E3
PUHY-P280CM-E3
PUHY-P224CM-E3

形｠名｠

②M-NETリモコンを用いたシステム例
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●PUHY-P630, 690, 730, 800, 850, 900, 960, 1010SCM-E3

A.個別配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

〈漏電遮断器〉｠ ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ１｠
(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ２｠ ＴＢ３｠

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ｠

Ｓ｠Ｓ｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

Ｅ｠

伝送線用給電｠
拡張ユニット｠

アース｠

注８｠

電源｠
単相100V
または｠
単相200V

注７｠

接続される室内ユニットに｠
２２４形以上が含まれる場合｠

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。｠

接続される室内ユニットが｠
２２４形未満の場合｠

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの｠
　　　室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続｠
　　　台数（Ｎ２）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合:２０台）以下としてください。｠
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電｠
　　　　拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。）｠

１７～３２台｠ ３３～４２台｠

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数｠
２台｠

４１～４２台｠

　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。｠
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外｠
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。）｠
　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。｠
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。）｠

２１～４０台｠

１台｠

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。｠
　２．　印はネジ端子台を示します。｠
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して｠
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の｠
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続｠
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。）｠
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、｠
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に｠
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　｠
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　｠

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの｠
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。｠
　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要となります。｠
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。｠
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。）｠

注６｠注５,注１０｠

注７｠

注３｠

注４｠
注４｠

注３｠

注６｠

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠
　電源仕様が異なりますので｠
　「（4）主電源配線と器具容量」｠
　をご参照ください。｠

（イ）｠PUHY-P335SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P280SCM-E3
（イ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P280SCM-E3
（イ）｠PUHY-P400SCM-E3

（イ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P335SCM-E3

（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P450SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P500SCM-E3PUHY-P1010SCM-E3

PUHY-P960SCM-E3

PUHY-P900SCM-E3

PUHY-P850SCM-E3

PUHY-P800SCM-E3

PUHY-P730SCM-E3

PUHY-P690SCM-E3

PUHY-P630SCM-E3
＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ｠
　　　またはその同等品）を取付けてください。｠
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を｠
　　　組み合わせて使用してください。｠
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。｠

５０｠５０｠

１４以上｠

50A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠

６０｠
６０｠
６０｠
６０｠

５０｠
６０｠

６０｠ ６０｠

２２以上｠
１４以上｠
２２以上｠

３.５以上｠
５.５以上｠
３.５以上｠
５.５以上｠

50A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠

５０｠
６０｠

60A｠100mA｠0.1s以下｠ ６０｠ ６０｠ ６０｠ ２２以上｠ ５.５以上｠

60A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠

６０｠ ６０｠ ６０｠ ２２以上｠ ５.５以上｠
６０｠ ６０｠ ６０｠ ２２以上｠ ５.５以上｠
６０｠ ６０｠ ６０｠ ２２以上｠ ５.５以上｠

75A｠100mA｠0.1s以下｠ ７５｠ ７５｠ ７５｠ ２２以上｠ ５.５以上｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠ ６０｠ ６０｠ ６０｠ ２２以上｠ ５.５以上｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠ ７５｠ ７５｠ ７５｠ ３８以上｠ ５.５以上｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠ ６０｠ ６０｠ ６０｠ ２２以上｠ ５.５以上｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠ ７５｠ ７５｠ ７５｠ ３８以上｠ ５.５以上｠

５.５以上｠
５.５以上｠
５.５以上｠

75A｠100mA｠0.1s以下｠ ７５｠ ７５｠ ７５｠ ２２以上｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠ ７５｠ ７５｠ ７５｠ ３８以上｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠ ７５｠ ７５｠ ７５｠ ３８以上｠

（イ）｠ （ロ）｠

室外ユニット｠室外ユニット｠

室内外伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

集中管理用伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

漏電遮断器｠ 過電流保護器｠
〈Ａ〉｠

開閉器容量｠
〈Ａ〉｠

手元開閉器｠ 配線用遮断器｠
｠（ＮＦＢ）｠
〈Ａ〉｠

電源配線太さ｠
〈mm 〉｠2

接地線太さ｠
〈mm 〉｠2＊３｠＊１、＊２｠

M-NET
リモコン｠

M-NETリモコン線｠
｠0.3～1.25mm2
(0.75～1.25mm )2

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ｠Ｓ｠Ｓ｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

室内ユニット｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｎ１　注９｠

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

電源｠
単相または三相200V

〈漏電遮断器〉｠

別の系統へ｠

ＴＢ７｠
(Ｓ)

ＴＢ１｠
(R,S,T)

ＴＢ７｠
(Ｓ)

電源｠
三相２００Ｖ｠

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

〈漏電遮断器〉｠

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)電源｠

三相２００Ｖ｠

〈システムコントローラーを接続した場合〉｠

システムコントローラー｠

アース｠

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

〈漏電遮断器〉｠

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１｠
(R,S,T)

アース｠

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９｠

M-NET
リモコン｠

プルボックス｠

(MVVS)

CN41→CN40差換え｠

最大電流｠
〈Ａ〉｠

セット形名｠ 構成ユニット形名｠

４１．８｠
３９．１｠
５６．６｠
４１．５｠
５３．０｠
４１．３｠
５４．５｠
５４．５｠
５７．１｠
５６．６｠
６１．３｠
５３．０｠
７２．５｠
６３．４｠
６９．５｠
６９．５｠

電源｠
単相100V
または｠
単相200V

注８｠

アース｠

伝送線用給電｠
拡張ユニット｠

Ｅ｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｓ｠ Ｓ｠

Ｓ｠

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ３｠ＴＢ２｠

ＴＢ１｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

〈漏電遮断器〉｠〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。｠
　２．　印はネジ端子台を示します。｠
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して｠
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の｠
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続｠
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。）｠
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、｠
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に｠
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　｠
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　｠
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。｠
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。｠
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用｠
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と｠
　　　　なります。）｠

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ｠
　　　リモコン線を渡り配線してください。｠
　８．室内ユニット接続台数が２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）を｠
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。｠
　　｠（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。）｠　｠
　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの｠
　　　室内ユニット台数(Ｎ１)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続｠
　　　台数(Ｎ２)を２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）以下としてください。｠
　　｠（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電｠
　　　｠拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。）｠　｠

注６｠
注７｠

注７｠

注５｠

注６｠
注７｠

注７｠

注３｠

注４｠注４｠

注３｠

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠
　電源仕様が異なりますので｠
　「（4）主電源配線と器具容量」｠
　をご参照ください。｠

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ｠
　　　またはその同等品）を取付けてください。　　｠
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を｠
　　　組み合わせて使用してください。｠
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。｠

３８以上｠７５｠７５｠７５｠75A｠100mA｠0.1s以下｠
３８以上｠７５｠７５｠７５｠75A｠100mA｠0.1s以下｠
２２以上｠７５｠７５｠７５｠75A｠100mA｠0.1s以下｠

５.５以上｠
５.５以上｠
５.５以上｠
５.５以上｠３８以上｠７５｠７５｠７５｠75A｠100mA｠0.1s以下｠
５.５以上｠２２以上｠６０｠６０｠６０｠60A｠100mA｠0.1s以下｠
５.５以上｠３８以上｠７５｠７５｠７５｠75A｠100mA｠0.1s以下｠
５.５以上｠２２以上｠６０｠６０｠６０｠60A｠100mA｠0.1s以下｠
５.５以上｠２２以上｠７５｠７５｠７５｠75A｠100mA｠0.1s以下｠
５.５以上｠２２以上｠６０｠６０｠６０｠
５.５以上｠２２以上｠６０｠６０｠６０｠
５.５以上｠２２以上｠６０｠６０｠６０｠

60A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠

５.５以上｠２２以上｠６０｠６０｠６０｠60A｠100mA｠0.1s以下｠

６０｠
５０｠

60A｠100mA｠0.1s以下｠
50A｠100mA｠0.1s以下｠

５.５以上｠
３.５以上｠
５.５以上｠
３.５以上｠

２２以上｠
１４以上｠
２２以上｠

６０｠６０｠

６０｠
５０｠

６０｠
６０｠
６０｠
６０｠

60A｠100mA｠0.1s以下｠
50A｠100mA｠0.1s以下｠

１４以上｠

５０｠ ５０｠

（ロ）｠（イ）｠

室外ユニット｠室外ユニット｠

室内外伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

集中管理用伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

＊３｠＊１、＊２｠
漏電遮断器｠ 過電流保護器｠

〈Ａ〉｠〈Ａ〉｠
開閉器容量｠

手元開閉器｠ 配線用遮断器｠
｠（ＮＦＢ）｠
〈Ａ〉｠

Ｎ２　注９｠

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＭＡリモコン｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５｠

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１５｠
(１,２)

Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン線｠
　0.3～1.25mm2

Ｎ１　注９｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

室内ユニット｠

ＭＡリモコン｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｓ｠ Ｓ｠ Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

〈漏電遮断器〉｠

電源｠
単相または三相200V

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７｠
(Ｓ)

ＴＢ１｠

別の系統へ｠

〈システムコントローラーを接続した場合〉｠

システムコントローラー｠

アース｠

電源｠
三相２００Ｖ｠

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

〈漏電遮断器〉｠

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１｠
(R,S,T)

電源｠
三相２００Ｖ｠

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

〈漏電遮断器〉｠
ＴＢ７｠
(Ｓ)

アース｠

電源配線太さ｠
〈mm 〉｠2

接地線太さ｠
〈mm 〉｠2

プルボックス｠

最大電流｠
〈Ａ〉｠

CN41→CN40差換え｠

(R,S,T)

セット形名｠

PUHY-P630SCM-E3

PUHY-P690SCM-E3

PUHY-P730SCM-E3

PUHY-P800SCM-E3

PUHY-P850SCM-E3

PUHY-P900SCM-E3

PUHY-P960SCM-E3

PUHY-P1010SCM-E3 （ロ）｠PUHY-P500SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P450SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3

（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P335SCM-E3
（イ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P280SCM-E3
（イ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P280SCM-E3
（イ）｠PUHY-P335SCM-E3

構成ユニット形名｠

（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3

４１．８｠
３９．１｠
５６．６｠
４１．５｠
５３．０｠
４１．３｠
５４．５｠
５４．５｠
５７．１｠
５６．６｠
６１．３｠
５３．０｠
７２．５｠
６３．４｠

６９．５｠
６９．５｠

　　　MAスマートリモコンのペア接続はできません。｠

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠ 
　電源仕様が異なりますので｠ 
　「（8）主電源配線と器具容量」｠ 
　をご参照ください。｠ 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠ 
　電源仕様が異なりますので｠ 
　「（8）主電源配線と器具容量」｠ 
　をご参照ください。｠ 
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B.渡り配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

電源｠
単相100V
または｠
単相200V

注８｠

アース｠

伝送線用給電｠
拡張ユニット｠

Ｅ｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｓ｠ Ｓ｠

Ｓ｠

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ３｠ＴＢ２｠

ＴＢ１｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

〈漏電遮断器〉｠〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

１１．Ｐ９６０，Ｐ１０１０形の分岐は｠
　　　プルボックスを用いてください。｠
　　　（ユニットの電源端子台を用いた渡り｠
　　　　配線は行わないでください。）　｠

接続される室内ユニットに｠
２２４形以上が含まれる場合｠

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。｠

接続される室内ユニットが｠
２２４形未満の場合｠

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの｠
　　　室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続｠
　　　台数（Ｎ２）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合:２０台）以下としてください。｠
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電｠
　　　　拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。）｠

１７～３２台｠ ３３～４２台｠

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数｠
２台｠

４１～４２台｠

　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。｠
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外｠
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。）｠
　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。｠
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。）｠

２１～４０台｠

１台｠

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。｠
　２．　印はネジ端子台を示します。｠
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して｠
　　　ください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送線）のシールド｠
　　　アースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールド｠
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。）｠
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、｠
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に｠
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　｠
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　｠

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの｠
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。｠
　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要となります。｠
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。｠
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。）｠

注６｠

注３｠

注４｠
注４｠

注３｠

注７｠

注５,注１０｠ 注６｠

注１１｠

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠
　電源仕様が異なりますので｠
　「（4）主電源配線と器具容量」｠
　をご参照ください。｠

PUHY-P630SCM-E3

PUHY-P690SCM-E3

PUHY-P730SCM-E3

PUHY-P800SCM-E3

PUHY-P850SCM-E3

PUHY-P900SCM-E3

PUHY-P960SCM-E3

PUHY-P1010SCM-E3 （ロ）｠PUHY-P500SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P450SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P335SCM-E3
（イ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P280SCM-E3
（イ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P280SCM-E3
（イ）｠PUHY-P335SCM-E3 ＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ｠

　　　またはその同等品）を取付けてください。｠
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を｠
　　　組み合わせて使用してください。｠
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。｠
＊４　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２mm の配線径をご使用ください。｠2

＊５　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８mm の配線径をご使用ください。｠2

８０．９｠

９８．１｠

９４．３｠

１０９．０｠

１１３．７｠

１１４．３｠

１３５．９｠

１３９．０｠

＊１、＊２｠ ＊３｠ 〈Ａ〉｠

配線用遮断器｠
｠（ＮＦＢ）｠

手元開閉器｠
開閉器容量｠
〈Ａ〉｠ 〈Ａ〉｠

過電流保護器｠漏電遮断器｠ 接地線太さ｠
〈mm 〉｠2

電源配線太さ｠
〈mm 〉｠2

セット形名｠ 構成ユニット形名｠ 最大電流｠
〈Ａ〉｠

８．０以上｠(ｂ)｠３８以上｠
(ａ)｠１００以上｠

１５０｠１５０｠１５０｠150A｠100mA｠0.1s以下｠

８．０以上｠＊５｠(ｂ)｠２２以上｠
(ａ)｠１００以上｠

１５０｠１５０｠１５０｠150A｠100mA｠0.1s以下｠

８．０以上｠＊５｠(ｂ)｠２２以上｠
(ａ)｠６０以上｠

１２５｠１２５｠１２５｠125A｠100mA｠0.1s以下｠

８．０以上｠＊５｠(ｂ)｠２２以上｠
(ａ)｠６０以上｠

１２５｠１２５｠１２５｠125A｠100mA｠0.1s以下｠

＊５｠ ８．０以上｠(ｂ)｠２２以上｠
(ａ)｠６０以上｠

＊５｠ ５．５以上｠(ｂ)｠２２以上｠
(ａ)｠６０以上｠

１２５｠１２５｠１２５｠125A｠100mA｠0.1s以下｠

１００｠１００｠１００｠100A｠100mA｠0.1s以下｠

１００｠１００｠１００｠100A｠100mA｠0.1s以下｠

100A｠100mA｠0.1s以下｠ １００｠ １００｠ １００｠ (ｂ)｠１４以上｠
(ａ)｠６０以上｠
(ｂ)｠１４以上｠

５．５以上｠

５．５以上｠(ａ)｠３８以上｠

＊５｠

＊４｠

｠ (R,S,T)

CN41→CN40差換え｠

(MVVS)

プルボックス｠

M-NET
リモコン｠

Ｎ２　注９｠

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５｠

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１５｠
(１,２)

Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ１｠
(R,S,T)

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉｠〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

アース｠

システムコントローラー｠

〈システムコントローラーを接続した場合〉｠

電源｠
三相２００Ｖ｠

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７｠

ＴＢ７｠
(Ｓ)

ＴＢ１｠

(Ｓ)
ＴＢ７｠

別の系統へ｠

〈漏電遮断器〉｠

電源｠
単相または三相200V

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

Ｎ１　注９｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

室内ユニット｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｓ｠ Ｓ｠ Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

M-NETリモコン線｠
｠0.3～1.25mm2

(0.75～1.25mm )2
M-NET
リモコン｠

集中管理用伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

室内外伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

室外ユニット｠ 室外ユニット｠

（ロ）｠（イ）｠

(ｂ)

(ａ)

① 用 例

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

〈漏電遮断器〉｠ ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ１｠
(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ２｠ＴＢ３｠

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ｠

Ｓ｠Ｓ｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

Ｅ｠

伝送線用給電｠
拡張ユニット｠

アース｠

注８｠

電源｠
単相100V
または｠
単相200V

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの｠
　　　室内ユニット台数(Ｎ１)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続｠
　　　台数(Ｎ２)を２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）以下としてください。｠
　　｠（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電｠
　　　｠拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。）｠　｠

　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。｠
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用｠
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と｠
　　　　なります。）｠

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ｠
　　　リモコン線を渡り配線してください。｠
　８．室内ユニット接続台数が２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）を｠
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。｠
　　｠（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。）｠

　｠

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。｠
　２．　印はネジ端子台を示します。｠
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して｠
　　　ください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送線）のシールド｠
　　　アースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールド｠
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。）｠
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、｠
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に｠
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　｠
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　｠
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。｠

１０．Ｐ９６０，Ｐ１０１０形の分岐は｠
　　　プルボックスを用いてください。｠
　　　（ユニットの電源端子台を用いた渡り｠
　　　　配線は行わないでください。）　｠

注３｠

注４｠ 注４｠

注３｠

注７｠

注７｠
注６｠

注５｠

注７｠

注７｠
注６｠

注１０｠

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠
　電源仕様が異なりますので｠
　「（4）主電源配線と器具容量」｠
　をご参照ください。｠

PUHY-P630SCM-E3

PUHY-P690SCM-E3

PUHY-P730SCM-E3

PUHY-P800SCM-E3

PUHY-P850SCM-E3

PUHY-P900SCM-E3

PUHY-P960SCM-E3

PUHY-P1010SCM-E3 （ロ）｠PUHY-P500SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P450SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P335SCM-E3
（イ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P280SCM-E3
（イ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P280SCM-E3
（イ）｠PUHY-P335SCM-E3 ＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ｠

　　　またはその同等品）を取付けてください。｠
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を｠
　　　組み合わせて使用してください。｠
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。｠
＊４　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２mm の配線径をご使用ください。｠2

＊５　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８mm の配線径をご使用ください。｠2

CN41→CN40差換え｠

プルボックス｠

ＴＢ７｠
(Ｓ)

ＴＢ１｠
(R,S,T)

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉｠〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

電源｠
三相２００Ｖ｠

アース｠

システムコントローラー｠

〈システムコントローラーを接続した場合〉｠

別の系統へ｠

ＴＢ１｠
(R,S,T)

(Ｓ)
ＴＢ７｠

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

電源｠
単相または三相200V

〈漏電遮断器〉｠
ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ｠Ｓ｠Ｓ｠

｠ ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＭＡリモコン｠

室内ユニット｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｎ１　注９｠ＭＡリモコン線｠
　0.3～1.25mm2

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＭＡリモコン｠

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９｠

集中管理用伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

室内外伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

室外ユニット｠ 室外ユニット｠

（イ）｠ （ロ）｠

１３９．０｠

１３５．９｠

１１４．３｠

１１３．７｠

１０９．０｠

９４．３｠

９８．１｠

８０．９｠

最大電流｠
〈Ａ〉｠

８．０以上｠(ｂ)｠３８以上｠
(ａ)｠１００以上｠

１５０｠１５０｠１５０｠150A｠100mA｠0.1s以下｠

８．０以上｠＊５｠(ｂ)｠２２以上｠
(ａ)｠１００以上｠

１５０｠１５０｠１５０｠150A｠100mA｠0.1s以下｠

８．０以上｠＊５｠(ｂ)｠２２以上｠
(ａ)｠６０以上｠

１２５｠１２５｠１２５｠125A｠100mA｠0.1s以下｠

８．０以上｠＊５｠(ｂ)｠２２以上｠
(ａ)｠６０以上｠

１２５｠１２５｠１２５｠125A｠100mA｠0.1s以下｠

＊５｠ ８．０以上｠(ｂ)｠２２以上｠
(ａ)｠６０以上｠

＊５｠ ５．５以上｠(ｂ)｠２２以上｠
(ａ)｠６０以上｠

１２５｠１２５｠１２５｠125A｠100mA｠0.1s以下｠

１００｠１００｠１００｠100A｠100mA｠0.1s以下｠

１００｠１００｠１００｠100A｠100mA｠0.1s以下｠

100A｠100mA｠0.1s以下｠ １００｠ １００｠ １００｠ (ｂ)｠１４以上｠
(ａ)｠６０以上｠
(ｂ)｠１４以上｠

５．５以上｠

５．５以上｠(ａ)｠３８以上｠

＊５｠

＊４｠

＊１、＊２｠ ＊３｠ 〈Ａ〉｠

配線用遮断器｠
｠（ＮＦＢ）｠

手元開閉器｠
開閉器容量｠
〈Ａ〉｠ 〈Ａ〉｠

過電流保護器｠漏電遮断器｠ 接地線太さ｠
〈mm 〉｠2

電源配線太さ｠
〈mm 〉｠2

セット形名｠ 構成ユニット形名｠

(ａ)

(ｂ)

　　　MAスマートリモコンのペア接続はできません。｠

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠ 
　電源仕様が異なりますので｠ 
　「（8）主電源配線と器具容量」｠ 
　をご参照ください。｠ 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠ 
　電源仕様が異なりますので｠ 
　「（8）主電源配線と器具容量」｠ 
　をご参照ください。｠ 
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電源｠
単相100V
または｠
単相200V

注８｠

アース｠

伝送線用給電｠
拡張ユニット｠

Ｅ｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｓ｠ Ｓ｠

Ｓ｠

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ３｠ＴＢ２｠

ＴＢ１｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

〈漏電遮断器〉｠〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

１１．Ｐ９６０，Ｐ１０１０形の分岐は｠
　　　プルボックスを用いてください。｠
　　　（ユニットの電源端子台を用いた渡り｠
　　　　配線は行わないでください。）　｠

接続される室内ユニットに｠
２２４形以上が含まれる場合｠

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。｠

接続される室内ユニットが｠
２２４形未満の場合｠

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの｠
　　　室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続｠
　　　台数（Ｎ２）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合:２０台）以下としてください。｠
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電｠
　　　　拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。）｠

１７～３２台｠ ３３～４２台｠

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数｠
２台｠

４１～４２台｠

　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。｠
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外｠
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。）｠
　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。｠
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。）｠

２１～４０台｠

１台｠

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。｠
　２．　印はネジ端子台を示します。｠
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して｠
　　　ください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送線）のシールド｠
　　　アースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールド｠
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。）｠
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、｠
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に｠
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　｠
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　｠

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの｠
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。｠
　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要となります。｠
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。｠
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。）｠

注６｠

注３｠

注４｠
注４｠

注３｠

注７｠

注５,注１０｠ 注６｠

注１１｠

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠
　電源仕様が異なりますので｠
　「（4）主電源配線と器具容量」｠
　をご参照ください。｠

PUHY-P630SCM-E3

PUHY-P690SCM-E3

PUHY-P730SCM-E3

PUHY-P800SCM-E3

PUHY-P850SCM-E3

PUHY-P900SCM-E3

PUHY-P960SCM-E3

PUHY-P1010SCM-E3 （ロ）｠PUHY-P500SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P450SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P335SCM-E3
（イ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P280SCM-E3
（イ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P280SCM-E3
（イ）｠PUHY-P335SCM-E3 ＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ｠

　　　またはその同等品）を取付けてください。｠
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を｠
　　　組み合わせて使用してください。｠
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。｠
＊４　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２mm の配線径をご使用ください。｠2

＊５　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８mm の配線径をご使用ください。｠2

８０．９｠

９８．１｠

９４．３｠

１０９．０｠

１１３．７｠

１１４．３｠

１３５．９｠

１３９．０｠

＊１、＊２｠ ＊３｠ 〈Ａ〉｠

配線用遮断器｠
｠（ＮＦＢ）｠

手元開閉器｠
開閉器容量｠
〈Ａ〉｠ 〈Ａ〉｠

過電流保護器｠漏電遮断器｠ 接地線太さ｠
〈mm 〉｠2

電源配線太さ｠
〈mm 〉｠2

セット形名｠ 構成ユニット形名｠ 最大電流｠
〈Ａ〉｠

８．０以上｠(ｂ)｠３８以上｠
(ａ)｠１００以上｠

１５０｠１５０｠１５０｠150A｠100mA｠0.1s以下｠

８．０以上｠＊５｠(ｂ)｠２２以上｠
(ａ)｠１００以上｠

１５０｠１５０｠１５０｠150A｠100mA｠0.1s以下｠

８．０以上｠＊５｠(ｂ)｠２２以上｠
(ａ)｠６０以上｠

１２５｠１２５｠１２５｠125A｠100mA｠0.1s以下｠

８．０以上｠＊５｠(ｂ)｠２２以上｠
(ａ)｠６０以上｠

１２５｠１２５｠１２５｠125A｠100mA｠0.1s以下｠

＊５｠ ８．０以上｠(ｂ)｠２２以上｠
(ａ)｠６０以上｠

＊５｠ ５．５以上｠(ｂ)｠２２以上｠
(ａ)｠６０以上｠

１２５｠１２５｠１２５｠125A｠100mA｠0.1s以下｠

１００｠１００｠１００｠100A｠100mA｠0.1s以下｠

１００｠１００｠１００｠100A｠100mA｠0.1s以下｠

100A｠100mA｠0.1s以下｠ １００｠ １００｠ １００｠ (ｂ)｠１４以上｠
(ａ)｠６０以上｠
(ｂ)｠１４以上｠

５．５以上｠

５．５以上｠(ａ)｠３８以上｠

＊５｠

＊４｠

｠ (R,S,T)

CN41→CN40差換え｠

(MVVS)

プルボックス｠

M-NET
リモコン｠

Ｎ２　注９｠

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５｠

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１５｠
(１,２)

Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ１｠
(R,S,T)

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉｠〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

アース｠

システムコントローラー｠

〈システムコントローラーを接続した場合〉｠

電源｠
三相２００Ｖ｠

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７｠

ＴＢ７｠
(Ｓ)

ＴＢ１｠

(Ｓ)
ＴＢ７｠

別の系統へ｠

〈漏電遮断器〉｠

電源｠
単相または三相200V

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

Ｎ１　注９｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

室内ユニット｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｓ｠ Ｓ｠ Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

M-NETリモコン線｠
｠0.3～1.25mm2

(0.75～1.25mm )2
M-NET
リモコン｠

集中管理用伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

室内外伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

室外ユニット｠ 室外ユニット｠

（ロ）｠（イ）｠

(ｂ)

(ａ)

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

〈漏電遮断器〉｠ ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ１｠
(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ２｠ ＴＢ３｠

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ｠

Ｓ｠Ｓ｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

Ｅ｠

伝送線用給電｠
拡張ユニット｠

アース｠

注８｠

電源｠
単相100V
または｠
単相200V

プルボックス｠

接続される室内ユニットに｠
２２４形以上が含まれる場合｠

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。｠

接続される室内ユニットが｠
２２４形未満の場合｠

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの｠
　　　室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続｠
　　　台数（Ｎ２）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合:２０台）以下としてください。｠
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電｠
　　　　拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。）｠

１７～３２台｠ ３３～４２台｠

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数｠
２台｠

４１～４２台｠

　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。｠
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外｠
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。）｠
　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。｠
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。）｠

２１～４０台｠

１台｠

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。｠
　２．　印はネジ端子台を示します。｠
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して｠
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の｠
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続｠
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。）｠
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、｠
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に｠
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　｠
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　｠

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの｠
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。｠
　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要となります。｠
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。｠
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。）｠

注３｠

注６｠注５,注１０｠

注７｠

注３｠

注４｠注４｠

注３｠

注７｠

注６｠

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠
　電源仕様が異なりますので｠
　「（4）主電源配線と器具容量」｠
　をご参照ください。｠

PUHY-P1360SCM-E3

PUHY-P1400SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P500SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P450SCM-E3

PUHY-P1080SCM-E3

PUHY-P1130SCM-E3

PUHY-P1180SCM-E3

PUHY-P1240SCM-E3

PUHY-P1300SCM-E3

（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P335SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P335SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P335SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P280SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P335SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3 ＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ｠

　　　またはその同等品）を取付けてください。｠
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または｠
　　　配線用遮断器を組み合わせて使用してください。｠
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。｠

セット形名｠ 構成ユニット形名｠

６０｠
７５｠
５０｠
６０｠
７５｠

６０｠
７５｠
６０｠
６０｠
７５｠
６０｠
６０｠
７５｠
６０｠
６０｠
７５｠
７５｠
６０｠
７５｠
７５｠
６０｠ ５１．９｠

６０．１｠
６０．１｠
５３．０｠
５３．６｠
６１．３｠
５３．０｠
５３．０｠
６１．３｠
５５．３｠
５５．３｠
５５．９｠
４１．３｠
５３．０｠
５３．６｠
４４．３｠
４４．３｠
５７．４｠
４０．１｠
４２．８｠
５５．５｠

最大電流｠
〈Ａ〉｠

漏電遮断器｠ 過電流保護器｠
〈Ａ〉｠

開閉器容量｠
〈Ａ〉｠

手元開閉器｠ 配線用遮断器｠
｠（ＮＦＢ）｠
〈Ａ〉｠

電源配線太さ｠
〈mm 〉｠2

接地線太さ｠
〈mm 〉｠2＊３｠＊１、＊２｠

６０｠ ２２以上｠６０｠
２２以上｠７５｠７５｠

60A｠100mA｠0.1s以下｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠
50A｠100mA｠0.1s以下｠ ６０｠ ５０｠ １４以上｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠ ６０｠ ６０｠ ２２以上｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠ ７５｠ ７５｠ ２２以上｠

60A｠100mA｠0.1s以下｠ ６０｠ ６０｠ ２２以上｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠

７５｠
６０｠
６０｠

７５｠
６０｠
６０｠

２２以上｠
２２以上｠
２２以上｠

75A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠

７５｠
６０｠
６０｠

７５｠
６０｠
６０｠

２２以上｠
２２以上｠
２２以上｠

75A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠

７５｠
６０｠
６０｠

７５｠
６０｠
６０｠

３８以上｠
２２以上｠
２２以上｠

75A｠100mA｠0.1s以下｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠

７５｠
７５｠
６０｠

７５｠
７５｠
６０｠

３８以上｠
２２以上｠
２２以上｠

75A｠100mA｠0.1s以下｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠

７５｠
７５｠
６０｠

７５｠
７５｠
６０｠

３８以上｠
３８以上｠
２２以上｠

３.５以上｠

５.５以上｠
５.５以上｠

５.５以上｠
５.５以上｠
５.５以上｠

５.５以上｠
５.５以上｠
５.５以上｠

５.５以上｠
５.５以上｠
５.５以上｠

５.５以上｠
５.５以上｠
５.５以上｠

５.５以上｠
５.５以上｠
５.５以上｠

５.５以上｠
５.５以上｠
５.５以上｠

室外ユニット｠ 室外ユニット｠室外ユニット｠

室内外伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

集中管理用伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

電源｠
三相２００Ｖ｠

電源｠
三相２００Ｖ｠

（ハ）｠（ロ）｠（イ）｠

ＴＢ７｠
(Ｓ)

〈漏電遮断器〉｠

アース｠

ＴＢ７｠
(Ｓ)

ＴＢ１｠
(R,S,T)

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

M-NET
リモコン｠

M-NETリモコン線｠
｠0.3～1.25mm2

(0.75～1.25mm )2

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ｠Ｓ｠Ｓ｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

室内ユニット｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｎ１　注９｠

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

電源｠
単相または三相200V

〈漏電遮断器〉｠

別の系統へ｠

ＴＢ１｠
(R,S,T)

ＴＢ７｠
(Ｓ) 〈手元開閉器〉｠

〈配線用遮断器〉｠
〈漏電遮断器〉｠

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)電源｠

三相２００Ｖ｠

〈システムコントローラーを接続した場合〉｠

システムコントローラー｠

アース｠

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

〈漏電遮断器〉｠

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１｠
(R,S,T)

アース｠

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９｠

M-NET
リモコン｠

｠

CN41→CN40差換え｠

(MVVS)

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

電源｠
単相100V
または｠
単相200V

アース｠

伝送線用給電｠
拡張ユニット｠

Ｅ｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)｠

Ｓ｠ Ｓ｠

Ｓ｠

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ３｠ＴＢ２｠

ＴＢ１｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

〈漏電遮断器〉｠

プルボックス｠

注８｠

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。｠
　２．　印はネジ端子台を示します。｠
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して｠
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の｠
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続｠
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。）｠
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、｠
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に｠
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　｠
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　｠
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。｠
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。｠
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用｠
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と｠
　　　　なります。）｠

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ｠
　　　リモコン線を渡り配線してください。｠
　８．室内ユニット接続台数が２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）を｠
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。｠
　　｠（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。）｠　｠
　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの｠
　　　室内ユニット台数(Ｎ１)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続｠
　　　台数(Ｎ２)を２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）以下としてください。｠
　　｠（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電｠
　　　｠拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。）｠　｠

注３｠

注４｠注４｠

注３｠ 注３｠

注６｠
注７｠

注７｠

注６｠
注７｠

注７｠

注５｠

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠
　電源仕様が異なりますので｠
　「（4）主電源配線と器具容量」｠
　をご参照ください。｠

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ｠
　　　またはその同等品）を取付けてください。｠
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または｠
　　　配線用遮断器を組み合わせて使用してください。｠
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。｠

５.５以上｠
５.５以上｠
５.５以上｠

５.５以上｠
５.５以上｠
５.５以上｠

５.５以上｠
５.５以上｠
５.５以上｠

５.５以上｠
５.５以上｠
５.５以上｠

５.５以上｠
５.５以上｠
５.５以上｠

５.５以上｠
５.５以上｠
５.５以上｠

５.５以上｠
５.５以上｠

３.５以上｠

２２以上｠
３８以上｠
３８以上｠

６０｠
７５｠
７５｠

６０｠
７５｠
７５｠

60A｠100mA｠0.1s以下｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠

２２以上｠
２２以上｠
３８以上｠

６０｠
７５｠
７５｠

６０｠
７５｠
７５｠

60A｠100mA｠0.1s以下｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠

２２以上｠
２２以上｠
３８以上｠

６０｠
６０｠
７５｠

６０｠
６０｠
７５｠

60A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠

２２以上｠
２２以上｠
２２以上｠

６０｠
６０｠
７５｠

６０｠
６０｠
７５｠

60A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠

２２以上｠
２２以上｠
２２以上｠

６０｠
６０｠
７５｠

６０｠
６０｠
７５｠

60A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠
75A｠100mA｠0.1s以下｠

２２以上｠６０｠６０｠60A｠100mA｠0.1s以下｠

２２以上｠７５｠７５｠75A｠100mA｠0.1s以下｠
２２以上｠６０｠６０｠60A｠100mA｠0.1s以下｠
１４以上｠５０｠６０｠50A｠100mA｠0.1s以下｠

75A｠100mA｠0.1s以下｠
60A｠100mA｠0.1s以下｠

７５｠ ７５｠ ２２以上｠
６０｠ ２２以上｠６０｠

＊１、＊２｠ ＊３｠
接地線太さ｠
〈mm 〉｠2

電源配線太さ｠
〈mm 〉｠2〈Ａ〉｠

配線用遮断器｠
｠（ＮＦＢ）｠

手元開閉器｠
開閉器容量｠
〈Ａ〉｠ 〈Ａ〉｠

過電流保護器｠漏電遮断器｠ 最大電流｠
〈Ａ〉｠
５５．５｠
４２．８｠
４０．１｠
５７．４｠
４４．３｠
４４．３｠
５３．６｠
５３．０｠
４１．３｠
５５．９｠
５５．３｠
５５．３｠
６１．３｠
５３．０｠
５３．０｠
６１．３｠
５３．６｠
５３．０｠
６０．１｠
６０．１｠
５１．９｠６０｠

７５｠
７５｠
６０｠
７５｠
７５｠
６０｠
６０｠
７５｠
６０｠
６０｠
７５｠
６０｠
６０｠
７５｠
６０｠

７５｠
６０｠
５０｠
７５｠
６０｠

室外ユニット｠室外ユニット｠室外ユニット｠

室内外伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

集中管理用伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

ＴＢ７｠
(Ｓ)

ＴＢ７｠
(Ｓ)｠

システムコントローラー｠

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３｠

ＴＢ７｠
(Ｓ)

別の系統へ｠

アース｠

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

〈漏電遮断器〉｠

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１｠
(R,S,T) 電源｠

三相２００Ｖ｠
〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

〈漏電遮断器〉｠

アース｠

電源｠
三相２００Ｖ｠

〈漏電遮断器〉｠

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)｠｠

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１｠
(R,S,T)

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

アース｠

電源｠
三相２００Ｖ｠

ＭＡリモコン線｠
　0.3～1.25mm2

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｓ｠ Ｓ｠ Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

〈漏電遮断器〉｠〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

Ｎ２　注９｠

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＭＡリモコン｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５｠

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１５｠
(１,２)

Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

Ｎ１　注９｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

室内ユニット｠

ＭＡリモコン｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

（イ）｠ （ロ）｠ （ハ）｠

〈システムコントローラーを接続した場合〉｠

電源｠
単相または三相200V

（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P335SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P280SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P335SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P335SCM-E3

（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P335SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3

（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3

PUHY-P1360SCM-E3

PUHY-P1400SCM-E3

PUHY-P1300SCM-E3

PUHY-P1240SCM-E3

PUHY-P1180SCM-E3

PUHY-P1130SCM-E3

PUHY-P1080SCM-E3

構成ユニット形名｠セット形名｠

（イ）｠PUHY-P450SCM-E3

（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3

CN41→CN40差換え｠

ＴＢ１｠
(R,S,T)

（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3

　　　MAスマートリモコンのペア接続はできません。｠

●PUHY-P1080, 1130, 1180, 1240, 1300, 1360, 1400SCM-E3

A.個別配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠ 
　電源仕様が異なりますので｠ 
　「（8）主電源配線と器具容量」｠ 
　をご参照ください。｠ 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠ 
　電源仕様が異なりますので｠ 
　「（8）主電源配線と器具容量」｠
　をご参照ください。｠ 
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プルボックス｠

電源｠
単相100V
または｠
単相200V

注８｠

アース｠

伝送線用給電｠
拡張ユニット｠

Ｅ｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｓ｠ Ｓ｠

Ｓ｠

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ３｠ＴＢ２｠

ＴＢ１｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

〈漏電遮断器〉｠〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

１１．電源配線の第１分岐にはプルボックスを用いてください。｠
　　　（ユニットの電源端子台を用いた渡り配線は行わないでください。）　｠
　　　電源配線の第２分岐については、ユニットの電源端子台を用いた渡り配線を｠
　　　行ってください。｠

接続される室内ユニットに｠
２２４形以上が含まれる場合｠

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。｠

接続される室内ユニットが｠
２２４形未満の場合｠

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの｠
　　　室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続｠
　　　台数（Ｎ２）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合:２０台）以下としてください。｠
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電｠
　　　　拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。）｠

１７～３２台｠ ３３～４２台｠

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数｠
２台｠

４１～４２台｠

　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。｠
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外｠
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。）｠
　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。｠
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。）｠

２１～４０台｠

１台｠

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。｠
　２．　印はネジ端子台を示します。｠
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して｠
　　　ください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送線）のシールド｠
　　　アースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールド｠
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。）｠
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、｠
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に｠
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　｠
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　｠

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの｠
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。｠
　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要となります。｠
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。｠
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。）｠

注６｠

注７｠注７｠

注５,注１０｠ 注６｠

注３｠

注４｠
注４｠

注３｠ 注３｠

注１１｠

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠
　電源仕様が異なりますので｠
　「（4）主電源配線と器具容量」｠
　をご参照ください。｠

（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P500SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3

PUHY-P1400SCM-E3

PUHY-P1360SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P450SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3

PUHY-P1300SCM-E3

PUHY-P1240SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P335SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3

PUHY-P1180SCM-E3

PUHY-P1130SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P335SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P335SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P280SCM-E3

PUHY-P1080SCM-E3 （ロ）｠PUHY-P335SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3

１７２．１｠

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ｠
　　　またはその同等品）を取付けてください。　｠
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または｠
　　　配線用遮断器を組み合わせて使用してください。｠
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。｠
＊４　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８mm の配線径をご使用ください。｠2

１６７．９｠

１６７．３｠

１６６．５｠

１４７．９｠

１４６．０｠

１３８．４｠

最大電流｠
〈Ａ〉｠

１４以上｠

１４以上｠

８以上｠

８以上｠

８以上｠

８以上｠

１７５｠１７５｠１７５｠

１７５｠１７５｠１７５｠

１７５｠１７５｠１７５｠

１５０｠１５０｠１５０｠

１５０｠１５０｠１５０｠

１５０｠１５０｠１５０｠

175A｠100mA｠0.1s以下｠
*4
22以上｠60以上｠38以上｠150以上｠

175A｠100mA｠0.1s以下｠
*4
22以上｠60以上｠38以上｠150以上｠

175A｠100mA｠0.1s以下｠
*4
22以上｠60以上｠38以上｠150以上｠

175A｠100mA｠0.1s以下｠ １７５｠ １７５｠ １７５｠
*4
22以上｠60以上｠22以上｠

*4
150以上｠

150A｠100mA｠0.1s以下｠
*4
22以上｠60以上｠22以上｠

*4
100以上｠

*4
22以上｠60以上｠22以上｠

*4
100以上｠150A｠100mA｠0.1s以下｠

100以上｠
*4
22以上｠60以上｠

(ｄ)(ｃ)(ｂ)(ａ)

22以上｠ ８以上｠
*4

150A｠100mA｠0.1s以下｠

電源配線太さ｠
〈mm 〉｠2 接地線太さ｠

〈mm 〉｠2

手元開閉器｠
漏電遮断器｠ 開閉器容量｠＊１、＊２｠ ＊３｠〈Ａ〉｠ 〈Ａ〉｠

過電流保護器｠
〈Ａ〉｠

配線用遮断器｠
｠（ＮＦＢ）｠セット形名｠ 構成ユニット形名｠

(MVVS)
M-NET
リモコン｠

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５｠

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１５｠
(１,２)

Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

室内ユニット｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｓ｠ Ｓ｠ Ｓ｠
(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

M-NETリモコン線｠
｠0.3～1.25mm2

(0.75～1.25mm )2
M-NET
リモコン｠

室内外伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

Ｎ１　注９｠ Ｎ２　注９｠

(ｂ)

(ｄ)(ｃ)

(ａ)

CN41→CN40差換え｠ 室外ユニット｠室外ユニット｠室外ユニット｠

集中管理用伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

ＴＢ７｠
(Ｓ)

ＴＢ７｠
(Ｓ)

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７｠
(Ｓ)

別の系統へ｠

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１｠
(R,S,T) ＴＢ７｠

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１｠
(R,S,T)

（イ）｠ （ロ）｠ （ハ）｠
ＴＢ１｠
(R,S,T)

プルボックス｠

〈漏電遮断器〉｠

電源｠
単相または三相200V

アース｠

システムコントローラー｠

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

〈漏電遮断器〉｠

電源｠
三相２００Ｖ｠

〈システムコントローラーを接続した場合〉｠

注８｠

プルボックス｠

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

〈漏電遮断器〉｠ ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ１｠
(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ２｠ ＴＢ３｠

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ｠

Ｓ｠Ｓ｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

Ｅ｠

伝送線用給電｠
拡張ユニット｠

アース｠

電源｠
単相100V
または｠
単相200V

１０．電源配線の第１分岐にはプルボックスを用いてください。（ユニットの電源端子台を用いた｠
　　　渡り配線は行わないでください。）　｠
　　　電源配線の第２分岐については、ユニットの電源端子台を用いた渡り配線を行ってください。｠

　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。｠
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用｠
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と｠
　　　　なります。）｠

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ｠
　　　リモコン線を渡り配線してください。｠
　８．室内ユニット接続台数が２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）を｠
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。｠
　　｠（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。）｠
　｠

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。｠
　２．　｠印はネジ端子台を示します。｠
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して｠
　　　ください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送線）のシールド｠
　　　アースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールド｠
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。）｠
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、｠
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に｠
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　｠
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　｠
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。｠

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの｠
　　　室内ユニット台数(Ｎ１)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続｠
　　　台数(Ｎ２)を２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）以下としてください。｠
　　｠（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電｠
　　　｠拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。）｠　｠

注７｠

注７｠
注６｠

注７｠

注７｠
注６｠

注３｠注３｠

注４｠
注４｠

注３｠

注５｠

注１０｠

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠
　電源仕様が異なりますので｠
　「（4）主電源配線と器具容量」｠
　をご参照ください。｠

（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P335SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P280SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P335SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P335SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P335SCM-E3
（イ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P400SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P450SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3
（イ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ロ）｠PUHY-P500SCM-E3
（ハ）｠PUHY-P400SCM-E3

PUHY-P1400SCM-E3

PUHY-P1360SCM-E3

PUHY-P1300SCM-E3

PUHY-P1240SCM-E3

PUHY-P1180SCM-E3

PUHY-P1130SCM-E3

PUHY-P1080SCM-E3

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ｠
　　　またはその同等品）を取付けてください。　｠
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または｠
　　　配線用遮断器を組み合わせて使用してください。｠
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。｠
＊４　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８mm の配線径をご使用ください。｠2

〈システムコントローラーを接続した場合〉｠

１７２．１｠

１６７．９｠

１６７．３｠

１６６．５｠

１４７．９｠

１４６．０｠

１３８．４｠

最大電流｠
〈Ａ〉｠

１４以上｠

１４以上｠

８以上｠

８以上｠

８以上｠

８以上｠

１７５｠１７５｠１７５｠

１７５｠１７５｠１７５｠

１７５｠１７５｠１７５｠

１５０｠１５０｠１５０｠

１５０｠１５０｠１５０｠

１５０｠１５０｠１５０｠

175A｠100mA｠0.1s以下｠
*4
22以上｠60以上｠38以上｠150以上｠

175A｠100mA｠0.1s以下｠
*4
22以上｠60以上｠38以上｠150以上｠

175A｠100mA｠0.1s以下｠
*4
22以上｠60以上｠38以上｠150以上｠

175A｠100mA｠0.1s以下｠ １７５｠ １７５｠ １７５｠
*4
22以上｠60以上｠22以上｠

*4
150以上｠

150A｠100mA｠0.1s以下｠
*4
22以上｠60以上｠22以上｠

*4
100以上｠

*4
22以上｠60以上｠22以上｠

*4
100以上｠150A｠100mA｠0.1s以下｠

100以上｠
*4
22以上｠60以上｠

(ｄ)(ｃ)(ｂ)(ａ)

22以上｠ ８以上｠
*4

150A｠100mA｠0.1s以下｠

電源配線太さ｠
〈mm2〉｠ 接地線太さ｠

〈mm2〉｠

手元開閉器｠
漏電遮断器｠ 開閉器容量｠

〈Ａ〉｠＊１、＊２｠ ＊３｠〈Ａ〉｠
過電流保護器｠

〈Ａ〉｠

配線用遮断器｠
｠（ＮＦＢ）｠セット形名｠ 構成ユニット形名｠

ＴＢ１｠
(R,S,T)

電源｠
単相または三相200V

（ハ）｠（ロ）｠（イ）｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＭＡリモコン｠

室内ユニット｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

Ｎ１　注９｠

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ｠

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＭＡリモコン｠

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９｠

〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

〈漏電遮断器〉｠
ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２｠
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ｠Ｓ｠Ｓ｠

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＴＢ１５｠
(１,２)

ＭＡリモコン線｠
　0.3～1.25mm2

電源｠
三相２００Ｖ｠

ＴＢ１｠
(R,S,T) ＴＢ３｠

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１｠
(R,S,T)

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉｠〈手元開閉器〉｠
〈配線用遮断器〉｠

別の系統へ｠

ＴＢ７｠
(Ｓ)

ＴＢ３｠
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７｠
(Ａ,Ｂ)

システムコントローラー｠

ＴＢ７｠
(Ｓ)

ＴＢ７｠
(Ｓ)

集中管理用伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

室内外伝送線｠
1.25mm 以上｠2

シールド線｠
(CVVS,CPEVS,
｠MVVS)

室外ユニット｠ 室外ユニット｠ 室外ユニット｠

プルボックス｠

アース｠

CN41→CN40差換え｠

(ａ)

(ｃ) (ｄ)

(ｂ)

　　　｠MAスマートリモコンのペア接続はできません。｠

B.渡り配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠ 
　電源仕様が異なりますので｠ 
　「（8）主電源配線と器具容量」｠ 
　をご参照ください。｠ 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により｠ 
　電源仕様が異なりますので｠ 
　「（8）主電源配線と器具容量」｠
　をご参照ください。｠ 
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（8）主電源配線と器具容量

■個別配線接続

●配線系統図（例）

電　　 源 
三相 200V

＜室外ユニット＞ 

アース 

室外ユニット 
 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

幹線｠ 接地線｠ 開閉器容量｠
（Ａ）｠

過電流保護器｠
（Ａ）※3

最小太さ（ｍｍ ）｠2 手元開閉器｠
配線遮断器｠
（Ａ）｠

漏電遮断器｠
※1※2

形名｠ 構成｠
ユニット｠

－｠ 8以上｠ 3.5以上｠ 60 40 40 40A｠30mAまたは100mA　0.1s以下｠
－｠ 14以上｠ 3.5以上｠ 60 50 50 50A｠100mA　0.1s以下｠
－｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
－｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
－｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
－｠
－｠

P224形｠
P280形｠
P335形｠
P400形｠
P450形｠
P500形｠ 38以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠

38以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P335形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P280形｠ 14以上｠ 3.5以上｠ 60 50 50 50A｠100mA　0.1s以下｠
P400形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P280形｠ 14以上｠ 3.5以上｠ 60 50 50 50A｠100mA　0.1s以下｠
P400形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P335形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P400形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P400形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P450形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P400形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P500形｠ 38以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P400形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P500形｠ 38以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P450形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P500形｠ 38以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P500形｠ 38以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P450形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P335形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P280形｠ 14以上｠ 3.5以上｠ 60 50 50 50A｠100mA　0.1s以下｠
P450形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P335形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P335形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P450形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P400形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P335形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P450形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P400形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P400形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P500形｠ 38以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P400形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P400形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P500形｠ 38以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P450形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P400形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠
P500形｠ 38以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P500形｠ 38以上｠ 5.5以上｠ 75 75 75 75A｠100mA　0.1s以下｠
P400形｠ 22以上｠ 5.5以上｠ 60 60 60 60A｠100mA　0.1s以下｠

P1180形｠

P1240形｠

P1300形｠

P1360形｠

P1400形｠

P1010形｠

P1080形｠

P1130形｠

P800形｠

P850形｠

P900形｠

P960形｠

P630形｠

P690形｠

P730形｠

P560形｠

（注）
※1.電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を取付けてください。
※2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※3.過電流保護器は、B種ヒューズを使用する場合について示します。
※4.受電容量やブレーカー容量は、電動機出力を拠りどころとせず、最大電流値（機外配線図参照）を参考に選定ください。

主電源の配線太さおよび開閉器容量
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■組合わせユニットでの渡り配線接続

●配線系統図（例）

電　　 源 
三相 200V

アース 

アース線 

（a） 

（イ） 

（b） 

（ロ） 

室外ユニット 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

室外ユニット 

アース線 

（d） 

（ハ） 

室外ユニット 

P630～P900形の場合 

電　　 源 
三相 200V

アース 

アース線 

（a） 

（イ） 

（c） 

（ロ） 

室外ユニット 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

プルボックス 
（b） 

室外ユニット 

P1080～P1400形の場合 

電　　 源 
三相 200V

アース 

アース線 

（a） 

（イ） 

（c） 

（ロ） 

室外ユニット 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

プルボックス 
（b） 

室外ユニット 

P960，P1010形の場合 

注1.P960、P1010形の第1分岐にはプルボックスを用いてください。（ユニットの電源端子台を用いた渡り配線は行わないでください。） 

注2.電源配線の第1分岐にはプルボックスを用いてください。（ユニットの電源端子台を用いた渡り配線は行わないでください。） 
　　電源配線の第2分岐については、ユニットの電源端子台を用いた渡り配線を行ってください。　 
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主電源の配線太さおよび開閉器容量

幹線｠ 接地線｠ 開閉器容量｠
（Ａ）｠

過電流保護器｠
（Ａ）※3

最小太さ（ｍｍ ）｠2 手元開閉器｠
配線遮断器｠
（Ａ）｠

漏電遮断器｠
※1※2形名｠

構成｠
ユニット｠

(イ)P335形｠ (a)38以上｠
(ロ)P280形｠ (b)14以上｠※4
(イ)P400形｠ (a)60以上｠
(ロ)P280形｠ (b)14以上｠※5
(イ)P400形｠ (a)60以上｠
(ロ)P335形｠ (b)22以上｠※5
(イ)P400形｠ (a)60以上｠
(ロ)P400形｠ (b)22以上｠※5
(イ)P450形｠ (a)60以上｠
(ロ)P400形｠ (b)22以上｠※5
(イ)P500形｠ (a)60以上｠
(ロ)P400形｠ (b)22以上｠※5
プルボックス｠ (a)100以上｠
(イ)P500形｠ (b)38以上｠
(ロ)P450形｠ (c)22以上｠※5｠
プルボックス｠ (a)100以上｠
(イ)P500形｠ (b)38以上｠
(ロ)P500形｠ (c)38以上｠
プルボックス｠ (a)100以上｠
(イ)P450形｠ (b)22以上｠※5
(ロ)P335形｠ (c)60以上｠
(ハ)P280形｠ (d)22以上｠※5
プルボックス｠ (a)100以上｠
(イ)P450形｠ (b)22以上｠※5
(ロ)P335形｠ (c)60以上｠
(ハ)P335形｠ (d)22以上｠※5
プルボックス｠ (a)100以上｠
(イ)P450形｠ (b)22以上｠※5
(ロ)P400形｠ (c)60以上｠
(ハ)P335形｠ (d)22以上｠※5
プルボックス｠ (a)150以上｠
(イ)P450形｠ (b)22以上｠※5
(ロ)P400形｠ (c)60以上｠
(ハ)P400形｠ (d)22以上｠※5
プルボックス｠ (a)150以上｠
(イ)P500形｠ (b)38以上｠
(ロ)P400形｠ (c)60以上｠
(ハ)P400形｠ (d)22以上｠※5
プルボックス｠ (a)150以上｠
(イ)P500形｠ (b)38以上｠
(ロ)P450形｠ (c)60以上｠
(ハ)P400形｠ (d)22以上｠※5
プルボックス｠ (a)150以上｠
(イ)P500形｠ (b)38以上｠
(ロ)P500形｠ (c)60以上｠
(ハ)P400形｠ (d)22以上｠※5

14以上｠

8.0以上｠

8.0以上｠

8.0以上｠

8.0以上｠

14以上｠

P900形｠ 8.0以上｠

175

P1080形｠

P1130形｠

P1180形｠

P1240形｠

P1300形｠

P1360形｠

P1400形｠

8.0以上｠

150

175

175

175 175 175 175A｠100mA　0.1s以下｠

175 175 175A｠100mA　0.1s以下｠

175A｠100mA　0.1s以下｠

175 175 175A｠100mA　0.1s以下｠

8.0以上｠

8.0以上｠

150

100

100

100

125

125

125

175 175

150 150

150 150

150 150

150

150 150

150 150 150

125

125 125

5.5以上｠

5.5以上｠

5.5以上｠

8.0以上｠

8.0以上｠

100A｠100mA　0.1s以下｠

100A｠100mA　0.1s以下｠

125A｠100mA　0.1s以下｠

125A｠100mA　0.1s以下｠

150A｠100mA　0.1s以下｠

100 100

100

150A｠100mA　0.1s以下｠

150A｠100mA　0.1s以下｠

150A｠100mA　0.1s以下｠

P630形｠

P690形｠

P730形｠

P800形｠

P850形｠

100A｠100mA　0.1s以下｠

125A｠100mA　0.1s以下｠

100

100 100

125

P960形｠

P1010形｠

150A｠100mA　0.1s以下｠

125 125

150

※1.電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を取付けてください。
※2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※3.過電流保護器は、B種ヒューズを使用する場合について示します。
※4.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、22mm の配線径をご使用ください。2

※5.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、38mm の配線径をご使用ください。2

※6.受電容量やブレーカー容量は、電動機出力を拠りどころとせず、最大電流値（機外配線図参照）を参考に選定ください。
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（9）能力特性

■機種選定方法

（a）室内ユニットの選定
①各部屋（室内側）の熱負荷を算出ください。

②熱負荷と室内吸込空気温度補正により、室内ユニット形名を選定ください。空気補正線図はシステム内熱負荷の合計

値（Ｑｉ）に近い容量となる室外ユニットの線図を参照ください（標準能力表および空気条件変化による補正は設計

工事マニュアルを参照ください）。

③システム全体の室内ユニット合計容量（Ｎ）を算出ください。

（b）室外ユニットの選定
①室内ユニット合計容量Ｎより室外ユニット容量（Ｘ）を仮設定ください。

室内ユニット合計容量Ｎは室外ユニットの接続容量範囲としてください。

②仮設定した容量Ｘの室外ユニット標準能力をＱｓとします。

※ 室内ユニット合計容量Ｎが室外ユニット容量Ｘの１００％を超える場合は、室外ユニット部分負荷能力表より、該

当する合計値Ｎに対応した能力を室外標準能力Ｑｓとしてください。

③室外標準能力Ｑｓに配管長補正、室外空気温度補正、霜取補正（暖房）を乗じて室外最大能力Ｑｍを算出してください。

配管長補正値は室内ユニット合計容量Ｎに応じて配管長補正線図より読み取った値としてください。

Ｑｍ＝Ｑｓ×配管長補正×室外空気温度補正×霜取補正（暖房時のみ）

④室外最大能力Ｑｍ≧合計熱負荷Ｑｉであることを確認してください。

Ｑｍ＜Ｑｉの場合は、Ｑｍ≧Ｑｉとなるよう、室外ユニット容量Ｘを見直してください。

室外空気温度補正、配管長補正、霜取補正は設計工事マニュアルをご参照ください。

⑤選定後、室外最大能力Ｑｍを各室内ユニット容量に応じて按分し、負荷≦能力となっていることを再確認ください。

負荷＞能力となっている場合、室外ユニット容量に余力がある場合には室内ユニットの容量を大きくし、①より再計

算ください。余力がない場合には室内ユニット容量と合わせて室外ユニットも大きくして①より再計算ください。

上記（a），（b）について冷房／暖房両方で確認ください。 一方を満足しない場合は、両方
満足する室外容量Ｘを選定してください。

（c）注意事項
・外気温度の設定は、ショートサイクル等による室外ユニット周囲温度の上昇を考慮して設定ください。（屋上の集中
設置や、周囲に障害物がある場合などは外気温度４３℃での検討をお勧めします）

・室内ユニットの選定において顕熱負荷を考慮される場合は、a項において吸込空気温度補正とあわせて、カタログ等
に記載の室内ユニットの顕熱比に応じて機器の選定を行ってください。
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（d）選定計算例
設計条件
＜冷房＞：室内設計乾球温度　２６℃／室内設計湿球温度　１８．５℃　

室外設計乾球温度　３６℃
冷房負荷　２つの部屋で各部屋１３ｋＷ

＜暖房＞：室内設計乾球温度　２１℃
室外設計湿球温度　５℃
暖房負荷：２つの部屋で各１５ｋＷ

＜その他＞：室内外配管相当長　５０ｍ

Ａ．冷房計算
①熱負荷が１室あたり１３ｋＷで、室内吸込空気温度補正を考慮して室内ユニット容量は１４０形を仮設定。
（合計負荷が２６ｋＷなので、空気補正線図は２８０形室外ユニットの線図を使用）

②室内ユニット合計容量Ｎが２８０のため室外ユニット容量Ｘは２８０形で仮設定。標準能力Ｑｓ＝２８ｋＷと
なります。

③２８０形室外ユニットの空気温度補正グラフと配管長補正グラフから、各補正値は次のようになります。
外気３６℃DB・・・・・能力補正係数０．９９（室内標準湿球温度１９℃の場合）
配管長５０ｍ・・・・・能力補正係数０．９３

標準能力Ｑｓに室内／室外空気温度補正、配管長補正を加味すると室外最大能力Ｑｍは
Ｑｍ＝２８×０．９９×０．９３＝２５．７ｋＷ

熱負荷Ｑｉ（＝２６ｋＷ）＞Ｑｍと能力不足のため、室外ユニットの容量Ｘを１ランク大きい３３５形の室外　
ユニットで再計算します。

④３３５形の場合、室外空気温度補正は０．９９、配管長補正は室内ユニット合計容量Ｎが２８０形の値を読み
取ると０．９７となります。
室外標準能力Ｑｓは３３．５ｋＷより室外最大能力Ｑｍは

Ｑｍ＝３３．５×０．９９×０．９７＝３２．１ｋＷ＞Ｑｉ（２６ｋＷ）
となり、最大能力Ｑｍは条件を満足します。

⑤室内ユニット１台あたりに按分した室外最大能力を元に、室内吸込空気条件の補正を加味して室内側の熱負荷
を比較すると、吸込空気温度１８．５℃ＷＢの補正係数が０．９９（室外標準乾球温度３５℃の場合）のため、

３２．１ｋＷ×１４０／２８０×０．９９＝１５．８８ｋＷ＞熱負荷１３ｋＷ
と能力が上回っており、室内は１４０形２台、室外ユニットは３３５形と仮決めします。

Ｂ．暖房計算
冷房計算で仮決めした機種で暖房について計算します。

①冷房で仮決めした室外ユニット３３５形の標準能力Ｑｓ＝３７．５ｋＷとなります。

②暖房側の配管長補正、空気温度補正がそれぞれ、
外気５℃ＷＢ・・・・・能力補正係数１．００（室内標準乾球温度２０℃の場合）、霜取補正係数０．９７５
配管長５０ｍ・・・・・能力補正係数０．９７

より室外最大能力Ｑｍ＝３７．５×１．００×０．９７５×０．９７＝３５．１ｋＷ
暖房負荷Ｑｉ（３０ｋＷ）＜室外最大能力Ｑｍ（３５．１ｋＷ）となり、室外能力は満足しています。

③室外最大能力を按分した室内ユニット１台あたりの能力を確認すると、室内吸込空気温度２１℃ＤＢの補正係
数は０．９６（室外標準温度６℃の場合）のため、

３５．１×１４０／２８０×０．９６＝１６．８ｋＷ＞１部屋あたりの熱負荷１５ｋＷ
となり各室内ユニットは熱負荷以上の能力を満足します。

以上より機種選定結果は以下となります。
室内ユニット：１４０形×２台
室外ユニット：Ｐ３３５形
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熱負 荷 ( Ｑ ｉ ) 設定 

室内 吸 込 空 気 温 度 補正 

各室 内 ユ ニ ッ ト 容 量 設 定 

室内 ユ ニ ッ ト 合 計 容量 ( Ｎ ) 算 

室外 ユ ニ ッ ト 容量 ( Ｘ ) 設定 

室外 ユ ニ ッ ト 標 準 能 力 （ Ｑ ｓ） 
に室 外 温 度 ・ 配 管 長 で 補 正 して 
補正 能 力 （ Ｑ ｍ ） 算出 

熱負 荷 Ｑ ｉ ＞ 補 正 能 力 Ｑｍ 室外 ユ ニ ッ ト 容 量 １ランクアップ 

室外 補 正 能 力 （ Ｑ ｍ ） を 室 内ユ 
ニッ ト 毎 に 按 分 

按分 し た 能 力 に 、 室 内 空 気 温度 
補正 を 行 い 、 熱 負 荷 以 上 か 確認 

NO

YE S 

終了 （ 冷 房 、 暖 房 で 実 施） 

〈計算フロー〉 
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（10）冷媒配管設計

（a）冷媒配管長制限

●P224～P560形

II 
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f｠｠

第１分岐｠
（分岐ジョイント）｠

｠｠

６｠｠｠

１｠｠｠

a cb

３｠｠｠２｠｠｠

５｠｠｠分岐ジョイント｠｠｠

キャップ｠

分岐ヘッダー｠

A

D

C d

４｠｠｠
室内｠ユニ｠ッ｠ト｠｠｠室内｠ユニ｠ッ｠ト｠｠｠室内｠ユニ｠ッ｠ト｠｠｠

室内｠ユニ｠ッ｠ト｠｠｠室内｠ユニ｠ッ｠ト｠｠｠室内｠ユニ｠ッ｠ト｠｠｠

項　　｠目｠｠｠ 配 管 部 位 ｠｠｠

配 管 長 ｠｠｠

高 低 差 ｠｠｠

配 管 総 延 長 ｠

最 遠 配 管 長 ｠｠｠

第1分岐以降の最遠配管長｠｠｠

室 内 ｠ー｠ 室 内 間 ｠

室内｠ー｠室外間｠｠｠室 外 上 ｠室 外 下 ｠

（L）｠

（｠｠） ｠ ｠｠

室外ユニット｠｠

H

h

A＋B＋C＋D＋a＋b＋c＋d＋e＋f

A＋B＋C＋cまたはA＋D＋f

B＋C＋cまたはD＋f

H'

許 容 値 ｠
シティマルチY｠｠E｠eco｠

300m以下｠
150m以下｠

（相当長175m以下）｠
40m以下｠※2｠
50m以下｠

｠｠｠｠｠｠40m以下｠※1｠
15m以下｠

※1：外気10℃以下で冷房時は4ｍ以下｠ ※2：室内ー室外間の高低差により、55m以下まで延長可能（右図）

II 

30

35

40

45

50

55

60

25 30 35 40 45 50
室内－室外間　高低差[m]

第
一
分
岐
以
降
の
最
遠
配
管
長
 [
m
]

室外下 室外上

H
(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
上
の
場
合
)｠
｠

H
'(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
の
場
合
)

室内｠ー｠室外間｠室 外 上 ｠室 外 下 ｠
H
H'

50m以下｠
40m以下｠※1｠

｠｠ ｠｠

配 管 長 ｠

｠｠

高 低 差 ｠

配 管 総 延 長 ｠
室 外 ユ ニ ッ ト 間 ｠

｠｠
｠｠（｠｠）｠

許 容 値 ｠
シティマルチY｠｠E｠eco｠

10m以下｠
300m以下｠
150m以下｠

（相当長175m以下）｠
40m以下｠※2｠｠

15m以下｠
0.1m以下｠

項　　目｠ 配 管 部 位 ｠

室内ユニット｠ 室内ユニット｠ 室内ユニット｠ 室内ユニット｠

室内ユニット｠ 室内ユニット｠ 室内ユニット｠ 室内ユニット｠

A+B+C+D｠
A+B+C+D+E+F+G+I+J+K+M+a+b+c+d+e+f+g+i｠

A(B)+C+E+J+K+M+i｠

J+K+M+i｠

h1｠
h2｠

最 遠 配 管 長 （L）｠

室 内 － 室 内 間 ｠

第1分岐以降の最遠配管長｠

室外ユニット｠－｠室外ユニット間
｠

※2：室内ー室外間の高低差により、55m以下まで延長可能（右図）※1：外気10℃以下で冷房時は4ｍ以下｠

E

（注）表中の下流ユニット形名合計｠
とは上図E点より見た場合の｠
形名合計です。｠

下流｠
ユニットヘ｠

L

a

h1

第１分岐｠

１｠
｠

h2

b

2｠
｠

c

3

d

4

e

5

f

6

g

7

i

8

第2液分配器｠
第2ガス分配器｠

第1ガス分配器｠
第1液分配器｠

C

E
(注)

F G I

J K M

B DA

室内ユニットへ｠下り勾配｠

（注1）分岐管から室外ユニットへの配管は、分岐管｠
に向かって下り勾配になるようにしてください。｠

室内ユニットへ｠
2m

室内ユニットへ｠上り勾配｠ 室内ユニットへ｠

トラップ｠
（ガス管｠
　のみ）｠

2m以内｠

×｠

配管内に油が滞留し油不足状態となり、圧縮機損傷の原因
になりますので、分岐管から室外ユニット間の配管が、2m
を超えるときは、2m以内にトラップ（ガス管のみ）してく
ださい。トラップ高さは200mm以上としてください。｠

●P630～P1400形●P630～P1400形
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（11）据付工事

※

※

正面側

※

※
<上面から見る> <上面から見る> <単位:mm>

※※

※

※

正面側

　

50以上 50以上

10
0以
上

45
0以
上

45
0以
上

15以上 15以上

30
0以
上

[2] 据付スペース

●集中設置・連続設置の場合

①ユニットは、右図に示す必要空間をとって
設置してください。

①多数のユニットを設置する場合は、人の通路、風の
流通を考慮して、各ブロック間に下図のスペースをとってください。

②2方向は開放としてください。
③壁高さ〈H〉が〈壁高さ制限〉を超える場合は、単独設置の場合と同様に〈壁高さ制限〉を超えた分の
寸法〈h〉を※印の寸法に加算してください。

④ユニット前後に壁がある場合は、6台（P450～P560形は1台で2台分とカウント）毎に吸込スペース兼
通路スペースとして1000mm以上とってください。

●単独設置の場合

②前後、側面の壁高さ〈H〉が、下記〈壁高
さ制約〉を超える場合〈壁高さ制約〉を超　
えた分の寸法〈h〉を図中にある※印の寸　
法に加算してください。

③ユニットの上方に障害物がある場合

●｠後面側、壁面まで100mm以上の場合｠●｠後面側、壁面まで300mm以上の場合｠

〈壁高さ制約〉｠
　正面：ユニットの全高以下｠
　後面：ユニット底面から500mm以下｠
　側面：ユニットの全高以下｠

正
面
側
｠

〈側面から見る〉｠

50
0

H

h

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
｠
h

H

1000以上｠

吹き出しガイド｠
（現地手配）｠240以上｠

45°｠
以上｠

前
面
｠

背
面
｠

●｠障害物までの空間が少ない場合｠

50

※※

※

※

正面側

< 開放のこと >

壁高さ<Ｈ>

<単位:mm>
※

※

正面側

壁高さ<Ｈ>

壁高さ<Ｈ>

※壁高さ<Ｈ>

正
面
側

正
面
側

正
面
側

正
面
側

< 開放のこと >

正
面
側

< 
   
>

正
面
側

壁
高
さ

 

Ｈ

< 
   
>

壁
高
さ

 

Ｈ

※※ < 開放のこと >

正面側

壁高さ<Ｈ>

壁高さ<Ｈ>

< 
 　
　
　
　
　
 >

開
放
の
こ
と

< 
 　
　
　
　
　
 >

開
放
の
こ
と

< 
 　
　
　
　
　
 >

開
放
の
こ
と

< 
 　
　
　
　
　
 >

開
放
の
こ
と

< 
 　
　
　
　
　
 >

開
放
の
こ
と

< 
 　
　
　
　
　
 >

開
放
の
こ
と

< 
 　
　
　
　
　
 >

開
放
の
こ
と 正面側

※

壁高さ<Ｈ>

※
壁高さ<Ｈ>

30
0
以
上

1000以上30
0以
上

30
0
以
上

15
以
上

450以上450以上

100以上450以上450以上450以上45
0以
上

10
0以
上

100以上

45
0以
上

30
0以
上

30以上

90
0以
上

90
0以
上

1）単独設置の場合 

2）集中設置・連続設置の場合 



3-42

（12）別売部品表

部　品　名｠
トリョウクミタテ｠

部　品　コ　ー　ド｠
R61｠A45010

仕　　様｠
5Y｠8/1

■サービス部品（補修塗料）｠

P224以下｠

P630 ～P730
P800～P1010
P1080～P1400

CMY-Y102S-D

CMY-Y100BK2
CMY-Y200BK2
CMY-Y300BK2

CMY-Y102L-D1
CMY-Y202-D1
CMY-Y302-D

CMY-Y104-D
CMY-Y108-D
CMY-Y1010-D

P225～P450
P451～P730
P731以上｠

4分岐用｠
8分岐用｠
10分岐用｠

区　　分｠

下流側室内ユニット｠
合計容量｠

室外ユニット形名｠

下流側室内ユニット合計容量P224以下｠
下流側室内ユニット合計容量P450以下｠
下流側室内ユニット合計容量P730以下｠

形　　名｠
対　応　室　外　ユ　ニ　ッ　ト｠

P224
8
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P280
10
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P335
12
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P400
14
○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P450
16
○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P500
18
○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P560
20
○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P630
22
○｠
○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P690
24
○｠
○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P730
26
○｠
○｠
○｠
○｠

○｠ ○｠ ○｠

○｠
○｠
○｠

P800
28
○｠
○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P850
30
○｠
○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P900
32 34 36 38 40 44 46 48 50
○｠
○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P960

○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P1010

○｠
○｠
○｠

○｠ ○｠

○｠ ○｠ ○｠ ○｠ ○｠

○｠
○｠
○｠

P1080

○｠
○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P1130

○｠
○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

42
P1180

○｠
○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P1240

○｠
○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P1300

○｠
○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P1360

○｠
○｠
○｠
○｠

○｠
○｠
○｠

P1400

○｠
○｠
○｠
○｠

○｠ ○｠ ○｠ ○｠ ○｠ ○｠ ○｠
○｠
○｠
○｠

分岐｠
ジョイント｠

分岐管の｠
種類｠

分岐｠
ヘッダー｠

■分岐ジョイント・ヘッダー｠

（注）防雪フードは株式会社　ヤブシタにて取扱っておりますので、直接お問い合わせください。｠

部　品　名｠ 形　　名｠
外部入力用アダプター｠
外部出力用アダプター｠
Web対応集中コントローラー｠

スケジュールタイマー｠
液晶レスタイプ｠

ON/OFFリモコン｠
システムリモコン｠
グループリモコン｠
伝送線用給電ユニット｠
伝送線用給電拡張ユニット｠
拡張コントローラー｠

PAC-SC36NA
PAC-SC37SA
G-150AD
GB-50
PAC-YT34ST-W
PAC-YT40ANR-W
PAC-SF44SR-W
PAC-SC30GR-W
PAC-SC51KU
PAC-SF46EP
PAC-YG50EC

■室外ユニットシステムオプション｠

●お問合せ　株式会社　ヤブシタ｠
TEL｠:｠011-820-5051　FAX｠:｠011-820-5052｠
〒003-0813　北海道札幌市白石区菊水上町3条3丁目52-217｠
■詳しくはホームページをご覧ください。｠

URL｠:｠http://www.yabushita-kikai.co.jp

■別売部品一覧表｠

形　名｠

MOPAC-YE400T｠
（-BS・-BSG・-S）｠

MOPAC-XL800T
（-BS・-BSG・-S）｠

MOPAC-XL800L/R
（-BS・-BSG・-S）｠

MOPAC-XL800B
（-BS・-BSG・-S）｠

MOPAC-YE400L/R｠
（-BS・-BSG・-S）｠（-BS・-BSG・-S）｠

MOPAC-YE400B｠ PAC-KK95DP

PAC-KP93DP

PAC-KK55FAC

防雪フード｠ アクティブフィルター※｠

本体｠ 取付部品｠
集中ドレンパン｠ 圧力計｠

吹出｠ 吸込（左右） 吸込（後）｠

PUHY-P224CM-E3｠
PUHY-P280CM-E3｠
PUHY-P280SCM-E3｠
PUHY-P335CM-E3｠
PUHY-P335SCM-E3｠
PUHY-P400CM-E3｠
PUHY-P400SCM-E3｠
PUHY-P450CM-E3｠
PUHY-P450SCM-E3｠
PUHY-P500CM-E3｠
PUHY-P500SCM-E3

PUHY-P560CM-E3

PAC-KK65PG

PAC-KP65PG

PAC-KK50AAC

（注）｠

（注）｠ （注）｠ （注）｠

（注）｠ （注）｠

PAC-KP50AAC PAC-KP55FAC

※経済産業省で定める「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」において、高調波流出電流が高調波流出電流の上限値を越える場合に設備全体での 
　対策と合わせ採用をご検討ください。アクティブフィルター組み込みは工場受注対応も可能です。 

第一分岐ジョイントは、室外ユニット容量がP224形の場合はCMY-Y102S-D、P280・P335形の場合はCMY-Y102L-D1、P400・P450形の場合はCMY-Y102L-D1も
しくはCMY-Y202-D1、P500～P730形の場合はCMY-Y202-D1（ただし、片側の分岐下流合計はP730以下とする）、P800形以上の場合はCMY-Y302-Dを選定し
てください。又、片側の分岐下流合計はP730以下とし、第一分岐が両方でP730以上になる場合は分岐ジョイント（CMY-Y302-D）を2個順次接続し、分岐してください。 
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（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。
（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。
（注3） ※2のアクティブフィルターは、P224形以下は対象外となります。
（注4） ※3の伝送線用給電拡張ユニットは、P280形以下は対象外となります。

取付可能部品 

室外ユニット形名 

電　　　源 

消費電力 

電流 

力率 

冷房 

暖房 

暖房低温※1

外形寸法 

冷房 

暖房 

冷房 

暖房 

始動電流（A） 

熱交換器形式 

形式×個数 

始動方式 

電動機出力 

電動機出力 

形式×個数 

クランクケースヒーター 

法定冷凍トン 

風量 

ガス側 

高圧保護 

圧縮機/送風機 

インバーター回路 

液　側 

霜取方法 

保護装置 

冷媒配管 

電
気
特
性 

圧
縮
機 

送
風
機 

外装（マンセルNo.） 

高さ 

幅　 

奥行 

製品質量（kg） 

PUHY-EP140CM-E3 PUHY-EP160CM-E3 PUHY-EP224CM-E3 PUHY-EP280CM-E3 PUHY-EP400CM-E3

冷房能力 

暖房能力 

暖房低温能力※1

騒音値 

圧力計・防雪フード・集中ドレンパン・アクティブフィルター※2・伝送線用給電拡張ユニット※3

溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂　色：マンセル 5Y8／1） 

三相 200V 50/60Hz

クロスフィンチューブ 

全密閉形 

インバーター始動 

 

 

 

 

リバースサイクル 

圧力センサー・圧力開閉器（4.15MPa） 

過電流保護・過昇保護/温度開閉器 

過電流保護・過昇保護 

 

14.0 

16.0 

12.5 

3.19 

3.56 

3.45 

10.23 

11.41 

90 

90 

15 

 

 

3.5 

 

 

 

 

 

1.97 

 

 

 

 

φ15.88ロウ付 

φ9.52ロウ付 

55 

 

 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

% 

% 

A 

 

 

kW 

 

W 

 

m3/min 

kW 

トン 

 

 

 

 

mm 

mm 

dB［A特性］ 

 

mm 

mm 

mm 

kg 

 

16.0 

18.0 

14.0 

3.84 

4.15 

3.95 

12.31 

13.31 

90 

90 

15 

 

 

4.1 

 

 

 

 

 

2.36 

 

 

 

 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

56

22.4 

25.0 

20.0 

5.65 

5.63 

5.60 

18.12 

18.05 

90 

90 

15 

 

 

5.4 

 

 

 

 

 

3.15 

 

 

 

 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

58

28.0 

31.5 

25.0 

7.46 

7.50 

7.46 

23.92 

24.05 

90 

90 

15 

 

 

6.8 

 

 

 

 

 

3.94 

 

 

 

 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付（90m以上はφ12.7） 

60 

 

 

 

 

 

1650 

920 

760

1650 

1220 

760 

225 

 

1650 

1750 

760 

285 

 

0.035

0.35

185 225

プロペラファン×1

0.46

0.045 

 

170 185 

 

 

40.0 

45.0 

36.0 

10.72 

10.97 

10.86 

34.38 

35.18 

90 

90 

15 

 

 

9.5 

 

 

プロペラファン×2 

180×2 

0.46×2 

5.52 

 

 

 

 

φ25.4ロウ付 

φ12.7ロウ付 

61

〈2〉高COPタイプ
（1）仕様

■EP140～EP400形
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■EP450～EP560形

（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。
（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。

取付可能部品 

室外ユニット形名 

電　　　源 

消費 
電力 

電流 

力率 

冷房 

暖房 

暖房低温※1

外形寸法 

冷房 

暖房 

冷房 

暖房 

始動電流（A） 

熱交換器形式 

構成ユニット形名 

形式×個数 

始動方式 

電動機出力 

電動機出力 

形式×個数 

クランクケースヒーター 

法定冷凍トン 

風量 

ガス側 

高圧保護 

圧縮機/送風機 

インバーター回路 

液　側 

ガス側 

液　側 

霜取方法 

保護 
装置 

冷媒配管寸法 
（主管） 

冷媒配管寸法 
（ユニット連絡管） 

電
気
特
性 

圧
縮
機 

送
風
機 

外装（マンセルNo.） 

高さ 

幅　 

奥行 

製品質量（kg） 

PUHY-EP224 
SCM-E3

PUHY-EP224 
SCM-E3

PUHY-EP224 
SCM-E3

PUHY-EP280 
SCM-E3

PUHY-EP224 
SCM-E3

PUHY-EP335 
SCM-E3

PUHY-EP450SCM-E3 PUHY-EP500SCM-E3 PUHY-EP560SCM-E3

冷房能力 

暖房能力 

暖房低温能力※1

騒音値 

 

全密 
閉形 
 

全密 
閉形 
 

全密 
閉形 
 

全密 
閉形 
 

全密 
閉形 
 

全密 
閉形 
 

1650 

920 

760 

190 

 

1650 

920 

760 

190 

 

1650 

920 

760 

190 

 

1650 

1220 

760 

230

1650 

920 

760 

190 

 

1650 

1220 

760 

230

5.4 

 

0.035 

プロペラファン×1 

185 

0.46 

3.15 

 

 

5.4 

 

0.035 

プロペラファン×1 

185 

0.46 

3.15 

 

5.4 

 

0.035 

プロペラファン×1 

185 

0.46 

3.15 

 

5.4 

 

0.035 

プロペラファン×1 

185 

0.46 

3.15 

 

 

6.8 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.46 

3.94 

 

8.1 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.46 

4.73

圧力計・防雪フード・集中ドレンパン・アクティブフィルター・伝送線用給電拡張ユニット 

溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂　色：マンセル 5Y8／1） 

56.0 

63.0 

50.0 

14.85 

14.68 

13.38 

47.63 

47.08 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

 

 

 

 

 

 

 

三相 200V 50/60Hz

クロスフィンチューブ 

インバーター始動 

リバースサイクル 

 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

% 

% 

A 

 

 

 

kW 

 

W 

 

m3/min 

kW 

トン 

 

 

 

 

mm 

mm 

mm 

mm 

dB［A特性］ 

 

mm 

mm 

mm 

kg 

 

61 62 63 

 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ28.58ロウ付 

φ12.7ロウ付 

 

φ28.58ロウ付 

φ15.88ロウ付 

 

φ28.58ロウ付 

φ15.88ロウ付 

 

45.0 

50.0 

40.0 

11.36 

11.26 

11.15 

36.43 

36.11 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

50.0 

56.0 

45.0 

13.19 

13.11 

12.98 

42.30 

42.05 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

 

圧力センサー・圧力開閉器（4.15MPa） 

過電流保護・過昇保護/温度開閉器 

過電流保護・過昇保護 
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■EP630～EP800形

（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。
（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。

取付可能部品 

室外ユニット形名 

電　　　源 

消費 
電力 

電流 

力率 

冷房 

暖房 

暖房低温※1

外形寸法 

冷房 

暖房 

冷房 

暖房 

始動電流（A） 

熱交換器形式 

構成ユニット形名 

形式×個数 

始動方式 

電動機出力 

電動機出力 

形式×個数 

クランクケースヒーター 

法定冷凍トン 

風量 

高圧保護 

圧縮機/送風機 

インバーター回路 

ガス側（主管） 

液管（主管） 

ガス側（ユニット連絡管） 

液側（ユニット連絡管） 

霜取方法 

保護 
装置 

冷媒 
配管 
寸法 

電
気
特
性 

圧
縮
機 

送
風
機 

外装（マンセルNo.） 

高さ 

幅　 

奥行 

製品質量（kg） 

冷房能力 

暖房能力 

暖房低温能力※1

騒音値 

三相 200V 50/60Hz

全密閉形 

 5.4 

 

0.035 

プロペラファン×1 

185 

0.46 

3.15

PUHY-EP224 
SCM-E3

全密閉形 

 5.4 

 

0.035 

プロペラファン×1 

185 

0.46 

3.15

PUHY-EP224 
SCM-E3

全密閉形 

 6.8 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.46 

3.94

PUHY-EP280 
SCM-E3

全密閉形 

 6.8 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.46 

3.94

PUHY-EP280 
SCM-E3

全密閉形 

 5.4 

 

0.035 

プロペラファン×1 

185 

0.46 

3.15

PUHY-EP224 
SCM-E3

全密閉形 

 8.1 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.46 

4.73

PUHY-EP335 
SCM-E3

全密閉形 

 5.4 

 

0.035 

プロペラファン×1 

185 

0.46 

3.15

PUHY-EP224 
SCM-E3

φ28.50ロウ付 

φ15.88ロウ付 

63.5

63.0 

69.0 

53.8 

17.16 

16.50 

15.04 

55.04 

52.92 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

 

PUHY-EP630SCM-E3

φ31.75ロウ付 

φ19.05ロウ付 

64

80.0 

88.0 

70.0 

21.16 

20.46 

18.65 

67.87 

65.62 

90 

90 

45（電源渡り接続時） 

PUHY-EP800SCM-E3

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

% 

% 

A 

 

 

 

kW 

 

W 

 

m3/min 

kW 

トン 

 

 

 

 

mm 

mm 

mm 

mm 

dB［A特性］ 

 

mm 

mm 

mm 

kg 

 

1650 

1220 

760 

230

1650 

920 

760 

190

1650 

920 

760 

190

1650 

920 

760 

190

1650 

1220 

760 

230

1650 

920 

760 

190

1650 

1220 

760 

230

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

インバーター始動 

圧力計・防雪フード・集中ドレンパン・アクティブフィルター・伝送線用給電拡張ユニット・分岐管キット 

溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂　色：マンセル 5Y8／1） 

クロスフィンチューブ 

リバースサイクル 

 

φ28.58ロウ付 

φ15.88ロウ付 

63.5

73.0 

81.5 

65.0 

18.96 

18.86 

17.19 

60.81 

60.49 

90 

90 

45（電源渡り接続時） 

 

PUHY-EP730SCM-E3

圧力センサー・圧力開閉器 

過電流保護・過昇保護/温度開閉器 

過電流保護・過昇保護 

 

全密閉形 

 8.1 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.46 

4.73

PUHY-EP335 
SCM-E3

1650 

1220 

760 

230

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 
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■EP850～EP960形

（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。
（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。

取付可能部品 

室外ユニット形名 

電　　　源 

消費 
電力 

電流 

力率 

冷房 

暖房 

暖房低温※1

外形寸法 

冷房 

暖房 

冷房 

暖房 

始動電流（A） 

熱交換器形式 

構成ユニット形名 

形式×個数 

始動方式 

電動機出力 

電動機出力 

形式×個数 

クランクケースヒーター 

法定冷凍トン 

風量 

ガス側 

高圧保護 

圧縮機/送風機 

インバーター回路 

液　側 

ガス側 

液　側 

霜取方法 

保護 
装置 

冷媒配管寸法 
（主管） 

冷媒配管寸法 
（ユニット連絡管） 

電
気
特
性 

圧
縮
機 

送
風
機 

外装（マンセルNo.） 

高さ 

幅　 

奥行 

製品質量（kg） 

冷房能力 

暖房能力 

暖房低温能力※1

騒音値 

全密閉形 

 5.4 

 

0.035 

プロペラファン×1 

185 

0.46 

3.15

6.8 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.46 

3.94

8.1 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.46 

4.73

5.4 

 

0.035 

プロペラファン×1 

185 

0.46 

3.15

8.1 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.46 

4.73

8.1 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.46 

4.73

6.8 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.46 

3.94

8.1 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.46 

4.73

8.1 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.46 

4.73

圧力計・防雪フード・集中ドレンパン・アクティブフィルター・伝送線用給電拡張ユニット・分岐管キット 

溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂　色：マンセル 5Y8／1） 

三相 200V 50/60Hz

クロスフィンチューブ 

インバーター始動 

リバースサイクル 

 

85.0 

95.0 

75.0 

22.72 

22.30 

20.54 

72.87 

71.52 

90 

90 

45（電源渡り接続時） 

φ31.75ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ31.75ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ38.1ロウ付 

φ19.05ロウ付 

64.5 65 65.5

 

90.0 

100.0 

80.0 

24.12 

23.41 

21.57 

77.36 

75.08 

90 

90 

45（電源渡り接続時） 

96.0 

108.0 

85.0 

26.37 

25.83 

23.54 

84.58 

82.84 

90 

90 

45（電源渡り接続時） 

PUHY-EP850SCM-E3 PUHY-EP900SCM-E3 PUHY-EP960SCM-E3

1650 

920 

760 

190 

 

1650 

1220 

760 

230

1650 

920 

760 

190

1650 

1220 

760 

230

1650 

1220 

760 

230

1650 

1220 

760 

230

1650 

1220 

760 

230

1650 

1220 

760 

230

1650 

1220 

760 

230

PUHY-EP224 
SCM-E3

全密閉形 

 

PUHY-EP280 
SCM-E3

全密閉形 

 

PUHY-EP224 
SCM-E3

全密閉形 

 

PUHY-EP335 
SCM-E3

全密閉形 

 

PUHY-EP280 
SCM-E3

全密閉形 

 

PUHY-EP335 
SCM-E3

全密閉形 

 

PUHY-EP335 
SCM-E3

全密閉形 

 

PUHY-EP335 
SCM-E3

全密閉形 

 

PUHY-EP335 
SCM-E3

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

% 

% 

A 

 

 

 

kW 

 

W 

 

m3/min 

kW 

トン 

 

 

 

 

mm 

mm 

mm 

mm 

dB［A特性］ 

 

mm 

mm 

mm 

kg 

 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ25.4ロウ付 

φ12.7ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

φ25.4ロウ付 

φ12.7ロウ付 

圧力センサー・圧力開閉器 

過電流保護・過昇保護/温度開閉器 

過電流保護・過昇保護 
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（2）外形寸法図

●PUHY-EP140, 160, 224CM-E3

●PUHY-EP224SCM-E3

15
8

17
2

14
5

18

76
0

18

98254

271 150

94
84

13
1

14
5

（据付ピッチ）

２×２－１４×２０長穴

制御ＢＯＸ

(7
60
)72

1220
1184

80
15
0
15
0
15
0
15
0

16
50

24
0

14
10

90

102301

88
13
2

216

18

8080 1060 18
760

25 5555 25

54

301 83

4

3

6
1

2
5

φ22.2ロウ付※2

φ25.4ロウ付※1

ガス側液側

操作弁接続口仕様
接続管仕様

形　名

ＥＰ335ＳＣＭ形
ＥＰ280ＳＣＭ形

ＥＰ280ＣＭ形

＜防雪フード（別売品）取付用穴＞

(樹脂部の開口加工必要）
2X5-φ4.6穴

冷媒操作弁
＜ガス＞

冷媒操作弁
＜液＞

空気吹出

空気
吸込

サービス
パネル

空気
吸込

空気
吸込

ノックアウト穴
＜圧力計(別売品)取付用＞

冷媒操作弁＜液＞

冷媒操作弁＜ガス＞

72
4（
72
1～
72
7で
対
応
）

（
据
付
ピ
ッ
チ
）

φ9.52ロウ付※1
φ12.7ロウ付※2
φ9.52ロウ付※1
φ12.7ロウ付※1

主管長90m未満
主管長90m以上

※1・・・現地配管を拡管して直接操作弁にロウ付してください。
※2・・・付属の接続管をご使用ください。

配管用

電源配線用

伝送用配線

①
②
③
④
⑤
⑥

用途 仕様

＜付属品＞
・冷媒接続管

注１．ロウ付け時は、操作弁本体へ濡れタ オル等を巻き、
本体温度が１２０℃以上にならない様にしてください。

ＮＯ．
前面通し穴
底面通し穴
前面通し穴
前面通し穴
底面通し穴
前面通し穴

102×72ノックアウト穴
150×94ノックアウト穴
φ65もしくはφ40ノックアウト穴
φ52もしくはφ27ノックアウト穴
φ65ノックアウト穴
φ34ノックアウト穴

平面図

X矢視図

B

14
5

A

150221

（据付ピッチ）

２×２－１４×２０長穴

冷媒操作弁＜ガス＞
冷媒操作弁＜液＞

制御ＢＯＸ

冷媒操作弁＜液＞

冷媒操作弁＜ガス＞

18884

98

空気吹出

空気
吸込

54

5525

88

18

15
0

15
0

15
0

15
0

80

920

76
0

16
50

14
10

24
0

251 102

204 90

空気
吸込

空気
吸込

14
5

2555
760

1

2

3

4

5

6

13
2

186
251 83

13
1

86
92

18
18

8076080

72

170

172
142

ガス側液側

操作弁接続口仕様
ガス側液側
ＢＡ

操作弁位置寸法
形　名

＜付属品＞
・冷媒接続管

ＥＰ140ＣＭ形
ＥＰ160ＣＭ形
ＥＰ224ＳＣＭ形

接続管仕様

＜防雪フード（別売品）取付用穴＞

(樹脂部の開口加工必要）
2X5-φ4.6穴

サービスパネルノックアウト穴
＜圧力計(別売品)取付用＞

72
4（
72
1～
72
7で
対
応
）

(7
60
)

（
据
付
ピ
ッ
チ
）

※1・・・現地配管を拡管して直接操作弁にロウ付してください。
※2・・・付属の接続管をご使用ください。

φ9.52ロウ付
※1

φ15.88ロウ付※2
φ19.05ロウ付※1
φ22.2ロウ付※2

注１．ロウ付け時は、操作弁本体へ濡れタ オル等を巻き、
本体温度が１２０℃以上にならない様にしてください。

配管用

電源配線用

伝送用配線

①
②
③
④
⑤
⑥

用途 仕様ＮＯ．
前面通し穴
底面通し穴
前面通し穴
前面通し穴
底面通し穴
前面通し穴

102×72ノックアウト穴
150×92ノックアウト穴
φ65もしくはφ40ノックアウト穴
φ52もしくはφ27ノックアウト穴
φ52ノックアウト穴
φ34ノックアウト穴側面図 正面図

平面図

X矢視図

80

1919

　　 ノックアウト穴

834
44

834

＜防雪フード（別売品）取付用穴＞

(樹脂部の開口加工必要）

15
0
15
0
15
0
15
0

54

25 55

76
0

24
0

175016
50

14
10

18
1880

（据付ピッチ）
795

（据付ピッチ）
80 795

13
2

150
83

88

543

590

98

102

90
72

(7
60
)

6 14

3

5

2

94

17
2

2555
760

14
3

511

558
590

8414
5

15
0
13
1

冷媒操作弁＜液＞ 冷媒操作弁＜ガス＞

サービスパネル サービスパネル

冷媒操作弁＜ガス＞

冷媒操作弁＜液＞

制御ＢＯＸ

空気
吸込

空気
吸込

空気吹出

空気
吸込

※1・・・現地配管を拡管して直接操作弁にロウ付してください。
※2・・・付属の接続管をご使用ください。

配管用

電源配線用

伝送用配線

①
②
③
④
⑤
⑥

用途 仕様

ガス側液側

操作弁接続口仕様
接続管仕様

形　名

ＥＰ400ＣＭ形

2X9-φ4.6穴

接触器BOX

＜圧力計(別売品)取付用＞

φ12.7ロウ付※1φ25.4ロウ付※2

72
4（
72
1～
72
7で
対
応
）

（
据
付
ピ
ッ
チ
）

2X3-14X20長穴

＜付属品＞
・冷媒接続管

注１．ロウ付け時は、操作弁本体へ濡れタ オル等を巻き、
本体温度が１２０℃以上にならない様にしてください。

ＮＯ．
前面通し穴
底面通し穴
前面通し穴
前面通し穴
底面通し穴
前面通し穴

102×72ノックアウト穴
150×94ノックアウト穴
φ65もしくはφ40ノックアウト穴
φ52もしくはφ27ノックアウト穴
φ65ノックアウト穴
φ34ノックアウト穴

側面図 正面図

平面図

X矢視図

●PUHY-EP280CM-E3

●PUHY-EP280, 335SCM-E3

●PUHY-EP400CM-E3
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●PUHY-EP450SCM-E3

●PUHY-EP500, 560SCM-E3

EP224形 

ユニット形名 

分岐管キット～室外ユニット 

92030920

16
50

760

ガス 
d または f

液 
c または e
φ9.52 φ22.2

正面図 

空気吹出 

ガス分岐管＜別売品＞ 

液分岐管＜別売品＞ 
左側面図 

d

c
e

f b

a 室内ユニットへ 

室内ユニットへ 

室外ユニット２ 室外ユニット１ 

空気 
吸込 

空気 
吸込 空気 

吸込 

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キットの傾きは、水平面に対して±15°以内にしてください。 
　3.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。 
　4.分岐部手前（図中ａ，ｂ部）の配管は直管部500ｍｍ以上を確保して施工してください。 
　  （※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて500ｍｍ以上） 
　5.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 

室内ユニット～分岐管 

分岐管キット形名(別売品)

φ28.58

PUHY-EP450SCM-E3 

φ12.7
CMY-Y100BK2

b
a

ガス 
液 

PUHY-EP224SCM-E3 
PUHY-EP224SCM-E3 室外ユニット２ 

室外ユニット１ 構成ユニット形名 
セット形名 

分岐管の配管サイズ 

ユニット形名 

EP224形 
EP280形 分岐管キット～室外ユニット 
EP335形 

920301220760

16
50

φ9.52 φ22.2
φ9.52 φ22.2

ガス 
d または f

液 
c または e

φ12.7 φ25.4

ガス分岐管＜別売品＞ 

液分岐管＜別売品＞ 

空気吹出 

b

a

f

e

d

c 室内ユニットへ 

室内ユニットへ 

正面図 

左側面図 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

室外ユニット１ 室外ユニット２ 

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キットの傾きは、水平面に対して±15°以内にしてください。 
　3.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。 
　4.分岐部手前（図中ａ，ｂ部）の配管は直管部500ｍｍ以上を確保して施工してください。 
　  （※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて500ｍｍ以上） 
　5.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 

分岐管の配管サイズ 

φ28.58
φ15.88

CMY-Y100BK2
a
b

液 
ガス 

室外ユニット２ 
構成ユニット形名 室外ユニット１ 

セット形名 

分岐管キット形名(別売品)

室内ユニット～分岐管 

PUHY-EP224SCM-E3 PUHY-EP224SCM-E3
PUHY-EP335SCM-E3PUHY-EP280SCM-E3
PUHY-EP560SCM-E3PUHY-EP500SCM-E3



3-49

ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン 

シ
テ
ィ
マ
ル
チ
Y 

E 

e
c
o 

室
外
ユ
ニ
ッ
ト（
冷
暖
切
替
）／
高
C
O
P
タ
イ
プ 

●PUHY-EP730, 800SCM-E3

EP280形 
EP224形 

ユニット形名 

分岐管キット～室外ユニット 
EP335形 

16
50

92030920301220760

f または h または je または g または i
ガス 

φ22.2

液 

φ9.52

φ12.7 φ25.4
φ9.52 φ22.2

空気吹出 

ガス分岐管２＜別売品＞ 

液分岐管２＜別売品＞ 

ガス分岐管１＜別売品＞ 

液分岐管１＜別売品＞ 

正面図 

b

i a

j

cg
e

f
h d 室内ユニットへ 

室内ユニットへ 
左側面図 

室外ユニット１ 室外ユニット３ 室外ユニット２ 

空気 
吸込 

空気 
吸込 空気 

吸込 

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キットの傾きは、水平面に対して±15°以内にしてください。 
　3.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。 
　4.分岐部手前（図中ａ，ｂ，ｃ，ｄ部）の配管は直管部500ｍｍ以上を確保して施工してください。 
　  （※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて500ｍｍ以上） 
　5.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 

PUHY-EP335SCM-E3PUHY-EP280SCM-E3

PUHY-EP224SCM-E3
PUHY-EP224SCM-E3 PUHY-EP224SCM-E3

PUHY-EP224SCM-E3

PUHY-EP800SCM-E3PUHY-EP730SCM-E3

CMY-Y300BK2
φ15.88 φ19.05
φ28.58 φ31.75

φ15.88
φ31.75d

c

a
b

分岐管の配管サイズ 

ガス 
液 
ガス 
液 

室外ユニット３ 

室外ユニット１ 
室外ユニット２ 構成ユニット形名 

セット形名 

分岐管キット形名(別売品)

室内ユニット～分岐管2

分岐管1～分岐管2

●PUHY-EP630SCM-E3

EP335形 
EP280形 

ユニット形名 ユニット形名 

分岐管キット～室外ユニット 

1220 30 1220

16
50

760

d または f
ガス 

c または e
液 

φ25.4
φ22.2

φ12.7
φ9.52

正面図 ガス分岐管＜別売品＞ 

液分岐管＜別売品＞ 

空気吹出 室外ユニット１ 室外ユニット２ 

左側面図 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

d

c
e

f b 室内ユニットへ 

室内ユニットへ a

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キットの傾きは、水平面に対して±15°以内にしてください。 
　3.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。 
　4.分岐部手前（図中ａ，ｂ部）の配管は直管部500ｍｍ以上を確保して施工してください。 
　  （※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて500ｍｍ以上） 
　5.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 

a
b

液 
ガス 

室外ユニット２ 構成ユニット形名 室外ユニット１ 
セット形名 

分岐管の配管サイズ 

CMY-Y100BK2
φ15.88
φ28.58

分岐管キット形名(別売品)

室内ユニット～分岐管 

PUHY-EP630SCM-E3
PUHY-EP335SCM-E3
PUHY-EP280SCM-E3
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●PUHY-EP850, 900SCM-E3

●PUHY-EP960SCM-E3

分岐管キット～室外ユニット 

ユニット形名 

EP335形 
EP280形 
EP224形 

760

16
50

1220 30 1220 30 920

φ25.4φ12.7
φ9.52 φ22.2

ガス 
f または h または j

液 
e または g または i

φ9.52 φ22.2

空気吹出 

空気 
吸込 

室内ユニットへ 

室内ユニットへ 

b

a

ガス分岐管２＜別売品＞ 

液分岐管２＜別売品＞ 
j

i

正面図 

d

c

ガス分岐管１＜別売品＞ 

液分岐管１＜別売品＞ 
h

g

f

e
左側面図 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

室外ユニット３ 室外ユニット２ 室外ユニット１ 

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キットの傾きは、水平面に対して±15°以内にしてください。 
　3.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。 
　4.分岐部手前（図中ａ，ｂ，ｃ，ｄ部）の配管は直管部500ｍｍ以上を確保して施工してください。 
　  （※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて500ｍｍ以上） 
　5.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 

分岐管キット形名(別売品)

室内ユニット～分岐管2

分岐管1～分岐管2 φ31.75
φ15.88
φ31.75
φ19.05

CMY-Y300BK2

PUHY-EP335SCM-E3
PUHY-EP335SCM-E3PUHY-EP335SCM-E3

PUHY-EP850SCM-E3 PUHY-EP900SCM-E3

PUHY-EP280SCM-E3
PUHY-EP224SCM-E3PUHY-EP224SCM-E3

分岐管の配管サイズ 

d
c

ガス 

a
bガス 

液 

液 

室外ユニット３ 
室外ユニット２ 
室外ユニット１ 構成ユニット形名 

セット形名 

分岐管キット～室外ユニット EP335形 
EP280形 

ユニット形名 

760

16
50

1220 30 1220 122030

φ25.4φ12.7
φ9.52 φ22.2

ガス 
f または h または j

液 
e または g または i

空気吹出 

空気 
吸込 

室内ユニットへ 

室内ユニットへ 

b

a

ガス分岐管２＜別売品＞ 

液分岐管２＜別売品＞ 
j

i

正面図 

d

c

ガス分岐管１＜別売品＞ 

液分岐管１＜別売品＞ 
h

g

f

e左側面図 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

室外ユニット２ 室外ユニット３ 室外ユニット１ 

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キットの傾きは、水平面に対して±15°以内にしてください。 
　3.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。 
　4.分岐部手前（図中ａ，ｂ，ｃ，ｄ部）の配管は直管部500ｍｍ以上を確保して施工してください。 
　  （※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて500ｍｍ以上） 
　5.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 

分岐管キット形名(別売品)

室内ユニット～分岐管2

分岐管1～分岐管2 φ31.75
φ15.88
φ38.1
φ19.05

CMY-Y300BK2

PUHY-EP335SCM-E3
PUHY-EP960SCM-E3

PUHY-EP335SCM-E3
PUHY-EP280SCM-E3

分岐管の配管サイズ 

d
c

ガス 

a
bガス 

液 

液 

室外ユニット３ 
室外ユニット２ 
室外ユニット１ 構成ユニット形名 

セット形名 
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（3）機外配線図

●PUHY-EP140, 160, 224, 280, 400CM-E3

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

注３ 

注５ 

注６ 

注７ 

注７ 

注４ 注４ 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子に接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。）MAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

４８．２ 
３３．５ 
２５．４ 
１７．３ 
１４．４ 

＜Ａ＞ 
最大電流 

５.５以上 ２２以上 ６０ ６０ ６０ 60A 100mA 0.1s以下 
３.５以上 
３.５以上 
２以上 ５．５以上 

５０ 
４０ 
３０ 
３０ 

５０ 
４０ 
３０ ３０ 30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

１４以上 
８以上 

６０ 
６０ 

50A 100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

３０ 30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ３０ ５．５以上 ２以上 

＊１、＊２ 
漏電遮断器 

過電流保護器 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

開閉器容量 
手元開閉器 

＊３ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 
＜Ａ＞ 

電源配線太さ 
＜mm2＞ ＜mm2＞ 

接地線太さ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)

プルボックス 

室内外伝送線 
1.25mm2以上�
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

別の系統ヘ 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

(R,S,T)

CN41→CN40差換え 室外ユニット 

システムコントローラー 

電源 
三相200Ｖ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ ＜漏電遮断器＞ 

ＴＢ１ 

アース 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ ＜漏電遮断器＞ 電源 

単相または三相200V

ＭＡリモコン線 
　0.3～1.25mm2

ＭＡリモコン 

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２)(１,２)

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。　 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

PUHY-EP400CM-E3
PUHY-EP280CM-E3
PUHY-EP224CM-E3
PUHY-EP160CM-E3

形 名 

PUHY-EP140CM-E3

注３ 

注５,注１０ 
注６ 

注７ 

注８ 

注４ 注４ 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子に接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　 （ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　 伝送線最遠長の内数としてください。） 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数(Ｎ１)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数(Ｎ２)を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）以下としてください。 
　　 （伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　 拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 　 
１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　 （ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　８．室内ユニット接続台数が１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

PUHY-EP140CM-E3

形 名 

PUHY-EP160CM-E3

接地線太さ 
＜mm2＞ ＜mm2＞ 

電源配線太さ 

＜Ａ＞ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 

＊３ 

手元開閉器 
開閉器容量 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

過電流保護器 漏電遮断器 
＊１、＊２ 

２以上 ５．５以上 ３０ 30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ３０ 
30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ３０ ３０ 

３０ 
３０ ５．５以上 ２以上 

最大電流 
＜Ａ＞ 
１４．４ 
１７．３ 

４８．２ 
３３．５ ３.５以上 

５.５以上 ２２以上 
１４以上 

６０ 
５０ 

６０ 
５０ 

６０ 
６０ 50A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 PUHY-EP400CM-E3
PUHY-EP280CM-E3

６０ PUHY-EP224CM-E3 40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ４０ ４０ ３.５以上 ２５．４ ８以上 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

(Ｓ)
ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ 

Ｎ２　注９ 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上�
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

別の系統ヘ 

(MVVS)

(R,S,T)

CN41→CN40差換え 

ＴＢ１ 

ＴＢ５ (Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ 
(Ａ,Ｂ) (１,２)

ＴＢ２ 

Ｓ 

＜漏電遮断器＞ 
＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 電源 

三相200Ｖ 

M-NETリモコン 

プルボックス 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 
ＴＢ２ 

Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ ＜漏電遮断器＞ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 
(１,２)

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2

(0.75～1.25mm2)

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ５ 

電源 
単相または三相200V

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)
(Ａ,Ｂ) (１,２)

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

ＴＢ１５ ＴＢ５ (Ｒ,Ｓ)
ＴＢ２ 

電源 
単相100Vまたは 
単相200V

アース 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

Ｅ (Ｒ,Ｓ)

Ｓ Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ３ ＴＢ２ 

ＴＢ１ (Ａ,Ｂ) (１,２)
Ｓ 

アース 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ１　注９ 

室外ユニット 

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。　 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
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●PUHY-EP450, 500, 560, 630SCM-E3

A.個別配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

電源 
単相100V
または 
単相200V

注８ 

アース 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

Ｅ 

ＴＢ１５ ＴＢ５ 

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)
(Ａ,Ｂ) (１,２)

Ｓ Ｓ 

Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ３ ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ 
〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 

〈配線用遮断器〉 

注６ 

注７ 

注７ 

注５ 

注６ 

注

注７ 

注３ 

注４ 注４ 

注３ 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。）MAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。 
　８．室内ユニット接続台数が２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 
　 　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数(Ｎ１)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数(Ｎ２)を２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）以下としてください。 
　　 （伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　 拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 　 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

３.５以上 １４以上 ５０ ５０ ６０ 50A 100mA 0.1s以下 

３.５以上 ８以上 ４０ ４０ ６０ 40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
３.５以上 ８以上 ４０ ４０ ６０ 40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
３.５以上 １４以上 ５０ ５０ ６０ 50A 100mA 0.1s以下 

６０ 
４０ 

60A 100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

５.５以上 
３.５以上 
５.５以上 
３.５以上 

２２以上 
８以上 
２２以上 

６０ ６０ 

６０ 
４０ 

６０ 
６０ 
６０ 
６０ 

60A 100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

８以上 

４０ ４０ 

（ロ） （イ） 

室外ユニット 室外ユニット 

室内外伝送線 
1.25mm2以上
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上�
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

＊３ ＊１、＊２ 
漏電遮断器 

過電流保護器 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

開閉器容量 
手元開閉器 配線用遮断器 

 （ＮＦＢ） 
＜Ａ＞ 

Ｎ２　注９ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＭＡリモコン 

(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ) (１,２)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ 
ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)
(１,２)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ 

ＭＡリモコン線 
　0.3～1.25mm2� 

Ｎ１　注９ 

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

室内ユニット 

ＭＡリモコン 

(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ５ ＴＢ５ (Ｒ,Ｓ) (Ｒ,Ｓ)(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)(１,２) (１,２) (１,２)
Ｓ Ｓ Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

〈漏電遮断器〉 

電源 
単相または三相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 

別の系統へ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

アース 

電源 
三相200Ｖ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ ＴＢ３ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１ 

電源 
三相200Ｖ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 (Ｓ)
ＴＢ７ 

アース 

＜mm2＞ 
電源配線太さ 接地線太さ 

＜mm2＞ 

プルボックス 

最大電流 
＜Ａ＞ 

CN41→CN40差換え 

(R,S,T) (R,S,T)

セット形名 

PUHY-EP450SCM-E3

PUHY-EP500SCM-E3

PUHY-EP560SCM-E3

PUHY-EP630SCM-E3 （ロ） PUHY-EP280SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP280SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP224SCM-E3

構成ユニット形名 

２５．６ 

３４．１ 
２５．２ 
４１．４ 
２５．３ 
４２．２ 
３４．９ 

２５．６ 

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。　　 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

注６ 
注５,注１０ 

注７ 注７ 

注３ 

注４ 注４ 

注３ 

注６ 

接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数（Ｎ２）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合:２０台）以下としてください。 
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　　拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

１７～３２台 ３３～４２台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
２台 

４１～４２台 

　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。） 
　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 

２１～４０台 

１台 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要となります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

２５．６ 

３４．９ 
４２．２ 
２５．３ 
４１．４ 
２５．２ 
３４．１ 

２５．６ 

構成ユニット形名 

（イ） PUHY-EP224SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP280SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP280SCM-E3PUHY-EP630SCM-E3

PUHY-EP560SCM-E3

PUHY-EP500SCM-E3

PUHY-EP450SCM-E3

セット形名 
＜Ａ＞ 
最大電流 

＜mm2＞ 
接地線太さ 電源配線太さ 

＜mm2＞ ＜Ａ＞ 

配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 

手元開閉器 
開閉器容量 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

過電流保護器 
漏電遮断器 
＊１、＊２ ＊３ 

４０ ４０ 

８以上 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

６０ 
６０ 
６０ 
６０ 

４０ 
６０ 

６０ ６０ 

２２以上 
８以上 
２２以上 

３.５以上 
５.５以上 
３.５以上 
５.５以上 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

４０ 
６０ 

50A 100mA 0.1s以下 ６０ ５０ ５０ １４以上 ３.５以上 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ６０ ４０ ４０ ８以上 ３.５以上 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ６０ ４０ ４０ ８以上 ３.５以上 

50A 100mA 0.1s以下 ６０ ５０ ５０ １４以上 ３.５以上 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

（イ） （ロ） 

室外ユニット 室外ユニット 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

M-NET
リモコン 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2

(0.75～1.25mm2)

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

Ｎ１　注９ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
単相または三相200V

〈漏電遮断器〉 

別の系統へ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

電源 
三相200Ｖ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 
電源 
三相200Ｖ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

アース 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ ＴＢ３ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１ 

アース 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

M-NET
リモコン 

プルボックス 

(MVVS)

CN41→CN40差換え 

(R,S,T)(R,S,T)

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
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B.渡り配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

注３ 

注４ 注４ 

注３ 

注７ 

注７ 
注６ 

注５ 

注７ 

注７ 
注６ 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数(Ｎ１)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数(Ｎ２)を２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）以下としてください。 
　　 （伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　 拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 　 

　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。）MAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。 
　８．室内ユニット接続台数が２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 
　 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送線）のシールド 
　　　アースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールド 
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

PUHY-EP450SCM-E3

PUHY-EP500SCM-E3

PUHY-EP560SCM-E3

PUHY-EP630SCM-E3 （ロ） PUHY-EP280SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP280SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP224SCM-E3

(R,S,T)(R,S,T)

CN41→CN40差換え 

プルボックス 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相200Ｖ 

アース 

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

別の系統へ 

ＴＢ１ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
単相または三相200V

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ Ｓ Ｓ 
(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

Ｎ１　注９ ＭＡリモコン線 
　0.3～1.25mm2

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 
(１,２)

(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ (Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 
(１,２)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEV
 MVVS)

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

室外ユニット 室外ユニット 

（イ） （ロ） 

７７．１ 

６６．７ 

５９．３ 

５１．２ 

＜Ａ＞ 
最大電流 

＊５ ５．５以上 (ｂ) １４以上 
(ａ) ３８以上 １００ １００ １００ 100A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

７５ 

７５ 

７５ 

７５ 

７５ 

７５ 

７５ 

７５ 

７５ 

(ａ) ２２以上 

(ｂ) １４以上 
(ａ) ３８以上 
(ｂ) １４以上 

５．５以上 

５．５以上 (ａ) ３８以上 

＊５ 

＊５ 

(ｂ) ８以上 ＊４ ５．５以上 

＊１、＊２ ＊３ ＜Ａ＞ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 

手元開閉器 
開閉器容量 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

過電流保護器 
漏電遮断器 

＜mm2＞
接地線太さ 電源配線太さ 

＜mm2＞
セット形名 構成ユニット形名 

(ａ)

(ｂ)

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、１４mm2の配線径をご使用ください。 
＊５　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２mm2の配線径をご使用ください。 

電源 
単相100V
または 
単相200V

注８ 

アース 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

Ｅ 

ＴＢ１５ ＴＢ５ 

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)(Ａ,Ｂ) (１,２)

Ｓ Ｓ 

Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ３ ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ 
〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 

〈配線用遮断器〉 

注６ 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

注７ 

注５,注１０ 
注６ 

接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数（Ｎ２）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合:２０台）以下としてください。 
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　　拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

１７～３２台 ３３～４２台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
２台 

４１～４２台 

　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。） 
　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 

２１～４０台 

１台 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送線）のシールド 
　　　アースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールド 
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要となります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

構成ユニット形名 セット形名 
＜mm2＞ 

電源配線太さ 接地線太さ 
＜mm2＞ 

過電流保護器 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

開閉器容量 
手元開閉器 配線用遮断器 

 （ＮＦＢ） 
＜Ａ＞ ＊３ 

５．５以上 ＊４ 

＊５ 

＊５ 

５．５以上 

５．５以上 

７５ ７５ ７５ 

１００ １００ １００ ５．５以上 ＊５ 

最大電流 
＜Ａ＞ 

PUHY-EP450SCM-E3

PUHY-EP500SCM-E3

PUHY-EP560SCM-E3

PUHY-EP630SCM-E3

（イ） PUHY-EP224SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP280SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP280SCM-E3

漏電遮断器 
＊１、＊２ 

７５ ７５ ７５ 

７５ ７５ ７５ 

(ａ) ２２以上 
(ｂ) ８以上 
(ａ) ３８以上 
(ｂ) １４以上 
(ａ) ３８以上 
(ｂ) １４以上 
(ａ) ３８以上 
(ｂ) １４以上 

５１．２ 

５９．３ 

６６．７ 

７７．１ 100A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

(R,S,T) (R,S,T)

CN41→CN40差換え 

(MVVS)

プルボックス 

M-NET
リモコン 

Ｎ２　注９ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ) (１,２)

Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)
(１,２)

Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ 

ＴＢ１ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

アース 

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合

電源 
三相200Ｖ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

別の系統へ 

〈漏電遮断器〉 

電源 
単相または三相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

Ｎ１　注９ 

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

室内ユニット 

(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ５ ＴＢ５ (Ｒ,Ｓ) (Ｒ,Ｓ)(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)(１,２) (１,２) (１,２)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2� 
(0.75～1.25mm2)

M-NET
リモコン 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEV
 MVVS)

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

室外ユニット 室外ユニット 

（ロ） （イ） 

(ｂ)

(ａ)

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、１４ mm2の配線径をご使用ください。 
＊５　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２ mm2の配線径をご使用ください。 
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②M-NETリモコンを用いたシステム例

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
単相100V
または 
単相200V アース 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

Ｅ 

ＴＢ１５ ＴＢ５ 

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)(Ａ,Ｂ) (１,２)

Ｓ Ｓ 

Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ３ ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ 〈漏電遮断器〉 

プルボックス 

注８ 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 注３ 

注６ 
注７ 

注７ 

注６ 

注７ 

注７ 

注５ 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。）MAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。 
　８．室内ユニット接続台数が２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 
　 　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数（Ｎ２）を２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）以下としてください。 
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　 拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 　 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

５.５以上 
５.５以上 
３.５以上 

５.５以上 
５.５以上 
３.５以上 

５.５以上 
３.５以上 
３.５以上 

３.５以上 
３.５以上 
５.５以上 

３.５以上 
３.５以上 

３.５以上 

１４以上 
２２以上 
２２以上 

５０ ５０ 
６０ ６０ 
６０ ６０ 

６０ 
６０ 
６０ 

50A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

８以上 
２２以上 
２２以上 

４０ ４０ 
６０ ６０ 
６０ ６０ 

６０ 
６０ 
６０ 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

８以上 
１４以上 
２２以上 

４０ ４０ 
５０ ５０ 
６０ ６０ 

６０ 
６０ 
６０ 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

８以上 ４０ ４０ ６０ 40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

１４以上 ５０ ５０ ６０ 50A 100mA 0.1s以下 
８以上 ４０ ４０ ６０ 40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
８以上 ４０ ４０ ６０ 40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

６０ ６０ ６０ ２２以上 
６０ ８以上 ４０ ４０ 

＊１、＊２ ＊３ 
接地線太さ 電源配線太さ 

〈mm2〉 〈mm2〉 〈Ａ〉 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 

手元開閉器 
開閉器容量 
〈Ａ〉 〈Ａ〉 

過電流保護器 
漏電遮断器 最大電流 

〈Ａ〉 
３４．４ 
２５．４ 
２５．４ 
４２．８ 
２６．１ 
２６．１ 
４１．９ 
３４．６ 
２５．６ 
４１．５ 
４１．５ 
２５．４ 
４１．９ 
４１．９ 
３４．７ 

室外ユニット 室外ユニット 室外ユニット 

室内外伝送線 

シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ７ 
(Ｓ)

システムコントローラー 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

別の系統へ 

アース 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ ＴＢ３ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１ 

電源 
三相２００Ｖ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

アース 

電源 
三相２００Ｖ 

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ ＴＢ１ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

アース 

電源 
三相２００Ｖ 

ＭＡリモコン線 
　0.3～1.25mm2

ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ５ ＴＢ５ 
(Ｒ,Ｓ) (Ｒ,Ｓ)(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)(１,２) (１,２) (１,２)
Ｓ Ｓ Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

Ｎ２　注９ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＭＡリモコン 

(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 
ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ) (１,２)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ) (１,２)
Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ 

Ｎ１　注９ 

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

室内ユニット 

ＭＡリモコン 

(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ 

（イ） （ロ） （ハ） 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

電源 
単相または三相200V

（イ） PUHY-EP280SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3

（ロ） PUHY-EP280SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP335SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3

PUHY-EP960SCM-E3

PUHY-EP900SCM-E3

PUHY-EP850SCM-E3

PUHY-EP800SCM-E3

PUHY-EP730SCM-E3

構成ユニット形名 セット形名 

（イ） PUHY-EP335SCM-E3

（ロ） PUHY-EP335SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3

CN41→CN40差換え 

(R,S,T)
ＴＢ１ 
(R,S,T) (R,S,T)

（ハ） PUHY-EP280SCM-E3

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または 
　　　配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

1.25mm2以上 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

プルボックス 

注３ 

注６ 
注５,注１０ 

注７ 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

注７ 

注６ 

接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数（Ｎ２）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合:２０台）以下としてください。 
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　　拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

１７～３２台 ３３～４２台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
２台 

４１～４２台 

　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。） 
　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 

２１～４０台 

１台 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要となります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

セット形名 

60A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

PUHY-EP730SCM-E3

PUHY-EP800SCM-E3

PUHY-EP850SCM-E3

PUHY-EP900SCM-E3

PUHY-EP960SCM-E3

（イ） PUHY-EP280SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP280SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP335SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP335SCM-E3
（ハ） PUHY-EP280SCM-E3

構成ユニット形名 漏電遮断器 
＊１、＊２ 

50A 100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

50A 100mA 0.1s以下 
５.５以上 
５.５以上 

５.５以上 
５.５以上 

５.５以上 

５.５以上 
３.５以上 

２２以上 

２２以上 
２２以上 

２２以上 
６０ 
６０ 

６０ 
６０ 

６０ 
６０ 

６０ 
６０ 

６０ 
６０ 

〈Ａ〉 
最大電流 過電流保護器 

〈Ａ〉 
開閉器容量 

手元開閉器 配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

電源配線太さ 接地線太さ 
＊３ 

６０ 

６０ 

６０ 

６０ 

６０ 

５０ 
６０ 
６０ 
４０ 
６０ 
６０ 
４０ 
５０ 
６０ 
４０ 

５０ 
４０ 
４０ 
６０ 
４０ 

５０ 
６０ 
６０ 
４０ 
６０ 
６０ 
４０ 
５０ 
６０ 
４０ 
４０ 
６０ 
４０ 
４０ 
５０ １４以上 

８以上 
８以上 
２２以上 
８以上 
８以上 

１４以上 
８以上 

８以上 
２２以上 

１４以上 

３.５以上 
３.５以上 

３.５以上 
３.５以上 

３.５以上 
３.５以上 

３.５以上 

３.５以上 

３４．４ 
２５．４ 
２５．４ 
４２．８ 
２６．１ 
２６．１ 
４１．９ 
３４．６ 
２５．６ 
４１．５ 
４１．５ 
２５．４ 
４１．９ 
４１．９ 
３４．７ 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

室外ユニット 室外ユニット 室外ユニット 

室内外伝送線 

シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

電源 
三相２００Ｖ 

電源 
三相２００Ｖ 

（ハ） （ロ） （イ） 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

〈漏電遮断器〉 

アース 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 

M-NET
リモコン 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2

(0.75～1.25mm2)

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

Ｎ１　注９ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
単相または三相200V

〈漏電遮断器〉 

別の系統へ 

ＴＢ１ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 〈手元開閉器〉 

〈配線用遮断器〉 
〈漏電遮断器〉 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 電源 
三相２００Ｖ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

アース 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ ＴＢ３ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１ 

アース 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ (Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

M-NET
リモコン 

(R,S,T)(R,S,T) (R,S,T)

CN41→CN40差換え 

(MVVS)

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または 
　　　配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

〈Ａ〉 〈mm2〉 〈mm2〉 

1.25mm2以上 

●PUHY-EP730, 800, 850, 900, 960SCM-E3

A.個別配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例
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②M-NETリモコンを用いたシステム例

注８ 

プルボックス 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

電源 
単相100V
または 
単相200V

注７ 

注７ 

注６ 

注７ 

注７ 

注６ 

注３ 注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

注５ 

注１０ 

１０．電源配線の第１分岐にはプルボックスを用いてください。（ユニットの電源端子台を用いた 
　　　渡り配線は行わないでください。）　 
　　　電源配線の第２分岐については、ユニットの電源端子台を用いた渡り配線を行ってください。 

　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。）MAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。 
　８．室内ユニット接続台数が２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送線）のシールド 
　　　アースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールド 
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数（Ｎ２）を２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）以下としてください。 
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　 拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 　 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

（イ） PUHY-EP280SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP280SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP335SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ロ） PUHY-EP335SCM-E3
（ハ） PUHY-EP280SCM-E3

PUHY-EP960SCM-E3

PUHY-EP900SCM-E3

PUHY-EP850SCM-E3

PUHY-EP800SCM-E3

PUHY-EP730SCM-E3

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

１１８．５ 

１０８．４ 

１０２．１ 

９５．１ 

〈Ａ〉 

８５．２ 

最大電流 

８以上 

８以上 

８以上 

８以上 

１５０ １５０ １５０ 

１２５ １２５ １２５ 

１２５ １２５ １２５ 

１００ １００ １００ 

150A 100mA 0.1s以下 
*4
22以上 38以上 22以上 100以上 

125A 100mA 0.1s以下 １２５ １２５ １２５ 
*4
14以上 38以上 22以上 

*4

*4

60以上 

125A 100mA 0.1s以下 
*4
14以上 38以上 22以上 

*4
60以上 

*4
14以上 38以上 22以上 

*4
60以上 125A 100mA 0.1s以下 

60以上 
*4
14以上 38以上 

(ｄ)(ｃ)(ｂ)(ａ)

14以上 ５．５以上 
*4

100A 100mA 0.1s以下 

〈mm2〉 
電源配線太さ 

〈mm2〉 
接地線太さ 

手元開閉器 漏電遮断器 
開閉器容量 ＊１、＊２ ＊３ 〈Ａ〉 〈Ａ〉 

過電流保護器 
〈Ａ〉 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） セット形名 構成ユニット形名 

ＴＢ１ 

電源 
単相または三相200V

（ハ） （ロ） （イ） 

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

Ｎ１　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ 

(Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ 

ＭＡリモコン線 
　0.3～1.25mm2

電源 
三相２００Ｖ 

ＴＢ１ ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ ＴＢ１ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

別の系統へ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

システムコントローラー 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

室外ユニット 室外ユニット 室外ユニット 

プルボックス 

アース 

(R,S,T) (R,S,T) (R,S,T)

CN41→CN40差換え 

(ａ)

(ｃ) (ｄ)

(ｂ)

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。　 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または 
　　　配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８mm2の配線径をご使用ください。 

プルボックス 

電源 
単相100V
または 
単相200V

注８ 

アース 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

Ｅ 

ＴＢ１５ ＴＢ５ 

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)(Ａ,Ｂ) (１,２)

Ｓ Ｓ 

Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ３ ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ 
〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 

〈配線用遮断器〉 

注６ 

注７ 注７ 

注５,注１０ 
注６ 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 注３ 

注１１ 

１１．電源配線の第１分岐にはプルボックスを用いてください。 
　　　（ユニットの電源端子台を用いた渡り配線は行わないでください。）　 
　　　電源配線の第２分岐については、ユニットの電源端子台を用いた渡り配線を 
　　　行ってください。 

接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数（Ｎ２）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合:２０台）以下としてください。 
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　　拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

１７～３２台 ３３～４２台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
２台 

４１～４２台 

　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。） 
　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 

２１～４０台 

１台 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送線）のシールド 
　　　アースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールド 
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要となります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

(MVVS)
M-NET
リモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ１５ ＴＢ５ 

(Ａ,Ｂ) (１,２)
Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５ 
(Ｒ,Ｓ) (１,２)
Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

室内ユニット 

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ５ ＴＢ５ 

(Ｒ,Ｓ) (Ｒ,Ｓ)(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)(１,２) (１,２) (１,２)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2

(0.75～1.25mm2)

M-NET
リモコン 

室内外伝送線 

シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

Ｎ１　注９ Ｎ２　注９ 

(ｂ)

(ｄ)(ｃ)

(ａ)

CN41→CN40差換え 

(R,S,T)(R,S,T)(R,S,T)

室外ユニット 室外ユニット 室外ユニット 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

別の系統へ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ ＴＢ３ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ１ 

（イ） （ロ） （ハ） 

ＴＢ１ 

プルボックス 

〈漏電遮断器〉 

電源 
単相または三相200V

アース 

システムコントローラー 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

構成ユニット形名 セット形名 
配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

過電流保護器 
〈Ａ〉 〈Ａ〉 ＊３ ＊１、＊２ 開閉器容量 

漏電遮断器 手元開閉器 
接地線太さ 
〈mm2〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

100A 100mA 0.1s以下 
*4

５．５以上 14以上 

(ａ) (ｂ) (ｃ) (ｄ)

38以上 14以上 
*4

60以上 

125A 100mA 0.1s以下 60以上 
*4
22以上 38以上 14以上 

*4

60以上 
*4
22以上 38以上 14以上 

*4
125A 100mA 0.1s以下 

60以上 
*4
22以上 38以上 14以上 

*4
１２５ 125A 100mA 0.1s以下 

100以上 22以上 38以上 22以上 
*4

150A 100mA 0.1s以下 

１００ 

１２５ 

１２５ 

１５０ 

８以上 

８以上 

８以上 

８以上 

最大電流 

８５．２ 

〈Ａ〉 

９５．１ 

１０２．１ 

１０８．４ 

１１８．５ 

PUHY-EP730SCM-E3

PUHY-EP800SCM-E3

PUHY-EP850SCM-E3

PUHY-EP900SCM-E3

PUHY-EP960SCM-E3
（ハ） PUHY-EP280SCM-E3
（ロ） PUHY-EP335SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3
（ロ） PUHY-EP335SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3
（ロ） PUHY-EP280SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP335SCM-E3
（ハ） PUHY-EP224SCM-E3
（ロ） PUHY-EP224SCM-E3
（イ） PUHY-EP280SCM-E3

１００ 

１２５ 

１２５ 

１２５ 

１５０ 

１００ 

１２５ 

１２５ 

１２５ 

１５０ 
*4

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。　 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または 
　　　配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８mm2の配線径をご使用ください。 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

1.25mm2以上 

B.渡り配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例
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（注1）16馬力以上のタイプをセット形名で手配頂いた場合、分配器の手配は不要です。
（注2）経済産業省で定める「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」において、高調波流出電流が高調波流出電流の上限値を

越える場合に設備全体での対策と合わせ採用をご検討ください。アクティブフィルター組み込みは工場受注対応も可能です。

■防雪フードは下記にて取り扱っておりますので、直接 
　お問合せください。 
 ●三菱電機システムサービス株式会社 

●株式会社ヤブシタ 

・北日本支社（022）238-1761 ・北海道支店（011）890-7515
・東京機電支社（03）3454-5511 ・中部支社（052）722-7602
・北陸支店（076）252-9519 ・関西機電支社（06）6454-0281
・中四国支社（082）285-2111 ・四国支店（087）831-3186
・九州支社（092）483-8207

TEL ： （011）820-5051    FAX ： （011）820-5052
〒003-0813　北海道札幌市白石区菊水上町3条3丁目52-217
※詳しくはホームページをご覧ください。
　URL ：  http://www.yabushita-kikai.co.jp

※詳しくはホームページをご覧ください。
　URL ：  http://www.melsc.co.jp

PAC-KK95DP

PAC-KK96DP

PAC-KK96DPPAC-KP56FAC

PAC-KK95DP

PAC-KP93DP

アクティブフィルター（注2）

本体 取付部材 
室外ユニット用 
集中ドレンパン 圧力計 

PUHY-EP140CM-E3 

PUHY-EP160CM-E3 

PUHY-EP224CM-E3 

PUHY-EP280CM-E3 

PUHY-EP400CM-E3 

PUHY-EP224SCM-E3 

PUHY-EP280SCM-E3 

PUHY-EP335SCM-E3 

 

 

分配器（注1） 
 

PAC-KK65PG

PAC-KK65PG

PAC-KP65PG

■別売部品一覧表 

形　名 

・EP450～EP630形
CMY-Y100BK2
・EP730～EP960形
CMY-Y300BK2

PAC-KP56FAC

PAC-KP55FAC
PAC-KP50AAC

（4）別売部品表
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8HP 10HP
室外ユニット 

PURY-P224CM-E1 PURY-P280CM-E1

接続可能 
容　量 Ｐ22～Ｐ280

室内ユニット 
台　数 1～19台 1～15台 

合計容量 
(室外ユニット容量比)

112～336 
（50～150％） 

140～420 
（50～150％） 

12HP 14HP

PURY-P335CM-E1 PURY-P400CM-E1

1～27台 1～22台 

168～502 
（50～150％） 

200～600 
（50～150％） 

16HP

PURY-P450CM-E1

1～30台 

225～675 
（50～150％） 

リモコンおよびシステムコントローラー等 

パネル（天井カセット、天井ビルトインのみ） 

8分岐 10分岐 

親　機 子　機 

13分岐 16分岐 4分岐 分流 
コントローラー 

CMB-P108GA CMB-P1010GA CMB-P1013GA CMB-P1016GA CMB-P104GB

16分岐 8分岐 

CMB-P1016HBCMB-P108GB

分流 
コントローラー 

4分岐 5分岐 6分岐 8分岐 10分岐 13分岐 16分岐 

CMB-P104G CMB-P105G CMB-P106G CMB-P108G CMB-P1010G CMB-P1013G CMB-P1016G

注）8～16HPの場合に使用するユニットはPURY-P○○○CM-E1形の室外ユニットです。本ユニットを複数台組合わせて使用することはできません。 
 

P22 P28 P36 P45 P56 P71 P80 P90 P112 P140 P160 P224 P280

汎用 

BM
JM
CM
LM
BM
EM

M
M
ML
KM
BM
BMS
HM
LEM
DM

HM
M-F
RM-F

天井 
ｶｾｯﾄ 

天井 

天埋 

天吊 

壁掛 

床置 

四方向 

二方向 

一方向 

小容量 

大容量 

PLFY

PMFY

PDFY

PEFY

PCFY

PKFY

PFFY

PFFY
PEFY

ビルトイン 

ローボーイ 
ダクト 

ダクト 
ホテル向け 

GMPSFYスリム 

厨房用 天吊 PCFY

● 
● 

● 
● 

● 

● ● 

● 

● 

● 
● 

● 
● 
● 

● 
● 

● ● ● 

● 
● 
● ● ● ● 

● ● ● 

● ● ● ● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● ● 

● ● ● 
● ● ● ● 

● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 
● 

● ● 

● ● ● 

● ● 

● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● 

● ● 

● 

● ● ● ● 

● ● ● ● 

● 

パ
ネ
ル
必
要 

RDF5

CLMD

ロスナイ 
LGH

DF5LB

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 PLFY ● ● ● ● ● 

LRM床埋込 
PFFY

ローボーイ ● ● ● ● ● 
RM壁 ビルトイン 

●（50） ●（80） ●（100） 

●（100） ●（150） ●（200） 

天埋 
壁 ビルトイン 

室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 

3.3 シティマルチR2 E eco 室外ユニット（2管式冷暖同時）/高COPタイプ
〈1〉標準タイプ
（1）機器構成

■8～16HP
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■18～26HP（室外ユニット2台接続構成）

18HP 20HP
室外ユニット 

PURY-P500SCM-E1 PURY-P560SCM-E1

接続可能 
容　量 P22～P280

室内ユニット 
台　数 1～38台 1～34台 

合計容量 
(室外ユニット容量比)

250～750 
（50～150％） 

280～840 
（50～150％） 

22HP 24HP

PURY-P630SCM-E1 PURY-P690SCM-E1

2～47台 2～42台 

315～945 
（50～150％） 

345～1035 
（50～150％） 

26HP

PURY-P730SCM-E1

2～49台 

365～1095 
（50～150％） 

8分岐 10分岐 

親　機 子　機 

13分岐 16分岐 4分岐 分流 
コントローラー 

CMB-P108GA CMB-P1010GA CMB-P1013GA CMB-P1016GA CMB-P104GB

16分岐 8分岐 

CMB-P1016HBCMB-P108GB

注）18～32HP時に構成するユニットは、PURY-P224・280・335・400・450SCM－E1です。本ユニットを単独で使用することはできません。 
 

リモコンおよびシステムコントローラー等 

パネル（天井カセット、天井ビルトインのみ） 

P22 P28 P36 P45 P56 P71 P80 P90 P112 P140 P160 P224 P280

汎用 

BM
JM
CM
LM
BM
EM

M
M
ML
KM
BM
BMS
HM
LEM
DM

HM

天井 
ｶｾｯﾄ 

天井 

天埋 

天吊 

壁掛 

床置 

四方向 

二方向 

一方向 

小容量 

大容量 

PLFY

PMFY

PDFY

PEFY

PCFY

PKFY

PFFY

ビルトイン 

ローボーイ 
ダクト 

ダクト 
ホテル向け 

GMPSFYスリム 

厨房用 天吊 PCFY

● 
● 

● 
● 

● 

● ● 

● 

● 

● 
● 

● 
● 
● 

● 
● 

● ● ● 

● 
● 
● ● ● ● 

● ● ● 

● ● ● ● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● ● 

● ● ● 
● ● ● ● 

● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 

● ● 

● ● ● 

● ● 

● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● 

● ● 

● 

● ● ● ● 

● ● ● ● 

● 

パ
ネ
ル
必
要 

RDF5

CLMD

ロスナイ 
LGH

DF5LB

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 PLFY ● ● ● ● ● 

LRM床埋込 
PFFY

ローボーイ ● ● ● ● ● 
RM壁 ビルトイン 

●（50） ●（80） ●（100） 

●（100） ●（150） ●（200） 

● ● ● ● ● ● 
● 

M-F
RM-FPFFY

PEFY天埋 
壁 ビルトイン 

室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 
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■28～32HP（室外ユニット2台接続構成）

28HP
室外ユニット 

PURY-P800SCM-E1

接続可能 
容　量 P22～P280 

2～50台 
室内ユニット 

台　数 

合計容量 
(室外ユニット容量比)

400～1200 
（50～150％） 

30HP

PURY-P850SCM-E1

425～1275 
（50～150％） 

32HP

PURY-P900SCM-E1

450～1350 
（50～150％） 

親　機 子　機 

分流 
コントローラー 

16分岐 4分岐 

CMB-P1016HA CMB-P104GB

16分岐 8分岐 

CMB-P1016HBCMB-P108GB

注）18～32HP時に構成するユニットは、PURY-P224・280・335・400・450SCM－E1です。本ユニットを単独で使用することはできません。 
 

リモコンおよびシステムコントローラー等 

パネル（天井カセット、天井ビルトインのみ） 

P22 P28 P36 P45 P56 P71 P80 P90 P112 P140 P160 P224 P280

汎用 

BM
JM
CM
LM
BM
EM

M
M
ML
KM
BM
BMS
HM
LEM
DM

HM

天井 
ｶｾｯﾄ 

天井 

天埋 

天吊 

壁掛 

床置 

四方向 

二方向 

一方向 

小容量 

大容量 

PLFY

PMFY

PDFY

PEFY

PCFY

PKFY

PFFY

ビルトイン 

ローボーイ 
ダクト 

ダクト 
ホテル向け 

GMPSFYスリム 

厨房用 天吊 PCFY

● 
● 

● 
● 

● 

● ● 

● 

● 

● 
● 

● 
● 
● 

● 
● 

● ● ● 

● 
● 
● ● ● ● 

● ● ● 

● ● ● ● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● ● 

● ● ● 
● ● ● ● 

● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 

● ● 

● ● ● 

● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● 

● ● ● ● 

● 

パ
ネ
ル
必
要 

RDF5

CLMD

ロスナイ 
LGH

DF5LB

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 PLFY ● ● ● ● ● 

LRM床埋込 
PFFY

ローボーイ 
RM壁 ビルトイン 

● ● ● ● ● 

●（50） ●（80） ●（100） 

●（100） ●（150） ●（200） 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● 

● 
M-F
RM-FPFFY

PEFY天埋 
壁 ビルトイン 

室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 
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（2）概略仕様（室外ユニット）

（3）運転可能温度範囲

標　　準 

室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 

室内吸込 

空気温度 

室外吸込 

空気温度 

室内吸込 

空気温度 

室外吸込 

空気温度 

（注1）室温サーモ形給気処理ユニットは本体内蔵のサーモにより、冷房時 21℃（乾球温度）以下、暖房時 20℃（乾球温度）以上でサーモOFFします。 

全冷房運転時 全暖房運転時 
冷暖房混在運転時 

冷房 暖房 

湿球温度 15～24℃ 

乾球温度 ー5～43℃ 

湿球温度 15～35℃（注1） 

乾球温度 21～43℃ 

乾球温度 15～27℃ 

湿球温度 ー20～15.5℃ 

乾球温度 ー10～20℃（注1） 

湿球温度ー12.5～20℃ 

湿球温度 15～24℃ 

 

湿球温度 15～35℃（注1） 

乾球温度 ー5～21℃， 湿球温度 ー6～15.5℃ 

 

乾球温度 21～28℃，湿球温度 15.5～20℃ 

乾球温度 15～27℃ 

 

乾球温度 ー10～20℃（注1） 

電　源 

冷房能力  

暖房能力 

圧縮機用電動機出力 

送風機用電動機出力 

（kW） 

（kW） 

（kW） 

（kW） 

PURY-P224CM-E1

22.4 

25.0 

5.4 

0.46

PURY-P280CM-E1

三相 200V ±10%  50/60Hz

28.0 

31.5 

6.7 

0.46

PURY-P335CM-E1

33.5 

37.5 

8.2 

0.46

PURY-P400CM-E1

40.0 

45.0 

10.3 

0.92

PURY-P450CM-E1

45.0 

50.0 

10.5 

0.92

電　源 

冷房能力  

暖房能力 

圧縮機用電動機出力 

送風機用電動機出力 

（kW） 

（kW） 

（kW） 

（kW） 

PURY-P500SCM-E1

50.0 

56.0 

6.7＋5.4 

0.92＋0.92

PURY-P560SCM-E1

三相 200V ±10%  50/60Hz

56.0 

63.0 

6.7＋6.7 

0.92＋0.92

PURY-P630SCM-E1

63.0 

69.0 

8.2＋6.7 

0.92＋0.92

PURY-P690SCM-E1

69.0 

76.5 

8.2＋8.2 

0.92＋0.92

PURY-P730SCM-E1

73.0 

81.5 

10.3＋8.2 

0.92＋0.92

電　源 

冷房能力  

暖房能力 

圧縮機用電動機出力 

送風機用電動機出力 

（kW） 

（kW） 

（kW） 

（kW） 

PURY-P800SCM-E1

80.0 

88.0 

10.5＋8.2 

0.92＋0.92

PURY-P850SCM-E1

三相 200V ±10%  50/60Hz

85.0 

95.0 

10.5＋10.3 

0.92＋0.92

PURY-P900SCM-E1

90.0 

100.0 

10.5＋10.5 

0.92＋0.92

（注）冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の条件で運転した場合の最大能力です。 
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（4）概略仕様（室内ユニット）

天井カセット形 
（四方向吹出し） 
ワイドパワーカセット 

天井カセット形 
（一方向吹出し） 
小容量タイプ 

天井ビルトイン形 

天井カセット形 
（一方向吹出し） 
大容量タイプ 

天井カセット形 
（ニ方向吹出し） 

天井カセット形 
（四方向吹出し） 
コンパクトタイプ 

天井カセット形 
（四方向吹出し） 
システム天井対応タイプ 

PLFY-P22BM-E3 
PLFY-P28BM-E3 
PLFY-P36BM-E3 
PLFY-P45BM-E3 
PLFY-P56BM-E3 
PLFY-P71BM-E3 
PLFY-P80BM-E3 
PLFY-P90BM-E3 
PLFY-P112BM-E3 
PLFY-P140BM-E3 
PLFY-P160BM-E3 
PLFY-P36JM-E1 
PLFY-P45JM-E1 
PLFY-P56JM-E1 
PLFY-P71JM-E1 
PLFY-P22CM-E1 
PLFY-P28CM-E1 
PLFY-P36CM-E1 
PLFY-P45CM-E1 
PLFY-P22LM-E2 
PLFY-P28LM-E2 
PLFY-P36LM-E2 
PLFY-P45LM-E2 
PLFY-P56LM-E2 
PLFY-P71LM-E2 
PLFY-P80LM-E2 
PLFY-P90LM-E2 
PLFY-P112LM-E2 
PLFY-P140LM-E2 
PMFY-P22BM-E2 
PMFY-P28BM-E2 
PMFY-P36BM-E2 
PMFY-P45BM-E2 
PMFY-P36EM-E1 
PMFY-P45EM-E1 
PMFY-P56EM-E1 
PMFY-P71EM-E1 
PMFY-P80EM-E1 
PDFY-P22M-E2 
PDFY-P28M-E2 
PDFY-P36M-E2 
PDFY-P45M-E2 
PDFY-P56M-E2 
PDFY-P71M-E2 
PDFY-P80M-E2 
PDFY-P90M-E2 
PDFY-P112M-E2 
PDFY-P140M-E2 
PEFY-P45M-E1 
PEFY-P56M-E1 
PEFY-P71M-E1 
PEFY-P80M-E1 
PEFY-P90M-E1 
PEFY-P112M-E1 
PEFY-P140M-E1 
PEFY-P160M-E1 
PEFY-P224M-E1 
PEFY-P280M-E1 
 

2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
22.4 
28.0 
 

2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
4.0 
5.0 
6.3 
 8.0  
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
25.0 
31.5 
 

天吊形 

壁掛形 
(大容量タイプ)

床置形 

床置形 
（ローボーイ） 

壁掛形　※1 
(小容量タイプ)

PCFY-P45KM-E1 
PCFY-P56KM-E1 
PCFY-P71KM-E1 
PCFY-P80KM-E1 
PCFY-P90KM-E1 
PCFY-P112KM-E1 
PCFY-P140KM-E1 
PCFY-P160KM-E1 
PKFY-P22BM(S)-E1 
PKFY-P28BM(S)-E1 
PKFY-P36HM-E1 
PKFY-P45HM-E1 
PKFY-P56HM-E1 
PFFY-P28LEM-E1 
PFFY-P36LEM-E1 
PFFY-P45LEM-E1 
PFFY-P56LEM-E1 
PFFY-P71LEM-E1 
PFFY-P224DM-E1 
PFFY-P280DM-E1 
PFFY-P450DM-E2 
PFFY-P560DM-E2 
PSFY-P56GM-E1 
PSFY-P71GM-E1 
PSFY-P80GM-E1 
PSFY-P112GM-E1 
PSFY-P140GM-E1 
PSFY-P160GM-E1 
PFFY-P112RM-E1 
PFFY-P140RM-E1 
PFFY-P224RM-E1 
PFFY-P280RM-E1 
PFFY-P28LRM-E1 
PFFY-P36LRM-E1 
PFFY-P45LRM-E1 
PFFY-P56LRM-E1 
PFFY-P71LRM-E1 
PEFY-P22ML-E1(-R) 
PEFY-P28ML-E1(-R) 
PEFY-P90M-E1-F 
PEFY-P112M-E1-F 
PEFY-P140M-E1-F 
PEFY-P160M-E1-F 
PEFY-P224M-E1-F 
PEFY-P280M-E1-F 

PFFY-P280RM-E1-F 
 
PCFY-P80HM-E1 
PCFY-P140HM-E1 
PLFY-P36CLMD-E1 
PLFY-P45CLMD-E1 
PLFY-P56CLMD-E1 
PLFY-P71CLMD-E1 
PLFY-P80CLMD-E1 
LGH-50RDF5 
LGH-80RDF5 
LGH-100RDF5 
LB-100DF5 
LB-150DF5 
LB-200DF5

4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
22.4 
28.0 
45.0 
56.0 
5.6 
7.1 
8.0 
11.2 
14.0 
16.0 
11.2 
14.0 
22.4 
28.0 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
2.2 
2.8 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
22.4 
28.0 

28.0 
 
8.0 
14.0 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
5.46 
8.79 
11.17 
10.36 
13.06 
15.83

5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
25.0 
31.5 
50.0 
63.0 
6.3 
8.0 
9.0 
12.5 
16.0 
18.0 
12.5 
16.0 
25.0 
31.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
2.5 
3.2 
8.5 
10.6 
13.2 
15.1 
21.2 
26.5 

26.5 
 
9.0 
16.0 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
6.18 
10.11 
12.50 
11.59 
14.49 
17.43

冷房能力（kW) 暖房能力（kW) 冷房能力（kW) 暖房能力（kW)種　類 種　類 形　名 形　名 

天井埋込形 

床置形 
（スリム） 

注. 室内ユニットの冷房・暖房能力はJIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の値です。 
注. ※1の壁掛形のPKFY-BMS-E1形は、静かな小部屋用を示します。ホテル、寮などの暗騒音が低い部屋でのご使用には、PKFY-BMS-E1形をご選定ください。なお、その際には必
ず別売外付LEVボックスPAC-SG95LEとの組合せ使用となります。 

注. ※2の冷房・暖房能力は、＜冷房時：室内側吸込空気温度33℃（乾球温度）、28℃（湿球温度）、室外側吸込空気温度33℃（乾球温度）、28℃（湿球温度）、暖房時：室内側吸込空気温度
0℃（乾球温度）、-2.9℃（湿球温度）、室外側吸込空気温度0℃（乾球温度）、-2.9℃（湿球温度）＞によります。 

注. ロスナイの冷暖能力は外気負荷熱処理能力（冷房室内側吸込温度27℃（乾球温度）、19℃（湿球温度）、室外側吸込温度35℃（乾球温度）、24℃（湿球温度）、暖房室内側吸込温度
20℃（乾球温度）、13.8℃（湿球温度）、室外側吸込温度7℃（乾球温度）、6℃（湿球温度））を示し、ロスナイによる熱回収分を含めた値です。 

天吊形 
厨房用 

床置埋込形 
（ローボーイ） 

天井埋込形 
（ホテル向け） 

壁ビルトイン形 

天井埋込形 
室温サーモ形給気 
処理ユニット 
※2

壁ビルトイン形 
室温サーモ形給気 
処理ユニット  ※2

天井カセット形 
クリーンルーム用 

ロスナイ 
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（5）仕様

■P224～P450形

（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。
（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。

室外ユニット形名 PURY-P224CM-E1 PURY-P280CM-E1 PURY-P335CM-E1 PURY-P400CM-E1 PURY-P450CM-E1

電 源 三相　200V 50/60Hz

冷房能力 kW 22.4 28.0 33.5 40.0 45.0

暖房能力 kW 25.0 31.5 37.5 45.0 50.0

暖房低温能力 ※１ kW 20.0 25.0 28.8 36.0 40.0

冷　房 kW 6.26 8.20 9.60 13.80 15.31

消費電力 暖　房 kW 6.54 8.88 9.94 12.50 14.18

電 暖房低温 ※1 kW 6.20 8.32 9.01 11.81 13.33

気
電　流

冷　房 Ａ 20.07 26.30 30.79 44.26 49.10

特 暖　房 Ａ 20.97 28.48 31.88 40.09 45.48

性
力　率

冷　房 ％ 90 90 90 90 90

暖　房 ％ 90 90 90 90 90

始動電流 Ａ 15 15 15 15 15

熱交換器形式 クロスフィンチューブ

圧　形式 × 個数 全密閉形 × １

縮　電動機出力 kW 5.4 6.7 8.2 10.3 10.5

機 始動方式 インバーター始動

クランクケースヒーター kW 0.035 0.035 0.045 0.045 0.045

送 形式×個数 プロペラファン×１

風 風　量 m3/min 185 185 185 225 225

機 電動機出力 kW 0.46 0.46 0.46 0.92 0.92

法定冷凍トン トン 2.79 3.94 4.22 5.12 5.32

霜取方法 リバースサイクル

高圧保護 圧力センサー・圧力開閉器（4.15MPa）

保護装置 圧縮機／送風機 過電流保護・過昇保護／温度開閉器

インバーター回路 過電流保護・過昇保護

冷媒配管寸法
低圧管 mm φ19.05ロウ付 φ22.2ロウ付 φ22.2ロウ付 φ25.4ロウ付 φ28.58ロウ付

高圧管 mm φ15.88ロウ付 φ19.05ロウ付 φ19.05ロウ付 φ19.05ロウ付 φ22.2ロウ付

騒音値 dB[A特性] 56 57 59 60 61

騒音値（低騒音モード） dB[A特性] 44 44 50 50 53

外　装（マンセルＮｏ.） 溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂　色：マンセル　5Ｙ8／1）

高　さ mm 1650 1650 1650 1650 1650

外形寸法 幅 mm 920 920 920 1220 1220

奥　行 mm 760 760 760 760 760

製品質量 kg 210 230 235 260 260

取付可能部品 圧力計・防雪フード・集中ドレンパン・アクティブフィルター・伝送線用給電拡張ユニット
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■P500～P690形

室外ユニット形名 

電　　　源 

冷房能力 

暖房能力 

暖房低温能力※1

消費 

電力 

電流 

力率 

冷房 

暖房 

暖房低温※1

外形寸法 

冷房 

暖房 

冷房 

暖房 

始動電流 

熱交換器形式 

構成ユニット形名 

形式×個数 

電動機出力 

始動方式 

形式×個数 

風量 

電動機出力 

クランクケースヒーター 

法定冷凍トン 

霜取方法 

高圧保護 

圧縮機/送風機 

インバーター回路 

低圧管 

高圧管 

低圧管 

高圧管 

保護 

装置 

冷媒配管寸法 

（主管） 

冷媒配管寸法 

（ユニット連絡管） 

電
気
特
性 

圧
縮
機 

送
風
機 

高さ 

幅 

奥行　 

製品質量 

取付可能部品 

PURY-P500SCM-E1 

  

50.0  

56.0  

45.0  

14.82  

15.58  

14.71  

47.53  

49.97  

90  

90  

30（電源渡り接続時） 

PURY-P560SCM-E1 

  

56.0  

63.0  

50.0  

18.20  

17.94  

15.63  

58.37  

57.53  

90  

90  

30（電源渡り接続時） 

三相  200V  50/60Hz

PURY-P630SCM-E1 

  

63.0  

69.0  

53.8  

18.33  

19.39  

16.76  

58.80  

62.18  

90  

90  

30（電源渡り接続時） 

PURY-P690SCM-E1 

  

69.0  

76.5  

60.0  

19.97  

20.48  

18.72  

64.04  

65.69  

90  

90  

30（電源渡り接続時） 

騒音値 

騒音値（低騒音モード） 

外装（マンセルNo.） 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ15.88ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

% 

% 

A 

 

 

 

kW 

 

kW 

 

m3/min 

kW 

トン 

 

 

 

 

mm 

mm 

mm 

mm 

dB［A特性］ 

dB［A特性］ 

 

mm 

mm 

mm 

kg 

 

φ28.58ロウ付 

φ22.2ロウ付 

 

 

60 

47

φ28.58ロウ付 

φ22.2ロウ付 

 

 

60 

47

φ28.58ロウ付 

φ25.4ロウ付 

 

 

61 

51

φ28.58ロウ付 

φ25.4ロウ付 
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52.5

クロスフィンチューブ 

 

 

 

インバータ始動 

 

 

 

 

 

リバースサイクル    

圧力センサー・圧力開閉器（4.15MPa）       

過電流保護・過昇保護/温度開閉器       

過電流保護・過昇保護 

 

 

 

 

 

 

溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂  色：マンセル 5Y8/1） 

 

 

 

 

圧力計・防雪フード・集中ドレンパン・アクティブフィルター・伝送線用給電拡張ユニット・分岐管キット 

PURY-P280 
SCM-E1

PURY-P224 
SCM-E1

PURY-P280 
SCM-E1

PURY-P280 
SCM-E1

PURY-P335 
SCM-E1

PURY-P280 
SCM-E1

PURY-P335 
SCM-E1

PURY-P335 
SCM-E1

全密閉形×1 

6.7 

 

0.035 

プロペラファン×1 

185 

0.92 

3.94

全密閉形×1 

5.4 

 

0.035 

プロペラファン×1 

185 

0.92 

2.79

全密閉形×1 

6.7 

 

0.035 

プロペラファン×1 

185 

0.92 

3.94

全密閉形×1 

6.7 

 

0.035 

プロペラファン×1 

185 

0.92 

3.94

全密閉形×1 

8.2 

 

0.045 

プロペラファン×1 

185 

0.92 

4.22

全密閉形×1 

6.7 

 

0.035 

プロペラファン×1 

185 

0.92 

3.94

全密閉形×1 

8.2 

 

0.045 

プロペラファン×1 

185 

0.92 

4.22

全密閉形×1 

8.2 

 

0.045 

プロペラファン×1 

185 

0.92 

4.22

1650 

920 

760 

235

1650 

920 

760 

220

1650 

920 

760 

235

1650 

920 

760 

235

1650 

920 

760 

240

1650 

920 

760 

235

1650 

920 

760 

240

1650 

920 

760 

240

（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。
（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。
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■P730～P900形

室外ユニット形名 

電　　　源 

冷房能力 

暖房能力 

暖房低温能力※1

消費 

電力 

電流 

力率 

冷房 

暖房 

暖房低温※1

外形寸法 

冷房 

暖房 

冷房 

暖房 

始動電流 

熱交換器形式 

構成ユニット形名 

形式×個数 

電動機出力 

始動方式 

形式×個数 

風量 

電動機出力 

クランクケースヒーター 

法定冷凍トン 

霜取方法 

高圧保護 

圧縮機/送風機 

インバーター回路 

低圧管 

高圧管 

低圧管 

高圧管 

保護 

装置 

冷媒配管寸法 

（主管） 

冷媒配管寸法 

（ユニット連絡管） 

電
気
特
性 

圧
縮
機 

送
風
機 

高さ 

幅 

奥行　 

製品質量 

取付可能部品 

PURY-P730SCM-E1 

 

73.0 

81.5 

65.0 

23.86 

22.67 

21.28 

76.53 

72.70 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

PURY-P800SCM-E1 

 

80.0 

88.0 

70.0 

25.16 

24.36 

22.84 

80.69 

78.14 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

三相  200V  50/60Hz 

 

PURY-P850SCM-E1 

 

85.0 

95.0 

75.0 

29.69 

26.95 

24.80 

95.23 

86.43 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

PURY-P900SCM-E1 

 

90.0 

100.0 

80.0 

31.77 

29.21 

27.57 

101.90 

93.69 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

騒音値 

騒音値（低騒音モード） 

外装（マンセルNo.） 

φ25.4ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ28.58ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ28.58ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ25.4ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ28.58ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ28.58ロウ付 

φ22.2ロウ付 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

% 

% 

A 

 

 

 

kW 

 

kW 

 

m3/min 

kW 

トン 

 

 

 

 

mm 

mm 

mm 

mm 

dB［A特性］ 

dB［A特性］ 

 

mm 

mm 

mm 

kg 

 

φ28.58ロウ付 

φ25.4ロウ付 

 

 

62.5 

53

φ31.75ロウ付 

φ28.58ロウ付 

 

 

63 

54.5

φ31.75ロウ付 

φ28.58ロウ付 

 

 

63.5 

55

φ31.75ロウ付 

φ28.58ロウ付 
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56

クロスフィンチューブ 

 

 

 

インバータ始動 

 

 

 

 

 

リバースサイクル 

圧力センサー・圧力開閉器（4.15MPa） 

過電流保護・過昇保護/温度開閉器 

過電流保護・過昇保護 

 

 

 

 

 

 

溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂色：マンセル5Y8/1） 

 

 

 

 

圧力計・防雪フード・集中ドレンパン・アクティブフィルター・伝送線用給電拡張ユニット・分岐管キット 

PURY-P400 
SCM-E1

PURY-P335 
SCM-E1

PURY-P450 
SCM-E1

PURY-P335 
SCM-E1

PURY-P450 
SCM-E1

PURY-P400 
SCM-E1

PURY-P450 
SCM-E1

PURY-P450 
SCM-E1

全密閉形×1 

10.3 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.92 

5.91

全密閉形×1 

8.2 

 

0.045 

プロペラファン×1 

185 

0.92 

4.22

全密閉形×1 

10.5 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.92 

5.91

全密閉形×1 

8.2 

 

0.045 

プロペラファン×1 

185 

0.92 

4.22

全密閉形×1 

10.5 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.92 

5.32

全密閉形×1 

10.3 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.92 

5.12

全密閉形×1 

10.5 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.92 

5.32

全密閉形×1 

10.5 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.92 

5.32

1650 

1220 

760 

265

1650 

920 

760 

240

1650 

1220 

760 

265

1650 

920 

760 

240

1650 

1220 

760 

265

1650 

1220 

760 

265

1650 

1220 

760 

265

1650 

1220 

760 

265

（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。
（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。
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■分流コントローラー

分流コントローラー形名 CMB-P1013G CMB-P1016G

分岐口数 13 16

電 源 単相　200V 50/60Hz

消費電力（冷房） kW 0.209/0.178 0.255/0.217

電気特性
電　　流（冷房） Ａ 1.05/0.89 1.28/1.09

消費電力（暖房） kW 0.101/0.086 0.124/0.106

電　　流（暖房） Ａ 0.51/0.43 0.62/0.53

外　　装 溶融亜鉛メッキ鋼板

１分岐口の接続容量 P90以下

高　さ mm 284

外形寸法 幅 mm 1098

奥　行 mm 362＋70(制御箱)

冷 室外ユニット側 低圧管 mm φ19.05（P224），φ22.2（P280・P335），φ25.4（P400） ロウ付接続

媒 高圧管 mm φ15.88（P224），φ19.05（P280～P400） ロウ付接続

配 室内ユニット側 ガス管 mm φ15.88  フレア接続

管 液　管 mm φ9.52  フレア接続

ドレン配管 VP-25

製品質量 kg 47 54

付属品 冷媒接続管、ドレンホース、レデューサー

分流コントローラー形名 CMB-P104G CMB-P105G CMB-P106G CMB-P108G CMB-P1010G

分岐口数 4 5 6 8 10

電 源 単相　200V 50/60Hz

消費電力（冷房） kW 0.070/0.060 0.085/0.073 0.101/0.086 0.132/0.112 0.162/0.138

電気特性
電　　流（冷房） Ａ 0.35/0.30 0.43/0.37 0.51/0.43 0.66/0.56 0.81/0.69

消費電力（暖房） kW 0.031/0.027 0.039/0.033 0.047/0.040 0.062/0.053 0.078/0.066

電　　流（暖房） Ａ 0.16/0.14 0.20/0.17 0.24/0.20 0.31/0.27 0.39/0.33

外　　装 溶融亜鉛メッキ鋼板

１分岐口の接続容量 P90以下

高　さ mm 284

外形寸法 幅 mm 648

奥　行 mm 362＋70(制御箱)

冷 室外ユニット　　　 低圧管 mm φ19.05（P224），φ22.2（P280・P335），φ25.4（P400） ロウ付接続

媒 高圧管 mm φ15.88（P224），φ19.05（P280～P400） ロウ付接続

配 室内ユニット側　　 ガス管 mm φ15.88  フレア接続

管 液　管 mm φ9.52  フレア接続

ドレン配管 VP-25

製品質量 kg 24 27 29 34 39

付属品 冷媒接続管、ドレンホース、レデューサー
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CMB-P104GB CMB-P108GB

4 8

CMB-P1016HB

16

0.062/0.053 0.124/0.106

0.31/0.27 0.62/0.53

0.031/0.027 0.062/0.053

0.16/0.14 0.31/0.27

0.247/0.212 

1.24/1.06 

0.124/0.106 

0.62/0.53

溶融亜鉛メッキ鋼板 

P90以下 

284

648 1098

57

362＋70(制御箱) 

ー 

ー 

φ15.88　フレア接続 

φ9.52　フレア接続    

 

 

VP-25

22 32

冷媒接続管、ドレンホース、レデューサー 

分流コントローラー形名 CMB-P108GA CMB-P1010GA CMB-P1013GA CMB-P1016GA

分岐口数 8 10 13 16

電　　源 単相  200V  50/60Hz　 

単相  200V  50/60Hz　 

消費電力（冷房） kW 0.132/0.112 0.162/0.138 0.209/0.178 0.255/0.217

電気特性 
電　　流（冷房） Ａ 

Ａ 

0.66/0.56 0.81/0.69 1.05/0.89 1.28/1.09

消費電力（暖房） kW 0.062/0.053 0.078/0.066 0.101/0.086 0.124/0.106

電　　流（暖房） 0.31/0.27 0.39/0.33 0.51/0.43 0.62/0.53

CMB-P1016HA

16

0.255/0.217

1.28/1.09

0.124/0.106

0.62/0.53

外　　装 溶融亜鉛メッキ鋼板 

P90以下 

289 

1110 

450＋70(制御箱)

１分岐口の接続容量 

高　さ mm

外形寸法 幅 mm

奥　行 mm

mm

mm

室外ユニット側　　低圧管 

mm

φ22.2（P280・P335）， φ25.4（P400）， φ28.58（P450～P730）ロウ付接続 φ31.75（P800～P900）ロウ付接続 

φ28.58（P800～P900）ロウ付接続 高圧管 

mm

φ19.05（P280～P400）,φ22.2（P450～P560）,φ25.4（P630～P730）ロウ付接続 

φ19.05（室内ユニット合計容量P224以下）, 
φ22.2（室内ユニット合計容量P225～P335）, 
φ25.4（室内ユニット合計容量P336～400） ロウ付接続 

φ19.05（室内ユニット合計容量P224以下）. 
φ22.2（室内ユニット合計容量P225～P335）, 
φ25.4（室内ユニット合計容量P336～400）, 
φ28.58（室内ユニット合計容量P401～500） 
 ロウ付接続 

φ15.88（室内ユニット合計容量P224以下）, 
φ19.05（室内ユニット合計容量P225～400）ロウ付接続 

φ9.52（室内ユニット合計容量P335以下）, 
φ12.7（室内ユニット合計容量P336～450）ロウ付接続 

φ15.88（室内ユニット合計容量P224以下）, 
φ19.05（室内ユニット合計容量P225～400）, 
φ22.2（室内ユニット合計容量P401～500） 
ロウ付接続 

φ9.52（室内ユニット合計容量P335以下）, 
φ12.7（室内ユニット合計容量P336～450）, 
φ15.88（室内ユニット合計容量P451～500） 
ロウ付接続 

φ19.05（室内ユニット合計容量P224以下）, 
φ22.2（室内ユニット合計容量P225～P335）, 
φ25.4（室内ユニット合計容量P336～P400） ロウ付接続 

φ15,88（室内ユニット合計容量P224以下）, 
φ19.05（室内ユニット合計容量P225～P400）ロウ付接続 

φ9.52（室内ユニット合計容量P335以下）, 
φ12.7（室内ユニット合計容量P336～P450）ロウ付接続 

φ19.05（室内ユニット合計容量P224以下）, 
φ22.2（室内ユニット合計容量P225～P335）, 
φ25.4（室内ユニット合計容量P336～P400）, 
φ28.58（室内ユニット合計容量P401～P500）, 
ロウ付接続 

φ15.88（室内ユニット合計容量P224以下）, 
φ19.05（室内ユニット合計容量P225～P400）, 
φ22.2（室内ユニット合計容量P401～P500）, 
ロウ付接続 

φ9.52（室内ユニット合計容量P335以下）, 
φ12.7（室内ユニット合計容量P336～P450）, 
φ15.88（室内ユニット合計容量P451～P500） 
ロウ付接続 

室内ユニット側　　ガス管 

mm

φ15.88  フレア接続 

φ 9.52  フレア接続 

冷 

媒 

配 

管 

液　管 

分流コントローラー側     

高圧ガス管 

液 配 管 

mm

mm

ドレン配管 VP-25

製品質量 kg 44 49 57 64 73

付属品 冷媒接続管、ドレンホース、レデューサー 

低圧ガス管 

分流コントローラー形名 

分岐口数 

電　　源 

消費電力（冷房） kW

電気特性 
電　　流（冷房） Ａ 

Ａ 

消費電力（暖房） kW

電　　流（暖房） 

外　　装 

１分岐口の接続容量 

高　さ mm

外形寸法 幅 mm

奥　行 mm

mm

mm

室外ユニット側　　低圧管 

mm

高圧管 

mm

室内ユニット側　　ガス管 

mm

冷 

媒 

配 

管 

液　管 

分流コントローラー側     

高圧ガス管 

液 配 管 

mm

mm

ドレン配管 

製品質量 kg

付属品 

低圧ガス管 
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（6）外形寸法図

●PURY-P224, 280, 335CM-E1形

●PURY-P224, 280, 335SCM-E1形

185

14
6

140221

14
5

14
5

58
75

201

21
7

2

φ19.05ロウ付 

φ22.2ロウ付 φ19.05ロウ付 

φ15.88ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ15.88ロウ付 

※１・・・現地配管を拡管して直接操作弁にロウ付けしてください。 
※２・・・付属の接続管をご使用ください。 

　　　　　 
　　　　　 

φ19.05ロウ付 

φ22.2ロウ付 

低圧側 高圧側 

操作弁接続口仕様 
低圧側 高圧側 
Ｂ Ａ 

操作弁位置寸法 
接続管仕様 

形　名 

 
 
 
 
 
Ｐ２２４ＣＭ形 
Ｐ２８０ＣＭ形 
Ｐ３３５ＣＭ形 
Ｐ２２４ＳＣＭ形 
Ｐ２８０ＳＣＭ形 
Ｐ３３５ＳＣＭ形 
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86

150221

空気 
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空気 
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0
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（
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（
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80 760 80 18
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応
） 

18

13
1

83251
186

5

6

4 7

3

1

24
0
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10

16
50

54

※2

※1

※1

※1※1

※1

※2

239 261

263261

263261

239 ※1261

884 18

 

  
 

冷媒操作弁＜高圧＞ 
冷媒操作弁＜低圧＞ 

２×２－１４×２０長穴 

サービスパネル 
ノックアウト穴 

＜圧力計（別売品）取付用＞ 

制御ＢＯＸ 

配管用 

電源配線用 

伝送用配線 

前面通し穴 
前面通し穴（別売品分岐管キット組込時使用） 
底面通し穴 
前面通し穴 
前面通し穴 
底面通し穴 
前面通し穴 

 
 

 

 

 

140×77ノックアウト穴 
Φ45ノックアウト穴 
150×92ノックアウト穴 
Φ65もしくはΦ40ノックアウト穴 
Φ52もしくはΦ27ノックアウト穴 
Φ52ノックアウト穴 
Φ34ノックアウト穴 

 

 
 
 
 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 

 
 
 

 

ＮＯ． 用途 仕様 冷媒操作弁＜低圧＞ 

冷媒操作弁＜高圧＞ 

＜防雪フード（別売品）取付用穴＞ 

2X5-φ4.6穴 
（樹脂部の開口加工必要） 

＜付属品＞（下記記載のユニットのみに付属） 
●冷媒＜低圧＞接続管 ・・・・・・・・・・1個 
　　・P280・P335形 ・・・・・・・・・・付属品内に同梱 
 
注１． ユニット周囲の必要空間と基礎施工時の注意事項は、 
「（11）据付工事」を参照してください。 

　２． ロウ付時は、操作弁本体へ濡れタオル等を巻き、本体
温度が１２０℃以上にならない様にしてください。 

2

140271

235

14
6

※１・・・現地配管を拡管して直接操作弁にロウ付けしてください。 
※２・・・付属の接続管をご使用ください。 

φ25.4ロウ付 
φ28.58ロウ付 

φ28.58ロウ付 
φ25.4ロウ付 

φ19.05ロウ付 
φ22.2ロウ付 

φ22.2ロウ付 
φ19.05ロウ付 Ｐ４００ＣＭ形 

Ｐ４５０ＣＭ形 
Ｐ４００ＳＣＭ形 
Ｐ４５０ＳＣＭ形 

形　名 

接続管仕様 
操作弁接続口仕様 

高圧側 低圧側 
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84

空気 
吸込 
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２×２－１４×２０長穴 

　　　　ノックアウト穴 
＜圧力計(別売品)取付用＞ 

制御ＢＯＸ 

サービスパネル 

2X5-φ4.6穴 
(樹脂部の開口加工必要） 

＜防雪フード（別売品）取付用穴＞ 

 

  
 

配管用 

電源配線用 

伝送用配線 

前面通し穴 
前面通し穴（別売品分岐管キット組込時使用） 
底面通し穴 
前面通し穴 
前面通し穴 
底面通し穴 
前面通し穴 

 
 

 

 

 

140×77ノックアウト穴 
Φ45ノックアウト穴 
150×94ノックアウト穴 
Φ65もしくはΦ40ノックアウト穴 
Φ52もしくはΦ27ノックアウト穴 
Φ65ノックアウト穴 
Φ34ノックアウト穴 

 

 
 
 
 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 

 
 
 

 

ＮＯ． 用途 仕様 

＜付属品＞（下記記載のユニットのみに付属） 
●冷媒＜低圧＞接続管 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個 
　　・P450形 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・付属品内に同梱 
●冷媒＜高圧＞接続管・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個 
　　　　　　　エルボ（ID19.05XOD19.05） ・・1個（P400形） 
　　・P400形、P450形・・・・付属品内に同梱 
 
注１． ユニット周囲の必要空間と基礎施工時の注意事項は、 
「（11）据付工事」を参照してください。 

　２． ロウ付時は、操作弁本体へ濡れタオル等を巻き、本体温度が１２０℃
以上にならない様にしてください。 

●PURY-P400, 450CM-E1形

●PURY-P400, 450SCM-E1形
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●PURY-P500, 560, 630, 690SCM-E1形

φ15.88 
φ19.05 
φ19.05

φ19.05 
φ22.2 
φ22.2φ25.4

分岐管の配管サイズ 
セット形名 

構成ユニット形名 室外ユニット１ 
室外ユニット２ 

分流コントローラー 
　　～分岐管キット 

分岐管キット形名(別売品)
高圧 
低圧 

a 
b

φ22.2

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キット（高圧）の傾きは水平面に対して±15°以内にしてください。 
　3.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。 
　4.分岐部手前（図中a部）の配管は直管部500mm以上を確保して施工してください。 
　   （※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて500mm以上） 
　5.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 

φ28.58

PURY-P500SCM-E1 
PURY-P280SCM-E1 
PURY-P224SCM-E1

PURY-P560SCM-E1 
PURY-P280SCM-E1 
PURY-P280SCM-E1

PURY-P630SCM-E1 
PURY-P335SCM-E1 
PURY-P280SCM-E1

PURY-P690SCM-E1 
PURY-P335SCM-E1 
PURY-P335SCM-E1

CMY-R100BK

正面図 

左側面図 

空気 
吸込 

空気吹出 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

室外ユニット２ 室外ユニット１ 

d

c

f

e a

b

分流コントローラーへ 

分流コントローラーへ 

分岐管キット（高圧） 
＜別売品＞ 

分岐管キット（低圧） 
＜別売品＞ 

1
6
5
0

92030920760

高圧側 低圧側 
c または e d または f

P224形 
P280形 
P335形 

ユニット形名 

分岐管キット～ 
　　　室外ユニット 

φ28.58φ22.2
φ25.4

φ19.05 φ22.2
φ19.05

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キット（高圧）の傾きは水平面に対して±15°以内にしてください。 
　3.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。 
　4.分岐部手前（図中a部）の配管は直管部500mm以上を確保して施工してください。 
　   （※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて500mm以上） 
　5.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 

 
 

φ31.75
φ28.58

φ28.58

CMY-R200BKCMY-R100BK

PURY-P800SCM-E1

PURY-P335SCM-E1
PURY-P450SCM-E1

PURY-P335SCM-E1
PURY-P400SCM-E1
PURY-P730SCM-E1

φ25.4
b
a

低圧 
高圧 

分岐管キット形名(別売品)
分流コントローラー 
　　～分岐管キット 

室外ユニット２ 
室外ユニット１ 構成ユニット形名 

セット形名 
分岐管の配管サイズ 

空気吹出 

空気 
吸込 

左側面図 

正面図 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

室外ユニット２ 室外ユニット１ 

分岐管キット（低圧） 
＜別売品＞ 

分岐管キット（高圧） 
＜別売品＞ 

d

c

f

e

b

a

分流コントローラーへ 

分流コントローラーへ 

1
6
5
0

9201220 30760

d または fc または e
低圧側 高圧側 

分岐管キット～ 
　　　室外ユニット 

ユニット形名 

P450形 
P400形 
P335形 

●PURY-P730, 800SCM-E1形
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●PURY-P850, 900SCM-E1形

低圧側 高圧側 ユニット形名 
d または fc または e

分岐管キット～ 
　　　室外ユニット 

P400形 
P450形 

分岐管キット（高圧） 
＜別売品＞ 

分流コントローラーへ 

分流コントローラーへ 

分岐管キット（低圧） 
＜別売品＞ 

1
6
5
0

a

b

e

f
c

d

760 301220 1220

φ25.4
φ28.58

φ19.05
φ22.2

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キット（高圧）の傾きは水平面に対して±15°以内にしてください。 
　3.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。 
　4.分岐部手前（図中a部）の配管は直管部500mm以上を確保して施工してください。 
　   （※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて500mm以上） 
　5.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 

分岐管の配管サイズ 
セット形名 

構成ユニット形名 室外ユニット１ 
室外ユニット２ 

分流コントローラー 
　　～分岐管キット 

分岐管キット形名(別売品)
高圧 
低圧 

a
b

PURY-P850SCM-E1
PURY-P450SCM-E1
PURY-P400SCM-E1

PURY-P450SCM-E1
PURY-P450SCM-E1

PURY-P900SCM-E1

CMY-R200BK
φ28.58
φ31.75

左側面図 

空気 
吸込 

空気吹出 

正面図 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

室外ユニット１ 室外ユニット２ 
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■分流コントローラー（標準）

●CMB-P104, P105, P106, P108, P1010, P1013, P1016G

25
0

70
0

200

76 60XC=D

200

28
4

25
5

12
8 58

室内ユニット側配管接続口(液)

室内ユニット側配管接続口(ガス)

27

70

X

6464

200

点検口 
450□ 

60

70

Y

36
2

29
8(
吊
り
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ
)

23130

18
1

CMB-P1013G
CMB-P1016G

CMB-P1010G

CMB-P106G
CMB-P108G

CMB-P105G
CMB-P104G

1098

648

1152

702

900
720
540
420
300
240
180

15
12
9
7
5
4
3

φ15.88<フレア>

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

φ9.52<フレア> Ｄ Ｃ Ｂ Ａ 

制御箱 

A

B(吊りボルトピッチ)

24
8

10
3

室外ユニット側配管接続口(低圧)

ﾄﾞﾚﾝ VP-25(ｵｽ)

室外ユニット側配管接続口(高圧)

30

14

12

φ
31

ドレンホース（付属品） 

バンド（付属品） 

Ｘ部詳細 Ｙ部詳細 

注１．吊リボルト（φ１０），ワッシャ（Ｍ１０），ナット（Ｍ１０）は 
　　　現地にて手配して下さい。 
　２．サービススペースは下記による。 
　　（サービススペース部は出来るだけ、配管，ダクト等通さない様 
　　　注意して下さい。） 
　　　なお、下記サービススペース内の点検口（４５０□）は、サービスに 
　　　必要な開口であり、製品を降ろすには別途開口が必要です。 

＜付属品＞ 
　・冷媒＜低圧側＞接続管（大、小）・・・２個 
　・冷媒＜高圧側＞接続管・・・・・・・・１個 
　・レデューサー（大，小）・・・・・・分岐口数分 
　・ドレンホース・・・・・・・・・・・・１個 
　・ホースバンド・・・・・・・・・・・・１個 
　・パンタイ・・・・・・・・・・・・・・１本 

ｻｰﾋﾞｽ 
ｽﾍﾟｰｽ 

    224形:φ19.05<ロウ付>(付属配管を使用)
280､335形:φ22.2 <ロウ付>
    400形:φ25.4 <ロウ付>(付属配管を使用)

        224形:φ15.88<ロウ付>(付属配管を使用)
280､335､400形:φ19.05<ロウ付>

■分流コントローラー（親機）

●CMB-P108, P1010, P1013, P1016GA

φ
31

バンド（付属品） 

Ｘ部詳細 

ドレンホース（付属品） 

Ｙ部詳細 

200

26
0

子機側室内ユニット合計容量 
　 224以下:φ15.88<ロウ付>（子機側付属配管を使用） 
225～400:φ19.05<ロウ付> 
　 401以上:φ22.2  <ロウ付> 
　　　　　 （分岐管<別売>付属配管を使用） 

 
 
 
 

子機側室内ユニット合計容量 
    224以下:φ19.05<ロウ付>（子機側付属配管を使用） 
225～335:φ22.2  <ロウ付> 
336～400:φ25.4  <ロウ付>（子機側付属配管を使用） 
    401以上:φ28.58<ロウ付> 
　　　　 　　（分岐管<別売>付属配管を使用） 

 
 
 
 
 

分流コントローラー子機配管接続口（低圧） 

分流コントローラー子機配管接続口（高圧） 

子機側室内ユニット合計容量 
　 335以下:φ9.52 <ロウ付> 
336～450:φ12.7  <ロウ付>（子機側付属配管を使用） 
　 451以上:φ15.88<ロウ付> 
　　　　 　（分岐管<別売>付属配管を使用） 

 
 

 

分流コントローラー子機配管接続口（液） 

10
3

74

26
8

128

21
0

制御箱 

1164（吊りボルトピッチ） 

1110

室外ユニット側配管接続口（低圧） 

10
3

室外ユニット側配管接続口（高圧） 

26
8

12

14

30

ドレンVP-25（オス） 

点検口 
450□ 

（200） 

60

Y

38
8（
吊
り
ボ
ルト
ピッ
チ
） 

45
0

70

33
3

130 23

420 
540 
720 
900

7 
9 
12 
15

CMB-P108GA 
CMB-P1010GA 
CMB-P1013GA 
CMB-P1016GA

X

200200

（
70
0）
 

25
0

70

90

27 70

室内ユニット側配管接続口（ガス） 

室内ユニット側配管接続口（液） 

74

12
8

28
9

60XA=B76

66

64 64

φ9.52 <フレア>

16151413121110987654321

φ15.88 <フレア>

Ｂ Ａ 

サービス 
スペース 

280､335形:φ22.2  <ロウ付>（付属配管を使用） 
400形:φ25.4  <ロウ付>（付属配管を使用） 

450､500､560 
630､674､730形:φ28.58 <ロウ付>

280､335､400形:φ19.05<ロウ付>（付属配管を使用） 
450､500､560形:φ22.2  <ロウ付> 
630､674､730形:φ25.4  <ロウ付>（付属配管を使用） 
 
 

注１．吊リボルト（φ１０），ワッシャ（Ｍ１０），ナット（Ｍ１０）は 
　　　現地にて手配して下さい。 
　２．サービススペースは下記による。 
　　（サービススペース部は出来るだけ、配管，ダクト等通さない様 
　　　注意して下さい。） 
　　　なお、下記サービススペース内の点検口（４５０□）は、サービスに 
　　　必要な開口であり、製品を降ろすには別途開口が必要です。 
　３．分流コントローラー子機を接続する場合は、外形図を確認の上、別途 
　　　スペースを確保して下さい。 

＜付属品＞ 
　・冷媒＜低圧側＞接続管・・・・・・・・２個 
　・冷媒＜高圧側＞接続管（大、小）・・・２個 
　・レデューサ（大，小）・・・・・・・分岐口数分 
　・ドレンホース・・・・・・・・・・・・１個 
　・ホースバンド・・・・・・・・・・・・１個 
　・パンタイ・・・・・・・・・・・・・・１本 
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■分流コントローラー（子機）

●CMB-P104, P108GB

X

76

200

28
4

25
5

12
8 58

室内ユニット側配管接続口(液)

室内ユニット側配管接続口(ガス)

27

60XA=B

6464

CMB-P108GB
CMB-P104GB 3 180

4207

200

200

70
0

25
0

点検口 
450□ 

Y

70
36
2

29
8(
吊
り
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ
)

60

23130

18
1

Ａ Ｂ 

φ15.88<フレア>

1 2 3 4 5 6 7 8

φ9.52<フレア>

　子機側室内ユニット合計容量 
   224以下:φ19.05<ロウ付>(付属配管を使用)

　225～335:φ22.2 <ロウ付>
   336以上:φ25.4 <ロウ付>(付属配管を使用)

子機側室内ユニット合計容量 
335以下:φ9.52<ロウ付>
336以上:φ12.7<ロウ付>(付属配管を使用)子機側室内ユニット合計容量 

224以下:φ15.88<ロウ付>(付属配管を使用)
225以上:φ19.05<ロウ付> 制御箱 

648

702(吊りボルトピッチ)

70

24
8

分流コントローラー親機配管接続口(高圧)

10
3

分流コントローラー親機配管接続口(低圧)

ﾄﾞﾚﾝ VP-25(ｵｽ)

30

14

12

16
9

45

分流コントローラー親機配管接口(液)

φ
31

Ｙ部詳細 

ドレンホース（付属品） 

Ｘ部詳細 

バンド（付属品） 

注１．吊リボルト（φ１０），ワッシャ（Ｍ１０），ナット（Ｍ１０）は 
　　　現地にて手配して下さい。 
　２．サービススペースは下記による。 
　　（サービススペース部は出来るだけ、配管，ダクト等通さない様 
　　　注意して下さい。） 
　　　なお、下記サービススペース内の点検口（４５０□）は、サービスに 
　　　必要な開口であり、製品を降ろすには別途開口が必要です。 
　３．本機は単独使用出来ません。（分流コントローラー親機が必要です。） 

ｻｰﾋﾞｽ ｽﾍﾟｰｽ 

＜付属品＞ 
　・冷媒＜低圧側＞接続管・・・・・・・・４個 
　・冷媒＜高圧側＞接続管・・・・・・・・２個 
　・冷媒＜液側＞接続管・・・・・・・・・２個 
　・レデューサー（大，小）・・・・・・分岐口数分 
　・ドレンホース・・・・・・・・・・・・１個 
　・ホースバンド・・・・・・・・・・・・１個 
　・パンタイ・・・・・・・・・・・・・・１本 

■分流コントローラー（親機）

●CMB-P1016HA

サービス 
スペース 

室外ユニット側配管接続口（低圧） 

φ28.58 <ロウ付>

60X15=900

60

76200

X

Y

14

30 12

130 23

28
9

26
0

12
8 74

27

64 64

33
3

26
8

10
3

128

66

26
8

21
0

10
3

74

φ15.88 <フレア>
室内ユニット側配管接続口（ガス） 

φ9.52 <フレア>
室内ユニット側配管接続口（液） 

16151413121110987654321

ドレン VP25（オス） 

分流コントローラー子機配管接続口（低圧） 
子機側室内ユニット合計容量 
    224以下:φ19.05<ロウ付>（子機側付属配管を使用） 
225～335:φ22.2  <ロウ付> 
336～400:φ25.4  <ロウ付>（子機側付属配管を使用） 
    401以上:φ28.58<ロウ付> 
　　　　　　（分岐管<別売>付属配管を使用）　 

 
 
 
 
 

子機側室内ユニット合計容量 
    335以下:φ9.52  <ロウ付> 
336～450:φ12.7  <ロウ付>（子機側付属配管を使用） 
    451以上:φ15.88<ロウ付> 
　　　　　　（分岐管<別売>付属配管を使用） 

 

 

分流コントローラー子機配管接続口（液） 

子機側室内ユニット合計容量 
    224以下:φ15.88<ロウ付>（子機側付属配管を使用） 
225～400:φ19.05<ロウ付> 
    401以上:φ22.2  <ロウ付> 
　　　　　　（分岐管<別売>付属配管を使用） 

 
 
 
 

分流コントローラー子機配管接続口（高圧） 

φ31.75 <ロウ付>（付属配管を使用） 

室外ユニット側配管接続口（高圧） 

Ｙ部詳細 

ドレンホース（付属品） 

Ｘ部詳細 

バンド（付属品） 

90

90

60

60X15=90046

70
45
0

38
8（
吊
り
ボ
ルト
ピッ
チ
） 

1110

1164（吊りボルトピッチ） 

制御箱 

φ
31

（200） 

点検口 
450□ 

25
0

（
70
0）
 

200 200

＜付属品＞ 
　・冷媒＜低圧側＞接続管・・・・・・・・１個 
　・レデューサ（大，小）・・・・・・・分岐口数分 
　・ドレンホース・・・・・・・・・・・・１個 
　・ホースバンド・・・・・・・・・・・・１個 
　・パンタイ・・・・・・・・・・・・・・１本 
注１．吊リボルト（φ１０），ワッシャ（Ｍ１０），ナット（Ｍ１０）は 
　　　現地にて手配してください。 
　２．サービススペースは下記による。 
　　（サービススペース部は出来るだけ、配管，ダクト等通さない様 
　　　注意してください。） 
　　　なお、下記サービススペース内の点検口（４５０□）は、サービスに 
　　　必要な開口であり、製品を降ろすには別途開口が必要です。 
　３．分流コントローラー子機を接続する場合は、外形図を確認の上、別途 
　　　スペースを確保してください。 
　４．室外ユニットが２８ＨＰ（Ｐ８００）以上の場合は、本機を使用してください。 
　５．ユニットから発生する音（冷媒音）の影響のない場所に設置してください。 
　　　（ホテル等の暗騒音が低い部屋で使用する場合、室内ユニット 
　　　　～分流コントローラー間を５ｍ以上離してください。） 
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■分流コントローラー（子機）

●CMB-P1016HB

X

60X15=900
60

76200

90

18
1

45

130 23

24
8

16
9

10
3

64 64

Ｙ部詳細 

ドレンホース（付属品） 

Ｘ部詳細 

バンド（付属品） 

30 12

14

28
4
25
5
12
8

27

58

1152（吊りボルトピッチ） 

点検口 
450□ 

サービス 
スペース 

分流コントローラー親機配管接続口（低圧） 
子機側室内ユニット合計容量 
    224以下:φ19.05<ロウ付>（付属配管を使用） 
225～335:φ22.2  <ロウ付> 
    336以上:φ25.4  <ロウ付>（付属配管を使用） 

ドレン VP25（オス） 

分流コントローラー親機配管接口（液） 
子機側室内ユニット合計容量 
335以下:φ9.52 <ロウ付> 
336以上:φ12.7 <ロウ付>（付属配管を使用） 

分流コントローラー親機配管接続口（高圧） 

子機側室内ユニット合計容量 
224以下:φ15.88<ロウ付>（付属配管を使用） 
225以上:φ19.05<ロウ付>

46

60

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

60X15=900

室内ユニット側配管接続口（液） 
φ9.52 <フレア>

φ15.88 <フレア>
室内ユニット側配管接続口（ガス） 

1098

70制御箱 

36
2

29
8（
吊
り
ボ
ルト
ピッ
チ
） 

Y

φ
31

200

（
70
0）
 

25
0

（200） 

＜付属品＞ 
　・冷媒＜低圧側＞接続管・・・・・・・・４個 
　・冷媒＜高圧側＞接続管・・・・・・・・２個 
　・冷媒＜液側＞接続管・・・・・・・・・２個 
　・レデューサ（大，小）・・・・・・・分岐口数分 
　・ドレンホース・・・・・・・・・・・・１個 
　・ホースバンド・・・・・・・・・・・・１個 
　・パンタイ・・・・・・・・・・・・・・１本 
注１．吊リボルト（φ１０），ワッシャ（Ｍ１０），ナット（Ｍ１０）は 
　　　現地にて手配してください。 
　２．サービススペースは下記による。 
　　（サービススペース部は出来るだけ、配管，ダクト等通さない様 
　　　注意してください。） 
　　　なお、下記サービススペース内の点検口（４５０□）は、サービスに 
　　　必要な開口であり、製品を降ろすには別途開口が必要です。 
　３．本機は単独使用出来ません。（分流コントローラー親機が必要です。） 
　４．ユニットから発生する音（冷媒音）の影響のない場所に設置してください。 
　　　（ホテル等の暗騒音が低い部屋で使用する場合、室内ユニット 
　　　　～分流コントローラー間を５ｍ以上離してください。） 
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（7）機外配線図

●PURY-P224, 280, 335, 400, 450CM-E1

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

注８ 

プルボックス 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

電源 
単相100V
または 
単相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

注9,注10

注9,注10

注9,注10

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送線用給電拡張ユニット必要台数です。 
　分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算 
　できます。 

１０．分岐口数が１６分岐以下の場合、分流コントローラーＧタイプを接続してください。（ＰＵＲＹ－Ｐ４５０形は除く） 
　　　分岐口数が１６分岐を超える場合、分流コントローラーＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。（ＰＵＲＹ－Ｐ２８０～Ｐ４００形） 

接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット接続台数 
　　（Ｎ１)を２０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２６台）以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ２）を１９台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２５台）以下にしてください。 
　　分流コントローラーは、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、 
　　　分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの 
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

２１～３９台 ４０台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
２台 

２７～４０台 

１台 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

注５ 

注７ 

注７ 
注６ 

注７ 

注７ 
注６ 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　  印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子に接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。 
　　　その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットの 
　　　アース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用給電拡張ユニット必要台数は、 
　　　〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一になります。） 
　　　ＭＡスマートリモコンのペア接続はできません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡリモコン線を渡り配線して 
　　　ください。 

注３ 

注４ 注４ 

ＴＢ０１ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ａ,Ｂ)

Ｓ 
(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ 

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

(Ａ,Ｂ)
Ｓ 

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

Ｎ１　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ (Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ 

ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2

６８．８ 
５７．６ 
４３．２ 
３６．９ 
２８．１ 

＜Ａ＞ 

最大電流 

５.５以上 ２２以上 ６０ ６０ ６０ 60A 100mA 0.1s以下 

３.５以上 ５０ 
４０ 

５０ 
５.５以上 ２２以上 ６０ ６０ ６０ 

１４以上 ６０ 
３.５以上 ８以上 ４０ ６０ 

60A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

５.５以上 ３８以上 ７５ ７５ ７５ 75A 100mA 0.1s以下 

＊１、＊２ 
漏電遮断器 

過電流保護器 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

開閉器容量 

手元開閉器 

＊３ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 
＜Ａ＞ 

電源配線太さ 

＜mm2＞ ＜mm2＞ 

接地線太さ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

別の系統ヘ 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

(R,S,T)

CN41→CN40差換え 
室外ユニット 

システムコントローラー 

電源 
三相２００Ｖ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

＜漏電遮断器＞ 

ＴＢ１ 

アース 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

＜漏電遮断器＞ 
＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　詳しくは設計・工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

電源 
単相または 
三相200V

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製 
　　 NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用 
　　 遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

PURY-P450CM-E1
PURY-P400CM-E1
PURY-P335CM-E1
PURY-P280CM-E1
PURY-P224CM-E1

形 名 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

プルボックス 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

注４ 注４ 

注７ 

注６ 

注３ 

注６ 注５,注１０ 

注７ 注７ 

注６ 

１１．分岐口数が１６分岐以下の場合、分流コントローラＧタイプを接続してください。 
　　　（ＰＵＲＹ－Ｐ４５０形は除く） 
　　　分岐口数が１６分岐を超える場合、分流コントローラＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。（ＰＵＲＹ－Ｐ２８０～Ｐ４００形） 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送線用給電拡張ユニット 
　必要台数です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー 
　１台につき、室内ユニット２台を加算できます。 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

１台 

１５～３４台 ３５～４０台 

２台 
伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 

２７～４０台 １１～２６台 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ１)を１０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：１４台） 
　　以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続台数（Ｎ２，Ｎ３）を１６台 
　　（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）以下にしてください。 
　　分流コントローラーは、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラー 
　　　の台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を 
　　　加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず 
　　　伝送線用給電拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 
接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子に接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　 （ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　 伝送線最遠長の内数としてください。） 

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　 （ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 

形 名 

PURY-P224CM-E1
PURY-P280CM-E1
PURY-P335CM-E1
PURY-P400CM-E1
PURY-P450CM-E1

接地線太さ 
＜mm2＞ ＜mm2＞ 

電源配線太さ 

＜Ａ＞ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 

＊３ 

手元開閉器 
開閉器容量 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

過電流保護器 漏電遮断器 
＊１、＊２ 

75A 100mA 0.1s以下 ７５ ７５ ７５ ３８以上 ５.５以上 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

６０ ４０ ８以上 ３.５以上 
６０ １４以上 
６０ ６０ ６０ ２２以上 ５.５以上 

５０ 
４０ 
５０ ３.５以上 

60A 100mA 0.1s以下 ６０ ６０ ６０ ２２以上 ５.５以上 

最大電流 
＜Ａ＞ 
２８．１ 
３６．９ 
４３．２ 
５７．６ 
６８．８ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

アース 

ＴＢ１ 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

電源 
三相２００Ｖ 

室外ユニット 
CN41→CN40差換え 

(R,S,T) (Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

別の系統ヘ 

Ｎ３　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 
(１,２)

(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 
(１,２)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

Ｓ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０２ ＴＢ０１ 

(Ｒ,Ｓ)

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)

電源 
単相または 
三相200V

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ０１ 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

Ｎ２　注９ Ｎ１　注９ 

M-NET
リモコン 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2

(0.75～1.25mm2)

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 
(１,２)

(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 
(１,２)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

(MVVS)

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

　詳しくは設計・工事マニュアルを 
　ご参照ください。 
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●PURY-P500, 560, 630, 690, 730, 800, 850, 900SCM-E1

A.個別配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例

注８ 

プルボックス 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

電源 
単相100V
または 
単相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

１０．ＰＵＲＹ－Ｐ７３０形以下の場合、分流コントローラーはＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。ＰＵＲＹ－Ｐ８００形以上の場合、親機はＨＡタイプを接続してください。 

注９,１０ 

注９,注１０ 

注９,注１０ 
注５ 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送線用給電拡張ユニット必要台数です。 
　分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算 
　できます。 

接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット接続台数 
　　（Ｎ１)を２０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２６台）以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ２）を１９台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２５台）以下にしてください。 
　　分流コントローラーは、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、 
　　　分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの 
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

２１～３９台 ４０～５０台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
２台 

２７～５０台 

１台 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

注７ 

注７ 
注６ 

注７ 

注７ 
注６ 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　  印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。 
　　　その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットの 
　　　アース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用給電拡張ユニット必要台数は、 
　　　〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一になります。） 
　　　ＭＡスマートリモコンのペア接続はできません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡリモコン線を渡り配線して 
　　　ください。 

４０．９ 

５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
３.５以上 

２２以上 

３８以上 
３８以上 

３８以上 
２２以上 
３８以上 
２２以上 
２２以上 
２２以上 
２２以上 
１４以上 
２２以上 
１４以上 
１４以上 

７５ 
７５ 
６０ 
７５ 
６０ 

６０ 
７５ 

６０ 
６０ 
６０ 
５０ 
６０ 
５０ 
５０ 

４０ 

５０ 

６０ 

７５ 
７５ 

７５ 
６０ 

６０ 
６０ 
６０ 
６０ 
５０ 

５０ 
５０ 

７５ 

７５ 

７５ 

６６．３ ７５ 
６６．３ 
５６．０ ６０ 
５７．０ 
４４．６ ６０ 
６０．４ ７５ 
４２．８ ６０ 
５６．７ ６０ 
４４．８ ６０ 
４４．８ ６０ 
３９．８ ６０ 
４２．６ ５.５以上 ６０ ６０ 

３.５以上 ６０ 
６０ ３.５以上 ４０．９ 

２９．６ ３.５以上 ８以上 ４０ ６０ 

(NFB)
<A>*3<A>

75A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

50A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

50A 100mA 0.1s以下 

50A 100mA 0.1s以下 

40A 30mAまたは100mA
0.1s以下 

(ｲ)PURY-P450SCM-E1

(ﾛ)PURY-P450SCM-E1

(ｲ)PURY-P450SCM-E1

(ﾛ)PURY-P400SCM-E1

(ｲ)PURY-P450SCM-E1

(ﾛ)PURY-P335SCM-E1

(ｲ)PURY-P400SCM-E1

(ﾛ)PURY-P335SCM-E1

(ｲ)PURY-P335SCM-E1

(ﾛ)PURY-P335SCM-E1

(ｲ)PURY-P335SCM-E1

(ﾛ)PURY-P280SCM-E1

(ｲ)PURY-P280SCM-E1

(ﾛ)PURY-P280SCM-E1

(ﾛ)PURY-P224SCM-E1

PURY-P900SCM-E1

PURY-P850SCM-E1

PURY-P800SCM-E1

PURY-P730SCM-E1

PURY-P690SCM-E1

PURY-P630SCM-E1

PURY-P560SCM-E1

PURY-P500SCM-E1

(ｲ)PURY-P280SCM-E1

セット形名 

(R,S,T)(R,S,T)

CN41→CN40差換え 

アース 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

ＴＢ１ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

アース 

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

別の系統へ 

ＴＢ１ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

室外ユニット 室外ユニット 

（イ） （ロ） 

ＴＢ０１ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ａ,Ｂ)

Ｓ 
(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ 

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

(Ａ,Ｂ)
Ｓ 

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

Ｎ１　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ Ｓ Ｓ 
(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ 

ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2

３７．０ 

<A>
最大電流 

３.５以上 １４以上 ５０ ６０ 50A 100mA 0.1s以下 

＊１、＊２ 
漏電遮断器 

過電流保護器 開閉器容量 
手元開閉器 配線用遮断器 

<A>

電源配線太さ 
＜mm2＞ ＜mm2＞ 

接地線太さ 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

＜漏電遮断器＞ ＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 

電源 
単相または 
三相200V

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製 
　　 NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用 
　　 遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

構成ユニット形名 

　詳しくは設計・工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

プルボックス 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

１１．ＰＵＲＹ－Ｐ７３０形以下の場合、分流コントローラーはＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。ＰＵＲＹ－Ｐ８００形以上の場合、親機はＨＡタイプを接続してください。 
　　　 

注３ １０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット接続台数 
　　（Ｎ１)を１０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：１４台）以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ２，Ｎ３）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）以下に 
　　してください。 
　　分流コントローラーは、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、 
　　　分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの 
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンのアドレス設定または 
　　　システムコントローラーにより登録してください。 

接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台もしくは３台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送用給電拡張ユニット必要台数です。 
　分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算 
　できます。 

１台 

１５～３４台 

１１～２６台 

２台 

２７～４２台 ４３～５０台 

３５～５０台 

３台 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　  印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、または１台の室外ユニット 
　　　のみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線） 
　　　のシールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外伝送線最遠長の 
　　　　内数としてください。） 

注４ 注４ 

注７ 

注６ 

注３ 

注６ 注５,注１０ 

注７ 注７ 

注６ 

＜漏電遮断器＞ 

（イ） 

構成ユニット形名 接地線太さ 
＜mm2＞ ＜mm2＞ 

電源配線太さ 
<A>

配線用遮断器 手元開閉器 
開閉器容量 過電流保護器 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 

50A 100mA 0.1s以下 ６０ ５０ １４以上 ３.５以上 

最大電流 
<A>

３７．０ 

セット形名 

(ｲ)PURY-P280SCM-E1
PURY-P500SCM-E1

PURY-P560SCM-E1

PURY-P630SCM-E1

PURY-P690SCM-E1

PURY-P730SCM-E1

PURY-P800SCM-E1

PURY-P850SCM-E1

PURY-P900SCM-E1

(ﾛ)PURY-P224SCM-E1

(ﾛ)PURY-P280SCM-E1
(ｲ)PURY-P280SCM-E1

(ﾛ)PURY-P280SCM-E1
(ｲ)PURY-P335SCM-E1

(ﾛ)PURY-P335SCM-E1
(ｲ)PURY-P335SCM-E1

(ﾛ)PURY-P335SCM-E1
(ｲ)PURY-P400SCM-E1

(ﾛ)PURY-P335SCM-E1
(ｲ)PURY-P450SCM-E1

(ﾛ)PURY-P400SCM-E1
(ｲ)PURY-P450SCM-E1

(ﾛ)PURY-P450SCM-E1
(ｲ)PURY-P450SCM-E1

0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA

50A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
75A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
75A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
75A 100mA 0.1s以下 
75A 100mA 0.1s以下 

<A> <A>*3
(NFB)

６０ ４０ ８以上 ３.５以上 ２９．６ 

４０．９ ３.５以上 ６０ 
６０ ３.５以上 
６０ ６０ ５.５以上 ４２．６ 
６０ ３９．８ 
６０ ４４．８ 
６０ ４４．８ 
６０ ５６．７ 
６０ ４２．８ 

７５ ６０．４ 
６０ ４４．６ 

５７．０ 
６０ ５６．０ 

６６．３ 
７５ ６６．３ 

７５ 

７５ 

７５ 

５０ 
５０ 

５０ 
６０ 
６０ 
６０ 
６０ 

６０ 
７５ 

７５ 
７５ 

６０ 

５０ 

４０ 

５０ 
５０ 
６０ 
５０ 
６０ 
６０ 
６０ 

７５ 
６０ 

６０ 
７５ 
６０ 
７５ 
７５ 

１４以上 
１４以上 
２２以上 
１４以上 
２２以上 
２２以上 
２２以上 
２２以上 
３８以上 
２２以上 
３８以上 

３８以上 
３８以上 

２２以上 

３.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 

４０．９ 

（ロ） 

室外ユニット 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 

電源 
三相２００Ｖ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

アース 

(R,S,T)

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

電源 
単相または 
三相200V

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

アース 

ＴＢ１ 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

電源 
三相２００Ｖ 

室外ユニット CN41→CN40差換え 

(R,S,T) (Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

別の系統ヘ 

Ｎ３　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

Ｓ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０２ ＴＢ０１ 

(Ｒ,Ｓ)

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ０１ 

Ｎ２　注９ Ｎ１　注９ 

M-NET
リモコン 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2
(0.75～1.25mm2)

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

(MVVS)

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

　詳しくは設計・工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

②M-NETリモコンを用いたシステム例
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B.渡り配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例

注８ 

プルボックス 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

電源 
単相100V
または 
単相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用給電拡張ユニット必要台数は、 
　　　〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一になります。） 
　　　ＭＡスマートリモコンのペア接続はできません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡリモコン線を渡り配線して 
　　　ください。 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　  印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。 
　　　その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットの 
　　　アース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

１台 

２７～５０台 

２台 
伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 

４０～５０台 ２１～３９台 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット接続台数 
　　（Ｎ１)を２０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２６台）以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ２）を１９台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２５台）以下にしてください。 
　　分流コントローラーは、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、 
　　　分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの 
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 
接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送線用給電拡張ユニット必要台数です。 
　分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算 
　できます。 

１０．ＰＵＲＹ－Ｐ７３０形以下の場合、分流コントローラーはＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。ＰＵＲＹ－Ｐ８００形以上の場合、親機はＨＡタイプを接続してください。 
１１．ＰＵＲＹ－Ｐ９００形の分岐はプルボックスを用いてください。 
　　　（ユニットの電源端子台を用いた渡り配線は行わないでください。）　　　 

注９,注１０ 

注９,注１０ 

注９,注１０ 

注５ 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

注７ 

注７ 
注６ 

注７ 

注７ 
注６ 

電源 
単相または 
三相200V

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

Ｓ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０２ ＴＢ０１ 

(Ｒ,Ｓ)

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

ＴＢ０１ 
(Ｒ,Ｓ)

Ｓ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ０１ 

注１１ 

(ｂ)

(ａ)

８.０以上 

８.０以上 

５.５以上 

５.５以上 

*5(b)22以上 
(a)60以上 

*5(b)22以上 
(a)60以上 

*5(b)22以上 
(a)60以上 

  (b)38以上 
(a)100以上 

*5(b)22以上 
(a)60以上 

*4(b)14以上 
(a)38以上 

*4(b)14以上 
(a)38以上 

*4(b)8以上 

１５０ １５０ １５０ 

１２５ １２５ １２５ 

１２５ １２５ １２５ 

１００ １００ １００ 

１００ １００ １００ 

１００ １００ １００ 

１００ １００ 

150A 100mA 0.1s以下 

125A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

構成ユニット形名 接地線太さ 
＜mm2＞ ＜mm2＞ 

電源配線太さ 
<A>

配線用遮断器 手元開閉器 
開閉器容量 過電流保護器 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 

75A  100mA 0.1s以下 ７５ ７５ (a)38以上 

最大電流 
<A>

６６．６ 

セット形名 

(ｲ)PURY-P280SCM-E1
PURY-P500SCM-E1

PURY-P560SCM-E1

PURY-P630SCM-E1

PURY-P690SCM-E1

PURY-P730SCM-E1

PURY-P800SCM-E1

PURY-P850SCM-E1

PURY-P900SCM-E1

(ﾛ)PURY-P224SCM-E1

(ﾛ)PURY-P280SCM-E1
(ｲ)PURY-P280SCM-E1

(ﾛ)PURY-P280SCM-E1
(ｲ)PURY-P335SCM-E1

(ﾛ)PURY-P335SCM-E1
(ｲ)PURY-P335SCM-E1

(ﾛ)PURY-P335SCM-E1
(ｲ)PURY-P400SCM-E1

(ﾛ)PURY-P335SCM-E1
(ｲ)PURY-P450SCM-E1

(ﾛ)PURY-P400SCM-E1
(ｲ)PURY-P450SCM-E1

(ﾛ)PURY-P450SCM-E1
(ｲ)PURY-P450SCM-E1

100A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

125A 100mA 0.1s以下 

<A> <A>*3
(NFB)

８１．８ １００ 

５.５以上 ８２．４ 

８９．６ 

９９．５ 

１０５．０ 

１１３．０ 

１３２．６ 

７５ 

５.５以上 

５.５以上 

８.０以上 

(R,S,T)(R,S,T)

CN41→CN40差換え 

アース 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

アース 

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

別の系統へ 

ＴＢ１ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

室外ユニット 室外ユニット 

（イ） （ロ） 

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

Ｎ１　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ 

ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製 
　　 NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用 
　　 遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４ 分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２mm2の配線径をご使用ください。 
＊５ 分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８mm2の配線径をご使用ください。 

　詳しくは設計・工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

プルボックス 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　  印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、または１台の室外ユニット 
　　　のみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線） 
　　　のシールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外伝送線最遠長の 
　　　　内数としてください。） 

３台 

３５～５０台 

４３～５０台 ２７～４２台 

２台 

１１～２６台 

１５～３４台 

１台 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送用給電拡張ユニット必要台数です。 
　分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算 
　できます。 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台もしくは３台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 
接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンのアドレス設定または 
　　　システムコントローラーにより登録してください。 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット接続台数 
　　（Ｎ１)を１０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：１４台）以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ２，Ｎ３）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）以下に 
　　してください。 
　　分流コントローラーは、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、 
　　　分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの 
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 
１１．ＰＵＲＹ－Ｐ７３０形以下の場合、分流コントローラーはＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。ＰＵＲＹ－Ｐ８００形以上の場合、親機はＨＡタイプを接続してください。 
１２．ＰＵＲＹ－Ｐ９００形の分岐はプルボックスを用いてください。（ユニットの電源端子台を用いた渡り配線は 
　　　行わないでください。）　　　 

注１２ 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

注３ 

注４ 注４ 

注７ 

注６ 

注３ 

注６ 注５,注１０ 

注７ 注７ 

注６ 

８.０以上 

５.５以上 

５.５以上 

７５ 

１３２．６ 

１１３．０ 

１０５．０ 

９９．５ 

８９．６ 

８２．４ ５.５以上 

１００ ８１．８ 

(NFB)
<A>*3<A>

125A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

(ｲ)PURY-P450SCM-E1
(ﾛ)PURY-P450SCM-E1

(ｲ)PURY-P450SCM-E1
(ﾛ)PURY-P400SCM-E1

(ｲ)PURY-P450SCM-E1
(ﾛ)PURY-P335SCM-E1

(ｲ)PURY-P400SCM-E1
(ﾛ)PURY-P335SCM-E1

(ｲ)PURY-P335SCM-E1
(ﾛ)PURY-P335SCM-E1

(ｲ)PURY-P335SCM-E1
(ﾛ)PURY-P280SCM-E1

(ｲ)PURY-P280SCM-E1
(ﾛ)PURY-P280SCM-E1

(ﾛ)PURY-P224SCM-E1

PURY-P900SCM-E1

PURY-P850SCM-E1

PURY-P800SCM-E1

PURY-P730SCM-E1

PURY-P690SCM-E1

PURY-P630SCM-E1

PURY-P560SCM-E1

PURY-P500SCM-E1
(ｲ)PURY-P280SCM-E1

セット形名 

６６．６ 

<A>
最大電流 

(a)38以上 ７５ ７５ 75A  100mA 0.1s以下 

＊１、＊２ 
漏電遮断器 

過電流保護器 開閉器容量 
手元開閉器 配線用遮断器 

<A>
電源配線太さ 
＜mm2＞ ＜mm2＞ 

接地線太さ 構成ユニット形名 

100A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

125A 100mA 0.1s以下 

150A 100mA 0.1s以下 

１００ １００ 

１００ １００ １００ 

１００ １００ １００ 

１００ １００ １００ 

１２５ １２５ １２５ 

１２５ １２５ １２５ 

１５０ １５０ １５０ 

*4(b)8以上 
(a)38以上 

*4(b)14以上 
(a)38以上 

*4(b)14以上 
(a)60以上 

*5(b)22以上 

(a)100以上 
  (b)38以上 

(a)60以上 
*5(b)22以上 
(a)60以上 

*5(b)22以上 
(a)60以上 

*5(b)22以上 

５.５以上 

５.５以上 

８.０以上 

８.０以上 

(ｂ)

(ａ)

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製 
　　 NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用 
　　 遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４ 分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２mm2の配線径を 
　　 ご使用ください。 
＊５ 分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８mm2の配線径を 
　　 ご使用ください。 

（ロ） 

室外ユニット 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 

アース 

(R,S,T)

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

電源 
単相または 
三相200V

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

アース 

ＴＢ１ 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

電源 
三相２００Ｖ 

室外ユニット 
CN41→CN40差換え 

(R,S,T) (Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

別の系統ヘ 

Ｎ３　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

Ｓ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０２ ＴＢ０１ 

(Ｒ,Ｓ)

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ０１ 

Ｎ２　注９ Ｎ１　注９ 

M-NET
リモコン 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2

(0.75～1.25mm2)

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

(MVVS)

　詳しくは設計・工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

②M-NETリモコンを用いたシステム例
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（8）主電源配線と器具容量

■個別配線接続

（注）
※1.電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を取付けてください。
※2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※3.過電流保護器は、B種ヒューズを使用する場合について示します。
※4.受電容量やブレーカー容量は、電動機出力を拠りどころとせず、最大電流値（機外配線図参照）を参考に選定ください。

主電源の配線太さおよび開閉器容量

電　　 源 
三相 200V

＜室外ユニット＞ 

アース 

室外ユニット 
 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

●配線系統図（例）

幹線 接地線 開閉器容量 
（Ａ） 

過電流保護器 
（Ａ）※3

最小太さ（ｍｍ2） 手元開閉器 
配線用遮断器 
（Ａ） 

漏電遮断器 
※1、※2

形名 構成 
ユニット 

－ 8以上 3.5以上 60 40 40 40A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
－ 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
－ 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
－ 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
－ 38以上 5.5以上 75 75 75 75A 100mA　0.1s以下 

P224形 
P280形 
P335形 
P400形 
P450形 

P280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
P224形 8以上 3.5以上 60 40 40 40A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
P280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
P280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
P335形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
P280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
P335形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
P335形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 

P400形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 

P335形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
P450形 38以上 5.5以上 75 75 75 75A 100mA　0.1s以下 
P335形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
P450形 38以上 5.5以上 75 75 75 75A 100mA　0.1s以下 
P400形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
P450形 38以上 5.5以上 75 75 75 75A 100mA　0.1s以下 
P450形 38以上 5.5以上 75 75 75 75A 100mA　0.1s以下 

P730形 

P800形 

P850形 

P900形 

P560形 

P630形 

P690形 

P500形 
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■組合わせユニットでの渡り配線接続

※1.電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を取付けてください。
※2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※3.過電流保護器は、B種ヒューズを使用する場合について示します。
※4.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、22mm2の配線径をご使用ください。
※5.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、38mm2の配線径をご使用ください。
※6.受電容量やブレーカー容量は、電動機出力を拠りどころとせず、最大電流値（機外配線図参照）を参考に選定ください。

電　　 源 
三相 200V

アース 

アース線 

（a） 

（イ） 

（b） 

（ロ） 

室外ユニット 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

室外ユニット 

P560～P850形の場合 

電　　 源 
三相 200V

アース 

アース線 

（a） 

（イ） 

（c） 

（ロ） 

室外ユニット 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

プルボックス 
（b） 

室外ユニット 

P900形の場合 

注1.P900形の第1分岐にはプルボックスを用いてください。（ユニットの電源端子台を用いた渡り配線は行わないでください。） 

幹線 接地線 開閉器容量 
（Ａ） 

過電流保護器 
（Ａ）※3

最小太さ（ｍｍ2） 手元開閉器 
配線用遮断器 
（Ａ） 

漏電遮断器 
※1、※2形名 

構成 
ユニット 

（イ）P280形 (a)38以上 
（ロ）P224形 (b)8以上 
（イ）P280形 (a)38以上 
（ロ）P280形 (b)14以上 
（イ）P335形 (a)38以上 
（ロ）P280形 (b)14以上 
（イ）P335形 (a)60以上 
（ロ）P335形 (b)22以上 

（イ）P400形 (a)60以上 

（ロ）P335形 (b)22以上 
（イ）P450形 (a)60以上 
（ロ）P335形 (b)22以上 
（イ）P450形 (a)60以上 
（ロ）P400形 (b)22以上 

P850形 8.0以上 

75

100

100

100

100

125

125

100

125 125

5.5以上 

5.5以上 

5.5以上 

5.5以上 

5.5以上 

8.0以上 

100A 100mA　0.1s以下 

100A 100mA　0.1s以下 

125A 100mA　0.1s以下 

125A 100mA　0.1s以下 

75 75

100 100

100

P560形 

P630形 

P690形 

P500形 

P730形 

P800形 

75A 100mA　0.1s以下 

100A 100mA　0.1s以下 

100A 100mA　0.1s以下 

100

100 100

100

125 125

プルボックス (a)100以上 
（イ）P450形 (b)38以上 
（ロ）P450形 (c)38以上 

※4

※4

※4

※5

※5

※5

※5

P900形 8.0以上 150 150A 100mA　0.1s以下 150 150

主電源の配線太さおよび開閉器容量

●配線系統図（例）



3-78

（9）能力特性

■機種選定方法

（a）室内ユニットの選定
①各部屋（室内側）の熱負荷を算出ください。

②熱負荷と室内吸込空気温度補正により、室内ユニット形名を選定ください。空気補正線図はシステム内熱負荷の合計

値（Ｑｉ）に近い容量となる室外ユニットの線図を参照ください（標準能力表および空気条件変化による補正は設計

工事マニュアルをご参照ください）。

③システム全体の室内ユニット合計容量（Ｎ）を算出ください。

（b）室外ユニットの選定
①室内ユニット合計容量Ｎより室外ユニット容量（Ｘ）を仮設定ください。

室内ユニット合計容量Ｎは室外ユニットの接続容量範囲としてください。

②仮設定した容量Ｘの室外ユニット標準能力をＱｓとします。

※ 室内ユニット合計容量Ｎが室外ユニット容量Ｘの１００％を超える場合は、室外ユニット部分負荷能力表より、該

当する合計値Ｎに対応した能力を室外標準能力Ｑｓとしてください。

③室外標準能力Ｑｓに配管長補正、室外空気温度補正、霜取補正（暖房）を乗じて室外最大能力Ｑｍを算出してください。

配管長補正値は室内ユニット合計容量Ｎに応じて配管長補正より読み取った値としてください。

Ｑｍ＝Ｑｓ×配管長補正×室外空気温度補正×霜取補正（暖房時のみ）×分流コントローラー分岐口補正（冷房のみ）

室外空気温度補正、配管長補正、霜取補正は設計工事マニュアルをご参照ください。

室外空気温度補正

配管長補正

分流コントローラー補正（冷房のみ）

霜取補正（暖房のみ）

④室外最大能力Ｑｍ≧合計熱負荷Ｑｉであることを確認してください

Ｑｍ＜Ｑｉの場合は、Ｑｍ≧Ｑｉとなるよう、室外ユニット容量Ｘを見直してください。

⑤選定後、室外最大能力Ｑｍを各室内ユニット容量に応じて按分し、負荷≦能力となっていることを再確認ください。

負荷＞能力となっている場合、室外ユニット容量に余力がある場合には室内ユニットの容量を大きくし、①より再計

算ください。余力がない場合には室内ユニット容量と合わせて室外ユニットも大きくして①より再計算ください。

（c）注意事項
・外気温度の設定は、ショートサイクル等による室外ユニット周囲温度の上昇を考慮して設定ください。（屋上の集中
設置や、周囲に障害物がある場合などは外気温度４３℃での検討をお勧めします）

・室内ユニットの選定において顕熱負荷を考慮される場合は、１項において吸込空気温度補正とあわせて、カタログ等
に記載の室内ユニットの顕熱比に応じて機器の選定を行ってください。

上記（１），（２）について冷房／暖房両方で確認ください。 一方を満足しない場合は、両方
満足する室外容量Ｘを選定してください。
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（d）選定計算例
設計条件
＜冷房＞：室内設計乾球温度　２６℃／室内設計湿球温度　１８．５℃　

室外設計乾球温度　３６℃
冷房負荷　２つの部屋で各部屋１３ｋＷ

＜暖房＞：室内設計乾球温度　２１℃
室外設計湿球温度　５℃
暖房負荷：２つの部屋で各１５ｋＷ

＜その他＞：室内外配管相当長　５０ｍ
P112～Ｐ160室内ユニットは分岐口２箇所を合流して接続した場合

Ａ．冷房計算
（a）熱負荷が１室あたり１３ｋＷで、室内吸込空気温度補正を考慮して室内ユニット容量は１４０形を仮設定。
（合計負荷が２６ｋＷなので、空気補正線図は２８０形室外ユニットの線図を使用）

（b）室内ユニット合計容量Ｎが２８０のため室外ユニット容量Ｘは２８０形で仮設定。標準能力Ｑｓ＝２８ｋＷと
なります。

（c）２８０形室外ユニットの空気温度補正グラフと配管長補正グラフから、各補正値は次のようになります。
外気３６℃DB・・・・・能力補正係数０．９９（室内標準湿球温度１９℃の場合）
配管長５０ｍ・・・・・能力補正係数０．９３
＊この場合分流コントローラー補正はなしです

標準能力Ｑｓに室内／室外空気温度補正、配管長補正を加味すると室外最大能力Ｑｍは
Ｑｍ＝２８×０．９９×０．９３＝２５．７ｋＷ

熱負荷Ｑｉ（＝２６ｋＷ）＞Ｑｍと能力不足のため、室外ユニットの容量Ｘを１ランク大きい３３５形の室外　
ユニットで再計算します。

（d）３３５形の場合、室外空気温度補正は０．９９、配管長補正は室内ユニット合計容量Ｎが２８０形の値を読み
取ると０．９７となります。
室外標準能力Ｑｓは３３．５ｋＷより室外最大能力Ｑｍは

Ｑｍ＝３３．５×０．９９×０．９７＝３２．１ｋＷ＞Ｑｉ（２６ｋＷ）
となり、最大能力Ｑｍは条件を満足します。

（e）室内ユニット１台あたりに按分した室外最大能力を元に、室内吸込空気条件の補正を加味して室内側の熱負荷
を比較すると、吸込空気温度１８．５℃ＷＢの補正係数が０．９９（室外標準乾球温度３５℃の場合）のため、

３２．１ｋＷ×１４０／２８０×０．９９＝１５．８８ｋＷ＞熱負荷１３ｋＷ
と能力が上回っており、室内は１４０形２台、室外ユニットは３３５形と仮決めします。

Ｂ．暖房計算
冷房計算で仮決めした機種で暖房について計算します。
（a）冷房で仮決めした室外ユニット３３５形の標準能力Ｑｓ＝３７．５ｋＷとなります。

（b）暖房側の配管長補正、空気温度補正がそれぞれ、
外気５℃ＷＢ・・・・・能力補正係数１．００（室内標準乾球温度２０℃の場合）、霜取補正係数０．９６５
配管長５０ｍ・・・・・能力補正係数０．９７

より室外最大能力Ｑｍ＝３７．５×１．００×０．９６５×０．９７＝３５．１ｋＷ
暖房負荷Ｑｉ（３０ｋＷ）＜室外最大能力Ｑｍ（３５．１ｋＷ）となり、室外能力は満足しています。

（c）室外最大能力を按分した室内ユニット１台あたりの能力を確認すると、室内吸込空気温度２１℃ＤＢの補正係
数は１．０のため、

３５．１×１４０／２８０×１．０＝１７．５ｋＷ＞１部屋あたりの熱負荷１５ｋＷ
となり各室内ユニットは熱負荷以上の能力を満足します。

以上より機種選定結果は以下となります。
室内ユニット：１４０形×２台
室外ユニット：Ｐ３３５形



3-80

熱負 荷 ( Ｑ ｉ ) 設定 

室内 吸 込 空 気 温 度 補正 

各室 内 ユ ニ ッ ト 容 量 設 定 

室内 ユ ニ ッ ト 合 計 容量 ( Ｎ ) 算 

室外 ユ ニ ッ ト 容量 ( Ｘ ) 設定 

室外 ユ ニ ッ ト 標 準 能 力 （ Ｑ ｓ） 
に室 外 温 度 ・ 配 管 長 で 補 正 して 
補正 能 力 （ Ｑ ｍ ） 算出 

熱負 荷 Ｑ ｉ ＞ 補 正 能 力 Ｑｍ 室外 ユ ニ ッ ト 容 量 １ランクアップ 

室外 補 正 能 力 （ Ｑ ｍ ） を 室 内ユ 
ニッ ト 毎 に 按 分 

按分 し た 能 力 に 、 室 内 空 気 温度 
補正 を 行 い 、 熱 負 荷 以 上 か 再確 

NO

YE S 

終了 （ 冷 房 、 暖 房 で 実 施） 

〈計算フロー〉 
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（10）冷媒配管設計

■16分岐以下の場合＜分流コントローラー標準機または親機のみ使用時＞
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） 

分流コントローラー（親機）－最遠室内ユニット間高低差（m） 

図1. 分流コントローラー－室内ユニット高低差と枝管長 

室外ユニット 

 分流コントローラー 

レデューサ （P22～P56形） 
(分流コントローラー付属品)

B 

d 

c 
合流管セット 
(CMY-R160-FA） 

※室外ユニットP450形以上の場合、 必ず  
   分流コントローラー親機を使用してください。 

分岐管 
（CMY-Y102S-D） 

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 

室内ユニット 

（P22～P90形） （P112～P280形） 1分岐口に最大3台まで 
合計容量P90以下 

配
管
長 

高
低
差 

配 管 総 延 長  
最 遠 配 管 長  
室外－分流コントローラー間 
分流コントローラー－室内間 
　 　 　 　 　 　 室 外 上  
室 内 － 室 外 間 　 　 　 　  
　 　 　 　 　 　 室 外 下

 

室内－分流コントローラー間  
室 内 － 室 内 間  

項　　目 配管部位 
A＋B＋a＋b＋c＋d 

A＋B＋d 
A 
B＋d  
H 
H' 
h1 
h2

 ※配管総延長制約（P3-84）を参照ください。 
165m以下（相当長190m以下） 

110m以下 
40m以下 ※1 
50m以下 
40m以下 

15m（10m）以下 ※2 
15m（10m）以下 ※2

許容値 

※1. 分流コントローラー－最遠室内ユニット（P280形は除く）間配管長が40mを越える場合、図1.高低差と枝管長を参照ください。  
※2. 室内ユニットの接続容量が、P224形以上の場合は、（     ）内数値になります。  
  
注1. P112～P160形室内ユニットを接続する場合、通常は別売品の合流管キット（形名：CMY-R160-FA）を使用し、分岐口2箇

所を合流した後接続してください。  
（その際には分流コントローラーDIP-SW4-6をONしてください。）  
P112～P160形室内ユニットを分岐口1箇所に接続することも可能です。（その際には分流コントローラーDIP-SW4-6を
OFFしてください。）但し、冷房能力が多少低下します。  
（工場出荷時はDIP-SW4-6はOFF設定となっています。）  

注2. P224, P280形室内ユニットと他の容量の室内ユニットと同一分岐口で接続しないでください。  
注3. 同一分岐口に複数の室内ユニットを接続する場合、それぞれの室内ユニットで同時に冷房・暖房運転をすることはできません。 
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■16分岐を超える場合や複数の分流コントローラーを設置する場合（室外ユニットP450形以下）
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分流コントローラー（親機）－最遠室内ユニット間高低差（m） 

図1. 分流コントローラー－室内ユニット高低差と枝管長 

配
管
長 

高
低
差 

配 管 総 延 長  
最 遠 配 管 長  
室外－分流コントローラー間 
分流コントローラー－室内間 
　 　 　 　 　 　 室 外 上  
室 内 － 室 外 間 　 　 　 　  
　 　 　 　 　 　 室 外 下

 

室内－分流コントローラー間  
室 内 － 室 内 間  
分流コントローラー（親機もしくは子機） 
－分流コントローラー（子機）間 

項　　目 配管部位 
A＋B＋C＋D＋E＋a＋b＋c＋d＋e＋f 

A＋C＋E＋f 
A 

B＋d もしくは C＋D＋e もしくは C＋E＋f 
H 
H' 
h1 
h2 

h3

※配管総延長制約（P3-84）を参照ください。 
165m以下（相当長190m以下） 

110m以下 
40m以下 ※1 
50m以下 
40m以下 

15m（10m）以下 ※2 
15m（10m）以下 ※2 

15m以下 

許容値 

※1. 分流コントローラー－最遠室内ユニット（P280形は除く）間配管長が40mを越える場合、図1.高低差と枝管長を参照くださ
い。 

※2. 室内ユニットの接続容量が、P224形以上の場合は、（     ）内数値になります。  
 
注1. 分岐数が16分岐を超える場合は、分流コントローラーが2～3台（親機・子機）必要となり、かつ分流コントローラー間の配管

は3管となります。 
注2. 分流コントローラー子機を2台接続する場合は、上記許容値の内数としてください。  
注3. 分流コントローラー子機を2台接続する場合、2台の分流コントローラー子機は並列に設置ください。 
注4. P112～P160形室内ユニットを接続する場合、通常は別売品の合流管キット（形名：CMY-R160-FA）を使用し、分岐口2箇

所を合流した後接続してください。 
（その際には分流コントローラーDIP-SW4-6をONしてください。）  
 P112～P160形室内ユニットを分岐口1箇所に接続することも可能です。（その際には分流コントローラーDIP-SW4-6を
OFFしてください。）但し、冷房能力が多少低下します。 
（工場出荷時はDIP-SW4-6はOFF設定となっています。） 

注5. P224, P280形室内ユニットと他の容量の室内ユニットと同一分岐口で接続しないでください。  
注6. 同一分岐口に複数の室内ユニットを接続する場合、それぞれの室内ユニットで同時に冷房・暖房運転をすることはできません。 
注7. 分流コントローラー子機CMB-P･GBタイプへの室内ユニット接続可能合計容量（GBタイプ2台接続時は2台分の合計）は

P400形以下です。 
分流コントローラー子機CMB-P1016HBへの室内ユニット接続可能合計容量はP400形以下ですが、少なくとも1台CMB-
P1016HBを使用する場合、子機2台接続時の2台分の室内ユニット接続可能合計容量はP500以下です。 

室外ユニット 

分流コントローラー親機 

分流コントローラー子機 

分流コントローラー子機 

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 

室内ユニット 

室内ユニット 

分岐管 
（CMY-Y202-D1） 
（CMY-Y102L-D1） 
（CMY-Y102S-D） 

レデューサ （P22～P56形） 
(分流コントローラー付属品)

分岐管 
（CMY-Y102S-D） 

a 

C 

b 

H H' 

h1 
h1 

B 

c d f 

h3 

D 

E 

A e h1 

h2 

（P22～P90形） （P112～P280形） 1分岐口に最大3台まで 
合計容量P90以下 

合流管セット 
(CMY-R160-FA） 



3-83

ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン 

シ
テ
ィ
マ
ル
チ
R
2 

E 

e
c
o 

室
外
ユ
ニ
ッ
ト（
2
管
式
冷
暖
同
時
）／
高
C
O
P
タ
イ
プ 

■16分岐を超える場合や複数の分流コントローラーを設置する場合（室外ユニットP500形以上）

分流コントローラー親機 
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分流コントローラー（親機）－最遠室内ユニット間高低差（m） 

図1. 分流コントローラー－室内ユニット高低差と枝管長 

配
管
長 

高
低
差 

配 管 総 延 長  
最 遠 配 管 長  
室外－分流コントローラー間 
分流コントローラー－室内間 
室 外 － 室 外 間  
　 　 　 　 　 　 室 外 上  
室 内 － 室 外 間 　 　 　 　  
　 　 　 　 　 　 室 外 下

 

室内－分流コントローラー間  
室 内 － 室 内 間  
分流コントローラー（親機もしくは子機） 
－分流コントローラー（子機）間
室 外 － 室 外 間  

項　　目 配管部位 
F＋G＋A＋B＋C＋D＋E＋a＋b＋c＋d＋e＋f 

F（G）＋A＋C＋E＋f 
F（G）＋A 

B＋d もしくは C＋D＋e もしくは C＋E＋f 
F＋G  
H 
H' 
h1 
h2 

h3
 
 
h4

※配管総延長制約（P3-84）を参照ください。 
165m以下（相当長190m以下） 

110m以下 
40m以下 ※1 
5m以下 
50m以下 
40m以下 

15m（10m）以下 ※2 
15m（10m）以下 ※2 

15m以下
 

 
0.1m以下 

許容値 

※1. 分流コントローラー－最遠室内ユニット（P280形は除く）間配管長が40mを越える場合、図1.高低差と枝管長を参照ください。 
※2. 室内ユニットの接続容量が、P224形以上の場合は、（     ）内数値になります。  
 
注1. 分岐数が16分岐を超える場合は、分流コントローラーが2～3台（親機・子機）必要となり、かつ分流コントローラー間の配管

は3管となります。 
注2. 分流コントローラー子機を2台接続する場合は、上記許容値の内数としてください。 
注3. 分流コントローラー子機を2台接続する場合、2台の分流コントローラー子機は並列に設置ください。 
注4. P112～P160形室内ユニットを接続する場合、通常は別売品の合流管キット（形名：CMY-R160-FA）を使用し、分岐口2箇

所を合流した後接続してください。 
（その際には分流コントローラーDIP-SW4-6をONしてください。） 
P112～P160形室内ユニットを分岐口1箇所に接続することも可能です。（その際には分流コントローラーDIP-SW4-6を
OFFしてください。）但し、冷房能力が多少低下します。（工場出荷時はDIP-SW4-6はOFF設定となっています。） 

注5. P224, P280形室内ユニットと他の容量の室内ユニットと同一分岐口で接続しないでください。 
注6. 同一分岐口に複数の室内ユニットを接続する場合、それぞれの室内ユニットで同時に冷房・暖房運転をすることはできません。 
注7. 分流コントローラー子機CMB-P･GBタイプへの室内ユニット接続可能合計容量（GBタイプ2台接続時は2台分の合計）は

P400形以下です。分流コントローラー子機CMB-P1016HBへの室内ユニット接続可能合計容量はP400形以下ですが、
少なくとも1台CMB-P1016HBを使用する場合、子機2台接続時の2台分の室内ユニット接続可能合計容量はP500以下です。 

（P22～P90形） （P112～P280形） 1分岐口に最大3台まで 
合計容量P90以下 

合流管セット 
(CMY-R160-FA） 

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 

室内ユニット 

室内ユニット 

h1 

h3 

h1 

h2 

f 

D 

E 

e 

分流コントローラー子機 

分流コントローラー子機 

分岐管キット 
（室外ユニットP730以下：CMY-R100BK 
  室外ユニットP800以上：CMY-R200BK） 
分岐管キットは低圧側のみ室外ユニット内部での接続となります。 
異容量組合せの場合には、容量の大きい室外ユニットに接続ください。 

分岐管 
（CMY-Y202-D1） 
（CMY-Y102L-D1） 
（CMY-Y102S-D） 

分岐管 
（CMY-Y102S-D） 

a 

C 

b 
B 

c d 

A 

G F 

h4 

室外ユニット1
室外ユニット2

H H' 

h1 
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図2. 配管総延長制約
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（11）据付工事

1）単独設置の場合

〈単位：mm〉

①ユニットを設置する場合、下図に示すように必要な空間を確保してください。
②ユニット周囲の壁高さが高さ制約を超えた場合、超えた分の寸法〈h〉を表中の通りLおよびWの寸法に加算し
てください。

(イ) ユニット周囲の壁が高さ制約より低い場合

(ハ) ユニット周囲の壁のいずれかまたは全てが高さ制約より〈h〉高い場合

(ロ) 上方に障害物がある場合

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

500以下 

450以上 

L

W

W

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

h

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

500以下 

450＋h以上 

L

W

W

h

240以上 
45°以上 

50

吹出ガイド 
（現地手配） 

1000以上 

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 450＋h以上 

L

W

W

h

500
ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

h

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

h

500

450＋h以上 

L

W

W

h

背面スペース：小 

側面スペース：小 

条件 

100以上 

300以上 

50以上 

15以上 

L W

背面スペース：小 

側面スペース：小 

条件 

100＋h以上 

300＋h以上 

50＋h以上 

15＋h以上 

L W
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2）集中設置・連続設置の場合
①多数のユニットを設置する場合、通路や風の流通を考慮して、各ブロック間に下図のスペースを確保してくだ
さい。※印部（ユニットの2方向）は、スペースを空けておくこと。

②単独設置の場合と同様に壁高さ制約を超えた分の寸法〈h〉を、ユニット前・後のスペース寸法に加算してく
ださい。

③ユニット前後に壁がある場合は、6台毎に吸込スペース兼通路スペースとして1000mm以上とってください。

h
500

※ 
300＋h以上 

450＋h以上 

※ 

h

30以上 

ユニット 
全高 

h

15＋h以上 

ユニット 
全高 

450以上 

450以上 

h
500

※ 
100＋h以上 

450＋h以上 

※ 

h

100以上 

ユニット 
全高 

h
500

※ 

※ 

h
500

300 
＋h以上 

900以上 

300 
＋h以上 

450＋h以上 

h

450以上 

450以上 

h

500

※ 

100＋h以上 

※ 

ユニット 
全高 

h
500

h

ユニット全高 

300 
＋h以上 

900以上 

1000 
＋h以上 

※ 

※ 

(イ) 横方向連続設置
●側面スペース最小の場合 ●背面スペース最小の場合

(ロ) 前後方向連続設置
●前後に壁がある場合 ●横方向に壁がある場合

(ハ) 2列連続設置
●前後に壁がある場合 ●L字状に壁がある場合

〈単位：mm〉



3-87

ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン 

シ
テ
ィ
マ
ル
チ
R
2 

E 

e
c
o 

室
外
ユ
ニ
ッ
ト（
2
管
式
冷
暖
同
時
）／
高
C
O
P
タ
イ
プ 

■別売部品一覧表 

部　品　名 
トリョウクミタテ 

部　品　コ　ー　ド 
R61 A45010

仕　　様 
5Y 8/1

■サービス部品（補修塗料） 

■分流コントローラー用オプション 

形　名 

PAC-KK95DP

PAC-KK96DP

PAC-KK95DP

PAC-KK96DP

PAC-KP56FAC

室外ユニット形名 
・P500～P730形 
　CMY-R100BK 
・P800～P900形 
　CMY-R200BK

PAC-KP55FAC

アクティブフィルター※ 

本体 取付部品 
集中ドレンパン 圧力計 分岐管キット 

PURY-P224CM-E1 

PURY-P280CM-E1 

PURY-P335CM-E1 

PURY-P400CM-E1 

PURY-P450CM-E1 

PURY-P224SCM-E1 

PURY-P280SCM-E1 

PURY-P335SCM-E1 

PURY-P400SCM-E1 

PURY-P450SCM-E1

PAC-KK65PG

PAC-KP50AAC

PAC-KP50AAC

PAC-KP56FAC

PAC-KP55FAC

部　品　名 区　　分 形　名 

合流管キット 

 

分岐管 

 

ドレンアップメカ 

バルブキット 

CMY-R160-FA 

CMY-Y102S-D 

CMY-Y102L-D1 

CMY-Y202-D1 

PAC-KA40DM 

PAC-KA98VK

 

P224以下 

P225～P450 

P451～P500

下流側室内ユニット 
合計容量 

※経済産業省で定める「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波印制対策ガイドライン」において、高調波流出電流が高調波流出電流の 

　上限値を超える場合に設備全体での対策と合わせ、採用をご検討ください。 

部　品　名 形　　名 
外部入力用アダプター 
外部出力用アダプター 
Web対応集中コントローラー 

スケジュールタイマー 
液晶レスタイプ 

ON/OFFリモコン 
システムリモコン 
グループリモコン 
伝送線用給電ユニット 
伝送線用給電拡張ユニット 
拡張コントローラー 

PAC-SC36NA
PAC-SC37SA
G-150AD
GB-50
PAC-YT34ST-W
PAC-YT40ANR-W
PAC-SF44SR-W
PAC-SC30GR-W
PAC-SC51KU
PAC-SF46EP
PAC-YG50EC

■室外ユニットシステムオプション 

●三菱電機システムサービス株式会社 
　・北日本支社（022）238-1761　・北海道支店（011）890-7515　・東京機電支社（03）3454-5511 
　・中 部 支 社（052）722-7602　・北 陸 支 店（076）252-9519　・関西機電支社（06）6454-0281 
　・中四国支社（082）285-2111　・四 国 支 店（087）831-3186　・九 州 支 社（092）483-8207 
※詳しくはホームページをご覧ください。 

URL ： http://www.melsc.co.jp

防雪フードは下記でも取扱っておりますので、直接お問い合わせください。 

●株式会社ヤブシタ 
TEL : 011-820-5051　FAX : 011-820-5052 
〒003-0813　北海道札幌市白石区菊水上町3条3丁目52-217 
※詳しくはホームページをご覧ください。 

URL : http://www.yabushita-kikai.co.jp

（12）別売部品表
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〈2〉高COPタイプ
（1）仕様

■EP224～EP450形

（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。
（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。
（注3） ※2の分岐管キットはEP450、EP500形のみの対象となります。

φ19.05

φ15.88

φ19.05

φ15.88

φ22.2
ロウ付
φ19.05
ロウ付

φ19.05
ロウ付
φ15.88
ロウ付

プロペラ
ファン×1

全密閉形
× １

全密閉形
× １

全密閉形
× １

全密閉形
× １

プロペラ
ファン×1

プロペラ
ファン×1

プロペラ
ファン×1

室外ユニット形名 PURY-EP224CM-E PURY-EP280CM-E PURY-EP335CM-E PURY-EP400CM-E PURY-EP450SCM-E PURY-EP500SCM-E

電 源 三相　200V 50/60Hz

冷房能力 kW 22.4 28.0 33.5 40.0 45.0 50.0

暖房能力 kW 25.0 31.5 37.5 45.0 50.0 56.0

暖房低温能力 ※１ kW 20.0 25.0 28.8 36.0 40.0 45.0

冷　房 kW 5.62 7.72 8.74 12.96 11.36 13.48

消費電力 暖　房 kW 6.24 7.85 9.45 12.42 12.61 14.24

電 暖房低温 ※1 kW 6.20 8.32 9.01 11.81 13.33 14.71

気
電　流

冷　房 Ａ 18.02 24.76 28.03 41.56 36.43 43.23

特 暖　房 Ａ 20.01 25.17 30.31 39.83 40.44 45.67

性
力　率

冷　房 ％ 90 90 90 90 90 90

暖　房 ％ 90 90 90 90 90 90

始動電流 Ａ 15 15 15 15 30（電源渡り接続時） 30（電源渡り接続時）

熱交換器形式 クロスフィンチューブ

構成ユニット形名

圧　形式 × 個数 全密閉形 × １

縮　電動機出力 kW 5.4 7.0 8.0 10.3 5.4 5.4 7.0 5.4

機 始動方式 インバーター始動

クランクケースヒーター kW 0.035 0.045 0.045 0.045 0.035 0.035 0.045 0.045

送 形式×個数 プロペラファン×１

風 風　量 m3/min 185 225 225 225 185 185 225 185

機 電動機出力 kW 0.46 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92

法定冷凍トン トン 2.79 3.94 4.22 5.12 2.79 2.79 3.94 2.79

霜取方法 リバースサイクル

高圧保護 圧力センサー・圧力開閉器（4.15MPa）

保護装置 圧縮機／送風機 過電流保護・過昇保護／温度開閉器

インバーター回路 過電流保護・過昇保護

冷媒配管寸法 低圧管 mm － φ28.58ロウ付 φ28.58ロウ付

（主管） 高圧管 mm － φ22.2ロウ付 φ22.2ロウ付

冷媒配管寸法 低圧管 mm φ19.05ロウ付 φ22.2ロウ付 φ22.2ロウ付 φ25.4ロウ付

（ユニット連絡管） 高圧管 mm φ15.88ロウ付 φ19.05ロウ付 φ19.05ロウ付 φ19.05ロウ付

騒音値 dB[A特性] 56 57 59 60 59 60

外　装（マンセルＮｏ.） 溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂　色：マンセル　5Ｙ8／1）

高　さ mm 1650 1650 1650 1650 1650 1650 1650 1650

外形寸法 幅 mm 920 1220 1220 1220 920 920 1220 920

奥　行 mm 760 760 760 760 760 760 760 760

製品質量 kg 230 260 260 260 235 235 265 235

取付可能部品 圧力計・防雪フード・集中ドレンパン・アクティブフィルター・伝送線用給電拡張ユニット・分岐管キット※2

PURY-EP
224SCM-E

PURY-EP
224SCM-E

PURY-EP
280SCM-E

PURY-EP
224SCM-E
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■EP560～EP730形

室外ユニット形名 

電　　　源 

冷房能力 

暖房能力 

暖房低温能力※1

消費 

電力 

電流 

力率 

冷房 

暖房 

暖房低温※1

外形寸法 

冷房 

暖房 

冷房 

暖房 

始動電流 

熱交換器形式 

構成ユニット形名 

形式×個数 

電動機出力 

始動方式 

形式×個数 

風量 

電動機出力 

クランクケースヒーター 

法定冷凍トン 

霜取方法 

高圧保護 

圧縮機/送風機 

インバーター回路 

低圧管 

高圧管 

低圧管 

高圧管 

保護 

装置 

冷媒配管寸法 

（主管） 

冷媒配管寸法 

（ユニット連絡管） 

電
気
特
性 

圧
縮
機 

送
風
機 

高さ 

幅 

奥行　 

製品質量 

取付可能部品 

PURY-EP560SCM-E 

  

56.0  

63.0  

50.0  

15.44  

15.70  

15.63  

49.52  

50.35  

90  

90  

30（電源渡り接続時） 

PURY-EP630SCM-E 

  

63.0  

69.0  

53.8  

16.79  

17.65  

16.76  

53.85  

56.61  

90  

90  

30（電源渡り接続時） 

三相　200V　50/60Hz

PURY-EP690SCM-E 

  

69.0  

76.5  

60.0  

17.83  

19.28  

18.72  

57.18  

61.84  

90  

90  

30（電源渡り接続時） 

PURY-EP730SCM-E 

  

73.0  

81.5  

65.0  

22.14  

22.31  

21.28  

71.01  

71.55  

90  

90  

30（電源渡り接続時） 

騒音値 

外装（マンセルNo.） 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ25.4ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

% 

% 

A 

 

 

 

kW 

 

kW 

 

m3/min 

kW 

トン 

 

 

 

 

mm 

mm 

mm 

mm 

dB［A特性］ 

 

mm 

mm 

mm 

kg 

 

φ28.58ロウ付 

φ22.2ロウ付 

 

 

60

φ28.58ロウ付 

φ25.4ロウ付 

 

 

61

φ28.58ロウ付 

φ25.4ロウ付 

 

 

62

φ28.58ロウ付 

φ25.4ロウ付 

 

 

62.5 

クロスフィンチューブ 

 

 

 

インバータ始動 

 

 

 

 

 

リバースサイクル    

圧力センサー・圧力開閉器（4.15MPa）       

過電流保護・過昇保護/温度開閉器       

過電流保護・過昇保護 

 

 

 

 

 

溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂  色：マンセル 5Y8/1） 

 

 

 

 

圧力計・防雪フード・集中ドレンパン・アクティブフィルター・伝送線用給電拡張ユニット・分岐管キット 

PURY-EP280 
SCM-E

PURY-EP280 
SCM-E

PURY-EP335 
SCM-E

PURY-EP280 
SCM-E

PURY-EP335 
SCM-E

PURY-EP335 
SCM-E

PURY-EP400 
SCM-E

PURY-EP335 
SCM-E

全密閉形×1 

7.0 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.92 

3.94

全密閉形×1 

7.0 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.92 

3.94

全密閉形×1 

8.0 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.92 

4.22

全密閉形×1 

7.0 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.92 

3.94

全密閉形×1 

8.0 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.92 

4.22

全密閉形×1 

8.0 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.92 

4.22

全密閉形×1 

10.3 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.92 

4.22

全密閉形×1 

8.0 

 

0.045 

プロペラファン×1 

225 

0.92 

4.22

1650 

1220 

760 

265

1650 

1220 

760 

265

1650 

1220 

760 

265

1650 

1220 

760 

265

1650 

1220 

760 

265

1650 

1220 

760 

265

1650 

1220 

760 

265

1650 

1220 

760 

265

（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。
（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。
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（2）外形寸法図

●PURY-EP224CM-E形

●PURY-EP224SCM-E形
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※1・・・現地配管を拡管して直接操作弁にろう付してください。 
※2・・・付属の接続管をご使用ください。 

＜付属品＞（下記記載のユニットのみに付属） 
●冷媒＜低圧＞接続管 ・・・・・・・・・・1個 
　　 ・EP224CM形、EP224SCM形・・・・付属品内に同梱 
●冷媒＜高圧＞接続管 ・・・・・・・・・・1個 
　　 ・EP224CM形・・・・・・・・・・・付属品内に同梱 

φ19.05ろう付 
φ22.2ろう付 

φ15.88ろう付 
φ19.05ろう付 

低圧側 高圧側 

操作弁接続口仕様 
低圧側 高圧側 
Ｂ Ａ 

操作弁位置寸法 
接続管仕様 

形　名 

EP224SCM形 
EP224CM形 ※2

※1
※2

※2
263
263

261
261

冷媒操作弁＜高圧＞ 
冷媒操作弁＜低圧＞ 

2×2－14×20長穴 

サービスパネル 
　　 ノックアウト穴 
＜圧力計(別売品)取付用＞ 

制御BOX

冷媒操作弁＜低圧＞ 

冷媒操作弁＜高圧＞ 

＜防雪フード（別売品）取付用穴＞ 

2X5-φ4.6穴 
(樹脂部の開口加工必要） 

配管用 

電源配線用 

伝送用配線 

前面通し穴 

前面通し穴 
前面通し穴 

前面通し穴 

前面通し穴（別売品分岐管キット組込時使用） 
底面通し穴 

底面通し穴 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 

ＮＯ． 用途 仕様 

注１．ユニット周囲の必要空間と基礎施工時の注意事項は、 
　　　P3-85を参照ください。 
　２．ろう付け時は、操作弁本体へ濡れタオル等を巻き、 
　　　本体温度が120℃以上にならない様にしてください。 

140×77ノックアウト穴 
Φ45ノックアウト穴 
150×92ノックアウト穴 
Φ65もしくはΦ40ノックアウト穴 
Φ52もしくはΦ27ノックアウト穴 
Φ52ノックアウト穴 
Φ34ノックアウト穴 

140271

235

1
4
6

150271

94
84

空気 
吸込 

空気 
吸込 
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5525 2555
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）
 

（据付ピッチ） 

冷媒操作弁＜低圧＞ 

冷媒操作弁＜高圧＞ 
冷媒操作弁＜低圧＞ 
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14
5

26
3

14
5

※1・・・現地配管を拡管して直接操作弁にろう付してください。 
※2・・・付属の接続管をご使用ください。 

＜付属品＞（下記記載のユニットのみに付属） 
●冷媒＜低圧＞接続管・・・・・・・・・・・・・・1個 
　　 ・EP280形、EP335形 ・・・・・・・・・付属品内に同梱　 
●冷媒＜高圧＞接続管・・・・・・・・・・・・・・1個 
　　　　　　　エルボ(ID19.05XOD19.05) ・・1個 
　　 ・EP280形、EP335形、EP400形・・・・付属品内に同梱 

φ19.05ろう付 
φ19.05ろう付 
φ19.05ろう付 
φ19.05ろう付 
φ19.05ろう付 
φ19.05ろう付 

φ22.2ろう付 

φ22.2ろう付 

φ22.2ろう付 

φ22.2ろう付 

φ25.4ろう付 

φ25.4ろう付 

EP335CM形 
EP280CM形 

EP280SCM形 
EP400ＣＭ形 

EP335SCM形 
EP400SCM形 

形　名 

接続管仕様 
操作弁接続口仕様 

高圧側 低圧側 

※2

※2

※2

※2

※2

※2

※2

※2
※1

※1

※2

※2

2×2－14×20長穴 

　　　　ノックアウト穴 
＜圧力計(別売品)取付用＞ 

制御ＢＯＸ 

サービスパネル 

2X5-φ4.6穴 
（樹脂部の開口加工必要） 
＜防雪フード（別売品）取付用穴＞ 

仕様 用途 ＮＯ． 

⑦ 

⑤ 
④ 
③ 

① 

Φ34ノックアウト穴 
Φ65ノックアウト穴 
Φ52もしくはΦ27ノックアウト穴 
Φ65もしくはΦ40ノックアウト穴 

Φ45ノックアウト穴 
140×77ノックアウト穴 

底面通し穴 

前面通し穴（別売品分岐管キット組込時使用） 

前面通し穴 

前面通し穴 
前面通し穴 

前面通し穴 

伝送用配線 

電源配線用 

配管用 
② 

底面通し穴 150×94ノックアウト穴 

⑥ 

注1．ユニット周囲の必要空間と基礎施工時の注意事項は、 
　　　P3-85を参照ください。 
　2．ろう付け時は、操作弁本体へ濡れタオル等を巻き、 
　　　本体温度が120℃以上にならない様にしてください。 

●PURY-EP280, 335, 400CM-E形

●PURY-EP280, 335, 400SCM-E形



3-91

ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン 

シ
テ
ィ
マ
ル
チ
R
2 

E 

e
c
o 

室
外
ユ
ニ
ッ
ト（
2
管
式
冷
暖
同
時
）／
高
C
O
P
タ
イ
プ 

●PURY-EP450SCM-E形

分岐管キット～ 
　　　室外ユニット 

ユニット形名 

EP224形 

d または fc または e
低圧側 高圧側 

分岐管キット（高圧） 
＜別売品＞ 

分岐管キット（低圧） 
＜別売品＞ 

16
50

92030920760

φ22.2φ19.05

正面図 

左側面図 

空気 
吸込 

空気吹出 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

室外ユニット２ 室外ユニット１ 

分流コントローラーへ 

分流コントローラーへ 

b

ae

f

c

d

分岐管の配管サイズ 
セット形名 

構成ユニット形名 室外ユニット１ 
室外ユニット２ 

PURY-EP224SCM-E
PURY-EP224SCM-E

PURY-EP450SCM-E

分流コントローラー 
　　～分岐管キット 

分岐管キット形名(別売品)
高圧 
低圧 

a
b

CMY-R100BK
φ22.2

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キット（高圧）の傾きは水平面に対して±15°以内にしてください。 
　3.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。 
　4.分岐部手前（図中ａ部）の配管は直管部500ｍｍ以上を確保して施工してください。 
　  （※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて500ｍｍ以上） 
　5.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 

φ28.58

分岐管キット～ 
　　　室外ユニット 

ユニット形名 
低圧側 高圧側 

c または e d または f

EP280形 
EP224形 

d

c

f

e

b

a

分流コントローラーへ 

分流コントローラーへ 
分岐管キット（高圧） 
＜別売品＞ 

分岐管キット（低圧） 
＜別売品＞ 

16
50

9201220 30760

φ22.2
φ19.05 φ22.2
φ19.05

空気吹出 

空気 
吸込 

左側面図 

正面図 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

室外ユニット２ 室外ユニット１ 

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キット（高圧）の傾きは水平面に対して±15°以内にしてください。 
　3.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。 
　4.分岐部手前（図中ａ部）の配管は直管部500ｍｍ以上を確保して施工してください。 
　  （※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて500ｍｍ以上） 
　5.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 

CMY-R100BK
PURY-EP224SCM-E
PURY-EP280SCM-E
PURY-EP500SCM-E

φ22.2
φ28.58b

a
低圧 
高圧 

分岐管キット形名(別売品)
分流コントローラー 

～分岐管キット 

室外ユニット２ 
室外ユニット１ 構成ユニット形名 

セット形名 
分岐管の配管サイズ 

●PURY-EP500SCM-E形
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●PURY-EP560, 630, 690, 730SCM-E形

低圧側 高圧側 ユニット形名 
d または fc または e

分岐管キット～ 
室外ユニット 

EP280形 
EP335形 
EP400形 

分岐管キット（高圧） 
＜別売品＞ 

分流コントローラーへ 

分流コントローラーへ 

分岐管キット（低圧） 
＜別売品＞ 

16
50

a

b

e

f

c

d

760 301220 1220

φ22.2
φ25.4

φ22.2
φ19.05
φ19.05

φ19.05

正面図 

左側面図 

空気 
吸込 

空気吹出 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

室外ユニット１ 室外ユニット２ 

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キット（高圧）の傾きは水平面に対して±15°以内にしてください。 
　3.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。 
　4.分岐部手前（図中ａ部）の配管は直管部500ｍｍ以上を確保して施工してください。 
　  （※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて500ｍｍ以上） 
　5.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 

分岐管の配管サイズ 
セット形名 

構成ユニット形名 室外ユニット１ 
室外ユニット２ 

分流コントローラー 
～分岐管キット 

分岐管キット形名(別売品)
高圧 
低圧 

a
b

PURY-EP630SCM-EPURY-EP560SCM-E
PURY-EP335SCM-EPURY-EP280SCM-E
PURY-EP280SCM-EPURY-EP280SCM-E

PURY-EP335SCM-E PURY-EP400SCM-E
PURY-EP335SCM-E PURY-EP335SCM-E

PURY-EP690SCM-E PURY-EP730SCM-E

CMY-R100BK
φ25.4φ22.2

φ28.58
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（3）機外配線図

●PURY-EP224, 280, 335, 400CM-E

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

注８ 

プルボックス 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

電源 
単相100V
または 
単相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

注9,注10

注9,注10

注9,注10

注５ 

注７ 

注７ 

注６ 

注７ 

注７ 
注６ 

注３ 

注４ 注４ 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送線用給電拡張ユニット必要台数です。 
　分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算 
　できます。 

１０．分岐口数が１６分岐以下の場合、分流コントローラーＧタイプを接続してください。 
　　　分岐口数が１６分岐を超える場合、分流コントローラーＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。 

接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット接続台数 
　　（Ｎ１)を２０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２６台）以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ２）を１９台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２５台）以下にしてください。 
　　分流コントローラーは、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、 
　　　分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの 
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

２１～３９台 ４０台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
２台 

２７～４０台 

１台 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子に接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。 
　　　その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットの 
　　　アース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用給電拡張ユニット必要台数は、 
　　　〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一になります。）MAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡリモコン線を渡り配線して 
　　　ください。 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ａ,Ｂ)
Ｓ 

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ 

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ 

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ 

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

ＴＢ０２ 
(Ａ,Ｂ)
Ｓ 

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

Ｎ１　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ 

ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2

５４．１ 
３９．３ 
３４．７ 
２５．３ 

＜Ａ＞ 

最大電流 

５.５以上 ２２以上 ６０ ６０ ６０ 60A 100mA 0.1s以下 

３.５以上 ５０ 
４０ 

５０ 
５.５以上 ２２以上 ６０ ６０ ６０ 

１４以上 ６０ 
３.５以上 ８以上 ４０ ６０ 

60A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

＊１、＊２ 
漏電遮断器 

過電流保護器 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

開閉器容量 

手元開閉器 

＊３ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 
＜Ａ＞ 

電源配線太さ 

＜mm2＞ ＜mm2＞ 

接地線太さ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

別の系統ヘ 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

(R,S,T)

CN41→CN40差換え 
室外ユニット 

システムコントローラー 

電源 
三相２００Ｖ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

＜漏電遮断器＞ 

ＴＢ１ 

アース 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

＜漏電遮断器＞ 
＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

電源 
単相または 
三相200V

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製 
　　 NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用 
　　 遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

PURY-EP400CM-E
PURY-EP335CM-E
PURY-EP280CM-E
PURY-EP224CM-E

形 名 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ２ 

ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ 

ＴＢ２ 

ＴＢ３ 

ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

(１,２)

(１,２)

(Ａ,Ｂ)

(Ａ,Ｂ)

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ 

ＴＢ５ 

ＴＢ１５ 

ＴＢ１５ 

Ｅ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

アース 

注８ 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

電源 
単相100V
または 
単相200V

プルボックス 

注６ 
注５,注１０ 

注７ 注７ 

注７ 

注６ 

注６ 

注４ 注４ 

注３ 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

１１．分岐口数が１６分岐以下の場合、分流コントローラＧタイプを接続してください。 
　　　分岐口数が１６分岐を超える場合、分流コントローラＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送線用給電拡張ユニット 
　必要台数です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー 
　１台につき、室内ユニット２台を加算できます。 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

１台 

１５～３４台 ３５～４０台 

２台 
伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 

２７～４０台 １１～２６台 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ１)を１０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：１４台） 
　　以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続台数（Ｎ２，Ｎ３）を１６台 
　　（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）以下にしてください。 
　　分流コントローラーは、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラー 
　　　の台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を 
　　　加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず 
　　　伝送線用給電拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 
接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子に接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　 （ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　 伝送線最遠長の内数としてください。） 

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　 （ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 

形 名 

PURY-EP224CM-E
PURY-EP280CM-E
PURY-EP335CM-E
PURY-EP400CM-E

接地線太さ 

＜mm2＞ ＜mm2＞ 

電源配線太さ 

＜Ａ＞ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 

＊３ 

手元開閉器 

開閉器容量 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

過電流保護器 
漏電遮断器 
＊１、＊２ 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

６０ ４０ ８以上 ３.５以上 
６０ １４以上 
６０ ６０ ６０ ２２以上 ５.５以上 

５０ 
４０ 
５０ ３.５以上 

60A 100mA 0.1s以下 ６０ ６０ ６０ ２２以上 ５.５以上 

最大電流 

＜Ａ＞ 

２５．３ 
３４．７ 
３９．３ 
５４．１ 

Ｎ２　注９ 

Ｎ３　注９ 

Ｎ１　注９ 

M-NET
リモコン 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2� 
(0.75～1.25mm2)

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ Ｓ Ｓ 
(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ 
(Ｒ,Ｓ)

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ 

(１,２)

(１,２)

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ１５ 

ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)

(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ 

ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ 

(１,２)

(１,２)

(Ａ,Ｂ)

(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ 

ＴＢ５ 

ＴＢ１５ 

ＴＢ１５ 

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

M-NET
リモコン 

(MVVS)

Ｓ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０２ ＴＢ０１ 

(Ｒ,Ｓ)

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)

電源 
単相または 
三相200V

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

アース 

ＴＢ１ 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

電源 
三相２００Ｖ 

室外ユニット 
CN41→CN40差換え 

(R,S,T)

別の系統ヘ 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ 

ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ０１ 

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 
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A.個別配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例

注８ 

プルボックス 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

電源 
単相100V
または 
単相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

注５ 

注７ 

注７ 
注６ 

注９,注１０ 

注９,注１０ 

注９,１０ 

注７ 

注７ 

注６ 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送線用給電拡張ユニット必要台数です。 
　分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算 
　できます。 

１０．ＰＵＲＹ－ＥＰ７３０形以下の場合、分流コントローラーはＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。 

接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット接続台数 
　　（Ｎ１)を２０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２６台）以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ２）を１９台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２５台）以下にしてください。 
　　分流コントローラーは、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、 
　　　分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの 
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

２１～３９台 ４０～５０台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
２台 

２７～５０台 

１台 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。 
　　　その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットの 
　　　アース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用給電拡張ユニット必要台数は、 
　　　〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一になります。）MAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡリモコン線を渡り配線して 
　　　ください。 

(R,S,T)(R,S,T)

CN41→CN40差換え 

アース 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

ＴＢ１ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

アース 

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

別の系統へ 

ＴＢ１ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

室外ユニット 室外ユニット 

（イ） （ロ） 

ＴＢ０１ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ａ,Ｂ)

Ｓ 
(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ 

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

(Ａ,Ｂ)
Ｓ 

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

Ｎ１　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ 

(Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ 

ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2

３５．０ 

３５．７ 
３５．７ 
４０．０ 
３５．４ 
４０．０ 
４０．０ 
５３．５ 
３８．９ 

２５．６ 

２５．６ 

２５．６ 

<A>

最大電流 

３.５以上 

３.５以上 
３.５以上 
５.５以上 
３.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 

３.５以上 

３.５以上 

３.５以上 

１４以上 

１４以上 
１４以上 

１４以上 
２２以上 

２２以上 
２２以上 
２２以上 
２２以上 

８以上 

８以上 

８以上 

５０ ５０ 

５０ 
５０ 

５０ 
５０ 

５０ ５０ 
６０ ６０ 

６０ ６０ 
６０ ６０ 
６０ ６０ 
６０ ６０ 

４０ 

４０ 

４０ 

４０ 

４０ 

４０ 

６０ 

６０ 
６０ 
６０ 
６０ 
６０ 
６０ 
６０ 
６０ 

６０ 

６０ 

６０ 

50A 100mA 0.1s以下 

50A 100mA 0.1s以下 

50A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

50A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

0.1s以下 

0.1s以下 

0.1s以下 

40A 30mAまたは100mA

40A 30mAまたは100mA

40A 30mAまたは100mA

＊１、＊２ 
漏電遮断器 

過電流保護器 
<A>*3

開閉器容量 
<A>

手元開閉器 配線用遮断器 
(NFB)
<A>

電源配線太さ 

＜mm2＞ ＜mm2＞ 

接地線太さ 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

＜漏電遮断器＞ ＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

電源 
単相または 
三相200V

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製 
　　 NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用 
　　 遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 (ｲ)PURY-EP280SCM-E

(ｲ)PURY-EP224SCM-E

(ｲ)PURY-EP280SCM-E

(ﾛ)PURY-EP280SCM-E

(ｲ)PURY-EP335SCM-E

(ｲ)PURY-EP335SCM-E

(ｲ)PURY-EP400SCM-E

(ﾛ)PURY-EP224SCM-E

(ﾛ)PURY-EP224SCM-E

(ﾛ)PURY-EP280SCM-E

(ﾛ)PURY-EP335SCM-E

(ﾛ)PURY-EP335SCM-E

PURY-EP500SCM-E

PURY-EP450SCM-E

PURY-EP630SCM-E

PURY-EP560SCM-E

PURY-EP690SCM-E

PURY-EP730SCM-E

構成ユニット形名 セット形名 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ２ 

ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ 

ＴＢ２ 

ＴＢ３ 

ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

(１,２)

(１,２)

(Ａ,Ｂ)

(Ａ,Ｂ)

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ 

ＴＢ５ 

ＴＢ１５ 

ＴＢ１５ 

Ｅ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

アース 

注８ 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

電源 
単相100V
または 
単相200V

プルボックス 
注３ 

注６ 注９,注１１ 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

注５,注１０ 

注７ 注７ 

注７ 

注６ 

注６ 

注４ 注４ 

注３ 
１１．ＰＵＲＹ－ＥＰ７３０形以下の場合、分流コントローラーはＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送用給電拡張ユニット必要台数です。 
　分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算 
　できます。 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台もしくは３台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

１台 

１５～３４台 ３５～５０台 

２台 ３台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 

２７～４２台 ４３～５０台 １１～２６台 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット接続台数 
　　（Ｎ１)を１０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：１４台）以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ２，Ｎ３）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）以下に 
　　してください。 
　　分流コントローラーは、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、 
　　　分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの 
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 

接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　 印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、または１台の室外ユニット 
　　　のみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線） 
　　　のシールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外伝送線最遠長の 
　　　　内数としてください。） 

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンのアドレス設定または 
　　　システムコントローラーにより登録してください。 

構成ユニット形名 接地線太さ 
＜mm2＞＜mm2＞ 

電源配線太さ 

<A>

配線用遮断器 手元開閉器 
開閉器容量 過電流保護器 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 

50A 100mA 0.1s以下 ６０ ５０ １４以上 ３.５以上 

最大電流 
<A>

３５．０ 

セット形名 

(ｲ)PURY-EP280SCM-E
PURY-EP500SCM-E

PURY-EP560SCM-E

PURY-EP630SCM-E

PURY-EP690SCM-E

PURY-EP730SCM-E

(ﾛ)PURY-EP224SCM-E

(ｲ)PURY-EP280SCM-E
(ﾛ)PURY-EP280SCM-E

(ﾛ)PURY-EP280SCM-E
(ｲ)PURY-EP335SCM-E

(ﾛ)PURY-EP335SCM-E
(ｲ)PURY-EP335SCM-E

(ﾛ)PURY-EP335SCM-E
(ｲ)PURY-EP400SCM-E

0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA

50A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

<A> <A>*3
(NFB)

６０ ４０ ８以上 ３.５以上 ２５．６ 

３５．７ 
３５．７ 

３.５以上 
３.５以上 

６０ 
６０ 
６０ ６０ ５.５以上 ４０．０ 
６０ ３５．４ 
６０ ４０．０ 
６０ ４０．０ 
６０ ５３．５ 
６０ ３８．９ 

５０ 
５０ 

５０ 
６０ 
６０ 
６０ 
６０ 

５０ 

４０ 

５０ 
５０ 
６０ 
５０ 
６０ 
６０ 
６０ 
６０ 

１４以上 
１４以上 
２２以上 
１４以上 
２２以上 
２２以上 
２２以上 
２２以上 

３.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 

PURY-EP450SCM-E
(ｲ)PURY-EP224SCM-E

(ﾛ)PURY-EP224SCM-E

40A 30mAまたは100mA
0.1s以下 

６０ ４０ ４０ ８以上 ３.５以上 

６０ ４０ ４０ ８以上 ３.５以上 ２５．６ 

40A 30mAまたは100mA
0.1s以下 

２５．６ 

（ロ） （イ） 

室外ユニット 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 

電源 
三相２００Ｖ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

アース 

(R,S,T)

電源 
単相または 
三相200V

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

Ｎ２　注９ 

Ｎ３　注９ 

Ｎ１　注９ 

M-NET
リモコン 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2

( 0.75～1.25mm2 )

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ Ｓ Ｓ 
(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ 

(１,２)

(１,２)

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ１５ 

ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)

(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ 

ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ 

(１,２)

(１,２)

(Ａ,Ｂ)

(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ 

ＴＢ５ 

ＴＢ１５ 

ＴＢ１５ 

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

M-NET
リモコン 

(MVVS)

Ｓ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０２ ＴＢ０１ 

(Ｒ,Ｓ)

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)

アース 

ＴＢ１ 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

電源 
三相２００Ｖ 

室外ユニット 
CN41→CN40差換え 

(R,S,T)

別の系統ヘ 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ 

ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ０１ 

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
MVVS)

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉  ②M-NETリモコンを用いたシステム例
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B.渡り配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例

注８ 

プルボックス 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

電源 
単相100V
または 
単相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

注９,注１０ 

注９,注１０ 

注９,注１０ 

75A  100mA 0.1s以下 

60A  100mA 0.1s以下 

７５ 

６０ 

７５ 

６０ 

(a)38以上 

(a)22以上 

(a)38以上 

(a)38以上 

(a)60以上 

(a)60以上 

*5(b)8以上 

*4(b)8以上 

*5(b)14以上 

*5(b)14以上 

*6(b)22以上 

*6(b)22以上 

６０．６ 

５１．１ 

(ｲ)PURY-EP280SCM-E

(ｲ)PURY-EP224SCM-E

PURY-EP500SCM-E

PURY-EP450SCM-E

PURY-EP560SCM-E

PURY-EP630SCM-E

PURY-EP690SCM-E

PURY-EP730SCM-E

(ﾛ)PURY-EP224SCM-E

(ﾛ)PURY-EP224SCM-E

(ﾛ)PURY-EP280SCM-E

(ｲ)PURY-EP280SCM-E

(ﾛ)PURY-EP280SCM-E

(ｲ)PURY-EP335SCM-E

(ﾛ)PURY-EP335SCM-E

(ｲ)PURY-EP335SCM-E

(ﾛ)PURY-EP335SCM-E

(ｲ)PURY-EP400SCM-E

100A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

７１．４ １００ 

１００ 

１００ 

１００ 

１００ 

１００ 

１００ 

１００ 

１００ 

１００ 

１００ 

１００ 

５.５以上 

５.５以上 

５.５以上 

５.５以上 

７５．４ 

８０．０ 

９２．４ 

７５ 

６０ 

５.５以上 

５.５以上 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

注５ 

注７ 

注７ 
注６ 

注７ 

注７ 
注６ 

　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用給電拡張ユニット必要台数は、 
　　　〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一になります。）MAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡリモコン線を渡り配線して 
　　　ください。 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。 
　　　その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットの 
　　　アース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

１台 

２７～５０台 

２台 
伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 

４０～５０台 ２１～３９台 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット接続台数 
　　（Ｎ１)を２０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２６台）以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ２）を１９台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２５台）以下にしてください。 
　　分流コントローラーは、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、 
　　　分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの 
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 
接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送線用給電拡張ユニット必要台数です。 
　分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算 
　できます。 

１０．ＰＵＲＹ－ＥＰ７３０形以下の場合、分流コントローラーはＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。 

電源 
単相または 
三相200V
＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

Ｓ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０２ ＴＢ０１ 

(Ｒ,Ｓ)

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

ＴＢ０１ 
(Ｒ,Ｓ)

Ｓ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ０１ 

(ｂ)

(ａ)
(R,S,T)(R,S,T)

CN41→CN40差換え 

アース 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

アース 

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

別の系統へ 

ＴＢ１ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

室外ユニット 室外ユニット 

（イ） （ロ） 

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

Ｎ１　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ (Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ Ｓ Ｓ 
(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ 

ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2� ＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製 

　　 NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４ 分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、１４mm2の配線径をご使用ください。 
＊５ 分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２mm2の配線径をご使用ください。 
＊６ 分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８mm2の配線径をご使用ください。 

<A>

最大電流 
＊１、＊２ 
漏電遮断器 

過電流保護器 
<A>*3

開閉器容量 
<A>

手元開閉器 配線用遮断器 
(NFB)
<A>

電源配線太さ 

＜mm2＞ ＜mm2＞ 

接地線太さ 
構成ユニット形名 セット形名 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ２ 

ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ 

ＴＢ２ 

ＴＢ３ 

ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

(１,２)

(１,２)

(Ａ,Ｂ)

(Ａ,Ｂ)

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ 

ＴＢ５ 

ＴＢ１５ 

ＴＢ１５ 

Ｅ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

アース 

注８ 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

電源 
単相100V
または 
単相200V

プルボックス 

PURY-EP730SCM-E

PURY-EP690SCM-E

PURY-EP630SCM-E

PURY-EP560SCM-E

PURY-EP500SCM-E

(ﾛ)PURY-EP335SCM-E
(ｲ)PURY-EP400SCM-E
(ﾛ)PURY-EP335SCM-E
(ｲ)PURY-EP335SCM-E
(ﾛ)PURY-EP280SCM-E
(ｲ)PURY-EP335SCM-E
(ﾛ)PURY-EP280SCM-E
(ｲ)PURY-EP280SCM-E
(ﾛ)PURY-EP224SCM-E
(ｲ)PURY-EP280SCM-E

75A  100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 １００ 

１００ 

１００ 

１００ 

７５ ７５ 

１００ 

１００ 

１００ 

１００ １００ 

１００ 

１００ 

１００ 

７５ 
(a)38以上 
*5(b)8以上 
(a)38以上 
*5(b)14以上 
(a)38以上 
*5(b)14以上 
(a)60以上 
*6(b)22以上 
(a)60以上 
*6(b)22以上 ５.５以上 

５.５以上 

５.５以上 

５.５以上 

５.５以上 

６０．６ 

７１．４ 

７５．４ 

８０．０ 

９２．４ 

５.５以上 ５１．１ 
(a)22以上 
*4(b)8以上 ６０ 60A  100mA 0.1s以下 ６０ ６０ (ﾛ)PURY-EP224SCM-E

(ｲ)PURY-EP224SCM-E
PURY-EP450SCM-E

注３ 

注６ 注９,注１１ 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

注７ 注７ 

注７ 

注６ 

注６ 

注４ 注４ 

注３ 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　 印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、または１台の室外ユニット 
　　　のみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線） 
　　　のシールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外伝送線最遠長の 
　　　　内数としてください。） 

３台 

３５～５０台 

４３～５０台 ２７～４２台 

２台 

１１～２６台 

１５～３４台 

１台 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送用給電拡張ユニット必要台数です。 
　分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算 
　できます。 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台もしくは３台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 
接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンのアドレス設定または 
　　　システムコントローラーにより登録してください。 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット接続台数 
　　（Ｎ１)を１０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：１４台）以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ２，Ｎ３）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）以下に 
　　してください。 
　　分流コントローラーは、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、 
　　　分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの 
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 
１１．ＰＵＲＹ－ＥＰ７３０形以下の場合、分流コントローラーはＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。　　　 

（イ） 

(NFB)
<A>*3<A>

セット形名 
<A>
最大電流 

＊１、＊２ 
漏電遮断器 

過電流保護器 開閉器容量 
手元開閉器 配線用遮断器 

<A>
電源配線太さ 
＜mm2＞ ＜mm2＞ 

接地線太さ 構成ユニット形名 

(ｂ)

(ａ)

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製 
　　 NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用 
　　 遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します
＊４ 分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、１４mm2の配線径を 
　　 ご使用ください。 
＊５ 分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２mm2の配線径を 
　　 ご使用ください。 
＊６ 分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８mm2の配線径を 
　　 ご使用ください。 

（ロ） 

室外ユニット 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 

アース 

(R,S,T)

電源 
単相または 
三相200V

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

Ｎ２　注９ 

Ｎ３　注９ 

Ｎ１　注９ 

M-NET
リモコン 

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ 

(１,２)

(１,２)

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ１５ 

ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)

(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ 

ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ 

(１,２)

(１,２)

(Ａ,Ｂ)

(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ 

ＴＢ５ 

ＴＢ１５ 

ＴＢ１５ 

(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

M-NET
リモコン 分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

アース 

ＴＢ１ 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

電源 
三相２００Ｖ 

室外ユニット 
CN41→CN40差換

(R,S,T)

別の系統ヘ 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ０１ 

ＴＢ０２ 
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ 

ＴＢ０１ 

ＴＢ０２ 
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ 

ＴＢ０１ 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

注５,注１０ 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2
(0.75～1.25mm2)

(MVVS)

②M-NETリモコンを用いたシステム例
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■別売部品一覧表 

部　品　名 
トリョウクミタテ 

部　品　コ　ー　ド 
R61 A45010

仕　　様 
5Y 8/1

■サービス部品（補修塗料） 

■分流コントローラー用オプション 

部　品　名 区　　分 形　名 

合流管キット 

 

分岐管 

 

ドレンアップメカ 

バルブキット 

CMY-R160-FA 

CMY-Y102S-D 

CMY-Y102L-D1 

CMY-Y202-D1 

PAC-KA40DM 

PAC-KA98VK

 

P224以下 

P225～P450 

P451～P500

下流側室内ユニット 
合計容量 

部　品　名 形　　名 
外部入力用アダプター 
外部出力用アダプター 
Web対応集中コントローラー 

スケジュールタイマー 
液晶レスタイプ 

ON/OFFリモコン 
システムリモコン 
グループリモコン 
伝送線用給電ユニット 
伝送線用給電拡張ユニット 
拡張コントローラー 

PAC-SC36NA
PAC-SC37SA
G-150AD
GB-50
PAC-YT34ST-W
PAC-YT40ANR-W
PAC-SF44SR-W
PAC-SC30GR-W
PAC-SC51KU
PAC-SF46EP
PAC-YG50EC

■室外ユニットシステムオプション 

●三菱電機システムサービス株式会社 
　・北日本支社（022）238-1761　・北海道支店（011）890-7515　・東京機電支社（03）3454-5511 
　・中 部 支 社（052）722-7602　・北 陸 支 店（076）252-9519　・関西機電支社（06）6454-0281 
　・中四国支社（082）285-2111　・四 国 支 店（087）831-3186　・九 州 支 社（092）483-8207 
※詳しくはホームページをご覧ください。 

URL ： http://www.melsc.co.jp

防雪フードは下記でも取扱っておりますので、直接お問い合わせください。 

●株式会社ヤブシタ 
TEL : 011-820-5051　FAX : 011-820-5052 
〒003-0813　北海道札幌市白石区菊水上町3条3丁目52-217 
※詳しくはホームページをご覧ください。 

URL : http://www.yabushita-kikai.co.jp

（注1）18馬力以上のタイプをセット形名にてご手配頂いた場合、分配器のご手配は不要です。
（注2）経済産業省で定める「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」において、高調波流出電流が高調波流出電流の上限値を越える場合

に設備全体での対策と合わせ採用をご検討ください。アクティブフィルター組み込みは工場受注対応も可能です。

PURY-EP224CM-E 
PURY-EP280CM-E 
PURY-EP335CM-E 
PURY-EP400CM-E 
PURY-EP224SCM-E 
PURY-EP280SCM-E 
PURY-EP335SCM-E 
PURY-EP400SCM-E

PAC-KK95DPPAC-KP55FAC

PAC-KP50AAC

PAC-KK65PG

PAC-KP56FAC

PAC-KP55FAC

PAC-KP56FAC

PAC-KK96DP

PAC-KK95DP

PAC-KK96DP

形　名 室外ユニット用 
集中ドレンパン 本体 

アクティブフィルター（注2）
取付部材 

圧力計 分配器（注1）

PAC-KP50AACCMY-R100BK

（4）別売部品表
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ビ
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熱
源
ユ
ニ
ッ
ト（
2
管
式
冷
暖
同
時
） 

3.4 シティマルチWR2 E eco 熱源ユニット（2管式冷暖同時）
〈1〉機器構成
■8～12HP

8HP 10HP
熱源ユニット 

PQRY-P224SCM-E PQRY-P280SCM-E

接続可能 
容　量 Ｐ22～Ｐ280

室内ユニット 
台　数 1～19台 1～15台 

合計容量 
(熱源ユニット容量比)

112～336 
（50～150％） 

140～420 
（50～150％） 

12HP

PQRY-P335SCM-E

1～22台 

168～502 
（50～150％） 

リモコンおよびシステムコントローラー等 

パネル（天井カセット、天井ビルトインのみ） 

8分岐 10分岐 

親　機 子　機 

13分岐 16分岐 4分岐 分流 
コントローラー 

CMB-P108GA CMB-P1010GA CMB-P1013GA CMB-P1016GA CMB-P104GB

16分岐 8分岐 

CMB-P1016HBCMB-P108GB

分流 
コントローラー 

4分岐 5分岐 6分岐 8分岐 10分岐 13分岐 16分岐 

CMB-P104G CMB-P105G CMB-P106G CMB-P108G CMB-P1010G CMB-P1013G CMB-P1016G

P22 P28 P36 P45 P56 P71 P80 P90 P112 P140 P160 P224 P280

汎用 

BM
JM
CM
LM
BM
EM

M
M
ML
KM
BM
BMS
HM
LEM
DM

HM
M-F
RM-F

天井 
ｶｾｯﾄ 

天井 

天埋 

天吊 

壁掛 

床置 

四方向 

二方向 

一方向 

小容量 

大容量 

PLFY

PMFY

PDFY

PEFY

PCFY

PKFY

PFFY

PFFY
PEFY

ビルトイン 

ローボーイ 
ダクト 

ダクト 
ホテル向け 

GMPSFYスリム 

厨房用 天吊 PCFY

● 
● 

● 
● 

● 

● ● 

● 

● 

● 
● 

● 
● 
● 

● 
● 

● ● ● 

● 
● 
● ● ● ● 

● ● ● 

● ● ● ● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● ● 

● ● ● 
● ● ● ● 

● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● 

● 

● ● 

● ● ● 

● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● 

● ● ● ● 

● 

パ
ネ
ル
必
要 

RDF5

CLMD

ロスナイ 
LGH

DF5LB

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 PLFY ● ● ● ● ● 

LRM床埋込 
PFFY

ローボーイ ● ● ● ● ● 
RM壁 ビルトイン 

●（50） ●（80） ●（100） 

●（100） ●（150） ●（200） 

天埋 
壁 ビルトイン 

室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 
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■16～24HP（熱源ユニット2台接続構成）

18HP 20HP
熱源ユニット 

PQRY-P500SCM-E PQRY-P560SCM-E

接続可能 
容　量 P22～P280

室内ユニット 
台　数 1～38台 1～34台 

合計容量 
(熱源ユニット容量比)

250～750 
（50～150％） 

280～840 
（50～150％） 

22HP 24HP

PQRY-P630SCM-E PQRY-P690SCM-E

2～47台 2～42台 

315～945 
（50～150％） 

345～1035 
（50～150％） 

16HP

PQRY-P450SCM-E

1～30台 

225～675 
（50～150％） 

8分岐 10分岐 

親　機 子　機 

13分岐 16分岐 4分岐 分流 
コントローラー 

CMB-P108GA CMB-P1010GA CMB-P1013GA CMB-P1016GA CMB-P104GB

16分岐 8分岐 

CMB-P1016HBCMB-P108GB

リモコンおよびシステムコントローラー等 

パネル（天井カセット、天井ビルトインのみ） 

P22 P28 P36 P45 P56 P71 P80 P90 P112 P140 P160 P224 P280

汎用 

BM
JM
CM
LM
BM
EM

M
M
ML
KM
BM
BMS
HM
LEM
DM

HM

天井 
ｶｾｯﾄ 

天井 

天埋 

天吊 

壁掛 

床置 

四方向 

二方向 

一方向 

小容量 

大容量 

PLFY

PMFY

PDFY

PEFY

PCFY

PKFY

PFFY

ビルトイン 

ローボーイ 
ダクト 

ダクト 
ホテル向け 

GMPSFYスリム 

厨房用 天吊 PCFY

● 
● 

● 
● 

● 

● ● 

● 

● 

● 
● 

● 
● 
● 

● 
● 

● ● ● 

● 
● 
● ● ● ● 

● ● ● 

● ● ● ● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● ● 

● ● ● 
● ● ● ● 

● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 

● ● 

● ● ● 

● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● 

● ● ● ● 

● 

パ
ネ
ル
必
要 

RDF5

CLMD

ロスナイ 
LGH

DF5LB

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 PLFY ● ● ● ● ● 

LRM床埋込 
PFFY

ローボーイ ● ● ● ● ● 
RM壁 ビルトイン 

●（50） ●（80） ●（100） 

●（100） ●（150） ●（200） 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● 

● 
M-F
RM-FPFFY

PEFY天埋 
壁 ビルトイン 

室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 
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〈2〉概略仕様（熱源ユニット）

〈3〉運転可能温度範囲

標　　準 

室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 

室内吸込 

空気温度 

循 環 水  

入口温度 

室内吸込 

空気温度 

循 環 水  

入口温度 

（注1）WR2シリーズのみ。 
（注2）室温サーモ形給気処理ユニットは本体内蔵のサーモにより、冷房時 21℃（乾球温度）以下、暖房時 20℃（乾球温度）以上でサーモOFFします。 

全冷房運転時 全暖房運転時 
冷暖房混在運転時（注1） 

冷房 暖房 

湿球温度 15～24℃ 

10～45℃ 

湿球温度 15～35℃（注2） 

10～45℃ 

 

乾球温度 15～27℃ 

10～45℃ 

乾球温度 ー10～20℃（注2） 

10～45℃ 

湿球温度 15～24℃ 

 

湿球温度 15～35℃（注2） 

10～45℃ 

 

10～45℃ 

乾球温度 15～27℃ 

 

乾球温度 ー10～20℃（注2） 

電　源 

冷房能力  

暖房能力 

圧縮機用電動機出力 

（kW） 

（kW） 

（kW） 

PQRY-P224SCM-E

PQRY-P560SCM-E

PQRY-P280SCM-E

PQRY-P630SCM-E

PQRY-P335SCM-E

PQRY-P690SCM-E

PQRY-P450SCM-E PQRY-P500SCM-E

22.4 

25.0 

4.5

三相 200V ±10%  50/60Hz

28.0 

31.5 

6.2

33.5 

37.5 

7.2

45.0 

50.0 

4.5＋4.5

50.0 

56.0 

6.2＋4.5

電　源 

冷房能力  

暖房能力 

圧縮機用電動機出力 

（kW） 

（kW） 

（kW） 

56.0 

63.0 

6.2＋6.2

三相 200V ±10%  50/60Hz

63.0 

69.0 

7.2＋6.2

69.0 

76.5 

7.2＋7.2

（注）冷房・暖房能力は、下記で運転した場合の最大能力です。 
 冷房時：室内吸込空気温度27℃／19℃（乾球温度／湿球温度）、循環水入口温度30℃ 
 暖房時：室内吸込空気温度20℃（乾球温度）、循環水入口温度20℃ 
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〈4〉概略仕様（室内ユニット）

天井カセット形 
（四方向吹出し） 
ワイドパワーカセット 

天井カセット形 
（一方向吹出し） 
小容量タイプ 

天井ビルトイン形 

天井カセット形 
（一方向吹出し） 
大容量タイプ 

天井カセット形 
（ニ方向吹出し） 

天井カセット形 
（四方向吹出し） 
コンパクトタイプ 

天井カセット形 
（四方向吹出し） 
システム天井対応タイプ 

PLFY-P22BM-E3 
PLFY-P28BM-E3 
PLFY-P36BM-E3 
PLFY-P45BM-E3 
PLFY-P56BM-E3 
PLFY-P71BM-E3 
PLFY-P80BM-E3 
PLFY-P90BM-E3 
PLFY-P112BM-E3 
PLFY-P140BM-E3 
PLFY-P160BM-E3 
PLFY-P36JM-E1 
PLFY-P45JM-E1 
PLFY-P56JM-E1 
PLFY-P71JM-E1 
PLFY-P22CM-E1 
PLFY-P28CM-E1 
PLFY-P36CM-E1 
PLFY-P45CM-E1 
PLFY-P22LM-E2 
PLFY-P28LM-E2 
PLFY-P36LM-E2 
PLFY-P45LM-E2 
PLFY-P56LM-E2 
PLFY-P71LM-E2 
PLFY-P80LM-E2 
PLFY-P90LM-E2 
PLFY-P112LM-E2 
PLFY-P140LM-E2 
PMFY-P22BM-E2 
PMFY-P28BM-E2 
PMFY-P36BM-E2 
PMFY-P45BM-E2 
PMFY-P36EM-E1 
PMFY-P45EM-E1 
PMFY-P56EM-E1 
PMFY-P71EM-E1 
PMFY-P80EM-E1 
PDFY-P22M-E2 
PDFY-P28M-E2 
PDFY-P36M-E2 
PDFY-P45M-E2 
PDFY-P56M-E2 
PDFY-P71M-E2 
PDFY-P80M-E2 
PDFY-P90M-E2 
PDFY-P112M-E2 
PDFY-P140M-E2 
PEFY-P45M-E1 
PEFY-P56M-E1 
PEFY-P71M-E1 
PEFY-P80M-E1 
PEFY-P90M-E1 
PEFY-P112M-E1 
PEFY-P140M-E1 
PEFY-P160M-E1 
PEFY-P224M-E1 
PEFY-P280M-E1 
 

2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
22.4 
28.0 
 

2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
4.0 
5.0 
6.3 
 8.0  
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
25.0 
31.5 
 

天吊形 

壁掛形 
(大容量タイプ)

床置形 

床置形 
（ローボーイ） 

壁掛形　※1 
(小容量タイプ)

PCFY-P45KM-E1 
PCFY-P56KM-E1 
PCFY-P71KM-E1 
PCFY-P80KM-E1 
PCFY-P90KM-E1 
PCFY-P112KM-E1 
PCFY-P140KM-E1 
PCFY-P160KM-E1 
PKFY-P22BM(S)-E1 
PKFY-P28BM(S)-E1 
PKFY-P36HM-E1 
PKFY-P45HM-E1 
PKFY-P56HM-E1 
PFFY-P28LEM-E1 
PFFY-P36LEM-E1 
PFFY-P45LEM-E1 
PFFY-P56LEM-E1 
PFFY-P71LEM-E1 
PFFY-P224DM-E1 
PFFY-P280DM-E1 
PFFY-P450DM-E2 
PFFY-P560DM-E2 
PSFY-P56GM-E1 
PSFY-P71GM-E1 
PSFY-P80GM-E1 
PSFY-P112GM-E1 
PSFY-P140GM-E1 
PSFY-P160GM-E1 
PFFY-P112RM-E1 
PFFY-P140RM-E1 
PFFY-P224RM-E1 
PFFY-P280RM-E1 
PFFY-P28LRM-E1 
PFFY-P36LRM-E1 
PFFY-P45LRM-E1 
PFFY-P56LRM-E1 
PFFY-P71LRM-E1 
PEFY-P22ML-E1(-R) 
PEFY-P28ML-E1(-R) 
PEFY-P90M-E1-F 
PEFY-P112M-E1-F 
PEFY-P140M-E1-F 
PEFY-P160M-E1-F 
PEFY-P224M-E1-F 
PEFY-P280M-E1-F 

PFFY-P280RM-E1-F 
 
PCFY-P80HM-E1 
PCFY-P140HM-E1 
PLFY-P36CLMD-E1 
PLFY-P45CLMD-E1 
PLFY-P56CLMD-E1 
PLFY-P71CLMD-E1 
PLFY-P80CLMD-E1 
LGH-50RDF5 
LGH-80RDF5 
LGH-100RDF5 
LB-100DF5 
LB-150DF5 
LB-200DF5

4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
22.4 
28.0 
45.0 
56.0 
5.6 
7.1 
8.0 
11.2 
14.0 
16.0 
11.2 
14.0 
22.4 
28.0 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
2.2 
2.8 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
22.4 
28.0 

28.0 
 
8.0 
14.0 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
5.46 
8.79 
11.17 
10.36 
13.06 
15.83

5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
25.0 
31.5 
50.0 
63.0 
6.3 
8.0 
9.0 
12.5 
16.0 
18.0 
12.5 
16.0 
25.0 
31.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
2.5 
3.2 
8.5 
10.6 
13.2 
15.1 
21.2 
26.5 

26.5 
 
9.0 
16.0 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
6.18 
10.11 
12.50 
11.59 
14.49 
17.43

冷房能力（kW) 暖房能力（kW) 冷房能力（kW) 暖房能力（kW)種　類 種　類 形　名 形　名 

天井埋込形 

床置形 
（スリム） 

注. 室内ユニットの冷房・暖房能力は下記で運転した場合の値です。 
冷房時：室内吸込空気温度27℃／19℃（乾球温度／湿球温度）、循環水入口温度30℃ 
暖房時：室内吸込空気温度20℃（乾球温度）、循環水入口温度20℃ 

注. ※1の壁掛形のPKFY-BMS-E1形は、静かな小部屋用を示します。ホテル、寮などの暗騒音が低い部屋でのご使用には、PKFY-BMS-E1形をご選定ください。なお、その際には必ず
別売外付LEVボックスPAC-SG95LEとの組合せ使用となります。 

注. ※2の冷房・暖房能力は、＜冷房時：室内側吸込空気温度33℃（乾球温度）、28℃（湿球温度）、室外側吸込空気温度33℃（乾球温度）、28℃（湿球温度）、循環水入口温度30℃、暖房
時：室内側吸込空気温度0℃（乾球温度）、-2.9℃（湿球温度）、室外側吸込空気温度0℃（乾球温度）、-2.9℃（湿球温度）、循環水入口温度20℃＞によります。 

注. ロスナイの冷暖能力は外気負荷熱処理能力（冷房室内側吸込温度27℃（乾球温度）、19℃（湿球温度）、室外側吸込温度35℃（乾球温度）、24℃（湿球温度）循環水入口温度30℃、
暖房室内側吸込温度20℃（乾球温度）、13.8℃（湿球温度）、室外側吸込温度7℃（乾球温度）、6℃（湿球温度）循環水入口温度20℃）を示し、ロスナイによる熱回収分を含めた値で
す。 

天吊形 
厨房用 

床置埋込形 
（ローボーイ） 

天井埋込形 
（ホテル向け） 

壁ビルトイン形 

天井埋込形 
室温サーモ形 
給気処理ユニット 
※2

壁ビルトイン形 
室温サーモ形給気 
処理ユニット  ※2

天井カセット形 
クリーンルーム用 

ロスナイ 
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〈5〉仕様
（a）熱源ユニット

取付可能部品 

熱源ユニット形名 

電　　　源 

消費電力 

電流 

力率 

冷房 

暖房 

外形寸法 

冷房 

暖房 

冷房 

暖房 

始動電流（A） 

水側熱交換器 

形式×個数 

始動方式 

電動機出力 

循環水量 

水頭損失 

使用循環水量範囲 

クランクケースヒーター 

法定冷凍トン 

低圧側 

高圧保護 

圧縮機 

インバーター回路 

水側熱交換器 

高圧側 

保護装置 

冷媒配管 

電
気
特
性 

圧
縮
機 

熱
源
水 

外装 

高さ 

幅　 

奥行 

製品質量　※1

形式 

保有水量 

PQRY-P224SCM-E PQRY-P280SCM-E PQRY-P335SCM-E

冷房能力 

暖房能力 

騒音値 

熱源水入口配管 

騒音値（低騒音モード） 

33.5 

37.5 

7.89 

8.60 

25.30 

27.58 

90 

90 

15 

 

7.2 

 

 

 

 

 

 

 

3.42 

 

 

 

 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

 

50 

47 

 

 

 

三相 200V 50/60Hz

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

% 

% 

A 

 

kW 

 

kW 

 

L 

 

kPa 

 

トン 

 

 

 

 

mm 

mm 

B 

dB［A特性］ 

dB［A特性］ 

 

mm 

mm 

mm 

kg 

 

22.4 

25.0 

4.20 

4.34 

13.47 

13.92 

90 

90 

15 

 

4.5 

 

 

 

 

 

 

 

2.13 

 

 

 

 

φ19.05ロウ付 

φ15.88ロウ付 

 

47 

44

28.0 

31.5 

5.84 

6.18 

18.73 

19.82 

90 

90 

15 

全密閉形×1 

6.2 

インバーター始動 

0.035 

プレート式（耐水圧＝常用1.0MPa以下※1） 

5 

96L/min（5.76m3/h） 

17 

75～120L/min（4.5～7.2m3/h） 

2.92 

圧力センサー・圧力開閉器（4.15MPa） 

過電流保護・過昇保護 

過電流保護・過昇保護 

凍結防止センサー 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

　　RC11/2ネジ〈40A〉※1 

49 

47 

溶融亜鉛メッキ鋼板 

1100 

880 

550 

176 

圧力計・アクティブフィルター※2・伝送線用給電拡張ユニット 

 

（注1） 冷房・暖房能力は、下記で運転した場合の最大能力です。
冷房時：室内吸込空気温度27℃/19℃（乾球温度/湿球温度）、循環水入口温度30℃　暖房時：室内吸込空気温度20℃（乾球温度）、循環水入口温度20℃

（注2） ※1高水圧仕様の場合は、下記仕様となります。
耐水圧：常用2.0MPa以下　　熱源水入口配管：11/2B〈40A〉フランジ（JISB2220） 製品質量：200kg

（注3） ※2のアクティブフィルターは、P224、280形は対象外となります。
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取付可能部品 

熱源ユニット形名 

電　　　源 

消費 
電力 

電流 

力率 

冷房 

暖房 

外形寸法 

冷房 

暖房 

冷房 

暖房 

始動電流（A） 

水側熱交換器 

構成ユニット形名 

形式×個数 

始動方式 

電動機出力 

循環水量 

水頭損失 

使用循環水量範囲 

クランクケースヒーター 

法定冷凍トン 

低圧側 

高圧保護 

圧縮機 

インバーター回路 

水側熱交換器 

高圧側 

低圧側 

高圧側 

保護 
装置 

冷媒配管寸法 
（主管） 

冷媒配管寸法 
（ユニット連絡管） 

電
気
特
性 

圧
縮
機 

熱
源
水 

外装 

高さ 

幅　 

奥行 

製品質量　※1

PQRY-P450SCM-E

PQRY-P280 
SCM-E

PQRY-P280 
SCM-E

PQRY-P335 
SCM-E

PQRY-P280 
SCM-E

PQRY-P335 
SCM-E

PQRY-P335 
SCM-E

PQRY-P224 
SCM-E

PQRY-P280 
SCM-E

PQRY-P224 
SCM-E

PQRY-P224 
SCM-E

PQRY-P500SCM-E PQRY-P560SCM-E PQRY-P630SCM-E PQRY-P690SCM-E

冷房能力 

暖房能力 

騒音値 

 

熱源水入口配管 

騒音値（低騒音モード） 

形式 

保有水量 

 

 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

4.5 

 

 

 

 

 

 

 

2.13 

 

 

 

 

 

 

ー 

φ15.88ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

176

4.5 

 

 

 

 

 

 

 

2.13 

 

 

 

 

 

 

φ19.05ロウ付 

φ15.88ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

176

6.2 

 

 

 

 

 

 

 

2.92 

 

 

 

 

 

 

ー 

φ19.05ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

176

4.5 

 

 

 

 

 

 

 

2.13 

 

 

 

 

 

 

φ19.5ロウ付 

φ15.88ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

176

6.2 

 

 

 

 

 

 

 

2.92 

 

 

 

 

 

 

ー 

φ19.05ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

176

6.2 

 

 

 

 

 

 

 

2.92 

 

 

 

 

 

 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

176

7.2 

 

 

 

 

 

 

 

3.42 

 

 

 

 

 

 

ー 

φ19.05ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

176

6.2 

 

 

 

 

 

 

 

2.92 

 

 

 

 

 

 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

176

7.2 

 

 

 

 

 

 

 

3.42 

 

 

 

 

 

 

ー 

φ19.05ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

176

7.2 

 

 

 

 

 

 

 

3.42 

 

 

 

 

 

 

φ22.2ロウ付 

φ19.05ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

176

圧力計・アクティブフィルター・伝送線用給電拡張ユニット・分岐管キット 

69.0 

76.5 

16.57 

18.06 

53.14 

57.92 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

 

 

 

 

 

 

5 + 5 

 

17 + 17 

 

 

 

 

 

 

φ28.58ロウ付 

φ25.4ロウ付 

 

 

 

 

 

 

 

三相 200V 50/60Hz

インバーター始動 

0.035 

プレート式（耐水圧＝常用1.0MPa以下※1） 

5 + 5 

96 + 96L/min（5.76 + 5.76m3/h） 

17 + 17 

75～120 + 75～120L/min（4.5～7.2 + 4.5～7.2m3/h） 

 

圧力センサー・圧力開閉器（4.15MPa） 

過電流保護・過昇保護 

過電流保護・過昇保護 

凍結防止センサー 

 

 

 

 

RC11/2ネジ〈40A〉※1 

52 

50 

溶融亜鉛メッキ鋼板 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

% 

% 

A 

 

 

kW 

 

kW 

 

L 

 

kPa 

 

トン 

 

 

 

 

mm 

mm 

mm 

mm 

B 

dB［A特性］ 

dB［A特性］ 

 

mm 

mm 

mm 

kg 

 

52.5 

50

50 

47

51 

49

53 

50

45.0 

50.0 

8.45 

8.67 

27.10 

27.80 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

 

 

 

 

 

 

5 + 5 

 

17 + 17 

 

 

 

 

 

 

φ28.58ロウ付 

φ22.2ロウ付 

 

50.0 

56.0 

10.04 

10.52 

32.20 

33.74 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

 

 

 

 

 

 

5 + 5 

 

 17 + 17  

 

 

 

 

 

 

φ28.58ロウ付 

φ22.2ロウ付 

56.0 

63.0 

11.59 

12.40 

37.17 

40.22 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

φ28.58ロウ付 

φ22.2ロウ付 

63.0 

69.0 

13.87 

14.93 

44.48 

47.88 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

 

 

 

 

 

 

5 + 5 

 

17 + 17 

 

 

 

 

 

 

φ28.58ロウ付 

φ25.4ロウ付 

 

（注1） 冷房・暖房能力は、下記で運転した場合の最大能力です。
冷房時：室内吸込空気温度27℃/19℃（乾球温度/湿球温度）、循環水入口温度30℃　暖房時：室内吸込空気温度20℃（乾球温度）、循環水入口温度20℃

（注2） ※1高水圧仕様の場合は、下記仕様となります。
耐水圧：常用2.0MPa以下　　熱源水入口配管：11/2B〈40A〉フランジ（JISB2220） 製品質量：200kg
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（b）分流コントローラー

分流コントローラー形名 CMB-P1013G CMB-P1016G

分岐口数 13 16

電 源 単相　200V 50/60Hz

消費電力（冷房） kW 0.209/0.178 0.255/0.217

電気特性
電　　流（冷房） Ａ 1.05/0.89 1.28/1.09

消費電力（暖房） kW 0.101/0.086 0.124/0.106

電　　流（暖房） Ａ 0.51/0.43 0.62/0.53

外　　装 溶融亜鉛メッキ鋼板

１分岐口の接続容量 P90以下

高　さ mm 284

外形寸法 幅 mm 1098

奥　行 mm 362＋70(制御箱)

冷 熱源ユニット側 低圧管 mm φ19.05（P224），φ22.2（P280・P335） ロウ付接続

媒 高圧管 mm φ15.88（P224），φ19.05（P280・P335） ロウ付接続

配 室内ユニット側 ガス管 mm φ15.88  フレア接続

管 液　管 mm φ9.52  フレア接続

ドレン配管 VP-25

製品質量 kg 47 54

付属品 冷媒接続管、ドレンホース、レデューサー

分流コントローラー形名 CMB-P104G CMB-P105G CMB-P106G CMB-P108G CMB-P1010G

分岐口数 4 5 6 8 10

電 源 単相　200V 50/60Hz

消費電力（冷房） kW 0.070/0.060 0.085/0.073 0.101/0.086 0.132/0.112 0.162/0.138

電気特性
電　　流（冷房） Ａ 0.35/0.30 0.43/0.37 0.51/0.43 0.66/0.56 0.81/0.69

消費電力（暖房） kW 0.031/0.027 0.039/0.033 0.047/0.040 0.062/0.053 0.078/0.066

電　　流（暖房） Ａ 0.16/0.14 0.20/0.17 0.24/0.20 0.31/0.27 0.39/0.33

外　　装 溶融亜鉛メッキ鋼板

１分岐口の接続容量 P90以下

高　さ mm 284

外形寸法 幅 mm 648

奥　行 mm 362＋70(制御箱)

冷 熱源ユニット　　　 低圧管 mm φ19.05（P224），φ22.2（P280・P335） ロウ付接続

媒 高圧管 mm φ15.88（P224），φ19.05（P280・P335） ロウ付接続

配 室内ユニット側　　 ガス管 mm φ15.88  フレア接続

管 液　管 mm φ9.52  フレア接続

ドレン配管 VP-25

製品質量 kg 24 27 29 34 39

付属品 冷媒接続管、ドレンホース、レデューサー
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CMB-P104GB CMB-P108GB

4 8

CMB-P1016HB

16

0.062/0.053 0.124/0.106

0.31/0.27 0.62/0.53

0.031/0.027 0.062/0.053

0.16/0.14 0.31/0.27

0.247/0.212 

1.24/1.06 

0.124/0.106 

0.62/0.53

溶融亜鉛メッキ鋼板 

P90以下 

284

648 1098

57

362＋70(制御箱) 

ー 

ー 

φ15.88　フレア接続 

φ9.52　フレア接続    

 

 

VP-25

22 32

冷媒接続管、ドレンホース、レデューサー 

分流コントローラー形名 CMB-P108GA 

8 

 

0.132/0.112 

0.66/0.56 

0.062/0.053 

0.31/0.27

CMB-P1010GA 

10 

 

0.162/0.138 

0.81/0.69 

0.078/0.066 

0.39/0.33

CMB-P1013GA 

13 

 

0.209/0.178 

1.05/0.89 

0.101/0.086 

0.51/0.43

CMB-P1016GA 

16 

 

0.255/0.217 

1.28/1.09 

0.124/0.106 

0.62/0.53

分岐口数 

電　　源 単相  200V  50/60Hz　 

単相  200V  50/60Hz　 

消費電力（冷房） kW

電気特性 
電　　流（冷房） Ａ 

Ａ 

消費電力（暖房） kW

電　　流（暖房） 

外　　装 溶融亜鉛メッキ鋼板 

P90以下 

289 

1110 

450＋70(制御箱) 

φ22.2（P280・P335）， φ28.58（P450～P690）ロウ付接続 

φ19.05（P280・P335）,φ22.2（P450～P560）,φ25.4（P630～P690）ロウ付接続 

φ15.88  フレア接続 

φ 9.52  フレア接続 

１分岐口の接続容量 

高　さ mm

外形寸法 幅 mm

奥　行 mm

mm

mm

熱源ユニット側　　低圧管 

mm

高圧管 

mm

φ19.05（室内ユニット合計容量P224以下）, 
φ22.2（室内ユニット合計容量P225～P335）, 
φ25.4（室内ユニット合計容量P336～400） ロウ付接続 

φ15.88（室内ユニット合計容量P224以下）, 
φ19.05（室内ユニット合計容量P225～400）ロウ付接続 

φ9.52（室内ユニット合計容量P335以下）, 
φ12.7（室内ユニット合計容量P336～400）ロウ付接続 

φ19.05（室内ユニット合計容量P224以下）, 
φ22.2（室内ユニット合計容量P225～P335）, 
φ25.4（室内ユニット合計容量P336～P400） ロウ付接続 

φ15,88（室内ユニット合計容量P224以下）, 
φ19.05（室内ユニット合計容量P225～P400）ロウ付接続 

φ9.52（室内ユニット合計容量P335以下）, 
φ12.7（室内ユニット合計容量P336～P400）ロウ付接続 

φ19.05（室内ユニット合計容量P224以下）, 
φ22.2（室内ユニット合計容量P225～P335）, 
φ25.4（室内ユニット合計容量P336～P400）, 
ロウ付接続 

φ15.88（室内ユニット合計容量P224以下）, 
φ19.05（室内ユニット合計容量P225～P400）, 
ロウ付接続 

φ9.52（室内ユニット合計容量P335以下）, 
φ12.7（室内ユニット合計容量P336～P400）, 
ロウ付接続 

室内ユニット側　　ガス管 

mm

冷 

媒 

配 

管 

液　管 

分流コントローラー側     

高圧ガス管 

液 配 管 

mm

mm

ドレン配管 VP-25

製品質量 kg 44 49 57 64

付属品 冷媒接続管、ドレンホース、レデューサー 

低圧ガス管 

分流コントローラー形名 

分岐口数 

電　　源 

消費電力（冷房） kW

電気特性 
電　　流（冷房） Ａ 

Ａ 

消費電力（暖房） kW

電　　流（暖房） 

外　　装 

１分岐口の接続容量 

高　さ mm

外形寸法 幅 mm

奥　行 mm

mm

mm

熱源ユニット側　　低圧管 

mm

高圧管 

mm

室内ユニット側　　ガス管 

mm

冷 

媒 

配 

管 

液　管 

分流コントローラー側     

高圧ガス管 

液 配 管 

mm

mm

ドレン配管 

製品質量 kg

付属品 

低圧ガス管 
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〈6〉外形寸法図
●PQRY-P224, 280, 335SCM-E（標準水圧仕様）

サービススペース 
　（正面側） 

ユニット平面 

 　　サービス 
 　　スペース 
　　（正面側） 

350

450

170

5
3
0

左から350mmの範囲で 
水配管配置可能 

制御箱 
取り外し 
スペース 

53

880

102725

600

1
1
0
0

6
0
04
5
01
7
0

5
5
0

20

5
0
6
(5
0
3
～
5
0
9
で
対
応
)

4
7
0
(4
6
7
～
4
7
3
で
対
応
)

834(据付補助穴ピッチ)

720(据付ピッチ)

11
00

14
1 21
3

24
0

2X2-14X20 長穴 

140
75

608
563

584

83
58

12
1

22
6

23
4

18 78

168
433
548

74

（
55
0）
 

22
22

40
40

55
0

880

2X2-14X20 長穴 
(据付補助穴を使用する場合)

（880） 

80 80

2323

制御箱 

サービスパネル 

(据
付
補
助
穴
ピ
ッ
チ
)

(据
付
ピ
ッ
チ
)

8 8

7

6

5

4

3

2

冷媒操作弁〈低圧〉 

冷媒操作弁〈高圧〉 

1

〈付属品〉（下記記載のユニットのみに付属） 
●冷媒〈高圧〉接続管 ・・・・・・・・・・1個 
　　・P224形　・・・・・・・・・・・・付属品内に同梱 
●冷媒〈低圧〉接続管 ・・・・・・・・・・1個 
　　・P224・P280・P335形 ・・・・・付属品内に同梱 

Ｒｃ１－１／２ネジ 
Ｒｃ１－１／２ネジ φ15.88ろう付 ※2 φ19.05ろう付 ※2

水配管 

Ｒｃ３／４ネジ ドレン排水口 ドレン排水 ⑧ 
出口 ⑦ 

Φ34ノックアウト穴 前面通し穴 伝送用配線 ⑤ 

前面通し穴 

※１・・・現地配管を拡管して直接操作弁にろう付してください。 
※２・・・付属の接続管をご使用ください。 

※2φ22.2ろう付 ※1φ19.05ろう付 

低圧側 
操作弁接続口仕様 

高圧側 

Ｐ３３５ＳＣＭ形 
Ｐ２８０ＳＣＭ形 
Ｐ２２４ＳＣＭ形 

形　名 
⑥ 

④ 
③ 
② 
① 
ＮＯ． 

配管用 

電源配線用 

入口 

前面通し穴 

前面通し穴 
前面通し穴（別売品分岐管キット組込時使用） 

Φ52もしくはΦ27ノックアウト穴 
Φ65もしくはΦ40ノックアウト穴 
Φ45ノックアウト穴 
140×77ノックアウト穴 

仕様 用途 

接続管仕様 
 

Ｂ図 

Ａ図 

　５．制御箱取り外し時のサービススペースを確保するため 
　　　水配管、冷媒配管の施工はユニット正面の下図に示す 
　　　スペースを避けて行ってください。（Ｂ図） 
　６．熱源ユニット周囲温度が０℃以下に低下する可能性のある場合には 
　　　水の凍結による配管パンクを防止するため 
　　　下記の点に注意してください。 
　　　・熱源ユニットが停止していても水の循環は常時行ってください。 
　　　・長期間熱源ユニットの運転を停止する場合には 
　　　　熱源ユニット内の水を必ず抜いてください。 

注１．ＰＱＲＹ－Ｐ＊ＳＣＭ－Ｅ機種は屋内設置（機械室を含む）専用機です。 
　　　（設置許容周囲温度範囲：－２０℃～４０℃〔乾球温度〕）　 
　　　ＰＱＲＹ－Ｐ＊ＳＣＭ－Ｅ－ＢＳＧ機種は屋外設置仕様ですが、 
　　　直射日光が直接当たらない場所及び雨水等が直接製品に 
　　　かからない場所に設置してください。 
　　　（設置許容周囲温度範囲：－２０℃～４０℃〔乾球温度〕） 
　２．水配管・冷媒配管・電源線・伝送線の引込口や未使用のノックアウト穴は、 
　　　雨水等が侵入しないようにパテ等でふさいでください。（現地工事） 
　３．製品出荷時の現地ドレン排水接続は、前面仕様となっています｡ 
　　　後面で接続される場合は、後面の密栓用プラグを外し前面に取付けてください。 
　　　取付けの際には、水漏れがないよう十分ご注意ください。 
　４．下図に示すスペースを確保してください。（Ａ図） 
　　　（後面からのサービス等を考慮した場合、 
　　　　前面同様６００ｍｍ程度開けていた方が便利です。） 

11
00

550

1780

880 88020

c
e

d

分流コントローラーへ 

分流コントローラーへ 

b

a

分岐管キット（高圧） 
〈別売品〉 

分岐管キット（低圧） 
〈別売品〉 

熱源ユニット２ 熱源ユニット１ 

PQRY-P335SCM-E(-BSG)
PQRY-P335SCM-E(-BSG)

PQRY-P280SCM-E(-BSG)
PQRY-P335SCM-E(-BSG)

PQRY-P280SCM-E(-BSG)
PQRY-P280SCM-E(-BSG)

PQRY-P224SCM-E(-BSG)PQRY-P224SCM-E(-BSG)

PQRY-P690SCM-E(-BSG)
PQRY-P224SCM-E(-BSG)
PQRY-P450SCM-E(-BSG)

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの取付説明書をご覧ください。 
　3.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 

φ22.2

分岐管の配管サイズ 

CMY-Q100BK

PQRY-P630SCM-E(-BSG)PQRY-P560SCM-E(-BSG)PQRY-P500SCM-E(-BSG)
PQRY-P280SCM-E(-BSG)

φ28.58
φ25.4

b
a

低圧 
高圧 

分岐管キット形名(別売品)
分流コントローラー 
　　～分岐管キット 

熱源ユニット２ 
熱源ユニット１ 

構成ユニット形名 

セット形名 

分岐管キット～ 
　　　熱源ユニット 

ユニット形名 
dc または e

低圧側 高圧側 

P224形 
P280形 
P335形 

φ15.88 
φ19.05 
φ19.05

φ19.05 
φ22.2 
φ22.2

●PQRY-P450, 500, 560, 630, 690SCM-E（標準水圧仕様）
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■分流コントローラー（標準）

●CMB-P104, P105, P106, P108, P1010, P1013, P1016G

25
0

70
0

200

76 60XC=D

200

28
4

25
5

12
8 58

室内ユニット側配管接続口(液)

室内ユニット側配管接続口(ガス)

27

70

X

6464

200

点検口 
450□ 

60

70

Y

36
2

29
8(
吊
り
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ
)

23130

18
1

CMB-P1013G
CMB-P1016G

CMB-P1010G

CMB-P106G
CMB-P108G

CMB-P105G
CMB-P104G

1098

648

1152

702

900
720
540
420
300
240
180

15
12
9
7
5
4
3

φ15.88<フレア>

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

φ9.52<フレア> Ｄ Ｃ Ｂ Ａ 

制御箱 

A

B(吊りボルトピッチ)

24
8

10
3

熱源ユニット側配管接続口(低圧)

ﾄﾞﾚﾝ VP-25(ｵｽ)

熱源ユニット側配管接続口(高圧)

30

14

12

φ
31

ドレンホース（付属品） 

バンド（付属品） 

Ｘ部詳細 Ｙ部詳細 

注１．吊リボルト（φ１０），ワッシャ（Ｍ１０），ナット（Ｍ１０）は 
　　　現地にて手配して下さい。 
　２．サービススペースは下記による。 
　　（サービススペース部は出来るだけ、配管，ダクト等通さない様 
　　　注意して下さい。） 
　　　なお、下記サービススペース内の点検口（４５０□）は、サービスに 
　　　必要な開口であり、製品を降ろすには別途開口が必要です。 

＜付属品＞ 
　・冷媒＜低圧側＞接続管（大、小）・・・２個 
　・冷媒＜高圧側＞接続管・・・・・・・・１個 
　・レデューサー（大，小）・・・・・・分岐口数分 
　・ドレンホース・・・・・・・・・・・・１個 
　・ホースバンド・・・・・・・・・・・・１個 
　・パンタイ・・・・・・・・・・・・・・１本 

ｻｰﾋﾞｽ 
ｽﾍﾟｰｽ 

    224形:φ19.05<ロウ付>(付属配管を使用)
280､335形:φ22.2 <ロウ付>

        224形:φ15.88<ロウ付>(付属配管を使用)
280､335形:φ19.05<ロウ付>

■分流コントローラー（親機）

●CMB-P108, P1010, P1013, P1016GA

φ
31

バンド（付属品） 

Ｘ部詳細 

ドレンホース（付属品） 

Ｙ部詳細 

200

26
0

子機側室内ユニット合計容量 
　 224以下:φ15.88<ロウ付>（子機側付属配管を使用） 
225～400:φ19.05<ロウ付>
 
 

 

子機側室内ユニット合計容量 
    224以下:φ19.05<ロウ付>（子機側付属配管を使用） 
225～335:φ22.2  <ロウ付> 
336～400:φ25.4  <ロウ付>（子機側付属配管を使用） 

 
 
 
 
 

分流コントローラー子機配管接続口（低圧） 

分流コントローラー子機配管接続口（高圧） 

子機側室内ユニット合計容量 
　 335以下:φ9.52 <ロウ付> 
336～400:φ12.7  <ロウ付>（子機側付属配管を使用） 
 
 

 

分流コントローラー子機配管接続口（液） 

10
3

74

26
8

128

21
0

制御箱 

1164（吊りボルトピッチ） 

1110

熱源ユニット側配管接続口（低圧） 

10
3

熱源ユニット側配管接続口（高圧） 

26
8

12

14

30

ドレンVP-25（オス） 

点検口 
450□ 

（200） 

60

Y

38
8（
吊
り
ボ
ルト
ピッ
チ
） 

45
0

70

33
3

130 23

420 
540 
720 
900

7 
9 
12 
15

CMB-P108GA 
CMB-P1010GA 
CMB-P1013GA 
CMB-P1016GA

X

200200

（
70
0）
 

25
0

70

90

27 70

室内ユニット側配管接続口（ガス） 

室内ユニット側配管接続口（液） 

74

12
8

28
9

60XA=B76

66

64 64

φ9.52 <フレア>

16151413121110987654321

φ15.88 <フレア>

Ｂ Ａ 

サービス 
スペース 

280､335形:φ22.2 <ロウ付>（付属配管を使用） 
450､500､560、630､690形:φ28.58 <ロウ付>

 280､335形 :φ19.05<ロウ付>（付属配管を使用） 
 450､500､560形 :φ22.2  <ロウ付> 
 630､690形 :φ25.4  <ロウ付>（付属配管を使用） 
 
 

注１．吊リボルト（φ１０），ワッシャ（Ｍ１０），ナット（Ｍ１０）は 
　　　現地にて手配して下さい。 
　２．サービススペースは下記による。 
　　（サービススペース部は出来るだけ、配管，ダクト等通さない様 
　　　注意して下さい。） 
　　　なお、下記サービススペース内の点検口（４５０□）は、サービスに 
　　　必要な開口であり、製品を降ろすには別途開口が必要です。 
　３．分流コントローラー子機を接続する場合は、外形図を確認の上、別途 
　　　スペースを確保して下さい。 

＜付属品＞ 
　・冷媒＜低圧側＞接続管・・・・・・・・２個 
　・冷媒＜高圧側＞接続管（大、小）・・・２個 
　・レデューサ（大，小）・・・・・・・分岐口数分 
　・ドレンホース・・・・・・・・・・・・１個 
　・ホースバンド・・・・・・・・・・・・１個 
　・パンタイ・・・・・・・・・・・・・・１本 
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■分流コントローラー（子機）

●CMB-P104, P108GB

X

60X15=900
60

76200

90

18
1

45

130 23

24
8

16
9

10
3

64 64

Ｙ部詳細 

ドレンホース（付属品） 

Ｘ部詳細 

バンド（付属品） 

30 12

14

28
4
25
5
12
8

27

58

1152（吊りボルトピッチ） 

点検口 
450□ 

サービス 
スペース 

分流コントローラー親機配管接続口（低圧） 
子機側室内ユニット合計容量 
    224以下:φ19.05<ロウ付>（付属配管を使用） 
225～335:φ22.2  <ロウ付> 
    336以上:φ25.4  <ロウ付>（付属配管を使用） 

ドレン VP25（オス） 

分流コントローラー親機配管接口（液） 
子機側室内ユニット合計容量 
335以下:φ9.52 <ロウ付> 
336以上:φ12.7 <ロウ付>（付属配管を使用） 

分流コントローラー親機配管接続口（高圧） 

子機側室内ユニット合計容量 
224以下:φ15.88<ロウ付>（付属配管を使用） 
225以上:φ19.05<ロウ付>

46

60

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

60X15=900

室内ユニット側配管接続口（液） 
φ9.52 <フレア>

φ15.88 <フレア>
室内ユニット側配管接続口（ガス） 

1098

70制御箱 

36
2

29
8（
吊
り
ボ
ルト
ピッ
チ
） 

Y

φ
31

200

（
70
0）
 

25
0

（200） 

＜付属品＞ 
　・冷媒＜低圧側＞接続管・・・・・・・・４個 
　・冷媒＜高圧側＞接続管・・・・・・・・２個 
　・冷媒＜液側＞接続管・・・・・・・・・２個 
　・レデューサ（大，小）・・・・・・・分岐口数分 
　・ドレンホース・・・・・・・・・・・・１個 
　・ホースバンド・・・・・・・・・・・・１個 
　・パンタイ・・・・・・・・・・・・・・１本 
注１．吊リボルト（φ１０），ワッシャ（Ｍ１０），ナット（Ｍ１０）は 
　　　現地にて手配してください。 
　２．サービススペースは下記による。 
　　（サービススペース部は出来るだけ、配管，ダクト等通さない様 
　　　注意してください。） 
　　　なお、下記サービススペース内の点検口（４５０□）は、サービスに 
　　　必要な開口であり、製品を降ろすには別途開口が必要です。 
　３．本機は単独使用出来ません。（分流コントローラー親機が必要です。） 
　４．ユニットから発生する音（冷媒音）の影響のない場所に設置してください。 
　　　（ホテル等の暗騒音が低い部屋で使用する場合、室内ユニット 
　　　　～分流コントローラー間を５ｍ以上離してください。） 

X

76

200

28
4

25
5

12
8 58

室内ユニット側配管接続口(液)

室内ユニット側配管接続口(ガス)

27

60XA=B

6464

CMB-P108GB
CMB-P104GB 3 180

4207

200

200

70
0

25
0

点検口 
450□ 

Y

70
36
2

29
8(
吊
り
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ
)

60

23130

18
1

Ａ Ｂ 

φ15.88<フレア>

1 2 3 4 5 6 7 8

φ9.52<フレア>

　子機側室内ユニット合計容量 
   224以下:φ19.05<ロウ付>(付属配管を使用)

　225～335:φ22.2 <ロウ付>
   336以上:φ25.4 <ロウ付>(付属配管を使用)

子機側室内ユニット合計容量 
335以下:φ9.52<ロウ付>
336以上:φ12.7<ロウ付>(付属配管を使用)子機側室内ユニット合計容量 

224以下:φ15.88<ロウ付>(付属配管を使用)
225以上:φ19.05<ロウ付> 制御箱 

648

702(吊りボルトピッチ)

70

24
8

分流コントローラー親機配管接続口(高圧)

10
3

分流コントローラー親機配管接続口(低圧)

ﾄﾞﾚﾝ VP-25(ｵｽ)

30

14

12

16
9

45

分流コントローラー親機配管接口(液)

φ
31

Ｙ部詳細 

ドレンホース（付属品） 

Ｘ部詳細 

バンド（付属品） 

注１．吊リボルト（φ１０），ワッシャ（Ｍ１０），ナット（Ｍ１０）は 
　　　現地にて手配して下さい。 
　２．サービススペースは下記による。 
　　（サービススペース部は出来るだけ、配管，ダクト等通さない様 
　　　注意して下さい。） 
　　　なお、下記サービススペース内の点検口（４５０□）は、サービスに 
　　　必要な開口であり、製品を降ろすには別途開口が必要です。 
　３．本機は単独使用出来ません。（分流コントローラー親機が必要です。） 

ｻｰﾋﾞｽ ｽﾍﾟｰｽ 

＜付属品＞ 
　・冷媒＜低圧側＞接続管・・・・・・・・４個 
　・冷媒＜高圧側＞接続管・・・・・・・・２個 
　・冷媒＜液側＞接続管・・・・・・・・・２個 
　・レデューサー（大，小）・・・・・・分岐口数分 
　・ドレンホース・・・・・・・・・・・・１個 
　・ホースバンド・・・・・・・・・・・・１個 
　・パンタイ・・・・・・・・・・・・・・１本 

■分流コントローラー（子機）

●CMB-P1016HB
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〈7〉機外配線図
●PQRY-P224, 280, 335SCM-E

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

注８ 

プルボックス 

〈漏電遮断器〉 ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

電源 
単相100V
または 
単相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

注9,注10

注9,注10

注9,注10

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送線用給電拡張ユニット必要台数です。 
　分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算 
　できます。 

１０．分岐口数が１６分岐以下の場合、分流コントローラーＧタイプを接続してください。 
　　　分岐口数が１６分岐を超える場合、分流コントローラーＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。 

接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット接続台数 
　　（Ｎ１)を２０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２６台）以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ２）を１９台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２５台）以下にしてください。 
　　分流コントローラーは、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、 
　　　分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの 
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

２１～３９台 ４０台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
２台 

２７～４０台 

１台 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニットの仕様書に従ってください。） 

注５ 

注７ 

注７ 
注６ 

注７ 

注７ 
注６ 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず熱源ユニットのアース端子に接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の熱源ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。 
　　　その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、必ず差し換えた熱源ユニットの 
　　　アース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用給電拡張ユニット必要台数は、 
　　　〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一になります。）MAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡリモコン線を渡り配線して 
　　　ください。 

注３ 

注４ 
注４ 

５．５以上 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

熱源ユニット 

ＴＢ０１ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ａ,Ｂ)
Ｓ 

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ 

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

(Ａ,Ｂ)
Ｓ 

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

1.6mm以上 

Ｎ１　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ 

ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2

２８．９ 
２０．８ 

最大電流 
〈Ａ〉 

３.５以上 ４０ 
３０ 

４０ ８．０以上 ６０ 
３９．０ ３.５以上 ５０ ５０ １４.０以上 ６０ 

２.０以上 ３０ ３０ 30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 過電流保護器 

〈Ａ〉＊３ 
開閉器容量 
〈Ａ〉 

手元開閉器 配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)

室内－熱源ユニット間伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,MVVS)

別の系統ヘ 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

(R,S,T)

CN41→CN40差換え 

システムコントローラー 

電源 
三相２００Ｖ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ１ 

アース 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 

電源 
単相または 
三相200V

1.6mm以上 

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製 
　　 NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用 
　　 遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

PQRY-P280SCM-E
50A 100mA  0.1s以下 PQRY-P335SCM-E

PQRY-P224SCM-E

形 名 

　詳しくは設計・工事マニュアル 
　をご参照ください。 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

プルボックス 

注４ 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

注４ 

注７ 

注６ 

注３ 

注６ 注５,注１０ 

注７ 注７ 

注６ 

１１．分岐口数が１６分岐以下の場合、分流コントローラＧタイプを接続してください。 
　　　分岐口数が１６分岐を超える場合、分流コントローラＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送線用給電拡張ユニット 
　必要台数です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー 
　１台につき、室内ユニット２台を加算できます。 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニットの仕様書に従ってください。） 

１台 

１５～３４台 ３５～４０台 
２台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 

２７～４０台 １１～２６台 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ１)を１０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：１４台） 
　　以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続台数（Ｎ２，Ｎ３）を１６台 
　　（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）以下にしてください。 
　　分流コントローラーは、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラー 
　　　の台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を 
　　　加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず 
　　　伝送線用給電拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 
接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず熱源ユニットのアース端子に接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の熱源ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた熱源ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　 （ただし、１０ｍを超える場合は、室内－熱源ユニット間伝送線と同一仕様とし、 
　　　その部分を室内－熱源ユニット間伝送線最遠長の内数としてください。） 

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　 （ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 

室内－熱源ユニット間伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,MVVS)

CN41→CN40差換え 

熱源ユニット 

３.５以上 

２.０以上 

１４.０以上 

５．５以上 

50A 100mA  0.1s以下 

PQRY-P224SCM-E

PQRY-P335SCM-E

30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ３０ ３０ 

６０ ５０ 

３０ 

５０ 

２０．８ 

３９．０ 

1.6mm以上 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

アース 

ＴＢ１ 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

(R,S,T) (Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ 

別の系統ヘ 

Ｎ３　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

Ｓ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０２ ＴＢ０１ 

(Ｒ,Ｓ)

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)

電源 
単相または 
三相200V

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 

ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ０１ 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

Ｎ２　注９ Ｎ１　注９ 

M-NET
リモコン 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2
(0.75～1.25mm2)

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

1.6mm以上 
ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

(MVVS)

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

　詳しくは設計・工事マニュアル 
　をご参照ください。 

３.５以上 ８．０以上 40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 PQRY-P280SCM-E ６０ ４０ ４０ ２８．９ 

最大電流 
〈Ａ〉 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 過電流保護器 

〈Ａ〉＊３ 
開閉器容量 
〈Ａ〉 

手元開閉器 配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 形 名 
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●PQRY-P450, 500, 560, 630, 690SCM-E

A.個別配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

注８ 

プルボックス 

〈漏電遮断器〉 ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

電源 
単相100V
または 
単相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

注４ 

１０．分流コントローラーはＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機）タイプを接続してください。 
　　　 

注９,１０ 

注９,注１０ 

注９,注１０ 

注５ 

注３ 

注４ 

注３ 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送線用給電拡張ユニット必要台数です。 
　分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算 
　できます。 

接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット接続台数 
　　（Ｎ１)を２０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２６台）以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ２）を１９台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２５台）以下にしてください。 
　　分流コントローラーは、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、 
　　　分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの 
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

２１～３９台 ４０～５０台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
２台 

２７～５０台 

１台 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニットの仕様書に従ってください。） 

注７ 

注７ 
注６ 

注７ 

注７ 
注６ 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず熱源ユニットのアース端子どうしに接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の熱源ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。 
　　　その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、必ず差し換えた熱源ユニットの 
　　　アース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用給電拡張ユニット必要台数は、 
　　　〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一になります。）MAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡリモコン線を渡り配線して 
　　　ください。 

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

熱源ユニット 熱源ユニット 

CN41→CN40差換え 

室内－熱源ユニット間伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,MVVS)

８．０以上 
８．０以上 

２０．９ ２.０以上 ５．５以上 ３０ ３０ ３０ PQRY-P450SCM-E (ﾛ)PQRY-P224SCM-E

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

２８．７ ４０ 
４０ 

３０ 

４０ 
４０ 

６０ 
６０ ３.５以上 ２８．７ 

８．０以上 ２８．７ 

30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

(ｲ)PQRY-P280SCM-E
(ﾛ)PQRY-P280SCM-E

PQRY-P560SCM-E

１４.０以上 
１４.０以上 50A 100mA  0.1s以下 

50A 100mA  0.1s以下 
50A 100mA  0.1s以下 
50A 100mA  0.1s以下 

３４．３ ５０ 
５０ 

５０ 
５０ 

３.５以上 ６０ 
６０ ３.５以上 ３９．４ (ｲ)PQRY-P335SCM-E

(ﾛ)PQRY-P280SCM-E
PQRY-P630SCM-E

１４.０以上 
１４.０以上 

４１．０ ５０ 
５０ 

５０ 
５０ 

３.５以上 ６０ 
６０ ３.５以上 ４１．０ (ｲ)PQRY-P335SCM-E

(ﾛ)PQRY-P335SCM-E
PQRY-P690SCM-E

(ｲ)PQRY-P224SCM-E

(R,S,T)(R,S,T)

アース 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

ＴＢ１ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

アース 

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

別の系統へ 

ＴＢ１ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

（イ） （ロ） 

ＴＢ０１ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ａ,Ｂ)
Ｓ 

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ 

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

(Ａ,Ｂ)
Ｓ 

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

1.6mm以上 

Ｎ１　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ 

ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2

２０．９ ２.０以上 ５．５以上 ３０ ３０ 

２４．９ ２.０以上 ５．５以上 ３０ ３０ ３０ PQRY-P500SCM-E (ﾛ)PQRY-P224SCM-E
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ４０ 
30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

(ｲ)PQRY-P280SCM-E ２８．９ ３.５以上 ８．０以上 ４０ ６０ 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

＜漏電遮断器＞ ＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 

電源 
単相または 
三相200V

1.6mm以上 
　詳しくは設計・工事マニュアル 
　をご参照ください。 

３.５以上 

最大電流 
〈Ａ〉 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 過電流保護器 

〈Ａ〉＊３ 
開閉器容量 
〈Ａ〉 

手元開閉器 配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 セット形名 構成ユニット形名 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

プルボックス 

注４ 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

１１．分流コントローラーはＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機）タイプを接続してください。 

注３ １０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット接続台数 
　　（Ｎ１)を１０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：１４台）以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ２，Ｎ３）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）以下に 
　　してください。 
　　分流コントローラーは、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、 
　　　分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの 
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンのアドレス設定または 
　　　システムコントローラーにより登録してください。 

接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台もしくは３台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニットの仕様書に従ってください。） 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送用給電拡張ユニット必要台数です。 
　分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算 
　できます。 

１台 

１５～３４台 

１１～２６台 

２台 

２７～４２台 ４３～５０台 

３５～５０台 

３台 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず熱源ユニットのアース端子どうしに接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、または１台の熱源ユニット 
　　　のみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線） 
　　　のシールドアースは、必ず差し換えた熱源ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内－熱源ユニット間伝送線と同一仕様とし、その部分を室内－熱源ユニット間 
　　　伝送線最遠長の内数としてください。） 

注４ 

注７ 

注６ 

注３ 

注６ 注５,注１０ 

注７ 注７ 

注６ 

熱源ユニット 熱源ユニット 

CN41→CN40差換え 

室内－熱源ユニット間伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,MVVS)

５．５以上 
５．５以上 (ﾛ)PQRY-P224SCM-E 30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ３０ ３０ ３０ ２.０以上 ２０．９ 

２８．９ 
２４．９ 

PQRY-P450SCM-E

〈漏電遮断器〉 

（イ） 

30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ３０ ３０ ２.０以上 ２０．９ (ｲ)PQRY-P224SCM-E

PQRY-P560SCM-E (ﾛ)PQRY-P280SCM-E
(ｲ)PQRY-P280SCM-E 40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
２８．７ ３.５以上 ６０ 

６０ ３.５以上 
４０ 
４０ 

３０ 

８．０以上 
５．５以上 (ﾛ)PQRY-P224SCM-E 30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ３０ ３０ ３０ ２.０以上 PQRY-P500SCM-E

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ６０ ４０ ３.５以上 (ｲ)PQRY-P280SCM-E ４０ 

４０ 
４０ 

８．０以上 
８．０以上 ２８．７ 

PQRY-P630SCM-E (ﾛ)PQRY-P280SCM-E
(ｲ)PQRY-P335SCM-E 50A 100mA  0.1s以下 

50A 100mA  0.1s以下 
50A 100mA  0.1s以下 
50A 100mA  0.1s以下 

３９．４ ３.５以上 ６０ 
６０ ３.５以上 

５０ 
５０ 

５０ 
５０ 

１４.０以上 
１４.０以上 ３４．３ 

PQRY-P690SCM-E (ﾛ)PQRY-P335SCM-E
(ｲ)PQRY-P335SCM-E ４１．０ ３.５以上 ６０ 

６０ ３.５以上 
５０ 
５０ 

５０ 
５０ 

１４.０以上 
１４.０以上 ４１．０ 

（ロ） 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 

電源 
三相２００Ｖ 〈手元開閉器〉 

〈配線用遮断器〉 
〈漏電遮断器〉 

アース 

(R,S,T)

電源 
単相または 
三相200V

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

1.6mm以上 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

アース 

ＴＢ１ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

(R,S,T) (Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ 

別の系統ヘ 

Ｎ３　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

Ｓ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０２ ＴＢ０１ 

(Ｒ,Ｓ)

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ０１ 

Ｎ２　注９ Ｎ１　注９ 

M-NET
リモコン 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2
(0.75～1.25mm2)

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

1.6mm以上 
ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

(MVVS)

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

　詳しくは設計・工事マニュアル 
　をご参照ください。 

最大電流 
〈Ａ〉 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 過電流保護器 

〈Ａ〉＊３ 
開閉器容量 
〈Ａ〉 

手元開閉器 配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 セット形名 構成ユニット形名 
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B.渡り配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

注８ 

プルボックス 

〈漏電遮断器〉 ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

電源 
単相100V
または 
単相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

注４ 

１０．分流コントローラーはＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機）タイプを接続してください。 
　　　 

注９,１０ 

注９,注１０ 

注９,注１０ 

注５ 

注３ 

注４ 

注３ 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送線用給電拡張ユニット必要台数です。 
　分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算 
　できます。 

接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット接続台数 
　　（Ｎ１)を２０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２６台）以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ２）を１９台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２５台）以下にしてください。 
　　分流コントローラーは、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、 
　　　分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの 
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

２１～３９台 ４０～５０台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
２台 

２７～５０台 

１台 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニットの仕様書に従ってください。） 

注７ 

注７ 
注６ 

注７ 

注７ 
注６ 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず熱源ユニットのアース端子どうしに接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の熱源ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。 
　　　その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、必ず差し換えた熱源ユニットの 
　　　アース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用給電拡張ユニット必要台数は、 
　　　〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一になります。）MAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡリモコン線を渡り配線して 
　　　ください。 

(b)１４．０以上 
(a)３８．０以上 １００ ５.５以上 ８１．９ 

(ｲ)PQRY-P335SCM-E
(ﾛ)PQRY-P335SCM-EPQRY-P690SCM-E

(ｲ)PQRY-P224SCM-E ４１．８ ３.５以上 PQRY-P450SCM-E

PQRY-P500SCM-E

(ﾛ)PQRY-P224SCM-E (b)　５．５以上 
(a)１４．０以上 50A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

６０ 

１００ １００ 

(b)１４．０以上 
(a)３８．０以上 ７５ ５.５以上 ６８．５ 

(ｲ)PQRY-P335SCM-E
(ﾛ)PQRY-P280SCM-EPQRY-P630SCM-E 75A 100mA 0.1s以下 ７５ ７５ 

(b)　８．０以上 
(a)２２．０以上 ６０ ５.５以上 ５７．３ 

(ｲ)PQRY-P280SCM-E
(ﾛ)PQRY-P280SCM-EPQRY-P560SCM-E 60A 100mA 0.1s以下 ６０ ６０ 

５０ ５０ 

(ｲ)PQRY-P280SCM-E ４９．６ ５.５以上 (ﾛ)PQRY-P224SCM-E (b)　５．５以上 
(a)２２．０以上 60A 100mA 0.1s以下 ６０ ６０ ６０ 

(b)

(a)

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４ 分岐後の配線長さが８mを超える場合は、８mm2の配線径をご使用ください。 
＊５ 分岐後の配線長さが８mを超える場合は、１４mm2の配線径をご使用ください。 
＊６ 分岐後の配線長さが８mを超える場合は、２２mm2の配線径をご使用ください。 

熱源ユニット 熱源ユニット 

CN41→CN40差換え 

室内－熱源ユニット間伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,MVVS)

(R,S,T)(R,S,T)

アース 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

アース 

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

別の系統へ 

ＴＢ１ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

（イ） （ロ） 

ＴＢ０１ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ａ,Ｂ)
Ｓ 

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ 

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

(Ａ,Ｂ)
Ｓ 

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

1.6mm以上 

Ｎ１　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ 

ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

＜漏電遮断器＞ ＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 

電源 
単相または 
三相200V

1.6mm以上 
　詳しくは設計・工事マニュアル 
　をご参照ください。 

最大電流 
〈Ａ〉 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 過電流保護器 

〈Ａ〉＊３ 
開閉器容量 
〈Ａ〉 

手元開閉器 配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 セット形名 構成ユニット形名 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

プルボックス 

注４ 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

１１．分流コントローラーはＧＡ（親機）、ＧＢ（子機）、ＨＢ（子機）タイプを接続してください。 
注３ １０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット接続台数 
　　（Ｎ１)を１０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：１４台）以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ２，Ｎ３）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）以下に 
　　してください。 
　　分流コントローラーは、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、 
　　　分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの 
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンのアドレス設定または 
　　　システムコントローラーにより登録してください。 

接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを２台もしくは３台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニットの仕様書に従ってください。） 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送用給電拡張ユニット必要台数です。 
　分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を加算 
　できます。 

１台 

１５～３４台 

１１～２６台 

２台 

２７～４２台 ４３～５０台 

３５～５０台 

３台 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず熱源ユニットのアース端子どうしに接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、または１台の熱源ユニット 
　　　のみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線） 
　　　のシールドアースは、必ず差し換えた熱源ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内－熱源ユニット間伝送線と同一仕様とし、その部分を室内－熱源ユニット間 
　　　伝送線最遠長の内数としてください。） 

注４ 

注７ 

注６ 

注３ 

注６ 注５,注１０ 

注７ 注７ 

注６ 

60A 100mA 0.1s以下 

50A 100mA 0.1s以下 (ﾛ)PQRY-P224SCM-EPQRY-P450SCM-E
(ｲ)PQRY-P224SCM-E

PQRY-P560SCM-E (ﾛ)PQRY-P280SCM-E
(ｲ)PQRY-P280SCM-E

(b)　８．０以上 
(a)２２．０以上 ６０ 

(b)　５．５以上 
(a)１４．０以上 ６０ 

６０ ６０ 

５０ ５０ 

５.５以上 

３.５以上 

５７．３ 

75A 100mA 0.1s以下 PQRY-P630SCM-E (ﾛ)PQRY-P280SCM-E
(ｲ)PQRY-P335SCM-E

(b)１４．０以上 
(a)３８．０以上 ７５ ７５ ７５ ５.５以上 ６８．５ 

100A 100mA  0.1s以下 PQRY-P690SCM-E (ﾛ)PQRY-P335SCM-E
(ｲ)PQRY-P335SCM-E

(b)１４．０以上 
(a)３８．０以上 １００ １００ １００ ５.５以上 ８１．９ 

４１．８ 

60A 100mA 0.1s以下 (ﾛ)PQRY-P224SCM-EPQRY-P500SCM-E
(ｲ)PQRY-P280SCM-E

(b)　５．５以上 
(a)２２．０以上 ６０ ６０ ６０ ５.５以上 ４９．６ 

(b)

(a)

熱源ユニット 熱源ユニット 

CN41→CN40差換え 

室内－熱源ユニット間伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,MVVS)

〈漏電遮断器〉 

（イ） （ロ） 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 

アース 

(R,S,T)

電源 
単相または 
三相200V

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

1.6mm以上 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

アース 

ＴＢ１ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

(R,S,T) (Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ 

別の系統ヘ 

Ｎ３　注９ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

Ｓ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０２ ＴＢ０１ 

(Ｒ,Ｓ)

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ０１ 

Ｎ２　注９ Ｎ１　注９ 

M-NET
リモコン 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2

(0.75～1.25mm2)

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

1.6mm以上 
ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

(MVVS)

　詳しくは設計・工事マニュアル 
　をご参照ください。 

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４ 分岐後の配線長さが８mを超える場合は、８mm2の配線径をご使用ください。 
＊５ 分岐後の配線長さが８mを超える場合は、１４mm2の配線径をご使用ください。 
＊６ 分岐後の配線長さが８mを超える場合は、２２mm2の配線径をご使用ください。 

最大電流 
〈Ａ〉 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 過電流保護器 

〈Ａ〉＊３ 
開閉器容量 
〈Ａ〉 

手元開閉器 配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 セット形名 構成ユニット形名 
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〈8〉主電源配線と器具容量
■個別配線接続

●配線系統図（例）

主電源の配線太さおよび開閉器容量

電　　 源 
三相 200V

＜熱源ユニット＞ 

アース 

熱源ユニット 
 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

（注）
※1.電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を取付けてください。
※2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※3.過電流保護器は、B種ヒューズを使用する場合について示します。
※4.受電容量やブレーカー容量は、電動機出力を拠りどころとせず、最大電流値（機外配線図参照）を参考に選定ください。

－ 5.5以上 2以上 30 30 30 30A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
－ 8以上 3.5以上 60 40 40 40A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
－ 14以上 5.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 

5.5以上 2以上 30 30 30 30A 30mAまたは100mA　0.1s以下 

P224形 
P280形 
P335形 

P450形 

P280形 8以上 3.5以上 60 40 40A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
P224形 

P224形 

5.5以上 2以上 30 30 30 30A 30mAまたは100mA　0.1s以下 P224形 

5.5以上 2以上 30 30 30A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
P280形 8以上 3.5以上 60 40 40A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
P280形 8以上 3.5以上 60 40 40A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
P335形 14以上 3.5以上 60 50 50A 100mA　0.1s以下 
P280形 8以上 3.5以上 60 40 40A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
P335形 14以上 3.5以上 60 50 50A 100mA　0.1s以下 
P335形 14以上 3.5以上 60 50

40
30
40
40
50
40
50
50 50A 100mA　0.1s以下 

P560形 

P630形 

P690形 

P500形 

幹線 接地線 開閉器容量 
（Ａ） 

過電流保護器 
（Ａ）※3

最小太さ（ｍｍ2） 手元開閉器 
配線用遮断器 
（Ａ） 

漏電遮断器 
※1、※2

形名 構成 
ユニット 
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電　　 源 
三相 200V

アース 

アース線 

（a） 

（イ） 

（b） 

（ロ） 

熱源ユニット 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

熱源ユニット 

P450～P690形の場合 

■組合わせユニットでの渡り配線接続

●配線系統図（例）

主電源の配線太さおよび開閉器容量

※1.電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を取付けてください。
※2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※3.過電流保護器は、B種ヒューズを使用する場合について示します。
※4.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、8mm2の配線径をご使用ください。
※5.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、14mm2の配線径をご使用ください。
※6.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、22mm2の配線径をご使用ください。

幹線 接地線 開閉器容量 
（Ａ） 

過電流保護器 
（Ａ）※3

最小太さ（ｍｍ2） 手元開閉器 
配線用遮断器 
（Ａ） 

漏電遮断器 
※1、※2形名 

構成 
ユニット 

（イ）P280形 (a)22以上 
（ロ）P224形 (b)5.5以上 
（イ）P280形 (a)22以上 
（ロ）P280形 (b)8以上 
（イ）P335形 (a)38以上 
（ロ）P280形 (b)8以上 
（イ）P335形 (a)38以上 
（ロ）P335形 (b)14以上 

5.5以上 

5.5以上 

5.5以上 

5.5以上 

75A 100mA　0.1s以下 

100A 100mA　0.1s以下 

60

60

75

P560形 

P630形 

P690形 

P500形 60A 100mA　0.1s以下 

60A 100mA　0.1s以下 

100

※4

（イ）P224形 (a)14以上 
（ロ）P224形 (b)5.5以上 

3.5以上 60

60

60

75

100

50

60

60

75

100

50P450形 50A 100mA　0.1s以下 

※5

※6
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〈9〉能力特性
■機種選定方法

（1）室内ユニットの選定

①各部屋（室内側）の熱負荷を算出ください。

②熱負荷と室内吸込空気温度補正により、室内ユニット形名を選定ください。空気補正線図はシステム内熱負荷の合計

値（Ｑｉ）に近い容量となる熱源ユニットの線図を参照ください（標準能力表および空気条件変化による補正は設計

工事マニュアルをご参照ください）。

③システム全体の室内ユニット合計容量（Ｎ）を算出ください。

（2）熱源ユニットの選定
①室内ユニット合計容量Ｎより熱源ユニット容量（Ｘ）を仮設定ください。
室内ユニット合計容量Ｎは熱源ユニットの接続容量範囲としてください。

②仮設定した容量Ｘの熱源ユニット標準能力をＱｓとします。

※ 室内ユニット合計容量Ｎが熱源ユニット容量Ｘの１００％を超える場合は、熱源ユニット部分負荷能力表より、該

当する合計値Ｎに対応した能力を熱源ユニット標準能力Ｑｓとしてください。

③熱源ユニット標準能力Ｑｓに循環水温度、循環水量補正、室内吸込空気温度補正、配管長補正、分流コントローラー

分岐口補正（冷房）を乗じて熱源ユニット最大能力Ｑｍを算出してください。

配管長補正値は室内ユニット合計容量Ｎに応じて配管長補正線図より読み取った値としてください。

Ｑｍ＝Ｑｓ×配管長補正×循環水温度補正×循環水量補正×室内吸込空気温度補正×分流コントローラー分岐口補正

（冷房）

各種補正線図につきましては設計工事マニュアルをご参照ください。

④熱源ユニット最大能力Ｑｍ≧合計熱負荷Ｑｉであることを確認してください

Ｑｍ＜Ｑｉの場合は、Ｑｍ≧Ｑｉとなるよう、熱源ユニット容量Ｘを見直してください。

⑤選定後、熱源ユニット最大能力Ｑｍを各室内ユニット容量に応じて按分し、負荷≦能力となっていることを再確認く

ださい。

負荷＞能力となっている場合、熱源ユニット容量に余力がある場合には室内ユニットの容量を大きくし、①より再計

算ください。余力がない場合には室内ユニット容量と合わせて熱源ユニットも大きくして①より再計算ください。

（4）注意事項

（3）上記（１），（２）について冷房／暖房両方で確認ください。一方を満足しない場合は、両方

満足する室外容量Ｘを選定してください。

・室内ユニットの選定において顕熱負荷を考慮される場合は、１項において吸込空気温度補正とあわせて、カタログ等
に記載の室内ユニットの顕熱比に応じて機器の選定を行ってください。
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（5）選定計算例
設計条件
＜冷　房＞：室内設計乾球温度　２６℃／室内設計湿球温度　１８．５℃　

循環水設計水温度　３６℃／循環水設計水量　　５．０ｍ3/h
冷房負荷　２つの部屋で各部屋１３ｋＷ

＜暖　房＞：室内設計乾球温度　２１℃　
循環水設計水温度　１８℃／循環水設計水量　　５．０ｍ3/h
暖房負荷：２つの部屋で各１５ｋＷ

＜その他＞：室内外配管相当長　５０ｍ
P112～Ｐ160室内ユニットは分岐口２箇所を合流して接続した場合

Ａ．冷房計算
（a）熱負荷が１室あたり１３ｋＷで、室内吸込空気温度補正を考慮して室内ユニット容量は１４０形を仮設定。
（合計負荷が２６ｋＷなので、空気補正線図は２８０形熱源ユニットの線図を使用）

（b）室内ユニット合計容量Ｎが２８０のため熱源ユニット容量Ｘは２８０形で仮設定。標準能力Ｑｓ＝２８ｋＷと
なります。

（c）２８０形熱源ユニットの循環水水温度補正グラフと循環水水量補正グラフと配管長補正グラフから、各補正値　　
は次のようになります。
循環水温度３６℃・・・・・能力補正係数０．９３
循環水量・・・・・能力補正係数０．９９
配管長５０ｍ・・・・・能力補正係数０．９３
＊この場合分流コントローラー補正はなしです

標準能力Ｑｓに循環水温度補正、循環水量補正、配管長補正を加味すると室外最大能力Ｑｍは
Ｑｍ＝２８×０．９３×０．９９×０．９３＝２３．９ｋＷ

熱負荷Ｑｉ（＝２６ｋＷ）＞Ｑｍと能力不足のため、熱源ユニットの容量Ｘを１ランク大きい３３５形の熱源　
ユニットで再計算します。

（d）３３５形の場合、循環水温度補正は０．９３、循環水量補正は０．９９、配管長補正は室内ユニット合計容量
Ｎが２８０形の値を読み取ると０．９７となります。
室外標準能力Ｑｓは３３．５ｋＷより室外最大能力Ｑｍは

Ｑｍ＝３３．５×０．９３×０．９９×０．９７＝２９．９ｋＷ＞Ｑｉ（２６ｋＷ）
となり、最大能力Ｑｍは条件を満足します。

（e）室内ユニット１台あたりに按分した室外最大能力を元に、室内吸込空気条件の補正を加味して室内側の熱負荷
を比較すると、吸込空気温度１８．５℃ＷＢの補正係数が０．９９のため、

２９．９ｋＷ×１４０／２８０×０．９９＝１４．８０ｋＷ＞熱負荷１３ｋＷ
と能力が上回っており、室内は１４０形２台、熱源ユニットは３３５形と仮決めします。

Ｂ．暖房計算
冷房計算で仮決めした機種で暖房について計算します。
（a）冷房で仮決めした熱源ユニット３３５形の標準能力Ｑｓ＝３７．５ｋＷとなります。

（b）暖房側の、循環水水温度補正、循環水水量補正、配管長補正がそれぞれ、
循環水温度１８℃・・・・・能力補正係数１．００
循環水量・・・・・能力補正係数０．９８８
配管長５０ｍ・・・・・能力補正係数０．９７

より室外最大能力Ｑｍ＝３７．５×１．００×０．９８８×０．９７＝３５．９ｋＷ
暖房負荷Ｑｉ（３０ｋＷ）＜室外最大能力Ｑｍ（３５．９ｋＷ）となり、室外能力は満足しています。

（c）室外最大能力を按分した室内ユニット１台あたりの能力を確認すると、室内吸込空気温度２１℃ＤＢの補正係
数は０．９６５のため、

３５．９×１４０／２８０×０．９６５＝１７．３ｋＷ＞１部屋あたりの熱負荷１５ｋＷ
となり各室内ユニットは熱負荷以上の能力を満足します。

以上より機種選定結果は以下となります。
室内ユニット：１４０形×２台
熱源ユニット：Ｐ３３５形
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熱負 荷 ( Ｑ ｉ ) 設定 

室内 吸 込 空 気 温 度 補正 

各室 内 ユ ニ ッ ト 容 量 設 定 

室内 ユ ニ ッ ト 合 計 容量 ( Ｎ ) 算 

熱源 ユ ニ ッ ト 容量 ( Ｘ ) 設定 

熱源ユニット標準能力（Ｑｓ）に 
循環水温度・循環水量・配管長で 
補正して補正能力（Ｑｍ）算出 

熱負 荷 Ｑ ｉ ＞ 補 正 能 力 Ｑｍ 熱源 ユ ニ ッ ト 容 量 １ランクアップ 

熱源ユニット補正能力（Ｑｍ） 
を室内ユニット毎に按分 

按分した能力に、室内吸込空気温度 
補正を行い、熱負荷以上か再確 

NO

YE S 

終了 （ 冷 房 、 暖 房 で 実 施） 

〈計算フロー〉 
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〈10〉冷媒配管設計
●PQRY-P224, 280, 335SCM-E
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m
） 

分流コントローラー（親機）－最遠室内ユニット間高低差（m） 

図1. 分流コントローラー－室内ユニット高低差と枝管長 

配
管
長 

高
低
差 

配 管 総 延 長  
最 遠 配 管 長  
熱源ユニット－分流コントローラー間 
分流コントローラー－室内間 
　　　　　　　　　　　　  熱源ユニット上 
室内－熱源ユニット間　　　　　 
　　　　　　　　　　　　 　熱源ユニット下

 

室内－分流コントローラー間  
室 内 － 室 内 間  
分流コントローラー（親機もしくは子機） 
－分流コントローラー（子機）間 

項　　目 配管部位 
A＋B＋C＋D＋E＋a＋b＋c＋d＋e＋f 

A＋C＋E＋f 
A 

B＋d もしくは C＋D＋e もしくは C＋E＋f 
H 
H' 
h1 
h2 

h3

※図2.配管総延長制約参照 
165m以下（相当長190m以下） 

110m以下 
40m以下 ※1 
50m以下 
40m以下 

15m（10m）以下 ※2 
15m（10m）以下 ※2 

15m以下 

許容値 

※1. 分流コントローラー－最遠室内ユニット（P280形は除く）間配管長が40mを越える場合、図1.高低差と枝管長を参照ください。 
※2. 室内ユニットの接続容量が、P224形以上の場合は、（     ）内数値になります。  
 
注1. 分岐数が16分岐を超える場合は、分流コントローラーが2～3台（親機・子機）必要となり、かつ分流コントローラー間の配管

は3管となります。 
注2. 分流コントローラー子機を2台接続する場合は、上記許容値の内数としてください。  
注3. 分流コントローラー子機を2台接続する場合、2台の分流コントローラー子機は並列に設置ください。 
注4. P112～P160形室内ユニットを接続する場合、通常は別売品の合流管キット（形名：CMY-R160-FA）を使用し、分岐口2箇

所を合流した後接続してください。 
（その際には分流コントローラーDIP-SW4-6をONしてください。）  
 P112～P160形室内ユニットを分岐口1箇所に接続することも可能です。（その際には分流コントローラーDIP-SW4-6を
OFFしてください。）但し、冷房能力が多少低下します。 
（工場出荷時はDIP-SW4-6はOFF設定となっています。） 

注5. P224, P280形室内ユニットと他の容量の室内ユニットと同一分岐口で接続しないでください。  
注6. 同一分岐口に複数の室内ユニットを接続する場合、同一分岐口に接続している室内ユニットが同時に冷房・暖房運転をするよう

に設定してください。 
　　 また、その際、冷房・暖房運転が混在しないように、リモコンサーモもしくは別売のサーモを使用し、冷房・暖房運転が共通とな

るようにしてください。 
注7. 分流コントローラー子機CMB-P･GBタイプへの室内ユニット接続可能合計容量（GBタイプ2台接続時は2台分の合計）は

P400形以下です。 
分流コントローラー子機CMB-P1016HBへの室内ユニット接続可能合計容量はP400以下ですが、少なくとも1台CMB-
P1016HBを使用する場合、子機2台接続時の2台分の室内ユニット接続可能合計容量はP500以下です。 

熱源ユニット 

分流コントローラー親機 

分流コントローラー子機 

分流コントローラー子機 

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 

室内ユニット 

室内ユニット 

分岐管 
（CMY-Y202-D1） 
（CMY-Y102L-D1） 
（CMY-Y102S-D） 

レデューサ （P22～P56形） 
(分流コントローラー付属品)

分岐管 
（CMY-Y102S-D） 

a 

C 

b 

H H' 

h1 
h1 

B 

c d f 

h3 

D 

E 

A e h1 

h2 

（P22～P90形） （P112～P280形） 1分岐口に最大3台まで 
合計容量P90以下 

合流管セット 
(CMY-R160-FA） 

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

熱源ユニット－分流コントローラー間距離（m） 

配
管
総
延
長
 （
m
）
 

図2. 配管総延長制約（熱源ユニットP224～P335形） 
 



3-117

ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン 

シ
テ
ィ
マ
ル
チ
W
R
2 

E 

e
c
o 

熱
源
ユ
ニ
ッ
ト（
2
管
式
冷
暖
同
時
） 

●PQRY-P450, 500, 560, 630, 690SCM-E

分流コントローラー親機 

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

0 5 10 15分
流
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー（
親
機
）－
最
遠
室
内
ユ
ニ
ット
間
配
管
長（
m
） 

分流コントローラー（親機）－最遠室内ユニット間高低差（m） 

図1. 分流コントローラー－室内ユニット高低差と枝管長 

配
管
長 

高
低
差 

配 管 総 延 長  
最 遠 配 管 長  
熱源ユニット－分流コントローラー間 
分流コントローラー－室内間 
熱源ユニット－熱源ユニット間 
　　　　　　　　　　　　　　熱源ユニット上 
室内－熱源ユニット間　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　熱源ユニット下

 

室内－分流コントローラー間  
室 内 － 室 内 間  
分流コントローラー（親機もしくは子機） 
－分流コントローラー（子機）間
熱源ユニット－熱源ユニット間 

項　　目 配管部位 
F＋G＋A＋B＋C＋D＋E＋a＋b＋c＋d＋e＋f 

F（G）＋A＋C＋E＋f 
F（G）＋A 

B＋d もしくは C＋D＋e もしくは C＋E＋f 
F＋G  
H 
H' 
h1 
h2 

h3
 
 
h4

※図2.配管総延長制約参照 
165m以下（相当長190m以下） 

110m以下 
40m以下 ※1 
5m以下 
50m以下 
40m以下 

15m（10m）以下 ※2 
15m（10m）以下 ※2 

15m以下
 

 
0.1m以下 

許容値 

※1. 分流コントローラー－最遠室内ユニット（P280形は除く）間配管長が40mを越える場合、図1.高低差と枝管長を参照ください。 
※2. 室内ユニットの接続容量が、P224形以上の場合は、（     ）内数値になります。  
 
注1. 分岐数が16分岐を超える場合は、分流コントローラーが2～3台（親機・子機）必要となり、かつ分流コントローラー間の配管

は3管となります。 
注2. 分流コントローラー子機を2台接続する場合は、上記許容値の内数としてください。 
注3. 分流コントローラー子機を2台接続する場合、2台の分流コントローラー子機は並列に設置ください。 
注4. P112～P160形室内ユニットを接続する場合、通常は別売品の合流管キット（形名：CMY-R160-FA）を使用し、分岐口2箇

所を合流した後接続してください。 
（その際には分流コントローラーDIP-SW4-6をONしてください。） 
P112～P160形室内ユニットを分岐口1箇所に接続することも可能です。（その際には分流コントローラーDIP-SW4-6を
OFFしてください。）但し、冷房能力が多少低下します。（工場出荷時はDIP-SW4-6はOFF設定となっています。） 

注5. P224, P280形室内ユニットと他の容量の室内ユニットと同一分岐口で接続しないでください。 
注6. 同一分岐口に複数の室内ユニットを接続する場合、同一分岐口に接続している室内ユニットが同時に冷房・暖房運転をするよう

に設定してください。 
　　 また、その際、冷房・暖房運転が混在しないように、リモコンサーモもしくは別売のサーモを使用し、冷房・暖房運転が共通とな

るようにしてください。 
注7. 分流コントローラー子機CMB-P･GBタイプへの室内ユニット接続可能合計容量（GBタイプ2台接続時は2台分の合計）は

P400形以下です。分流コントローラー子機CMB-P1016HBへの室内ユニット接続可能合計容量はP400以下ですが、少
なくとも1台CMB-P1016HBを使用する場合、子機2台接続時の2台分の室内ユニット接続可能合計容量はP500以下です。 

（P22～P90形） （P112～P280形） 1分岐口に最大3台まで 
合計容量P90以下 

合流管セット 
(CMY-R160-FA） 

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 

室内ユニット 

室内ユニット 

h1 

h3 

h1 

h2 

f 

D 

E 

e 

分流コントローラー子機 

分流コントローラー子機 

分岐管キット（CMY-Q100BK） 
分岐管キットは低圧側のみ熱源ユニット内部での接続となります。 
異容量組合せの場合には、容量の大きい熱源ユニットに接続ください。 

分岐管 
（CMY-Y202-D1） 
（CMY-Y102L-D1） 
（CMY-Y102S-D） 

分岐管 
（CMY-Y102S-D） 

a 

C 

b 
B 

c d 

A 

G F 

h4 

熱源ユニット1
熱源ユニット2

H H' 

h1 

図2. 配管総延長制約（熱源ユニットP450形以上） 
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配
管
総
延
長
 （
m
）
 



3-118

〈11〉据付工事
1）単独設置の場合
①ユニットのサービススペースを下図のように確保してください。

（背面からのサービス等を考慮した場合、正面同様600mm程度確保した方が便利です。）

②制御箱取外し時のサービススペースを確保するため、水配管・冷媒配管の施工は、ユニット正面の下図に示すス

ペースを避けて行ってください。

2）連続設置の場合
①多数のユニットを設置する場合は、下図のスペースをとってください。

サービススペース 
　（正面側） 

ユニット平面 

 　　サービス 
 　　スペース 
　　（正面側） 

350

450

170

5
3
0

左から350mmの範囲で 
水配管配置可能 

制御箱 
取り外し 
スペース 

53

880

102725

600

1
1
0
0

6
0
04
5
01
7
0

5
5
0

<単位 mm＞ 

1780

20880 880
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〈12〉別売部品表
■別売部品一覧表 

部　品　名 
トリョウクミタテ 

部　品　コ　ー　ド 
R61 A45010

仕　　様 
5Y 8/1

■サービス部品（補修塗料） 

■分流コントローラー用オプション 

形　名 

熱源ユニット 
合計形名 
・P450～P690形 
　CMY-Q100BK

アクティブフィルター※ 

本体 取付部品 
圧力計 分岐管キット 

PQRY-P224SCM-E 

PQRY-P280SCM-E 

PQRY-P335SCM-E

PAC-KK66PG

PAC-KK51EAC

部　品　名 区　　分 形　名 

合流管キット 

 
分岐管 

ドレンアップメカ 

バルブキット 

CMY-R160-FA 

CMY-Y102S-D 

CMY-Y102L-D1 

PAC-KA40DM 

PAC-KA98VK

 

P224以下 

P225～P400

下流側室内ユニット 
合計容量 

部　品　名 形　　名 
外部入力用アダプター 
外部出力用アダプター 
Web対応集中コントローラー 

スケジュールタイマー 
液晶レスタイプ 

ON/OFFリモコン 
システムリモコン 
グループリモコン 
伝送線用給電ユニット 
伝送線用給電拡張ユニット 
拡張コントローラー 

PAC-SC36NA
PAC-SC37SA
G-150AD
GB-50
PAC-YT34ST-W
PAC-YT40ANR-W
PAC-SF44SR-W
PAC-SC30GR-W
PAC-SC51KU
PAC-SF46EP 
PAC-YG50EC

■熱源ユニットシステムオプション 

※経済産業省で定める「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波印制対策ガイドライン」において、 

　高調波流出電流が高調波流出電流の上限値を超える場合に設備全体での対策と合わせ、採用をご検討ください。 
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3.5 シティマルチWY E eco 熱源ユニット（冷暖切替）
〈1〉機器構成
■8～12HP

P22 P28 P36 P45 P56 P71 P80 P90 P112 P140 P160 P224 P280

汎用 

BM
JM

LM
BM
EM

M
M
ML
KM
BM
BMS
HM
LEM
DM

HM

天井 
ｶｾｯﾄ 

天井 

天埋 

天吊 

壁掛 

床置 

四方向 

二方向 

一方向 

小容量 

大容量 

PLFY

PMFY

PDFY

PEFY

PCFY

PKFY

PFFY

ビルトイン 

ローボーイ 
ダクト 

ダクト 
ホテル向け 

GMPSFYスリム 

厨房用 

外気処理 

天吊 PCFY

● 
● 
● 

● 
● 
● 

● 
● 

● 

● ● 

● 

● 

● 
● 
● 

● 
● 

● ● ● 

● 
CM ● ● 

● 
● ● ● ● 

● ● ● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● ● 

● ● ● 
● ● ● ● 

● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 

● ● 

● ● ● 

● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● 

● ● ● ● 

● 

リモコンおよびシステムコントローラー等 

パネル（天井カセット、天井ビルトイン、天袋ビルトインのみ） 

8HP 10HP
熱源ユニット 

PQHY-P224SCM-E PQHY-P280SCM-E

接続可能 
容　量 Ｐ22～Ｐ280

室内ユニット 

台　数 1～13台 

合計容量 
(熱源ユニット容量比)

112～291 
（50～130％） 

1～16台 

140～364 
（50～130％） 

12HP

PQHY-P335SCM-E

168～435 
（50～130％） 

分岐ジョイント 
分岐ヘッダー 

4分岐 8分岐 10分岐 

8HP CMY-Y102S-D

10・12HP CMY-Y102S-D 
CMY-Y102L-D1

CMY-Y104-D CMY-Y108-D CMY-Y1010-D

分
岐
管
キ
ッ
ト 

パ
ネ
ル
必
要 

 

M-F
RM-F

RDF5

CLMD

天埋 

天埋 

ロスナイ 

PEFY

LGH
DF5LB

壁 ビルトイン 
室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 

PFFY
M-F-TKPEFY

PLFY
● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● 

● ● 
● 

LRM床埋込 
PFFY

ローボーイ ● ● ● ● ● 
RM壁 ビルトイン 

●（50） ●（80） ●（100） 

●（100） ●（150） ●（200） 
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■16～24HP（熱源ユニット2台接続構成）

室外ユニット 

接続可能 
容　量 

室内ユニット 

台　数 

合計容量 
(熱源ユニット容量比)

分岐ジョイント 
分岐ヘッダー 

4分岐 8分岐 10分岐 
分
岐
管
キ
ッ
ト 

CMY-Y102S-D 
CMY-Y102L-D1 
CMY-Y202-D1

室内ユニット用 

CMY-Y100BK216～24HP熱源ユニット用 

CMY-Y104-D CMY-Y108-D CMY-Y1010-D

P22 P28 P36 P45 P56 P71 P80 P90 P112 P140 P160 P224 P280

汎用 

BM
JM

LM
BM
EM

M
M
ML
KM
BM
BMS
HM
LEM
DM

HM

天井 
ｶｾｯﾄ 

天井 

天埋 

天吊 

壁掛 

床置 

四方向 

二方向 

一方向 

小容量 

大容量 

PLFY

PMFY

PDFY

PEFY

PCFY

PKFY

PFFY

ビルトイン 

ローボーイ 
ダクト 

ダクト 
ホテル向け 

GMPSFYスリム 

厨房用 天吊 PCFY

● 
● 

● 

● 
● 

● 
● 
● 

● 
● 

● 

● 

● ● 

● 

● 
● 

● ● 

● 
CM ● ● ● ● 

● 
● ● ● ● 

● ● ● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● ● 

● ● ● 
● ● ● ● 

● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 

● ● 

● ● ● 

● ● 

P450

● 

P560

● 

● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● 

● ● ● ● 

● ● ● ● 

● 

リモコンおよびシステムコントローラー等 

パネル（天井カセット、天井ビルトイン、天袋ビルトインのみ） 

外気処理 天埋 M-F-TKPEFY

パ
ネ
ル
必
要 

LRM

M-F
RM-F

RDF5

CLMD

天埋 

床埋込 

ロスナイ 

PFFY

PEFY

LGH
DF5LB

壁 ビルトイン 

ローボーイ 
RM壁 ビルトイン 

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 

PFFY

PLFY

● 

● ● ● ● ● 

● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● 
● 

●（50） ●（80） ●（100） 

●（100） ●（150） ●（200） 

20HP

PQHY-P560SCM-E

22HP

PQHY-P630SCM-E

24HP

PQHY-P690SCM-E

16HP

PQHY-P450SCM-E

18HP

PQHY-P500SCM-E

Ｐ22～Ｐ280

2～32台 2～20台 1～20台 

280～728 
（50～130％） 

315～819 
（50～130％） 

345～897 
（50～130％） 

225～585 
（50～130％） 

250～650 
（50～130％） 

室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 
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〈2〉概略仕様（熱源ユニット）

〈3〉運転可能温度範囲

標　　準 

室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 

室内吸込 

空気温度 

循 環 水  

入口温度 

室内吸込 

空気温度 

循 環 水  

入口温度 

（注1）室温サーモ形給気処理ユニットは本体内蔵のサーモにより、冷房時 21℃（乾球温度） 
　　　以下、暖房時 20℃（乾球温度）以上でサーモOFFします。 

全冷房運転時 全暖房運転時 

湿球温度 15～24℃ 

10～45℃ 

湿球温度 15～35℃（注1） 

10～45℃ 

 

乾球温度 15～27℃ 

10～45℃ 

乾球温度 ー10～20℃（注1） 

10～45℃ 

電　源 

冷房能力  

暖房能力 

圧縮機用電動機出力 

（kW） 

（kW） 

（kW） 

PQHY-P224SCM-E

PQHY-P560SCM-E

PQHY-P280SCM-E

PQHY-P630SCM-E

PQHY-P335SCM-E

PQHY-P690SCM-E

PQHY-P450SCM-E PQHY-P500SCM-E

22.4 

25.0 

4.5

三相 200V ±10%  50/60Hz

28.0 

31.5 

6.2

33.5 

37.5 

7.2

45.0 

50.0 

4.5＋4.5

50.0 

56.0 

6.2＋4.5

電　源 

冷房能力  

暖房能力 

圧縮機用電動機出力 

（kW） 

（kW） 

（kW） 

56.0 

63.0 

6.2＋6.2

三相 200V ±10%  50/60Hz

63.0 

69.0 

7.2＋6.2

69.0 

76.5 

7.2＋7.2

（注）冷房・暖房能力は、下記で運転した場合の最大能力です。 
 冷房時：室内吸込空気温度27℃／19℃（乾球温度／湿球温度）、循環水入口温度30℃ 
 暖房時：室内吸込空気温度20℃（乾球温度）、循環水入口温度20℃ 
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〈4〉概略仕様（室内ユニット）

天井カセット形 
（四方向吹出し） 
ワイドパワーカセット 

天井カセット形 
（一方向吹出し） 
小容量タイプ 

天井ビルトイン形 

天井カセット形 
（一方向吹出し） 
大容量タイプ 

天井カセット形 
（ニ方向吹出し） 

天井カセット形 
（四方向吹出し） 
コンパクトタイプ 

天井カセット形 
（四方向吹出し） 
システム天井対応タイプ 

PLFY-P22BM-E3 
PLFY-P28BM-E3 
PLFY-P36BM-E3 
PLFY-P45BM-E3 
PLFY-P56BM-E3 
PLFY-P71BM-E3 
PLFY-P80BM-E3 
PLFY-P90BM-E3 
PLFY-P112BM-E3 
PLFY-P140BM-E3 
PLFY-P160BM-E3 
PLFY-P36JM-E1 
PLFY-P45JM-E1 
PLFY-P56JM-E1 
PLFY-P71JM-E1 
PLFY-P22CM-E1 
PLFY-P28CM-E1 
PLFY-P36CM-E1 
PLFY-P45CM-E1 
PLFY-P22LM-E2 
PLFY-P28LM-E2 
PLFY-P36LM-E2 
PLFY-P45LM-E2 
PLFY-P56LM-E2 
PLFY-P71LM-E2 
PLFY-P80LM-E2 
PLFY-P90LM-E2 
PLFY-P112LM-E2 
PLFY-P140LM-E2 
PMFY-P22BM-E2 
PMFY-P28BM-E2 
PMFY-P36BM-E2 
PMFY-P45BM-E2 
PMFY-P36EM-E1 
PMFY-P45EM-E1 
PMFY-P56EM-E1 
PMFY-P71EM-E1 
PMFY-P80EM-E1 
PDFY-P22M-E2 
PDFY-P28M-E2 
PDFY-P36M-E2 
PDFY-P45M-E2 
PDFY-P56M-E2 
PDFY-P71M-E2 
PDFY-P80M-E2 
PDFY-P90M-E2 
PDFY-P112M-E2 
PDFY-P140M-E2 
PEFY-P45M-E1 
PEFY-P56M-E1 
PEFY-P71M-E1 
PEFY-P80M-E1 
PEFY-P90M-E1 
PEFY-P112M-E1 
PEFY-P140M-E1 
PEFY-P160M-E1 
PEFY-P224M-E1 
PEFY-P280M-E1 
 

2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
22.4 
28.0 
 

2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
4.0 
5.0 
6.3 
 8.0  
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
25.0 
31.5 
 

天吊形 

壁掛形 
(大容量タイプ)

床置形 

床置形 
（ローボーイ） 

壁掛形　※1 
(小容量タイプ)

PCFY-P45KM-E1 
PCFY-P56KM-E1 
PCFY-P71KM-E1 
PCFY-P80KM-E1 
PCFY-P90KM-E1 
PCFY-P112KM-E1 
PCFY-P140KM-E1 
PCFY-P160KM-E1 
PKFY-P22BM(S)-E1 
PKFY-P28BM(S)-E1 
PKFY-P36HM-E1 
PKFY-P45HM-E1 
PKFY-P56HM-E1 
PFFY-P28LEM-E1 
PFFY-P36LEM-E1 
PFFY-P45LEM-E1 
PFFY-P56LEM-E1 
PFFY-P71LEM-E1 
PFFY-P224DM-E1 
PFFY-P280DM-E1 
PFFY-P450DM-E2 
PFFY-P560DM-E2 
PSFY-P56GM-E1 
PSFY-P71GM-E1 
PSFY-P80GM-E1 
PSFY-P112GM-E1 
PSFY-P140GM-E1 
PSFY-P160GM-E1 
PFFY-P112RM-E1 
PFFY-P140RM-E1 
PFFY-P224RM-E1 
PFFY-P280RM-E1 
PFFY-P28LRM-E1 
PFFY-P36LRM-E1 
PFFY-P45LRM-E1 
PFFY-P56LRM-E1 
PFFY-P71LRM-E1 
PEFY-P22ML-E1(-R) 
PEFY-P28ML-E1(-R) 
PEFY-P90M-E1-F 
PEFY-P112M-E1-F 
PEFY-P140M-E1-F 
PEFY-P160M-E1-F 
PEFY-P224M-E1-F 
PEFY-P280M-E1-F 

PFFY-P280RM-E1-F 
 
PCFY-P80HM-E1 
PCFY-P140HM-E1 
PLFY-P36CLMD-E1 
PLFY-P45CLMD-E1 
PLFY-P56CLMD-E1 
PLFY-P71CLMD-E1 
PLFY-P80CLMD-E1 
LGH-50RDF5 
LGH-80RDF5 
LGH-100RDF5 
LB-100DF5 
LB-150DF5 
LB-200DF5

4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
22.4 
28.0 
45.0 
56.0 
5.6 
7.1 
8.0 
11.2 
14.0 
16.0 
11.2 
14.0 
22.4 
28.0 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
2.2 
2.8 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
22.4 
28.0 

28.0 
 
8.0 
14.0 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
5.46 
8.79 
11.17 
10.36 
13.06 
15.83

5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
25.0 
31.5 
50.0 
63.0 
6.3 
8.0 
9.0 
12.5 
16.0 
18.0 
12.5 
16.0 
25.0 
31.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
2.5 
3.2 
8.5 
10.6 
13.2 
15.1 
21.2 
26.5 

26.5 
 
9.0 
16.0 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
6.18 
10.11 
12.50 
11.59 
14.49 
17.43

冷房能力（kW) 暖房能力（kW) 冷房能力（kW) 暖房能力（kW)種　類 種　類 形　名 形　名 

天井埋込形 

床置形 
（スリム） 

注. 室内ユニットの冷房・暖房能力は下記で運転した場合の値です。 
冷房時：室内吸込空気温度27℃／19℃（乾球温度／湿球温度）、循環水入口温度30℃ 
暖房時：室内吸込空気温度20℃（乾球温度）、循環水入口温度20℃ 

注. ※1の壁掛形のPKFY-BMS-E1形は、静かな小部屋用を示します。ホテル、寮などの暗騒音が低い部屋でのご使用には、PKFY-BMS-E1形をご選定ください。なお、その際には必ず
別売外付LEVボックスPAC-SG95LEとの組合せ使用となります。 

注. ※2の冷房・暖房能力は、＜冷房時：室内側吸込空気温度33℃（乾球温度）、28℃（湿球温度）、室外側吸込空気温度33℃（乾球温度）、28℃（湿球温度）、循環水入口温度30℃、暖房
時：室内側吸込空気温度0℃（乾球温度）、-2.9℃（湿球温度）、室外側吸込空気温度0℃（乾球温度）、-2.9℃（湿球温度）、循環水入口温度20℃＞によります。 

注. ロスナイの冷暖能力は外気負荷熱処理能力（冷房室内側吸込温度27℃（乾球温度）、19℃（湿球温度）、室外側吸込温度35℃（乾球温度）、24℃（湿球温度）循環水入口温度30℃、
暖房室内側吸込温度20℃（乾球温度）、13.8℃（湿球温度）、室外側吸込温度7℃（乾球温度）、6℃（湿球温度）循環水入口温度20℃）を示し、ロスナイによる熱回収分を含めた値で
す。 

天吊形 
厨房用 

床置埋込形 
（ローボーイ） 

天井埋込形 
（ホテル向け） 

壁ビルトイン形 

天井埋込形 
室温サーモ形 
給気処理ユニット 
※2

壁ビルトイン形 
室温サーモ形給気 
処理ユニット  ※2

天井カセット形 
クリーンルーム用 

ロスナイ 
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〈5〉仕様
（a）熱源ユニット

■P224～P335形

取付可能部品 

熱源ユニット形名 

電　　　源 

消費電力 

電流 

力率 

冷房 

暖房 

外形寸法 

冷房 

暖房 

冷房 

暖房 

始動電流（A） 

水側熱交換器 

形式×個数 

始動方式 

電動機出力 

循環水量 

水頭損失 

使用循環水量範囲 

クランクケースヒーター 

法定冷凍トン 

ガス側 

高圧保護 

圧縮機 

インバーター回路 

水側熱交換器 

液　側 

保護装置 

冷媒配管 

電
気
特
性 

圧
縮
機 

熱
源
水 

外装 

高さ 

幅　 

奥行 

製品質量　 

形式 

保有水量 

PQHY-P224SCM-E PQHY-P280SCM-E PQHY-P335SCM-E

冷房能力 

暖房能力 

騒音値 

熱源水入口配管 

騒音値（低騒音モード） 

33.5 

37.5 

7.82 

8.60 

25.08 

27.58 

90 

90 

15 

 

7.2 

 

 

 

 

 

 

 

3.42 

 

 

 

 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付（40m以上はφ12.7） 

 

50 

47 

 

 

 

三相 200V 50/60Hz

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

% 

% 

A 

 

kW 

 

kW 

 

L 

 

kPa 

 

トン 

 

 

 

 

mm 

mm 

B 

dB［A特性］ 

dB［A特性］ 

 

mm 

mm 

mm 

kg 

 

22.4 

25.0 

4.16 

4.34 

13.34 

13.92 

90 

90 

15 

 

4.5 

 

 

 

 

 

 

 

2.13 

 

 

 

 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

 

47 

44

28.0 

31.5 

5.78 

6.18 

18.53 

19.87 

90 

90 

15 

全密閉形 

6.2 

インバーター始動 

0.035 

プレート式（耐水圧＝常用1.0MPa※1） 

5 

96L/min（5.76m3/h） 

17 

75～120L/min（4.5～7.2m3/h） 

2.92 

圧力センサー・圧力開閉器（4.15MPa） 

過電流保護・過昇保護 

過電流保護・過昇保護 

凍結防止センサー 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付（90m以上はφ12.7） 

　　RC11/2〈40A〉※1 

49 

47 

溶融亜鉛メッキ鋼板 

1100 

880 

550 

　  190※1 

圧力計・アクティブフィルター・伝送線用給電拡張ユニット※2

 

（注1） 冷房・暖房能力は、下記で運転した場合の最大能力です。
冷房時：室内吸込空気温度27℃/19℃（乾球温度/湿球温度）、循環水入口温度30℃　暖房時：室内吸込空気温度20℃（乾球温度）、循環水入口温度20℃

（注2） ※1高水圧仕様の場合は、下記仕様となります。
耐水圧：常用2.0MPa以下　　熱源水入口配管：11/2B〈40A〉フランジ（JISB2220） 製品質量：200kg

（注3） ※2のアクティブフィルターは、P224、280形は対象外となります。
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ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン 

シ
テ
ィ
マ
ル
チ
W
Y 

E 

e
c
o 

熱
源
ユ
ニ
ッ
ト（
冷
暖
切
替
） 

■P450～P690形

取付可能部品 

熱源ユニット形名 

電　　　源 

消費 
電力 

電流 

力率 

冷房 

暖房 

外形寸法 

冷房 

暖房 

冷房 

暖房 

始動電流（A） 

水側熱交換器 

構成ユニット形名 

形式×個数 

始動方式 

電動機出力 

循環水量 

水頭損失 

使用循環水量範囲 

クランクケースヒーター 

法定冷凍トン 

ガス側 

高圧保護 

圧縮機 

インバーター回路 

水側熱交換器 

液　側 

ガス側 

液　側 

保護 
装置 

冷媒配管寸法 
（主管） 

冷媒配管寸法 
（ユニット連絡管） 

電
気
特
性 

圧
縮
機 

熱
源
水 

外装 

高さ 

幅　 

奥行 

製品質量　※1

PQHY-P450SCM-E

PQHY-P280 
SCM-E

PQHY-P280 
SCM-E

PQHY-P335 
SCM-E

PQHY-P280 
SCM-E

PQHY-P335 
SCM-E

PQHY-P335 
SCM-E

PQHY-P224 
SCM-E

PQHY-P280 
SCM-E

PQHY-P224 
SCM-E

PQHY-P224 
SCM-E

PQHY-P500SCM-E PQHY-P560SCM-E PQHY-P630SCM-E PQHY-P690SCM-E

冷房能力 

暖房能力 

騒音値 

 

熱源水入口配管 

騒音値（低騒音モード） 

形式 

保有水量 

 

 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

全密 
閉形 

4.5 

 

 

 

 

 

 

 

2.13 

 

 

 

 

 

 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

190

4.5 

 

 

 

 

 

 

 

2.13 

 

 

 

 

 

 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

190

6.2 

 

 

 

 

 

 

 

2.92 

 

 

 

 

 

 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

190

4.5 

 

 

 

 

 

 

 

2.13 

 

 

 

 

 

 

φ19.05ロウ付 

φ9.52ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

190

6.2 

 

 

 

 

 

 

 

2.92 

 

 

 

 

 

 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

190

6.2 

 

 

 

 

 

 

 

2.92 

 

 

 

 

 

 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

190

7.2 

 

 

 

 

 

 

 

2.92 

 

 

 

 

 

 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

190

6.2 

 

 

 

 

 

 

 

3.42 

 

 

 

 

 

 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

190

7.2 

 

 

 

 

 

 

 

3.42 

 

 

 

 

 

 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

190

7.2 

 

 

 

 

 

 

 

3.42 

 

 

 

 

 

 

φ22.2ロウ付 

φ9.52ロウ付 

 

 

 

 

1100 

880 

550 

190

圧力計・アクティブフィルター・伝送線用給電拡張ユニット・分岐管キット 

69.0 

76.5 

16.41 

18.06 

52.63 

57.92 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

 

 

 

 

 

 

5 + 5 

 

17 + 17 

 

 

 

 

 

 

φ28.58ロウ付 

φ15.88ロウ付 

 

 

 

 

 

 

 

三相 200V 50/60Hz

インバーター始動 

0.035 

プレート式（耐水圧＝常用1.0MPa以下※1） 

5 + 5 

96 + 96L/min（5.76 + 5.76m3/h） 

17 + 17 

75～120 + 75～120L/min（4.5～7.2 + 4.5～7.2m3/h） 

 

圧力センサー・圧力開閉器（4.15MPa） 

過電流保護・過昇保護 

過電流保護・過昇保護 

凍結防止センサー 

 

 

 

 

RC11/2ネジ〈40A〉 

52 

50 

溶融亜鉛メッキ鋼板 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

% 

% 

A 

 

 

kW 

 

W 

 

L 

 

kPa 

 

トン 

 

 

 

 

mm 

mm 

mm 

mm 

B 

dB［A特性］ 

dB［A特性］ 

 

mm 

mm 

mm 

kg 

 

52.5 

50

50 

47 

 

 

51 

49 

 

 

53 

50

45.0 

50.0 

8.37 

8.67 

26.84 

27.80 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

 

 

 

 

 

 

5 + 5 

 

17 + 17 

 

 

 

 

 

 

φ28.58ロウ付 

φ12.7ロウ付 

 

50.0 

56.0 

9.94 

10.52 

31.88 

33.74 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

 

 

 

 

 

 

5 + 5 

 

17 + 17 

 

 

 

 

 

 

φ28.58ロウ付 

φ15.88ロウ付 

56.0 

63.0 

11.47 

12.54 

36.79 

40.22 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

φ28.58ロウ付 

φ15.88ロウ付 

63.0 

69.0 

13.72 

14.93 

44.00 

47.88 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

 

 

 

 

 

 

5 + 5 

 

17 + 17 

 

 

 

 

 

 

φ28.58ロウ付 

φ15.88ロウ付 

 

（注1） 冷房・暖房能力は、下記で運転した場合の最大能力です。
冷房時：室内吸込空気温度27℃/19℃（乾球温度/湿球温度）、循環水入口温度30℃　暖房時：室内吸込空気温度20℃（乾球温度）、循環水入口温度20℃

（注2） ※1高水圧仕様の場合は、下記仕様となります。
耐水圧：常用2.0MPa以下　　熱源水入口配管：11/2B〈40A〉フランジ（JISB2220） 製品質量：200kg
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〈6〉外形寸法図
●PQHY-P224, 280, 335SCM-E（標準水圧仕様）

サービススペース 
　（正面側） 

ユニット平面 

 　　サービス 
 　　スペース 
　　（正面側） 

350

450

170

5
3
0

左から350mmの範囲で 
水配管配置可能 

制御箱 
取り外し 
スペース 

53

880

102725

600

1
1
0
0

6
0
04
5
01
7
0

5
5
0

20

5
0
6
(5
0
3
～
5
0
9
で
対
応
)

4
7
0
(4
6
7
～
4
7
3
で
対
応
)

834(据付補助穴ピッチ)

720(据付ピッチ)

11
00

14
1 21
3

24
0

2X2-14X20 長穴 

140
75

608
563

584

83
58

12
1

22
6

23
4

18 78

168
433
548

74

（
55
0）
 

22
22

40
40

55
0

880

2X2-14X20 長穴 
(据付補助穴を使用する場合)

（880） 

80 80

2323

制御箱 

サービスパネル 

(据
付
補
助
穴
ピ
ッ
チ
)

(据
付
ピ
ッ
チ
)

8 8

7

6

5

4

3

2

冷媒操作弁〈低圧〉 

冷媒操作弁〈高圧〉 

1

〈付属品〉（下記記載のユニットのみに付属） 
●冷媒〈高圧〉接続管 ・・・・・・・・・・1個 
　　・P224形　・・・・・・・・・・・・付属品内に同梱 
●冷媒〈低圧〉接続管 ・・・・・・・・・・1個 
　　・P224・P280・P335形 ・・・・・付属品内に同梱 

Ｒｃ１－１／２ネジ 
Ｒｃ１－１／２ネジ 

水配管 

Ｒｃ３／４ネジ ドレン排水口 ドレン排水 ⑧ 
出口 ⑦ 

Φ34ノックアウト穴 前面通し穴 伝送用配線 ⑤ 

前面通し穴 

※１・・・現地配管を拡管して直接操作弁にろう付してください。 
※２・・・付属の接続管をご使用ください。 

φ9.52ろう付 ※2 φ19.05ろう付 ※2

※2φ22.2ろう付 ※1φ9.52ろう付 

ガス側 
操作弁接続口仕様 

液側 

Ｐ３３５ＳＣＭ形 
Ｐ２８０ＳＣＭ形 
Ｐ２２４ＳＣＭ形 

形　名 
⑥ 

④ 
③ 
② 
① 
ＮＯ． 

配管用 

電源配線用 

入口 

前面通し穴 

前面通し穴 
前面通し穴（別売品分岐管キット組込時使用） 

Φ52もしくはΦ27ノックアウト穴 
Φ65もしくはΦ40ノックアウト穴 
Φ45ノックアウト穴 
140×77ノックアウト穴 

仕様 用途 

接続管仕様 
 

Ｂ図 

Ａ図 

　５．制御箱取り外し時のサービススペースを確保するため 
　　　水配管、冷媒配管の施工はユニット正面の下図に示す 
　　　スペースを避けて行ってください。（Ｂ図） 
　６．熱源ユニット周囲温度が０℃以下に低下する可能性のある場合には 
　　　水の凍結による配管パンクを防止するため 
　　　下記の点に注意してください。 
　　　・熱源ユニットが停止していても水の循環は常時行ってください。 
　　　・長期間熱源ユニットの運転を停止する場合には 
　　　　熱源ユニット内の水を必ず抜いてください。 

注１．ＰＱHＹ－Ｐ＊ＳＣＭ－Ｅは屋内設置（機械室を含む）専用機です。 
　　　（設置許容周囲温度範囲：－２０℃～４０℃〔乾球温度〕）　 
　　　ＰＱHＹ－Ｐ＊ＳＣＭ－Ｅは屋外設置仕様ですが、 
　　　直射日光が直接当たらない場所及び雨水等が直接製品に 
　　　かからない場所に設置してください。 
　　　（設置許容周囲温度範囲：－２０℃～４０℃〔乾球温度〕） 
　２．水配管・冷媒配管・電源線・伝送線の引込口や未使用のノックアウト穴は、 
　　　雨水等が侵入しないようにパテ等でふさいでください。（現地工事） 
　３．製品出荷時の現地ドレン排水接続は、前面仕様となっています｡ 
　　　後面で接続される場合は、後面の密栓用プラグを外し前面に取付けてください。 
　　　取付けの際には、水漏れがないよう十分ご注意ください。 
　４．下図に示すスペースを確保してください。（Ａ図） 
　　　（後面からのサービス等を考慮した場合、 
　　　　前面同様６００ｍｍ程度開けていた方が便利です。） 

550

1780

880 88020

11
00

分岐管キット～ 
　  熱源ユニット 

ユニット形名 

P335形 

P224形 
P280形 

c または e d または f

ガス側 液側 

室内ユニットへ 

b

a

ガス分岐管キット＜別売品＞ 

液分岐管キット＜別売品＞ 

室内ユニットへ 

f

e
c

d

φ22.2

φ19.05
φ9.52

熱源ユニット１ 熱源ユニット２ 

PQHY-P224SCM-E(-BSG)
PQHY-P224SCM-E(-BSG)

PQHY-P450SCM-E(-BSG)

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの取付説明書をご覧ください。 
　3.分岐管キットは、必ず弊社別売品をご使用ください。 
　4.分岐管キットの傾きは、水平面に対して±15°以内にしてください。 
　5.分岐部手前（図中a，b部）の配管は直管部500ｍｍ以上を確保して施工してください。 
　  （※直管部は分岐管キット付属の直管配管も含めて500ｍｍ以上） 

φ15.88φ12.7
b
a

ガス 
液 

分岐管キット形名(別売品)
室内ユニット 
　～分岐管キット 

熱源ユニット２ 
熱源ユニット１ 構成ユニット形名 

セット形名 
分岐管の配管サイズ 

CMY-Y100BK2

PQHY-P630SCM-E(-BSG) PQHY-P690SCM-E(-BSG)PQHY-P560SCM-E(-BSG)PQHY-P500SCM-E(-BSG)
PQHY-P280SCM-E(-BSG)
PQHY-P224SCM-E(-BSG)

PQHY-P280SCM-E(-BSG)
PQHY-P280SCM-E(-BSG)

PQHY-P335SCM-E(-BSG)
PQHY-P280SCM-E(-BSG)

PQHY-P335SCM-E(-BSG)
PQHY-P335SCM-E(-BSG)

φ28.58

●PQHY-P450, 500, 560, 630, 690SCM-E（標準水圧仕様）
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〈7〉機外配線図
●PQHY-P224, 280, 335SCM-E

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

注4注4

注3

注5

注6

注7

注7

注1．伝送線は全て2線式で極性がありません。 
　2．　 印はネジ端子台を示します。 
　3．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず熱源ユニットのアース端子に接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子S（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　4．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または1台の熱源ユニットのみで給電コネクター（CN41）を（CN40）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた熱源ユニットのアース端子に接続してください。　 
　5．MAリモコンの配線長は最大200ｍまで可能です。 
　6．MAリモコンと他のMーNETリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈M－NETリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。） 
　　　MAスマートリモコンのペア接続はできません。 
　7．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のMA
　　　リモコン線を渡り配線してください。 

20.6
28.6
38.7

形 名 

PQHY-P224SCM-E
PQHY-P280SCM-E

＊1 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製 
　　 NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊2 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用 
　　 遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊3 過電流保護器はB種ヒューズを使用する場合について示します。 

接地線太さ 
＜㎜2＞ ＜㎜2＞ 

電源配線太さ 

＜A＞ 

配線用遮断器 
（NFB） 

＊3

手元開閉器 
開閉器容量 
＜A＞ ＜A＞ 

過電流保護器 
漏電遮断器 
＊1、＊2

30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 30 30 2.0以上 
60 8.0以上 40

30
40 3.5以上 

最大電流 
＜A＞ 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
5.5以上 

50A　100mA　0.1s以下 3.5以上 5050 14.0以上 60PQHY-P335SCM-E

アース 

TB1

＜漏電遮断器＞ 

＜漏電遮断器＞ 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

電源 
三相200V

システムコントローラー 

CN41→CN40差換え 

(R,S,T)

集中管理用伝送線 
1.25㎜2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

別の系統ヘ 

(A,B)
TB7

(S)
TB7

(A,B)
TB3

熱源ユニット 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事ﾏﾆｭｱﾙを 
　ご参照ください。 

プルボックス 

室内-熱源ユニット間伝送線 
1.25㎜2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

電源 
単相または三相200V

MAリモコン線 
　0.3～1.25㎜2

MAリモコン 

TB2TB2TB2TB2

(シールド)(シールド)(シールド)(シールド)

SSSS
(1,2)(1,2)(1,2)(1,2)

室内ユニット 

(A,B)(A,B)(A,B)(A,B) (R,S)(R,S)(R,S) TB5TB5TB5TB5 TB15TB15TB15TB15 (R,S)

20.6
28.6
38.7

形 名 

PQHY-P224SCM-E
PQHY-P280SCM-E

＊1 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製 
　　 NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊2 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用 
　　 遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊3 過電流保護器はB種ヒューズを使用する場合について示します。 

接地線太さ 
＜㎜2＞ ＜㎜2＞ 

電源配線太さ 

＜A＞ 

配線用遮断器 
（NFB） 

＊3

手元開閉器 
開閉器容量 
＜A＞ ＜A＞ 

過電流保護器 
漏電遮断器 
＊1、＊2

30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 30 30 2.0以上 
60 8.0以上 40

30
40 3.5以上 

最大電流 
＜A＞ 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
5.5以上 

50A　100mA　0.1s以下 3.5以上 5050 14.0以上 60PQHY-P335SCM-E

注4 注4

注3

注5, 注10
注6

注7

注8

注1．伝送線は全て2線式で極性がありません。 
　2．　印はネジ端子台を示します。 
　3．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず熱源ユニットのアース端子に接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子S（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　4．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または1台の熱源ユニットのみで給電コネクター（CN41）を（CN40）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた熱源ユニットのアース端子に接続してください。　 
　5．M－NETリモコンの配線長は最大10ｍまで可能です。 
　　 （ただし、10ｍを超える場合は、室内-熱源ユニット間伝送線と同一仕様とし、 
　　　その部分を室内-熱源ユニット間伝送線最遠長の内数としてください。） 

　9．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数(N1)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数(N2)を16台（室内ユニットが全て224形未満の場合：20台）以下としてください。 
　　 （伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　 拡張ユニットの端子S（シールド）へ接続してください。） 　 
10．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 
　 

　6．MーNETリモコンと他のMAリモコンとの併用はできません。 
　　 （ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　7．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びM－NETリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　8．室内ユニット接続台数が16台（室内ユニットが全て224形未満の場合：20台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが1台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニットの仕様書に従ってください。） 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

集中管理用伝送線 
1.25㎜2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

TB7TB3TB1
(A,B) (A,B)(R,S,T)

CN41→CN40差換え 

電源 
三相200V

＜漏電遮断器＞ 

アース 

TB7
(S)

別の系統ヘ 

熱源ユニット 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事ﾏﾆｭｱﾙを 
　ご参照ください。 

N2　注9

室内-熱源ユニット間伝送線 
1.25㎜2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS) (MVVS)

TB5 (R,S)TB15
(A,B) (1,2)

TB2

S

M-NETリモコン 

プルボックス 

(シールド)

TB5 TB15
TB2

S
(シールド)

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ ＜漏電遮断器＞ 

TB2

(シールド)
S

(1,2)

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25㎜2
(0.75～1.25㎜2)

室内ユニット 

(A,B)
(R,S)

〈漏電遮断器〉 

TB5

電源 
単相または三相200V

TB15 (R,S)
(A,B) (1,2)

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

TB15TB5 (R,S)
TB2

電源 
単相100Vまたは 
単相200V

アース 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

E(R,S)

S S
(シールド) (シールド)

TB3TB2

TB1 (A,B) (1,2)
S

(シールド)

N1　注9
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●PQHY-P450, 500, 560, 630, 690SCM-E

A.個別配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

電源 
単相100V
または 
単相200V

注8

アース 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

E

TB15TB5

(R,S)

(R,S)
(A,B) (1,2)

S S

S

(シールド) (シールド)

TB3TB2

TB1

TB2
〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 

〈配線用遮断器〉 

注3

注4
注4

注6

注7

注7

注5

注6

注7

注7

注3

注1．伝送線は全て2線式で極性がありません。 
　2．　 印はネジ端子台を示します。 
　3．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず熱源ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子S（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　4．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または1台の熱源ユニットのみで給電コネクター（CN41）を（CN40）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた熱源ユニットのアース端子に接続してください。　 
　5．MAリモコンの配線長は最大200ｍまで可能です。 
　6．MAリモコンと他のMーNETリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈M－NETリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。） 
　　　MAスマートリモコンのペア接続はできません。 
　7．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のMA
　　　リモコン線を渡り配線してください。 
　8．室内ユニット接続台数が26台（室内ユニットが全て224形未満の場合：32台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが1台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニットの仕様書に従ってください。） 
　 　9．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数(N1)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数(N2)を26台（室内ユニットが全て224形未満の場合：32台）以下としてください。 
　　 （伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　 拡張ユニットの端子S（シールド）へ接続してください。） 　 

集中管理用伝送線 
1.25㎜2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

＊1 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊2 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊3 過電流保護器はB種ヒューズを使用する場合について示します。 

14.0以上 
14.0以上 

33.93.5以上 14.0以上 505060PQHY-P630SCM-E (ﾛ)PQHY-P280SCM-E

50A　100mA　0.1s以下 
50A　100mA　0.1s以下 

50A　100mA　0.1s以下 

40.650
50

50

50
50

3.5以上 60
60 3.5以上 40.6

(NFB)
<A>*3<A>

50A　100mA　0.1s以下 
(ｲ)PQHY-P335SCM-E
(ﾛ)PQHY-P335SCM-EPQHY-P690SCM-E

(ｲ)PQHY-P335SCM-E

セット形名 

39.0

<A>
最大電流 

3.5以上 14.0以上 5060

＊1、＊2
漏電遮断器 

過電流保護器 開閉器容量 
手元開閉器 配線用遮断器 

<A>
電源配線太さ 
<㎜2> <㎜2>

接地線太さ 構成ユニット形名 

8.0以上 
8.0以上 

24.62.0以上 5.5以上 303030PQHY-P500SCM-E (ﾛ)PQHY-P224SCM-E

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

28.440
40

40

40
40

3.5以上 60
60 3.5以上 28.4

30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
(ｲ)PQHY-P280SCM-E
(ﾛ)PQHY-P280SCM-EPQHY-P560SCM-E

(ｲ)PQHY-P280SCM-E 28.63.5以上 8.0以上 4060

PQHY-P450SCM-E 20.72.0以上 5.5以上 303030(ﾛ)PQHY-P224SCM-E
30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 30
30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

(ｲ)PQHY-P224SCM-E 20.72.0以上 5.5以上 3030

別の系統ヘ 

TB3
(A,B)

TB7
(S)

TB7
(A,B)(R,S,T)

電源 
三相200V

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

TB1

アース 

(R,S,T)

アース 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相200V

TB1

(S)
TB7

TB3
(A,B) (A,B)

TB7

（ロ） （イ） 

＜漏電遮断器＞ 

＜漏電遮断器＞ 

CN41→CN40差換え 

熱源ユニット1 熱源ユニット2

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事ﾏﾆｭｱﾙを 
　ご参照ください。 

室内-熱源ユニット間伝送線 
1.25㎜2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,MVVS)

N2　注9

(シールド)

MAリモコン 

(R,S) TB15TB5
(A,B) (1,2)

S

(シールド)

TB2
TB5
(A,B)

TB15(R,S)
(1,2)

S

(シールド)

TB2

MAリモコン線 
0.3～1.25㎜2

N1　注9

TB5
(A,B)

室内ユニット 

MAリモコン 

(R,S)TB15 TB15 TB15TB5 TB5(R,S) (R,S)
(A,B) (A,B)(1,2) (1,2) (1,2)

S S S

(シールド) (シールド) (シールド)

TB2 TB2 TB2

電源 
単相または三相200V

プルボックス 

＊1 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊2 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊3 過電流保護器はB種ヒューズを使用する場合について示します。 

14.0以上 
14.0以上 

33.93.5以上 14.0以上 505060PQHY-P630SCM-E (ﾛ)PQHY-P280SCM-E

50A　100mA　0.1s以下 
50A　100mA　0.1s以下 

50A　100mA　0.1s以下 

40.650
50

50

50
50

3.5以上 60
60 3.5以上 40.6

(NFB)
<A>*3<A>

50A　100mA　0.1s以下 
(ｲ)PQHY-P335SCM-E
(ﾛ)PQHY-P335SCM-EPQHY-P690SCM-E

(ｲ)PQHY-P335SCM-E

セット形名 

39.0

<A>
最大電流 

3.5以上 14.0以上 5060

＊1、＊2
漏電遮断器 

過電流保護器 開閉器容量 
手元開閉器 配線用遮断器 

<A>
電源配線太さ 
<㎜2> <㎜2>

接地線太さ 構成ユニット形名 

8.0以上 
8.0以上 

24.62.0以上 5.5以上 303030PQHY-P500SCM-E (ﾛ)PQHY-P224SCM-E

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

28.440
40

40

40
40

3.5以上 60
60 3.5以上 28.4

30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
(ｲ)PQHY-P280SCM-E
(ﾛ)PQHY-P280SCM-EPQHY-P560SCM-E

(ｲ)PQHY-P280SCM-E 28.63.5以上 8.0以上 4060

PQHY-P450SCM-E 20.72.0以上 5.5以上 303030(ﾛ)PQHY-P224SCM-E
30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 30
30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

(ｲ)PQHY-P224SCM-E 20.72.0以上 5.5以上 3030

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
TB2

TB1

TB2 TB3

(シールド)(シールド)

S

SS

(1,2)(A,B)
(R,S)

(R,S)

TB5 TB15

E

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注8

電源 
単相100V
または 
単相200V

注3

注4
注4

注3

注6
注5,注10

注7 注7

注6

接続される室内ユニットに 
224形以上が含まれる場合 

10．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

接続される室内ユニットが 
224形未満の場合 

　9．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数（N1）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数（N2）を16台（室内ユニットが全て224形未満の場合:20台）以下としてください。 
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　　拡張ユニットの端子S（シールド）へ接続してください。） 

17～32台 33～42台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
2台 

41～42台 

　5．M－NETリモコンの配線長は最大10ｍまで可能です。 
　　　（ただし、10ｍを超える場合は、室内-熱源ユニット間伝送線と同一仕様とし、 
　　　その部分を室内-熱源ユニット間伝送線最遠長の内数としてください。） 
　6．MーNETリモコンと他のMAリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 

21～40台 

1台 

注1．伝送線は全て2線式で極性がありません。 
　2．　 印はネジ端子台を示します。 
　3．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず熱源ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子S（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　4．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または1台の熱源ユニットのみで給電コネクター（CN41）を（CN40）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた熱源ユニットのアース端子に接続してください。　 

　7．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びM－NETリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　8．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要となります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを2台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニットの仕様書に従ってください。） 

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 
集中管理用伝送線 
1.25㎜2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

熱源ユニット2熱源ユニット1

CN41→CN40差換え 

＜漏電遮断器＞ 

＜漏電遮断器＞ 

（イ） （ロ） 

TB7
(A,B)(A,B)

TB3

TB7
(S)

TB1

電源 
三相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

アース 

(R,S,T)

アース 

TB1

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

電源 
三相200V

(R,S,T) (A,B)
TB7

(S)
TB7

TB3
(A,B)

別の系統ヘ 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事ﾏﾆｭｱﾙを 
　ご参照ください。 

室内-熱源ユニット間伝送線 
1.25㎜2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,MVVS)

M-NET
リモコン 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25㎜2
(0.75～1.25㎜2)

TB2TB2TB2

(シールド)(シールド)(シールド)

SSS
(1,2)(1,2)(1,2) (A,B)(A,B)

(R,S)(R,S) TB5TB5 TB15TB15TB15 (R,S)

室内ユニット 

(A,B)
TB5

電源 
単相または三相200V

TB2

(シールド)

S
(1,2)

(R,S) TB15
(A,B)
TB5

TB2

(シールド)

S
(1,2)(A,B)

TB5 TB15(R,S)

(シールド)

N2　注9

M-NET
リモコン 

プルボックス 

(MVVS)
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B.渡り配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
TB2

TB1

TB2 TB3

(シールド)(シールド)

S

SS

(1,2)(A,B) (R,S)

(R,S)

TB5 TB15

E

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注8

電源 
単相100V
または 
単相200V

注3

注4
注4

注3

注7

注7

注6

注5

注7

注7

注6

　9．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数(N1)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続台数 
　　　(N2)を26台（室内ユニットが全て224形未満の場合：32台）以下としてください。 
　　 （伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　 拡張ユニットの端子S（シールド）へ接続してください。） 　 

　6．MAリモコンと他のMーNETリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈M－NETリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。） 
　　　MAスマートリモコンのペア接続はできません。 
　7．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のMA
　　　リモコン線を渡り配線してください。 
　8．室内ユニット接続台数が26台（室内ユニットが全て224形未満の場合：32台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが1台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニットの仕様書に従ってください。） 
　 

注1．伝送線は全て2線式で極性がありません。 
　2．　 印はネジ端子台を示します。 
　3．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず熱源ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、 
　　　各々の室内ユニットの端子S（シールド）へ接続するか、もしくはシールド 
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　4．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または1台の熱源ユニットのみで給電コネクター（CN41）を（CN40）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた熱源ユニットのアース端子に接続してください。　 
　5．MAリモコンの配線長は最大200ｍまで可能です。 

*6(b)14.0以上 
(a)38.0以上 

(a)38.0以上 
*5(b)　8.0以上 

*6(b)14.0以上 

(a)22.0以上 
*5(b)　5.5以上 
(a)22.0以上 

*4(b)　5.5以上 
(a)14.0以上 

81.1

67.8

49.1

5.5以上 

5.5以上 

41.43.5以上 

5.5以上 56.7

<A>
最大電流 配線用遮断器 電源配線太さ 

＜㎜2＞ ＜㎜2＞ 
接地線太さ 

5.5以上 100100100

60

7575

60

75

100A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

(ｲ)PQHY-P335SCM-E

(ｲ)PQHY-P335SCM-E

(ｲ)PQHY-P280SCM-E

(ﾛ)PQHY-P280SCM-E

(ﾛ)PQHY-P335SCM-E
PQHY-P690SCM-E

PQHY-P630SCM-E

PQHY-P500SCM-E

(ｲ)PQHY-P224SCM-E
PQHY-P450SCM-E

(ﾛ)PQHY-P224SCM-E
50A 100mA 0.1s以下 60 50 50

60(ｲ)PQHY-P280SCM-E
(ﾛ)PQHY-P280SCM-E

PQHY-P560SCM-E

(ﾛ)PQHY-P224SCM-E

60A 100mA 0.1s以下 

60

60 60

(NFB)
<A>*3<A>

セット形名 ＊1、＊2
漏電遮断器 

過電流保護器 開閉器容量 
<A>

構成ユニット形名 
手元開閉器 ＊1 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 

＊2 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊3 過電流保護器はB種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊4 分岐後の配線長さが8ｍを超える場合は、8㎜2の配線径をご使用ください。 
＊5 分岐後の配線長さが8ｍを超える場合は、14㎜2の配線径をご使用ください。 
＊6 分岐後の配線長さが8ｍを超える場合は、22㎜2の配線径をご使用ください。 

(b)

電源 
三相200V

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

アース 

＜漏電遮断器＞ 

(a)

別の系統ヘ 

TB3
(A,B)

TB7
(S)

TB7
(A,B)(R,S,T)

TB1

集中管理用伝送線 
1.25㎜2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

(R,S,T)

アース 

TB1

(S)
TB7

TB3
(A,B) (A,B)

TB7

（ロ） （イ） 

CN41→CN40差換え 

熱源ユニット1 熱源ユニット2

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事ﾏﾆｭｱﾙを 
　ご参照ください。 

プルボックス 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
単相または三相200V

〈漏電遮断器〉 
TB2TB2TB2

(シールド)(シールド)(シールド)

SSS
(1,2)(1,2)(1,2) (A,B)(A,B)

(R,S)(R,S) TB5TB5 TB15TB15TB15 (R,S)

MAリモコン 

室内ユニット 

(A,B)
TB5

N1　注9MAリモコン線 
0.3～1.25㎜2以上 

TB2

(シールド)

S
(1,2)

(R,S) TB15(A,B)
TB5

TB2

(シールド)

S
(1,2)(A,B)

TB5 TB15(R,S)

MAリモコン 

(シールド)

N2　注9

室内-熱源ユニット間伝送線 
1.25㎜2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,MVVS)

*6(b)14.0以上 
(a)38.0以上 

(a)38.0以上 
*5(b)　8.0以上 

*6(b)14.0以上 

(a)22.0以上 
*5(b)　5.5以上 
(a)22.0以上 

*4(b)　5.5以上 
(a)14.0以上 

81.1

67.8

49.1

5.5以上 

5.5以上 

41.43.5以上 

5.5以上 56.7

<A>
最大電流 配線用遮断器 電源配線太さ 

＜㎜2＞ ＜㎜2＞ 
接地線太さ 

5.5以上 100100100

60

7575

60

75

100A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

(ｲ)PQHY-P335SCM-E

(ｲ)PQHY-P335SCM-E

(ｲ)PQHY-P280SCM-E

(ﾛ)PQHY-P280SCM-E

(ﾛ)PQHY-P335SCM-E
PQHY-P690SCM-E

PQHY-P630SCM-E

PQHY-P500SCM-E

(ｲ)PQHY-P224SCM-E
PQHY-P450SCM-E

(ﾛ)PQHY-P224SCM-E
50A 100mA 0.1s以下 60 50 50

60(ｲ)PQHY-P280SCM-E
(ﾛ)PQHY-P280SCM-E

PQHY-P560SCM-E

(ﾛ)PQHY-P224SCM-E

60A 100mA 0.1s以下 

60

60 60

(NFB)
<A>*3<A>

セット形名 ＊1、＊2
漏電遮断器 

過電流保護器 開閉器容量 
<A>

構成ユニット形名 
手元開閉器 

電源 
単相100V
または 
単相200V

注8

アース 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

E

TB15TB5

(R,S)

(R,S)
(A,B) (1,2)

S S

S

(シールド) (シールド)

TB3TB2

TB1

TB2
〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 

〈配線用遮断器〉 

注3

注4
注4

注3

注6

注7

注5,注10
注6

接続される室内ユニットに 
224形以上が含まれる場合 

10．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

接続される室内ユニットが 
224形未満の場合 

　9．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、熱源ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数（N1）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続台数 
　　　（N2）を16台（室内ユニットが全て224形未満の場合:20台）以下としてください。 
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　　拡張ユニットの端子S（シールド）へ接続してください。） 

17～32台 33～42台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
2台 

41～42台 

　5．M－NETリモコンの配線長は最大10ｍまで可能です。 
　　　（ただし、10ｍを超える場合は、室内-熱源ユニット間伝送線と同一仕様とし、 
　　　その部分を室内-熱源ユニット間伝送線最遠長の内数としてください。） 
　6．MーNETリモコンと他のMAリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 

21～40台 

1台 

注1．伝送線は全て2線式で極性がありません。 
　2．　 印はネジ端子台を示します。 
　3．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず熱源ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、 
　　　各々の室内ユニットの端子S（シールド）へ接続するか、もしくはシールド 
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　4．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または1台の熱源ユニットのみで給電コネクター（CN41）を（CN40）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた熱源ユニットのアース端子に接続してください。　 

　7．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びM－NETリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　8．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要となります。 
　　　伝送線用給電拡張ユニットを2台接続する場合は、並列接続にしてください。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニットの仕様書に従ってください。） 

＊1 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊2 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊3 過電流保護器はB種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊4 分岐後の配線長さが8ｍを超える場合は、8㎜2の配線径をご使用ください。 
＊5 分岐後の配線長さが8ｍを超える場合は、14㎜2の配線径をご使用ください。 
＊6 分岐後の配線長さが8ｍを超える場合は、22㎜2の配線径をご使用ください。 

(b)

電源 
三相200V

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

アース 

＜漏電遮断器＞ 

(a)

別の系統ヘ 

TB3
(A,B)

TB7
(S)

TB7
(A,B)(R,S,T)

TB1

集中管理用伝送線 
1.25㎜2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

(R,S,T)

アース 

TB1

(S)
TB7

TB3
(A,B) (A,B)

TB7

（ロ） （イ） 

CN41→CN40差換え 

熱源ユニット1 熱源ユニット2

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事ﾏﾆｭｱﾙを 
　ご参照ください。 

(MVVS)

プルボックス 

M-NET
リモコン 

N2　注9

(シールド)

(R,S) TB15TB5
(A,B) (1,2)

S

(シールド)

TB2
TB5
(A,B)

TB15(R,S)
(1,2)

S

(シールド)

TB2

〈漏電遮断器〉 

電源 
単相または三相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

N1　注9

TB5
(A,B)

室内ユニット 

(R,S)TB15 TB15 TB15TB5 TB5(R,S) (R,S)
(A,B) (A,B)(1,2) (1,2) (1,2)

S S S

(シールド) (シールド) (シールド)

TB2 TB2 TB2

M-NETリモコン線 
0.3～1.25㎜2以上 
(0.75～1.25㎜2)

M-NET
リモコン 

室内-熱源ユニット間伝送線 
1.25㎜2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,MVVS)
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〈8〉主電源配線と器具容量
■個別配線接続

●配線系統図（例）

（注）
※1.電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を取付けてください。
※2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※3.過電流保護器は、B種ヒューズを使用する場合について示します。
※4.受電容量やブレーカー容量は、電動機出力を拠りどころとせず、最大電流値（機外配線図参照）を参考に選定ください。

主電源の配線太さおよび開閉器容量

電　　 源 
三相 200V

＜熱源ユニット＞ 

アース 

熱源ユニット 
 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

－ 8以上 3.5以上 60 40 40 40A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
－ 14以上 3.5以上 60 50 50A 100mA　0.1s以下 
－ 
－ 

22以上 5.5以上 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
38以上 5.5以上 75 75 75A 100mA　0.1s以下 

P224形 
P280形 
P335形 
P450形 

P280形 14以上 3.5以上 60 50 50A 100mA　0.1s以下 
P224形 8以上 3.5以上 60 40 40A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
P280形 14以上 3.5以上 60 50 50A 100mA　0.1s以下 
P280形 14以上 3.5以上 60 50 50A 100mA　0.1s以下 
P335形 22以上 5.5以上 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
P280形 14以上 3.5以上 60 50 50A 100mA　0.1s以下 
P335形 22以上 5.5以上 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
P335形 22以上 5.5以上 60 60

50
60
75
50
40
50
50
60
50
60
60 60A 100mA　0.1s以下 

P560形 

P630形 

P690形 

P500形 

幹線 接地線 開閉器容量 
（Ａ） 

過電流保護器 
（Ａ）※3

最小太さ（ｍｍ2） 手元開閉器 
配線用遮断器 
（Ａ） 

漏電遮断器 
※1、※2

形名 構成 
ユニット 
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■組合わせユニットでの渡り配線接続

●配線系統図（例）

※1.電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を取付けてください。
※2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※3.過電流保護器は、B種ヒューズを使用する場合について示します。
※4.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、22mm2の配線径をご使用ください。
※5.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、38mm2の配線径をご使用ください。
※6.受電容量やブレーカー容量は、電動機出力を拠りどころとせず、最大電流値（機外配線図参照）を参考に選定ください。

電　　 源 
三相 200V

アース 

アース線 

（a） 

（イ） 

（b） 

（ロ） 

熱源ユニット 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

熱源ユニット 

P450～P690形の場合 

幹線 接地線 開閉器容量 
（Ａ） 

過電流保護器 
（Ａ）※3

最小太さ（ｍｍ2） 手元開閉器 
配線用遮断器 
（Ａ） 

漏電遮断器 
※1、※2形名 

構成 
ユニット 

（イ）P280形 (a)38以上 
（ロ）P224形 (b)8以上 
（イ）P280形 (a)38以上 
（ロ）P280形 (b)14以上 
（イ）P335形 (a)38以上 
（ロ）P280形 (b)14以上 
（イ）P335形 (a)60以上 
（ロ）P335形 (b)22以上 

（イ）P400形 (a)60以上 

（ロ）P335形 (b)22以上 

75

100

100

100

100 100

5.5以上 

5.5以上 

5.5以上 

5.5以上 

5.5以上 

100A 100mA　0.1s以下 

100A 100mA　0.1s以下 

75 75

100 100

100

P500形 

P560形 

P630形 

P450形 

P690形 

75A 100mA　0.1s以下 

100A 100mA　0.1s以下 

100A 100mA　0.1s以下 

100

100 100

100

※4

※4

※4

※5

※5

主電源の配線太さおよび開閉器容量
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〈9〉能力特性
■機種選定方法

（1）室内ユニットの選定
①各部屋（室内側）の熱負荷を算出ください。

②熱負荷と室内吸込空気温度補正により、室内ユニット形名を選定ください。空気補正線図はシステム内熱負荷の合計

値（Ｑｉ）に近い容量となる熱源ユニットの線図を参照ください（標準能力表および空気条件変化による補正は設計

工事マニュアルをご参照ください）。

③システム全体の室内ユニット合計容量（Ｎ）を算出ください。

（2）熱源ユニットの選定
①室内ユニット合計容量Ｎより熱源ユニット容量（Ｘ）を仮設定ください。
室内ユニット合計容量Ｎは熱源ユニットの接続容量範囲としてください。

②仮設定した容量Ｘの熱源ユニット標準能力をＱｓとします。

※ 室内ユニット合計容量Ｎが熱源ユニット容量Ｘの１００％を超える場合は、熱源ユニット部分負荷能力表より、該

当する合計値Ｎに対応した能力を熱源ユニット標準能力Ｑｓとしてください。

③熱源ユニット標準能力Ｑｓに循環水温度、循環水量補正、室内吸込空気温度補正、配管長補正、を乗じて熱源ユニッ

ト最大能力Ｑｍを算出してください。

配管長補正値は室内ユニット合計容量Ｎに応じて配管長補正線図より読み取った値としてください。

Ｑｍ＝Ｑｓ×配管長補正×循環水温度補正×循環水量補正×室内吸込空気温度補正

各種補正線図につきましては設計工事マニュアルをご参照ください。

④熱源ユニット最大能力Ｑｍ≧合計熱負荷Ｑｉであることを確認してください

Ｑｍ＜Ｑｉの場合は、Ｑｍ≧Ｑｉとなるよう、熱源ユニット容量Ｘを見直してください。

⑤選定後、熱源ユニット最大能力Ｑｍを各室内ユニット容量に応じて按分し、負荷≦能力となっていることを再確認く

ださい。

負荷＞能力となっている場合、熱源ユニット容量に余力がある場合には室内ユニットの容量を大きくし、①より再計

算ください。余力がない場合には室内ユニット容量と合わせて熱源ユニットも大きくして①より再計算ください。

（4）注意事項

（3）上記（１），（２）について冷房／暖房両方で確認ください。一方を満足しない場合は、両方

満足する室外容量Ｘを選定してください。

・室内ユニットの選定において顕熱負荷を考慮される場合は、１項において吸込空気温度補正とあわせて、カタログ等
に記載の室内ユニットの顕熱比に応じて機器の選定を行ってください。
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（5）選定計算例
設計条件
＜冷　房＞：室内設計乾球温度　２６℃／室内設計湿球温度　１８．５℃　

循環水設計水温度　３６℃／循環水設計水量　　５．０ｍ3/h
冷房負荷　２つの部屋で各部屋１３ｋＷ

＜暖　房＞：室内設計乾球温度　２１℃　
循環水設計水温度　１８℃／循環水設計水量　　５．０ｍ3/h
暖房負荷：２つの部屋で各１５ｋＷ

＜その他＞：室内外配管相当長　５０ｍ
P112～Ｐ160室内ユニットは分岐口２箇所を合流して接続した場合

Ａ．冷房計算
（a）熱負荷が１室あたり１３ｋＷで、室内吸込空気温度補正を考慮して室内ユニット容量は１４０形を仮設定。
（合計負荷が２６ｋＷなので、空気補正線図は２８０形熱源ユニットの線図を使用）

（b）室内ユニット合計容量Ｎが２８０のため熱源ユニット容量Ｘは２８０形で仮設定。標準能力Ｑｓ＝２８ｋＷと
なります。

（c）２８０形熱源ユニットの循環水水温度補正グラフと循環水水量補正グラフと配管長補正グラフから、各補正値　　
は次のようになります。
循環水温度３６℃・・・・・能力補正係数０．９３
循環水量・・・・・能力補正係数０．９９
配管長５０ｍ・・・・・能力補正係数０．９３

標準能力Ｑｓに循環水温度補正、循環水量補正、配管長補正を加味すると室外最大能力Ｑｍは
Ｑｍ＝２８×０．９３×０．９９×０．９３＝２３．９ｋＷ

熱負荷Ｑｉ（＝２６ｋＷ）＞Ｑｍと能力不足のため、熱源ユニットの容量Ｘを１ランク大きい３３５形の熱源　
ユニットで再計算します。

（d）３３５形の場合、循環水温度補正は０．９３、循環水量補正は０．９９、配管長補正は室内ユニット合計容量
Ｎが２８０形の値を読み取ると０．９７となります。
室外標準能力Ｑｓは３３．５ｋＷより室外最大能力Ｑｍは

Ｑｍ＝３３．５×０．９３×０．９９×０．９７＝２９．９ｋＷ＞Ｑｉ（２６ｋＷ）
となり、最大能力Ｑｍは条件を満足します。

（e）室内ユニット１台あたりに按分した室外最大能力を元に、室内吸込空気条件の補正を加味して室内側の熱負荷
を比較すると、吸込空気温度１８．５℃ＷＢの補正係数が０．９９のため、

２９．９ｋＷ×１４０／２８０×０．９９＝１４．８０ｋＷ＞熱負荷１３ｋＷ
と能力が上回っており、室内は１４０形２台、熱源ユニットは３３５形と仮決めします。

Ｂ．暖房計算
冷房計算で仮決めした機種で暖房について計算します。
（a）冷房で仮決めした熱源ユニット３３５形の標準能力Ｑｓ＝３７．５ｋＷとなります。

（b）暖房側の、循環水水温度補正、循環水水量補正、配管長補正がそれぞれ、
循環水温度１８℃・・・・・能力補正係数１．００
循環水量・・・・・能力補正係数０．９８８
配管長５０ｍ・・・・・能力補正係数０．９７

より室外最大能力Ｑｍ＝３７．５×１．００×０．９８８×０．９７＝３５．９ｋＷ
暖房負荷Ｑｉ（３０ｋＷ）＜室外最大能力Ｑｍ（３５．９ｋＷ）となり、室外能力は満足しています。

（c）室外最大能力を按分した室内ユニット１台あたりの能力を確認すると、室内吸込空気温度２１℃ＤＢの補正係
数は０．９６５のため、

３５．９×１４０／２８０×０．９６５＝１７．３ｋＷ＞１部屋あたりの熱負荷１５ｋＷ
となり各室内ユニットは熱負荷以上の能力を満足します。

以上より機種選定結果は以下となります。
室内ユニット：１４０形×２台
熱源ユニット：Ｐ３３５形



3-134

熱負 荷 ( Ｑ ｉ ) 設定 

室内 吸 込 空 気 温 度 補正 

各室 内 ユ ニ ッ ト 容 量 設 定 

室内 ユ ニ ッ ト 合 計 容量 ( Ｎ ) 算 

熱源 ユ ニ ッ ト 容量 ( Ｘ ) 設定 

熱源ユニット標準能力（Ｑｓ）に 
循環水温度・循環水量・配管長で 
補正して補正能力（Ｑｍ）算出 

熱負 荷 Ｑ ｉ ＞ 補 正 能 力 Ｑｍ 熱源 ユ ニ ッ ト 容 量 １ランクアップ 

熱源ユニット補正能力（Ｑｍ） 
を室内ユニット毎に按分 

按分した能力に、室内吸込空気温度 
補正を行い、熱負荷以上か再確 

NO

YE S 

終了 （ 冷 房 、 暖 房 で 実 施） 

〈計算フロー〉 
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〈10〉冷媒配管設計
●PQHY-P224, 280, 335SCM-E

L

H（
熱
源
ユ
ニ
ッ
ト
上
の
場
合
）
 

H
'（
熱
源
ユ
ニ
ッ
ト
下
の
場
合
）
 

B

e

h

f  

第１分岐 
（分岐ジョイント） 

  

６   

１   

a cb

３   ２   

５   分岐ジョイント   

キャップ 

分岐ヘッダー 

A

D

C d

４   
室内 ユニ ッ ト   室内 ユニ ッ ト   室内 ユニ ッ ト   

室内 ユニ ッ ト   室内 ユニ ッ ト   室内 ユニ ッ ト   

項　　　　　目   配 管 部 位    

配 管 長    

高 低 差    

 

（L） 

  

室内 ー 熱源ユニット間 
熱源ユニット上 
熱源ユニット下 

（  ）    

熱源ユニット 
 

H

h

A＋B＋C＋D＋a＋b＋c＋d＋e＋f

A＋B＋C＋cまたはA＋D＋f

B＋C＋cまたはD＋f

H'

許 容 値
 

 
300m以下 
150m以下 

（相当長175m以下） 
40m以下 
50m以下 
40m以下 
15m以下 

配 管 総 延 長  

室 内 ー 室 内 間  

第 1 分 岐 以 降 の 最 遠 配 管 長  

最 遠 配 管 長  

    

配 管 長  

  

高 低 差  
  

配 管 総 延 長  
熱 源 ユ ニ ッ ト 間  

  
  （  ） 

許 容 値
 

 
10m以下 
300m以下 
150m以下 

（相当長175m以下） 
40m以下 

50m以下（熱源ユニットが下の場合は40m以下） 
15m以下 
0.1m以下 

項　　目 配 管 部 位  

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 

A+B 
A+B+C+D+E+F+G+I+J+a+b+c+d+e+f+g+i 

A(B)+C+G+I+J+i 

G+I+J+i 
H 
h1 
h2 
 

最 遠 配 管 長 （L） 

室内－熱源ユニット間 
室 内 － 室 内 間  

第1分岐以降の最遠配管長 

熱源ユニット － 熱源ユニット間 

E

（注）表中の下流ユニット形名合計 
とは上図E点より見た場合の 
形名合計です。 

下流 
ユニットヘ 

L

H

a

h
1

１ 
 

b

2 
 

c

3

d

4

e

5

f

6

g

7

i

8

第1液分配器 
第1ガス分配器 

C D E F

G I J

BA

熱源ユニット1

熱源ユニット2

室内ユニットへ 下り勾配 

（注1）分岐管から熱源ユニットへの配管は、分岐管 
に向かって下り勾配になるようにしてください。 

室内ユニットへ 
2m

室内ユニットへ 上り勾配 室内ユニットへ 

トラップ 
（ガス管 
　のみ） 

2m以内 

× 

配管内に油が滞留し油不足状態となり、圧縮機損傷の原因
になりますので、分岐管から熱源ユニット間の配管が、2m
を超えるときは、2m以内にトラップ（ガス管のみ）してく
ださい。トラップ高さは200mm以上としてください。 

h
2

●PQHY-P450, 500, 560, 630, 690SCM-E
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〈11〉据付工事
1）単独設置の場合
①ユニットのサービススペースを下図のように確保してください。

（背面からのサービス等を考慮した場合、正面同様600mm程度確保した方が便利です。）

②制御箱取外し時のサービススペースを確保するため、水配管・冷媒配管の施工は、ユニット正面の下図に示すス

ペースを避けて行ってください。

2）連続設置の場合
①多数のユニットを設置する場合は、下図のスペースをとってください。

サービススペース 
　（正面側） 

ユニット平面 

 　　サービス 
 　　スペース 
　　（正面側） 

350

450

170

5
3
0

左から350mmの範囲で 
水配管配置可能 

制御箱 
取り外し 
スペース 

53

880

102725

600

1
1
0
0

6
0
04
5
01
7
0

5
5
0

<単位 mm＞ 

1780

20880 880
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〈12〉別売部品表
■別売部品一覧表 

部　品　名 
トリョウクミタテ 

部　品　コ　ー　ド 
R61 A45010

仕　　様 
5Y 8/1

■サービス部品（補修塗料） 

P224以下 

P450～P690

CMY-Y102S-D

CMY-Y100BK2

CMY-Y102L-D1
CMY-Y202-D1

CMY-Y104-D
CMY-Y108-D

P225～P450
P451～P690

4分岐用 
8分岐用 

区　　分 

下流側室内ユニット 
合計容量 

熱源ユニット形名 
下流側室内ユニット合計容量P224以下 
下流側室内ユニット合計容量P450以下 

形　　名 
対　応　室　外　ユ　ニ　ッ　ト 

P224
8
○ 
○ 
 
 
○ 
○ 

P280
10
○ 
○ 
 
 
○ 
○ 

P335
12
○ 
○ 
 
 
○ 
○ 

P400
14
○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 

P450
16
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

P500
18
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

P560
20
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

P630
22
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

P690
24
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

分岐 
ジョイント 

分岐管の 
種類 

分岐 
ヘッダー 

■分岐ジョイント・ヘッダー 

形　名 
アクティブフィルター※ 

本体 取付部品 
圧力計 分岐管キット 

PQHY-P224SCM-E 

PQHY-P280SCM-E 

PQHY-P335SCM-E

PAC-KK66PG
熱源ユニット形名（P450～P690） 

CMY-Y100BK2
PAC-KK51EAC

 

部　品　名 形　　名 
外部入力用アダプター 
外部出力用アダプター 
Web対応集中コントローラー 

スケジュールタイマー 
液晶レスタイプ 

ON/OFFリモコン 
システムリモコン 
グループリモコン 
伝送線用給電ユニット 
伝送線用給電拡張ユニット 

PAC-SC36NA
PAC-SC37SA
G-150AD
GB-50
PAC-YT34ST-W
PAC-YT40ANR-W
PAC-SF44SR-W
PAC-SC30GR-W
PAC-SC51KU
PAC-SF46EP

拡張コントローラー PAC-YG50EC

■熱源ユニットシステムオプション 

※経済産業省で定める「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波印制対策ガイドライン」において、高調波流出電流が高調波流出電流の 

　上限値を超える場合に設備全体での対策と合わせ、採用をご検討ください。 
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3.6 寒冷地向けズバ暖マルチY室外ユニット（冷暖切替）
〈1〉機器構成
■8,10HP（室外ユニット単独構成）、16, 20HP（室外ユニット2台接続構成）

8HP 
PUHY-HP224SCM-E1

10HP 
PUHY-HP280SCM-E1

16HP 
PUHY-HP450SCM-E1

20HP 
PUHY-HP560SCM-E1

室外ユニット 

接続可能 
 

室内ユニット 

容　　量 
台　　数 

Ｐ22～Ｐ280
1～13台 

合計容量 
(室外ユニット容量比)

112～291 
（50～130％） 

140～364 
（50～130％） 

225～585 
（50～130％） 

280～728 
（50～130％） 

1～16台 
Ｐ22～Ｐ560 
1～20台 

分岐ジョイント 
分岐ヘッダー 

4分岐 8分岐 10分岐 
CMY-Y102S-D

　　　  ー 

CMY-Y100BK2

CMY-Y102S-D 
CMY-Y102L-D1

CMY-Y104-D CMY-Y108-D CMY-Y1010-D

CMY-Y102S-D 
CMY-Y102L-D1 
CMY-Y202-D1

CMY-Y102S-D 
CMY-Y102L-D1 
CMY-Y202-D1

分
岐
管
キ
ッ
ト 

室
内
ユ
ニ
ッ
ト
用 

ユ
ニ
ッ
ト
用 

室
外 

※ 16、20HP時に構成するユニットは、それぞれPUHY-HP224SCM-E1×
2台、PUHY-HP280SCM-E1×2台です。 

※※8、10HPのユニットは、単独構成用、2台組合せ用の区分けはありません。 

※1：室外ユニットが16、20HPの場合のみ。 

8HP 

10HP  
 

16HP

20HP

8、10HP

16、20HP

P22 P28 P36 P45 P56 P71 P80 P90 P112 P140 P160 P224 P280 P450 P560

汎用 

BM
JM
CM
LM
BM
EM

M
M
ML
KM
BM
BMS
HM
LEM
DM

HM

天井 
ｶｾｯﾄ 

天井 

天埋 

天吊 

壁掛 

床置 

四方向 

二方向 

一方向 

小容量 

大容量 

PLFY

PMFY

PDFY

PEFY

PCFY

PKFY

PFFY

ビルトイン 

ローボーイ 
ダクト 

ダクト 
ホテル向け 

GMPSFYスリム 

厨房用 天吊 PCFY

● 
● 

● 
● 

● 

● ● 

● 

● 

● 
● 

● 
● 
● 

● 
● 

● ● ● 

● 
● ● ● ● 

● 
● ● ● ● 

● ● ● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● ● 

● ● ● 
● ● ● ● 

● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 

● ● 

● ● ● 

● ● ● （●）※1

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● 

● ● ● ● 

● 

リモコンおよびシステムコントローラー等 

パネル（天井カセット、天井ビルトイン、天袋ビルトインのみ） 

パ
ネ
ル
必
要 

M-F

RDF5

CLMD

ロスナイ 

PEFY
RM-FPFFY

LGH
DF5LB

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 PLFY ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 
● 

LRM床埋込 
PFFY

ローボーイ ● 
RM壁 ビルトイン 

壁 ビルトイン 

● ● ● ● 
● ● ● ● 

●（50） ●（80） ●（100） 

●（100） ●（150） ●（200） 

天埋 室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 

室外ユニットがP450形・P560形の場合は第一分岐には必ずCMY-Y202-D1をご使用ください。 
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〈2〉概略仕様（室外ユニット）

〈3〉運転可能温度範囲

電　源 

冷房能力 （ kW） 

暖房能力 （ kW） 

圧縮機用電動機出力 （ kW） 

送風機用電動機出力 （ kW） 

PUHY-HP224SCM-E1 PUHY-HP280SCM-E1 PUHY-HP450SCM-E1 PUHY-HP560SCM-E1

三相　200V±10％　50/60Hz　 

56.0 

63.0 

6.7＋6.7 

0.46＋0.46

45.0 

50.0 

5.3＋5.3 

0.35＋0.35

28.0 

31.5 

6.7 

0.46

22.4 

25.0 

5.3 

0.35

（注）冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の条件で運転した場合の最大能力です。 

シリーズ名 冷　房　時 暖　房　時 

標準 
ズバ暖 
マルチY

オールフレッシュ 

室内吸込空気温度 湿球温度15～24℃ 乾球温度15～27℃ 

室外吸込空気温度 乾球温度ー5～43℃ 注.1 湿球温度ー25～15.5℃ 

室内吸込空気温度 湿球温度15～35℃注.2 乾球温度ー10～20℃注.2

室外吸込空気温度 乾球温度21～43℃ 湿球温度ー12.5～15.5℃ 

（注1）室外ユニット下設置の場合、乾球温度10～43℃になります。 
（注2）室温サーモ形給気処理ユニット室内ユニットは本体内蔵のサーモにより、冷房時21℃（乾球温度）以下、暖房時20℃（乾球温度）以上で 
　　　  サーモOFFします。 
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〈4〉概略仕様（室内ユニット）
冷房能力（kW) 暖房能力（kW)種　類 形　名 

注. 室内ユニットの冷房・暖房能力はJIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の値です。 
注. ※1の壁掛形のPKFY-BMS-E1形は、静かな小部屋用を示します。ホテル、寮などの暗騒音が低い部屋でのご使用には、PKFY-BMS-E1形をご選定ください。なお、その際には必
ず別売外付LEVボックスPAC-SG95LEとの組合せ使用となります。 

注. ※2の冷房・暖房能力は、＜冷房時：室内側吸込空気温度33℃（乾球温度）、28℃（湿球温度）、室外側吸込空気温度33℃（乾球温度）、28℃（湿球温度）、暖房時：室内側吸込空気温度
0℃（乾球温度）、-2.9℃（湿球温度）、室外側吸込空気温度0℃（乾球温度）、-2.9℃（湿球温度）＞によります。 

注. ロスナイの冷暖能力は外気負荷熱処理能力（冷房室内側吸込温度27℃（乾球温度）、19℃（湿球温度）、室外側吸込温度35℃（乾球温度）、24℃（湿球温度）、暖房室内側吸込温度
20℃（乾球温度）、13.8℃（湿球温度）、室外側吸込温度7℃（乾球温度）、6℃（湿球温度））を示し、ロスナイによる熱回収分を含めた値です。 

冷房能力（kW) 暖房能力（kW)種　類 形　名 

PLFY-P22BM-E3 
PLFY-P28BM-E3 
PLFY-P36BM-E3 
PLFY-P45BM-E3 
PLFY-P56BM-E3 
PLFY-P71BM-E3 
PLFY-P80BM-E3 
PLFY-P90BM-E3 
PLFY-P112BM-E3 
PLFY-P140BM-E3 
PLFY-P160BM-E3 
PLFY-P36JM-E1 
PLFY-P45JM-E1 
PLFY-P56JM-E1 
PLFY-P71JM-E1 
PLFY-P22CM-E1 
PLFY-P28CM-E1 
PLFY-P36CM-E1 
PLFY-P45CM-E1 
PLFY-P22LM-E2 
PLFY-P28LM-E2 
PLFY-P36LM-E2 
PLFY-P45LM-E2 
PLFY-P56LM-E2 
PLFY-P71LM-E2 
PLFY-P80LM-E2 
PLFY-P90LM-E2 
PLFY-P112LM-E2 
PLFY-P140LM-E2 
PMFY-P22BM-E2 
PMFY-P28BM-E2 
PMFY-P36BM-E2 
PMFY-P45BM-E2 
PMFY-P36EM-E1 
PMFY-P45EM-E1 
PMFY-P56EM-E1 
PMFY-P71EM-E1 
PMFY-P80EM-E1 
PDFY-P22M-E2 
PDFY-P28M-E2 
PDFY-P36M-E2 
PDFY-P45M-E2 
PDFY-P56M-E2 
PDFY-P71M-E2 
PDFY-P80M-E2 
PDFY-P90M-E2 
PDFY-P112M-E2 
PDFY-P140M-E2 
PEFY-P45M-E1 
PEFY-P56M-E1 
PEFY-P71M-E1 
PEFY-P80M-E1 
PEFY-P90M-E1 
PEFY-P112M-E1 
PEFY-P140M-E1 
PEFY-P160M-E1 
PEFY-P224M-E1 
PEFY-P280M-E1

 
 
 
 
天井カセット形 
（四方向吹出し） 
ワイドパワーカセット 
 
 
 
 

天井カセット形 
（四方向吹出し） 
コンパクトタイプ 
 

天井カセット形 
（四方向吹出し） 
システム天井対応タイプ 
 
 
 
 
 
天井カセット形 
（ニ方向吹出し） 
 
 
 
 

天井カセット形 
（一方向吹出し） 
小容量タイプ 
 
 
天井カセット形 
（一方向吹出し） 
大容量タイプ 
 
 
 
 
 

天井ビルトイン形 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天井埋込形 
 
 
 
 

2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
22.4 
28.0

2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
4.0 
5.0 
6.3 
 8.0  
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
25.0 
31.5

4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
22.4 
28.0 
45.0 
56.0 
5.6 
7.1 
8.0 
11.2 
14.0 
16.0 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
11.2 
14.0 
22.4 
28.0 
2.2 
2.8 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
22.4 
28.0 

28.0
 

 
8.0 
14.0 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
5.46 
8.79 
11.17 
10.36 
13.06 
15.83

5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
25.0 
31.5 
50.0 
63.0 
6.3 
8.0 
9.0 
12.5 
16.0 
18.0 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
12.5 
16.0 
25.0 
31.5 
2.5 
3.2 
8.5 
10.6 
13.2 
15.1 
21.2 
26.5 

26.5
 

 
9.0 
16.0 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
6.18 
10.11 
12.50 
11.59 
14.49 
17.43

PCFY-P45KM-E1 
PCFY-P56KM-E1 
PCFY-P71KM-E1 
PCFY-P80KM-E1 
PCFY-P90KM-E1 
PCFY-P112KM-E1 
PCFY-P140KM-E1 
PCFY-P160KM-E1 
PKFY-P22BM(S)-E1 
PKFY-P28BM(S)-E1 
PKFY-P36HM-E1 
PKFY-P45HM-E1 
PKFY-P56HM-E1 
PFFY-P28LEM-E1 
PFFY-P36LEM-E1 
PFFY-P45LEM-E1 
PFFY-P56LEM-E1 
PFFY-P71LEM-E1 
PFFY-P224DM-E1 
PFFY-P280DM-E1 
PFFY-P450DM-E2 
PFFY-P560DM-E2 
PSFY-P56GM-E1 
PSFY-P71GM-E1 
PSFY-P80GM-E1 
PSFY-P112GM-E1 
PSFY-P140GM-E1 
PSFY-P160GM-E1 
PFFY-P28LRM-E1 
PFFY-P36LRM-E1 
PFFY-P45LRM-E1 
PFFY-P56LRM-E1 
PFFY-P71LRM-E1 
PFFY-P112RM-E1 
PFFY-P140RM-E1 
PFFY-P224RM-E1 
PFFY-P280RM-E1 
PEFY-P22ML-E1(-R) 
PEFY-P28ML-E1(-R) 
PEFY-P90M-E1-F 
PEFY-P112M-E1-F 
PEFY-P140M-E1-F 
PEFY-P160M-E1-F 
PEFY-P224M-E1-F 
PEFY-P280M-E1-F 

PFFY-P280RM-E1-F 
 
PCFY-P80HM-E1 
PCFY-P140HM-E1 
PLFY-P36CLMD-E1 
PLFY-P45CLMD-E1 
PLFY-P56CLMD-E1 
PLFY-P71CLMD-E1 
PLFY-P80CLMD-E1 
LGH-50RDF5 
LGH-80RDF5 
LGH-100RDF5 
LB-100DF5 
LB-150DF5 
LB-200DF5

 
 
 

天吊形 
 
 
 
 

壁掛形　※1 
(小容量タイプ) 

壁掛形 
(大容量タイプ) 
 
 

床置形 
（ローボーイ） 
 
 
 

床置形 
 
 
 
 
床置形 
（スリム） 
 
 
 

床置埋込形 
（ローボーイ） 
 
 
 

壁ビルトイン形 
 
 

天井埋込形 
（ホテル向け） 

 
天井埋込形 
室温サーモ形給気 
処理ユニット 
※2 
 
壁ビルトイン形 
室温サーモ形給気 
処理ユニット ※2 

天吊形 
厨房用 

 

天井カセット形 
クリーンルーム用 
 
 
 
 

ロスナイ 
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〈5〉仕様
■P224～P560形

取付可能部品 

室外ユニット形名 

電　　　源 

消費 
電力 

電流 

力率 

冷房 

暖房 

暖房低温※1

暖房極低温※2

外形寸法 

冷房 

暖房 

冷房 

暖房 

始動電流（A） 

熱交換器形式 

構成ユニット形名 

形式×個数 

始動方式 

電動機出力 

電動機出力 

形式×個数 

クランクケースヒーター 

法定冷凍トン 

風量 

ガス側 

高圧保護 

圧縮機/送風機 

インバーター回路 

液　側 

ガス側 

液　側 

霜取方法 

保護 
装置 

冷媒配管寸法 
（主管） 

冷媒配管寸法 
（ユニット連絡管） 

電
気
特
性 

圧
縮
機 

送
風
機 

外装（マンセルNo.） 

高さ 

幅　 

奥行 

製品質量（kg） 

PUHY-HP224SCM-E1

PUHY-HP224 
SCM-E1

PUHY-HP224 
SCM-E1

PUHY-HP280 
SCM-E1

PUHY-HP280 
SCM-E1

PUHY-HP280SCM-E1 PUHY-HP450SCM-E1 PUHY-HP560SCM-E1

冷房能力 

暖房能力 

暖房低温能力※1

暖房極低温能力※2

騒音値 

騒音値（低騒音モード） 

騒音値（外気ー15℃暖房時） 

全密閉形 

 

全密閉形 

 

全密 
閉形 
 

全密 
閉形 
 

全密 
閉形 
 

全密 
閉形 
 

45 

プロペラファン×1 

185

1650 

920 

760 

 

1650 

920 

760 

195 

 

1650 

920 

760 

195 

 

1650 

920 

760 

215 

 

1650 

920 

760 

215

5.3 

 

45 

プロペラファン×1 

185 

0.35 

4.98 

 

 

 

5.3 

 

45 

プロペラファン×1 

185 

0.35 

4.98 

 

 

6.7 

 

45 

プロペラファン×1 

185 

0.46 

5.91 

 

6.7 

 

45 

プロペラファン×1 

185 

0.46 

5.91 

 

 

圧力計・集中ドレンパン・アクティブフィルター・伝送線用給電拡張ユニット・分岐管キット※3

溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂　色：マンセル 5Y8／1） 

三相 200V 50/60Hz

クロスフィンチューブ 

インバーター始動 

リバースサイクル 

 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

% 

% 

A 

 

 

 

kW 

 

W 

 

m3/min 

kW 

トン 

 

 

 

 

mm 

mm 

mm 

mm 

dB［A特性］ 

dB［A特性］ 

dB［A特性］ 

 

mm 

mm 

mm 

kg 

 

59 

64 

47

60 

65 

47

56 

61 

44 

 

 

 

 

195

57 

62 

44 

 

 

 

 

215

22.4 

25.0 

23.7 

23.7 

6.37 

6.54 

9.93 

9.92 

20.44 

20.98 

90 

90 

15 

 

 

 

5.3 

 

 

 

 

0.35 

4.98 

 

 

 

 

φ19.05ロウ付 

φ12.7フレア 
φ19.05ロウ付 

φ9.52フレア 

φ19.05ロウ付 

φ9.52フレア 

φ22.2ロウ付 

φ9.52フレア 

φ22.2ロウ付 

φ9.52フレア 

28.0 

31.5 

30.0 

30.0 

8.61 

8.45 

13.66 

13.21 

27.62 

27.11 

90 

90 

15 

 

 

 

6.7 

 

 

 

 

0.46 

5.91 

 

 

 

 

φ22.2ロウ付 

φ12.7フレア 

φ28.58ロウ付 

φ15.88ロウ付 

 

φ28.58ロウ付 

φ15.88ロウ付 

 

45.0 

50.0 

47.5 

47.5 

13.12 

13.91 

20.46 

19.84 

40.09 

44.62 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

56.0 

63.0 

60.0 

60.0 

18.21 

17.64 

28.14 

26.42 

58.41 

56.59 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

圧力センサー・圧力開閉器（4.15MPa） 

過電流保護・過昇保護/温度開閉器 

過電流保護・過昇保護 

 

（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。
（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。
（注3） ※2の外気温度条件は、乾球温度ー7℃、湿球温度ー８℃です。
（注4） 受電容量やブレーカ容量は、電動機出力を拠りどころとせず、最大電流値（P3-146）を参考に選定ください。
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●PUHY-HP450, 560SCM-E1（-BS, -BSG）

室内ユニットへ 

室内ユニットへ a

b

ガス分配器〈別売品〉 

液分配器〈別売品〉 

f

e

d

c

空気 
吸込 

空気 
吸込 

室外ユニット１ 室外ユニット２ 

正面図 

左側面図 

92030920760

空気吹出 

空気 
吸込 

分岐管の配管サイズ 
セット形名 

構成ユニット形名 

分配器形名(別売品)

室内ユニット～分配器 

分配器～室外ユニット１ 

分配器～室外ユニット２ 

室外ユニット１ 
室外ユニット２ 

液 
ガス 
液 
ガス 
液 
ガス 

a 
b 
c 
d 
e 
f

PUHY-HP450SCM-E1 
PUHY-HP224SCM-E1 
PUHY-HP224SCM-E1

PUHY-HP560SCM-E1 
PUHY-HP280SCM-E1 
PUHY-HP280SCM-E1

CMY-Y100BK2 
φ15.88 
φ28.58 
φ9.52 
 

φ9.52
φ19.05 

 
φ19.05

φ22.2 
 

φ22.2
注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.セット形名でご手配頂いた場合、分配器（分岐管キット）のご手配は不要です。 

※分岐管の傾きは地面に対して水平±15°以内にしてください。 
　また、合流管施工要領は据付説明書を参照ください。 
※分岐部手前（図中a、b部）の配管は直管部500mm以上を確保して施工してください。 
※室外ユニットの底面には複数の穴があるため、設置後にドレンが落下します。 
　集中排水が必要な場合は室外ユニット用集中ドレンパン（別売）をご使用ください。 

  組合設定時：φ9.52フレア 
（単独設定時：φ12.7ろう付※2） 

ガス側 
Ｃ Ｂ※1

〈付属品〉（下記記載のユニットのみに付属） 
●冷媒〈液〉接続管 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個 
　　・P224・P280SCM形（単独設置用）・・・付属品内に同梱 
●冷媒〈ガス〉接続管 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個 
　　・P224SCM形・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・付属品内に同梱 
　　・P280SCM形・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・操作弁に取付済 
●冷媒〈ガス〉接続管用パッキン ・・・・・・・・・・1個 
　　ガス側操作弁付近に取付 
　　・P280SCM

液側 
操作弁接続口仕様 

液側 ガス側 

φ19.05ろう付 
φ22.2ろう付 

※1・・・付属の接続管を使用された場合の寸法です。 
※2・・・単独機種の場合に付属の接続管を使用された場合の寸法です。 

Ｐ２２４ＳＣＭ形 
Ｐ２８０ＳＣＭ形 

形　名 

接続管仕様 
操作弁位置寸法 

Ａ 

空気吹出 

空気 
吸込 

54

5525

88

18

15
0

15
0

15
0

15
0

80

920

76
0

16
50

14
10

空気 
吸込 

24
0

251 102

204 90

空気 
吸込 

C

14
5

A

B

2555
760

1

2

3

4

5

6

13
2

186
251 83

150221

13
1

86
92

18
72
4（
72
1～
72
7で
対
応
） 

18

8076080

（
76
0）
 

72

290 
（242※2） 

145 
142

161 
165

18884

98

仕様 用途 ＮＯ． 
① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

102×72ノックアウト穴 
150×70ノックアウト穴 
Φ65もしくはΦ40ノックアウト穴 
Φ52もしくはΦ27ノックアウト穴 
Φ52ノックアウト穴 
Φ34ノックアウト穴 

配管用 前面通し穴 
底面通し穴 
前面通し穴 
前面通し穴 
底面通し穴 
前面通し穴 伝送用配線 

電源配線用 

（据付ピッチ） 

２×２－１４×２０長穴 

（
据
付
ピッ
チ
） 

サービスパネル 

冷媒操作弁〈ガス〉 冷媒操作弁〈液〉 

〈防雪フード（別売品）取付用穴〉 

2X5-φ4.6穴 
（樹脂部の開口加工必要） 

制御ＢＯＸ 

ノックアウト穴 
〈圧力計（別売品）取付用〉 冷媒操作弁〈液〉 

冷媒操作弁〈ガス〉 

※室外ユニットの底面には複数の穴があるため、設置後にドレンが落下します。 
　集中排水が必要な場合は室外ユニット用集中ドレンパン（別売）をご使用ください。 

〈6〉外形寸法図
●PUHY-HP224, 280SCM-E1（-BS, -BSG）
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〈7〉機外配線図
●PUHY-HP224, 280SCM-E1

①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

注３ 

注７ 

注４ 
注４ 

（MVVS） 

（R,S,T） 

CN41→CN40差換え 

60A 100mA 0.1s以下 
75A 100mA 0.1s以下 

PUHY-HP224SCM-E1
PUHY-HP280SCM-E1

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
（CVVS,CPEVS, MVVS） 

ＴＢ１ 

ＴＢ５ （Ｒ,Ｓ） ＴＢ１５ 
（Ａ,Ｂ） （１,２） 

ＴＢ２ 

Ｓ 

〈漏電遮断器〉 
〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 電源 

三相２００Ｖ 

M-NETリモコン 
　注６ 

プルボックス 

（シールド） 

ＴＢ５ ＴＢ１５ 
ＴＢ２ 

Ｓ 
（シールド） 

ＴＢ２ 

（シールド） 
Ｓ 

（１,２） 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2 

（0.75～1.25mm2） 
注5, 注8� 

室内ユニット 

（Ａ,Ｂ） 
（Ｒ,Ｓ） 

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ５ 

電源 
単相または三相200V

＊接続室内ユニットの種類により 
電源仕様が異なりますので 
詳しくは設計・工事マニュアルを 
ご参照ください。 

ＴＢ１５ （Ｒ,Ｓ） 
（Ａ,Ｂ） （１,２） 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

ＴＢ１５ ＴＢ５ （Ｒ,Ｓ） 
ＴＢ２ 

（Ａ,Ｂ） （１,２） 
Ｓ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
（CVVS,CPEVS, MVVS） 

アース 

別の系統ヘ 

（シールド） 

（Ａ,Ｂ） 
ＴＢ７ 
（Ａ,Ｂ） 

ＴＢ３ 

ＴＢ７ 
（Ｓ） 

室外ユニット 

注１． 伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２． ◎印はネジ端子台を示します。 
　３． 伝送線（シールド線）のシールド側は必ず室外ユニットのアース端子に接続してく

ださい。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の
室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続し
てください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 

　４． システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続す
るか、または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し
換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、必
ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。 

　５． Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外
伝送線最遠長の内数としてください。） 

　６． Ｍ－ＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 

　７． 室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの
アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 

　８． （　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。　　 

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ
またはその同等品）を取付けてください。 

＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組
み合わせて使用してください。 

＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。　 

最大電流 
〈Ａ〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

手元開閉器 
開閉器容量 
〈Ａ〉 

過電流保護器 
〈Ａ〉＊３ 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 

形 名 

５．５以上 
５．５以上 

６０ 
７５ 

６０ 
７５ 

４９．０ 
５９．７ 

１４以上 ６０ 
７５ １４以上 

注３ 

注７ 

注７ 

注４ 
注４ 

（シールド） 

ＴＢ１５ ＴＢ５ （Ｒ,Ｓ） （Ａ,Ｂ） （１,２） 
Ｓ 

（シールド） 

ＴＢ２ 

ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2以上 

注５ 

プルボックス 

形 名 

PUHY-HP280SCM-E1
PUHY-HP224SCM-E1 ５．５以上 

５．５以上 
６０ 
７５ 

６０ 
７５ 

最大電流 
〈Ａ〉 
４９．０ 
５９．７ 75A 100mA 0.1s以下 

（R,S,T） 

CN41→CN40差換え 室外ユニット 

システムコントローラー 

電源 
三相２００Ｖ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 〈漏電遮断器〉 

ＴＢ１ 

アース 

接地線太さ 
〈mm2〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

手元開閉器 
開閉器容量 
〈Ａ〉 

過電流保護器 
〈Ａ〉＊３ 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 〈漏電遮断器〉 

＊ 接続室内ユニットの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　詳しくは設計・工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

電源 
単相または三相200V

ＭＡリモコン 
注６ 

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

（シールド） （シールド） 
Ｓ Ｓ Ｓ 

（１,２） （１,２） （１,２） 

室内ユニット 

（Ａ,Ｂ） （Ａ,Ｂ） （Ａ,Ｂ） （Ｒ,Ｓ） （Ｒ,Ｓ） ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ （Ｒ,Ｓ） 

（Ｓ） 
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
（Ａ,Ｂ） 
ＴＢ７ 

（Ａ,Ｂ） 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
（CVVS,CPEVS, MVVS） 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
（CVVS,CPEVS,MVVS） 

別の系統ヘ 

１４以上 ６０ 60A 100mA 0.1s以下 
７５ １４以上 

注１． 伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２． ◎印はネジ端子台を示します。 
　３． 伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子に接続して

ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々
の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続
してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 

　４． システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続す
るか、または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し
換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、必
ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。 

　５． ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６． ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線
用給電拡張ユニット制限台数は、〈M-NETリモコンを用いたシステム〉と同一と
なります。またMAスマートリモコンはペア接続できません。） 

　７． 室内ユニットを同一グループにする場合は、 グループにしたい室内ユニット間の
ＭＡリモコン線を渡り配線してください。　　 

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ
またはその同等品）を取付けてください。 

＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組
み合わせて使用してください。 

＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。　 
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②M-NETリモコンを用いたシステム例

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ
またはその同等品）を取付けてください。 

＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組
み合わせて使用してください。 

＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。　 

最大電流 
〈Ａ〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

開閉器容量 
〈Ａ〉 

過電流保護器 
〈Ａ〉＊３ 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 構成ユニット形名 セット形名 

４９．０ 

１４以上 
１４以上 

６０ ６０ ６０ 60A 100mA 0.1s以下 

（ロ）PUHY-HP280SCM-E1

（ロ）PUHY-HP224SCM-E1

75A 100mA 0.1s以下 ７５ ７５ ７５ ５．５以上 ５９．７ PUHY-HP560SCM-E1

PUHY-HP450SCM-E1

手元開閉器 

60A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

６０ 

７５ 

６０ 

７５ 

６０ 

７５ ５．５以上 
５．５以上 
５．５以上 １４以上 

１４以上 
（イ）PUHY-HP224SCM-E1

（イ）PUHY-HP280SCM-E1

４９．０ 

５９．７ 

プルボックス 

電源 
単相100V 
または 
単相200V

注８ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

Ｅ （Ｒ,Ｓ） 

Ｓ Ｓ 
（シールド） （シールド） 

ＴＢ３ ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

注７ 

注６ 

ＴＢ２ 

（シールド） 
Ｓ 

（１,２） 
（Ｒ,Ｓ） ＴＢ１５ 

（Ａ,Ｂ） 
ＴＢ５ 

（R,S,T） 

（MVVS） 
M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2 

（0.75～1.25mm2） 
注５,注１０� 

（R,S,T） 

CN41→CN40差換え 

Ｎ２　注９ 

（シールド） 

アース 

ＴＢ１ 
（Ａ,Ｂ） 
ＴＢ３ ＴＢ７ 

（Ａ,Ｂ） 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

アース 

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

電源 
三相２００Ｖ 

ＴＢ３ 
（Ａ,Ｂ） （Ａ,Ｂ） 

ＴＢ７ 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ ＴＢ７ 

（Ｓ） 

ＴＢ１ 

（Ｓ） 
ＴＢ７ 

別の系統へ 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
電源仕様が異なりますので 
詳しくは設計・工事マニュアルを 
ご参照ください。 

〈漏電遮断器〉 

電源 
単相または三相200V

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

Ｎ１　注９ 

ＴＢ５ 
（Ａ,Ｂ） 

室内ユニット 

（Ｒ,Ｓ） ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ５ ＴＢ５ （Ｒ,Ｓ） （Ｒ,Ｓ） 
（Ａ,Ｂ） （Ａ,Ｂ） （１,２） （１,２） （１,２） 

Ｓ Ｓ Ｓ 
（シールド） （シールド） （シールド） 

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

M-NET
リモコン 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
　　（CVVS,CPEVS, 
　　MVVS） 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
（CVVS,CPEVS, MVVS） 

室外ユニット 室外ユニット 

（ロ） （イ） 

注１． 伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２． ◎印はネジ端子台を示します。 
　３． 伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して
ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内
ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。
（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 

　４． システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、
またはコントローラーを接続した室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）
に差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、
必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。 

　５． Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外伝送
線最遠長の内数としてください。） 

　６． Ｍ－ＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 

　７． 室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンのアドレ
ス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 

　８． 室内ユニット接続台数が１６台（室内ユニットが全て224形未満の場合：20台）を超える
場合は、伝送線用給電拡張ユニットが1台必要となります。 
（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

　９． 伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの
室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続台数
（Ｎ２）を16台（室内ユニットが全て224形未満の場合：20台）以下としてください。 
（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電
拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

１０． （　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。　 

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ
またはその同等品）を取付けてください。 

＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組
み合わせて使用してください。 

＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。　 

最大電流 
〈Ａ〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

開閉器容量 
〈Ａ〉 

過電流保護器 
〈Ａ〉＊３ 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 

ＴＢ２ 

Ｓ 
（１,２） （Ａ,Ｂ） 

（Ｒ,Ｓ） ＴＢ５ ＴＢ１５ 

プルボックス 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

注７ 

注７ 

注６ 

構成ユニット形名 セット形名 

（R,S,T） （R,S,T） 

CN41→CN40差換え 

４９．０ 

１４以上 
１４以上 

６０ ６０ ６０ 60A 100mA 0.1s以下 

（ロ）PUHY-HP280SCM-E1

（ロ）PUHY-HP224SCM-E1

75A 100mA 0.1s以下 ７５ ７５ ７５ ５．５以上 ５９．７ PUHY-HP560SCM-E1

PUHY-HP450SCM-E1

手元開閉器 

60A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

６０ 

７５ 

６０ 

７５ 

６０ 

７５ ５．５以上 
５．５以上 
５．５以上 １４以上 

１４以上 
（イ）PUHY-HP224SCM-E1

（イ）PUHY-HP280SCM-E1

４９．０ 

５９．７ 

アース 

ＴＢ７ 
（Ｓ） 〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 

〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

ＴＢ１ 
（Ａ,Ｂ） 
ＴＢ３ ＴＢ７ 

（Ａ,Ｂ） 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

アース 

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

別の系統へ 

ＴＢ１ 

（Ｓ） 
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
（Ａ,Ｂ） （Ａ,Ｂ） 

ＴＢ７ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
単相または三相200V

〈漏電遮断器〉 
＊接続室内ユニットの種類により 
電源仕様が異なりますので 
詳しくは設計・工事マニュアルを 
ご参照ください。 

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

（シールド） （シールド） （シールド） 
Ｓ Ｓ Ｓ 

（１,２） （１,２） （１,２） （Ａ,Ｂ） （Ａ,Ｂ） 
（Ｒ,Ｓ） （Ｒ,Ｓ） ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ （Ｒ,Ｓ） 

ＭＡリモコン 

室内ユニット 

（Ａ,Ｂ） 
ＴＢ５ 

ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2 

注５� 

（シールド） 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
　　（CVVS,CPEVS, 
　　 MVVS） 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
（CVVS,CPEVS, MVVS） 

室外ユニット 室外ユニット 

（イ） （ロ） 

注１． 伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２． ◎印はネジ端子台を示します。 
　３． 伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して

ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室
内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してくださ
い。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 

　４． システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、
またはコントローラーを接続した室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４
０）に差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアース
は、必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。 

　５． ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６． ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用給
電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一となります｡
また、MAスマートリモコンはペア接続できません。） 

　７． 室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡリ
モコン線を渡り配線してください。　 

●PUHY-HP450, 560SCM-E1

A.個別配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例
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②M-NETリモコンを用いたシステム例

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ
またはその同等品）を取付けてください。 

＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組
み合わせて使用してください。 

＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４ 分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２mm2の配線径をご使用くださ

い。 
＊５ 分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８mm2の配線径をご使用くださ

い。 

最大電流 
〈Ａ〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

開閉器容量 
〈Ａ〉 

過電流保護器 
〈Ａ〉＊３ 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 構成ユニット形名 セット形名 

手元開閉器 

１１９．４ ８以上 （ｂ）１４以上 ＊５ 
（ａ）６０以上 

＊４ １２５ 

１５０ PUHY-HP560SCM-E1

PUHY-HP450SCM-E1

（ロ）PUHY-HP280SCM-E1
（イ）PUHY-HP280SCM-E1
（ロ）PUHY-HP224SCM-E1
（イ）PUHY-HP224SCM-E1 125A 100mA 0.1s以下 

150A 100mA 0.1s以下 

１２５ 

１５０ 

１２５ 

１５０ 

８以上 （ａ）３８以上 
（ｂ）１４以上 ９８．０ 

注１． 伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２． ◎印はネジ端子台を示します。 
　３． 伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して
ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内
ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。
（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 

　４． システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、
またはコントローラーを接続した室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）
に差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、
必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。 

　５． Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外伝送
線最遠長の内数としてください。） 

　６． Ｍ－ＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 

　７． 室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンのアドレ
ス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 

　８． 室内ユニット接続台数が１６台（室内ユニットが全て224形未満の場合：20台）を超える
場合は、伝送線用給電拡張ユニットが1台必要となります。 
（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

　９． 伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの
室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続台数
（Ｎ２）を16台（室内ユニットが全て224形未満の場合：20台）以下としてください。 
（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電
拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

１０． （　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。　 

CN41→CN40差換え 

（ｂ） 

（MVVS） 

（R,S,T） 

（ａ） 
（R,S,T） 

注４ 
注４ 

注３ 注３ 

注８ 

注７ 

注６ 

（Ｓ） 
ＴＢ７ 

（Ｓ） 
ＴＢ７ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

アース 

電源 
三相２００Ｖ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

（Ａ,Ｂ） 
ＴＢ７ ＴＢ３ 

（Ａ,Ｂ） 
ＴＢ１ 

ＴＢ３ 
（Ａ,Ｂ） （Ａ,Ｂ） 

ＴＢ７ 
ＴＢ１ 

Ｎ１　注９ Ｎ２　注９ 

（シールド） 
Ｓ 

（１,２） （Ａ,Ｂ） ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

（シールド） （シールド） 
Ｓ Ｓ 

（Ｒ,Ｓ） Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

電源 
単相100Vまたは 
単相200V

ＴＢ２ 
（Ｒ,Ｓ） ＴＢ５ ＴＢ１５ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

（１,２） （Ａ,Ｂ） 
（Ｒ,Ｓ） ＴＢ１５ 

＊接続室内ユニットの種類により 
電源仕様が異なりますので 
詳しくは設計・工事マニュアルを 
ご参照ください。 

電源 
単相または三相200V

ＴＢ５ 

〈漏電遮断器〉 

（Ｒ,Ｓ） 
（Ａ,Ｂ） 

室内ユニット 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2 
（0.75～1.25mm2） 
注５,注１０�） 

（１,２） 
Ｓ 
（シールド） 

ＴＢ２ 

〈漏電遮断器〉 
〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

（シールド） 
Ｓ 

ＴＢ２ 
ＴＢ１５ ＴＢ５ 

（シールド） 

プルボックス 

M-NETリモコン 

Ｓ 

ＴＢ２ 

（１,２） （Ａ,Ｂ） 
ＴＢ１５ （Ｒ,Ｓ） ＴＢ５ 

別の系統ヘ 
（イ） 

室外ユニット 室外ユニット 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
　　（CVVS,CPEVS, 
　　MVVS） 

（ロ） 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
（CVVS,CPEVS, MVVS） 

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ
またはその同等品）を取付けてください。 

＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組
み合わせて使用してください。 

＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４ 分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２mm2の配線径をご使用くだ

さい。 
＊５ 分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８mm2の配線径をご使用くだ

さい。 

最大電流 
〈Ａ〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

開閉器容量 
〈Ａ〉 

過電流保護器 
〈Ａ〉＊３ 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 構成ユニット形名 セット形名 

手元開閉器 

注１． 伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２． ◎印はネジ端子台を示します。 
　３． 伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに

接続してください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送
線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続する
か、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線
にて示しています。） 

　４． システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続
するか、またはコントローラーを接続した室外ユニットのみで給電コネクター
（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シー
ルド線）のシールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接
続してください。 

　５． ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６． ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送
線用給電拡張ユニット制限台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と
同一となります。また、MAスマートリモコンはペア接続できません。） 

　７． 室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間
のＭＡリモコン線を渡り配線してください。　　 

注３ 注３ 

注４ 注４ 

注７ 

注７ 

（ｂ） 

（R,S,T） （R,S,T） 
（ａ） 

CN41→CN40差換え 

１１９．４ ８以上 （ｂ）１４以上 ＊５ 
（ａ）６０以上 

＊４ １２５ 

１５０ PUHY-HP560SCM-E1

PUHY-HP450SCM-E1

（ロ）PUHY-HP280SCM-E1
（イ）PUHY-HP280SCM-E1
（ロ）PUHY-HP224SCM-E1
（イ）PUHY-HP224SCM-E1 125A 100mA 0.1s以下 

150A 100mA 0.1s以下 

１２５ 

１５０ 

１２５ 

１５０ 

８以上 （ａ）３８以上 
（ｂ）１４以上 ９８．０ 

別の系統ヘ 

ＴＢ１ 

（Ｓ） 
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
（Ａ,Ｂ） （Ａ,Ｂ） 

ＴＢ７ 
（Ａ,Ｂ） 
ＴＢ７ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

ＴＢ７ 
（Ｓ） 

ＴＢ３ 
（Ａ,Ｂ） 

アース 

ＴＢ１ 

電源 
三相２００Ｖ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
＊接続室内ユニットの種類により 
電源仕様が異なりますので 
詳しくは設計・工事マニュアルを 
ご参照ください。 

電源 
単相または三相200V

ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ５ （Ｒ,Ｓ） （Ｒ,Ｓ） 
（Ａ,Ｂ） （Ａ,Ｂ） （Ａ,Ｂ） 

室内ユニット 

（１,２） （１,２） （１,２） 
Ｓ Ｓ Ｓ 
（シールド） （シールド） （シールド） 

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

ＭＡリモコン 
注６ 

ＴＢ１５ ＴＢ５ （Ｒ,Ｓ） 
（Ａ,Ｂ） （１,２） 

Ｓ 
（シールド） 

ＴＢ２ 

ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2 

注５� 

プルボックス 

（Ｒ,Ｓ） 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
（CVVS,CPEVS,  
MVVS） 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
（CVVS,CPEVS, MVVS） 

室外ユニット 室外ユニット 

（イ） （ロ） 

B.渡り配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例
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〈8〉主電源配線と器具容量
■個別配線接続

●配線系統図（例）

電　　 源 
三相 200V

＜室外ユニット＞ 

アース 

室外ユニット 
 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

幹線 接地線 開閉器容量 
（Ａ） 

過電流保護器 
（Ａ）※3

最小太さ（ｍｍ2） 手元開閉器 
配線遮断器 
（Ａ） 

漏電遮断器 
※1※2

形名 構成 
ユニット 

14以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
14以上 75 75 75 75A 100mA　0.1s以下 5.5以上 

5.5以上 

14以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
14以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
14以上 5.5以上 75 75 75 75A 100mA　0.1s以下 
14以上 5.5以上 75 75 75 75A 100mA　0.1s以下 

P224形 
P280形 
P450形 

P560形 

最大電流 
（Ａ） 

49.0
59.7
49.0
49.0
59,7
59.7

－ 
－ 

P224
P224
P280
P280

（注）
※1.電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を取付けてください。
※2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※3.過電流保護器は、B種ヒューズを使用する場合について示します。

主電源の配線太さおよび開閉器容量

電　　 源 
三相 200V

アース 

アース線 

（a） 

（イ） 

（b） 

（ロ） 

室外ユニット 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

室外ユニット 

P450～P560形の場合 

■組合わせユニットでの渡り配線接続

●配線系統図（例）

幹線 接地線 開閉器容量 
（Ａ） 

過電流保護器 
（Ａ）※3

最小太さ（ｍｍ2） 手元開閉器 
配線遮断器 
（Ａ） 

漏電遮断器 
※1※2

形名 構成 
ユニット 

（a）38以上 
125 125 125 125A 100mA　0.1s以下 

（b）14以上 
（a）60以上 

8以上 

8以上 

150 150 150 150A 100mA　0.1s以下 
（b）14以上 

P450形 

P560形 

最大電流 
（Ａ） 

98.0

119.4

（イ）P224形 
（ロ）P224形 
（イ）P280形 
（ロ）P280形 

※4

※5

主電源の配線太さおよび開閉器容量

※1.電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を取付けてください。
※2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※3.過電流保護器は、B種ヒューズを使用する場合について示します。
※4.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、22mm2の配線径をご使用ください。
※5.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、38mm2の配線径をご使用ください。
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〈9〉能力特性
■機種選定方法

（1）室内ユニットの選定
①各部屋（室内側）の熱負荷を算出ください。

②熱負荷と室内吸込空気温度補正により、室内ユニット形名を選定ください。空気補正線図はシステム内熱負荷の合計

値（Ｑｉ）に近い容量となる室外ユニットの線図を参照ください（標準能力表および空気条件変化による補正は

設計工事マニュアルをご参照ください）。
③システム全体の室内ユニット合計容量（Ｎ）を算出ください。

（2）室外ユニットの選定
①室内ユニット合計容量Ｎより室外ユニット容量（Ｘ）を仮設定ください。
室内ユニット合計容量Ｎは室外ユニットの接続容量範囲としてください。

②仮設定した容量Ｘの室外ユニット標準能力をＱｓとします。

※ 室内ユニット合計容量Ｎが室外ユニット容量Ｘの１００％を超える場合は、室外ユニット部分負荷能力表より、該

当する合計値Ｎに対応した能力を室外標準能力Ｑｓとしてください。

③室外標準能力Ｑｓに配管長補正、室外空気温度補正、霜取補正（暖房）を乗じて室外最大能力Ｑｍを算出してください。

配管長補正値は室内ユニット合計容量Ｎに応じて配管長補正線図より読み取った値としてください。

Ｑｍ＝Ｑｓ×配管長補正×室外空気温度補正×霜取補正（暖房時のみ）

室外空気温度補正、配管長補正、霜取補正は設計工事マニュアルをご参照ください。

④室外最大能力Ｑｍ≧合計熱負荷Ｑｉであることを確認してください。

Ｑｍ＜Ｑｉの場合は、Ｑｍ≧Ｑｉとなるよう、室外ユニット容量Ｘを見直してください。

⑤選定後、室外最大能力Ｑｍを各室内ユニット容量に応じて按分し、負荷≦能力となっていることを再確認ください。

負荷＞能力となっている場合、室外ユニット容量に余力がある場合には室内ユニットの容量を大きくし、①より再計

算ください。余力がない場合には室内ユニット容量と合わせて室外ユニットも大きくして①より再計算ください。

上記（１），（２）について冷房／暖房両方で確認ください。 一方を満足しない場合は、両方
満足する室外容量Ｘを選定してください。

（3）注意事項
・外気温度の設定は、ショートサイクル等による室外ユニット周囲温度の上昇を考慮して設定ください。（屋上の集中
設置や、周囲に障害物がある場合などは外気温度４３℃での検討をお勧めします）

・室内ユニットの選定において顕熱負荷を考慮される場合は、１項において吸込空気温度補正とあわせて、カタログ等
に記載の室内ユニットの顕熱比に応じて機器の選定を行ってください。
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（4）選定計算例
設計条件
＜冷房＞：室内設計乾球温度　２６℃／室内設計湿球温度　１８．５℃　

室外設計乾球温度　３６℃
冷房負荷　２つの部屋で各部屋１３ｋＷ

＜暖房＞：室内設計乾球温度　２１℃
室外設計湿球温度　５℃
暖房負荷：２つの部屋で各１５ｋＷ

＜その他＞：室内外配管相当長　５０ｍ

Ａ．冷房計算
（a）熱負荷が１室あたり１３ｋＷで、室内吸込空気温度補正を考慮して室内ユニット容量は１４０形を仮設定。
（合計負荷が２６ｋＷなので、空気補正線図は２８０形室外ユニットの線図を使用）

（b）室内ユニット合計容量Ｎが２８０のため室外ユニット容量Ｘは２８０形で仮設定。標準能力Ｑｓ＝２８ｋＷと
なります。

（c）２８０形室外ユニットの空気温度補正グラフと配管長補正グラフから、各補正値は次のようになります。
外気３６℃DB・・・・・能力補正係数０．９９（室内標準湿球温度１９℃の場合）
配管長５０ｍ・・・・・能力補正係数０．９３

標準能力Ｑｓに室内／室外空気温度補正、配管長補正を加味すると室外最大能力Ｑｍは
Ｑｍ＝２８×０．９９×０．９３＝２５．７ｋＷ

熱負荷Ｑｉ（＝２６ｋＷ）＞Ｑｍと能力不足のため、室外ユニットの容量Ｘを１ランク大きい３３５形の室外　
ユニットで再計算します。

（d）３３５形の場合、室外空気温度補正は０．９９、配管長補正は室内ユニット合計容量Ｎが２８０形の値を読み
取ると０．９７となります。
室外標準能力Ｑｓは３３．５ｋＷより室外最大能力Ｑｍは

Ｑｍ＝３３．５×０．９９×０．９７＝３２．１ｋＷ＞Ｑｉ（２６ｋＷ）
となり、最大能力Ｑｍは条件を満足します。

（e）室内ユニット１台あたりに按分した室外最大能力を元に、室内吸込空気条件の補正を加味して室内側の熱負荷
を比較すると、吸込空気温度１８．５℃ＷＢの補正係数が０．９９（室外標準乾球温度３５℃の場合）のため、

３２．１ｋＷ×１４０／２８０×０．９９＝１５．８８ｋＷ＞熱負荷１３ｋＷ
と能力が上回っており、室内は１４０形２台、室外ユニットは３３５形と仮決めします。

Ｂ．暖房計算
冷房計算で仮決めした機種で暖房について計算します。
（a）冷房で仮決めした室外ユニット３３５形の標準能力Ｑｓ＝３７．５ｋＷとなります。

（b）暖房側の配管長補正、空気温度補正がそれぞれ、
外気５℃ＷＢ・・・・・能力補正係数１．００（室内標準乾球温度２０℃の場合）、霜取補正係数０．９７５
配管長５０ｍ・・・・・能力補正係数０．９７

より室外最大能力Ｑｍ＝３７．５×１．００×０．９７５×０．９７＝３５．１ｋＷ
暖房負荷Ｑｉ（３０ｋＷ）＜室外最大能力Ｑｍ（３５．１ｋＷ）となり、室外能力は満足しています。

（c）室外最大能力を按分した室内ユニット１台あたりの能力を確認すると、室内吸込空気温度２１℃ＤＢの補正係
数は０．９６（室外標準温度６℃の場合）のため、

３５．１×１４０／２８０×０．９６＝１６．８ｋＷ＞１部屋あたりの熱負荷１５ｋＷ
となり各室内ユニットは熱負荷以上の能力を満足します。

以上より機種選定結果は以下となります。
室内ユニット：１４０形×２台
室外ユニット：Ｐ３３５形
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熱負 荷 ( Ｑ ｉ ) 設定 

室内 吸 込 空 気 温 度 補正 

各室 内 ユ ニ ッ ト 容 量 設 定 

室内 ユ ニ ッ ト 合 計 容量 ( Ｎ ) 算 

室外 ユ ニ ッ ト 容量 ( Ｘ ) 設定 

室外 ユ ニ ッ ト 標 準 能 力 （ Ｑ ｓ） 
に室 外 温 度 ・ 配 管 長 で 補 正 して 
補正 能 力 （ Ｑ ｍ ） 算出 

熱負 荷 Ｑ ｉ ＞ 補 正 能 力 Ｑｍ 室外 ユ ニ ッ ト 容 量 １ランクアップ 

室外 補 正 能 力 （ Ｑ ｍ ） を 室 内ユ 
ニッ ト 毎 に 按 分 

按分 し た 能 力 に 、 室 内 空 気 温度 
補正 を 行 い 、 熱 負 荷 以 上 か 確認 

NO

YE S 

終了 （ 冷 房 、 暖 房 で 実 施） 

〈計算フロー〉 



3-150

〈10〉冷媒配管設計
（1）冷媒配管長制限

●P224～P280形

L

H
(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
上
の
場
合
) 
 

H
'(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
の
場
合
)

B

e

h

f  

第１分岐 
（分岐ジョイント） 

  

６   

１   

a cb

３   ２   

５   分岐ジョイント   

キャップ 

分岐ヘッダー 

A

D

C d

４   
室内 ユニ ッ ト   室内 ユニ ッ ト   室内 ユニ ッ ト   

室内 ユニ ッ ト   室内 ユニ ッ ト   室内 ユニ ッ ト   

項　　 目   配 管 部 位    

配 管 長    

高 低 差    

配 管 総 延 長  

最 遠 配 管 長    

第1分岐以降の最遠配管長   

室 内  ー 室 内 間  

室内 ー 室外間   
室 外 上  
室 外 下  

（L） 

（  ）    

室外ユニット 

H

h

A＋B＋C＋D＋a＋b＋c＋d＋e＋f

A＋B＋C＋cまたはA＋D＋f

B＋C＋cまたはD＋f

H'

許　容　値 
ズバ暖マルチY 
300m以下 
150m以下 

（相当長175m以下） 
40m以下 
50m以下 

      40m以下 ※1 
15m以下 

    

配 管 長  

  

高 低 差  

  

室 外 ユ ニ ッ ト 間 
配 管 総 延 長 
最 遠 配 管 長（L） 
第1分岐以降の最遠配管長（　） 
室 内 － 室 外 間 
室 内 － 室 内 間 
室外ユニット － 室外ユニット間 

  

許　容　値 
ズバ暖マルチY 
10m以下 
300m以下 

150m以下（相当長175m以下） 
40m以下 

50m以下（室外ユニットが下の場合は40m以下※1） 
15m以下 
0.1m以下 

項　　目 配 管 部 位  

A+B 
A+B+C+D+E+F+G+I+J+a+b+c+d+e+f+g+i 
A(B)+C+G+I+J+iまたはA(B)+C+D+E+F+d 

G+I+J+iまたはD+E+F+d 
H 
h1 
h2 
 

※1：外気10℃以下で冷房時は4ｍ以下 

※1：外気10℃以下で冷房時は4ｍ以下 

E

（注）表中の下流ユニット形名合計 
　　　とは上図E点より見た場合の 
　　　形名合計です。 

下流 
ユニットヘ 

L

H

a

h
1

第１分岐 

室内ユニット 

１ 
 

h
2

b

室内ユニット 

2 
 

c

室内ユニット 

3

d

室内ユニット 

4

e

室内ユニット 

5

f

室内ユニット 

6

g

室内ユニット 

7

i

室内ユニット 

8

第1液分配器 
第1ガス分配器 C

(注)
D E F

G I J

BA

（注1）分岐管から室外ユニットへの配管は、分岐管 
　　　に向かって下り勾配になるようにしてください。 

室内ユニットへ 下り勾配 

室内ユニットへ 
上り勾配 

室内ユニットへ 

2m以内 

室内ユニットへ 

2m

配管内に油が滞留し油不足状態となり、圧縮機損傷の原因になりますので、 
分岐管から室外ユニット間の配管が、2mを超えるときは、2m以内にトラップ 
（ガス管のみ）してください。トラップ高さは200mm以上としてください。 

トラップ 
（ガス管のみ） 
トラップ 
（ガス管のみ） 

●P450～P560形
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〈11〉据付工事
1）単独設置の場合
①ユニットを設置する場合、下図に示すように必要な空間を確保してください。
②ユニット周囲の壁高さが高さ制約を超えた場合、超えた分の寸法〈h〉を表中の通りLおよびWの寸法に加算し
てください。

〈単位：mm〉

(イ) ユニット周囲の壁が高さ制約より低い場合

(ハ) ユニット周囲の壁のいずれかまたは全てが高さ制約より〈h〉高い場合

(ロ) 上方に障害物がある場合

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

500以下 

450以上 

L

W

W

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

h

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

500以下 

450＋h以上 

L

W

W

h

240以上 
45°以上 

50

吹出ガイド 
（現地手配） 

1000以上 

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 450＋h以上 

L

W

W

h

500
ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

h

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

h

500

450＋h以上 

L

W

W

h

背面スペース：小 

側面スペース：小 

条件 

100以上 

300以上 

50以上 

15以上 

L W

背面スペース：小 

側面スペース：小 

条件 

100＋h以上 

300＋h以上 

50＋h以上 

15＋h以上 

L W
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2）集中設置・連続設置の場合
①多数のユニットを設置する場合、通路や風の流通を考慮して、各ブロック間に下図のスペースを確保してくだ
さい。※印部（ユニットの2方向）は、スペースを空けておくこと。

②単独設置の場合と同様に壁高さ制約を超えた分の寸法〈h〉を、ユニット前・後のスペース寸法に加算してく
ださい。

③ユニット前後に壁がある場合は、6台毎に吸込スペース兼通路スペースとして1000mm以上とってください。

h
500

※ 
300＋h以上 

450＋h以上 

※ 

h

30以上 

ユニット 
全高 

h

15＋h以上 

ユニット 
全高 

450以上 

450以上 

h
500

※ 
100＋h以上 

450＋h以上 

※ 

h

100以上 

ユニット 
全高 

h
500

※ 

※ 

h
500

300 
＋h以上 

900以上 

300 
＋h以上 

450＋h以上 

h

450以上 

450以上 

h

500

※ 

100＋h以上 

※ 

ユニット 
全高 

h
500

h

ユニット全高 

300 
＋h以上 

900以上 

1000 
＋h以上 

※ 

※ 

(イ) 横方向連続設置
●側面スペース最小の場合 ●背面スペース最小の場合

(ロ) 前後方向連続設置
●前後に壁がある場合 ●横方向に壁がある場合

(ハ) 2列連続設置
●前後に壁がある場合 ●L字状に壁がある場合

〈単位：mm〉
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〈12〉別売部品表
■別売部品一覧表 

部　品　名 
トリョウクミタテ 

部　品　コ　ー　ド 
R61 A45010

仕　　様 
5Y 8/1

部　品　名 形　　名 
外部入力用アダプター 
外部出力用アダプター 
Web対応集中コントローラー 

スケジュールタイマー 
液晶レスタイプ 

ON/OFFリモコン 
システムリモコン 
グループリモコン 
伝送線用給電ユニット 
伝送線用給電拡張ユニット 

PAC-SC36NA
PAC-SC37SA
G-150AD
GB-50
PAC-YT34ST-W
PAC-YT40ANR-W
PAC-SF44SR-W
PAC-SC30GR-W
PAC-SC51KU
PAC-SF46EP

拡張コントローラー PAC-YG50EC

■サービス部品（補修塗料） 

■室外ユニットシステムオプション 

室外ユニットがP450形・P560形の場合は第一分岐には必ずCMY-Y202-D1をご使用ください。 

P224以下 
P225～P450 
P451～P730 
P450～P560 
4分岐用 
8分岐用 
10分岐用 

CMY-Y102S-D 
CMY-Y102L-D1 
CMY-Y202-D1 
CMY-Y100BK2 
CMY-Y104-D 
CMY-Y108-D 
CMY-Y1010-D

区　　分 

下流側室内ユニット合計容量 

室外ユニット形名 
下流側室内ユニット合計容量P224以下 
下流側室内ユニット合計容量P450以下 
下流側室内ユニット合計容量P730以下 

形　　名 
対　応　室　外　ユ　ニ　ッ　ト 

P224 
8 
○ 
○ 
 
 
○ 
○ 
○ 

P280 
10 
○ 
○ 
 
 
○ 
○ 
○ 

P450 
16 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

P560 
20 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

分岐 
ジョイント 

分岐管の 
種類 

分岐 
ヘッダー 

■分岐ジョイント・ヘッダー 

※経済産業省で定める「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」において、高調波流出電流が高調波流出電流の上限値を超える場合に設備全体 

　での対策と合わせ採用をご検討ください。 

形　名 集中ドレンパン 圧力計 

PUHY-HP224SCM-E1 

PUHY-HP280SCM-E1
PAC-KK95DP PAC-KP55FACPAC-KK65PG PAC-KP50AAC

本体 取付部品 

アクティブフィルター※ 

（注）防雪フードは下記にて取り扱っておりますので、直接お問合せください。 

●　 
・北日本支社（022）238-1761 ・北海道支店（011）890-7515 ・東京機電支社（03）3454-5511 
・中部支社（052）722-7602 ・北陸支店（076）252-9519 ・関西機電支社（06）6454-0281 
・中四国支社（082）285-2111 ・四国支店（087）831-3186 ・九州支社（092）483-8207 
■詳しくはホームページをご覧ください。 

●株式会社ヤブシタ 
TEL : 011-820-5051　FAX : 011-820-5052 
〒003-0813　北海道札幌市白石区菊水上町3条3丁目52-217 
■詳しくはホームページをご覧ください。 

URL : http://www.yabushita-kikai.co.jp
URL : http://www.melsc.co.jp/
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3.7 リプレースマルチE eco 室外ユニット（冷暖切替）
〈1〉機器構成
■5～14HP

リモコン及びシステムコントローラー等 

パネル（天井カセット、天井ビルトイン、天袋ビルトインのみ） 

5HP 6HP 8HP 10HP
室外ユニット 

PUHY-RP140CM-E3 PUHY-RP160CM-E3 PUHY-RP224CM-E3 PUHY-RP280CM-E3 PUHY-RP335CM-E3 PUHY-RP355CM-E3 PUHY-RP400CM-E3

接続可能 
容　量 Ｐ22～Ｐ160 Ｐ22～Ｐ280

室内ユニット 

台　数 1～8台 1～9台 1～13台 

合計容量 
(室外ユニット容量比)

70～182 
（50～130％） 

80～208 
（50～130％） 

112～291 
（50～130％） 

1～16台 

140～364 
（50～130％） 

12HP 13HP

168～435 
（50～130％） 

1～20台 

178～461 
（50～130％） 

14HP

Ｐ22～Ｐ450

200～520 
（50～130％） 

汎用 

BM
JM
CM
LM
BM
EM

M
M
ML
KM
BM
BMS
HM
LEM
DM

HM

天井 
ｶｾｯﾄ 

天井 

天埋 

天吊 

壁掛 

床置 

四方向 

二方向 

一方向 

小容量 

大容量 

PLFY

PMFY

PDFY

PEFY

PCFY

PKFY

PFFY

ビルトイン 

ローボーイ 
ダクト 

ダクト 
ホテル向け 

GMPSFYスリム 

厨房用 天吊 PCFY

P22

● 
● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 
P450P450 P560

● 

パ
ネ
ル
必
要 

M-F

RDF5

CLMD

ロスナイ 

大容量加湿器一体形外気処理エアコン 

PEFY
RM-FPFFY

LGH
DF5LB
MGE

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 PLFY

P160

● 

● 

● 

● 

● 

LRM床埋込 PFFYローボーイ 

P28

● 

● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 
RM壁 ビルトイン 

壁 ビルトイン 

P112

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

P140

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

P224

● 

● 

● 

● 

P280

● 

● 

● 
● 

● 

P45

● 
● 

● 
● 

● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

P36

● 
● 
● 

● 
● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

●（50） 

P56

● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

●（80） 

P71

● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

●（100） 

●（100） 

P80

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

●（150） 

● 
P90

● 
● 

● 

● 

● 

●（200） 

●（2100） ●（1680） 

天埋 室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 

●（1080） 
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■16～26HP（室外ユニット2台接続構成）

室外ユニット 

接続可能 
容　量 

室内ユニット 

台　数 

合計容量 
(室外ユニット容量比)

Ｐ22～Ｐ560

1～20台 1～32台 

250～650 
（50～130％） 

16HP

PUHY-RP450SCM-E3

18HP

PUHY-RP500SCM-E3

20HP

PUHY-RP560SCM-E3

22HP

PUHY-RP630SCM-E3

24HP

PUHY-RP690SCM-E3

26HP

PUHY-RP730SCM-E3

225～585 
（50～130％） 

280～728 
（50～130％） 

315～819 
（50～130％） 

345～897 
（50～130％） 

365～949 
（50～130％） 

※PUHY-RP224・280・335・400SCM-E3形とPUHY-RP224・280SCM-E/E1形を組合わせて使用することはできません。 

※16HP～26HPを構成するユニットは、PUHY-RP224・280・335・400SCM-E3です。 

リモコン及びシステムコントローラー等 

パネル（天井カセット、天井ビルトイン、天袋ビルトインのみ） 

汎用 

BM
JM
CM
LM
BM
EM

M
M
ML
KM
BM
BMS
HM
LEM
DM

HM

天井 
ｶｾｯﾄ 

天井 

天埋 

天吊 

壁掛 

床置 

四方向 

二方向 

一方向 

小容量 

大容量 

PLFY

PMFY

PDFY

PEFY

PCFY

PKFY

PFFY

ビルトイン 

ローボーイ 
ダクト 

ダクト 
ホテル向け 

GMPSFYスリム 

厨房用 天吊 PCFY

P22

● 
● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 
P450P450 P560

● ● 

パ
ネ
ル
必
要 

M-F

RDF5

CLMD

ロスナイ 

大容量加湿器一体形外気処理エアコン 

PEFY
RM-FPFFY

LGH
DF5LB
MGE

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 PLFY

P160

● 

● 

● 

● 

● 

LRM床埋込 PFFYローボーイ 

P28

● 

● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 
RM壁 ビルトイン 

壁 ビルトイン 

P112

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

P140

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

P224

● 

● 

● 

● 

P280

● 

● 

● 
● 

● 

P45

● 
● 

● 
● 

● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

P36

● 
● 
● 

● 
● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

●（50） 

P56

● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

●（80） 

P71

● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

●（100） 

●（100） 

P80

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

●（150） 

● 
P90

● 
● 

● 

● 

● 

●（200） 

●（2100） ●（1680） 

天埋 室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 

●（1080） 
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室外ユニット 

接続可能 
容　量 

室内ユニット 

台　数 

合計容量 
(室外ユニット容量比)

Ｐ22～Ｐ560

1～32台 

28HP 30HP 32HP 34HP 36HP

PUHY-RP800SCM-E3 PUHY-RP850SCM-E3 PUHY-RP900SCM-E3 PUHY-RP960SCM-E3 PUHY-RP1010SCM-E3

400～1040 
（50～130％） 

425～1105 
（50～130％） 

450～1170 
（50～130％） 

480～1248 
（50～130％） 

505～1313 
（50～130％） 

※PUHY-RP224・280SCM-E3形とPUHY-RP224・280・335SCM-E/E1形を組合わせて使用することはできません。 

※28HP～36HPを構成するユニットは、PUHY-RP224・280・335SCM-E3です。 

リモコン及びシステムコントローラー等 

パネル（天井カセット、天井ビルトイン、天袋ビルトインのみ） 

■28～36HP（室外ユニット3台接続構成）

汎用 

BM
JM
CM
LM
BM
EM

M
M
ML
KM
BM
BMS
HM
LEM
DM

HM

天井 
ｶｾｯﾄ 

天井 

天埋 

天吊 

壁掛 

床置 

四方向 

二方向 

一方向 

小容量 

大容量 

PLFY

PMFY

PDFY

PEFY

PCFY

PKFY

PFFY

ビルトイン 

ローボーイ 
ダクト 

ダクト 
ホテル向け 

GMPSFYスリム 

厨房用 天吊 PCFY

P22

● 
● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 
P450P450 P560

● ● 

パ
ネ
ル
必
要 

M-F

RDF5

CLMD

ロスナイ 

大容量加湿器一体形外気処理エアコン 

PEFY
RM-FPFFY

LGH
DF5LB
MGE

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 PLFY

P160

● 

● 

● 

● 

● 

LRM床埋込 PFFYローボーイ 

P28

● 

● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 
RM壁 ビルトイン 

壁 ビルトイン 

P112

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

P140

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

P224

● 

● 

● 

● 

P280

● 

● 

● 
● 

● 

P45

● 
● 

● 
● 

● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

P36

● 
● 
● 

● 
● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

●（50） 

P56

● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

●（80） 

P71

● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

●（100） 

●（100） 

P80

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

●（150） 

● 
P90

● 
● 

● 

● 

● 

●（200） 

●（2100） ●（1680） 

天埋 室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 

●（1080） 
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シリーズ名 冷　房　時 暖　房　時 

標準 

室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 

室内吸込空気温度 湿球温度15～24℃ 乾球温度15～27℃ 

室外吸込空気温度 乾球温度-5～43℃ 注.1 湿球温度-20～15.5℃ 

室内吸込空気温度 湿球温度15～35℃注.2 乾球温度-10～20℃注.2

室外吸込空気温度 乾球温度21～43℃ 湿球温度-12.5～20℃ 

（注1）室外ユニット下設置の場合、乾球温度10～43℃になります。 
（注2）室温サーモ形給気処理ユニットは本体内蔵のサーモにより、冷房時21℃（乾球温度）以下、暖房時20℃（乾球温度）以上で 
　　　  サーモOFFします。 

電　源 

冷房能力 （ kW） 

暖房能力 （ kW） 

圧縮機用電動機出力 （ kW） 

送風機用電動機出力 （ kW） 

PUHY-RP140CM-E3 PUHY-RP160CM-E3 PUHY-RP224CM-E3 PUHY-RP280CM-E3 PUHY-RP335CM-E3

三相　200V ±10％　50/60Hz

14.0

16.0

3.1

0.35

16.0

18.0

3.7

0.35

22.4

25.0

4.8

0.35

28.0

31.5

6.8

0.35

33.5

37.5

8.2

0.35

電　源 

冷房能力 （ kW） 

暖房能力 （ kW） 

圧縮機用電動機出力 （ kW） 

送風機用電動機出力 （ kW） 

PUHY-RP450SCM-E3 PUHY-RP500SCM-E3 PUHY-RP560SCM-E3 PUHY-RP630SCM-E3 PUHY-RP690SCM-E3

三相　200V ±10％　50/60Hz

45.0

50.0

4.8＋4.8

0.35＋0.35

50.0

56.0

4.8＋6.8

0.35＋0.35

56.0

63.0

6.8＋6.8

0.35＋0.35

63.0

69.0

6.8＋8.2

0.35＋0.35

69.0

76.5

8.2＋8.2

0.35＋0.35

電　源 

冷房能力 （ kW） 

暖房能力 （ kW） 

圧縮機用電動機出力 （ kW） 

送風機用電動機出力 （ kW） 

PUHY-RP730SCM-E3

三相　200V ±10％　50/60Hz

73.0

81.5

8.2＋9.9

0.35＋0.35

電　源 

冷房能力 （ kW） 

暖房能力 （ kW） 

圧縮機用電動機出力 （ kW） 

送風機用電動機出力 （ kW） 

PUHY-RP800SCM-E3 PUHY-RP850SCM-E3 PUHY-RP900SCM-E3 PUHY-RP960SCM-E3 PUHY-RP1010SCM-E3

三相　200V ±10％　50/60Hz

80.0

88.0

4.8＋6.8＋6.8

0.35＋0.35＋0.35

85.0

95.0

6.8＋6.8＋6.8

0.35＋0.35＋0.35

90.0

100.0

6.8＋6.8＋8.2

0.35＋0.35＋0.35

96.0

108.0

6.8＋8.2＋8.2

0.35＋0.35＋0.35

101.0

113.0

8.2＋8.2＋8.2

0.35＋0.35＋0.35

電　源 

冷房能力 （ kW） 

暖房能力 （ kW） 

圧縮機用電動機出力 （ kW） 

送風機用電動機出力 （ kW） 

PUHY-RP355CM-E3 PUHY-RP400CM-E3

三相　200V ±10％　50/60Hz

35.5

40.0

8.9

0.35

40.0

45.0

9.9

0.35

（注）冷房・暖房能力は、JIS8615-1または2の条件で運転した場合の能力です。 

〈2〉概略仕様（室外ユニット）

〈3〉運転可能温度範囲
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〈4〉概略仕様（室内ユニット）

天井 カセ ッ ト形  
（ 四方向吹出 し）  
ワイ ドパ ワー カセ ッ ト 

天井 カセ ッ ト形  
（ 一方向吹出 し）  
小容量 タイ プ 

天井 ビル トイ ン形  

天井 カセ ッ ト形  
（ 一方向吹出 し）  
大容量 タイ プ 

天井 カセ ッ ト形  
（ニ 方向吹出 し）  

天井 カセ ッ ト形  
（ 四方向吹出 し）  
コン パク トタ イプ  

天井 カセ ッ ト形  
（ 四方向吹出 し）  
システム 天井対応 タイ プ 

PLFY-P22BM-E3 
PLFY-P28BM-E3 
PLFY-P36BM-E3
PLFY-P45BM-E3
PLFY-P56BM-E3
PLFY-P71BM-E3 
PLFY-P80BM-E3 
PLFY-P90BM-E3 
PLFY-P112BM-E3
PLFY-P140BM-E3
PLFY-P160BM-E3
PLFY-P36JM-E1 
PLFY-P45JM-E1 
PLFY-P56JM-E1 
PLFY-P71JM-E1 
PLFY-P22CM-E1 
PLFY-P28CM-E1 
PLFY-P36CM-E1 
PLFY-P45CM-E1 
PLFY-P22LM-E2 
PLFY-P28LM-E2 
PLFY-P36LM-E2 
PLFY-P45LM-E2 
PLFY-P56LM-E2 
PLFY-P71LM-E2 
PLFY-P80LM-E2 
PLFY-P90LM-E2 
PLFY-P112LM-E2 
PLFY-P140LM-E2 
PMFY-P22BM-E2
PMFY-P28BM-E2
PMFY-P36BM-E2
PMFY-P45BM-E2
PMFY-P36EM-E1 
PMFY-P45EM-E1 
PMFY-P56EM-E1 
PMFY-P71EM-E1 
PMFY-P80EM-E1 
PDFY-P22M-E2 
PDFY-P28M-E2 
PDFY-P36M-E2 
PDFY-P45M-E2 
PDFY-P56M-E2 
PDFY-P71M-E2 
PDFY-P80M-E2 
PDFY-P90M-E2 
PDFY-P112M-E2 
PDFY-P140M-E2 
PEFY-P45M-E1 
PEFY-P56M-E1 
PEFY-P71M-E1 
PEFY-P80M-E1 
PEFY-P90M-E1 
PEFY-P112M-E1 
PEFY-P140M-E1 
PEFY-P160M-E1 
PEFY-P224M-E1 
PEFY-P280M-E1 
 

2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
22.4 
28.0 
 

2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
4.0 
5.0 
6.3 
 8.0  
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
25.0 
31.5 
 

天吊形 

壁掛形 
(大容量 タイ プ)

床置形 

床置形 
（ロ ーボーイ ）  

壁掛形　※1 
(小容量 タイ プ)

PCFY-P45KM-E1 
PCFY-P56KM-E1 
PCFY-P71KM-E1 
PCFY-P80KM-E1 
PCFY-P90KM-E1 
PCFY-P112KM-E1 
PCFY-P140KM-E1 
PCFY-P160KM-E1 
PKFY-P22BM(S)-E1 
PKFY-P28BM(S)-E1 
PKFY-P36HM-E1 
PKFY-P45HM-E1 
PKFY-P56HM-E1 
PFFY-P28LEM-E1 
PFFY-P36LEM-E1 
PFFY-P45LEM-E1 
PFFY-P56LEM-E1 
PFFY-P71LEM-E1 
PFFY-P224DM-E1 
PFFY-P280DM-E1 
PFFY-P450DM-E2
PFFY-P560DM-E2
PSFY-P56GM-E1 
PSFY-P71GM-E1 
PSFY-P80GM-E1 
PSFY-P112GM-E1 
PSFY-P140GM-E1 
PSFY-P160GM-E1 
PFFY-P112RM-E1 
PFFY-P140RM-E1 
PFFY-P224RM-E1 
PFFY-P280RM-E1 
PFFY-P28LRM-E1 
PFFY-P36LRM-E1 
PFFY-P45LRM-E1 
PFFY-P56LRM-E1 
PFFY-P71LRM-E1 
PEFY-P22ML-E1(-R) 
PEFY-P28ML-E1(-R) 
PEFY-P90M-E1-F 
PEFY-P112M-E1-F 
PEFY-P140M-E1-F 
PEFY-P160M-E1-F 
PEFY-P224M-E1-F 
PEFY-P280M-E1-F 

PFFY-P280RM-E1-F 
 
PCFY-P80HM-E1 
PCFY-P140HM-E1 
PLFY-P36CLMD-E1 
PLFY-P45CLMD-E1 
PLFY-P56CLMD-E1 
PLFY-P71CLMD-E1 
PLFY-P80CLMD-E1 
LGH-50RDF5 
LGH-80RDF5 
LGH-100RDF5 
LB-100DF5 
LB-150DF5 
LB-200DF5 
GE-P1080M-E1 
GE-P1680M-E1 
GE-P2100M-E1

4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
22.4 
28.0 
45.0 
56.0 
5.6 
7.1 
8.0 
11.2 
14.0 
16.0 
11.2 
14.0 
22.4 
28.0 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
2.2 
2.8 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
22.4 
28.0 

28.0 
 
8.0 
14.0 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
5.46 
8.79 
11.17 
10.36 
13.06 
15.83 
14.0 
22.4 
28.0

5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
25.0 
31.5 
50.0 
63.0 
6.3 
8.0 
9.0 
12.5 
16.0 
18.0 
12.5 
16.0 
25.0 
31.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
2.5 
3.2 
8.5 
10.6 
13.2 
15.1 
21.2 
26.5 

26.5 
 
9.0 
16.0 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
6.18 
10.11 
12.50 
11.59 
14.49 
17.43 
13,7 
21,2 
26,5

冷房能力 （ kW) 暖房能力 （ kW) 冷房能力 （ kW) 暖房能力 （ kW)種　類 種　類 形　名 形　名 

天井埋込形 

床置形 
（ス リム ）  

注. 室内ユ ニッ トの 冷房 ・ 暖房能力は JIS8615-1又 は2の標準条件で運転 した 場合 の値 です 。  
注. ※1の 壁掛形 の PKFY-BMS-E1形 は、 静 かな小部屋用 を示 しま す。 ホテ ル、 寮な どの 暗騒音が低い 部屋 での ご使 用に は、 PKFY-BMS-E1形 をご 選定 くだ さい 。 なお 、 その 際に は必 
ず別売外付LEVボッ クス PAC-SG95LEとの 組合せ使用 とな りま す。  

注. ※2の冷 房 ・ 暖房能力 は、 ＜冷房時 ： 室内側吸込空気温度33℃ （ 乾球温度 ） 、 28℃ （ 湿球温度 ） 、 室外側吸込空気温度33℃ （ 乾球温度 ） 、 28℃ （ 湿球温度 ） 、 暖房時 ： 室内側吸込空気温度 
0℃ （ 乾球温度 ） 、 -2.9℃ （ 湿球温度 ） 、 室外側吸込空気温度0℃ （ 乾球温度 ） 、 -2.9℃ （ 湿球温度 ） ＞に よりま す。  

注. ロスナ イの 冷暖能力は 外気負荷熱処理能力 （ 冷房室内側吸込温度27℃ （ 乾球温度 ） 、 19℃ （ 湿球温度 ） 、 室外側吸込温度35℃ （ 乾球温度 ） 、 24℃ （ 湿球温度 ） 、 暖房室内側吸込温度 
20℃ （ 乾球温度 ） 、 13.8℃ （ 湿球温度 ） 、 室外側吸込温度7℃ （ 乾球温度 ） 、 6℃ （ 湿球温度 ） ） を示 し、 ロスナ イ による 熱回収分 を含めた値です 。  

天吊形 
厨房用 

床置埋込形 
（ロ ーボーイ ）  

天井埋込形 
（ホ テル 向け ）  

壁ビ ルト イン 形 

天井埋込形 
室温 サー モ形給気 
処理ユ ニッ ト 
※2

壁ビ ルト イン 形 
室温 サー モ形給気 
処理ユ ニッ ト   ※2

天井 カセ ッ ト形  
クリ ーン ルー ム用  

ロスナ イ 

大容量加湿器一体形 
外気処理エ アコ ン 
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ビ
ル
用
マ
ル
チ
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ン 

リ
プ
レ
ー
ス
マ
ル
チ
E
e
c
o 

室
外
ユ
ニ
ッ
ト（
冷
暖
切
替
） 

〈5〉仕様
■RP140～RP560形

（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の能力です。 

－ 

－ 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

％ 

A 

－ 

－ 

kW 

－ 

W 

－ 

－ 

kW 

ton 

－ 

－ 

－ 

－ 

mm 

mm 

dB 

dB 

－ 

mm 

mm 

mm 

kg 

－ 

PUHY-RP140CM-E3 

 

14.0 

16.0 

12.5 

3.40 

3.82 

3.47 

10.90 

12.25 

90 

15 

 

 

3.1 

 

35 

 

185 

0.35 

1.94 

 

 

 

 

φ19.05 

φ9.52 

55 

44 

 

1650 

920 

760 

218

PUHY-RP160CM-E3 

 

16.0 

18.0 

14.0 

3.94 

4.39 

4.27 

12.63 

14.08 

90 

15 

 

 

3.7 

 

35 

 

185 

0.35 

2.23 

 

 

 

 

φ22.2 

φ9.52 

56 

44 

 

1650 

920 

760 

218

PUHY-RP224CM-E3 

 

22.4 

25.0 

20.0 

5.68 

5.69 

5.98 

18.21 

18.25 

90 

15 

 

 

4.8 

 

35 

 

185 

0.35 

3.02 

 

 

 

 

φ25.4 

φ12.7 

56 

44 

 

1650 

920 

760 

218

PUHY-RP280CM-E3 

三相　200V　50/60Hz 

28.0 

31.5 

25.0 

8.28 

7.83 

8.32 

26.55 

25.11 

90 

15 

クロスフィンチューブ 

全密閉形×1 

6.8 

インバーター始動 

45 

プロペラファン×1 

185 

0.35 

3.81 

リバースサイクル 

圧力センサー、圧力開閉器（4.15MPa、3.3MPa） 

過電流保護、過昇保護／温度開閉器 

過電流保護、過昇保護 

φ28.6 

φ12.7 

57 

44 

塗装鋼鈑（5Y8/1） 

1650 

920 

760 

238 

アクティブフィルター※2、圧力計、防雪フード、集中ドレンパン 

PUHY-RP335CM-E3 

 

33.5 

37.5 

28.8 

10.21 

10.70 

9.31 

32.74 

34.32 

90 

15 

 

 

8.2 

 

45 

 

185 

0.35 

4.48 

 

 

 

 

φ28.6 

φ12.7 

59 

50 

 

1650 

920 

760 

245

PUHY-RP355CM-E3 

 

35.5 

40.0 

30.7 

11.05 

11.20 

10.07 

35.44 

35.92 

90 

15 

 

 

8.9 

 

45 

 

185 

0.35 

4.68 

 

 

 

 

φ31.75 

φ15.88 

59.5 

62.5 

 

1650 

920 

760 

245

PUHY-RP400CM-E3 

 

40.0 

45.0 

36.0 

12.28 

13.12 

12.35 

39.38 

42.08 

90 

15 

 

 

9.9 

 

45 

 

185 

0.35 

5.12 

 

 

 

 

φ31.75 

φ15.88 

60 

50 

 

1650 

920 

760 

248

システム形名 

電源 

冷房能力 

暖房能力 

暖房低温能力　※1 

　　消費電力 

 

 

　　電流 

 

　　力率 

　　始動電流 

熱交換器形式 

　　形式×個数 

　　電動機出力 

　　始動方式 

クランクケースヒーター 

　　型式×個数 

　　風量 

　　電動機出力 

法定冷凍トン 

霜取り方式 

保護装置 

 

 

冷媒配管 

 

騒音 

 

外装（マンセルNo） 

外径寸法 

 

 

製品質量 

取り付け可能部品 

冷房 

暖房 

暖房低温 

冷房 

暖房 

高圧保護 

圧縮機／送風機 

インバーター回路 

ガス管 

液管 

前面 

ナイトモード 

高さ 

幅 

奥行き 

電 
気 
特 
性  

圧 
縮 
機  

送 
風 
機  

（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。 
（注3） ※2のアクティブフィルターはRP224形以下は対象外となります。 
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（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の能力です。 
（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。 

－ 

－ 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

％ 

A 

－ 

－ 

kW 

－ 

W 

－ 

－ 

kW 

ton 

－ 

－ 

－ 

－ 

mm 

mm 

－ 

mm 

mm 

dB 

dB 

－ 

mm 

mm 

mm 

kg 

－ 

PUHY-RP450SCM-E3 

 

45.0 

50.0 

40.0 

11.87 

11.38 

12.36 

38.07 

36.50 

90 

30 

 

 

4.8＋4.8 

 

35＋35 

 

185＋185 

0.35＋.035 

3.02＋3.02 

 

 

 

 

φ31.75 

φ15.88 

 

 

 

59 

47 

 

1650 

920 

760 

226＋226

RP224 

φ19.05

RP224 

φ19.05

RP224 

φ19.05

RP280 

φ22.2

RP280 

φ22.2

RP280 

φ9.52 φ9.52 φ9.52 φ9.52 φ9.52 φ9.52 

φ22.2

PUHY-RP500SCM-E3 

 

50.0 

56.0 

45.0 

14.88 

13.46 

14.15 

47.72 

43.17 

90 

30 

 

 

4.8＋6.8 

 

35＋35 

 

185＋185 

0.35＋.035 

3.02＋3.81 

 

 

 

 

φ38.1 

φ15.88 

 

 

 

59.5 

47 

塗装鋼鈑（5Y8/1） 

1650 

920 

760 

226＋237

PUHY-RP560SCM-E3 

 

56.0 

63.0 

50.0 

17.89 

15.78 

15.93 

57.38 

50.61 

90 

30 

 

 

6.8＋6.8 

 

35＋35 

 

185＋185 

0.35＋.035 

3.81＋3.81 

 

 

 

 

φ38.1 

φ15.88 

 

 

 

60 

47 

 

1650 

920 

760 

237＋237

 

三相　200V　50/60Hz 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロスフィンチューブ 

全密閉形×2 

 

インバーター始動 

 

プロペラファン×2 

 

 

 

リバースサイクル 

圧力センサー、圧力開閉器（4.15MPa、3.3MPa） 

過電流保護、過昇保護／温度開閉器 

過電流保護、過昇保護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクティブフィルター、圧力計、防雪フード、集中ドレンパン 

システム形名 

電源 

冷房能力 

暖房能力 

暖房低温能力　※1 

　　消費電力 

 

 

　　電流 

 

　　力率 

　　始動電流 

熱交換器形式 

　　形式×個数 

　　電動機出力 

　　始動方式 

クランクケースヒーター 

　　型式×個数 

　　風量 

　　電動機出力 

法定冷凍トン 

霜取り方式 

保護装置 

 

 

　　主配管 

 

　　構成ユニット 

　　ユニット 

　　連絡配管 

騒音 

 

外装（マンセルNo） 

外径寸法 

 

 

製品質量 

取り付け可能部品 

冷房 

暖房 

暖房低温 

冷房 

暖房 

高圧保護 

圧縮機／送風機 

インバーター回路 

ガス管 

液管 

 

ガス管 

 液管 

前面 

ナイトモード 

高さ 

幅 

奥行き 

電 
気 
特 
性  

圧 
縮 
機  

送 
風 
機  

冷 
媒 
配 
管  
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ル
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ア
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ン 

リ
プ
レ
ー
ス
マ
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チ
E
e
c
o 

室
外
ユ
ニ
ッ
ト（
冷
暖
切
替
） 

■RP630～RP900形

（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の能力です。 
（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。 

－ 

－ 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

％ 

A 

－ 

－ 

kW 

－ 

W 

－ 

－ 

kW 

ton 

－ 

－ 

－ 

－ 

mm 

mm 

－ 

mm 

mm 

dB 

dB 

－ 

mm 

mm 

mm 

kg 

－ 

PUHY-RP630SCM-E3 

 

63.0 

69.0 

53.8 

18.97 

17.69 

18.16 

60.84 

56.74 

90 

30 

 

 

6.8＋8.2 

 

35＋45 

 

185＋185 

0.35＋.035 

3.81＋4.48 

 

 

 

 

φ38.1 

φ15.88 

 

 

 

61 

51 

 

1650 

920 

760 

237＋248

RP280 

φ9.52 

φ22.2

RP335 

φ9.52 

φ22.2

RP335 

φ9.52 

φ22.2

RP335 

φ9.52 

φ22.2

RP335 

φ9.52 

φ22.2

RP400 

φ12.7 

φ25.4

PUHY-RP690SCM-E3 

 

69.0 

76.5 

60.0 

19.77 

19.97 

19.18 

63.41 

64.05 

90 

30 

 

 

8.2＋8.2 

 

45＋45 

 

185＋185 

0.35＋.035 

4.48＋4.48 

 

 

 

 

φ38.1 

φ19.05 

 

 

 

62 

53 

塗装鋼鈑（5Y8/1） 

1650 

920 

760 

248＋248

PUHY-RP730SCM-E3 

 

73.0 

81.5 

65.0 

21.72 

22.45 

22.31 

69.66 

72.00 

90 

30 

 

 

8.2＋9.9 

 

45＋45 

 

185＋185 

0.35＋.035 

4.48＋5.12 

 

 

 

 

φ44.45 

φ19.05 

 

 

 

62.5 

53 

 

1650 

920 

760 

248＋248

 

三相　200V　50/60Hz 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロスフィンチューブ 

全密閉形×2 

 

インバーター始動 

 

プロペラファン×2 

 

 

 

リバースサイクル 

圧力センサー、圧力開閉器（4.15MPa、3.3MPa） 

過電流保護、過昇保護／温度開閉器 

過電流保護、過昇保護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクティブフィルター、圧力計、防雪フード、集中ドレンパン 

システム形名 

電源 

冷房能力 

暖房能力 

暖房低温能力　※1 

　　消費電力 

 

 

　　電流 

 

　　力率 

　　始動電流 

熱交換器形式 

　　形式×個数 

　　電動機出力 

　　始動方式 

クランクケースヒーター 

　　型式×個数 

　　風量 

　　電動機出力 

法定冷凍トン 

霜取り方式 

保護装置 

 

 

　　主配管 

 

　　構成ユニット 

　　ユニット 

　　連絡配管 

騒音 

 

外装（マンセルNo） 

外径寸法 

 

 

製品質量 

取り付け可能部品 

冷房 

暖房 

暖房低温 

冷房 

暖房 

高圧保護 

圧縮機／送風機 

インバーター回路 

ガス管 

液管 

 

液管 

ガス管 

前面 

ナイトモード 

高さ 

幅 

奥行き 

電 
気 
特 
性  

圧 
縮 
機  

送 
風 
機  

冷 
媒 
配 
管  
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（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の能力です。 
（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。 

－ 

－ 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

％ 

A 

－ 

－ 

kW 

－ 

W 

－ 

－ 

kW 

ton 

－ 

－ 

－ 

－ 

mm 

mm 

－ 

mm 

mm 

dB 

dB 

－ 

mm 

mm 

mm 

kg 

－ 

PUHY-RP800SCM-E3 

 

80.0 

88.0 

70.0 

24.53 

21.51 

23.30 

78.68 

68.99 

90 

45 

 

 

4.8＋6.8＋6.8 

 

35＋35＋35 

 

185＋185＋185 

0.35＋.035＋.035 

3.02＋3.81＋3.81 

 

 

 

 

φ44.45 

φ19.05 

 

 

 

61.5 

49 

 

1650 

920 

760 

226＋237＋237

RP280 

φ9.52 

φ22.2

RP224 

φ9.52 

φ19.05

RP280 

φ9.52 

φ22.2

RP280 

φ9.52 

φ22.2

RP280 

φ9.52 

φ22.2

RP280 

φ9.52 

φ22.2

RP280 

φ9.52 

φ22.2

RP280 

φ9.52 

φ22.2

RP335 

φ9.52 

φ22.2

PUHY-RP850SCM-E3 

 

85.0 

95.0 

75.0 

27.50 

23.80 

25.71 

88.20 

76.33 

90 

45 

 

 

6.8＋6.8＋6.8 

 

35＋35＋35 

 

185＋185＋185 

0.35＋.035＋.035 

3.81＋3.81＋3.81 

 

 

 

 

φ44.45 

φ19.05 

 

 

 

62 

49 

塗装鋼鈑（5Y8/1） 

1650 

920 

760 

237＋237＋237

PUHY-RP900SCM-E3 

 

90.0 

100.0 

80.0 

28.03 

25.44 

26.73 

89.90 

81.59 

90 

45 

 

 

6.8＋6.8＋8.2 

 

35＋35＋45 

 

185＋185＋185 

0.35＋.035＋.035 

3.81＋3.81＋4.48 

 

 

 

 

φ44.45 

φ19.05 

 

 

 

62.5 

52 

 

1650 

920 

760 

237＋237＋248

 

三相　200V　50/60Hz 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロスフィンチューブ 

全密閉形×3 

 

インバーター始動 

 

プロペラファン×3 

 

 

 

リバースサイクル 

圧力センサー、圧力開閉器（4.15MPa、3.3MPa） 

過電流保護、過昇保護／温度開閉器 

過電流保護、過昇保護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクティブフィルター、圧力計、防雪フード、集中ドレンパン 

システム形名 

電源 

冷房能力 

暖房能力 

暖房低温能力　※1 

　　消費電力 

 

 

　　電流 

 

　　力率 

　　始動電流 

熱交換器形式 

　　形式×個数 

　　電動機出力 

　　始動方式 

クランクケースヒーター 

　　型式×個数 

　　風量 

　　電動機出力 

法定冷凍トン 

霜取り方式 

保護装置 

 

 

　　主配管 

 

　　構成ユニット 

　　ユニット 

　　連絡配管 

騒音 

 

外装（マンセルNo） 

外径寸法 

 

 

製品質量 

取り付け可能部品 

冷房 

暖房 

暖房低温 

冷房 

暖房 

高圧保護 

圧縮機／送風機 

インバーター回路 

ガス管 

液管 

 

液管 

ガス管 

前面 

ナイトモード 

高さ 

幅 

奥行き 

電 
気 
特 
性  

圧 
縮 
機  

送 
風 
機  

冷 
媒 
配 
管  
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■RP960～RP1010形

（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の能力です。 
（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。 

－ 

－ 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

％ 

A 

－ 

－ 

kW 

－ 

W 

－ 

－ 

kW 
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－ 

－ 

－ 

mm 

mm 

－ 

mm 

mm 

dB 

dB 

－ 

mm 
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mm 

kg 

－ 

PUHY-RP960SCM-E3 

 

96.0 

108.0 

85.0 

28.91 

27.90 

27.75 

92.72 

89.48 

90 

45 

 

 

6.8＋8.2＋8.2 

 

35＋45＋45 

 

185＋185＋185 

0.35＋.035＋.035 

3.81＋4.48＋4.48 

 

 

 

 

φ44.45 

φ19.05 

 

 

 

63.5 

53.5 

 

1650 

920 

760 

237＋248＋248

RP335 

φ9.52 

φ22.2

RP280 

φ9.52 

φ22.2

RP335 

φ9.52 

φ22.2

RP335 

φ9.52 

φ22.2

RP335 

φ9.52 

φ22.2

RP335 

φ9.52 

φ22.2

PUHY-RP1010SCM-E3 

 

101.0 

113.0 

90.0 

29.44 

29.50 

28.77 

94.42 

94.62 

90 

45 

 

 

8.2＋8.2＋8.2 

 

45＋45＋45 

 

185＋185＋185 

0.35＋.035＋.035 

4.48＋4.48＋4.48 

 

 

 

 

φ44.45 

φ19.05 

 

 

64 

55 

 

1650 

920 

760 

248＋248＋248

 

三相　200V　50/60Hz 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロスフィンチューブ 

全密閉形×3 

 

インバーター始動 

 

プロペラファン×3 

 

 

 

リバースサイクル 

圧力センサー、圧力開閉器（4.15MPa、3.3MPa） 

過電流保護、過昇保護／温度開閉器 

過電流保護、過昇保護 

 

 

 

 

 

 

 

塗装鋼鈑（5Y8/1） 

 

 

 

 

アクティブフィルター、圧力計、防雪フード、集中ドレンパン 

システム形名 

電源 

冷房能力 

暖房能力 

暖房低温能力　※1 

　　消費電力 

 

 

　　電流 

 

　　力率 

　　始動電流 

熱交換器形式 

　　形式×個数 

　　電動機出力 

　　始動方式 

クランクケースヒーター 

　　型式×個数 

　　風量 

　　電動機出力 

法定冷凍トン 

霜取り方式 

保護装置 

 

 

　　主配管 

 

　　構成ユニット 

　　ユニット 

　　連絡配管 

騒音 

 

外装（マンセルNo） 

外径寸法 

 

 

製品質量 

取り付け可能部品 

冷房 

暖房 

暖房低温 

冷房 

暖房 

高圧保護 

圧縮機／送風機 

インバーター回路 

ガス管 

液管 

 

液管 

ガス管 

前面 

ナイトモード 

高さ 

幅 

奥行き 

電 
気 
特 
性  

圧 
縮 
機  

送 
風 
機  

冷 
媒 
配 
管  



3-164

〈6〉外形寸法図
●PUHY-RP140, 160, 224, 280, 335, 355, 400CM-E3

175280
230

280

142165
φ9.52ろう付 

φ9.52フレア 

φ12.7フレア 

φ12.7フレア φ25.4ろう付 

＜付属品＞（下記記載のユニットのみに付属） 
●冷媒＜液＞接続管 ・・・・・・・・・・・1個 
　　・RP224･RP280･RP355･RP400CM形 
　　　RP335SCM形　 
●冷媒＜ガス＞接続管 ・・・・・・・・・・1個（RP224CM形は2個） 
　　・RP160･RP224CM形・・・・・・・・・・付属品内に同梱 
　　・RP280･RP335･RP355･RP400CM形 ・・操作弁に取付済 
　　　RP280･RP335･RP400SCM形　 
●冷媒＜ガス＞接続管用パッキン ・・・・・1個 
　　ガス側操作弁付近に取付 
　　・RP280･RP335･RP355･RP400CM形 
　　　RP280･RP335･RP400SCM形 

ＲＰ４００ＳＣＭ形 
ＲＰ３３５ＳＣＭ形 
ＲＰ２８０ＳＣＭ形 
ＲＰ２２４ＳＣＭ形 
ＲＰ４００ＣＭ形 
ＲＰ３５５ＣＭ形 
ＲＰ３３５ＣＭ形 
ＲＰ２８０ＣＭ形 
ＲＰ２２４ＣＭ形 
ＲＰ１６０ＣＭ形 
ＲＰ１４０ＣＭ形 

接続管仕様 

形　名 
操作弁位置寸法 

Ａ Ｃ Ｂ 
液側 ガス側 

操作弁接続口仕様 

液側 ガス側 

φ22.2ろう付 

φ19.05フレア 

φ31.75ろう付 

φ28.58ろう付 

φ25.4ろう付 
φ22.2ろう付 
φ19.05フレア φ9.52フレア 

φ12.7ろう付 

φ15.88ろう付 

145265290

212 182

175
142

145
115
165
265

242

290

14
5

221 150

18884
920

98
72

13
2

64

3

1

760
55 25

A

空気 
吸込 

90204
102251

24
0

空気 
吸込 

14
10

16
50

76
0

80
15
0
15
0
15
0
15
0

18

88

25 55

54

空気 
吸込 

空気吹出 

76
0

80 760 80 18
72
4（
72
1～
72
7で
対
応
）
 
18

92
86

13
1

83251
186

5
2

B

C

※1

※1

※1

※1

※1
※1

※1

※1

※1

※1・・・付属の接続管を使用された場合の寸法です。 
※2・・・底面取り出しの場合の寸法（前面の場合は165） 

※2

冷媒操作弁＜ガス＞ 

冷媒操作弁＜液＞ 
　　 ノックアウト穴 
＜圧力計(別売品)取付用＞ 

制御ＢＯＸ 

2X5-φ4.6穴 
(樹脂部の開口加工必要） 
＜防雪ﾌ-ﾄﾞ（別売品）取付用穴＞ 

サービスパネル 

冷媒操作弁＜液＞ 
冷媒操作弁＜ガス＞ 

（
据
付
ピ
ッ
チ
）
 

２×２－１４×２０長穴 

（据付ピッチ） 

配管用 

電源配線用 

伝送用配線 

前面通し穴 

前面通し穴 
前面通し穴 

前面通し穴 

底面通し穴 

底面通し穴 

102×72ノックアウト穴 
150×92ノックアウト穴 
Φ65もしくはΦ40ノックアウト穴 
Φ52もしくはΦ27ノックアウト穴 
Φ52ノックアウト穴 
Φ34ノックアウト穴 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

ＮＯ． 用途 仕様 

注．ユニット周囲の必要空間と基礎施工時の 
　　注意事項はP21を参照してください。 
注．ユニット周囲の必要空間と基礎施工時の 
　　注意事項は設計・工事マニュアルを参照してください。 

■

φ44.45
φ19.05

CMY-RP500BK2

φ25.4φ12.7
φ22.2φ9.52

分岐管の配管サイズ 
セット形名 

室内ユニット～分岐管 

分岐管キット形名(別売品)

構成ユニット形名 室外ユニット１ 
室外ユニット２ 

ガス 
液 a

b φ31.75 φ38.1
φ15.88

CMY-RP400BK2

PUHY-RP450SCM-E3
PUHY-RP224SCM-E3
PUHY-RP224SCM-E3

PUHY-RP500SCM-E3
PUHY-RP280SCM-E3
PUHY-RP224SCM-E3

PUHY-RP560SCM-E3
PUHY-RP280SCM-E3
PUHY-RP280SCM-E3

PUHY-RP730SCM-E3
PUHY-RP400SCM-E3
PUHY-RP335SCM-E3PUHY-RP280SCM-E3

PUHY-RP335SCM-E3
PUHY-RP690SCM-E3
PUHY-RP335SCM-E3
PUHY-RP335SCM-E3

φ22.2
φ19.05
d または f
ガス 液 

c または e
φ9.52
φ9.52

PUHY-RP630SCM-E3

分岐管キット～室外ユニット RP335形 
RP400形 

RP280形 
RP224形 

ユニット形名 

92030920760

16
50

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キットの傾きは、水平面に対して±１５°以内にしてください。 
　3.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。 
　4.分岐部手前（図中ａ，ｂ部）の配管は直管部５００ｍｍ以上を確保して施工してください。 
　  （※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて５００ｍｍ以上） 
　5.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 

空気吹出 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

室外ユニット１ 室外ユニット２ 

室内ユニットへ 

室内ユニットへ 

正面図 

a

bf

e
c

d

左側面図 
液分岐管＜別売品＞ 

ガス分岐管＜別売品＞ 

●PUHY-RP450, 500, 560, 630, 690, 730SCM-E3
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E
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室
外
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ッ
ト（
冷
暖
切
替
） 

●PUHY-RP800, 850, 900, 960, 1010SCM-E3

φ9.52 φ22.2

分岐管の配管サイズ 

CMY-RP600BK2
φ19.05
φ44.45
φ19.05
φ31.75分岐管1～分岐管2 ガス 

液 
d
c
b
a

ガス 
液 室内ユニット～分岐管2

分岐管キット形名(別売品)

構成ユニット形名 

セット形名 

室外ユニット３ 
室外ユニット２ 
室外ユニット１ 

PUHY-RP224SCM-E3
PUHY-RP280SCM-E3
PUHY-RP280SCM-E3
PUHY-RP800SCM-E3 PUHY-RP850SCM-E3

PUHY-RP280SCM-E3
PUHY-RP280SCM-E3
PUHY-RP280SCM-E3

PUHY-RP900SCM-E3
PUHY-RP335SCM-E3
PUHY-RP280SCM-E3
PUHY-RP280SCM-E3

PUHY-RP335SCM-E3
PUHY-RP335SCM-E3

PUHY-RP280SCM-E3
PUHY-RP335SCM-E3
PUHY-RP335SCM-E3
PUHY-RP960SCM-E3

PUHY-RP335SCM-E3

PUHY-RP1010SCM-E3

φ9.52
φ9.52 φ22.2

φ19.05
f または h または j

ガス 
e または g または i

液 

RP280形 
RP224形 
ユニット形名 

分岐管キット～室外ユニット 
RP335形 

30 920

16
50

760 920 30 920

f

e 室内ユニットへ 

室内ユニットへ 

i

b

a

j

c

d

g

h

正面図 

液分岐管１＜別売品＞ 

ガス分岐管１＜別売品＞ 

液分岐管２＜別売品＞ 

ガス分岐管２＜別売品＞ 

室外ユニット３ 

左側面図 

室外ユニット２ 室外ユニット１ 

空気 
吸込 

空気 
吸込 空気 

吸込 

空気吹出 

注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キットの傾きは、水平面に対して±１５°以内にしてください。 
　3.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。 
　4.分岐部手前（図中ａ，ｂ，ｃ，ｄ部）の配管は直管部５００ｍｍ以上を確保して施工してください。 
　  （※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて５００ｍｍ以上） 
　5.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 
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①MAリモコンを用いたシステム例

②M-NETリモコンを用いたシステム例

　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 

　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子に接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 

注４ 注４ 

注７ 

注７ 

注６ 

注５ 

注３ 

５.５以上 

３.５以上 

５６．４ 
５０．７ 
４６．９ 
３８．０ 
２６．１ 
１８．１ 
１５．６ 
＜Ａ＞ 
最大電流 

５.５以上 ２２以上 ６０ ６０ ６０ 60A 100mA 0.1s以下 

３.５以上 

２以上 ５．５以上 

５０ 
４０ 
３０ 
３０ 

５０ 

３０ ３０ 30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

２２以上 ６０ ６０ ６０ 
１４以上 ６０ 
８以上 ４０ ６０ 

60A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

３０ 30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ３０ ５．５以上 ２以上 

５.５以上 ２２以上 ７５ ７５ ７５ 75A 100mA 0.1s以下 

＊１、＊２ 
漏電遮断器 過電流保護器 

＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 
開閉器容量 

手元開閉器 

＊３ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 
＜Ａ＞ 

電源配線太さ 
＜ｍ㎡＞ ＜ｍ㎡＞ 

接地線太さ 形 名 

PUHY-RP140CM-E3
PUHY-RP160CM-E3
PUHY-RP224CM-E3
PUHY-RP280CM-E3
PUHY-RP335CM-E3

PUHY-RP400CM-E3
PUHY-RP355CM-E3

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。　 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

〈ＭＡリモコンを用いたシステム〉 

室内ユニット 
Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ１５ ＴＢ５ (Ｒ,Ｓ)
(Ａ,Ｂ) (１,２)

ＴＢ２ 
ＴＢ１５ ＴＢ５ (Ｒ,Ｓ)

(Ａ,Ｂ) (１,２)

ＴＢ２ 
ＴＢ１５ ＴＢ５ (Ｒ,Ｓ)

(Ａ,Ｂ) (１,２)

ＴＢ２ 
ＴＢ１５ ＴＢ５ (Ｒ,Ｓ)

(Ａ,Ｂ) (１,２)

ＴＢ２ 

ＭＡリモコン 

ＭＡリモコン線 
　0.3～1.25ｍ㎡ 

電源 
単相または三相２００Ｖ 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

＜漏電遮断器＞ 
＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

アース 

ＴＢ１ 
＜漏電遮断器＞ 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

電源 
三相２００Ｖ 

システムコントローラー 

室外ユニット 
CN41→CN40差換え 

(R,S,T)

集中管理用伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

別の系統ヘ 

室内外伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

プルボックス 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ 

　２．　印はネジ端子台を示します。 

　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　 （ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　８．室内ユニット接続台数が１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 
　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数(Ｎ１)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数(Ｎ２)を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）以下としてください。 
　　 （伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　 拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 　 
１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 
　 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 

　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子に接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　 （ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　 伝送線最遠長の内数としてください。） 注４ 注４ 

注８ 

注７ 

注６ 
注５,注１０ 

注３ 

５.５以上 

３.５以上 

５.５以上 
５.５以上 

３.５以上 

２以上 
２以上 

８以上 
５．５以上 
５．５以上 

PUHY-RP355CM-E3
PUHY-RP400CM-E3

PUHY-RP335CM-E3
PUHY-RP280CM-E3
PUHY-RP224CM-E3
PUHY-RP160CM-E3
PUHY-RP140CM-E3

形 名 接地線太さ 
＜ｍ㎡＞ ＜ｍ㎡＞ 

電源配線太さ 
＜Ａ＞ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 

＊３ 

手元開閉器 
開閉器容量 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

過電流保護器 漏電遮断器 
＊１、＊２ 

75A 100mA 0.1s以下 ７５ ７５ ７５ ２２以上 

３０ 30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ３０ 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

６０ ４０ 
６０ １４以上 
６０ ６０ ６０ ２２以上 

30A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ３０ ３０ 

５０ 

３０ 
３０ 
４０ 
５０ 

60A 100mA 0.1s以下 ６０ ６０ ６０ ２２以上 

最大電流 
＜Ａ＞ 
１５．６ 
１８．１ 
２６．１ 
３８．０ 
４６．９ 
５０．７ 
５６．４ 

〈M-NETリモコンを用いたシステム〉 

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。　 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

室外ユニット 

Ｎ１　注９ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

アース 

Ｓ 
ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ 

(Ｒ,Ｓ) Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

電源 
単相１００Ｖ 
または 
単相２００Ｖ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 ＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 

　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

電源 
単相または三相２００Ｖ 

〈漏電遮断器〉 

室内ユニット 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25ｍ㎡ 
(0.75～1.25ｍ㎡)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ１５ ＴＢ５ (Ｒ,Ｓ)
(Ａ,Ｂ) (１,２)

ＴＢ２ 
ＴＢ１５ ＴＢ５ (Ｒ,Ｓ)

(Ａ,Ｂ) (１,２)

ＴＢ２ 
ＴＢ１５ ＴＢ５ (Ｒ,Ｓ)

(Ａ,Ｂ) (１,２)

ＴＢ２ 
ＴＢ１５ ＴＢ５ (Ｒ,Ｓ)

(Ａ,Ｂ) (１,２)

ＴＢ２ 

＜漏電遮断器＞ 
＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

プルボックス 

M-NETリモコン 

電源 
三相２００Ｖ 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ ＜漏電遮断器＞ 

Ｓ 

ＴＢ１ 

CN41→CN40差換え 

(R,S,T)

(MVVS)

別の系統ヘ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

集中管理用伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS, 
 MVVS)

室内外伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

Ｎ２　注９ 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 
(Ｓ)

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ 

　２．　印はネジ端子台を示します。 

　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。）またMAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 

　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子に接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 

　２．　印はネジ端子台を示します。 

〈7〉機外配線図
●PUHY-RP140, 160, 224, 280, 335, 355, 400CM-E3
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①MAリモコンを用いたシステム例（電源個別配線接続）

②MAリモコンを用いたシステム例（電源渡り配線接続）

CN41→CN40差換え 

(R,S,T) (R,S,T)

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５ 

ＴＢ２ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５ 

ＴＢ２ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相１００Ｖ 
または 
単相２００Ｖ 

注７ 

注７ 
注６ 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

注７ 

注７ 
注６ 

注５ 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数(Ｎ１)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数(Ｎ２)を２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）以下としてください。 
　　 （伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　 拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 　 

　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。 
　８．室内ユニット接続台数が２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 
　 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 

　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 

５.５以上 

５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 

３.５以上 
３.５以上 

Ｎ１　注９ 

プルボックス 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

ＭＡリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

50A 100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
（イ） 
（ロ） 
（イ） 
（ロ） 
（イ） 
（ロ） 

（ロ） 
（イ） 
（ロ） 
（イ） 
（ロ） 
（イ） 

50A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 

60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

PUHY-RP280SCM-E3
PUHY-RP280SCM-E3
PUHY-RP224SCM-E3
PUHY-RP280SCM-E3
PUHY-RP224SCM-E3
PUHY-RP224SCM-E3

構成ユニット形名 

PUHY-RP560SCM-E3

PUHY-RP500SCM-E3

PUHY-RP450SCM-E3

セット形名 

PUHY-RP730SCM-E3

PUHY-RP690SCM-E3

PUHY-RP630SCM-E3
PUHY-RP335SCM-E3
PUHY-RP280SCM-E3
PUHY-RP335SCM-E3
PUHY-RP335SCM-E3
PUHY-RP400SCM-E3
PUHY-RP335SCM-E3

50A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 

４９．９ 
４９．９ 
４５．４ 
４５．４ 
３９．７ 
４７．５ 

３.５以上 

５.５以上 

２２以上 

２２以上 
１４以上 

２２以上 
２２以上 
２２以上 

７５ 

６０ 
５０ 

６０ 

６０ 
６０ 

７５ 

６０ 
５０ 
６０ 
６０ 

６０ 

６０ 
６０ 
６０ 
６０ 
７５ 
６０ 

（ロ） （イ） 

室外ユニット 室外ユニット 

＜ｍ㎡＞ 
接地線太さ 電源配線太さ 

＜ｍ㎡＞ 

４０ 
５０ 

アース 

３.５以上 
３.５以上 
３.５以上 
３.５以上 

１４以上 
１４以上 
１４以上 

８以上 

５０ 

４０ 

５０ 

４０ 
５０ 
４０ 

６０ 
６０ 
６０ 
６０ 
６０ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

ＴＢ１ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

アース 

システムコントローラー 

別の系統へ 

ＴＢ１ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
単相または三相２００Ｖ 

〈漏電遮断器〉 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 (ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ Ｓ Ｓ 

ＭＡリモコン 

室内ユニット 

ＴＢ２ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(１,２)
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

室内外伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

１４以上 

＜Ａ＞ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 

手元開閉器 
開閉器容量 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

過電流保護器 漏電遮断器 
＊１、＊２ ＊３ 

６０ ８以上 ４０ 

５０ 

４０ 

５０ 

ＭＡリモコン線 
　0.3～1.25ｍ㎡ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

集中管理用伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

＜Ａ＞ 
最大電流 

２７．３ 
２７．３ 
３４．２ 
３４．２ 
４１．１ 
４１．１ 

〈ＭＡリモコンを用いたシステム〉 

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

　２．　印はネジ端子台を示します。 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(Ｒ,Ｓ) Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相１００Ｖ 
または 
単相２００Ｖ 

注７ 

注７ 
注６ 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数(Ｎ１)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数(Ｎ２)を２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）以下としてください。 
　　 （伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　 拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 　 

　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。 
　８．室内ユニット接続台数が２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 
　 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送線）のシールド 
　　　アースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールド 
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 

注６ 

注７ 

注３ 注３ 

注４ 
注４ 

注５ 

注７ 

Ｎ１　注９ 

プルボックス 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

ＭＡリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

９９．７ 

９０．７ 

８７．１ 

８以上 

５.５以上 

５.５以上 
(ａ) ６０以上 

(ｂ) １４以上 ＊５ 

(ｂ) １４以上 ＊５ 

(ｂ) １４以上 ＊５ 
(ａ) ６０以上 

(ａ) ６０以上 

１００ 

１００ 

１２５ 

１００ 

１００ 

１２５ 

１００ 

１００ 

１２５ 

100A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

125A 100mA 0.1s以下 

(ｲ)PUHY-RP335SCM-E3
(ﾛ)PUHY-RP280SCM-E3
(ｲ)PUHY-RP335SCM-E3
(ﾛ)PUHY-RP335SCM-E3
(ｲ)PUHY-RP400SCM-E3
(ﾛ)PUHY-RP335SCM-E3

PUHY-RP630SCM-E3

PUHY-RP690SCM-E3

PUHY-RP730SCM-E3

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、１４ｍ㎡の配線径をご使用ください。 
＊５　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２ｍ㎡の配線径をご使用ください。 

〈ＭＡリモコンを用いたシステム〉 

（ロ） 

室外ユニット 室外ユニット 

（イ） 
別の系統ヘ 

Ｓ 

MAリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

室内ユニット 

〈漏電遮断器〉 

電源 
単相または三相２００Ｖ 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

ＴＢ２ 
(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ２ 

(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ２ 
(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

ＴＢ１ 
ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 
ＴＢ１ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

アース 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ７ 
(Ｓ)

(ｂ)

(R,S,T)
(R,S,T)

(ａ)

CN41→CN40差換え 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

ＭＡリモコン線 
　0.3～1.25ｍ㎡ 

集中管理用伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

室内外伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

＜Ａ＞ 
最大電流 

１００ 

７５ 

７５ 

１００ 

７５ 

７５ 

(ａ) ３８以上 

(ａ) ３８以上 
＊４ (ｂ) 　８以上 

＊４ (ｂ) 　８以上 

＊５ (ｂ) １４以上 

(ａ) ２２以上 
５.５以上 

５.５以上 

１００ 

７５ 

７５ ７５ 

100A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

PUHY-RP560SCM-E3

PUHY-RP500SCM-E3

PUHY-RP450SCM-E3

(ﾛ)PUHY-RP280SCM-E3
(ｲ)PUHY-RP280SCM-E3
(ﾛ)PUHY-RP224SCM-E3
(ｲ)PUHY-RP280SCM-E3
(ﾛ)PUHY-RP224SCM-E3
(ｲ)PUHY-RP224SCM-E3

構成ユニット形名 ｾｯﾄ形名 接地線太さ 
＜ｍ㎡＞ ＜ｍ㎡＞ 

電源配線太さ 
＜Ａ＞ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 

＊３ 

手元開閉器 
開閉器容量 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

過電流保護器 漏電遮断器 
＊１、＊２ 

５.５以上 

５４．５ 

６８．３ 

８２．１ 

ＴＢ２ 
(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ２ 

(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ２ 
(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５ 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数(Ｎ１)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数(Ｎ２)を２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）以下としてください。 
　　 （伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　 拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 　 

　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。）またMAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。 
　８．室内ユニット接続台数が２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 
　 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 

　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 

Ｓ)
Ｂ７ 

　２．　 印はネジ端子台を示します。 

●PUHY-RP450, 500, 560, 630, 690, 730SCM-E3の場合
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③M-NETリモコンを用いたシステム例（電源個別配線接続）

④M-NETリモコンを用いたシステム例（電源渡り配線接続）

〈M-NETリモコンを用いたシステム〉 

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。　　 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、１４ｍ㎡の配線径をご使用ください。 
＊５　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２ｍ㎡の配線径をご使用ください。 

Ｓ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ 

(Ｒ,Ｓ) Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相１００Ｖ 
または 
単相２００Ｖ 

注６ 注６ 
注５,注１０ 

注７ 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数（Ｎ２）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合:２０台）以下としてください。 
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　　拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。） 
　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 

　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送線）のシールド 
　　　アースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールド 
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　８．室内ユニット接続台数が１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

８以上 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

M-NET
リモコン 

プルボックス 

(ａ)

(ｂ)

（イ） （ロ） 

室外ユニット 室外ユニット 

室内外伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

集中管理用伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

M-NET
リモコン 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25ｍ㎡� 
(0.75～1.25ｍ㎡)

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ 

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

(１,２)(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ (Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

(１,２)(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ (Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

Ｎ１　注９ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
単相または三相２００Ｖ 

〈漏電遮断器〉 

別の系統へ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 
電源 
三相２００Ｖ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

アース 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ ＴＢ３ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１ 

(MVVS)

CN41→CN40差換え 

(R,S,T)(R,S,T)

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

＊１、＊２ 
漏電遮断器 過電流保護器 

＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 
開閉器容量 

手元開閉器 

＊３ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 
＜Ａ＞ 

電源配線太さ 
＜ｍ㎡＞ ＜ｍ㎡＞ 

接地線太さ ｾｯﾄ形名 構成ユニット形名 

(ｲ)PUHY-RP224SCM-E3
(ﾛ)PUHY-RP224SCM-E3
(ｲ)PUHY-RP280SCM-E3
(ﾛ)PUHY-RP224SCM-E3
(ｲ)PUHY-RP280SCM-E3
(ﾛ)PUHY-RP280SCM-E3

PUHY-RP450SCM-E3

PUHY-RP500SCM-E3

PUHY-RP560SCM-E3

75A 100mA 0.1s以下 

75A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 １００ 

(ａ) ２２以上 

(ｂ) １４以上 ＊５ 

＊４ 

＊４ 
(ａ) ３８以上 

(ａ) ３８以上 １００ １００ 

最大電流 
＜Ａ＞ 

PUHY-RP730SCM-E3

PUHY-RP690SCM-E3

PUHY-RP630SCM-E3

(ﾛ)PUHY-RP335SCM-E3
(ｲ)PUHY-RP400SCM-E3
(ﾛ)PUHY-RP335SCM-E3
(ｲ)PUHY-RP335SCM-E3
(ﾛ)PUHY-RP280SCM-E3
(ｲ)PUHY-RP335SCM-E3

125A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

100A 100mA 0.1s以下 

１２５ 

１００ 

１００ 

１２５ 

１００ 

１００ 

１２５ 

１００ 

１００ 

(ａ) ６０以上 

(ａ) ６０以上 
＊５ (ｂ) １４以上 

＊５ (ｂ) １４以上 

＊５ (ｂ) １４以上 

(ａ) ６０以上 

(ｂ) 　８以上 

(ｂ) 　８以上 

５.５以上 

５.５以上 

５.５以上 

５.５以上 

５.５以上 ７５ ７５ ７５ ７５ 

７５ ７５ ７５ 

５４．５ 

６８．３ 

８２．１ 

８７．１ 

９０．７ 

９９．７ 

　２．　印はネジ端子台を示します。 

ＴＢ２ 
(１,２)(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ (Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ ＴＢ２ 
(１,２)(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ (Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ ＴＢ２ 
(１,２)(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ (Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

Ｓ 
(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ２ 

(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ２ 
(１,２)(Ａ,Ｂ) (Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５ 

注６ 

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数（Ｎ２）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合:２０台）以下としてください。 
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　　拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。） 
　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 

　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　８．室内ユニット接続台数が１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 
　 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

(MVVS)

注７ 

注６ 
注５,注１０ 

注８ 

５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 

３.５以上 
３.５以上 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

M-NET
リモコン 

プルボックス 

２７．３ 
２７．３ 

最大電流 
＜Ａ＞ 

(ﾛ)PUHY-RP224SCM-E3
(ｲ)PUHY-RP224SCM-E3

構成ユニット形名 ｾｯﾄ形名 

PUHY-RP450SCM-E3
４０ ４０ ８以上 ６０ 

＊３ ＊１、＊２ 
漏電遮断器 過電流保護器 

＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 
開閉器容量 

手元開閉器 配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 
＜Ａ＞ 

６０ ４０ ４０ ８以上 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

＜ｍ㎡＞ 
電源配線太さ 接地線太さ 

＜ｍ㎡＞ 

PUHY-RP500SCM-E3 (ｲ)PUHY-RP280SCM-E3(ﾛ)PUHY-RP224SCM-E3
50A 100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 ６０ 

６０ 
４０ 
５０ 

４０ 
５０ 

１４以上 
１４以上 

３.５以上 
３.５以上 

３４．２ 
３４．２ 

PUHY-RP560SCM-E3 (ｲ)PUHY-RP280SCM-E3(ﾛ)PUHY-RP280SCM-E3
50A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 ６０ 

６０ 
５０ 
５０ 

５０ 
５０ 

１４以上 
１４以上 

３.５以上 
３.５以上 

４１．１ 
４１．１ 

PUHY-RP630SCM-E3 (ｲ)PUHY-RP335SCM-E3(ﾛ)PUHY-RP280SCM-E3
60A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 ６０ 

６０ 
５０ 
６０ 

５０ 
６０ 

１４以上 
２２以上 

３.５以上 
５.５以上 

３９．７ 
４７．５ 

PUHY-RP690SCM-E3 (ｲ)PUHY-RP335SCM-E3(ﾛ)PUHY-RP335SCM-E3
60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 ６０ 

６０ 
６０ 
６０ 

６０ 
６０ 

２２以上 
２２以上 

４５．４ 
４５．４ 

PUHY-RP730SCM-E3 (ｲ)PUHY-RP400SCM-E3(ﾛ)PUHY-RP335SCM-E3
60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 ６０ 

７５ 
６０ 
７５ 

６０ 
７５ 

２２以上 
２２以上 

４９．９ 
４９．９ 

〈M-NETリモコンを用いたシステム〉 

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

（ロ） （イ） 

室外ユニット 室外ユニット 

アース 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

ＴＢ１ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

アース 

別の系統へ 

ＴＢ１ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 ＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 

　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

電源 
単相または三相２００Ｖ 

〈漏電遮断器〉 

室内外伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

Ｎ１　注９ 

電源 
単相１００Ｖ 
または 
単相２００Ｖ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ ＴＢ５ (Ｒ,Ｓ)

(Ａ,Ｂ)

室内ユニット 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25ｍ㎡� 
(0.75～1.25ｍ㎡)

(１,２)
Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ 

＜漏電遮断器＞ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

ＴＢ２ 
ＴＢ１５ ＴＢ５ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NETリモコン 

Ｓ 

ＴＢ２ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ 

(Ｒ,Ｓ) Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

システムコントローラー 

CN41→CN40差換え 

(R,S,T)(R,S,T)

〈システムコントローラーを接続した場合〉 
集中管理用伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

　２．　印はネジ端子台を示します。 
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●PUHY-RP800, 850, 900, 960, 1010SCM-E3の場合

①MAリモコンを用いたシステム例（電源個別配線接続）

②MAリモコンを用いたシステム例（電源渡り配線接続）

注８ 

プルボックス 

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(Ｒ,Ｓ) Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

電源 
単相１００Ｖ 
または 
単相２００Ｖ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数(Ｎ１)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数(Ｎ２)を２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）以下としてください。 
　　 （伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　 拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 　 

　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。 
　８．室内ユニット接続台数が２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 

　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 

注５ 

注７ 

注７ 
注６ 

注７ 

注７ 
注６ 

注３ 注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 

５.５以上 
５.５以上 

３.５以上 

５.５以上 
３.５以上 
３.５以上 

３.５以上 
３.５以上 
３.５以上 

３.５以上 
３.５以上 

３.５以上 

２２以上 
２２以上 
２２以上 

６０ 
６０ 
６０ 

６０ 
６０ 
６０ 

60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

１４以上 
２２以上 
２２以上 

５０ 
６０ 
６０ 

６０ 
６０ 
６０ 

50A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

１４以上 
１４以上 
２２以上 

５０ 
５０ 
６０ 

６０ 
６０ 
６０ 

50A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 

１４以上 ５０ ６０ 50A 100mA 0.1s以下 

１４以上 ５０ ６０ 50A 100mA 0.1s以下 
１４以上 ５０ ６０ 50A 100mA 0.1s以下 
１４以上 ４０ ６０ 40A 30mA または 100mA 0.1s以下 

50A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 

６０ ５０ １４以上 
６０ １４以上 ５０ 

＊１、＊２ ＊３ ＜ｍ㎡＞ 
接地線太さ 電源配線太さ 

＜ｍ㎡＞ ＜Ａ＞ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 

手元開閉器 
開閉器容量 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

過電流保護器 漏電遮断器 最大電流 
＜Ａ＞ 
３７．６ 
３７．６ 
３７．６ 
４２．１ 
４２．１ 
４２．１ 
４８．２ 
４０．３ 
４０．３ 
４６．８ 
４６．８ 
３９．１ 
４５．１ 
４５．１ 
４５．１ ６０ 

６０ 
６０ 
５０ 
６０ 
６０ 
５０ 
５０ 
６０ 
５０ 

５０ 
５０ 
４０ 
５０ 
５０ 

（イ） PUHY-RP280SCM-E3
（ロ） PUHY-RP280SCM-E3
（ハ） PUHY-RP224SCM-E3
（イ） PUHY-RP280SCM-E3
（ロ） PUHY-RP280SCM-E3
（ハ） PUHY-RP280SCM-E3

（ロ） PUHY-RP280SCM-E3
（ハ） PUHY-RP280SCM-E3
（イ） PUHY-RP335SCM-E3
（ロ） PUHY-RP335SCM-E3
（ハ） PUHY-RP280SCM-E3

PUHY-RP1010SCM-E3

PUHY-RP960SCM-E3

PUHY-RP900SCM-E3

PUHY-RP850SCM-E3

PUHY-RP800SCM-E3

構成ユニット形名 セット形名 

（イ） PUHY-RP335SCM-E3

（ロ） PUHY-RP335SCM-E3
（イ） PUHY-RP335SCM-E3

（ハ） PUHY-RP335SCM-E3

〈ＭＡリモコンを用いたシステム〉 

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

(R,S,T)(R,S,T)
ＴＢ１ 

(R,S,T)

CN41→CN40差換え 

電源 
単相または三相２００Ｖ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

（ハ） （ロ） （イ） 

ＭＡリモコン 

室内ユニット 

Ｎ１　注９ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

ＭＡリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

ＴＢ１５ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

(１,２)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

(１,２)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

(１,２)(Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン線 
　0.3～1.25ｍ㎡ 

電源 
三相２００Ｖ 

アース 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

ＴＢ１ ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

〈漏電遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

アース 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相２００Ｖ 

ＴＢ１ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

アース 

別の系統へ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

システムコントローラー 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

集中管理用伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

室内外伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

室外ユニット 室外ユニット 室外ユニット 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

　２．　印はネジ端子台を示します。 

ＴＢ１５ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

(１,２)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

(１,２)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２ 

(１,２)(Ｒ,Ｓ)

電源 
単相１００Ｖ 
または 
単相２００Ｖ 

アース 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

Ｅ (Ｒ,Ｓ)

Ｓ Ｓ 

Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ３ ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

プルボックス 

注８ 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数(Ｎ１)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数(Ｎ２)を２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）以下としてください。 
　　 （伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　 拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 　 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 

　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送線）のシールド 
　　　アースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールド 
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。 
　８．室内ユニット接続台数が２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

１０．電源配線の第１分岐にはプルボックスを用いてください。（ユニットの電源端子台を用いた 
　　　渡り配線は行わないでください。）　 
　　　電源配線の第２分岐については、ユニットの電源端子台を用いた渡り配線を行ってください。 

注１０ 

注５ 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 注３ 

注６ 
注７ 

注７ 

注６ 
注７ 

注７ 

（イ） PUHY-RP280SCM-E3
（ロ） PUHY-RP280SCM-E3
（ハ） PUHY-RP224SCM-E3
（イ） PUHY-RP280SCM-E3
（ロ） PUHY-RP280SCM-E3
（ハ） PUHY-RP280SCM-E3
（イ） PUHY-RP335SCM-E3
（ロ） PUHY-RP280SCM-E3
（ハ） PUHY-RP280SCM-E3
（イ） PUHY-RP335SCM-E3
（ロ） PUHY-RP335SCM-E3
（ハ） PUHY-RP280SCM-E3
（イ） PUHY-RP335SCM-E3
（ロ） PUHY-RP335SCM-E3
（ハ） PUHY-RP335SCM-E3

PUHY-RP1010SCM-E3

PUHY-RP960SCM-E3

PUHY-RP900SCM-E3

PUHY-RP850SCM-E3

PUHY-RP800SCM-E3

１３５．１ 

１３２．６ 

１２８．６ 

１２６．２ 

＜Ａ＞ 

１１２．６ 

最大電流 

８以上 

８以上 

８以上 

８以上 

１５０ １５０ １５０ 

１５０ １５０ １５０ 

１５０ １５０ １５０ 

１２５ １２５ １２５ 

150A 100mA 0.1s以下 
*5
22以上 60以上 22以上 100以上 

150A 100mA 0.1s以下 １５０ １５０ １５０ 
*5
22以上 60以上 22以上 

*5
100以上 

150A 100mA 0.1s以下 
*5
22以上 38以上 22以上 

*5
100以上 

*5
22以上 38以上 22以上 

*5
100以上 150A 100mA 0.1s以下 

60以上 
*4
14以上 38以上 

(ｄ)(ｃ)(ｂ)(ａ)

14以上 ８以上 
*4

125A 100mA 0.1s以下 

＜ｍ㎡＞ 
電源配線太さ 

＜ｍ㎡＞ 
接地線太さ 

手元開閉器 
漏電遮断器 

開閉器容量 ＊１、＊２ ＊３ ＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 
過電流保護器 

＜Ａ＞ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） セット形名 構成ユニット形名 

*5

〈ＭＡリモコンを用いたシステム〉 

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。　 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２ｍ㎡の配線径をご使用ください。 
＊５　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８ｍ㎡の配線径をご使用ください。 

(ｂ)

(ｄ)(ｃ)

(ａ)

CN41→CN40差換え 

(R,S,T)(R,S,T)(R,S,T)

アース 

プルボックス 

室外ユニット 室外ユニット 室外ユニット 

室内外伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

集中管理用伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ７ 
(Ｓ)

システムコントローラー 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

別の系統へ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ ＴＢ３ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１ 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ ＴＢ１ 
電源 
三相２００Ｖ 

ＭＡリモコン線 
　0.3～1.25ｍ㎡ 

Ｓ Ｓ Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

Ｎ２　注９ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＭＡリモコン 

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ１　注９ 

室内ユニット 

ＭＡリモコン 

(Ｒ,Ｓ) (１,２)
ＴＢ２ ＴＢ５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ) (１,２)

ＴＢ２ ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ) (１,２)
ＴＢ２ ＴＢ５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１５ 

（イ） （ロ） （ハ） 

電源 
単相または三相２００Ｖ 

ＴＢ１ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

　２．　印はネジ端子台を示します。 

(Ｒ,Ｓ) (１,２)
ＴＢ２ ＴＢ５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ) (１,２)

ＴＢ２ ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ) (１,２)
ＴＢ２ ＴＢ５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１５ 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数(Ｎ１)、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数(Ｎ２)を２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）以下としてください。 
　　 （伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　 拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 　 

　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　　給電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一と 
　　　　なります。）またMAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。 
　８．室内ユニット接続台数が２６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：３２台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 

　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 

Ｓ)
Ｂ７ 

　２．　 印はネジ端子台を示します。 
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③M-NETリモコンを用いたシステム例（電源個別配線接続）

④M-NETリモコンを用いたシステム例（電源渡り配線接続）

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(Ｒ,Ｓ) Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相１００Ｖ 
または 
単相２００Ｖ 

プルボックス 

１１．電源配線の第１分岐にはプルボックスを用いてください。 
　　　（ユニットの電源端子台を用いた渡り配線は行わないでください。）　 
　　　電源配線の第２分岐については、ユニットの電源端子台を用いた渡り配線を行ってください。 

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数（Ｎ２）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合:２０台）以下としてください。 
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　　拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。） 
　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 

　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送線）のシールド 
　　　アースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールド 
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　８．室内ユニット接続台数が１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

注１１ 

注３ 注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

注６ 
注５,注１０ 

注７ 注７ 

注６ 

（イ） PUHY-RP280SCM-E3
（ロ） PUHY-RP280SCM-E3
（ハ） PUHY-RP224SCM-E3
（イ） PUHY-RP280SCM-E3
（ロ） PUHY-RP280SCM-E3
（ハ） PUHY-RP280SCM-E3
（イ） PUHY-RP335SCM-E3
（ロ） PUHY-RP280SCM-E3
（ハ） PUHY-RP280SCM-E3
（イ） PUHY-RP335SCM-E3
（ロ） PUHY-RP335SCM-E3
（ハ） PUHY-RP280SCM-E3
（イ） PUHY-RP335SCM-E3
（ロ） PUHY-RP335SCM-E3
（ハ） PUHY-RP335SCM-E3

PUHY-RP1010SCM-E3

PUHY-RP960SCM-E3

PUHY-RP900SCM-E3

PUHY-RP850SCM-E3

PUHY-RP800SCM-E3

１３５．１ 

１３２．６ 

１２８．６ 

１２６．２ 

＜Ａ＞ 

１１２．６ 

最大電流 

８以上 

８以上 

８以上 

８以上 

１５０ １５０ １５０ 

１５０ １５０ １５０ 

１５０ １５０ １５０ 

１２５ １２５ １２５ 

150A 100mA 0.1s以下 
*5
22以上 60以上 22以上 

150A 100mA 0.1s以下 １５０ １５０ １５０ 
*5
22以上 60以上 22以上 

*5

150A 100mA 0.1s以下 
*5
22以上 38以上 22以上 

*5

*5
22以上 38以上 22以上 

*5
150A 100mA 0.1s以下 

*4
14以上 38以上 

(ｄ)(ｃ)(ｂ)(ａ)

14以上 ８以上 
*4

125A 100mA 0.1s以下 

＜ｍ㎡＞ 
電源配線太さ 

＜ｍ㎡＞ 
接地線太さ 

手元開閉器 
漏電遮断器 

開閉器容量 ＊１、＊２ ＊３ ＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 
過電流保護器 

＜Ａ＞ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） セット形名 構成ユニット形名 

*5

60以上 

100以上 

100以上 

100以上 

100以上 

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。　 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２ｍ㎡の配線径をご使用ください。 
＊５　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８ｍ㎡の配線径をご使用ください。 

〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

電源 
三相２００Ｖ 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

システムコントローラー 

アース 

電源 
単相または三相２００Ｖ 

〈漏電遮断器〉 

プルボックス 

ＴＢ１ 

（ハ） （ロ） （イ） 
ＴＢ１ ＴＢ３ 

(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ 

ＴＢ１ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)

別の系統へ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

集中管理用伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

室外ユニット 室外ユニット 室外ユニット 

(R,S,T) (R,S,T) (R,S,T)

CN41→CN40差換え 

(ａ)

(ｃ) (ｄ)

(ｂ)

Ｎ２　注９ Ｎ１　注９ 

室内外伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

M-NET
リモコン 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25ｍ㎡ 
(0.75～1.25ｍ㎡)

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

室内ユニット 

ＴＢ２ 
(１,２)(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ (Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ ＴＢ２ 
(１,２)(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ (Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ ＴＢ２ 
(１,２)(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ (Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

(MVVS)

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

　２．　印はネジ端子台を示します。 

ＴＢ２ 
(１,２)(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ (Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ ＴＢ２ 
(１,２)(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ (Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ ＴＢ２ 
(１,２)(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ (Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ 

プルボックス 

電源 
単相１００Ｖ 
または 
単相２００Ｖ 

注８ 

アース 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

Ｅ (Ｒ,Ｓ)

Ｓ Ｓ 

Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ３ ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　　室内ユニット台数（Ｎ１）、および伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続 
　　　台数（Ｎ２）を１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合:２０台）以下としてください。 
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電 
　　　　拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。） 
　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 

　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 

　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　８．室内ユニット接続台数が１６台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：２０台）を 
　　　超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが１台必要となります。 
　　 （室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

注６ 

注７ 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

注７ 

注５,注１０ 
注６ 

注３ 

５.５以上 
５.５以上 
５.５以上 

５.５以上 
５.５以上 

３.５以上 

５.５以上 
３.５以上 
３.５以上 

３.５以上 
３.５以上 
３.５以上 

３.５以上 
３.５以上 

３.５以上 

２２以上 
２２以上 
２２以上 

６０ 
６０ 
６０ 

６０ 
６０ 
６０ 

１４以上 
２２以上 
２２以上 

５０ 
６０ 
６０ 

６０ 
６０ 
６０ 

１４以上 
１４以上 
２２以上 

５０ 
５０ 
６０ 

６０ 
６０ 
６０ 

１４以上 ５０ ６０ 

１４以上 ５０ ６０ 
１４以上 ５０ ６０ 
１４以上 ４０ ６０ 40A 30mA または 100mA 0.1s以下 

６０ ５０ １４以上 
６０ １４以上 ５０ 

＊１、＊２ ＊３ ＜ｍ㎡＞ 
接地線太さ 電源配線太さ 

＜ｍ㎡＞ ＜Ａ＞ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 

手元開閉器 
開閉器容量 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

過電流保護器 漏電遮断器 最大電流 
＜Ａ＞ 
３７．６ 
３７．６ 
３７．６ 
４２．１ 
４２．１ 
４２．１ 
４８．２ 
４０．３ 
４０．３ 
４６．８ 
４６．８ 
３９．１ 
４５．１ 
４５．１ 
４５．１ ６０ 

６０ 
６０ 
５０ 
６０ 
６０ 
５０ 
５０ 
６０ 
５０ 

５０ 
５０ 
４０ 
５０ 
５０ 

（イ） PUHY-RP280SCM-E3
（ロ） PUHY-RP280SCM-E3
（ハ） PUHY-RP224SCM-E3
（イ） PUHY-RP280SCM-E3
（ロ） PUHY-RP280SCM-E3
（ハ） PUHY-RP280SCM-E3

（ロ） PUHY-RP280SCM-E3
（ハ） PUHY-RP280SCM-E3
（イ） PUHY-RP335SCM-E3
（ロ） PUHY-RP335SCM-E3
（ハ） PUHY-RP280SCM-E3

構成ユニット形名 セット形名 

（イ） PUHY-RP335SCM-E3

（ロ） PUHY-RP335SCM-E3
（イ） PUHY-RP335SCM-E3

（ハ） PUHY-RP335SCM-E3

PUHY-RP800SCM-E3

PUHY-RP850SCM-E3

PUHY-RP900SCM-E3

PUHY-RP960SCM-E3

PUHY-RP1010SCM-E3
60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 

50A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 

50A 100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉 

(MVVS)

CN41→CN40差換え 

(R,S,T)(R,S,T) (R,S,T)

M-NET
リモコン 

Ｎ２　注９ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

アース 

ＴＢ１ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

アース 

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

電源 
三相２００Ｖ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 

別の系統へ 

〈漏電遮断器〉 

電源 
単相または三相２００Ｖ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

Ｎ１　注９ 

室内ユニット 
Ｓ Ｓ Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ) (１,２)
ＴＢ２ ＴＢ５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ) (１,２)

ＴＢ２ ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ) (１,２)
ＴＢ２ 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25ｍ㎡ 
(0.75～1.25ｍ㎡)

M-NET
リモコン 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

ＴＢ１ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

アース 

〈漏電遮断器〉 
(Ｓ)
ＴＢ７ 

（イ） （ロ） （ハ） 

電源 
三相２００Ｖ 

電源 
三相２００Ｖ 

集中管理用伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

室内外伝送線 
1.25ｍ㎡以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

室外ユニット 室外ユニット 室外ユニット 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　設計工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

　２．　印はネジ端子台を示します。 

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ) (１,２)
ＴＢ２ ＴＢ５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ) (１,２)

ＴＢ２ ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ) (１,２)
ＴＢ２ 
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〈8〉主電源配線と器具容量
■単独ユニットと組合わせユニットでの個別配線接続

電　　 源 
三相 200V

アース 

室外ユニット 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

●配線系統図（例）

●主電源の配線太さおよび開閉器容量

幹線 接地線 開閉器容量 過電流保護器 
※3

最小太さ（ｍｍ2） 手元開閉器（Ａ） 
配線用遮断器 
（Ａ） 

漏電遮断器 
※1,※2

形名 
（容量） 

構成 
ユニット 
形名 

－ 5.5以上 2以上 30 30 30 30A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
－ 5.5以上 2以上 30 30 30 30A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
－ 8以上 3.5以上 60 40 40 40A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
－ 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
－ 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
－ 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
－ 22以上 5.5以上 75 75 75 75A 100mA　0.1s以下 

RP140形 
RP160形 
RP224形 
RP280形 
RP335形 
RP355形 
RP400形 

RP224形 8以上 3.5以上 60 40 40 40A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
RP224形 8以上 3.5以上 60 40 40 40A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
RP280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
RP224形 14以上 3.5以上 60 40 40 40A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
RP280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
RP280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
RP335形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
RP280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 

RP335形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 

RP335形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
RP400形 22以上 5.5以上 75 75 75 75A 100mA　0.1s以下 
RP335形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
RP280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
RP280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
RP224形 14以上 3.5以上 60 40 40 40A 100mA　0.1s以下 
RP280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
RP280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
RP280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
RP335形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
RP280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
RP280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
RP335形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
RP335形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
RP280形 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 
RP335形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
RP335形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
RP335形 22以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 

RP900形 

RP960形 

RP1010形 

RP800形 

RP850形 

RP690形 

RP730形 

RP500形 

RP560形 

RP630形 

RP450形 

※1.電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を取付けてください。
※2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※3.過電流保護器は、B種ヒューズを使用する場合について示します。
※4.受電容量やブレーカー容量は、電動機出力を拠りどころとせず、最大電流値（（3）基本システムの機外配線図例参照）（基本システムの機外配線図例参照）を
参考に選定ください。
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■組合わせユニットでの渡り配線接続

電　　 源 
三相 200V

アース 

アース線 

（a） 

（イ） 

（b） 

（ロ） 

室外ユニット 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

室外ユニット 

　RP450～RP730形の場合 

アース線 

（d） 

（ハ） 

室外ユニット 電　　 源 
三相 200V

アース 

アース線 

（a） 

（イ） 

（c） 

（ロ） 

室外ユニット 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

プルボックス 
（b） 

室外ユニット 

RP800～RP1010形の場合 

注2.電源配線の第1分岐にはプルボックスを用いてください。（ユニットの電源端子台を用いた渡り配線は行わないでください。） 
　　電源配線の第2分岐については、ユニットの電源端子台を用いた渡り配線を行ってください。　 

●配線系統図（例）

●主電源の配線太さおよび開閉器容量

幹線 接地線 開閉器容量 過電流保護器 
※3

最小太さ（ｍｍ2） 手元開閉器（Ａ） 
配線用遮断器 
（Ａ） 

漏電遮断器 
※1,※2形名（容量） 

構成ユニット 
形名 

(イ)RP224S形 (a)22以上 
(ロ)RP224S形 (b)8以上 ※4
(イ)RP280S形 (a)38以上 
(ロ)RP224S形 (b)8以上 ※4
(イ)RP280S形 (a)38以上 
(ロ)RP280S形 (b)14以上 ※5
(イ)RP335S形 (a)60以上 
(ロ)RP280S形 (b)14以上 ※5

(イ)RP335S形 (a)60以上 

(ロ)RP335S形 (b)14以上 ※5
(イ)RP400S形 (a)60以上 
(ロ)RP335S形 (b)14以上 ※5
プルボックス (a)60以上 
(イ)RP280S形 (b)14以上 ※5
(ロ)RP280S形 (c)38以上 
(ハ)RP224S形 (d)14以上 ※5
プルボックス (a)100以上 
(イ)RP280S形 (b)22以上 ※6
(ロ)RP280S形 (c)38以上 
(ハ)RP280S形 (d)22以上 ※6
プルボックス (a)100以上 
(イ)RP335S形 (b)22以上 ※6
(ロ)RP280S形 (c)38以上 
(ハ)RP280S形 (d)22以上 ※6
プルボックス (a)100以上 
(イ)RP335S形 (b)22以上 ※6
(ロ)RP335S形 (c)60以上 
(ハ)RP280S形 (d)22以上 ※6
プルボックス (a)100以上 
(イ)RP335S形 (b)22以上 ※6
(ロ)RP335S形 (c)60以上 
(ハ)RP335S形 (d)22以上 ※6

8.0以上 

8.0以上 

8.0以上 

8.0以上 

RP800形 

RP850形 

RP900形 

RP960形 

RP1010形 

8.0以上 

150

150

150

150A 100mA　0.1s以下 

150 150 150A 100mA　0.1s以下 

125

75

75

100

100

100

125

150 150

150 150

150 150

125 125

150

100

125 125

5.5以上 

5.5以上 

5.5以上 

5.5以上 

5.5以上 

8.0以上 

100A 100mA　0.1s以下 

100A 100mA　0.1s以下 

125A 100mA　0.1s以下 

75 75

75 75

100

125A 100mA　0.1s以下 

150A 100mA　0.1s以下 

150A 100mA　0.1s以下 

RP500形 

RP560形 

RP630形 

RP450形 

RP690形 

RP730形 

75A 100mA　0.1s以下 

75A 100mA　0.1s以下 

100A 100mA　0.1s以下 

100

100 100

100

※1.電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を取付けてください。
※2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※3.過電流保護器は、B種ヒューズを使用する場合について示します。
※4.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、14mm2の配線径をご使用ください。
※5.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、22mm2の配線径をご使用ください。
※6.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、38mm2の配線径をご使用ください。
※7.受電容量やブレーカー容量は、電動機出力を拠りどころとせず、最大電流値（（3）基本システムの機外配線図例参照）を参考に選定ください。（基本システムの機外配線図例参照）を参考に選定ください。
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〈9〉能力特性

③システム全体の室内ユニット合計容量（N）を算出ください。

（2）室外ユニットの選定
①室内ユニット合計容量Ｎより室外ユニット容量（X）を仮設定ください。

室内ユニット合計容量Ｎは室外ユニットの接続容量範囲としてください。

②仮設定した容量Xの室外ユニット標準能力をQsとします。

※ 室内ユニット合計容量Ｎが室外ユニット容量Xの100％を超える場合は、室外ユニット部分負荷能力表より、該

当する合計値Nに対応した能力を室外標準能力Qsとしてください。

③室外標準能力Qsに配管長補正、室外空気温度補正、霜取補正（暖房）を乗じて室外最大能力Qmを算出してください。

配管長補正値は室内ユニット合計容量Nに応じて線図より読み取った値としてください。

Qm＝Qs×配管長補正×室外空気温度補正×霜取補正（暖房時のみ）×異径配管補正

1.機種選定方法

（1）室内ユニットの選定
①各部屋（室内側）の熱負荷を算出ください。

②熱負荷と室内吸込空気温度補正により、室内ユニット形名を選定ください。空気補正線図はシステム内熱負荷の合計

値（Qi）に近い容量となる室外ユニットの線図を参照ください（(4)標準能力表および能力補正のb.空気条件変化

1.1 ユニットの選定

④室外最大能力Qm≧合計熱負荷Qiであることを確認してください。

Qm＜Qiの場合は、Qm≧Qiとなるよう、室外ユニット容量Xを見直してください。

⑤選定後、室外最大能力Qmを各室内ユニット容量に応じて按分し、負荷≦能力となっていることを再確認ください。

負荷＞能力となっている場合、室外ユニット容量に余力がある場合には室内ユニットの容量を大きくし、①より再計

算ください。余力がない場合には室内ユニット容量と合わせて室外ユニットも大きくして①より再計算ください。

上記（1），（2）について冷房／暖房両方で確認ください。 一方を満足しない場合は、両方
満足する室外容量Ｘを選定してください。

（標準能力表および空気条件変化による補正は設計
工事マニュアルをご参照ください。

室外空気温度補正、配管長補正、霜取補正、異径配管補正は設計工事マニュアルをご参照ください。
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（3）能力の求め方
A．前ページ⑤にて按分した能力≧室内ユニットの定格能力のとき、

室内ユニットの能力は設定条件において「定格能力×吸込空気温度補正係数×配管長補正係数（×異径配管係数）」

となります。

B．前ページ⑤にて按分した能力＜室内ユニットの定格能力のとき、

室内ユニットの能力は設定条件において「前ページ⑤で按分した能力×吸込空気温度補正係数」となります。

※ 吸込空気温度補正を求めるとき、室外空気条件は標準（冷房35℃DB、暖房6℃WB）としてください。

※ 異径配管が接続されている場合、主管・合流管・枝管のそれぞれの異径配管係数を使用してください。

（4）注意事項
・外気温度の設定は、ショートサイクル等による室外ユニット周囲温度の上昇を考慮して設定ください。（屋上の集中

設置や、周囲に障害物がある場合などは外気温度43℃での検討をお勧めします）

・室内ユニットの選定において顕熱負荷を考慮される場合は、1項において吸込空気温度補正とあわせて、カタログ等

に記載の室内ユニットの顕熱比に応じて機器の選定を行ってください。
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設計条件
＜冷房＞：室内設計乾球温度　26℃／室内設計湿球温度　18.5℃

室外設計乾球温度　36℃
冷房負荷　2つの部屋で各部屋13.5kW

＜暖房＞：室内設計乾球温度　21℃
室外設計湿球温度　5℃
暖房負荷：2つの部屋で各14.5kW

＜その他＞：主管φ28.58×45m、枝管φ19.05×5m（室内外配管相当長 50m）

Ａ．冷房計算
（a）熱負荷が1室あたり13.5kWで、室内吸込空気温度補正、配管長補正を考慮して室内ユニット容量は140形を

仮設定。（合計負荷が27kWなので、空気補正線図は280形室外ユニットの線図を使用）

（b）室内ユニット合計容量Nが280のため室外ユニット容量Xは280形で仮設定。標準能力Qs＝28kWとなります。

（c）280形室外ユニットの空気温度補正グラフと配管長補正グラフから、各補正値は次のようになります。
外気36℃DB・・・・・能力補正係数0.99（室内標準湿球温度19℃の場合）
配管長50m・・・・・能力補正係数0.97

標準能力Qsに室内／室外空気温度補正、配管長補正を加味すると室外最大能力Qmは
Qm＝28×0.99×0.97＝26.8kW

熱負荷Qi（＝27kW）＞Qmと能力不足のため、室外ユニットの容量Xを1ランク大きい335形の室外ユニッ
トで再計算します。

（d）335形の場合、室外空気温度補正は0.99、配管長補正は室内ユニット合計容量Nが280形の値を読み取ると
0.97となります。
室外標準能力Qsは33.5kWより室外最大能力Qmは

Qm＝33.5×0.99×0.97＝32.1kW＞Qi（27kW）
となり、最大能力Qmは条件を満足します。

（e）室内ユニット1台あたりに按分した室外最大能力を元に、室内吸込空気条件の補正を加味して室内側の熱負荷
を比較すると、吸込空気温度18.5℃WBの補正係数が0.99（室外標準乾球温度35℃の場合）のため、

32.1kW×140／280×0.99＝15.8kW＞熱負荷13.5kW
と能力が上回っており、室内は140形2台、室外ユニットは335形と仮決めします。

Ｂ．暖房計算
冷房計算で仮決めした機種で暖房について計算します。
（a）冷房で仮決めした室外ユニット335形の標準能力Qs＝37.5kWとなります。

（b）暖房側の配管長補正、空気温度補正がそれぞれ、
外気5℃WB・・・・・能力補正係数1.00（室内標準乾球温度20℃の場合）、霜取補正係数0.965
配管長50m・・・・・能力補正係数0.975

より室外最大能力Qm＝37.5×1.00×0.965×0.975＝35.2kW
暖房負荷Qi（29kW）＜室外最大能力Qm（35.2kW）となり、室外能力は満足しています。

（c）室外最大能力を按分した室内ユニット1台あたりの能力を確認すると、室内吸込空気温度21℃DBの補正係数
は0.96（室外標準温度6℃の場合）のため、

35.2×140／280×0.96＝16.8kW＞1部屋あたりの熱負荷14.5kW
となり各室内ユニットは熱負荷以上の能力を満足します。

以上より機種選定結果は以下となります。
室内ユニット：140形×2台
室外ユニット：RP335形

Ｃ．能力計算
（a）冷房において、室内ユニット1台あたりに按分した能力 15.8kW＞140形の定格冷房能力（14.0kW）

であるから設定条件において発揮する冷房能力は、外気標準条件（35℃DB）における吸込空気温度補正0.99、配管長補正0.97より
14.0×0.99×0.97＝13.4kW となります。

（b）暖房において、室内ユニット1台あたりに按分した能力 16.8kW＞140形の定格暖房能力（16.0kW）
であるから設定条件において発揮する暖房能力は、外気標準条件（6℃WB）における吸込空気温度補正0.95、配管長補正0.975より

16.0×0.95×0.975＝14.8kW となります。

1.2 選定計算例

（1）正規の配管を使って室内ユニットを接続する場合
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35.6×140／280×0.96×0.99＝16.9kW＞1部屋あたりの熱負荷14.5kW
となり各室内ユニットは熱負荷以上の能力を満足します。

以上より機種選定結果は以下となります。
室内ユニット：140形×2台
室外ユニット：RP335形

設計条件
＜冷房＞：室内設計乾球温度　26℃／室内設計湿球温度　18.5℃

室外設計乾球温度　36℃
冷房負荷　2つの部屋で各部屋13.5kW

＜暖房＞：室内設計乾球温度　21℃
室外設計湿球温度　5℃
暖房負荷：2つの部屋で各14.5kW

＜その他＞：主管φ25.4×45m、枝管φ15.88×5m（室内外配管相当長 50m）

Ａ．冷房計算
（a）熱負荷が1室あたり13kWで、室内吸込空気温度補正を考慮して室内ユニット容量は140形を仮設定。

（合計負荷が26kWなので、空気補正線図は280形室外ユニットの線図を使用）

（b）室内ユニット合計容量Nが280のため室外ユニット容量Xは280形で仮設定。標準能力Qs＝28kWとなります。

（c）280形室外ユニットの空気温度補正グラフと配管長補正グラフから、各補正値は次のようになります。
外気36℃DB・・・・・能力補正係数0.99（室内標準湿球温度19℃の場合）
配管長50m・・・・・能力補正係数0.97
主管φ25.4×45m・・異径配管補正係数0.96

標準能力Qsに室内／室外空気温度補正、配管長補正、異径配管補正を加味すると室外最大能力Qmは
Qm＝28×0.99×0.97×0.96＝25.8kW

熱負荷Qi（＝27kW）＞Qmと能力不足のため、室外ユニットの容量Xを1ランク大きい335形の室外ユニッ
トで再計算します。

（d）335形の場合、室外空気温度補正は0.99、主管φ25.4×45mでは異径配管補正は0.98、配管長補正は室内
ユニット合計容量Nが280形の値を読み取ると0.98となります。
室外標準能力Qsは33.5kWより室外最大能力Qmは

Qm＝33.5×0.99×0.98×0.98＝31.8kW＞Qi（27kW）
となり、最大能力Qmは条件を満足します。

（e）室内ユニット1台あたりに按分した室外最大能力を元に、室内吸込空気条件の補正を加味して室内側の熱負荷
を比較すると、吸込空気温度18.5℃WBの補正係数が0.99（室外標準乾球温度35℃の場合）、室内ユニット
P140形に対する枝管φ15.88×5mの異径配管係数が0.99のため、

31.8kW×140／280×0.99×0.99＝15.5kW＞熱負荷13.5kW
と能力が上回っており、室内は140形2台、室外ユニットは335形と仮決めします。

Ｂ．暖房計算
冷房計算で仮決めした機種で暖房について計算します。
（a）冷房で仮決めした室外ユニット335形の標準能力Qs＝37.5kWとなります。

（b）暖房側の配管長補正、空気温度補正がそれぞれ、
外気5℃WB・・・・・能力補正係数1.00（室内標準乾球温度20℃の場合）、霜取補正係数0.975
配管長50m・・・・・能力補正係数0.975
主管φ25.4×45m・・異径配管補正係数0.96

より室外最大能力Qm＝37.5×1.00×0.975×0.975＝35.6kW
暖房負荷Qi（29kW）＜室外最大能力Qm（35.6kW）となり、室外能力は満足しています。

（c）室外最大能力を按分した室内ユニット1台あたりの能力を確認すると、室内吸込空気温度21℃DBの補正係数
は0.96（室外標準温度6℃の場合）、室内ユニットP140形に対する枝管φ15.88×5mの異径配管補正係数

（2）異径の配管を使って室内ユニットを接続する場合

が0.99のため、 
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熱負 荷 ( Ｑ ｉ ) 設定 

室内 吸 込 空 気 温 度 補正 

各室 内 ユ ニ ッ ト 容 量 設 定 

室内 ユ ニ ッ ト 合 計 容量 ( Ｎ ) 算 

室外 ユ ニ ッ ト 容量 ( Ｘ ) 設定 

室外 ユ ニ ッ ト 標 準 能 力 （ Ｑ ｓ） 
に室 外 温 度 ・ 配 管 長 で 補 正 して 
補正 能 力 （ Ｑ ｍ ） 算出 

熱負 荷 Ｑ ｉ ＞ 補 正 能 力 Ｑｍ 室外 ユ ニ ッ ト 容 量 １ランクアップ 

室外 補 正 能 力 （ Ｑ ｍ ） を 室 内ユ 
ニッ ト 毎 に 按 分 

按分 し た 能 力 に 、 室 内 空 気 温度 
補正 を 行 い 、 熱 負 荷 以 上 か 確認 

NO

YE S 

終了 （ 冷 房 、 暖 房 で 実 施） 

〈計算フロー〉 
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〈10〉異径配管接続可否一覧表

ガス管 

液　管 

 

 

φ15.88 

φ19.05 

φ22.2 

φ25.4 

φ28.58 

φ31.75 

φ38.1 

φ44.45 

φ9.52 

φ12.7 

φ15.88 

φ19.05 

φ22.2

（1）主配管サイズ 

（2）分岐後、室内ユニットまでの配管サイズ 

表1　室外ユニット異径配管接続可否一覧表 
◎：正規の配管　●：使用可能（性能変化あり）　△：使用可能（冷媒量に規定あり…冷媒量判定式参照） 
▲：使用可能（配管長に制約あり）　×：接続不可　※：配管長・高低差に制約あり（別途お問い合わせください） 

表2　室内ユニット異径配管接続可否一覧表 

上記は早見表であり、×印の場合でも現地配管接続状況等により対応できるケースもありますので、×印は個別にご照会願います。 

※配管サイズは既設配管を想定している為、R410A冷媒使用時の正規配管とは配管径が異なる場合があります。異径ジョイント等を現地で手配の上、接続をお願いします。 

ガス管 

 

 

 

 

 

 

 

φ12.7 

φ15.88 

φ19.05 

φ22.2 

φ25.4 

φ28.58 

φ31.75 

φ38.1 

φ6.35 

φ9.52 

φ12.7 

φ15.88 

φ19.05

◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 
× 

◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 
× 

◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 
× 

◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 
× 

× 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
× 
● 
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 

▲（20m以内） 
◎ 
△ 
× 

× 
× 
× 
● 
● 
◎ 
× 
× 
× 

▲（13m以内） 
◎ 
△ 
× 

× 
× 
× 
× 
× 
● 
◎ 
× 
× 
× 

▲（15m以内） 
◎ 
△ 

× 
× 
× 
× 
× 
● 
● 
◎ 
× 
× 
× 
◎ 
△ 

P22 P28 P36 P45 P56
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

▲（25m以内） 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

P71 P80 P90 P112 P140 P160 P224 P280 P450 P560

液　管 

（3）下流の室内ユニット合計容量に対する合流管の配管サイズ 
表3　合流管異径配管接続可否一覧表 

ガス管 

 

 

 

 

 

 

 

下流室内ユニット合計容量 

液　管 

■冷媒量判定式 
PUHY-RP140～280CM-E(3)：0.29×L1＋0.2×L2＋0.12×L3＋0.06×L4＋0.024×L5＜18 
PUHY-RP335～630SCM-E3：0.29×L1＋0.2×L2＋0.12×L3＋0.06×L4＋0.024×L5＜25 
PUHY-RP690～1010SCM-E3：0.39×L0＋0.29×L1＋0.2×L2＋0.12×L3＋0.06×L4＋0.024×L5＜25

L0：液管サイズφ22.2mmの配管長（m） L1：液管サイズφ19.05mmの配管長（m） 
L2：液管サイズφ15.88mmの配管長（m） L3：液管サイズφ12.7mmの配管長（m） 
L4：液管サイズφ9.52mmの配管長（m） L5：液管サイズφ6.35mmの配管長（m） 

P140

● 

◎ 

※ 

× 

× 

× 

× 

× 

◎ 

△ 

× 

× 

× 

P160

× 

● 

◎ 

※ 

× 

× 

× 

× 

◎ 

△ 

× 

× 

× 

P224

× 

● 

● 

◎ 

※ 

× 

× 

× 

▲（65m以内） 

◎ 

△ 

× 

× 

P280

× 

× 

● 

● 

◎ 

※ 

× 

× 

▲（45m以内） 

◎ 

△ 

× 

× 

× 

× 

● 

● 

◎ 

※ 

× 

× 

× 

◎ 

△ 

△ 

× 

P355P335

× 

× 

× 

● 

● 

◎ 

※ 

× 

× 

▲（75m以内） 

◎ 

△ 

× 

× 

× 

× 

● 

● 

◎ 

※ 

× 

× 

▲（60m以内） 

◎ 

△ 

× 

P450

× 

× 

× 

× 

● 

◎ 

※ 

× 

× 

▲（50m以内） 

◎ 

△ 

× 

P400 P560

× 

× 

× 

× 

● 

● 

◎ 

× 

× 

× 

◎ 

△ 

× 

P630 P690 P730 P800 P850 P900 P960 P1010

× 

× 

× 

× 

● 

● 

◎ 

× 

× 

× 

◎ 

△ 

× 

× 

× 

× 

× 

● 

● 

◎ 

× 

× 

× 

▲（55m以内） 

◎ 

△ 

× 

× 

× 

× 

● 

● 

● 

◎ 

× 

× 

▲（50m以内） 

◎ 

△ 

× 

× 

× 

× 

× 

● 

● 

◎ 

× 

× 

▲（45m以内） 

◎ 

△ 

× 

× 

× 

× 

× 

● 

● 

◎ 

× 

× 

× 

◎ 

△ 

× 

× 

× 

× 

× 

● 

● 

◎ 

× 

× 

× 

◎ 

△ 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

● 

◎ 

× 

× 

× 

◎ 

△ 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

● 

◎ 

× 

× 

× 

◎ 

△ 

× 

× 

× 

× 

● 

● 

◎ 

× 

× 

× 

◎ 

△ 

× 

P500

◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 
× 

● 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

▲（20m以内） 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

▲（15m以内） 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
● 
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 

▲（10m以内） 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
× 
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 

▲（10m以内） 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
× 
× 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
× 
× 
● 
● 
◎ 
× 
× 
× 

▲（30m以内） 
◎ 
△ 
× 

× 
× 
× 
× 
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 

× 
× 
× 
× 
● 
● 
◎ 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 

× 
× 
× 
× 
● 
● 
● 
◎ 
× 
× 

▲（35m以内） 
◎ 
△ 

× 
× 
× 
× 
× 
● 
● 
◎ 
× 
× 
× 
◎ 
△ 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
● 
◎ 
× 
× 
× 
◎ 
△ 

φ15.88 

φ19.05 

φ22.2 

φ25.4 

φ28.58 

φ31.8 

φ38.1 

φ44.45 

φ9.52 

φ12.7 

φ15.88 

φ19.05 

φ22.2

～90 ～160 ～180 ～224 ～335 ～370 ～450 ～540 ～710 ～730 ～900 901～ 
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〈11〉既設配管流用可否の簡易判断（チャート）

Dip SW3-1をONした後、4-8をONすることにより、

外気温度20℃以上で冷房、15℃未満で暖房を自動的

に選択し、鉱油回収運転を開始します。 

外気温度が15～20℃では、室内空気温度が23℃以下

で暖房、23℃を越えると冷房となります。 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい はい 

はい 

はい 
はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

旧ユニットで使用の冷凍機油の
種類がわかりますか？ 

今回、既設配管流用を検討され
ている配管は室外機と室内機が
接続されていますか？ 

旧ユニットは当社品ですか？ 

当社のビル用マルチを同容量
でリプレースしますか？ 

配管径・配管長は分かっていま
すか 

その冷凍機油はスニソ・MS・バーレル
フリーズ・HAB・フレオールですか？ 

室外機と室内機および室内機と
室内機の高低差が分かりますか？ 

配管径・配管長は分かっていま
すか？ 

配管径・配管長は当社の規格に
合いますか？ 

メーカー・機種・型名がわかりま
すか？ 

形状を確認してください。 

分岐管の形状は分かりますかか？ 

分岐管はＴ、Ｙ、ヘッダ分岐ですか？ 

配管のガス漏れはありませんか？ 

室内機が接続されていない枝
配管がありますか？ 

配管の断熱は剥がれていませ
んか？ 

規定の強度（材質、肉厚、腐食し
ていないこと）を有していますか？ 

室内機と室外機の高低差は５０ｍ（室外機が室
内機よりも下の場合は４０ｍ）以下でかつ室内機
と室内機の高低差は最大で１５ｍ以下ですか？ 

各メーカに問い合わせて調査してください 

調査してください 

新規配管にしてください 

調査してください 

配管だけの状態で放置されていると 
ゴミ等の侵入の可能性があり 
既設配管の使用は避けてください。 

現地で調査してください 

現地で調査してください 

分岐管を当社指定のものに変更してください 

断熱を実施してください 

現地で気密を調査してください 

鉱油回収工程作業中はその枝配管を 
冷媒回路から切離してください。 

既設配管をご使用になれます 新規配管をご使用ください 

リプレース前のユニットは冷媒
の漏れがなく運転可能でしたか？ 

その枝配管は切断可能ですか？ 

配管の気密はできていましたか？ 

◎リプレース運転手順 
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〈12〉冷媒配管設計
（1）冷媒配管長制限

●RP140～RP400形

L

H
(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
上
の
場
合
) 

H
'(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
の
場
合
)

B

e

h

f 

第１分岐 
（分岐ジョイント） 

室内 室内 

室内 室内 室内 

６ 

１ 

a cb

３ ２ 

５ 
分岐ジョイント 

キャップ 

分岐ヘッダー 

A

D

C d

室内 

４ 

室外ユニット 

項　　目 配管部位 許　　容　　値

配 配管総延長 A+B+C+D+a+b+c+d+e+f 300ｍ以下　※1

管 最遠配管長(L) A+B+C+c又はA+D+f 120ｍ以下（相当長150ｍ以下）

長 第１分岐以降の最遠配管長(R) B+C+c又はD+f 40ｍ以下　※2

高
室内－室外間

室外上 H 50ｍ以下

低 室外下 H' 40ｍ以下

差 室内－室内間 h 15ｍ以下

※1 総冷媒量による規制がありますので、以下の判定式にしたがって、判断してください。

※2 2系統の配管を１系統にまとめる場合は、2系統の配管長の差を40m以内としてください。

PUHY-RP140～RP280CM-E3：0.29×L1＋0.2×L2＋0.12×L3＋0.06×L4＋0.024×L5＜18 
PUHY-RP335～RP400CM-E3：0.29×L1＋0.2×L2＋0.12×L3＋0.06×L4＋0.024×L5＜25

L1：液管サイズφ19.05mmの配管長(m) L2：液管サイズφ15.88mmの配管長(m) 
L3：液管サイズφ12.7mmの配管長(m) L4：液管サイズφ9.52mmの配管長(m) 
L5：液管サイズφ6.35mmの配管長(m)
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●RP450～RP560形

許 容 値  

300m以下 ※1

※2

120m以下（相当長150m以下） 

40ｍ以下 

10ｍ以下（相当長12m以下） 

50ｍ以下 

40ｍ以下 

15ｍ以下 

0.1ｍ以下 

A+B+C+D+E+F+a+b+c+d+e+f

E(F)+A+B+C+c

B+C+c

E+F

H1

H1′ 

h

H2

項 目  

配管総延長 

最遠配管長さ （Ｌ） 

第１分岐以降の最遠配管長 ( )

室外－室外間 

室外－室外間 

室内－室外間 
室外下 

室内－室内間 

室外上 

高低差 

室 
外 
側 

室 

内 

側 

配 

管 

長 

配 管 部 位  

L

H
1
(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
上
の
場
合
) 

H
1
'(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
の
場
合
)

H
2

B

e

h

f 

第１分岐 
（分岐ジョイント） 

第１液分配器 
第１ガス分配器 

室内 室内 

室内 室内 室内 

６ 

１ 

a cb

３ ２ 

５ 
分岐ジョイント 

キャップ 

分岐ヘッダー 

A

D

C d

室内 

４ 

F
E

室外ユニット 

室外ユニット 

※1 総冷媒量による規制がありますので、以下の判定式にしたがって、判断してください。

※2 2系統の配管を１系統にまとめる場合は、2系統の配管長の差を40m以内としてください。

PUHY-RP450～RP630SCM-E3：0.29×L1＋0.2×L2＋0.12×L3＋0.06×L4＋0.024×L5＜25
L1：液管サイズφ19.05mmの配管長(m) L2：液管サイズφ15.88mmの配管長(m) 
L3：液管サイズφ12.7mmの配管長(m) L4：液管サイズφ9.52mmの配管長(m) 
L5：液管サイズφ6.35mmの配管長(m)

A

（注）表中の下流ユニット形名合計 
とは上図A点より見た場合の 
形名合計です。 

下流 
ユニットヘ 

室内ユニットへ 下り勾配 

（注1）分岐管から室外ユニットへの配管は、分岐管 
に向かって下り勾配になるようにしてください。 

室内ユニットへ 
2m

室内ユニットへ 上り勾配 室内ユニットへ 

トラップ 
（ガス管 
　のみ） 

2m以内 

× 

配管内に油が滞留し油不足状態となり、圧縮機損傷の原因
になりますので、分岐管から室外ユニット間の配管が、2m
を超えるときは、2m以内にトラップ（ガス管のみ）してく
ださい。トラップ高さは200mm以上としてください。 
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●RP690～RP730形

許 容 値  

250m以下 ※1

※2

100m以下（相当長125m以下） 

40ｍ以下 

10ｍ以下（相当長12m以下） 

50ｍ以下 

40ｍ以下 

15ｍ以下 

0.1ｍ以下 

A+B+C+D+E+F+a+b+c+d+e+f

E(F)+A+B+C+c

B+C+c

E+F

H1

H1′ 

h

H2

項 目  

配管総延長 

最遠配管長さ （Ｌ） 

第１分岐以降の最遠配管長 ( )

室外－室外間 

室外－室外間 

室内－室外間 
室外下 

室内－室内間 

室外上 

高低差 

室 
外 
側 

室 

内 

側 

配 

管 

長 

配 管 部 位  

L

H
1
(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
上
の
場
合
) 

H
1
'(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
の
場
合
)

H
2

B

e

h

f 

第１分岐 
（分岐ジョイント） 

第１液分配器 
第１ガス分配器 

室内 室内 

室内 室内 室内 

６ 

１ 

a cb

３ ２ 

５ 
分岐ジョイント 

キャップ 

分岐ヘッダー 

A

D

C d

室内 

４ 

F
E

室外ユニット 

室外ユニット 

※1 総冷媒量による規制がありますので、以下の判定式にしたがって、判断してください。

※2 2系統の配管を１系統にまとめる場合は、2系統の配管長の差を40m以内としてください。

PUHY-RP690～RP730SCM-E3：0.39×L0＋0.29×L1＋0.2×L2＋0.12×L3＋0.06×L4＋0.024×L5＜25
L0：液管サイズφ22.2mmの配管長(m) L1：液管サイズφ19.05mmの配管長(m) 
L2：液管サイズφ15.88mmの配管長(m) L3：液管サイズφ12.7mmの配管長(m) 
L4：液管サイズφ9.52mmの配管長(m) L5：液管サイズφ6.35mmの配管長(m)

A

（注）表中の下流ユニット形名合計 
とは上図A点より見た場合の 
形名合計です。 

下流 
ユニットヘ 

室内ユニットへ 下り勾配 

（注1）分岐管から室外ユニットへの配管は、分岐管 
に向かって下り勾配になるようにしてください。 

室内ユニットへ 
2m

室内ユニットへ 上り勾配 室内ユニットへ 

トラップ 
（ガス管 
　のみ） 

2m以内 

× 

配管内に油が滞留し油不足状態となり、圧縮機損傷の原因
になりますので、分岐管から室外ユニット間の配管が、2m
を超えるときは、2m以内にトラップ（ガス管のみ）してく
ださい。トラップ高さは200mm以上としてください。 
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●RP800～RP1010形

許 容 値  

250m以下 ※1

※2

100m以下（相当長125m以下） 

40ｍ以下 

10ｍ以下（相当長12m以下） 

50ｍ以下 

40ｍ以下 

15ｍ以下 

0.1ｍ以下 

A+B+C+D+E+F+G+I+a+b+c+d+e+f

E(F)+G+A+B+C+c

B+C+c

E+F+G+I

H1

H1′ 

h

H2

項 目  

配管総延長 

最遠配管長さ （Ｌ） 

第１分岐以降の最遠配管長 ( )

室外－室外間 

室外－室外間 

室内－室外間 
室外下 

室内－室内間 

室外上 

高低差 

室 
外 
側 

室 

内 

側 

配 

管 

長 

配 管 部 位  

L

H
1
(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
上
の
場
合
) 

H
1
'(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
の
場
合
)

H
2

B

e

h

f 

第１分岐 
（分岐ジョイント） 

第１液分配器 
第１ガス分配器 

第２液分配器 
第２ガス分配器 

室内 室内 

室内 室内 室内 

６ 

１ 

a cb

３ ２ 

５ 
分岐ジョイント 

キャップ 

分岐ヘッダー 

A

D

C d

室内 

４ 

E F I

G

室外ユニット 室外ユニット 

室外ユニット 

※1 総冷媒量による規制がありますので、以下の判定式にしたがって、判断してください。

※2 2系統の配管を１系統にまとめる場合は、2系統の配管長の差を40m以内としてください。

PUHY-RP800～RP1010SCM-E3：0.39×L0＋0.29×L1＋0.2×L2＋0.12×L3＋0.06×L4＋0.024×L5＜25
L0：液管サイズφ22.2mmの配管長(m) L1：液管サイズφ19.05mmの配管長(m) 
L2：液管サイズφ15.88mmの配管長(m) L3：液管サイズφ12.7mmの配管長(m) 
L4：液管サイズφ9.52mmの配管長(m) L5：液管サイズφ6.35mmの配管長(m)

A

（注）表中の下流ユニット形名合計 
とは上図A点より見た場合の 
形名合計です。 

下流 
ユニットヘ 

室内ユニットへ 下り勾配 

（注1）分岐管から室外ユニットへの配管は、分岐管 
に向かって下り勾配になるようにしてください。 

室内ユニットへ 
2m

室内ユニットへ 上り勾配 室内ユニットへ 

トラップ 
（ガス管 
　のみ） 

2m以内 

× 

配管内に油が滞留し油不足状態となり、圧縮機損傷の原因
になりますので、分岐管から室外ユニット間の配管が、2m
を超えるときは、2m以内にトラップ（ガス管のみ）してく
ださい。トラップ高さは200mm以上としてください。 
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〈13〉据付工事

(イ) ユニット周囲の壁が高さ制約より低い場合

(ハ) ユニット周囲の壁のいずれかまたは全てが高さ制約より〈h〉高い場合

(ロ) 上方に障害物がある場合

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

500以下 

450以上 

L

W

W

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

h

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

500以下 

450＋h以上 

L

W

W

h

240以上 
45°以上 

50

吹出ガイド 
（現地手配） 

1000以上 

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 450＋h以上 

L

W

W

h

500
ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

h

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

h

500

450＋h以上 

L

W

W

h

背面スペース：小 

側面スペース：小 

条件 

100以上 

300以上 

50以上 

15以上 

L W

背面スペース：小 

側面スペース：小 

条件 

100＋h以上 

300＋h以上 

50＋h以上 

15＋h以上 

L W

〈単位：mm〉(1) 単独設置の場合
¡ユニットを設置する場合、下図に示すように必要な空間を確保してください。
ユニット周囲の壁高さが高さ制約を超えた場合、超えた分の寸法〈h〉を表中の通りLおよびWの寸法に加算し
てください。

１．ユニット周囲の必要空間 〈単位:mm〉
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h

15＋h以上 

ユニット 
全高 

450以上 

450以上 

h
500

※ 

※ 

h
500

300 
＋h以上 

900以上 

300 
＋h以上 

450＋h以上 

h

450以上 

450以上 

h

500

※ 

100＋h以上 

※ 

ユニット 
全高 

h
500

h

ユニット全高 

300 
＋h以上 

900以上 

1000 
＋h以上 

※ 

※ 

(ロ) 前後方向連続設置
●前後に壁がある場合 ●横方向に壁がある場合

(ハ) 2列連続設置
●前後に壁がある場合 ●L字状に壁がある場合

h
500

※ 
300＋h以上 

450＋h以上 

※ 

h

30以上 

ユニット 
全高 

h
500

※ 
100＋h以上 

450＋h以上 

※ 

h

100以上 

ユニット 
全高 

(イ) 横方向連続設置
●側面スペース最小の場合 ●背面スペース最小の場合

(2) 集中設置・連続設置の場合
¡多数のユニットを設置する場合、通路や風の流通を考慮して、各ブロック間に下図のスペースを確保してくだ
さい。
※印部（ユニットの2方向）は、スペースを空けてください。
¡単独設置の場合と同様に壁高さ制約を超えた分の寸法〈h〉を、ユニット前・後のスペース寸法に加算してくだ
さい。

〈単位：mm〉
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〈14〉別売部品表

部　品　名 
トリョウクミタテ 

部　品　コ　ー　ド 
R61 A45010

仕　　様 
5Y 8/1

■サービス部品（補修塗料） 

（注）防雪フードは株式会社　ヤブシタにて取扱っておりますので、直接お問い合わせください。 

●お問合せ　株式会社　ヤブシタ 
TEL : 011-820-5051　FAX : 011-820-5052 
〒003-0813　北海道札幌市白石区菊水上町3条3丁目52-217 
■詳しくはホームページをご覧ください。 

URL : http://www.yabushita-kikai.co.jp

部　品　名 形　　名 
外部入力用アダプター 
外部出力用アダプター 
Web対応集中コントローラー 

スケジュールタイマー 
液晶レスタイプ 

ON/OFFリモコン 
システムリモコン 
グループリモコン 
伝送線用給電ユニット 
伝送線用給電拡張ユニット 
拡張コントローラー 

PAC-SC36NA
PAC-SC37SA
G-150AD
GB-50
PAC-YT34ST-W
PAC-YT40ANR-W
PAC-SF44SR-W
PAC-SC30GR-W
PAC-SC51KU

PAC-YG50EC
PAC-SF46EP

■室外ユニットシステムオプション 

室 

外 

ユ 

ニ 

ッ 

ト 

形 

名 

アクティブフィルター※ 防雪フード 
取付部材 本体 

圧力計 分岐管キット 
吸込側 （左 右）  吸込側 （後 ろ）  吹出側 

室外ユニット用 
集中ドレンパン 

PUHY-RP140CM-E3

PUHY-RP160CM-E3

PUHY-RP224CM-E3

PUHY-RP280CM-E3

PUHY-RP335CM-E3

リプレースマルチ 
PUHY-RP355CM-E3

PUHY-RP400CM-E3

PUHY-RP224SCM-E3

PUHY-RP280SCM-E3

PUHY-RP335SCM-E3

PUHY-RP400SCM-E3

■室外ユニットオプション 

PAC-KP50AAC PAC-KP55FAC

PAC-KK65PG
MOPAC-YE400T 
（ -BS・ -BSG・ -S）  

MOPAC-YE400L/R 
（ -BS・ -BSG・ -S）  

MOPAC-YE400B 
（ -BS・ -BSG・ -S）  PAC-KK95DP

・RP450～560形 
　　CMY-RP400BK2 
・RP630～730形 
　　CMY-RP500BK2 
・RP800～1010形 
　　CMY-RP600BK2

※経済産業省で定める「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」において、高調波流出電流が高調波流出電流の上限値を超える場合に設備全体での対策と合わせ採用を 
　ご検討ください。 

（注）  （注）  （注）  
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3.8 リプレ－スズバ暖マルチY室外ユニット（冷暖切替）

〈1〉機器構成
■8,10HP（室外ユニット単独構成）、16, 20HP（室外ユニット2台接続構成）

8HP 
PUHY-HRP224SCM-E

10HP 
PUHY-HRP280SCM-E

16HP 
PUHY-HRP450SCM-E

20HP 
PUHY-HRP560SCM-E

室外ユニット 

接続可能 
 

室内ユニット 

容　　量 
台　　数 

Ｐ22～Ｐ280
1～13台 

合計容量 
(室外ユニット容量比)

112～291 
（50～130％） 

140～364 
（50～130％） 

225～585 
（50～130％） 

280～728 
（50～130％） 

1～16台 
Ｐ22～Ｐ560 
1～20台 

※ 16、20HP時に構成するユニットは、それぞれPUHY-HRP224SCM-E×
2台、PUHY-HRP280SCM-E×2台です。 

※※8、10HPのユニットは、単独構成用、2台組合せ用の区分けはありません。 

※1：室外ユニットが16、20HPの場合のみ。 

P22 P28 P36 P45 P56 P71 P80 P90 P112 P140 P160 P224 P280 P450 P560

汎用 

BM
JM
CM
LM
BM
EM

M
M
ML
KM
BM
BMS
HM
LEM
DM

HM

天井 
ｶｾｯﾄ 

天井 

天埋 

天吊 

壁掛 

床置 

四方向 

二方向 

一方向 

小容量 

大容量 

PLFY

PMFY

PDFY

PEFY

PCFY

PKFY

PFFY

ビルトイン 

ローボーイ 
ダクト 

ダクト 
ホテル向け 

GMPSFYスリム 

厨房用 天吊 PCFY

● 
● 

● 
● 

● 

● ● 

● 

● 

● 
● 

● 
● 
● 

● 
● 

● ● ● 

● 
● ● ● ● 

● 
● ● ● ● 

● ● ● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● ● 

● ● ● 
● ● ● ● 

● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 

● ● 

● ● ● 

● ● ● （●）※1

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● 

● ● ● ● 

● 

リモコンおよびシステムコントローラー等 

パネル（天井カセット、天井ビルトイン、天袋ビルトインのみ） 

パ
ネ
ル
必
要 

M-F

RDF5

CLMD

ロスナイ 

PEFY
RM-FPFFY

LGH
DF5LB

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 PLFY ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 
● 

LRM床埋込 
PFFY

ローボーイ ● 
RM壁 ビルトイン 

壁 ビルトイン 

● ● ● ● 
● ● ● ● 

●（50） ●（80） ●（100） 

●（100） ●（150） ●（200） 

天埋 室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 

〈2〉概略仕様（室外ユニット）

〈3〉運転可能温度範囲
シリーズ名 冷　房　時 暖　房　時 

標準 
リプレース 
ズバ暖 
マルチY

室内吸込空気温度 湿球温度15～24℃ 乾球温度15～27℃ 
室外吸込空気温度 乾球温度ー5～43℃ 注.1 湿球温度ー25～15.5℃ 

（注1）室外ユニット下設置の場合、乾球温度10～43℃になります。 

電　源 

冷房能力 （ kW） 

暖房能力 （ kW） 

圧縮機用電動機出力 （ kW） 

送風機用電動機出力 （ kW） 

PUHY-HRP224SCM-E PUHY-HRP280SCM-E PUHY-HRP450SCM-E PUHY-HRP560SCM-E

三相　200V±10％　50/60Hz　 
56.0 

63.0 

6.7＋6.7 

0.46＋0.46

45.0 

50.0 

5.3＋5.3 

0.35＋0.35

28.0 

31.5 

6.7 

0.46

22.4 

25.0 

5.3 

0.35

（注）冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の条件で運転した場合の最大能力です。 
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〈4〉概略仕様（室内ユニット）
冷房能力（kW) 暖房能力（kW)種　類 形　名 

注. 室内ユニットの冷房・暖房能力はJIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の値です。 
注. ※1の壁掛形のPKFY-BMS-E1形は、静かな小部屋用を示します。ホテル、寮などの暗騒音が低い部屋でのご使用には、PKFY-BMS-E1形をご選定ください。なお、その際には必
ず別売外付LEVボックスPAC-SG95LEとの組合せ使用となります。 

注. ※2の冷房・暖房能力は、＜冷房時：室内側吸込空気温度33℃（乾球温度）、28℃（湿球温度）、室外側吸込空気温度33℃（乾球温度）、28℃（湿球温度）、暖房時：室内側吸込空気温度
0℃（乾球温度）、-2.9℃（湿球温度）、室外側吸込空気温度0℃（乾球温度）、-2.9℃（湿球温度）＞によります。 

注. ロスナイの冷暖能力は外気負荷熱処理能力（冷房室内側吸込温度27℃（乾球温度）、19℃（湿球温度）、室外側吸込温度35℃（乾球温度）、24℃（湿球温度）、暖房室内側吸込温度
20℃（乾球温度）、13.8℃（湿球温度）、室外側吸込温度7℃（乾球温度）、6℃（湿球温度））を示し、ロスナイによる熱回収分を含めた値です。 

冷房能力（kW) 暖房能力（kW)種　類 形　名 

PLFY-P22BM-E3 
PLFY-P28BM-E3 
PLFY-P36BM-E3 
PLFY-P45BM-E3 
PLFY-P56BM-E3 
PLFY-P71BM-E3 
PLFY-P80BM-E3 
PLFY-P90BM-E3 
PLFY-P112BM-E3 
PLFY-P140BM-E3 
PLFY-P160BM-E3 
PLFY-P36JM-E1 
PLFY-P45JM-E1 
PLFY-P56JM-E1 
PLFY-P71JM-E1 
PLFY-P22CM-E1 
PLFY-P28CM-E1 
PLFY-P36CM-E1 
PLFY-P45CM-E1 
PLFY-P22LM-E2 
PLFY-P28LM-E2 
PLFY-P36LM-E2 
PLFY-P45LM-E2 
PLFY-P56LM-E2 
PLFY-P71LM-E2 
PLFY-P80LM-E2 
PLFY-P90LM-E2 
PLFY-P112LM-E2 
PLFY-P140LM-E2 
PMFY-P22BM-E2 
PMFY-P28BM-E2 
PMFY-P36BM-E2 
PMFY-P45BM-E2 
PMFY-P36EM-E1 
PMFY-P45EM-E1 
PMFY-P56EM-E1 
PMFY-P71EM-E1 
PMFY-P80EM-E1 
PDFY-P22M-E2 
PDFY-P28M-E2 
PDFY-P36M-E2 
PDFY-P45M-E2 
PDFY-P56M-E2 
PDFY-P71M-E2 
PDFY-P80M-E2 
PDFY-P90M-E2 
PDFY-P112M-E2 
PDFY-P140M-E2 
PEFY-P45M-E1 
PEFY-P56M-E1 
PEFY-P71M-E1 
PEFY-P80M-E1 
PEFY-P90M-E1 
PEFY-P112M-E1 
PEFY-P140M-E1 
PEFY-P160M-E1 
PEFY-P224M-E1 
PEFY-P280M-E1

 
 
 
 
天井カセット形 
（四方向吹出し） 
ワイドパワーカセット 
 
 
 
 

天井カセット形 
（四方向吹出し） 
コンパクトタイプ 
 

天井カセット形 
（四方向吹出し） 
システム天井対応タイプ 
 
 
 
 
 
天井カセット形 
（ニ方向吹出し） 
 
 
 
 

天井カセット形 
（一方向吹出し） 
小容量タイプ 
 
 
天井カセット形 
（一方向吹出し） 
大容量タイプ 
 
 
 
 
 

天井ビルトイン形 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天井埋込形 
 
 
 
 

2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
22.4 
28.0

2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
4.0 
5.0 
6.3 
 8.0  
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
25.0 
31.5

4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
22.4 
28.0 
45.0 
56.0 
5.6 
7.1 
8.0 
11.2 
14.0 
16.0 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
11.2 
14.0 
22.4 
28.0 
2.2 
2.8 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
22.4 
28.0 

28.0
 

 
8.0 
14.0 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
5.46 
8.79 
11.17 
10.36 
13.06 
15.83

5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
25.0 
31.5 
50.0 
63.0 
6.3 
8.0 
9.0 
12.5 
16.0 
18.0 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
12.5 
16.0 
25.0 
31.5 
2.5 
3.2 
8.5 
10.6 
13.2 
15.1 
21.2 
26.5 

26.5
 

 
9.0 
16.0 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
6.18 
10.11 
12.50 
11.59 
14.49 
17.43

PCFY-P45KM-E1 
PCFY-P56KM-E1 
PCFY-P71KM-E1 
PCFY-P80KM-E1 
PCFY-P90KM-E1 
PCFY-P112KM-E1 
PCFY-P140KM-E1 
PCFY-P160KM-E1 
PKFY-P22BM(S)-E1 
PKFY-P28BM(S)-E1 
PKFY-P36HM-E1 
PKFY-P45HM-E1 
PKFY-P56HM-E1 
PFFY-P28LEM-E1 
PFFY-P36LEM-E1 
PFFY-P45LEM-E1 
PFFY-P56LEM-E1 
PFFY-P71LEM-E1 
PFFY-P224DM-E1 
PFFY-P280DM-E1 
PFFY-P450DM-E2 
PFFY-P560DM-E2 
PSFY-P56GM-E1 
PSFY-P71GM-E1 
PSFY-P80GM-E1 
PSFY-P112GM-E1 
PSFY-P140GM-E1 
PSFY-P160GM-E1 
PFFY-P28LRM-E1 
PFFY-P36LRM-E1 
PFFY-P45LRM-E1 
PFFY-P56LRM-E1 
PFFY-P71LRM-E1 
PFFY-P112RM-E1 
PFFY-P140RM-E1 
PFFY-P224RM-E1 
PFFY-P280RM-E1 
PEFY-P22ML-E1(-R) 
PEFY-P28ML-E1(-R) 
PEFY-P90M-E1-F 
PEFY-P112M-E1-F 
PEFY-P140M-E1-F 
PEFY-P160M-E1-F 
PEFY-P224M-E1-F 
PEFY-P280M-E1-F 

PFFY-P280RM-E1-F 
 
PCFY-P80HM-E1 
PCFY-P140HM-E1 
PLFY-P36CLMD-E1 
PLFY-P45CLMD-E1 
PLFY-P56CLMD-E1 
PLFY-P71CLMD-E1 
PLFY-P80CLMD-E1 
LGH-50RDF5 
LGH-80RDF5 
LGH-100RDF5 
LB-100DF5 
LB-150DF5 
LB-200DF5

 
 
 

天吊形 
 
 
 
 

壁掛形　※1 
(小容量タイプ) 

壁掛形 
(大容量タイプ) 
 
 

床置形 
（ローボーイ） 
 
 
 

床置形 
 
 
 
 
床置形 
（スリム） 
 
 
 

床置埋込形 
（ローボーイ） 
 
 
 

壁ビルトイン形 
 
 

天井埋込形 
（ホテル向け） 

天井埋込形 
室温サーモ形給気 
処理ユニット 
※2 
 

壁ビルトイン形 
室温サーモ形給気 
処理ユニット ※2 

天吊形 
厨房用 

 

天井カセット形 
クリーンルーム用 
 
 
 
 

ロスナイ 
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〈5〉仕様
■P224～P560形

取付可能部品 

室外ユニット形名 

電　　　源 

消費 
電力 

電流 

力率 

冷房 

暖房 

暖房低温※1

暖房極低温※2

外形寸法 

冷房 

暖房 

冷房 

暖房 

始動電流（A） 

熱交換器形式 

構成ユニット形名 

形式×個数 

始動方式 

電動機出力 

電動機出力 

形式×個数 

クランクケースヒーター 

法定冷凍トン 

風量 

ガス側 

高圧保護 

圧縮機/送風機 

インバーター回路 

液　側 

ガス側 

液　側 

霜取方法 

保護 
装置 

冷媒配管寸法 
（主管） 

冷媒配管寸法 
（ユニット連絡管） 

電
気
特
性 

圧
縮
機 

送
風
機 

外装（マンセルNo.） 

高さ 

幅　 

奥行 
製品質量（kg） 

PUHY-HRP224SCM-E

PUHY-HRP224 
SCM-E

PUHY-HRP224 
SCM-E

PUHY-HRP280 
SCM-E

PUHY-HRP280 
SCM-E

PUHY-HRP280SCM-E PUHY-HRP450SCM-E PUHY-HRP560SCM-E

冷房能力 

暖房能力 

暖房低温能力※1

暖房極低温能力※2

騒音値 

騒音値（低騒音モード） 

騒音値（外気ー15℃暖房時） 

全密閉形 

 

全密閉形 

 

全密閉形 
 

全密閉形 
 

全密閉形 
 

全密閉形 
 

0.045 

プロペラファン×1 

185

1650 

920 

760 

 

1650 

920 

760 

230 

 

1650 

920 

760 

230 

 

1650 

920 

760 

250 

 

1650 

920 

760 

250

5.3 

 

0.045 

プロペラファン×1 

185 

0.35 

4.98 

 

 

 

5.3 

 

0.045 

プロペラファン×1 

185 

0.35 

4.98 

 

 

6.7 

 

0.045 

プロペラファン×1 

185 

0.46 

5.91 

 

6.7 

 

0.045 

プロペラファン×1 

185 

0.46 

5.91 

 

 

圧力計・集中ドレンパン・アクティブフィルター・伝送線用給電拡張ユニット・分岐管キット※3

溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂　色：マンセル 5Y8／1） 

三相 200V 50/60Hz

クロスフィンチューブ 

インバーター始動 

リバースサイクル 

 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

kW 

A 

A 

% 

% 

A 

 

 

 

kW 

 

kW 

 

m3/min 

kW 

トン 

 

 

 

 

mm 

mm 

mm 

mm 

dB［A特性］ 

dB［A特性］ 

dB［A特性］ 

 

mm 

mm 

mm 

kg 

 

59 

64 

47

60 

65 

47

56 

61 

44 

 

 

 

 

230

57 

62 

44 

 

 

 

 

250

22.4 

25.0 

21.5 

21.5 

6.47 

6.75 

6.98 

9.11 

20.76 

21.66 

90 

90 

15 

 

 

 

5.3 

 

 

 

 

0.35 

4.98 

 

 

 

 

φ25.4ロウ付 

φ12.7ロウ付 

φ19.05ロウ付 

φ9.52フレア 

φ19.05ロウ付 

φ9.52フレア 

φ22.2ロウ付 

φ9.52フレア 

φ22.2ロウ付 

φ9.52フレア 

28.0 

31.5 

27.5 

27.5 

9.07 

9.42 

9.64 

12.22 

29.10 

30.22 

90 

90 

15 

 

 

 

6.7 

 

 

 

 

0.46 

5.91 

 

 

 

 

φ28.58ロウ付 

φ12.7ロウ付 

φ31.75ロウ付 

φ15.88ロウ付 

 

φ38.1ロウ付 

φ15.88ロウ付 

 

45.0 

50.0 

43.0 

43.0 

13.33 

13.91 

14.38 

18.77 

42.76 

44.62 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

56.0 

63.0 

55.0 

55.0 

18.68 

19.41 

19.86 

25.18 

59.92 

62.26 

90 

90 

30（電源渡り接続時） 

圧力センサー・圧力開閉器（4.15, 3.3MPa） 

過電流保護・過昇保護/温度開閉器 

過電流保護・直流母線電流・過昇保護 

 

（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。
（注2） ※1の外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。
（注3） ※2の外気温度条件は、乾球温度ー7℃、湿球温度ー８℃です。
（注4） 受電容量やブレーカ容量は、電動機出力を拠りどころとせず、最大電流値（P3-194）を参考に選定ください。
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※1

※1175
145 
142 
145 
142

115※1※2145242
※1

165

265
290 145

〈付属品〉（下記記載のユニットのみに付属） 
●冷媒〈液〉接続管・・・・・・・・・1個 
　　・HRP224･HRP280形 
●冷媒〈ガス〉接続管・・・・・・・・1個（HRP280形は2個） 
　　・HRP224形 ・・・・・・・・・ 付属品内に同梱 
　　・HRP280形 ・・・・・・・・・ 操作弁に取付済（1個は付属品内に同梱） 
●冷媒〈ガス〉接続管用パッキン・・・1個 
　　・HRP280形 ・・・・・・・・・ ガス側操作弁付近に取付 

ユニット周囲の必要空間と基礎施工場の注意事項は、 
〈13〉据付工事を参照してください。 
注．室外ユニットの底面には複数の穴があるため、 
　　設置後にドレンが落下します。集中排水が必要な場合は 
　　室外ユニット用集中ドレンパン（別売）をご使用ください。 

伝送用配線 

電源配線用 

配管用 102×72ノックアウト穴 
150×92ノックアウト穴 
Φ65もしくはΦ40ノックアウト穴 
Φ52もしくはΦ27ノックアウト穴 
Φ52ノックアウト穴 
Φ34ノックアウト穴 

前面通し穴 
底面通し穴 
前面通し穴 
前面通し穴 
底面通し穴 
前面通し穴 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

ＮＯ． 用途 仕様 

※1・・・付属の接続管を使用された場合の寸法です。 
※2・・・底面取り出しの場合の寸法（前面の場合は165） 

接続管仕様 

φ25.4ﾛｰ付 
φ28.58ﾛ-付 
φ19.05ﾌﾚｱ 
φ22.2ﾛｰ付 

 
φ12.7ﾛｰ付 

HRP224SCM形 
HRP280SCM形 
HRP224SCM形 
HRP280SCM形 

単独 
設置時 

組合わせ 
設置時 

 
φ9.52ﾌﾚｱ 

 

操作弁接続口仕様 操作弁位置寸法 
ガス側 液側 

ガス側 液側 Ｄ Ｃ Ｂ Ａ 
形　名 

6

5

4

3

2

1

冷媒操作弁〈ガス〉 

ノックアウト穴 
〈圧力計（別売品）取付用〉 

空気 
吸込 

制御ＢＯＸ 

２×５－φ４．６穴 
（樹脂部の開口加工必要） 
〈防雪ﾌ-ﾄ（゙別売品）取付用穴〉 

空気吹出 

空気 
吸込 

サービスパネル 

（据付ピッチ） 

２×２－１４×２０長穴 

冷媒操作弁〈液〉 

（
据
付
ピ
ッ
チ
）
 

冷媒操作弁〈ガス〉 

冷媒操作弁〈液〉 

空気 
吸込 

80

80 80

（
76
0）
 

18
72
4（
72
1～
72
7で
対
応
）
 

18

760

D 86
92

13
1
B

221 150
83251

186

16
50

14
10

24
0

251 102

98204 90
72

13
2
88

76
0

920
1888418

15
0
15
0
15
0
15
0

25
760

55 25 55

54 A

C

●PUHY-HRP224, 280SCM-E（-BS, -BSG） 

φ19.05 
φ22.2

φ9.52 
φ9.52

c または e
液 

d または f
ガス CMY-RP400BK2 

φ15.88a液 
ガス b φ31.75 φ38.1

PUHY-HRP560SCM-E 
PUHY-HRP280SCM-E 
PUHY-HRP280SCM-E

PUHY-HRP450SCM-E 
PUHY-HRP224SCM-E 
PUHY-HRP224SCM-E

セット形名 
室外ユニット１ 
室外ユニット２ 

分岐管の配管サイズ 

室内ユニット～分岐管 

分岐管キット形名(別売品)

構成ユニット形名 

92030920760

1
6
5
0

HRP224形 
HRP280形 

ユニット形名 

分岐管キット～室外ユニット 
注1.図を参考に配管を接続してください。各部の配管サイズは表によります。 
　2.分岐管キットの傾きは、地面に対して±１５°以内にしてください。 
　3.分岐管キットの詳しい接続方法は、必ず分岐管キットの据付説明書をご覧ください。 
　4.分岐部手前（図中ａ，ｂ部）の配管は直管部５００ｍｍ以上を確保して施工してください。 
　  （※直管部は分岐管付属の直管配管も含めて５００ｍｍ以上） 
　5.分岐管は、必ず弊社別売品をご使用ください。 

 
 
 
 
 

空気吹出 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

空気 
吸込 

室外ユニット１ 室外ユニット２ 

室内ユニットへ 

室内ユニットへ 

正面図 

a

bf

e
c

d

左側面図 
液分岐管〈別売品〉 

ガス分岐管〈別売品〉 

●PUHY-HRP450, 560SCM-E（-BS, -BSG） 

注． 室外ユニットの底面には複数の穴があるため、設置後にドレンが落下します。 
　  集中排水が必要な場合は室外ユニット用集中ドレンパン（別売）をご使用ください。 

〈6〉外形寸法図
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②M-NETリモコンを用いたシステム例

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　詳しくは設計・工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

〈漏電遮断器〉 
〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。　 

60A 100mA 0.1s以下 
75A 100mA 0.1s以下 

６０ 
７５ 

１４以上 
１４以上  

４４．１ 
５９．７ 

６０ 
７５ 

６０ 
７５ 

５．５以上 
５．５以上 

PUHY-HRP224SCM-E 
PUHY-HRP280SCM-E

CN41→CN40差換え 

電源 
単相または三相200V

アース 

電源 
三相200Ｖ 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

 
ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１ 
(R,S,T)

室外ユニット 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS, 
 MVVS)

別の室外ユニットヘ 

プルボックス 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS, 
 MVVS)

 
 
 
 

ＴＢ１５ 
(１,２)

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)
Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)室内ユニット 

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

ＴＢ１５ 
(１,２)

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ 

(Ａ,Ｂ)
Ｓ 

ＴＢ１５ 
(１,２)

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ 

(Ａ,Ｂ)

ＭＡリモコン 

ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2 

注５� 
 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ 

(１,２)
ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

注３ 

注４ 
注４ 

注７ 

注７ 

注６ 

 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．◎印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子に接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用 
　　　給電拡張ユニット制限台数は、〈M-NETリモコンを用いたシステム〉と同一となります。） 
　　　また、MAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。　　 

形 名 最大電流 
〈Ａ〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

手元開閉器 
開閉器容量 
〈Ａ〉 

過電流保護器 
〈Ａ〉＊３ 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　詳しくは設計・工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

電源 
三相200Ｖ 

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。　 

室外ユニット 

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

別の室外ユニットヘ 

アース 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS, 
 MVVS)

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

Ｓ 

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１５ 
(１,２)

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

ＴＢ１５ 
(１,２)

電源 
単相または三相200V

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

〈漏電遮断器〉 

室内ユニット 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2 

(0.75～1.25mm2) 
注５,注８ 

Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ (１,２)

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

プルボックス 

M-NETリモコン 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 〈漏電遮断器〉 

Ｓ 

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５ 

(１,２)
ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１ 
(R,S,T)

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS, 
 MVVS)

PUHY-HRP224SCM-E 
PUHY-HRP280SCM-E

４４．１ 
５９．７ 

１４以上 
１４以上 

５．５以上 
５．５以上 

６０ 
７５ 

６０ 
７５ 

６０ 
７５ 

60A 100mA 0.1s以下 
75A 100mA 0.1s以下 

CN41→CN40差換え 

(MVVS)

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．◎印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は必ず室外ユニットのアース端子に接続してくだ 
　　　さい。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内 
　　　ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してく 
　　　ださい。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。 
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。） 
　６．Ｍ－ＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　８．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。　　 

注４ 
注４ 

注７ 

注６ 

注３ 

形　名 最大電流 
〈Ａ〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

手元開閉器 
開閉器容量 
〈Ａ〉 

過電流保護器 
〈Ａ〉＊３ 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 

〈7〉機外配線図
●PUHY-HRP224, 280SCM-E

①MAリモコンを用いたシステム例
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②M-NETリモコンを用いたシステム例（電源個別配線接続）

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　詳しくは設計・工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
電源 
単相または三相200V 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS, 
 MVVS)

（ロ） （イ） 

室外ユニット 室外ユニット 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS, 
 MVVS)

(ｼｰﾙﾄﾞ)
ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2 

注５� 

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

室内ユニット 

ＭＡリモコン 

ＴＢ１５ 
(１,２)

ＴＢ１５ 
(１,２)

ＴＢ１５ 
(１,２)

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

Ｓ Ｓ Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 
(R,S,T)

別の系統へ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

アース 

電源 
三相200Ｖ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１ 
(R,S,T)

電源 
三相200Ｖ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 
ＴＢ７ 
(Ｓ)

アース 

４４．１ 
４４．１ 
５９．７ 
５９．７ 

（イ）PUHY-HRP224SCM-E 
（ロ）PUHY-HRP224SCM-E 
（イ）PUHY-HRP280SCM-E 
（ロ）PUHY-HRP280SCM-E

１４以上 
１４以上 
１４以上 
１４以上 

５．５以上 
５．５以上 
５．５以上 
５．５以上 

６０ 
６０ 
７５ 
７５ 

６０ 
６０ 
７５ 
７５ 

６０ 
６０ 
７５ 
７５ 

60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
75A 100mA 0.1s以下 
75A 100mA 0.1s以下 

PUHY-HRP450SCM-E 

PUHY-HRP560SCM-E

CN41→CN40差換え 

セット形名 構成ユニット形名 
＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。　　 

 
 
 
 

プルボックス 

ＴＢ１５ 
(１,２)

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

Ｓ 

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

注６ 
注７ 

注７ 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．◎印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　またはコントローラーを接続した室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を 
　　　（ＣＮ４０）に差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）の 
　　　シールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用給 
　　　　電拡張ユニット必要台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一となります｡） 
　　　　また、MAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。　 

最大電流 
〈Ａ〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

手元開閉器 
開閉器容量 
〈Ａ〉 

過電流保護器 
〈Ａ〉＊３ 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．◎印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、 
　　　各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールド 
　　　どうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　またはコントローラーを接続した室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を 
　　　（ＣＮ４０）に差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）の 
　　　シールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。 
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。） 
　６．Ｍ－ＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　８．各室外ユニット仕様書の室内ユニット接続台数内で、かつ室内ユニットの２２４形 
　　　以上を接続する場合に、室内ユニット接続台数が１６台を超える場合伝送線用給電拡張 
　　　ユニットが必要となります。 
　　　（全室内ユニットが２２４形未満の場合は、室内ユニット接続台数が２０台を超える 
　　　場合伝送線用給電拡張ユニットが必要です。） 
　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、接続した室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニット 
　　　までの室内ユニット台数Ｎ１と伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット台数Ｎ２を 
　　　上記８項の制限台数以内としてください。 
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給 
　　　　電拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 
１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。　 

注６  

注７ 

注３ 

注４ 
注４ 

注３ 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　詳しくは設計・工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

 
 
 
 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相200Ｖ 

（イ） （ロ） 

室外ユニット 室外ユニット 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS, 
 MVVS)

 
 
 
 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS, 
 MVVS)

M-NET
リモコン 

 
 
 

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５ 
(１,２)

ＴＢ１５ 
(１,２)

ＴＢ１５ 
(１,２)

室内ユニット 

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

Ｎ１　注９ 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
単相または三相200V〈漏電遮断器〉 

別の系統へ 

ＴＢ７ 
(Ｓ) 

ＴＢ１ 
(R,S,T)

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)  

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)電源 

三相200Ｖ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

アース 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１ 
(R,S,T)

アース 

Ｎ２　注９ 

４４．１ 
４４．１ 
５９．７ 
５９．７ 

１４以上 
１４以上 
１４以上 
１４以上 

５．５以上 
５．５以上 
５．５以上 
５．５以上 

６０ 
６０ 
７５ 
７５ 

６０ 
６０ 
７５ 
７５ 

６０ 
６０ 
７５ 
７５ 

60A 100mA 0.1s以下 
60A 100mA 0.1s以下 
75A 100mA 0.1s以下 
75A 100mA 0.1s以下 

（イ）PUHY-HRP224SCM-E 
（ロ）PUHY-HRP224SCM-E 
（イ）PUHY-HRP280SCM-E 
（ロ）PUHY-HRP280SCM-E

PUHY-HRP450SCM-E 

PUHY-HRP560SCM-E

CN41→CN40差換え 

(MVVS)

 

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５ 
(１,２)

Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 

ＴＢ１ 
 (Ｒ,Ｓ)
ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

注８ 電源 
単相100V 
または 
単相200V

 
 
 

プルボックス 

セット形名 構成ユニット形名 
最大電流 
〈Ａ〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

手元開閉器 
開閉器容量 
〈Ａ〉 

過電流保護器 
〈Ａ〉＊３ 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 

M-NETリモコン線 
0.3～1.25mm2 
(0.75～1.25mm2) 
注５,注１０ 

●PUHY-HRP450, 560SCM-E

A.個別配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例（電源個別配線接続）
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②M-NETリモコンを用いたシステム例

注７ 

注７ 

注４ 注４ 

注３ 注３ 

注６ 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．◎印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送線）のシー 
　　　ルドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシ 
　　　ールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　またはコントローラーを接続した室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を 
　　　（ＣＮ４０）に差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）の 
　　　シールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用給 
　　　　電拡張ユニット制限台数は、〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一とな 
　　　　ります。）また、MAスマートリモコンはペア接続できません。 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡ 
　　　リモコン線を渡り配線してください。　　 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　詳しくは設計・工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

（ロ） （イ） 

室外ユニット 室外ユニット 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS, 
 MVVS)

 
 
 
 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS, 
 MVVS)

プルボックス 

ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2 

注５� 

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

  
 ＴＢ５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１５ 
(１,２)

ＭＡリモコン 

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ Ｓ Ｓ 

 

室内ユニット 

 
 ＴＢ５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５ 
(１,２)

ＴＢ１５ 
(１,２)

ＴＢ１５ 
(１,２)

電源 
単相または三相200V 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相200Ｖ 

ＴＢ１ 
(R,S,T)

アース 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 
(Ｓ)

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ) ＴＢ７ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ１ 
(R,S,T)

別の系統ヘ 

CN41→CN40差換え 

(ａ)

(ｂ)

（イ）PUHY-HRP224SCM-E 
（ロ）PUHY-HRP224SCM-E 
（イ）PUHY-HRP280SCM-E 
（ロ）PUHY-HRP280SCM-E

 
 
 

PUHY-HRP450SCM-E 

PUHY-HRP560SCM-E

８８．２ 

１１９．４ 

 
（ａ）３８以上 
（ｂ）１４以上 
（ａ）６０以上 
（ｂ）１４以上 

８以上 

８以上 

１２５ 

１５０ 

１２５ 

１５０ 

125A 100mA 0.1s以下 

150A 100mA 0.1s以下 

１２５ 

１５０ 

＊４ 

＊５ 
  

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２mm2の配線径をご使用ください。　 
＊５　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、３８mm2の配線径をご使用ください。　 

セット形名 構成ユニット形名 最大電流 
〈Ａ〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

手元開閉器 
開閉器容量 
〈Ａ〉 

過電流保護器 
〈Ａ〉＊３ 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 

 
注６ 

注７ 注８ 

注３ 注３ 

注４ 

(MVVS)

(ｂ)

注４ 

(ａ)

CN41→CN40差換え 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．◎印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子どうしに接続して 
　　　ください。また、各室内ユニット及び室外ユニット間の渡り配線（伝送線）のシー 
　　　ルドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシ 
　　　ールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　またはコントローラーを接続した室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を 
　　　（ＣＮ４０）に差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）の 
　　　シールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。 
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　　（ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　　伝送線最遠長の内数としてください。） 
　６．Ｍ－ＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 
　８．各室外ユニット仕様書の室内ユニット接続台数内で、かつ室内ユニットの２２４形 
　　　以上を接続する場合に、室内ユニット接続台数が１６台を超える場合伝送線用給電拡張 
　　　ユニットが必要となります。 
　　　（全室内ユニットが２２４形未満の場合は、室内ユニット接続台数が２０台を超える 
　　　場合伝送線用給電拡張ユニットが必要です。） 
　９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、接続した室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニット 
　　　までの室内ユニット台数Ｎ１と伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット台数 
　　　Ｎ２を上記８項の制限台数以内としてください。 
　　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給 
　　　　電拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 
１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　詳しくは設計・工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS, 
 MVVS)

室外ユニット 室外ユニット 

（ロ） （イ） 
別の系統ヘ 

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５ 
(１,２)

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

Ｓ 

M-NETリモコン 

プルボックス 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１５ 
(１,２)

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ ＜漏電遮断器＞ 

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2 
(0.75～1.25mm2) 
注５,注１０ 

 
 

室内ユニット 

 
 ＴＢ５ 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ１５ 
(１,２)

ＴＢ１５ 
(１,２)

ＴＢ５ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ２ 
(Ｒ,Ｓ)

電源 
単相100Vまたは 
単相200V アース 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

Ｅ 

Ｓ Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ３ ＴＢ２ 

ＴＢ１ 
(Ｒ,Ｓ)

 
Ｓ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｎ２　注９ Ｎ１　注９ 

ＴＢ１ 
(R,S,T)

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ１ 
(R,S,T)

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ７ 
(Ｓ)

８以上 

８以上 

８８．２ 

１１９．４ 

（ａ）３８以上 
（ｂ）１４以上 
（ａ）６０以上 
（ｂ）１４以上 

 
 
 

＊４ 

＊５ 

１２５ 

１５０ 

１２５ 

１５０ 

１２５ 

１５０ 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS, 
 MVVS)

 

 
 

〈漏電遮断器〉 

電源 
単相または三相200V 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

電源 
三相200Ｖ 

アース 

システムコントローラー 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

125A 100mA 0.1s以下 

150A 100mA 0.1s以下   

PUHY-HRP450SCM-E 

PUHY-HRP560SCM-E  
 
 
（イ）PUHY-HRP224SCM-E 
（ロ）PUHY-HRP224SCM-E 
（イ）PUHY-HRP280SCM-E 
（ロ）PUHY-HRP280SCM-E

＊１　電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズ 
　　　またはその同等品）を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を 
　　　組み合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２mm2の配線径をご使用ください。 
＊５　分岐後の配線長さが８ｍを超える場合は、２２mm2の配線径をご使用ください。 

 
 
 
 
 

セット形名 構成ユニット形名 最大電流 
〈Ａ〉 

接地線太さ 
〈mm2〉 

電源配線太さ 
〈mm2〉 

配線用遮断器 
（ＮＦＢ） 
〈Ａ〉 

手元開閉器 
開閉器容量 
〈Ａ〉 

過電流保護器 
〈Ａ〉＊３ 

漏電遮断器 
＊１、＊２ 

B.渡り配線接続

①MAリモコンを用いたシステム例
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〈8〉主電源配線と器具容量
（1）個別配線接続

幹線 接地線 開閉器容量 
（Ａ） 

過電流保護器 
（Ａ）※3

最小太さ（ｍｍ2） 手元開閉器 
配線遮断器 
（Ａ） 

漏電遮断器 
※1※2

形名 構成 
ユニット 

14以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
14以上 75 75 75 75A 100mA　0.1s以下 5.5以上 

5.5以上 

14以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
14以上 5.5以上 60 60 60 60A 100mA　0.1s以下 
14以上 5.5以上 75 75 75 75A 100mA　0.1s以下 
14以上 5.5以上 75 75 75 75A 100mA　0.1s以下 

P224形 
P280形 
P450形 

P560形 

最大電流 
（Ａ） 

44.1
59.7
44.1
44.1
59,7
59.7

－ 
－ 

P224
P224
P280
P280

（注）
※1.電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を取付けてください。
※2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※3.過電流保護器は、B種ヒューズを使用する場合について示します。

幹線 接地線 開閉器容量 
（Ａ） 

過電流保護器 
（Ａ）※3

最小太さ（ｍｍ2） 手元開閉器 
配線遮断器 
（Ａ） 

漏電遮断器 
※1※2

形名 構成 
ユニット 

（a）38以上 
125 125 125 125A 100mA　0.1s以下 

（b）14以上 
（a）60以上 

8以上 

8以上 

150 150 150 150A 100mA　0.1s以下 
（b）14以上 

P450形 

P560形 

最大電流 
（Ａ） 

88.2

119.4

（イ）P224形 
（ロ）P224形 
（イ）P280形 
（ロ）P280形 

※4

※5

（2）組合わせユニットでの渡り配線接続

※1.電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を取付けてください。
※2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※3.過電流保護器は、B種ヒューズを使用する場合について示します。
※4.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、22mm2の配線径をご使用ください。
※5.分岐後の配線長さが8mを超える場合は、38mm2の配線径をご使用ください。
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〈9〉能力特性
（1）正規の配管を使って室内ユニットを接続する場合

（a）システムの冷房･暖房能力の求め方
システムの冷房・暖房能力を求めるには、室外ユニットに接続された全室内ユニットの能力容量を合計し、その合計値

をパラメータとして、次ページ以降の標準能力表より算出してください。

室内ユニット形番 

能力容量 

P22形 

22

P28形 

28

P36形 

36

P45形 

45

P80形 

80

P56形 

56

P71形 

71

室内ユニット形番 

能力容量 

P90形 

90

P112形 

112

P140形 

140

P160形 

160

P224形 

224

P280形 

280

P450形 

450

P560形 

560

①室内ユニットの能力容量

②算出例
a．室内・室外組合せシステム　50Hz地区

●室外ユニット　PUHY-HRP280SCM-E

●室内ユニット　PLFY-P36LMD-E1× 2 台

PLFY-P56LMD-E1× 4 台

b．合計容量の算出

a項の条件より、室内ユニットの能力容量の合計値は、

能力容量の合計値 ＝36×2＋56×4

＝296

c．標準能力表より、合計容量296の欄を見ると（50Hz地区）

標準能力表はJIS8615-1又は2の標準条件で、冷媒配管長7.5mにおける値です。

JIS8615-1又は2標準条件 冷房：室内側　乾球温度27℃　湿球温度19℃ 室外側　乾球温度35℃

暖房：室内側　乾球温度20℃　 室外側 乾球温度 7℃　

湿球温度 6℃

したがって、運転条件が異なる場合は、次ページ以降の各種能力補正を行ってください。

室内ユニット 能　力　（kW） 入　力　（kW）
合計容量　　 冷　房　　 暖　房　　 冷　房 暖　房

28.4 31.6 9.10 9.26296
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①室内ユニットの能力

室内ユニットの能力（kW）＝ [（a）･②･d項で求めた能力]  ×　求めたい室内ユニットの定格能力
室内ユニットの定格能力の合計値

（b）室内ユニット1台の冷房・暖房能力の求め方

d．補正後の冷房･暖房能力の求め方

●補正後の合計能力（kW）＝　標準合計能力　×　能力補正係数

能力補正係数とは、以下の定格条件に対する補正のことをいう。

定格条件：JIS8615-1または2における標準空気条件で、配管長7.5mにおけるシステム

a. 空気条件変化による補正

b. 冷媒配管長補正

c. 霜取補正（暖房のみ）

従って、補正後の合計能力（kW）は以下のようになる。

補正後の合計能力（kW）＝標準合計能力×（空気条件による補正×冷媒配管長補正×霜取補正）

例えば、暖房における下記条件時の補正後の合計能力(kW)は以下のようになる。

＜条件＞

・標準合計暖房能力＝31.5kW

・空気条件：室内吸込み空気乾球温度20℃、室外吸込み空気湿球温度1℃

・配管長20m（曲がり5カ所）

上記空気条件により、空気条件変化による補正係数は1.0、霜取補正係数は0.85。

上記の配管長より、冷媒配管長補正係数は0.99（相当長＝20m＋0.42×5＝22.1m）

空気条件変化による補正、冷媒配管長補正、霜取補正は設計工事マニュアルをご参照ください。

よって、補正後の合計能力（kW）＝31.6kW×1.03×0.85×0.99=27.4kＷ

②算出例
上記（a）･②･a項の組合せシステムで、JIS B8615-1または8615-2の標準条件で冷媒配管長20mとすると

（曲がり5カ所）

a．冷房能力の場合

●冷媒配管長補正係数は 相当長 ＝ 22.1（m）より0.99となる。

●補正後の合計能力は 28.4×0.99＝ 28.1（kW）

●室内ユニットの定格能力の合計値は、 29.6（kW）

●上記（b）･①項の式より室内ユニットの能力は P36形 ＝ 28.1× 36  ＝ 3.4（kW）

P56形 ＝ 28.1× 56  ＝ 5.3（kW）

b．暖房能力の場合

●冷媒配管長補正係数は 相当長＝ 22.1（m）より0.99となる。

●補正後の合計能力は 31.6×0.99＝ 31.3（kW）

●室内ユニットの定格能力の合計値は、 33.2（kW）

●上記（b）･①項の式より室内ユニットの能力は P36形 ＝ 31.3× 40 ＝ 3.8（kW）

P56形 ＝ 31.3× 63 ＝ 5.9（kW）

296

296

332

332
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（2）異径の配管を使って室内ユニットを接続する場合

（a）システムの冷房・暖房能力の求め方

ガス管ワンランクダウン時の能力補正方法について
①分岐配管（ガス管）だけ、②又は主管（ガス管）も分岐配管ともにワンランクダウンする場合は「Ⅰ」へ、

③主管（ガス管）だけがワンランクダウンする場合は「Ⅱ」へ

Ⅰ 分岐配管ワンランクダウン時の能力補正方法について
室内ユニットＰ56，71，112，140，160，224，280，450，560形採用時、分岐配管が１サイズダ

ウンする場合、能力低下が発生します。

その際の能力の求め方は、下記手順にて算出してください。(P3-200 異径配管接続可否一覧表の●印時の冷

媒配管長能力補正）

①補正後の冷房能力の求め方（手順）
(ア) 室内合計容量の算出と能力補正方法

(式Ａ) ［異径配管を接続した室内ユニットの容量］＝［室内ユニットの容量］×［異径配管補正係数］

(式Ｂ) ［室内ユニットの合計容量］＝Σ［正規配管を接続した室内ユニットの合計容量］

＋Σ［異径配管を接続した室内ユニットの合計容量（上記式Ａの合計）］

(イ) システム標準能力の求め方

(式Ｃ) 標準能力表より、上記(式Ｂ)で求めた［室内ユニットの合計容量］の時のシステム「標準能力」

(Ｃ値)を求めます。

(式Ｄ) ［補正後の合計標準能力］＝［標準合計能力］（Ｃ値）×能力補正係数（空気条件による補正、冷

媒配管補正、霜取補正）

(ウ) 室内ユニット１台の能力の求め方

(式Ｅ) ［室内ユニットの能力(kW)］＝[補正後の合計標準能力]×［求めたい室内ユニットの定格能

力］／［室内ユニットの定格能力の合計値］

（ただし、異径配管を接続した室内ユニットの定格能力は、式Ａで求めたものを使用します）

②算出例
システムの冷房・暖房能力を求めるには、室外ユニットに接続された全室内ユニットの能力容量を合計し、

その合計値をパラメータとして、設計工事マニュアルに掲載の「標準能力表」より算出してください。

(ア) 室内ユニットの能力容量

●室内ユニットの能力容量

●室内ユニットＰ56，71，112，140，160，224，280，450，560形の分岐配管が１サイズ

ダウンする場合の異径配管補正係数

設計工事マニュアルに掲載の「異径配管補正係数」より算出してください。

●室内ユニット能力容量

［室内ユニットの合計容量］＝Σ［正規配管を接続した室内ユニットユニットの合計容量

＋Σ［異径配管を接続した室内ユニットの合計容量（上記式Ａの合計）］

室内ユニット形番 
能力容量 

室内ユニット形番 
能力容量 

P224形 
224

P280形 
280

P450形 
450

P560形 
560

P22形 
22

P28形 
28

P36形 
36

P45形 
45

P56形 
56

P71形 
71

P80形 
80

P90形 
90

P112形 
112

P140形 
140

P160形 
160
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(イ) 標準能力表より、上記室内ユニットの能力容量合計により、システムの冷房・暖房能力を求めます。

●室内・室外組合せシステム　50Hz地区

・室外ユニット　PUHY-HRP280SCM-E

・室内ユニット　PLFY-P36LM-E2×2台

PLFY-P56LM-E2×4台　（4台ともガス管側分岐配管φ12.7）

●合計容量の算出

例えば配管長20m（曲がり5ヶ所）の条件時、室内ユニットP56形のガス管側分岐配管がφ12.7の

場合、異径配管補正係数は0.99 [設計工事マニュアル参照]。

よって、室内ユニットの能力容量の合計値は、

能力容量の合計値＝36×2＋56×0.99×4＝294

標準能力表より、合計容量294の欄を見ると

標準能力表はJIS B8615ー1又は2の空気条件で運転した場合の値です。

JIS B8615ー1又は2の標準空気条件

冷房時：室内側　乾球温度27℃、湿球温度19℃、室外側　乾球温度35℃

暖房時：室内側　乾球温度20℃、室外側　乾球温度7℃、湿球温度6℃

したがって、運転条件が異なる場合は、次ページ以降の各種能力補正を行ってください。

(ウ) 補正後のシステム標準能力の求め方

［補正後の合計標準能力］＝［標準合計能力］（Ｃ値）×能力補正係数（空気条件による補正×冷媒配管

補正×霜取補正）

能力補正係数とは、以下の定格条件に対する補正のことをいいます。

定格条件：JIS B8615ー1又は2における標準空気条件におけるシステム

・空気条件変化による補正

・冷媒配管長による補正

・霜取補正（暖房時）

例えば、暖房における下記条件時の補正時の合計能力（kW）は以下のようになる。

＜条件＞

・標準合計暖房能力＝31.5kW

・空気条件：室内吸込み空気乾球温度20℃、室外吸込み空気湿球温度1℃

・配管長20m（曲がり5カ所）

上記空気条件により、空気条件変化による補正係数は1.03、霜取補正係数は0.85。

上記の配管長より、冷媒配管長補正係数は0.99（相当長＝20m＋0.5×5＝22.5m）

よって、補正後の合計能力(kW)＝31.5kW×(1.03×0.99×0.85) ＝27.3kW

空気条件変化による補正、冷媒配管長補正、霜取補正は設計工事マニュアルをご参照ください。

室内ユニット 
合計容量 
 
 

能力kW
冷房 

28.3294

暖房 

31.5

入力kW
冷房 

9.10

暖房 

9.28

(50Hz地区)
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（b）室内ユニット１台の能力の求め方

①室内ユニットの能力
［室内ユニットの能力（ｋW)］＝［補正後の合計標準能力］×［求めたい室内ユニットの定格能力］

／［室内ユニットの定格能力の合計値］

※ただし、異径配管を接続した室内ユニットの定格能力は、式Ａで求めたものを使用する。

②算出例
（1）・（a）･②･a項の組合せシステムで、JIS B8616ー1又は2の標準空気条件で冷媒配管長20mとすると

（曲がり5カ所）

a．冷房能力の場合

●冷媒配管長補正係数は

相当長 ＝ 20＋ 0.5×5 ＝ 22.5(m)より0.99となる。

●補正後の合計能力は

28.3 × 0.99 ＝ 28.0（kW）

●室内ユニットの定格能力の合計値は、

3.6 × 2 ＋ 5.6×0.99 × 4＝29.38（kW）

●上記(b)･①項の式より室内ユニットの能力は

P36形 ＝28.0×3.6/29.38＝3.43（kW）

P56形 ＝28.0×(5.6 ×0.99) / 29.38＝5.28（kW）

b．暖房能力の場合

●冷媒配管長補正係数は

相当長＝ 20＋0.5 × 5 ＝ 22.5(m)より0.99となる。

●補正後の合計能力は

31.5 × 0.99 ＝ 31.2（kW）

●室内ユニットの定格能力の合計値は、

4.0×2＋6.3×0.99×4＝32.95（kW）

●上記(b)･①項の式より室内ユニットの能力は

P36形 ＝ 31.2×4.0/32.95 ＝ 3.79（kW）

P56形 ＝ 31.2×(6.3 ×0.99) / 32.95 ＝ 5.91（kW）

Ⅱ 主配管のみがワンランクダウン時の能力補正方法について
室外ユニットHRP224、HRP280、HRP450、HRP560形採用時、主配管が１サイズダウン（枝管は

正規配管）する場合、能力低下が発生します。

したがって、上記のケース以外（室内ユニットＰ56，71，112，140，160，224，280形のガス配

管がワンランクダウンしない場合）でも、システム標準能力に設計工事マニュアルに掲載の「異径配管補

正係数」で補正する必要があります。

①補正後の冷房能力の求め方（手順）
(ア)室内ユニットの能力容量

［室内ユニットの合計容量］＝ Σ［正規配管を接続した室内ユニットの合計容量］

(イ)標準能力表より、システム標準能力を求める。

(ウ)補正後のシステム標準能力の求め方。

［補正後の合計標準能力］＝［標準合計能力］×異径配管補正係数×空気条件による補正×冷媒配管

補正×霜取補正
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ガス管 

液　管 

P224

× 

● 

● 

◎ 

※ 

× 

× 

▲（65m以内） 

◎ 

△ 

× 

 

P280

× 

× 

● 

● 

◎ 

※ 

× 

▲（45m以内） 

◎ 

△ 

× 

 

P450

× 

× 

× 

× 

● 

◎ 

※ 

× 

▲（50m以内） 

◎ 

△ 

 

P560

× 

× 

× 

× 

● 

● 

◎ 

× 

× 

◎ 

△ 

 

φ15.88 

φ19.05 

φ22.2 

φ25.4 

φ28.58 

φ31.75 

φ38.1 

φ9.52 

φ12.7 

φ15.88 

φ19.05

（1）主配管サイズ 

（2）分岐後、室内ユニットまでの配管サイズ 

表1　室外ユニット異径配管接続可否一覧表 

◎：正規の配管 
●：使用可能（性能低下あり） 
△：使用可能（冷媒量に規定あり…冷媒量判定式参照） 
▲：使用可能（配管長に制約あり） 
×：接続不可 
※：配管長・高低差に制約あり（別途お問い合わせください） 

表2　室内ユニット異径配管接続可否一覧表 

左記は早見表であり、×印の場合でも現地配管接続状況等により対応できるケースもありますので、×印は個別にご照会願います。 

ガス管 

 

 

 

 

 

 

 

φ12.7 

φ15.88 

φ19.05 

φ22.2 

φ25.4 

φ28.58 

φ31.75 

φ38.1 

φ6.35 

φ9.52 

φ12.7 

φ15.88 

φ19.05

◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 
× 

◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 
× 

◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 
× 

◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 
× 

× 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
× 
● 
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 

▲（20m以内） 
◎ 
△ 
× 

× 
× 
× 
● 
● 
◎ 
× 
× 
× 

▲（13m以内） 
◎ 
△ 
× 

× 
× 
× 
× 
× 
● 
◎ 
× 
× 
× 

▲（15m以内） 
◎ 
△ 

× 
× 
× 
× 
× 
● 
● 
◎ 
× 
× 
× 
◎ 
△ 

P22 P28 P36 P45 P56
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

▲（25m以内） 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

P71 P80 P90 P112 P140 P160 P224 P280 P450 P560

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい はい 

はい 

はい 
はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

旧ユニットで使用の冷凍機油の
種類がわかりますか？ 

今回、既設配管流用を検討され
ている配管は室外機と室内機が
接続されていますか？ 

旧ユニットは当社品ですか？ 

当社のビル用マルチを同容量
でリプレースしますか？ 

配管径・配管長は分かっていま
すか 

その冷凍機油はスニソ・MS・バーレル
フリーズ・HAB・フレオールですか？ 

室外機と室内機および室内機と
室内機の高低差が分かりますか？ 

配管径・配管長は分かっていま
すか？ 

配管径・配管長は当社の規格に
合いますか？ 

メーカー・機種・型名がわかりま
すか？ 

形状を確認してください。 

分岐管の形状は分かりますかか？ 

分岐管はＴ、Ｙ、ヘッダ分岐ですか？ 

配管のガス漏れはありませんか？ 

室内機が接続されていない枝
配管がありますか？ 

配管の断熱は剥がれていませ
んか？ 

規定の強度（材質、肉厚、腐食し
ていないこと）を有していますか？ 

室内機と室外機の高低差は５０ｍ（室外機が室
内機よりも下の場合は４０ｍ）以下でかつ室内機
と室内機の高低差は最大で１５ｍ以下ですか？ 

各メーカに問い合わせて調査してください 

調査してください 

新規配管にしてください 

調査してください 

配管だけの状態で放置されていると 
ゴミ等の侵入の可能性があり 
既設配管の使用は避けてください。 

現地で調査してください 

現地で調査してください 

分岐管を当社指定のものに変更してください 

断熱を実施してください 

現地で気密を調査してください 

鉱油回収工程作業中はその枝配管を 
冷媒回路から切離してください。 

既設配管をご使用になれます 新規配管をご使用ください 

リプレース前のユニットは冷媒
の漏れがなく運転可能でしたか？ 

その枝配管は切断可能ですか？ 

配管の気密はできていましたか？ 

液　管 

■冷媒量判定式 
PUHY-HRP224～HRP280SCM-E  ：0.29×L1＋0.2×L2＋0.12×L3＋0.06×L4＋0.024×L5＜18 
PUHY-HRP450～HRP560SCM-E：0.29×L1＋0.2×L2＋0.12×L3＋0.06×L4＋0.024×L5＜25

L1：液管サイズφ19.05mmの配管長（m）  L2：液管サイズφ15.88mmの配管長（m） 
L3：液管サイズφ12.7mmの配管長（m）    L4：液管サイズφ9.52mmの配管長（m） 
L5：液管サイズφ6.35mmの配管長（m） 
 
 

〈10〉異径配管接続可否一覧表 

〈11〉既設配管流用可否の簡易判断（チャート） 
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〈12〉冷媒配管設計
（1）冷媒配管長制限

●HRP224～P280形

L

H
(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
上
の
場
合
) 
 

H
'(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
の
場
合
)

B

e

h

f  

第１分岐 
（分岐ジョイント） 

  

６   

１   

a cb

３   ２   

５   分岐ジョイント   

キャップ 

分岐ヘッダー 

A

D

C d

４   
室内 ユニ ッ ト   室内 ユニ ッ ト   室内 ユニ ッ ト   

室内 ユニ ッ ト   室内 ユニ ッ ト   室内 ユニ ッ ト   

項　　 目   配 管 部 位    

配 管 長    

高 低 差    

配 管 総 延 長  

最 遠 配 管 長    

第1分岐以降の最遠配管長   

室 内  ー 室 内 間  

室内 ー 室外間   
室 外 上  
室 外 下  

（L） 

（  ）    

室外ユニット 

H

h

A＋B＋C＋D＋a＋b＋c＋d＋e＋f

A＋B＋C＋cまたはA＋D＋f

B＋C＋cまたはD＋f

H'

許 容 値  
ズバ暖マルチY 
300m以下 
120m以下 

（相当長150m以下） 
40m以下 
50m以下 

      40m以下 ※1 
15m以下 

    

配 管 長  

  

高 低 差  

  

室 外 ユ ニ ッ ト 間 
配 管 総 延 長 
最 遠 配 管 長（L） 
第1分岐以降の最遠配管長（　） 
室 内 － 室 外 間 
室 内 － 室 内 間 
室外ユニット － 室外ユニット間 

  

 

許 容 値  
ズバ暖マルチY 
10m以下 
300m以下 

120m以下（相当長150m以下） 
40m以下 

50m以下（室外ユニットが下の場合は40m以下） 
15m以下 
0.1m以下 

項　　目 配 管 部 位  

A+B 
A+B+C+D+E+F+G+I+J+a+b+c+d+e+f+g+i 
A(B)+C+G+I+J+iまたはA(B)+C+D+E+F+d 

G+I+J+iまたはD+E+F+d 
H 
h1 
h2 
 

※1：外気10℃以下で冷房時は4ｍ以下 
※2：総冷媒量による規制がありますので、以下の判定式にしたがって、判断してください。 

　　　PUHY-HRP224～HRP280CM-E   ： 0.29×L1＋0.2×L2＋0.12×L3＋0.06×L4＋0.024×L5＜18 
　　　PUHY-HRP450～HRP560SCM-E ： 0.29×L1＋0.2×L2＋0.12×L3＋0.06×L4＋0.024×L5＜25 

※3：2系統の配管を１系統にまとめる場合は、2系統の配管長の差を40m以内としてください。 

※1：外気10℃以下で冷房時は4ｍ以下 
※2：総冷媒量による規制がありますので、以下の判定式にしたがって、判断してください。 

　　　PUHY-HRP224～HRP280CM-E   ： 0.29×L1＋0.2×L2＋0.12×L3＋0.06×L4＋0.024×L5＜18 
　　　PUHY-HRP450～HRP560SCM-E ： 0.29×L1＋0.2×L2＋0.12×L3＋0.06×L4＋0.024×L5＜25 

※3：2系統の配管を１系統にまとめる場合は、2系統の配管長の差を40m以内としてください。 

E

（注）表中の下流ユニット形名合計 
　　　とは上図E点より見た場合の 
　　　形名合計です。 

下流 
ユニットヘ 

L

H

a

h
1

第１分岐 

室内ユニット 

１ 
 

h
2

b

室内ユニット 

2 
 

c

室内ユニット 

3

d

室内ユニット 

4

e

室内ユニット 

5

f

室内ユニット 

6

g

室内ユニット 

7

i

室内ユニット 

8

第1液分配器 
第1ガス分配器 C

(注)
D E F

G I J

BA

（注1）分岐管から室外ユニットへの配管は、分岐管 
　　　に向かって下り勾配になるようにしてください。 

室内ユニットへ 下り勾配 

室内ユニットへ 
上り勾配 

室内ユニットへ 

2m以内 

室内ユニットへ 

2m

配管内に油が滞留し油不足状態となり、圧縮機損傷の原因になりますので、 
分岐管から室外ユニット間の配管が、2mを超えるときは、2m以内にトラップ 
（ガス管のみ）してください。トラップ高さは200mm以上としてください。 

トラップ 
（ガス管のみ） 
トラップ 
（ガス管のみ） 

L1：液管サイズφ19.05mmの配管長（m）  L2：液管サイズφ15.88mmの配管長（m） 
L3：液管サイズφ12.7mmの配管長（m）    L4：液管サイズφ9.52mmの配管長（m） 
L5：液管サイズφ6.35mmの配管長（m） 
 
 

L1：液管サイズφ19.05mmの配管長（m）  L2：液管サイズφ15.88mmの配管長（m） 
L3：液管サイズφ12.7mmの配管長（m）    L4：液管サイズφ9.52mmの配管長（m） 
L5：液管サイズφ6.35mmの配管長（m） 
 
 

●HRP450～P560形
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〈13〉据付工事
（1）据付スペース

1）単独設置の場合 〈単位：mm〉

(イ) ユニット周囲の壁が高さ制約より低い場合

(ハ) ユニット周囲の壁のいずれかまたは全てが高さ制約より〈h〉高い場合

(ロ) 上方に障害物がある場合

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

500以下 

450以上 

L

W

W

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

h

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

500以下 

450＋h以上 

L

W

W

h

240以上 
45°以上 

50

吹出ガイド 
（現地手配） 

1000以上 

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 450＋h以上 

L

W

W

h

500
ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

h

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

h

500

450＋h以上 

L

W

W

h

背面スペース：小 

側面スペース：小 

条件 

100以上 

300以上 

50以上 

15以上 

L W

①ユニットを設置する場合、下図に示すように必要な空間を確保してください。

②ユニット周囲の壁高さが高さ制約を超えた場合、超えた分の寸法〈h〉を表中の通りLおよびWの寸法に加算してくだ

さい。

背面スペース：小 

側面スペース：小 

条件 

100＋h以上 

300＋h以上 

50＋h以上 

15＋h以上 

L W
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2）集中設置・連続設置の場合

①多数のユニットを設置する場合、通路や風の流通を考慮して、各ブロック間に下図のスペースを確保してください。

※印部（ユニットの2方向）は、スペースを空けておくこと。

②単独設置の場合と同様に壁高さ制約を超えた分の寸法〈h〉を、ユニット前・後のスペース寸法に加算してください。

③ユニット前後に壁がある場合は、6台毎に吸込スペース兼通路スペースとして1000mm以上とってください。

h
500

※ 
300＋h以上 

450＋h以上 

※ 

h

30以上 

ユニット 
全高 

h

15＋h以上 

ユニット 
全高 

450以上 

450以上 

h
500

※ 
100＋h以上 

450＋h以上 

※ 

h

100以上 

ユニット 
全高 

h
500

※ 

※ 

h
500

300 
＋h以上 

900以上 

300 
＋h以上 

450＋h以上 

h

450以上 

450以上 

h

500

※ 

100＋h以上 

※ 

ユニット 
全高 

h
500

h

ユニット全高 

300 
＋h以上 

900以上 

1000 
＋h以上 

※ 

※ 

(イ) 横方向連続設置

●側面スペース最小の場合 ●背面スペース最小の場合

(ロ) 前後方向連続設置

●前後に壁がある場合 ●横方向に壁がある場合

(ハ) 2列連続設置

●前後に壁がある場合 ●L字状に壁がある場合

〈単位：mm〉
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〈14〉別売部品表
■室外ユニットオプション 

部　品　名 
トリョウクミタテ 

部　品　コ　ー　ド 
R61 A45010

仕　　様 
5Y 8/1

部　品　名 形　　名 
外部入力用アダプター 
外部出力用アダプター 
Web対応集中コントローラー 

スケジュールタイマー 
液晶レスタイプ 

ON/OFFリモコン 
システムリモコン 
グループリモコン 
伝送線用給電ユニット 
伝送線用給電拡張ユニット 

PAC-SC36NA
PAC-SC37SA
G-150AD
GB-50
PAC-YT34ST-W
PAC-YT40ANR-W
PAC-SF44SR-W
PAC-SC30GR-W
PAC-SC51KU
PAC-SF46EP

拡張コントローラー PAC-YG50EC

■サービス部品（補修塗料） 

■室外ユニットシステムオプション 

※経済産業省で定める「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」において、高調波流出電流が高調波流出電流の上限値を超える場合に 

　設備全体での対策と合わせ採用をご検討ください。アクティブフィルター組み込みは工場受注対応も可能です。 

形　名 集中ドレンパン 圧力計 

PUHY-HRP224SCM-E 

PUHY-HRP280SCM-E
PAC-KK95DP PAC-KP55FACPAC-KK65PG PAC-KP50AAC

本体 取付部品 

アクティブフィルター※ 

（注）防雪フードは下記にて取り扱っておりますので、直接お問合せください。 

●　 
・北日本支社（022）238-1761 ・北海道支店（011）890-7515 ・東京機電支社（03）3454-5511 
・中部支社（052）722-7602 ・北陸支店（076）252-9519 ・関西機電支社（06）6454-0281 
・中四国支社（082）285-2111 ・四国支店（087）831-3186 ・九州支社（092）483-8207 
■詳しくはホームページをご覧ください。 

●株式会社ヤブシタ 
TEL : 011-820-5051　FAX : 011-820-5052 
〒003-0813　北海道札幌市白石区菊水上町3条3丁目52-217 
■詳しくはホームページをご覧ください。 

URL : http://www.yabushita-kikai.co.jp
URL : http://www.melsc.co.jp/
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3.9 リプレースマルチR2 E eco 室外ユニット（2管式冷暖同時）

〈1〉機器構成
■8～10HP

8HP 10HP
室外ユニット 

PURY-RP224CM-E PURY-RP280CM-E

接続可能 
容　量 

室内ユニット 
台　数 1～19台 1～15台 

合計容量 
(室外ユニット容量比)

112～336 
（50～150％） 

140～420 
（50～150％） 

8分岐 10分岐 

親　機 子　機 

13分岐 16分岐 4分岐 分流 
コントローラー 

CMB-P108GA CMB-P1010GA CMB-P1013GA CMB-P1016GA CMB-P104GB

8分岐 

CMB-P108GB

分流 
コントローラー 

4分岐 5分岐 6分岐 8分岐 10分岐 13分岐 16分岐 

CMB-P104G CMB-P105G CMB-P106G CMB-P108G CMB-P1010G CMB-P1013G CMB-P1016G

注）本ユニットを複数台組合わせて使用することはできません。 

P22～P280

リモコンおよびシステムコントローラー等 

パネル（天井カセット、天井ビルトインのみ） 

P22 P28 P36 P45 P56 P71 P80 P90 P112 P140 P160 P224 P280 P450 P560

汎用 

BM
JM
CM
LM
BM
EM

M
M
ML
KM
BM
BMS
HM
LEM
DM

HM

天井 
ｶｾｯﾄ 

天井 

天埋 

壁掛 

床置 

四方向 

二方向 

一方向 

小容量 

大容量 

PLFY

PMFY

PDFY

PEFY

PCFY

PKFY

PFFY

ビルトイン 

ローボーイ 
ダクト 

ダクト 
ホテル向け 

GMPSFYスリム 

厨房用 PCFY

● 
● 

● 
● 

● 

● ● 

● 

● 

● 
● 

● 
● 
● 

● 
● 

● ● ● 

● 
● ● ● ● 

● 
● ● ● ● 

● ● ● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● ● 

● ● ● 
● ● ● ● 

● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 

● ● 

● ● ● 

● ● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● 

● ● ● ● 

● 

パ
ネ
ル
必
要 

M-F

RDF5

CLMD

ロスナイ 

PEFY
RM-FPFFY

LGH
DF5LB

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用 PLFY ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 
● 

LRM床埋込 
PFFY

ローボーイ ● 
RM壁 ビルトイン 

壁 ビルトイン 

● ● ● ● 
● ● ● ● 

●（50） ●（80） ●（100） 

●（100） ●（150） ●（200） 

天吊 
天埋 

天吊 

室温サーモ形 
給気処理 
ユニット 
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〈2〉概略仕様（室外ユニット）

〈3〉運転可能温度範囲

標　　準 

室内吸込 

空気温度 

室外吸込 

空気温度 

全冷房運転時 全暖房運転時 
冷暖房混在運転時 

冷房 暖房 

湿球温度 15～24℃ 

乾球温度 ー5～43℃ 

乾球温度 15～27℃ 

湿球温度 ー20～15.5℃ 

湿球温度 15～24℃ 

 乾球温度 ー5～21℃， 湿球温度 ー6～15.5℃ 

乾球温度 15～27℃ 

電　源 

冷房能力  

暖房能力 

圧縮機用電動機出力 

送風機用電動機出力 

（kW） 

（kW） 

（kW） 

（kW） 

PURY-RP224CM-E

22.4 

25.0 

5.4 

0.46

PURY-RP280CM-E

三相 200V ±10%  50/60Hz

28.0 

31.5 

6.7 

0.46

（注）冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の条件で運転した場合の最大能力です。 
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〈4〉概略仕様（室内ユニット）
冷房能力（kW) 暖房能力（kW)種　類 形　名 

注. 室内ユニットの冷房・暖房能力はJIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の値です。 
注. ※1の壁掛形のPKFY-BMS-E1形は、静かな小部屋用を示します。ホテル、寮などの暗騒音が低い部屋でのご使用には、PKFY-BMS-E1形をご選定ください。なお、その際には必
ず別売外付LEVボックスPAC-SG95LEとの組合せ使用となります。 

注. ※2の冷房・暖房能力は、＜冷房時：室内側吸込空気温度33℃（乾球温度）、28℃（湿球温度）、室外側吸込空気温度33℃（乾球温度）、28℃（湿球温度）、暖房時：室内側吸込空気温度
0℃（乾球温度）、-2.9℃（湿球温度）、室外側吸込空気温度0℃（乾球温度）、-2.9℃（湿球温度）＞によります。 

注. ロスナイの冷暖能力は外気負荷熱処理能力（冷房室内側吸込温度27℃（乾球温度）、19℃（湿球温度）、室外側吸込温度35℃（乾球温度）、24℃（湿球温度）、暖房室内側吸込温度
20℃（乾球温度）、13.8℃（湿球温度）、室外側吸込温度7℃（乾球温度）、6℃（湿球温度））を示し、ロスナイによる熱回収分を含めた値です。 

冷房能力（kW) 暖房能力（kW)種　類 形　名 

PLFY-P22BM-E3 
PLFY-P28BM-E3 
PLFY-P36BM-E3 
PLFY-P45BM-E3 
PLFY-P56BM-E3 
PLFY-P71BM-E3 
PLFY-P80BM-E3 
PLFY-P90BM-E3 
PLFY-P112BM-E3 
PLFY-P140BM-E3 
PLFY-P160BM-E3 
PLFY-P36JM-E1 
PLFY-P45JM-E1 
PLFY-P56JM-E1 
PLFY-P71JM-E1 
PLFY-P22CM-E1 
PLFY-P28CM-E1 
PLFY-P36CM-E1 
PLFY-P45CM-E1 
PLFY-P22LM-E2 
PLFY-P28LM-E2 
PLFY-P36LM-E2 
PLFY-P45LM-E2 
PLFY-P56LM-E2 
PLFY-P71LM-E2 
PLFY-P80LM-E2 
PLFY-P90LM-E2 
PLFY-P112LM-E2 
PLFY-P140LM-E2 
PMFY-P22BM-E2 
PMFY-P28BM-E2 
PMFY-P36BM-E2 
PMFY-P45BM-E2 
PMFY-P36EM-E1 
PMFY-P45EM-E1 
PMFY-P56EM-E1 
PMFY-P71EM-E1 
PMFY-P80EM-E1 
PDFY-P22M-E2 
PDFY-P28M-E2 
PDFY-P36M-E2 
PDFY-P45M-E2 
PDFY-P56M-E2 
PDFY-P71M-E2 
PDFY-P80M-E2 
PDFY-P90M-E2 
PDFY-P112M-E2 
PDFY-P140M-E2 
PEFY-P45M-E1 
PEFY-P56M-E1 
PEFY-P71M-E1 
PEFY-P80M-E1 
PEFY-P90M-E1 
PEFY-P112M-E1 
PEFY-P140M-E1 
PEFY-P160M-E1 
PEFY-P224M-E1 
PEFY-P280M-E1

 
 
 
 
天井カセット形 
（四方向吹出し） 
ワイドパワーカセット 
 
 
 
 

天井カセット形 
（四方向吹出し） 
コンパクトタイプ 
 

天井カセット形 
（四方向吹出し） 
システム天井対応タイプ 
 
 
 
 
 
天井カセット形 
（ニ方向吹出し） 
 
 
 
 

天井カセット形 
（一方向吹出し） 
小容量タイプ 
 
 
天井カセット形 
（一方向吹出し） 
大容量タイプ 
 
 
 
 
 

天井ビルトイン形 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天井埋込形 
 
 
 
 

2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
22.4 
28.0

2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
4.0 
5.0 
6.3 
 8.0  
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
25.0 
31.5

4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
2.2 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
22.4 
28.0 
45.0 
56.0 
5.6 
7.1 
8.0 
11.2 
14.0 
16.0 
2.8 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
11.2 
14.0 
22.4 
28.0 
2.2 
2.8 
9.0 
11.2 
14.0 
16.0 
22.4 
28.0 

28.0
 

 
8.0 
14.0 
3.6 
4.5 
5.6 
7.1 
8.0 
5.46 
8.79 
11.17 
10.36 
13.06 
15.83

5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
10.0 
12.5 
16.0 
18.0 
2.5 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
25.0 
31.5 
50.0 
63.0 
6.3 
8.0 
9.0 
12.5 
16.0 
18.0 
3.2 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
12.5 
16.0 
25.0 
31.5 
2.5 
3.2 
8.5 
10.6 
13.2 
15.1 
21.2 
26.5 

26.5
 

 
9.0 
16.0 
4.0 
5.0 
6.3 
8.0 
9.0 
6.18 
10.11 
12.50 
11.59 
14.49 
17.43

PCFY-P45KM-E1 
PCFY-P56KM-E1 
PCFY-P71KM-E1 
PCFY-P80KM-E1 
PCFY-P90KM-E1 
PCFY-P112KM-E1 
PCFY-P140KM-E1 
PCFY-P160KM-E1 
PKFY-P22BM(S)-E1 
PKFY-P28BM(S)-E1 
PKFY-P36HM-E1 
PKFY-P45HM-E1 
PKFY-P56HM-E1 
PFFY-P28LEM-E1 
PFFY-P36LEM-E1 
PFFY-P45LEM-E1 
PFFY-P56LEM-E1 
PFFY-P71LEM-E1 
PFFY-P224DM-E1 
PFFY-P280DM-E1 
PFFY-P450DM-E2 
PFFY-P560DM-E2 
PSFY-P56GM-E1 
PSFY-P71GM-E1 
PSFY-P80GM-E1 
PSFY-P112GM-E1 
PSFY-P140GM-E1 
PSFY-P160GM-E1 
PFFY-P28LRM-E1 
PFFY-P36LRM-E1 
PFFY-P45LRM-E1 
PFFY-P56LRM-E1 
PFFY-P71LRM-E1 
PFFY-P112RM-E1 
PFFY-P140RM-E1 
PFFY-P224RM-E1 
PFFY-P280RM-E1 
PEFY-P22ML-E1(-R) 
PEFY-P28ML-E1(-R) 
PEFY-P90M-E1-F 
PEFY-P112M-E1-F 
PEFY-P140M-E1-F 
PEFY-P160M-E1-F 
PEFY-P224M-E1-F 
PEFY-P280M-E1-F 

PFFY-P280RM-E1-F 
 
PCFY-P80HM-E1 
PCFY-P140HM-E1 
PLFY-P36CLMD-E1 
PLFY-P45CLMD-E1 
PLFY-P56CLMD-E1 
PLFY-P71CLMD-E1 
PLFY-P80CLMD-E1 
LGH-50RDF5 
LGH-80RDF5 
LGH-100RDF5 
LB-100DF5 
LB-150DF5 
LB-200DF5

 
 
 

天吊形 
 
 
 
 

壁掛形　※1 
(小容量タイプ) 

壁掛形 
(大容量タイプ) 
 
 

床置形 
（ローボーイ） 
 
 
 

床置形 
 
 
 
 
床置形 
（スリム） 
 
 
 

床置埋込形 
（ローボーイ） 
 
 
 

壁ビルトイン形 
 
 

天井埋込形 
（ホテル向け） 

 
天井埋込形 
室温サーモ形給気 
処理ユニット 
※2 

 壁ビルトイン形 
室温サーモ形給気 
処理ユニット ※2 

天吊形 
厨房用 

 

天井カセット形 
クリーンルーム用 
 
 
 
 

ロスナイ 
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〈5〉仕様
■RP224～RP280形

※1 外気温度条件は、乾球温度2℃、湿球温度1℃です。
※2 アクティブフィルターは、RP224形は対象外となります。
（注1） 冷房・暖房能力は、JIS8615-1又は2の標準条件で運転した場合の最大能力です。
（注2） 分流コントローラーの仕様につきましてはP3-65・P3-66をご参照ください。

室外ユニット形名 PURY-RP224CM-E PURY-RP280CM-E

電 源 三相　200V 50/60Hz

冷房能力 kW 22.4 28.0

暖房能力 kW 25.0 31.5

暖房低温能力 ※１ kW 20.0 25.0

冷　房 kW 6.08 8.24

消費電力 暖　房 kW 6.33 9.14

電 暖房低温 ※1 kW 6.44 8.99

気
電　流

冷　房 Ａ 19.51 26.43

特 暖　房 Ａ 20.31 29.32

性
力　率

冷　房 ％ 90 90

暖　房 ％ 90 90

始動電流 Ａ 15 15

熱交換器形式 クロスフィンチューブ

圧　形式 × 個数 全密閉形 × １

縮　電動機出力 kW 5.4 6.7

機 始動方式 インバーター始動

クランクケースヒーター kW 0.035 0.035

送 形式×個数 プロペラファン×１

風 風　量 m3/min 185 185

機 電動機出力 kW 0.46 0.46

法定冷凍トン トン 2.79 3.94

霜取方法 リバースサイクル

高圧保護 圧力センサー・圧力開閉器（4.15MPa、3.6MPa）

保護装置 圧縮機／送風機 過電流保護・過昇保護／温度開閉器

インバーター回路 過電流保護・過昇保護

冷媒配管
低圧管 mm φ25.4ロウ付 φ28.58ロウ付

高圧管 mm φ19.05ロウ付 φ19.05ロウ付

騒音値 dB[A特性] 56 57

騒音値（低騒音モード） dB[A特性] 44 44

外　装（マンセルＮｏ） 溶融亜鉛メッキ鋼板（表面処理：ポリエステル樹脂　色：マンセル　5Ｙ8／1）

高　さ mm 1650 1650

外形寸法 幅 mm 920 920

奥　行 mm 760 760

製品質量 kg 215 215

取付可能部品 圧力計・防雪フード・集中ドレンパン・アクティブフィルター※2・伝送線用給電拡張ユニット
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〈6〉外形寸法図
●PURY-RP224, 280CM-E形 

185

14
6

140221

14
5

14
5

58
75

201

21
7

2

φ19.05ろう付 

※１・・・現地配管を拡管して直接操作弁にろう付してください。 
※２・・・付属の接続管をご使用ください。 

φ25.4ろう付 
φ28.58ろう付 

低圧側 高圧側 

操作弁接続口仕様 
低圧側 高圧側 
Ｂ Ａ 

操作弁位置寸法 
接続管仕様 

形　名 

RP280CM形 
RP224CM形 

92
86

150221

空気 
吸込 

空気 
吸込 

90

＜付属品＞（下記記載のユニットのみに付属） 
●冷媒＜低圧＞接続管 ・・・・・・・・・・2個 
　　・RP280形 ・・・・・・・・付属品内に同梱 

760

25 552555

空気 
吸込 

空気吹出 
920

80
15
0

18

76
0

15
0
15
0
15
0

77

BA

（据付ピッチ） 

（
据
付
ピ
ッ
チ
）
 

（
76
0）
 

80 760 80 18
72
4（
72
1～
72
7で
対
応
）
 
18

13
1

83251
186

5

6

4 7

3

1

24
0

14
10

16
50

54

※2
※1

263261 ※1

884 18

⑥ 

150×92ノックアウト穴 底面通し穴 
② 

冷媒操作弁＜高圧＞ 
冷媒操作弁＜低圧＞ 

２×２－１４×２０長穴 

サービスパネル 
　　 ノックアウト穴 
＜圧力計(別売品)取付用＞ 

制御ＢＯＸ 

配管用 

電源配線用 

伝送用配線 

前面通し穴 

前面通し穴 
前面通し穴 

前面通し穴 

前面通し穴 

底面通し穴 

140×77ノックアウト穴 
Φ45ノックアウト穴 

Φ65もしくはΦ40ノックアウト穴 
Φ52もしくはΦ27ノックアウト穴 
Φ52ノックアウト穴 
Φ34ノックアウト穴 

① 

③ 
④ 
⑤ 

⑦ 

NO. 用途 仕様 

注１．ユニット周囲の必要空間と基礎施工時の注意事項は、 
　　　〈14〉据付工事を参照してください。 
　２．ろう付け時は、操作弁本体へ濡れタオル等を巻き、 
　　　本体温度が１２０℃以上にならない様にしてください。 
　３．分流コントローラーＧタイプを接続する場合、 
　　　付属の接続管をご使用ください。 
　４．室外ユニットの底面には複数の穴があるため、設置後に 
　　　ドレンが落下します。集中排水が必要な場合は 
　　　室外ユニット用集中ドレンパン（別売）をご使用ください。 冷媒操作弁＜低圧＞ 

冷媒操作弁＜高圧＞ 

＜防雪ﾌ-ﾄ（゙別売品）取付用穴＞ 

2X5-φ4.6穴 
(樹脂部の開口加工必要） 

※ 分流コントローラーの外形寸法図につきましてはP3-70～P3-72をご参照ください。
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②M-NETリモコンを用いたシステム例

プルボックス 

ＴＢ２ 

Ｓ 
(１,２)(Ａ,Ｂ)

(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５ 

注8

注8

注8

　８．分岐口数が１６分岐以下の場合、分流コントローラーＧタイプを接続してください。 
　　　分岐口数が１６分岐を超える場合、分流コントローラーＧＡ（親機）、ＧＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。（ＰＵＲＹ－ＲＰ２８０形） 

注５ 

注７ 

注７ 

注６ 

注７ 

注７ 

注６ 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子に接続してください。 
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド） 
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に差し換えてください。 
　　　その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、必ず差し換えた室外ユニットの 
　　　アース端子に接続してください。　 
　５．ＭＡリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。 
　６．ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。 
　　　（ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。また、併用時の伝送線用給電拡張ユニット必要台数は、 
　　　〈Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム〉と同一になります。また、MAスマートリモコンはペア接続できません。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡリモコン線を渡り配線して 
　　　ください。 

注３ 

注４ 注４ 

ＴＢ０１ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ａ,Ｂ)
Ｓ 

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ 

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

(Ａ,Ｂ)
Ｓ 

ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

1.6mm以上 
ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 
(１,２)

(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 
(１,２)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ Ｓ Ｓ 
(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ 

ＭＡリモコン線 
0.3～1.25mm2

３７．８ 
２７．３ 

＜Ａ＞ 
最大電流 

３.５以上 ５０ 
４０ 

５０ １４以上 ６０ 
３.５以上 ８以上 ４０ ６０ 

50A 100mA 0.1s以下 
40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 

＊１、＊２ 
漏電遮断器 過電流保護器 

＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 
開閉器容量 

手元開閉器 

＊３ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 
＜Ａ＞ 

電源配線太さ 
＜mm2＞ ＜mm2＞ 

接地線太さ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

ＴＢ７ 
(Ｓ)

ＴＢ７ 
(Ａ,Ｂ)

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

別の系統ヘ 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

(R,S,T)

CN41→CN40差換え 
室外ユニット 

システムコントローラー 

電源 
三相２００Ｖ 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

＜漏電遮断器＞ 

ＴＢ１ 

アース 

＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

＜漏電遮断器＞ 
＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 
　詳しくは設計・工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

電源 
単相または 
三相200V

1.6mm以上 

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製 
　　 NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用 
　　 遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 PURY-RP280CM-E

PURY-RP224CM-E

形 名 

〈手元開閉器〉 
〈配線用遮断器〉 

〈漏電遮断器〉 ＴＢ２ 

ＴＢ１ 

ＴＢ２ ＴＢ３ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 

Ｓ Ｓ 

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ 

Ｅ 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

アース 

注８ 

電源 
単相100V
または 
単相200V

プルボックス 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

注９,注１１ 

注４ 注４ 

注３ 

注６ 注５,注１０ 

注７ 注７ 

注６ 

１１．分岐口数が１６分岐以下の場合、分流コントローラーＧタイプを接続してください。 
　　　分岐口数が１６分岐を超える場合、分流コントローラーＧＡ（親機）、ＧＢ（子機） 
　　　タイプを接続してください。（ＰＵＲＹ－ＲＰ２８０形） 

※上記は、分流コントローラーを３台接続した場合の伝送線用給電拡張ユニット 
　必要台数です。分流コントローラーの台数が少なくなる場合、分流コントローラー 
　１台につき、室内ユニット２台を加算できます。 

　８．室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット（別売）が必要になります。 
　　　（室内ユニットの接続可能台数は、各室外ユニットの仕様書に従ってください。） 

１台 

１５～１９台 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 

１１～１９台 

９．伝送線用給電拡張ユニット接続時は、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの 
　　室内ユニット接続台数（Ｎ１)を１０台（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：１４台） 
　　以下、伝送線用給電拡張ユニット以降の室内ユニット接続台数（Ｎ２）を１６台 
　　（室内ユニットが全て２２４形未満の場合：１９台）以下にしてください。 
　　分流コントローラーは、室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニット間に接続してください。 
　　※上記台数（Ｎ１）は、分流コントローラーを３台接続した場合です。分流コントローラー 
　　　の台数が少なくなる場合、分流コントローラー１台につき、室内ユニット２台を 
　　　加算できます（Ｎ１のみ）。 
　　（伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず 
　　　伝送線用給電拡張ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続してください。） 

接続される室内ユニットが 
２２４形未満の場合 
接続される室内ユニットに 
２２４形以上が含まれる場合 

注１．伝送線は全て２線式で極性がありません。 
　２．　印はネジ端子台を示します。 
　３．伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず室外ユニットのアース端子に接続して 
　　　ください。また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の 
　　　室内ユニットの端子Ｓ（シールド）へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続 
　　　してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。） 
　４．システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、給電装置を接続するか、 
　　　または１台の室外ユニットのみで給電コネクター（ＣＮ４１）を（ＣＮ４０）に 
　　　差し換えてください。その際、集中管理用伝送線（シールド線）のシールドアースは、　 
　　　必ず差し換えた室外ユニットのアース端子に接続してください。　 
　５．Ｍ－ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。 
　　 （ただし、１０ｍを超える場合は、室内外伝送線と同一仕様とし、その部分を室内外 
　　　 伝送線最遠長の内数としてください。） 

１０．（　）内は、コンパクトリモコンの配線径です。 

　６．ＭーＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。 
　　 （ただし、システムコントローラー使用時は併用可能です。） 
　７．室内ユニットを同一グループにする場合は、室内ユニット及びＭ－ＮＥＴリモコンの 
　　　アドレス設定またはシステムコントローラーにより登録してください。 

形 名 

PURY-RP224CM-E
PURY-RP280CM-E

接地線太さ 
＜mm2＞ ＜mm2＞ 

電源配線太さ 

＜Ａ＞ 

配線用遮断器 
 （ＮＦＢ） 

＊３ 

手元開閉器 
開閉器容量 
＜Ａ＞ ＜Ａ＞ 

過電流保護器 
漏電遮断器 
＊１、＊２ 

40A 30mAまたは100mA 0.1s以下 
50A 100mA 0.1s以下 

６０ ４０ ８以上 ３.５以上 
６０ １４以上 ５０ 

４０ 
５０ ３.５以上 

最大電流 
＜Ａ＞ 
２７．３ 
３７．８ 

1.6mm以上 

〈システムコントローラーを接続した場合〉 

システムコントローラー 

集中管理用伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

アース 

ＴＢ１ 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

電源 
三相２００Ｖ 

室外ユニット 
CN41→CN40差換え 

(R,S,T) (Ａ,Ｂ)
ＴＢ７ 

(Ｓ)
ＴＢ７ 

ＴＢ３ 
(Ａ,Ｂ)

別の系統ヘ 

Ｓ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ０２ ＴＢ０１ 

(Ｒ,Ｓ)

分流コントローラー（子機） 

分流コントローラー（子機） 

(Ｒ,Ｓ)
Ｓ 

(Ａ,Ｂ)

電源 
単相または 
三相200V

＊接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により 
　電源仕様が異なりますので 

室内外伝送線 
1.25mm2以上 
シールド線 
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

ＴＢ０１ ＴＢ０２ 

分流コントローラー（親機） 

ＴＢ０２ 
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ 
(ｼｰﾙﾄﾞ)

ＴＢ０１ 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

Ｎ２　注９ Ｎ１　注９ 

M-NET
リモコン 

M-NETリモコン線 
 0.3～1.25mm2
(0.75～1.25mm2)

ＴＢ２ ＴＢ２ ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ Ｓ Ｓ 
(１,２)(１,２)(１,２) (Ａ,Ｂ)(Ａ,Ｂ)

(Ｒ,Ｓ)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ５ ＴＢ５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

室内ユニット 

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

1.6mm以上 
ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 
(１,２)

(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５ 
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

(ｼｰﾙﾄﾞ)

Ｓ 
(１,２)(Ａ,Ｂ)

ＴＢ５ ＴＢ１５ (Ｒ,Ｓ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

M-NET
リモコン 

(MVVS)

＊１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　 
＊２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
＊３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。 

　詳しくは設計・工事マニュアルを 
　ご参照ください。 

〈7〉機外配線図
●PURY-RP224, RP280CM-E

①MAリモコンを用いたシステム例
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〈8〉主電源配線と器具容量

（注）
※1.電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を取付けてください。
※2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※3.過電流保護器は、B種ヒューズを使用する場合について示します。
※4.受電容量やブレーカー容量は、電動機出力を拠りどころとせず、最大電流値（機外配線図参照）を参考に選定ください。

■個別配線接続

幹線 接地線 開閉器容量 
（Ａ） 

過電流保護器 
（Ａ）※3

最小太さ（ｍｍ2） 手元開閉器 
配線用遮断器 
（Ａ） 

漏電遮断器 
※1、※2

形  名 構成 
ユニット 

－ 8以上 3.5以上 60 40 40 40A 30mAまたは100mA　0.1s以下 
－ 14以上 3.5以上 60 50 50 50A 100mA　0.1s以下 

RP224形 
RP280形 
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〈9〉能力特性
（1）正規の配管を使って室内ユニットを接続する場合

（a）システムの冷房･暖房能力の求め方

室内ユニット形番 

能力容量 

P22形 

22

P28形 

28

P36形 

36

P45形 

45

P80形 

80

P56形 

56

P71形 

71

室内ユニット形番 

能力容量 

P90形 

90

P112形 

112

P140形 

140

P160形 

160

P224形 

224

P280形 

280

システムの冷房・暖房能力を求めるには、室外ユニットに接続された全室内ユニットの能力容量を合計し、その合計値

をパラメータとして、次ページ以降の標準能力表より算出してください。

①室内ユニットの能力容量

②算出例
a．室内・室外組合せシステム　50Hz地区

●室外ユニット　PURY-RP280CM-E

●室内ユニット　PLFY-P36LM-E2× 2 台

PLFY-P56LM-E2× 4 台

b．合計容量の算出

a項の条件より、室内ユニットの能力容量の合計値は、

能力容量の合計値 ＝36×2＋56×4

＝296

c．標準能力表より、合計容量296の欄を見ると（50Hz地区）

室内ユニット 能　力　（kW） 入　力　（kW）
合計容量　　 冷　房　　 暖　房　　 冷　房 暖　房

28.4 31.5 8.32 9.00

標準能力表はJIS8615-1又は2の標準条件で、冷媒配管長7.5mにおける値です。

JIS8615-1又は2標準条件 冷房：室内側　乾球温度27℃　湿球温度19℃ 室外側　乾球温度35℃

暖房：室内側　乾球温度20℃　 室外側 乾球温度 7℃　

湿球温度 6℃

したがって、運転条件が異なる場合は、次ページ以降の各種能力補正を行ってください。

296
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①室内ユニットの能力

室内ユニットの能力（kW）＝ [（a）･②･d項で求めた能力]  ×　求めたい室内ユニットの定格能力
室内ユニットの定格能力の合計値

（b）室内ユニット1台の冷房・暖房能力の求め方

d．補正後の冷房･暖房能力の求め方

●補正後の合計能力（kW）＝　標準合計能力　×　能力補正係数

能力補正係数とは、以下の定格条件に対する補正のことをいう。

定格条件：JIS8615-1または2における標準空気条件で、配管長7.5mにおけるシステム

a. 空気条件変化による補正

b. 冷媒配管長補正

c. 分流コントローラー分岐口補正（冷房のみ）

d. 霜取補正（暖房のみ）

従って、補正後の合計能力（kW）は以下のようになる。

補正後の合計能力（kW）＝標準合計能力×（空気条件による補正×冷媒配管長補正×

分流コントローラー分岐口補正（冷房のみ）×霜取補正（暖房のみ））

例えば、暖房における下記条件時の補正後の合計能力(kW)は以下のようになる。

＜条件＞

・標準合計暖房能力＝31.5kW

・空気条件：室内吸込み空気乾球温度20℃、室外吸込み空気湿球温度1℃

・配管長20m（曲がり5カ所）

上記空気条件により、空気条件変化による補正係数は0.96、霜取補正係数は0.83。

上記の配管長より、冷媒配管長補正係数は0.99（相当長＝20m＋0.5×5＝22.5m）

空気条件変化による補正、冷媒配管長補正、霜取補正は設計工事マニュアルをご参照ください。

よって、補正後の合計能力（kW）＝31.5kW×0.96×0.83×0.99=24.8kＷ

②算出例
上記（a）･②･a項の組合せシステムで、JIS B8615-1または8615-2の標準条件で冷媒配管長20mとすると

（曲がり5カ所）

a．冷房能力の場合

●冷媒配管長補正係数は 相当長 ＝ 22.5（m）より0.97となる。

●補正後の合計能力は 28.4×0.97＝ 27.5（kW）

●室内ユニットの定格能力の合計値は、 29.6（kW）

●上記（b）･①項の式より室内ユニットの能力は P36形 ＝ 27.5× 36  ＝ 3.3（kW）

P56形 ＝ 27.5× 56  ＝ 5.2（kW）

b．暖房能力の場合

●冷媒配管長補正係数は 相当長＝ 22.5(m)より0.99となる。

●補正後の合計能力は 31.5×0.99＝ 31.2（kW）

●室内ユニットの定格能力の合計値は、 33.2（kW）

●上記（b）･①項の式より室内ユニットの能力は P36形 ＝ 31.2× 40 ＝ 3.8（kW）

P56形 ＝ 31.2× 63 ＝ 5.9（kW）

296

296

332

332
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（2）異径の配管を使って室内ユニットを接続する場合

（a）システムの冷房・暖房能力の求め方

ガス管ワンランクダウン時の能力補正方法について
①分岐配管（ガス管）だけ、②又は主管（ガス管）も分岐配管ともにワンランクダウンする場合は「Ⅰ」へ、

③主管（ガス管）だけがワンランクダウンする場合は「Ⅱ」へ

Ⅰ 分岐配管ワンランクダウン時の能力補正方法について
室内ユニットＰ56，71，112，140，160，224，280，450，560形採用時、分岐配管が１サイズダ

ウンする場合、能力低下が発生します。

その際の能力の求め方は、下記手順にて算出してください。(P3-217 異径配管接続可否一覧表の●印時の冷

媒配管長能力補正）

①補正後の冷房能力の求め方（手順）
(ア) 室内合計容量の算出と能力補正方法

(式Ａ) ［異径配管を接続した室内ユニットの容量］＝［室内ユニットの容量］×［異径配管補正係数］

(式Ｂ) ［室内ユニットの合計容量］＝Σ［正規配管を接続した室内ユニットの合計容量］

＋Σ［異径配管を接続した室内ユニットの合計容量（上記式Ａの合計）］

(イ) システム標準能力の求め方

(式Ｃ) 標準能力表より、上記(式Ｂ)で求めた［室内ユニットの合計容量］の時のシステム「標準能力」

(Ｃ値)を求めます。

(式Ｄ) ［補正後の合計標準能力］＝［標準合計能力］（Ｃ値）×能力補正係数（空気条件による補正、冷

媒配管補正、霜取補正）

(ウ) 室内ユニット１台の能力の求め方

(式Ｅ) ［室内ユニットの能力(kW)］＝[補正後の合計標準能力]×［求めたい室内ユニットの定格能

力］／［室内ユニットの定格能力の合計値］

（ただし、異径配管を接続した室内ユニットの定格能力は、式Ａで求めたものを使用します）

②算出例
システムの冷房・暖房能力を求めるには、室外ユニットに接続された全室内ユニットの能力容量を合計し、

その合計値をパラメータとして、設計工事マニュアルに掲載の「標準能力表」より算出してください。

(ア) 室内ユニットの能力容量

●室内ユニットの能力容量

●室内ユニットＰ56，71，112，140，160，224，280，450，560形の分岐配管が１サイズ

ダウンする場合の異径配管補正係数

設計工事マニュアル掲載の「異径配管補正係数」より算出してください。

●室内ユニット能力容量

［室内ユニットの合計容量］＝Σ［正規配管を接続した室内ユニットユニットの合計容量

＋Σ［異径配管を接続した室内ユニットの合計容量（上記式Ａの合計）］

室内ユニット形番 
能力容量 

室内ユニット形番 
能力容量 

P224形 
224

P280形 
280

P450形 
450

P560形 
560

P22形 
22

P28形 
28

P36形 
36

P45形 
45

P56形 
56

P71形 
71

P80形 
80

P90形 
90

P112形 
112

P140形 
140

P160形 
160
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(イ) 標準能力表より、上記室内ユニットの能力容量合計により、システムの冷房・暖房能力を求めます。

●室内・室外組合せシステム　50Hz地区

・室外ユニット　PUHY-RP280CM-E1

・室内ユニット　PLFY-P36LM-E2×2台

PLFY-P56LM-E2×4台　（4台ともガス管側分岐配管φ12.7）

●合計容量の算出

例えば配管長20m（曲がり5ヶ所）の条件時、室内ユニットP56形のガス管側分岐配管がφ12.7の

場合、異径配管補正係数は0.99 [設計工事マニュアル参照]。

よって、室内ユニットの能力容量の合計値は、

能力容量の合計値＝36×2＋56×0.99×4＝294

標準能力表より、合計容量294の欄を見ると

標準能力表はJIS B8615ー1又は2の空気条件で運転した場合の値です。

JIS B8615ー1又は2の標準空気条件

冷房時：室内側　乾球温度27℃、湿球温度19℃、室外側　乾球温度35℃

暖房時：室内側　乾球温度20℃、室外側　乾球温度7℃、湿球温度6℃

運転条件が異なる場合は、設計工事マニュアルをご参照ください。

(ウ) 補正後のシステム標準能力の求め方

［補正後の合計標準能力］＝［標準合計能力］（Ｃ値）×能力補正係数（空気条件による補正×冷媒配管

補正×霜取補正）

能力補正係数とは、以下の定格条件に対する補正のことをいいます。

定格条件：JIS B8615ー1又は2における標準空気条件におけるシステム

・空気条件変化による補正

・冷媒配管長による補正

・霜取補正（暖房時）

例えば、暖房における下記条件時の補正時の合計能力（kW）は以下のようになる。

＜条件＞

・標準合計暖房能力＝31.5kW

・空気条件：室内吸込み空気乾球温度20℃、室外吸込み空気湿球温度1℃

・配管長20m（曲がり5カ所）

上記空気条件により、空気条件変化による補正係数は0.96、霜取補正係数は0.83。

上記の配管長より、冷媒配管長補正係数は0.99（相当長＝20m＋0.5×5＝22.5m）

よって、補正後の合計能力(kW)＝31.5kW×(0.96×0.99×0.83) ＝24.85kW

空気条件変化による補正、冷媒配管長補正、霜取補正は設計工事マニュアルをご参照ください。

室内ユニット 
合計容量 
 
 

能力kW
冷房 

28.3294

暖房 

31.5

入力kW
冷房 

8.32

暖房 

9.01

(50Hz地区)
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（b）室内ユニット１台の能力の求め方

①室内ユニットの能力
［室内ユニットの能力（ｋW)］＝［補正後の合計標準能力］×［求めたい室内ユニットの定格能力］

／［室内ユニットの定格能力の合計値］

※ただし、異径配管を接続した室内ユニットの定格能力は、式Ａで求めたものを使用する。

②算出例
（1）・（a）・② ･ a項の組合せシステムで、JIS B8616ー1又は2の標準空気条件で冷媒配管長20mとすると

（曲がり5カ所）

a．冷房能力の場合

●冷媒配管長補正係数は

相当長 ＝ 20＋ 0.5×5 ＝ 22.5(m)より0.99となる。

●補正後の合計能力は

28.3 × 0.99 ＝ 28.0（kW）

●室内ユニットの定格能力の合計値は、

3.6 × 2 ＋ 5.6×0.99 × 4＝29.38（kW）

●上記(b)･①項の式より室内ユニットの能力は

P36形 ＝28.0×3.6/29.38＝3.43（kW）

P56形 ＝28.0×(5.6 ×0.99) / 29.38＝5.28（kW）

b．暖房能力の場合

●冷媒配管長補正係数は

相当長＝ 20＋0.5 × 5 ＝ 22.5(m)より0.99となる。

●補正後の合計能力は

31.5 × 0.99 ＝ 31.2（kW）

●室内ユニットの定格能力の合計値は、

4.0×2＋6.3×0.99×4＝32.95（kW）

●上記(b)･①項の式より室内ユニットの能力は

P36形 ＝ 31.2×4.0/32.95 ＝ 3.79（kW）

P56形 ＝ 31.2×(6.3 ×0.99) / 32.95 ＝ 5.91（kW）

Ⅱ 主配管のみがワンランクダウン時の能力補正方法について
室外ユニットＲＰ224、ＲＰ280形採用時、主配管が１サイズダウン（枝管は正規配管）する場合、能

力低下が発生します。

したがって、上記のケース以外（室内ユニットＰ56，71，112，140，160，224，280形のガス配

管がワンランクダウンしない場合）でも、システム標準能力に設計工事マニュアルに掲載の「異径配管補

正係数」で補正する必要があります。

①補正後の冷房能力の求め方（手順）
(ア)室内ユニットの能力容量

［室内ユニットの合計容量］＝ Σ［正規配管を接続した室内ユニットの合計容量］

(イ)標準能力表より、システム標準能力を求める。

(ウ)補正後のシステム標準能力の求め方。

［補正後の合計標準能力］＝［標準合計能力］×異径配管補正係数×空気条件による補正×冷媒配管

補正×霜取補正
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高圧管 

低圧管 

RP224

× 

● 

◎ 

× 

× 

● 

● 

◎ 

× 

× 

RP280

× 

× 

◎ 

× 

× 

× 

● 

● 

◎ 

× 

φ12.7 

φ15.88 

φ19.05 

φ22.2 

φ15.88 

φ19.05 

φ22.2 

φ25.4 

φ28.58 

φ31.75

（1）主配管サイズ 

（2）分岐後、室内ユニットまでの配管サイズ 

表1　室外ユニット異径配管接続可否一覧表 

◎：正規の配管 

○：使用可能 

●：使用可能（性能低下あり） 

△：使用可能（冷媒量に規定あり…冷媒量判定式参照） 

▲：使用可能（配管長に制約あり） 

×：接続不可 

表2　室内ユニット異径配管接続可否一覧表 

左記は早見表であり、×印の場合でも現地配管接続状
況により対応できるケースもありますので、×印は個
別に紹介願います。 

ガス管 

 

 

 

 

 

 

 

φ12.7 

φ15.88 

φ19.05 

φ22.2 

φ25.4 

φ28.58 

φ31.75 

φ38.1 

φ6.35 

φ9.52 

φ12.7 

φ15.88 

φ19.05

◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 
× 

◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 
× 

◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 
× 

◎ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 
× 

× 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
× 
● 
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 

▲（20m以内） 
◎ 
△ 
× 

× 
× 
× 
● 
● 
◎ 
× 
× 
× 

▲（13m以内） 
◎ 
△ 
× 

P22 P28 P36 P45 P56
● 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

▲（25m以内） 
◎ 
△ 
× 
× 

× 
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
◎ 
△ 
× 
× 

P71 P80 P90 P112 P140 P160 P224 P280

いいえ 

いいえ 

いいえ 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ いいえ 

はい 

既設ユニットは当社品ですか？
※形名は右 

既設ユニットは正常に運転
可能ですか？ 

当社のビル用マルチを同
容量でリプレースしますか？ 

リプレース後の室内ユニット台数、
接続容量が制約を満足していますか？ 

配管径・配管長は分かって
いますか？ 

規定の強度（材質、肉厚、腐食し
ていないこと）を有していますか？ 

今回、既設配管流用を検討されている配
管は室外ユニットと分流コントローラと
室内ユニットが接続されていますか？ 

分流コントローラの1分岐あたりに2台
以上の室内ユニットが接続されていませ
んか？ 

既設ユニットの不具合箇所を調査し修理 
して下さい。 

いいえ 
調査してください 

いいえ 
個別に照会ください 

いいえ 分岐管の種類を調査してください。 
Y形分岐管の場合、当社T形分岐管への 
取替えが必要になります。 

いいえ 

いいえ 

漏れ箇所を修正し、現地で気密を確認 
してください。 

いいえ 
断熱を実施してください 

既設配管をご使用になれます 新規配管をご使用ください 

制約範囲内になるよう調整して下さい 

配管だけの状態で放置されているとゴ 
ミ等の進入の可能性があるため、既設 
配管の使用は避けてください 

液　管 

〈11〉既設配管流用可否の簡易判断（チャート） 

■冷媒量判定式 
PURY-RP224～RP280CM-E：0.16×L1＋0.11×L2＋0.12×L3＋0.06×L4＋0.024×L5＜28 L1：高圧管サイズφ19.05mmの配管長（m） L2：高圧管サイズφ15.88mmの配管長（m） 

L3：液管サイズφ12.7mmの配管長（m） L4：液管サイズφ9.52mmの配管長（m） 
L5：液管サイズφ6.35mmの配管長（m） 
 
 

 
高低差、総延長、最遠長などの
制約を満足していますか？ 

配管のガス漏れはありませんか？ 

室内ユニットが接続されて
いない枝配管がありませんか？ 

配管の断熱は剥れていませんか？ 

スタート 

室内ユニットが接続されていない枝配 
管を取外して分岐口を閉止ください。 

当社R22対応R2機種 
　PURY-200M-A 
 250M-A 
 J224M-A 
 J280M-A 
 J224M-B 
 J280M-B

〈10〉異径配管接続可否一覧表 
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□はい 
 
□はい 
 
□はい 
□はい 
□はい 
□はい 
 
 
□はい 
□いいえ 
□わからない 
□はい 
 
□はい 
□はい 
□いいえ 
□はい 
 
 
 
□はい 
□はい 
□はい 
□はい 
□はい 
□はい 
□はい 
□いいえ 
 
□はい 
 
 
□はい 
 
□はい 

チェック 内　容 項目 

既設ユニット 
 
 
 
 
 
 
既設配管 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設置スペース 
 
天候・気温 

当社製シティマルチＲ２ですか？ 
（PURY- 200M-A/250M-A/J224M-A/J280M-A/J224M-B/280M-B） 
冷媒（R22）の過不足はありませんか？ 
冷媒が不足しているとR22冷媒が必要となる場合があります。 
通信、高圧、吐出温度異常などの異常を発報しませんか？ 
圧縮機は故障していませんか？ 
遅くとも鉱油回収試運転作業の12時間前には室外ユニットを通電してください。 
流用される既設配管は、配管だけの状態で放置されていませんでしたか？ 
更新時まで既設配管には室外ユニットと分流コントローラ、室内ユニットが 
接続されていましたか？ 
既設製品ご使用時において、ガス漏れが起因するトラブルなどがないこと 
または修理されていることを確認されましたか？ 
 
上記7で、いいえ又はわからないと回答の場合 
既設配管にガス漏れがないことを確認してください 
今回流用する既設配管および断熱材は良好な状態ですか？ 
分岐管を使用している場合、分岐管の形状はT形ですか？ 
 
上記10でいいえと回答の場合 
既設配管で使用していたY形の分岐管は使用できません。1分岐口に2台以上の室内ユ 
ニットを接続している場合、１分岐口に1台の室内ユニットとするか、もしくは分岐管 
をR410A対応の分岐管（CMY-Y102S-D）に変更してください。  
配管径は当社規定範囲ですか？ 
既設配管は規定の強度（材質、肉厚）を有していますか？ 
既設配管は腐食していないことを確認されましたか？ 
室内ユニットが接続されない既設配管はありませんか？ （盲腸配管がありませんか？） 
流用する既設配線、電源設備は当社規定とあっていますか？ 
配管支持の固定が緩んでいませんか？ 
室内ユニット形名が100（112）未満もしくは分岐口以降の室内ユニットの 
合計容量が81（90）未満ですか？ 
※室外ユニット形名がPURY-200/250M-A以外の場合、( )内数値になります。 
上記18でいいえと回答の場合 
分コンのガス分岐口がφ15.88であるのに対して、既設のガス管がφ19.05であるた 
め、新たにφ15.88-φ19.05の異径継ぎ手が、現地手配で必要となります 
壁高さ、サービススペース、ユニット間隔など、更新ユニットを据付けることが出来る 
条件を満たしていますか？ 
鉱油回収試運転をする際には、天候、空気条件が既設ユニットの運転範囲内であること 
を確認してください 

1 
 
2 
 
3 
4 
5 
6 
 
 
7 
 
 
8 
 
9 
10 
 
11 
 
 
 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
 
 
19 
 
 
20 
 
21

鉱油回収試運転作業を行う前に以下の点について確認ください。全ての項目で問題ないことを確認しなければ 
鉱油回収試運転および更新ユニットで空調運転をすることは出来ません。 
適切な改善を実施し、必ず全ての項目で問題ないことを確認してください。 

〈12〉鉱油回収試運転実施前の確認事項
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〈13〉冷媒配管長設計
（1）冷媒配管長制限

■16分岐以下の場合＜分流コントローラー標準機または親機のみ使用時＞

a b 

H H' 

h1 

A 

h2 

室外ユニット 

 分流コントローラー 

レデューサ （P22～P56形） 
(分流コントローラー付属品)

B 

d 

c 
合流管セット 
(CMY-R160-FA） 

分岐管 
（CMY-Y102S-D） 

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 

室内ユニット 

（P22～P90形） （P112～P280形） 1分岐口に最大3台まで 
合計容量P90以下 

配
管
長 

高
低
差 

配 管 総 延 長  
最 遠 配 管 長  
室外－分流コントローラー間 
分流コントローラー－室内間 
　 　 　 　 　 　 室 外 上  
室 内 － 室 外 間 　 　 　 　  
　 　 　 　 　 　 室 外 下

 

室内－分流コントローラー間  
室 内 － 室 内 間  

項　　目 配管部位 
A＋B＋a＋b＋c＋d 

A＋B＋d 
A 
B＋d  
H 
H' 
h1 
h2

220m以下 
100（90）m以下［相当長125（115）m以下］※1 

70（60）m以下 ※1 
30m以下 
50m以下 
40m以下 

15m（10m）以下 ※2 
15m（10m）以下 ※2

許容値 

※1. 室内ユニットの合計容量が室外ユニット容量の130％を超える場合、 （     ）内数値になります。 
※2. 室内ユニットの接続容量が、P224形以上の場合は、（     ）内数値になります。  
  
注1. P112～P160形室内ユニットを接続する場合、既設の合流管は使用できません。通常は別売品の合流管キット（形名：CMY-

R160-FA）を使用し、分岐口2箇所を合流した後接続してください。  
（その際には分流コントローラーDIP-SW4-6をONしてください。）  
P112～P160形室内ユニットを分岐口1箇所に接続することも可能です。（その際には分流コントローラーDIP-SW4-6を
OFFしてください。）但し、冷房能力が多少低下します。  
（工場出荷時はDIP-SW4-6はOFF設定となっています。）  

注2. P224, P280形室内ユニットと他の容量の室内ユニットと同一分岐口で接続しないでください。  
注3. 同一分岐口に複数の室内ユニットを接続する場合、それぞれの室内ユニットで同時に冷房・暖房運転をすることはできません。 
注4. 既設のY形分岐管は使用できません。必ずR410A対応分岐管（CMY-Y102S-D）に変更してください。なお、既設の分岐管

がT形分岐管であればそのまま使用できます。 
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■16分岐を超える場合や複数の分流コントローラーを設置する場合

配
管
長 

高
低
差 

配 管 総 延 長  
最 遠 配 管 長  
室外－分流コントローラー間 
分流コントローラー－室内間 
　 　 　 　 　 　 室 外 上  
室 内 － 室 外 間 　 　 　 　  
　 　 　 　 　 　 室 外 下

 

室内－分流コントローラー間  
室 内 － 室 内 間  
分流コントローラー（親機もしくは子機） 
－分流コントローラー（子機）間 

項　　目 配管部位 
A＋B＋C＋D＋E＋a＋b＋c＋d＋e＋f 

A＋C＋E＋f 
A 

B＋d もしくは C＋D＋e もしくは C＋E＋f 
H 
H' 
h1 
h2 

h3

220m以下 
100（90）m以下［相当長125（115）m以下］※1 

70（60）m以下 ※1 
30m以下 
50m以下 
40m以下 

15m（10m）以下 ※2 
15m（10m）以下 ※2 

15m以下 

許容値 

※1. 室内ユニットの合計容量が室外ユニット容量の130％を超える場合、 （     ）内数値になります。 
※2. 室内ユニットの接続容量が、P224形以上の場合は、（     ）内数値になります。  
 
注1. 分岐数が16分岐を超える場合は、分流コントローラーが2～3台（親機・子機）必要となり、かつ分流コントローラー間の配管

は3管となります。 
注2. 分流コントローラー子機を2台接続する場合は、上記許容値の内数としてください。  
注3. 分流コントローラー子機を2台接続する場合、2台の分流コントローラー子機は並列に設置ください。 
注4. P112～P160形室内ユニットを接続する場合、既設の合流管は使用できません。通常は別売品の合流管キット（形名：CMY-

R160-FA）を使用し、分岐口2箇所を合流した後接続してください。 
（その際には分流コントローラーDIP-SW4-6をONしてください。）  
 P112～P160形室内ユニットを分岐口1箇所に接続することも可能です。（その際には分流コントローラーDIP-SW4-6を
OFFしてください。）但し、冷房能力が多少低下します。 
（工場出荷時はDIP-SW4-6はOFF設定となっています。） 

注5. P224, P280形室内ユニットと他の容量の室内ユニットと同一分岐口で接続しないでください。  
注6. 同一分岐口に複数の室内ユニットを接続する場合、それぞれの室内ユニットで同時に冷房・暖房運転をすることはできません。 
注7. 分流コントローラー子機CMB-P･GBタイプへの室内ユニット接続可能合計容量（GBタイプ2台接続時は2台分の合計）は

P400形以下です。 
注8. 既設のY形分岐管は使用できません。必ずR410A対応分岐管（CMY-Y102S-D,CMY-Y102L-D1）に変更してください。

なお、既設の分岐管がT形分岐管であればそのまま使用できます。 

室外ユニット 

分流コントローラー親機 

分流コントローラー子機 

分流コントローラー子機 

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 

室内ユニット 

室内ユニット 

分岐管 
（CMY-Y102L-D1） 
（CMY-Y102S-D） 

レデューサ （P22～P56形） 
(分流コントローラー付属品)

分岐管 
（CMY-Y102S-D） 

a 

C 

b 

H H' 

h1 
h1 

B 

c d f 

h3 

D 

E 

A e h1 

h2 

（P22～P90形） （P112～P280形） 1分岐口に最大3台まで 
合計容量P90以下 

合流管セット 
(CMY-R160-FA） 
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〈14〉据付工事
（1）据付スペース

1）単独設置の場合 〈単位：mm〉
①ユニットを設置する場合、下図に示すように必要な空間を確保してください。
②ユニット周囲の壁高さが高さ制約を超えた場合、超えた分の寸法〈h〉を表中の通りLおよびWの寸法に加算し
てください。

(イ) ユニット周囲の壁が高さ制約より低い場合

(ハ) ユニット周囲の壁のいずれかまたは全てが高さ制約より〈h〉高い場合

(ロ) 上方に障害物がある場合

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

500以下 

450以上 

L

W

W

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

h

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

500以下 

450＋h以上 

L

W

W

h

240以上 
45°以上 

50

吹出ガイド 
（現地手配） 

1000以上 

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 450＋h以上 

L

W

W

h

500
ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

h

ユ
ニ
ッ
ト
全
高
以
下 

h

500

450＋h以上 

L

W

W

h

背面スペース：小 

側面スペース：小 

条件 

100以上 

300以上 

50以上 

15以上 

L W

背面スペース：小 

側面スペース：小 

条件 

100＋h以上 

300＋h以上 

50＋h以上 

15＋h以上 

L W
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2）集中設置・連続設置の場合
①多数のユニットを設置する場合、通路や風の流通を考慮して、各ブロック間に下図のスペースを確保してくだ
さい。※印部（ユニットの2方向）は、スペースを空けておくこと。

②単独設置の場合と同様に壁高さ制約を超えた分の寸法〈h〉を、ユニット前・後のスペース寸法に加算してく
ださい。

③ユニット前後に壁がある場合は、6台毎に吸込スペース兼通路スペースとして1000mm以上とってください。

h
500

※ 
300＋h以上 

450＋h以上 

※ 

h

30以上 

ユニット 
全高 

h

15＋h以上 

ユニット 
全高 

450以上 

450以上 

h
500

※ 
100＋h以上 

450＋h以上 

※ 

h

100以上 

ユニット 
全高 

h
500

※ 

※ 

h
500

300 
＋h以上 

900以上 

300 
＋h以上 

450＋h以上 

h

450以上 

450以上 

h

500

※ 

100＋h以上 

※ 

ユニット 
全高 

h
500

h

ユニット全高 

300 
＋h以上 

900以上 

1000 
＋h以上 

※ 

※ 

(イ) 横方向連続設置
●側面スペース最小の場合 ●背面スペース最小の場合

(ロ) 前後方向連続設置
●前後に壁がある場合 ●横方向に壁がある場合

(ハ) 2列連続設置
●前後に壁がある場合 ●L字状に壁がある場合

〈単位：mm〉
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〈15〉別売部品表
■別売部品一覧表 

部　品　名 
トリョウクミタテ 

部　品　コ　ー　ド 
R61 A45010

仕　　様 
5Y 8/1

■サービス部品（補修塗料） 

形　名 

PAC-KK95DP
PAC-KP55FAC

アクティブフィルター※ 

本体 取付部品 
集中ドレンパン 圧力計 

PURY-RP224CM-E 

PURY-RP280CM-E
PAC-KK65PG

PAC-KP50AAC

※経済産業省で定める「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」において、 

　高調波流出電流が高調波流出電流の上限値を超える場合に設備全体での対策と合わせ採用をご検討ください。 

部　品　名 形　　名 
外部入力用アダプター 
外部出力用アダプター 
Web対応集中コントローラー 

スケジュールタイマー 
液晶レスタイプ 

ON/OFFリモコン 
システムリモコン 
グループリモコン 
伝送線用給電ユニット 
伝送線用給電拡張ユニット 

PAC-SC36NA
PAC-SC37SA
G-150AD
GB-50
PAC-YT34ST-W
PAC-YT40ANR-W
PAC-SF44SR-W
PAC-SC30GR-W
PAC-SC51KU
PAC-SF46EP

拡張コントローラー PAC-YG50EC

■室外ユニットシステムオプション 

●　 
・北日本支社（022）238-1761 ・北海道支店（011）890-7515 ・東京機電支社（03）3454-5511 
・中部支社（052）722-7602 ・北陸支店（076）252-9519 ・関西機電支社（06）6454-0281 
・中四国支社（082）285-2111 ・四国支店（087）831-3186 ・九州支社（092）483-8207 
■詳しくはホームページをご覧ください。 

●株式会社ヤブシタ 
TEL : 011-820-5051　FAX : 011-820-5052 
〒003-0813　北海道札幌市白石区菊水上町3条3丁目52-217 
■詳しくはホームページをご覧ください。 

URL : http://www.yabushita-kikai.co.jp
URL : http://www.melsc.co.jp/

（注）防雪フードは下記にて取り扱っておりますので、直接お問合せください。 

※ 分流コントローラーの別売部品表につきましてはP3-87をご参照ください。
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I 

機｠種｠ PLFY-｠
P22BM-E3

PLFY-｠
P28BM-E3

PLFY-｠
P36BM-E3

PLFY-｠
P45BM-E3

PLFY-｠
P56BM-E3

PLFY-｠
P71BM-E3

PLFY-｠
P80BM-E3

PLFY-｠
P90BM-E3

PLFY-｠
P112BM-E3

PLFY-｠
P140BM-E3

PLFY-｠
P160BM-E3項｠目｠

電源｠ 単相200V　50/60Hz
冷｠房｠能｠力｠ ｠
ＳＨＦ｠

2.2 2.8 3.6 4.5 5.6 7.1
0.83 0.83 0.82 0.81 0.76 0.73

暖｠房｠能｠力｠ ｠ 2.5 3.2 4.0 5.0 6.3 8.0

電｠
気｠
特｠
性｠

消費電力｠ kW
kW

冷房｠ 0.03/0.03 0.04/0.04 0.05/0.05
暖房｠ 0.02/0.02 0.03/0.03 0.04/0.04

電流｠ A
A

冷房｠ 0.17/0.17 0.22/0.22 0.28/0.28
暖房｠ 0.12/0.12 0.17/0.17 0.23/0.23

力率｠ %
%

<H>
<W>
<D>

冷房｠ 88/88 91/91 89/89
暖房｠ 87/87 88/88 87/87

8.0｠
0.72｠
9.0｠

0.06/0.06｠
0.05/0.05｠
0.34/0.34｠
0.28/0.28｠
88/88｠
89/89

9.0｠
0.71｠
10.0｠
0.07/0.07｠
0.06/0.06｠
0.39/0.39｠
0.34/0.34｠
90/90｠
88/88

11.2｠
0.72｠
12.5｠
0.13/0.13｠
0.12/0.12｠
0.73/0.73｠
0.68/0.68｠
89/89｠
88/88

14.0｠
0.70｠
16.0｠
0.14/0.14｠
0.13/0.13｠
0.78/0.78｠
0.73/0.73｠
90/90｠
89/89

16.0｠
0.69｠
18.0｠
0.15/0.15｠
0.14/0.14｠
0.83/0.83｠
0.79/0.79｠
90/90｠
89/89

パネル外装｠
（マンセルNo.）｠ 標準パネル　マンセル<6.4Y｠8.9/0.4>

外形寸法｠
mm
(｠)はパネル寸法｠

高さ｠ 258(35) 298(35)
幅｠ 840(950)

奥行き｠ 840(950)
熱交換器形式｠ クロスフィン｠

送｠
風｠
機｠

形式×個数｠ ターボファン×１｠
風　量｠ 12.5-12-11.5-1114-13-12-11 16-14-13-12 18-16-15-14 20-18-16-15 22-20-18-16 31-28-24-21 32-29-25-22 33-30-26-23
機｠外｠静｠圧｠ 0
電動機出力｠ 0.050 0.120

防音・断熱材｠ 発泡PS

エアフィルター｠ PPハニカム織（ロングライフフィルター，抗菌仕様）｠

冷媒配管寸法｠ ガス側｠ φ12.7 φ15.88
液側｠ φ6.35 φ9.52

ドレン配管寸法｠ ＶＰー25接続可｠
騒音値（強/中1/中2/弱）dB[A特性] 30-29-28-27 31-29-28-27 31-30-28-27 32-30-29-28 34-32-30-28 37-35-32-30 44-41-38-34 45-42-39-35 46-43-40-36

製品質量｠
本体｠ 22 23 27
パネル｠ 6

補助ヒーター｠ ヒータ付き機種なし｠
注1.｠｠冷房・暖房能力は、JIS8615-1条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、｠
　　｠｠暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。｠

kW

kW

m /min3

Pa
kW

kg
kg

mm
mm

kW

I 

PLFY-P36JM-E1 PLFY-P45JM-E1 PLFY-P56JM-E1 PLFY-P71JM-E1
電源｠ 単相｠200V｠50/60Hz
冷房能力｠ kW 3.6 4.5 5.6 7.1

暖房能力｠ kW 4.0 5.0 6.3 8.0
0.08/0.09 0.09/0.10 0.10/0.11
0.08/0.09 0.09/0.10 0.10/0.11

電流｠ 0.45/0.50 0.50/0.55 0.55/0.60
0.45/0.50 0.50/0.55 0.55/0.60

外装｠（｠マンセル｠No.) 標準化粧パネル　マンセル（6.4Y｠8.9/0.4)

外形｠
高さ｠<H> mm 298(30)

寸法｠
幅｠<W> mm 660(760)
奥行｠<D> mm 660(760)

熱交換器形式｠ クロスフィン｠
形式×個数｠ ターボファン×1

15.0-14.5-14.0-13.0 16.0-15.0-14.0-13.0 17.0-16.0-15.0-14.0
機外静圧｠ Pa 0
電動機出力｠ kW 0.030

防音・断熱材｠ ポリエチレンシート｠
エアフィルター｠ PPハニカム織（抗菌仕様）｠
冷媒配管　ガス側｠mm φ12.7
寸法｠ 液側｠ mm φ6.35

φ15.88
φ9.52

ドレン配管寸法｠ VP-25接続可｠
35-34-32.5-31 37-35.5-34-32 39-38-36.5-35

製品質量｠ kg 19(3.7) 20(3.7)

ＳＨＦ｠ 0.78 0.73 0.71 0.70

注1.｠冷房・暖房能力は、｠JIS8615-1条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、｠
　　｠暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。｠｠
注2.｠外形寸法と製品質量の（　）内数値は、化粧パネルの値です。｠｠

電
気
特
性

冷房　　｠｠kW消費｠
電力｠ 暖房　　｠｠kW

冷房　　｠｠｠A
暖房　　｠｠｠A

風量（強/弱）m /min3送
風
機

騒音値（強/弱）dB[A特性]

■天井カセット形4方向吹出し（コンパクトタイプ）：PLFY-JM-E1 外形図はP3-236を参照ください。

3.10 シティマルチ室内ユニット
〈1〉仕様
■天井カセット形4方向吹出し：PLFY-BM-E3 外形図はP3-235を参照ください。
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■天井カセット形2方向吹出し：PLFY-LM-E2

PLFY-P22CM-E1 PLFY-P28CM-E1 PLFY-P36CM-E1 PLFY-P45CM-E1
ヒーターレス：単相200V 50/60Hz

2.2 2.8 3.6 4.5
0 .85 0 .79 0 .74 0 .68
2.5 3.2 4.0 5.0

0.05／0.05 0.05／0.05 0.06／0.06 0.06／0.06
0.05／0.05 0.05／0.05 0.06／0.06 0.06／0.06
0.27／0.27 0.27／0.27 0.32／0.32 0.32／0.32
0.27／0.27 0.27／0.27 0.32／0.32 0.32／0.32

ピュアホワイト<6.4Y｠8.9/0.4>
235＜20＞
570＜650＞
570＜650＞
クロスフィン
ターボファン

10-9 -8 11-9 -8
0

0 . 015 0 .02
ポリエチレンシート

ＰＰハニカム織（ロングライフフィルター、抗菌仕様）
－

φ12 .7
φ6 . 35

ＶＰー25接続可
37-31 -28 39 - 34 -30
15.5＜3＞ 17＜3＞

電源
冷房能力 kW（注1）

kW（注1）
ＳＨＦ
暖房能力
消費　冷房 kW
電力 暖房 kW

電流
冷房 A
暖房 A

外装（マンセルNo.)

外形
高さ<H> mm

寸法
幅< W > mm
奥行<D> mm

熱交換器形式
形式×個数
風量（強/中/弱）m /min3

機外静圧 Pa
電動機出力 kW

防音・断熱材
エアフィルター
補助電気ヒーター kW
冷媒配管　ガス側 mm
寸法 液側 mm
ドレン配管寸法
騒音値（強/中/弱）dB[A特性]（注2）
製品 質量 kg

電
気
特
性

送
風
機

注1.冷房・暖房能力は、JIS｠B｠8615-1条件<冷房時：室内側吸込空気温度27℃（乾球温度）、19℃（湿球温度）、室外側吸込空気温度35℃（乾球温度）、暖房時：室内側吸込
空気温度20℃（乾球温度）、室外側吸込空気温度7℃（乾球温度）、6℃（湿球温度）>によります。

注2.騒音値はJIS規格に準じて、反響音の少ない無響音室で測定した数値です。実際に据付けた状態で測定すると、周囲の騒音や反響等の影響を受け、表示数値より大きくなるの
が普通です。

注3.外形寸法と製品質量の＜　＞内数値は化粧パネルの値を示す。

電源｠ 単相200V　50／60Hz

ＳＨＦ｠
冷房能力｠ kW(注1）

暖房能力｠ kW(注1）
消費　｠ kW
電力｠ 暖房｠

冷房｠
kW

kW

電流｠
冷房｠ A
暖房｠ A

外｠｠｠｠装（マンセルNo.）｠
外形｠
寸法｠
(注3）

高さ｠<H> mm
幅｠<W> mm
奥行｠<D> mm

熱交換器形式｠
形式×個数｠

機外静圧｠ Pa
電動機出力｠ kW

エアフィルター｠
補助ヒーター｠
冷媒配管｠ mm
寸法｠ 液側｠

ガス側｠
mm

ドレン配管寸法｠

製品質量｠
※注1.｠冷房・暖房能力は、JIS｠B｠8615-1条件<冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、｠暖房時：室内側吸込空気温度

乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。｠｠
※注2.｠騒音はJIS規格に準じて、反響音の少ない無響音室で測定した数値です。実際に据付けた状態で測定すると、周囲の騒音や反響等の影響を受け、表示数値より大きくなるの

が普通です。｠
※注3.｠外形寸法と製品質量の〈　〉内数値は、化粧パネルの値です。｠

電
気
特
性｠

風量（強/中/弱）m /min3送
風
機｠

騒音値（強/中/弱）dB[A特性]
kg(注3）

2.8｠
0.74｠
3.2

5.6｠
0.67｠
6.3｠

0.09/0.10｠
0.07/0.08｠
0.50/0.53｠
0.37/0.42

2.2｠
0.83｠
2.5

3.6｠
0.71｠
4.0｠

0.07/0.08｠
0.05/0.06｠
0.40/0.42｠
0.27/0.31｠

｠

0.07｠/｠0.07｠
0.05｠/｠0.05｠
0.39｠/｠0.39｠
0.26/｠0.28

4.5｠
0.66｠
5.0｠

0.08/0.09｠
0.06/0.07｠
0.44/0.47｠
0.31/0.36

7.1｠
0.68｠
8.0｠

0.10/0.11｠
0.08/0.09｠
0.54/0.57｠
0.41/0.46

8.0｠
0.70｠
9.0｠

0.11/0.12｠
0.09/0.10｠
0.59/0.62｠
0.46/0.51

9.0｠
0.69｠
10.0｠

0.15/0.16｠
0.13/0.14｠
0.79/0.83｠
0.66/0.72

11.2｠
0.70｠
12.5｠

0.16/0.18｠
0.14/0.16｠
0.86/0.92｠
0.73/0.81

14.0｠
0.72｠
16.0｠

0.34/0.36｠
0.32/0.34｠
1.99/2.07｠
1.86/1.96

9.5-8.0-6.5 15.5-13.0-10.0 19.0-16.0-13.5 22.0-18.5-15.5 25.0-21.0-17.5 33.0-30.0-27.0-24.010.5-8.5-7.0 12.5-11.0-9.0

31-28-25 34-31-27 35-32-29 37-35-30
23｠〈6.5〉｠ 24〈6.5〉｠ 27〈7.5〉｠28〈7.5〉｠

38-34-30 38-35-31 40-37-33 43-41-39-37
39〈12.5〉｠44〈12.5〉｠47〈12.5〉｠56〈13.0〉｠

776〈1080〉（｠946〈1250〉） 1446〈1750〉 1708〈2012〉｠
606〈710〉｠

ターボファン×1 ターボファン×2 シロッコファン×4

φ12.7 φ15.88
φ6.35 φ9.52

290〈20〉｠
946〈1250〉
634〈710〉

0
0.015 0.020 0.050 0.055 0.035×2 0.040×2 0.095×2

クロスフィン

PPハニカム織（抗菌仕様）｠

PVC管　VP-25接続可｠

本体：溶融亜鉛メッキ鋼板／化粧パネル：ABS（マンセル〈6.4Y｠8.9/0.4〉）／サービスパネル：溶融亜鉛メッキ鋼板（アクリル塗装)

PLFY-｠
P22LM-E2

PLFY-｠
P28LM-E2

PLFY-｠
P36LM-E2

PLFY-｠
P45LM-E2

PLFY-｠
P56LM-E2

PLFY-｠
P71LM-E2

PLFY-｠
P80LM-E2

PLFY-｠
P90LM-E2

PLFY-｠
P112LM-E2

PLFY-｠
P140LM-E2

－｠

外形図はP3-237を参照ください。

■天井カセット形4方向吹出し（システム天井対応タイプ）：PLFY-CM-E1（受注生産品）外形図はP3-236を参照ください。
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■天井カセット形1方向吹出し（小容量タイプ）：PMFY-BM-E2

PMFY-P36EM-E1 PMFY-P45EM-E1 PMFY-P56EM-E1 PMFY-P71EM-E1 PMFY-P80EM-E1
単相｠200V｠50/60Hz

3.6 4.5 5.6 7.1 8.0

4.0 5.0 6.3 8.0 9.0
0.09/0.10 0.09/0.11 0.11/0.16
0.09/0.10 0.09/0.11 0.11/0.16
0.46/0.50 0.46/0.55 0.57/0.80
0.46/0.50 0.46/0.55 0.57/0.80
本体：溶亜鋼板／パネル：溶亜鋼板アクリル樹脂塗装｠(6.4Y8.9/0.4)

198(10)
940(1190) 1240(1490)

610(690)
クロスフィン｠

シロッコファン×2 シロッコファン×3
10.5-8/11.5-8 10.5-8.5/11.5-8.5 15.5-12.5/17-12.5

0
0.04 0.05 0.08

PPハニカム織｠（｠抗菌仕様｠）｠
φ12.7 φ15.88
φ6.35 φ9.52

PVC管　｠VP-25接続可｠
39-33/41-33 39-34/42-34 42-37/44-37

28（5.5）｠ 35（6.5）｠

電源｠
冷房能力｠ kW

暖房能力｠ kW
消費｠ 冷房｠ kW
電力｠ 暖房｠ kW
電流｠ 冷房｠ A

暖房｠ A
外装｠（マンセル｠No.)

外形｠ 高さ｠<H> mm

寸法｠ 幅｠<W> mm
奥行｠<D> mm

熱交換器形式｠
形式×個数｠
風量（強/弱）｠m /min3

機外静圧｠ Pa
電動機出力｠ kW

エアフィルター｠
冷媒配管　ガス側｠mm
寸法｠ 液側｠ mm
ドレン配管寸法｠
騒音値｠（強/弱）｠dB[A特性]
製品｠質量｠ kg

0.69 0.66 0.64 0.69 0.67ＳＨＦ｠

電｠
気｠
特｠
性｠

送｠
風｠
機｠

注1. 冷房・暖房能力は、JIS8615-1条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、
 暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20｠℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。
注2. 外形寸法と製品質量の（｠）内数値は、化粧パネルの値です。｠

PMFY-P22BM-E2 PMFY-P28BM-E2 PMFY-P36BM-E2 PMFY-P45BM-E2
単相｠200V｠50/60Hz

2.2 2.8 3.6 4.5

2.5 3.2 4.0 5.0
0.035/0.035 0.045/0.045
0.035/0.035 0.045/0.045
0.20/0.20 0.26/0.26
0.20/0.20

0.037/0.037
0.037/0.037
0.21/0.21
0.21/0.21 0.26/0.26

本体：溶亜鋼板／標準化粧パネル：ABS樹脂アクリル塗装(6.4Y8.9/0.4)
230(30)
812(1000)
395(470)
クロスフィン｠

ラインフローファン×1
8.7-8.0-7.2-6.5 9.3-8.6-8.0-7.3 10.7-9.7-8.7-7.7

0
0.028

PPハニカム織（抗菌仕様）｠
φ12.7
φ6.35

PVC管　VP-20接続可｠
35-33-30-27 37-36-34-32 39-37-35-33

14(3.0)

電源｠
冷房能力｠ kW

暖房能力｠
0.76 0.72 0.68 0.66ＳＨＦ｠

kW
消費｠
電力｠

冷房　　 kW
暖房　 kW
冷房　　 A
暖房　　 A

電流｠

外装｠（マンセル｠No.)

外形｠
高さ｠<H> mm

寸法｠
幅｠<W> mm
奥行｠<D> mm

熱交換器形式｠
形式×個数｠
風量（強/中1/中2/弱）m /min3

機外静圧｠ Pa
電動機出力｠ kW

エアフィルター｠
冷媒配管　ガス側｠mm
寸法｠ 液側｠ mm
ドレン配管寸法｠
騒音値（強/中1/中2/弱）dB[A特性]
製品質量｠ kg
注1.｠ ｠冷房・暖房能力は、JIS8615-1条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、｠

暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。｠
注2.｠ ｠外形寸法と製品質量の（　）内数値は、化粧パネルの値です。｠

送
風
機｠
電
気
特
性｠

外形図はP3-238を参照ください。

■天井カセット形1方向吹出し（大容量タイプ）：PMFY-EM-E1 外形図はP3-238を参照ください。
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ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン 

シ
テ
ィ
マ
ル
チ
室
内
ユ
ニ
ッ
ト 

PDFY- PDFY- PDFY- PDFY- PDFY- PDFY- PDFY- PDFY- PDFY-
P22M-E2 P28M-E2 P36M-E2 P45M-E2 P56M-E2 P71M-E2 P80M-E2 P90M-E2 P112M-E2P140M-E2

単相｠200V｠50/60Hz
2.2 2.8 3.6 4.5 5.6 7.1 8.0

2.5 3.2 4.0 5.0 6.3 8.0 9.0 10.0 12.5 16.0
0.13/0.14｠
0.11/0.12｠
0.71/0.76｠
0.55/0.60

0.13/0.14｠
0.11/0.12｠
0.71/0.76｠
0.55/0.60

0.13/0.14｠
0.11/0.12｠
0.71/0.76｠
0.55/0.60

0.17/0.19｠
0.15/0.17｠
0.95/1.03｠
0.78/0.87

0.17/0.19｠
0.15/0.17｠
0.95/1.03｠
0.78/0.87

0.19/0.21｠
0.17/0.19｠
1.07/1.19｠
0.95/1.09

0.20/0.23｠
0.18/0.21｠
1.11/1.25｠
0.99/1.15

0.21/0.24｠
0.19/0.22｠
1.12/1.27｠
1.00/1.16

0.34/0.39｠
0.32/0.37｠
1.94/2.18｠
1.81/2.05

0.40/0.49｠
0.38/0.47｠
2.24/2.65｠
2.11/2.52

本体：溶融亜鉛メッキ鋼板／パネル：6.4Y8.9/0.4
295(58) 335(58)

710(790) 960(1040) 1160(1240) 1510(1590)
735(600) 775(600)

クロスフィン｠
シロッコファン×1 シロッコファン×2
8.5-7.5-6.5-6.0 14.0-12.5-11.0-10.0 18.0-16.0-14.0-12.5 19.5-17.5-15.5-13.5 21.0-14.5 28.0-19.5 34.0-24.0

35(15,85) 35(85)
0.035 0.085 0.095 0.065 0.075 0.135

合成繊維不織布エアフィルター（ロングライフ・抗菌仕様）｠
φ12.7 φ15.88
φ6.35 φ9.52

外径32（PVC管　VP-25接続可）｠
37-35-33-32 38-36-34-32 39-37-35-33 40-38-36-34 41-39-37-35 41-35 44-38

25.5(5) 27(5) 32(6) 34(6) 39(7) 52(8.5)

電源｠
冷房能力｠

0.85 0.75 0.70 0.74 0.73 0.72 0.72 0.70 0.70 0.72
9.0 11.2 14.0

ＳＨＦ｠
kW

暖房能力｠ kW

電流｠

外装｠（｠マンセル｠No.)

外形｠
高さ｠<H> mm

寸法｠
幅｠<W> mm
奥行｠<D> mm

熱交換器形式｠
形式×個数｠

機外静圧｠ Pa
電動機出力｠ kW

エアフィルター｠
冷媒配管｠ mm
寸法｠ 液側｠

ガス側｠
mm

ドレン配管寸法｠

製品｠質量｠ kg

PDFY-｠

電
気
特
性｠

冷房　　｠｠kW
暖房　　｠｠kW
冷房　　｠｠｠A
暖房　　｠｠｠A

消費｠
電力｠

風量（強/中1/中2/弱）m /min3送
風
機

騒音値（強/中1/中2/弱）dB[A特性]

注1.｠｠冷房・暖房能力は、JIS8615-2条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、｠
　　｠｠暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。｠
注2.｠｠外形寸法と製品質量の（　）内数値は、吸込口付メンテナンスパネルの値です。｠
注3.｠｠機外静圧欄の（　）内数値は、静圧変更設定時の値です。｠

PEFY- PEFY- PEFY- PEFY- PEFY- PEFY- PEFY- PEFY- PEFY- PEFY-
P45M-E1 P56M-E1 P71M-E1 P80M-E1 P90M-E1 P112M-E1 P140M-E1 P160M-E1 P224M-E1 P280M-E1

単相 200V ｠50 /60H z 三相 200V｠50/60Hz
4.5 5.6 7.1 8.0 9.0 11.2 14.0 16.0 22.4 28.0
0.75 0.70 0.73 0.72 0.73 0.80 0.72 0.72 0.75 0.74
5.0 6.3 8.0 9.0 10.0 12.5 16.0 18.0 25.0 31.5

0.16/0.18 0.16/0.18 0.21/0.25 0.23/0.26 0.29/0.35 0.44/0.49 0.44/0.49 0.44/0.49 0.92/1.00 1.10/1.25
0.16/0.18 0.16/0.18 0.21/0.25 0.23/0.26 0.29/0.35 0.44/0.49 0.44/0.49 0.44/0.49 0.92/1.00 1.10/1.25
0.83/0.93 0.83/0.93 1.06/1.26 1.18/1.34 1.50/1.78 2.40/2.60 2.40/2.60 2.40/2.60 3.00/3.30 3.65/4.20
0.83/0.93 0.83/0.93 1.06/1.26 1.18/1.34 1.50/1.78 2.40/2.60 2.40/2.60 2.40/2.60 3.00/3.30 3.65/4.20

本体：溶融亜鉛メッキ鋼板
380 470

750 1000 1200 1250
900 1120

クロスフィン
シロッコファン×1 シロッコファン×2

14.0-10.0 19.0-13.5 22.0-15.5 25.0-18.0 38.0-26.5 40.0-28.0 58.0 72.0
(50)・100・(200) (100)200

(0.06)・0.08・(0.13) (0.08)・0.10・(0.18) (0.09)・0.11・(0.19) (0.11)・0.15・(0.23) (0.14)・0.20・(0.37) (0.15)・0.23・(0.40) (0.49)･0.69 (0.67)･0.87
合成繊維不織布エアフィルター（ロングライフ・抗菌仕様）

φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.2
φ6.35 φ9.52

外径32（PVC管VP-25接続可）
36-28 36-29 40-33 42-35 43-36 (44)47 (48)50
44 45 50 70 100

電源
冷房能力 kW
ＳＨＦ
暖房能力 kW
消費　冷房 kW
電力 暖房 kW
電流 冷房 A

暖房 A
外装（マンセルNo.)
外形 高さ<H> mm
寸法 幅<W> mm

奥行<D> mm
熱交換器形式
形式×個数
風量（強/弱） m3/min
機外静圧 Pa
電動機出力 kW

エアフィルター（別売）
冷媒配管　ガス側 mm
寸法 液側 mm
ドレン配管寸法
騒音値（強/弱） dB[A特性]
製品 質量 k g

電
気
特
性

送
風
機

注1. 冷房・暖房能力は、JIS8615-2条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、
 暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。
注2. 機外静圧欄・電動機出力欄の（  ）内数値は、静圧変更設定時の値です。
注3. 電気特性・騒音値は、機外静圧100Paの時の値です。（PEFY-P224･P280M-E1は200Paの時の値です。）
注4. 吸込側にはエアフィルター（別途手配）を必ず使用願います。市販のエアフィルターをご使用の場合は、フィルターサービスが容易にできる場所に取付けてください。
 また、別売でロングライフフィルターおよび高性能フィルターを準備していますので、フィルター収納箱（別売）と併せてご用命願います。

■天井埋込形：PEFY-M-E1 外形図はP3-240を参照ください。

■天井ビルトイン形：PDFY-M-E2 外形図はP3-239を参照ください。
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PCFY-｠ PCFY-｠ PCFY-｠ PCFY-｠ PCFY-｠ PCFY-｠ PCFY-｠ PCFY-｠
P45KM-E1｠ P56KM-E1｠ P71KM-E1｠ P80KM-E1｠ P90KM-E1｠ P112KM-E1｠P140KM-E1｠P160KM-E1｠

ヒーターレス：単相｠200V｠50/60Hz｠
4.5｠ 5.6｠ 7.1｠ 8.0｠ 9.0｠ 11.2｠ 14.0｠ 16.0｠
0.69｠ 0.67｠ 0.69｠ 0.67｠ 0.68｠ 0.67｠ 0.67｠ 0.67｠
5.0｠ 6.3｠ 8.0｠ 9.0｠ 10.0｠ 12.5｠ 16.0｠ 18.0｠

0.05/0.05｠ 0.06/0.06｠ 0.08/0.08｠ 0.08/0.08｠ 0.09/0.09｠ 0.14/0.14｠ 0.16/0.16｠ 0.19/0.19｠
0.04/0.04｠ 0.05/0.05｠ 0.07/0.07｠ 0.07/0.07｠ 0.08/0.08｠ 0.13/0.13｠ 0.15/0.15｠ 0.18/0.18｠
0.29/0.29｠0.35/0.35｠0.43/0.43｠0.43/0.43｠0.53/0.53｠0.76/0.76｠0.89/0.89｠1.06/1.06｠
0.24/0.24｠0.30/0.30｠0.38/0.38｠0.38/0.38｠0.48/0.48｠0.71/0.71｠0.84/0.84｠1.01/1.01｠

鋼板ポリエステル塗装、プラスチック　ピュアホワイト（6.4Y8.9/0.4）｠
230｠ 230｠ 230｠
960｠ 1280｠ 1600｠
680｠ 680｠ 680｠

クロスフィン｠
シロッコファン×2｠ シロッコファン×3｠ シロッコファン×4｠

12-11-10-9｠ 13-12-11-10｠ 18-16-15-14｠ 20-18-16-15｠28-25-22-20｠ 31-27-24-21｠
0｠

0.090｠ 0.095｠ 0.160｠
発泡｠PS,｠ポリエチレンシート｠
PP｠ハニカム織｠（｠ロングライフフィルター｠、抗菌仕様｠）｠

ー｠
φ12.7｠ φ15.88｠
φ6.35｠ φ9.52｠

外径20｠｠（｠PVC管　｠VP-20接続可｠）｠
34-32-30-28｠ 36-34-32-29｠ 37-35-33-31｠ 40-38-35-33｠ 43-40-37-34｠ 44-42-39-36｠ 46-43-40-37｠

24｠ 32｠ 36｠ 38｠ 39｠

電源｠
冷房能力｠ kW｠
ＳＨＦ｠
暖房能力｠ kW｠
消費　冷房｠ kW｠
電力｠ 暖房｠ kW｠

電流｠
冷房｠ A｠
暖房｠ A｠

外装｠（マンセル｠No.)｠

外形｠
高さ｠<H>｠mm｠

寸法｠
幅｠<W>｠ mm｠
奥行｠<D>｠mm｠

熱交換器形式｠
形式×個数｠
風量｠（強/中｠1/｠中｠2/｠弱）｠m｠3｠/min｠
機外静圧｠ Pa｠
電動機出力｠ kW｠

防音・断熱材｠
エアフィルター｠
補助電気ヒーター｠ kW｠
冷媒配管　ガス側｠mm｠
寸法｠ 液側｠ mm｠
ドレン配管寸法｠
騒音値｠（強/中｠1/｠中｠2/｠弱）｠dB[A｠特性｠]｠
製品質量｠ kg｠

電｠
気｠
特｠
性｠

送｠
風｠
機｠

注1. 冷房・暖房能力は、JIS8615-1条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、
 暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。

PKFY-P22BM-E1 PKFY-P28BM-E1 PKFY-P22BMS-E1 PKFY-P28BMS-E1 PKFY-P36HM-E1 PKFY-P45HM-E1 PKFY-P56HM-E1
単相200V｠50/60Hz 単相200V｠50/60Hz

2.2 2.8 3.6 4.5 5.6

2.5 3.2

2.2 2.8

2.5 3.2 4.0 5.0 6.3
0.04/0.04 0.04/0.04
0.04/0.04 0.05/0.05
0.20/0.20 0.22/0.22
0.20/0.20 0.28/0.28

0.03/0.03
0.04/0.04
0.16/0.16
0.23/0.23

0.04/0.04
0.06/0.06
0.22/0.22
0.33/0.33

プラスチック　マンセル｠(1.0Y9.2/0.2)　｠ プラスチック｠マンセル｠(1.0Y9.2/0.2)
295 295
815 898
225 249

クロスフィン｠ クロスフィン｠
ラインフローファン×1 ラインフローファン×1
5.9-5.6-5.2-4.9 12-10.5-911-10-9 11.5-10.5-9

0.017 0.03
0 0

ポリエチレンシート｠ ポリエチレンシート｠
PPハニカム織（防カビ仕様）｠ PPハニカム織（抗菌仕様）｠

φ12.7 φ12.7
φ6.35 φ6.35

断熱材外径φ28｠VP-16接続可｠ 断熱材外径φ28｠VP-16接続可｠
36-34-31-29 43-39-3441-38-3440-37-33

10 13

電源｠
冷房能力｠ kW

0.68 0.67 0.80 0.76 0.700.68 0.67ＳＨＦ｠
暖房能力｠ kW

電流｠

外装｠（｠マンセル｠No.)

外形｠
高さ｠<H> mm

寸法｠
幅｠<W> mm
奥行｠<D> mm

熱交換器形式｠
形式×個数｠

機外静圧｠ Pa
電動機出力｠ kW

防音・断熱材｠
エアフィルター｠
冷媒配管　ガス側｠mm
寸法｠ 液側｠ mm
ドレン配管寸法｠

製品｠質量｠ kg
注1.｠冷房・暖房能力は、JIS8615-1｠条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、｠
　　｠暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。｠

電
気
特
性

消費｠
電力｠

冷房　　 kW
暖房　　 kW
冷房　　 A
暖房　　 A

風量（強/中1/中2/弱）m /min3送
風
機

騒音値（強/中1/中2/弱）dB[A特性]

■天吊形：PCFY-KM-E1 外形図はP3-241・P3-242を参照ください。

■壁掛形：PKFY-BM-E1, PKFY-BMS-E1, PKFY-HM-E1 外形図はP3-242・P3-243を参照ください。
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■床置形：PFFY-DM-E1（2）
PFFY-P224DM-E1 PFFY-P280DM-E1 PFFY-P450DM-E2 PFFY-P560DM-E2

三相 200V ｠50 /60H z
22.4 28.0 45.0 56.0
0.77 0.81 0.82 0.73
25.0 31.5 50.0 63.0

0.74/075 0.82/0.81 1.62/2.21 2.34/3.36
0.74/075 0.82/0.81 1.62/2.21 2.34/3.36
4.30/3.45 3.92/3.28 7.0/7.8 9.5/11.4
4.30/3.45 3.92/3.28 7.0/7.8 9.5/11.4

5Y8/1
1748 1899

980 1200 1200 1420
485 635

クロスフィン
シロッコファン×1 シロッコファン×1シロッコファン×2

70 90 140 180
30/30 30/30 30/130 30/130

1.5 2.2 3.7
合成繊維不織布フィルター（抗菌仕様）

φ19.05 φ22.2 φ28.58
φ9.52 φ12.7 φ15.88
R1接続可 R1｠1/4接続可

53/53 55/55 58/60 59/62
124 148 217 255

電源
冷房能力 kW
ＳＨＦ　
暖房能力 kW
消費　冷房 kW
電力 暖房 kW

電流 冷房 A
暖房 A

外装（マンセルNo.)

外形
高さ< H > mm

寸法
幅< W > mm
奥行< D > mm

熱交換器形式
形式×個数
風量 m3/min
機外静圧 Pa
電動機出力 kW

エアフィルター
冷媒配管　ガス側 mm
寸法 液側 mm
ドレン配管寸法
騒音値 dB[A特性]
製品質量 kg

電
気
特
性

送
風
機

注1.｠冷房・暖房能力は、JIS8615-2条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、｠
暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。｠

注2.｠騒音値はJIS規格に準じて、反響音の少ない無響音室で測定した数値です。実際に据付けた状態で測定すると、周囲の騒音や反響などの影響を受け、｠
表示数値より大きくなるのが普通です。｠

注3.｠P450・P560形の室温検知を温度センサー（別売）にて行う場合は、2セットの温度センサー（別売）が必要です。｠
注4.｠P224・P280形は、50Hz地区の場合、モータープーリー径（可変プーリー）をφ140（出荷時はφ116.7）に調整した値を示します。｠

PFFY-P112RM-E1 PFFY-P140RM-E1 PFFY-P224RM-E1 PFFY-P280RM-E1
三相 200V ｠50 /60H z

11.2 14.0 22.4 28.0
0.73 0.70 0.69 0.67
12.5 16.0 25.0 31.5

0.48/0.61 0.64/0.75 1.23/1.45 1.61/1.89
0.48/0.61 0.64/0.75 1.23/1.45 1.61/1.89
1.52/1.83 1.91/2.23 3.74/4.41 4.80/5.65
1.52/1.83 1.91/2.23 3.74/4.41 4.80/5.65

溶融亜鉛メッキ鋼板
1950

980 1200 1440
500

クロスフィン
シロッコファン×2

32 40 64 80
200/250(50/60Hz) 300

0.4 0.48 0.9 1.1
合成繊維不織布フィルター（ロングライフ）

φ15.88 φ19.05 φ22.2
φ9.52

外径φ32(25Aオネジ接続可)
47/48(50/60Hz) 49/50(50/60Hz) 52.5 55

150 180 210

電源
冷房能力 kW
ＳＨＦ
暖房能力 kW
消費　冷房 kW
電力 暖房 kW

電流 冷房 A
暖房 A

外装（マンセルNo.)

外形
高さ< H > mm

寸法
幅< W > mm
奥行< D > mm

熱交換器形式
形式×個数
風量 m3/min
機外静圧 Pa
電動機出力 kW

エアフィルター
冷媒配管　ガス側 mm
寸法 液側 mm
ドレン配管寸法
騒音値 dB[A特性]
製品質量 kg

電
気
特
性

送
風
機

注1.冷房・暖房能力は、JIS8615-2条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、
暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。

外形図はP3-243・P3-244を参照ください。

■壁ビルトイン形：PFFY-RM-E1（受注生産品） 外形図はP3-245を参照ください。
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PFFY-P28LRM-E1 PFFY-P36LRM-E1 PFFY-P45LRM-E1 PFFY-P56LRM-E1 PFFY-P71LRM-E1
単相200V｠50/60Hz

2.8 3.6 4.5 5.6 7.1
0.71 0.71 0.71 0.72 0.70
3.2 4.0 5.0 6.3 8.0

0.04/0.05 0.05/0.06 0.065/0.073 0.085/0.095 0.10/0.12
0.04/0.05 0.05/0.06 0.065/0.073 0.085/0.095 0.10/0.12
0.22/0.26 0.28/0.33 0.38/0.41 0.47/0.51 0.52/0.61
0.22/0.26 0.28/0.33 0.38/0.41 0.47/0.51 0.52/0.61

溶融亜鉛メッキ鋼板
639

886 1006 1246
220

クロスフィン
シロッコファン×1 シロッコファン×2

6.5-5.5 9.0-7.0 11.0-9.0 14.0-12.0 15.5-12.0
0

0.02 0.03 0.035 0.04 0.045
PPハニカム織（抗菌仕様）
φ12.7 φ15.88
φ6.35 φ9.52
ホース付属品φ27（先端 20）φ

37-31 40-34 42-37 44-38
18.5 20 21 25 27

電源
冷房能力 kW
ＳＨＦ
暖房能力 kW
消費　冷房 kW
電力 暖房 kW

電流
冷房 A
暖房 A

外装（マンセルNo.)

外形
高さ< H > mm

寸法
幅< W > mm
奥行< D > mm

熱交換器形式
形式×個数
風量（強/弱） m3/min
機外静圧 Pa
電動機出力 kW

エアフィルター
冷媒配管　ガス側 mm
寸法 液側 mm
ドレン配管寸法
騒音値（強/弱） dB[A特性]
製品 質量 kg

電
気
特
性

送
風
機

注1. 冷房・暖房能力は、JIS8615-1条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、
 暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。

PFFY-P28LEM-E1 PFFY-P36LEM-E1 PFFY-P45LEM-E1 PFFY-P56LEM-E1 PFFY-P71LEM-E1
単相200V｠50/60Hz

2.8 3.6 4.5 5.6 7.1
0.71 0.71 0.71 0.72 0.70
3.2 4.0 5.0 6.3 8.0

0.04/0.05 0.05/0.06 0.065/0.073 0.085/0.095 0.10/0.12
0.04/0.05 0.05/0.06 0.065/0.073 0.085/0.095 0.10/0.12
0.22/0.26 0.28/0.33 0.38/0.41 0.47/0.51 0.52/0.61
0.22/0.26 0.28/0.33 0.38/0.41 0.47/0.51 0.52/0.61

ポリエステル粉体塗装（5Y｠8/1）
630

1050 1170 1410
220

クロスフィン
シロッコファン×1 シロッコファン×2

6.5-5.5 9.0-7.0 11.0-9.0 14.0-12.0 15.5-12.0
0

0.02 0.03 0.035 0.04 0.045
P Pハニカム織（抗菌仕様）
φ12.7 φ15.88
φ6.35 φ9.52
ホース付属品φ27（先端 20）φ

37-31 40-34 42-37 44-38
23 25 26 30 32

電源
冷房能力 kW
ＳＨＦ
暖房能力 kW｠
消費　冷房 kW
電力 暖房 kW｠

電流
冷房 A｠
暖房 A｠

外装（マンセルNo.)

外形
高さ< H > mm

寸法
幅< W > mm
奥行< D > mm

熱交換器形式
形式×個数
風量（強/弱） m3/min｠
機外静圧 Pa｠
電動機出力 kW｠

エアフィルター
冷媒配管　ガス側 mm
寸法 液側 mm
ドレン配管寸法
騒音値（強/弱） dB [A特性]
製品 質量 kg

電
気
特
性

送
風
機

注1. 冷房・暖房能力は、JIS8615-1条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、
 暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。

■床置埋込形ローボーイタイプ：PFFY-LRM-E1 外形図はP3-245を参照ください。

■床置形ローボーイタイプ：PFFY-LEM-E1 外形図はP3-246を参照ください。
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■床置形スリムタイプ：PSFY-GM-E1
PSFY-P56GM-E1 PSFY-P71GM-E1 PSFY-P80GM-E1 PSFY-P112GM-E1 PSFY-P140GM-E1 PSFY-P160GM-E1

電源｠ 単相｠200V｠50/60Hz
冷房能力｠ kW

暖房能力｠ kW

電流｠

外｠｠｠｠装（マンセルNo.）｠

外形｠
高さ｠<H> mm

寸法｠
幅｠<W> mm
奥行｠<D> mm

熱交換器形式｠
形式×個数｠

機外静圧｠ Pa
電動機出力｠ kW

エアフィルター｠
防音・断熱材｠

冷媒配管　ガス側｠mm
寸法｠ 液側｠ mm
ドレン配管寸法｠

製品質量｠ kg
注1.｠｠冷房・暖房能力は、JIS8615-1条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、｠
　　｠｠暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。｠

7.1 14.0

8.0 16.0
0.14/0.15 0.32/0.38
0.14/0.15 0.32/0.38
0.71/0.77 1.61/1.97
0.71/0.77

5.6 8.0

9.0
0.15/0.17
0.15/0.17
0.75/0.84
0.75/0.84

6.3
0.13/0.14
0.13/0.14
0.65/0.71
0.65/0.71 1.61/1.97

11.2

12.5
0.32/0.38
0.32/0.38
1.61/1.97
1.61/1.97

16.0
ＳＨＦ｠ 0.72 0.720.75 0.70 0.75 0.70

18.0
0.35/0.44
0.35/0.44
1.76/2.23
1.76/2.23

16-13

38-33
41

600

シロッコファン×1

φ12.7
φ6.35

φ15.88
φ9.52

1900

270

0
0.02 0.025 0.03

40-35
43

18-15

42-37

クロスフィン｠

PPハニカム（ロングライフ・抗菌仕様）｠
ポリエチレンシート｠

VP-20

鋼板ポリエステル塗装、プラスチック<｠0.70Y｠8.59/0.97>

33-26

0.11

350

54
49-43 52-46

35-27

0.12

電
気
特
性｠

消費｠
電力｠

冷房　　｠｠kW
暖房　　｠｠kW
冷房　　｠｠｠A
暖房　　｠｠｠A

送
風
機

風量（強/弱）m3/min

騒音値（強/弱）dB[A特性]

PEFY-P22ML-E1(-R) PEFY-P28ML-E1(-R)
電源｠ 単相｠200V｠50/60Hz
冷房能力｠ kW 2.2 2.8
ＳＨＦ｠ 0.82 0.73
暖房能力｠ kW 2.5 3.2

0.06/0.07 0.06/0.07
0.06/0.07 0.06/0.07

電流｠ 
0.32/0.36 0.32/0.36
0.32/0.36 0.32/0.36

外｠｠｠｠装｠ 溶融亜鉛メッキ鋼板｠ 

外形｠ 
高さ｠<H> mm 292（300）｠ 

640（ 640）｠ 
寸法｠ 

幅｠<W> mm
奥行｠<D> mm 580（570）｠ 

熱交換器形式｠ クロスフィン、リニア膨張弁本体内蔵｠ 
形式×個数｠ シロッコファン×1

7.9/5.8/4.8
機外静圧｠ Pa 5（35）｠ 
電動機出力｠ kW 0.032

防音・断熱材｠ 発泡ポリエチレン｠ 
エアフィルター｠ PPハニカム｠ 
冷媒配管　ガス側｠ mm φ 12.7
寸法｠ 液側｠ mm φ 6.35
ドレン配管寸法｠ 20A

30/25/20
製品質量｠ kg 18

注1.｠｠冷房・暖房能力は、JIS8615-2条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、｠ 
　　｠｠暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度 6℃＞によります。｠ 
注2.｠｠外形寸法の（　）内は下吹込時の値です。｠ 
注3.｠｠機外静圧の（　）内は機外静圧の値です。｠ 

電 
気 
特 
性 

消費｠ 
電力｠ 

冷房　　｠｠kW
暖房　　｠｠kW
冷房　　｠｠｠A
暖房　　｠｠｠A

風量 （強/中/弱） m3/min送 
風 
機 

騒音値 （強/中/弱） dB[A特性]

外形図はP3-244を参照ください。

■ホテル向天井埋込形：PEFY-ML-E1(-R)（受注生産品） 外形図はP3-246を参照ください。
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PCFY-P80HM-E1 PCFY-P140HM-E1
電源｠ 単相｠200V｠50/60Hz
冷房能力｠ kW 8.0 14.0
ＳＨＦ｠ 0.67 0.69
暖房能力｠ kW 9.0 16.0

0.13/0.14 0.30/0.34
0.13/0.14 0.30/0.34

電流｠ 0.70/0.75 1.60/1.80
0.70/0.75 1.60/1.80

外｠｠｠｠装｠ ステンレス＜ヘアライン仕上げ＞｠

外形｠
高さ｠<H> mm 280

寸法｠
幅｠<W> mm 1136 1520
奥行｠<D> mm 650

熱交換器形式｠ クロスフィン｠
形式×個数｠ シロッコファン×2 シロッコファン×4

19-14 38-30
機外静圧｠ Pa 0
電動機出力｠ kW 0.04 0.08×2

防音・断熱材｠ 発泡PS,｠ポリエチレンシート｠
エアフィルター｠ 合成繊維不織布｠
冷媒配管　ガス側｠ mm φ15.88
寸法｠ 液側｠ mm φ9.52
ドレン配管寸法｠ VP-25接続可｠

38-32 50-44
製品質量｠ kg 41 56
注1.｠｠冷房・暖房能力は、JIS8615-1条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、｠
　　｠｠暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。｠

電
気
特
性｠

消費｠
電力｠

冷房　　｠｠kW
暖房　　｠｠kW
冷房　　｠｠｠A
暖房　　｠｠｠A

風量（強/弱）m3/min送
風
機｠

騒音値（強/弱）dB[A特性]

PEFY-P90M-E1-F PEFY-P112M-E1-F PEFY-P140M-E1-F PEFY-P160M-E1-F PEFY-P224M-E1-F PEFY-P280M-E1-F PFFY-P280RM-E1-F
天　井　埋　込　形｠ 壁ビルトイン形（受注生産品）｠ 

単相200V｠50/60Hz 三相200V｠50/60Hz
9.0 11.2 22.4 28.0 28.0

8.5 10.6

14.0 16.0
0.38 0.39 0.39 0.39 0.390.38 0.39

13.2 15.1 21.2
0.32/0.38

26.5

0.34/0.45
0.32/0.38 0.34/0.45
1.08/1.29 1.15/1.52
1.08/1.29 1.15/1.52

28 35

26.5
0.13/0.15 0.38/0.45
0.13/0.15 0.38/0.45
0.70/0.77 1.22/1.42
0.70/0.77

0.20/0.21
0.20/0.21
1.03/1.12
1.03/1.12

0.20/0.23
0.20/0.23
1.06/1.17
1.06/1.17 1.22/1.42

本体：溶融亜鉛メッキ鋼板｠ 
380 470 1950

1640
500

12001000 1250
900 1120

クロスフィン｠ 
シロッコファン×2

14 189 32.7
(60),130,(200) (120),200
(0.04),0.08,(0.13) (0.04),0.09,(0.14) (0.15),0.20 (0.17),0.23

150
(0.03),0.07,(0.09) 0.27

合成繊維不織布エアフィルター（ロングライフ・抗菌仕様）別売｠ 合成繊維不織布（ロングライフ）｠ 
φ 15.88

φ 9.52

φ 19.05 φ 22.2

外径φ32(VP-25接続可) 外径φ32(25Aオネジ接続可)
(26)･36･(41) (30)･37･(41) (37)･42 (40)･43 48

70 10050 210

電源｠ 
冷房能力｠ kW

暖房能力｠ 
ＳＨＦ｠ 

kW

電流｠ 

外｠｠｠｠｠｠装｠ 

外形｠ 
高さ｠<H> mm

寸法｠ 
幅｠<W> mm
奥行｠<D> mm

熱交換器形式｠ 
形式×個数｠ 
風　量　　　｠m3/min
機外静圧｠ Pa
電動機出力｠ kW

エアフィルター｠ 
冷媒配管　ガス側｠ mm
寸法｠ 液側｠ mm
ドレン配管寸法｠ 

製品｠ 質量｠ kg

注1.｠冷房・暖房能力は、JIS8615-2条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度33℃、湿球温度28.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度33℃、｠ 
　　｠暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度0℃、湿球温度－2.9℃、室外側吸込空気温度乾球温度0℃、湿球温度－2.9℃＞によります。｠ 
注2.｠機外静圧、電動機出力、騒音値で（　）内値は、静圧変更設定時の値です。｠ 

電 
気 
特 
性 

消費｠ 
電力｠ 

冷房　　｠｠kW
暖房　　｠｠kW
冷房　　｠｠｠A
暖房　　｠｠｠A

送 
風 
機 

騒音値　　　　｠ dB[A特性]

シロッコファン×1

■厨房用：PCFY-HM-E1 外形図はP3-247を参照ください。

■室温サーモ形給気処理ユニット：PEFY-M-E1-F, PFFY-RM-E1-F（受注生産品）外形図はP3-247・P3-248を参照ください。
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■外気処理エアコン：GE-M-E1
GE-P1080M-E1 GE-P1680M-E1 GE-P2100M-E1

単相200V 50/60Hz
14.0
0.37

13.7(8.0)

0.24(0.27)／0.34(0.37)
0.24(0.27)／0.34(0.37)
1.24(1.37)／1.76(1.89)
1.24(1.37)／1.76(1.89)

470
850
1400

シロッコファン × 1
1080

210／220
0.20
8.3

φ15.88
φ9.52

41／43
97

28.0
0.39

26.5(15.5)

0.49(0.52)／0.67(0.70)
0.49(0.52)／0.67(0.70)
2.53(2.66)／3.42(3.55)
2.53(2.66)／3.42(3.55)

470
1250
1400

シロッコファン × 2
2100

170／200
0.40
16.2

φ22.2
φ9.52

44／45
121

22.4
0.39

21.2(12.4)
33／28
0／-2.9
33／-
0／-2.9

0.42(0.45)／0.57(0.60)
0.42(0.45)／0.57(0.60)
2.15(2.28)／2.92(3.05)
2.15(2.28)／2.92(3.05)

14～30
17～28
-

溶融亜鉛メッキ鋼板
470
1250
1400

クロスフィン
シロッコファン × 2

1680
210／230
0.40
13.0
-

EPS・発砲ポリエチレン
φ19.05
φ9.52

外径φ32(PVC管VP-25接続可)
1／2B オネジ

水道法水質基準に準ずる飲料水
0.07～0.5MPa、 5～30℃

ヒューミディスタット(無電圧接点入力)
43／44
114
1.6
15

MAリモコン（自動アドレス設定可能）
M-NETリモコン

ドレンアップメカ：　ドレンアップ高さは本体下面から最高５５０mm
据付説明書 ・ 取扱説明書 ・ ドレンホース ・ ドレンホース用断熱パイプ ・ 冷媒配管用断熱パイプ ・

試運転コネクター・結束バンド ・  座金・給水接続継ぎ手（1/2Bオネジ）

電源
冷房能力 kW

kW
ＳＨＦ
暖房能力

消費 kW

℃
℃
℃
℃

電力

室内側

室外側

暖房 kW

電流
冷房

冷房

乾球温度/湿球温度

乾球温度/湿球温度

A
暖房

暖房
冷房

冷房

暖房

冷房
暖房

A

外装

リモコン温度設定範囲

風向調整

外形
高さ<H> mm

寸法
幅< W > mm
奥行<D> mm

m /h

熱交換器形式
形式×個数
風量 3

機外静圧 Pa
電動機出力 kW

エアフィルター
防音・断熱材

加湿量 kg/h

冷媒配管　ガス側 mm
寸法 液側

最小電線太さ
配線用遮断器
運転調節装置（別売）

mm

dB
kg

mm
A

℃
℃

上下方向

ドレン配管寸法
給水配管径（製品側）
供給水質
供給水圧力、温度
外部入力信号
運転音
質量
機外配線

構成部品

その他の取付可能主要別売部品
付属品

電
気
特
性

空
気
条
件

送
風
機

注
意
事
項　

１．冷暖房能力は、上記に示す空気条件（無着霜時）および吹出温度設定値が、冷房１８℃、暖房２２℃での配管長７.５m高低差０m時の値です。
　　また、(　)内の値は暖房顕熱能力を示します。
２．電気特性の（　）内の値はドレンアップメカ組込み時の値を示します。また質量は加湿器に給水されていない状態での値です。
３．接続可能な室外ユニットはPUHY-CM-E1シリーズ（受注仕様）、PUHY-CM-E2シリーズ、接続容量の上限は１００％です。また、同一冷媒系統に本外気処理エアコン以外

の室内ユニットとの接続はできません。
４．運転音は無響音室でのデータです。 （騒音計 Ａ特性値）
５．除霜運転中は冷風感防止のため送風機が停止します。また、外気温度が5℃以下で異常となった場合には、加湿器凍結防止のため送風機が停止します。
６．本機はいかなる場合でも定格風量の１１０％以下でご使用願います。運転範囲の詳細は風量機外静圧線図をご参照ください。
７．運転可能外気温度範囲は、冷房：乾球温度43℃以下、湿球温度15～35℃
　　　　　　　　　　　　　　暖房：乾球温度-10℃～乾球温度15℃　　　　　　とします。
※冷房時は外気（乾球温度）14℃以下、暖房時は外気（乾球温度）15℃以上で強制サーモOFF（送風運転）になります。
　サーモON/OFF制御の詳細については、制御説明書（WYN　B0-7070）を参照ください。

８．低外気時に加湿器の凍結を防ぐため強制的に暖房運転することがあります。
９．本機は外気温度や運転状態によっては吹出温度が安定しない場合があります。また、外気温度が設定温度に近い場合、能力過多のためサーモON/OFFを繰り返すことがあります。
10．本機は室温の制御はできません。室温の制御については外気処理タイプ以外の空調機で対応してださい。また、吹出温度が標準の空調機とは異なるので、吹出口に配慮して設置してください。
11．本機がサーモOFFや異常停止した場合は、外気が直接室内に吹出しますので、施工には十分ご注意ください。外気が人体や食品に直接あたると外気温度によっては健康障害や食品劣化等の原因になります。
12．過加湿防止のため、必ず湿度調節器（現地御手配）を設置してください。
13．吸込側にはエアフィルターが標準装備されていないので、別売フィルターおよびフィルターボックス、もしくは現地手配のフィルターを装着ください。

また、市販のフィルターをご使用の場合は、フィルターサービスが容易にできる場所に取付けてください。
14．天井内が高温多湿雰囲気（露点温度26℃以上）で長時間運転されますと、室内ユニットに結露する場合があります。そのような条件で使用する可能性がある場合は、販売店または施工業者にご相談願います。
15．給水サービス弁を必ず室内機1台につき1個ご用意ください。またフラッシング用バルブやプラグを取り付け、施工後にもフラッシング（給水配管のブロー）を行えるように配管してください。
16．加湿器部への給水は、公共の水道管からの直結はできません。このような場合はシスターン（型式認可品）をご使用ください。
17．本体と給水配管を接続する前に、必ずフラッシング（配管のブロー）を行い、汚れや異物が加湿器に入らないようにしてください。
18．給水管は継ぎ手付近からの急な曲げ加工は行わず、締め付けトルクは10N･mとしてください。締め付け不足や締め過ぎは漏水の原因になります。
19．シリカ成分を多く含んでいる水を給水に用いると白い粉が吹き出る場合がありますので、そのような場合は現地にて純水器の取付けをおすすめします。
20．加湿エレメントは10時間/日の運転の場合、3年を交換周期としてください。（交換周期は、製品を長く安心してご使用いただくための目安期間を示しています。
保証期間を示しているものではありませんのでご注意ください。）

21．本機を24時間運転される場合は、定期的に機器のメンテナンス(加湿器の点検、部品交換等)をする必要があります。
22．給水管は必ず保温してください。結露による漏水の原因になります。
23．本製品を長く安心してお使い頂く為には定期的な保守･点検が必要です。各部品の点検、保全周期については日本冷凍空調工業会発行のガイドラインを参考にしてください。

外形図はP3-249を参照ください。

１．冷暖房能力は、上記に示す空気条件（無着霜時）および吹出温度設定値が、冷房１８℃、暖房２２℃での配管長７.５m高低差０m時の 値です 。 
　　また、(　)内の値は暖房顕熱能力を示します 。 
２．電気特性の（　）内の値はドレンアップメカ組込み時の値を示します。また質量は加湿器に給水されていない状態での値です 。 
３．接続可能な室外ユニットはPUHY-（E）P-CM-E3シリーズ、PUHY-RP-CM-E3シリーズ、接続容量の上限は１００％です。また、同一冷媒系統に本外気処理エアコン以外の 
室内ユニットとの接続はできません。 

４．運転音は無響音室でのデータです。 （騒音計 Ａ特性値 ） 
５．除霜運転中は冷風感防止のため送風機が停止します。また、外気温度が5℃以下で異常となった場合には、加湿器凍結防止のため送風機 が停止します 。 
６．本機はいかなる場合でも定格風量の１１０％以下でご使用願います。運転範囲の詳細は風量機外静圧線図をご参照ください。 
７．運転可能外気温度範囲は、冷房：乾球温度43℃以下、湿球温度15～35℃ 
　　　　　　　　　　　　　　暖房：乾球温度-10℃～乾球温度15℃　　　　　　とします。 
※冷房時は外気（乾球温度）14℃以下、暖房時は外気（乾球温度）15℃以上で強制サーモOFF（送風運転）になります 。 
　サーモON/OFF制御の詳細については、制御説明書（WYN　B0-7070）を参照ください。 

８．低外気時に加湿器の凍結を防ぐため強制的に暖房運転することがあります。 
９．本機は外気温度や運転状態によっては吹出温度が安定しない場合があります。また、外気温度が設定温度に近い場合、能力過多のためサ ーモON/OFFを繰り返すことがあります 。 
10． 本機は室温の制御はできません。室温の制御については外気処理タイプ以外の空調機で対応してださい。また、吹出温度が標準の空調機とは 異なるので、吹出口に配慮して設置してください。 
1１． 本機がサーモOFFや異常停止した場合は、外気が直接室内に吹出しますので、施工には十分ご注意ください。外気が人体や食品に直 接あたると外気温度によっては健康障害や食品劣化等の原因になります。 
12． 過加湿防止のため、必ず湿度調節器（現地御手配）を設置してください 。 
13． 吸込側にはエアフィルターが標準装備されていないので、別売フィルターおよびフィルターボックス、もしくは現地手配のフィルターを装着 ください。 

また、市販のフィルターをご使用の場合は、フィルターサービスが容易にできる場所に取付けてください 。 
14． 天井内が高温多湿雰囲気（露点温度26℃以上）で長時間運転されますと、室内ユニットに結露する場合があります。そのような条件で使用する可能性がある場合は、販売店また は 施工業者にご相談願います 。 
15． 給水サービス弁を必ず室内機1台につき1個ご用意ください。またフラッシング用バルブやプラグを取り付け、施工後にもフラッシング（ 給 水配管のブロー）を行えるように配管してください。 
16． 加湿器部への給水は、公共の水道管からの直結はできません。このような場合はシスターン（型式認可品）をご使用ください。 
17． 本体と給水配管を接続する前に、必ずフラッシング（配管のブロー）を行い、汚れや異物が加湿器に入らないようにしてください 。 
18． 給水管は継ぎ手付近からの急な曲げ加工は行わず、締め付けトルクは10N･mとしてください。締め付け不足や締め過ぎは漏水の原因に な ります。 
19． シリカ成分を多く含んでいる水を給水に用いると白い粉が吹き出る場合がありますので、そのような場合は現地にて純水器の取付けをおすす めします 。 
20． 加湿エレメントは10時間/日の運転の場合、3年を交換周期としてください。（交換周期は、製品を長く安心してご使用いただくための目 安期間を示しています。 
保証期間を示しているものではありませんのでご注意ください。） 

21． 本機を24時間運転される場合は、定期的に機器のメンテナンス(加湿器の点検、部品交換等)をする必要があります。 
22． 給水管は必ず保温してください。結露による漏水の原因になります 。 
23． 本製品を長く安心してお使い頂く為には定期的な保守･点検が必要です。各部品の点検、保全周期については日本冷凍空調工業会発行のガイ ドラインを参考にしてください 。 
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PLFY-P36CLMD-E1 PLFY-P45CLMD-E1 PLFY-P56CLMD-E1 PLFY-P71CLMD-E1 PLFY-P80CLMD-E1
電源｠ 単相｠200V｠50/60Hz
冷房能力｠
ＳＨＦ｠

kW 4.5

暖房能力｠ kW 5.0
0.33/0.39
0.33/0.39

電流｠ 1.88/2.21
1.88/2.21

3.6 5.6

6.34.0
0.32/0.36
0.32/0.36
1.82/2.05
1.82/2.05

7.1

8.0
0.50/0.55
0.50/0.55
2.85/3.13
2.85/3.13

8.0
0.820.86 0.73 0.73 0.71

9.0

外｠｠｠｠装（マンセルNo.）｠ 本体：溶融亜鉛メッキ鋼板｠／｠パネル：鋼板アクリル塗装｠マンセル｠0.70Y｠8.59/0.97

外形｠
高さ｠<H> mm 460

寸法｠
幅｠<W> mm 840 995 1300
奥行｠<D> mm 1300(1700)

熱交換器形式｠ クロスフィン｠
形式×個数｠ シロッコファン×1

18-15 20-17 24-20
機外静圧｠ Pa 38(下吸込ボックス装着時は0）｠ 28(下吸込ボックス装着時は0）｠
電動機出力｠ kW 0.28

冷媒配管　ガス側｠mm φ12.7 φ15.88
φ9.52寸法｠ 液側｠ mm φ6.35

ドレン配管寸法｠ 外径32（VP-25接続可）｠
40/38.5

製品質量｠ kg 110
42/39
130

39/37
100

注1.｠｠冷房・暖房能力は、JIS8615-1条件＜冷房時：室内側吸込空気温度乾球温度27℃、湿球温度19.0℃、室外側吸込空気温度乾球温度35℃、｠
　　｠｠暖房時：室内側吸込空気温度乾球温度20℃、室外側吸込空気温度乾球温度7℃、湿球温度6℃＞によります。｠
注2.｠｠外形寸法の（　）内数値は、下吸込用化粧パネルの値です。｠

電
気
特
性｠

消費｠
電力｠

冷房　　｠｠kW
暖房　　｠｠kW
冷房　　｠｠｠A
暖房　　｠｠｠A

風量（強/弱）m /min3

騒音値（強/弱）dB[A特性]

送
風
機｠

■クリーンルーム用：PLFY-CLMD-E1（受注生産品） 外形図はP3-250を参照ください。
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D

74
CA B

7785

81

433

393

281

241
冷媒配管 φ12.7
フレア接続 1/2F

冷媒配管 φ15.88
フレア接続 5/8F

冷媒配管 φ9.52
フレア接続 3/8F

冷媒配管 φ6.35
フレア接続 1/4F

112～160形

71～90形

22～56形

① ②

403mm以上
天井ふところ高さ：Ｆ

443mm以上
3500mm以下
天井高さ：G

4500mm以下
22～90形
112～160形

注１．フィルター自動清掃ユニット（ムーブアイパネル付又は標準パネル付）を
　　お選びください。
　２．ドレン配管はPVC管VP-25を使用してください。
　　ドレンポンプ内蔵です。
　　最大揚程は天井面から850mmです。
　３．吊りボルトはM10またはW3/8ネジを使用してください。（現地手配）
　４．サ－ビス時，電気品箱を取外す事があります。
　　電源線並びにリモコン線,室内外伝送線の接続時には，
　　電線に十分な余裕を持たせてください。
　５．カンタンコーナポケットより，化粧パネルを付けたまま本体の高さ調整が可能です。
　6．分ダクト接続時は，十分な断熱を行なってください。
　　（露付，露たれの原因になります）
　7．必要な据付け･サービススペースは下図を参照願います。

霜取・暖房準備中ランプ受光部
運転ランプ

同時押し：フィルター自動清掃

応急運転スイッチ･<暖房>
応急運転スイッチ･<冷房>

上げる
冷房

運転

フィルター清掃

暖房準備

（点滅 清掃中）

下げる
暖房

MAリモコン用端子盤

分ダクト接続口

16
0

15
0

90 C D

160

187.5 160

810

840

(吊りボルトピッチ)

84
0

新鮮外気取入口(本体）
20～45 20～45

室内外伝送線用端子盤
電源用端子盤

加湿器(別吊り方式)用（天井開口穴）
860-910 ダクト接続口

加湿器(別吊り方式)用
ダクト接続口

（
吊
り
ボ
ルト
ピッ
チ
）

分ダクト接続口
加湿器(直付け方式)接続口

（
天
井
開
口
穴
）

20
～
45

20
～
45

86
0～
91
0

60
5

(7
.5
)

(7
.5
)

16
024

62
0+3
5

－
5

597
(空気吸込口)

化粧パネル

カンタンコーナポケット

500

50
0

 ベ－ンモ－タ
(１ヶ／コーナ)

83 36
950

（空気吹出口）

83
36

95
0

（
空
気
吹
出
口
）

 吸込グリル
(空気吸込口)

オ－トベ－ン
(空気吹出口)

（
空
気
吸
込
口
）
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ドレン抜穴

社名表示部

1500mm以上

3000mm以上
室内ユニット間

10
00
mm
以上

化粧パネル

室内ユニット 室内ユニット

天井面

障害物
床面

床面より
1800mm以上
高所取付用

10
0

13
0

350

90 100 100 90

7
0
°

30
2

29
0

分ダクト接続口詳細図(両側面)
＊加湿器(直付け方式)取付け時は指定方向の
　350×100のカットアウト部を使用します。

φ150カットアウト

14-φ2.8
バ－リング穴

カットアウト

φ175バーリング穴ピッチ

天井面

120°

120°

φ100カットアウト

φ125バーリング穴ピッチ

加湿器(別吊り方式)用ダクト接続口詳細図(両側面)
3-φ2.8
バ－リング穴

29
1

3-φ2.8
本体(1ヶ所)

バ－リング穴

新鮮外気取入口詳細図

φ125バーリング穴ピッチ

φ100カットアウト

29
3

12
0°

120°

天井面

17
＋
5 0

60 284 377
カットアウト：加湿器（直付け方式）用排水ホース接続口

1

2

本体

リモコン線取入口 天井面吊りボルト下端
フィルター自動清掃ケースメント側
(4ヶ所)からの新鮮外気取入れはできません。

電源線,室内外伝送線取入口

30
5G

F

10
m
m
以
上

27
5

24
0

29
1

32
5

13
5

Ａ B
35

18
5～
20
5

吊りボルト M10又はW3/8

フィルター自動清掃
ケースメント

ドレン配管VP-25接続
ソケットもしくは
付属のフレキシブル
パイプを接続

※本図はフィルター自動清掃ユニット取付の場合を示す。

ムーブアイパネルの場合
輻射センサー(ムーブアイ)
標準取付位置
※標準パネルの場合、
輻射センサーはありません。

※ドレン配管コーナー以外のコーナーへの
取付けが可能です。
（但し、リモコンでの機能選択が
必要となります。）

63

D

74
CA B

7785

81

298

258

281

241
冷媒配管 φ12.7
フレア接続 1/2F

冷媒配管 φ15.88
フレア接続 5/8F

冷媒配管 φ9.52
フレア接続 3/8F

冷媒配管 φ6.35
フレア接続 1/4F

112～160形

71～90形

22～56形

① ②

268mm以上
天井ふところ高さ：Ｆ

308mm以上
3500mm以下
天井高さ：G

4500mm以下
22～90形
112～160形

10
0

13
0

350

90 100 100 90

7
0
°

16
7

15
5

分ダクト接続口詳細図(両側面)
＊加湿器(直付け方式)取付け時は指定方向の
　350×100のカットアウト部を使用します。

φ150カットアウト

14-φ2.8
バ－リング穴

カットアウト

φ175バーリング穴ピッチ

天井面

120°

120°
φ100カットアウト

φ125バーリング穴ピッチ

加湿器(別吊り方式)用ダクト接続口詳細図(両側面)
3-φ2.8
バ－リング穴

15
6

3-φ2.8
バ－リング穴

新鮮外気取入口詳細図

φ125バーリング穴ピッチ

φ100カットアウト

15
8 12

0°

120°

注１．化粧パネルは標準パネル，ムーブアイパネル，標準カンタン自動パネル，
　　ムーブアイカンタン自動パネルからお選びください。
　２．ドレン配管はPVC管VP-25を使用してください。
　　ドレンポンプ内蔵です。
　　最大揚程は天井面から850mmです。
　３．吊りボルトはM10またはW3/8ネジを使用してください。（現地手配）
　４．サ－ビス時，電気品箱を取外す事があります。
　　電源線並びにリモコン線,室内外伝送線の接続時には，
　　電線に十分な余裕を持たせてください。
　５．カンタンコーナポケットより，化粧パネルを付けたまま本体の高さ調整が可能です。
　６．別売加湿器（別吊り方式）取付時は,天井ふところ高さが
　　360mm以上必要となります。
　　別売加湿器（直付け方式）取付時は,天井ふところ高さが
　　300mm以上必要となります。
　７．分ダクト接続時は，十分な断熱を行なってください。
　　（露付，露たれの原因になります）
　８．必要な据付け･サービススペースは下図を参照願います。

天井面

霜取・暖房準備中ランプ
受光部 運転ランプ

応急運転スイッチ･〈暖房〉
兼 応急昇降スイッチ〈下げる〉

別売ワイヤレス受光部キット取付の場合
(社名表示部)
応急運転スイッチ･〈冷房〉
兼 応急昇降スイッチ〈上げる〉

上げる
冷房

運転 暖房準備
（点滅 清掃中）

下げる
暖房

1500mm以上

3000mm以上
室内ユニット間

10
00
mm
以上

化粧パネル

室内ユニット 室内ユニット

天井面

障害物
床面

床面より
1800mm以上
高所取付用

MAリモコン用端子盤

分ダクト接続口

16
0

15
0

90 C D

160

187.5 160

810

840

(吊りボルトピッチ)

84
0

新鮮外気取入口

20～45 20～45

室内外伝送線用端子盤
電源用端子盤

加湿器(別吊り方式)用（天井開口穴）
860-910

ダクト接続口

加湿器(別吊り方式)用
ダクト接続口

（
吊
り
ボ
ルト
ピッ
チ
）

分ダクト接続口
加湿器(直付け方式)接続口

（
天
井
開
口
穴
）

20
～
45

20
～
45

35
17
＋
5 0

86
0～
91
0

60
5

(7
.5
)

(7
.5
)

16
024

62
0+3
5

－
5

60 284 377

597
(空気吸込口)

化粧パネル
天井面

カットアウト：加湿器（直付け方式）用排水ホース接続口

1

2

本体

吊りボルト下端
リモコン線取入口

電源線,室内外伝送線取入口

50
～
70

14
0

17
0

吊りボルト M10
又はW3/8

ドレン配管
VP-25接続

ソケットもしくは
付属のフレキシブル
パイプを接続

10
5 15
5

19
0 A B

カンタンコーナポケット
500

50
0

ドレンポンプ清掃口
兼ドレン応急排水口

 ベ－ンモ－タ
(１ヶ／コーナ)

83 36
950

（空気吹出口）

83
36

95
0

F

10
mm
以
上

G

（
空
気
吹
出
口
）

 吸込グリル
(空気吸込口)

オ－トベ－ン
(空気吹出口)

（
空
気
吸
込
口
）
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ドレン抜穴

標準パネルの場合
(社名表示部)

ムーブアイパネルの場合
輻射センサー(ムーブアイ)
標準取付位置
※標準パネルの場合、
輻射センサーはありません。

※ドレン配管コーナー以外のコーナーへの
取付けが可能です。
（但し、リモコンでの機能選択が必要となります。）

63

カンタン自動パネル 吸込グリル昇降寸法

M
ax
. 4
.0
m

天井面

吸込グリル

ロングライフフィルター

カンタン自動パネルの場合

〈2〉外形寸法図
天井カセット形4方向吹出し

●PLFY-P22～160BM-E3

●PLFY-P22～160BM-E3

＜自動清掃ユニット取付の場合＞
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ｿｹｯﾄあるいは｠
付属のﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ｠
ﾊﾟｲﾌﾟを接続｠

68

66
0

660
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6

6575
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77 64
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0°
｠
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66
35
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0

66 35460

466

20
0

120°｠

φ1
00
ｶｯﾄ
ｱｳﾄ
｠

φ１２５バ－リング穴ピッチ｠

13
5

43
5

54
+
3
-2

11
5

（
天
井
開
口
穴
）
｠

（
吊
り
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ
）
｠

（吊りボルトピッチ）｠

（天井開口穴）｠

２５
～３
５｠

６９
０～
７１
０｠

２５
～３
５｠

２５～３５｠６９０～７１０｠２５～３５｠

６５
～８
０｠

30
*3
0725
3

54
+3 -2

（ｶﾞｽ)（液)

〈ﾗﾍﾞﾙ〉｠

別売多機能ケ－スメント　｠
別売高性能フィルタ－｠

注１．別売加湿器（別吊り型）取付時は天井ふところ高さが，｠
｠｠ ３６０以上必要となります。｠
｠ ２．サ－ビス時，電気品箱を取外すことがあります。｠
　｠｠ 電源線並びに制御線の接続時には，電線に十分な余裕｠
｠｠ を持たせてください。｠
｠ ３．別売高性能フィルタ－取付時は天井ふところ高さが，｠
｠｠ ４４０以上必要となります。｠
｠｠ また，別売多機能ケ－スメント使用の場合も，取付時｠
｠｠ 天井ふところ高さが，４４０以上必要となります。｠
｠｠ （｠別売高性能フィルタ－も取付が可能です。）｠
注４．ドレンポンプ内蔵です。｠
　｠｠ 最大揚程は天井面から600mmです。｠
｠ドレン配管｠

ＶＰ－２５接続｠

電源用端子盤｠

ドレン水抜穴｠

伝送用端子盤｠

伝送線，ﾘﾓｺﾝ線取入口｠
電源線取入口｠

給水口｠
（ドレンアップメカ）｠

吊りボルト　Ｍ１０｠
又はＷ３／８｠

吊りボルト下端｠
天井面｠

＊但しユニット天面と｠
　天井スラブ等の間は｠
　１０～１５あけてください。｠

（表示部）｠A A

PL
FY
-P
･J
M

21

Ｐ７１形｠ 冷媒配管φ９.５２｠
フレア接続３／８Ｆ｠

冷媒配管φ１５.８８｠
フレア接続５／８Ｆ｠

冷媒配管φ１２.７｠
フレア接続１／２Ｆ｠

冷媒配管φ６.３５｠
フレア接続１／４Ｆ｠Ｐ３６～Ｐ５６形｠

加湿器｠
接続口｠

加湿器｠
接続口｠

加湿器用ダクト接続口｠
詳細図（両側面）｠

天井面｠

３－φ２.８｠
バ－リング穴｠

配管側，電線取入側｠
ベ－ンモ－タ－｠

化粧パネル｠

（
空
気
吸
込
口
）
｠

（
空
気
吹
出
口
）
｠

（空気吹出口）｠

（空気吸込口）｠

４－オ－トベ－ン｠

吸込グリル｠
（空気吸込口）｠

吸込グリル開閉側｠

リモコン用端子盤｠

機種名｠ ①｠

冷媒配管｠　φ6.35
フ｠レ｠ア｠接続　1/4F

冷媒配管｠　φ12.7
フ｠レ｠ア｠接続　1/2F

②｠
PLFY-P22CM-E1
PLFY-P28CM-E1
PLFY-P36CM-E1
PLFY-P45CM-E1

注１．ドレン配管はPVC管VP-25を使用してください｠。｠
ドレンポンプ内蔵です｠。｠
最大揚程は天井面から500mmです。

２．吊りボルトはM10またはW3/8ネジを使用してください。（現地手配）

新鮮外気取入口詳細図｠

φ｠100バ｠ー｠リ｠ン｠グ｠穴｠ピ｠ッ｠チ｠
25

天井面｠

120°｠ 12
0°
｠11
8

3-φ2.8バーリング穴｠
φ73.4カットアウト

新鮮外気取入口｠

(吊ボルトピ｠ッチ)
530
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～
｠37

66
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20
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5

20
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0+5
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2

48

9312
1

38
～｠5
8

35
65
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(空
気
吹
出
口
)｠3
01

(空
気
吸
込
口
)｠3
77

55
57 56

57
0

87

570

352
335

199

(天井開口穴)｠576～620 15～37

配線取入口｠
吊ボルトM10又はW3/8

ド｠レ｠ン｠配管｠VP-25接続｠
(外｠径φ｠32)

15～｠37

吊｠ボ｠ル｠ト｠下端｠

MAリモコン用端子盤｠
室内外伝送線用端子盤｠ 電源用端子盤｠ 化粧パネル｠

化粧パネル｠
社名表示部｠

ド｠レ｠ン｠抜穴｠

吸込グリル｠

ベーンモータ

オ｠ー｠ト｠ベ｠ーン｠

天井面｠

2 17 202

650

35 55 (空気吸込口)｠377

M

M

M

M

(空気吹出口)｠301

230

1

15
～
｠37

(天
井
開
口
穴
)5
76
～
｠62
0

(吊
ボ
ル
トピ
ッ
チ
)4
20

システム天井に設置の場合｠
TバーのA寸法を45mm以下、｠
B寸法を24mm以下としてください。｠

A

B Tバー｠
天井材｠

電気品箱｠

天井カセット形4方向吹出し（コンパクトタイプ）

●PLFY-P36, 45, 56, 71JM-E1

天井カセット形4方向吹出し（システム天井対応タイプ）

●PLFY-P22, 28, 36, 45CM-E1
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ビ
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用
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マ
ル
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冷媒配管(ｶﾞｽ)ﾌﾚｱ接続｠
　　〃｠｠(ｴｷ)｠｠〃｠

…………………………｠
…………………………｠

φ１５．８８｠
φ９．５２｠

φ１５．８８｠冷媒配管(ｶﾞｽ)ﾌﾚｱ接続｠
　　〃｠｠(ｴｷ)｠｠〃｠ φ９.５２｠

…………………………｠
…………………………｠

φ６．３５｠

…………………………｠
…………………………｠

φ６．３５｠　　〃｠｠(ｴｷ)｠｠〃｠

…………………………｠
…………………………｠φ１２．７｠

　　〃｠｠(ｴｷ)｠｠〃｠
冷媒配管(ｶﾞｽ)ﾌﾚｱ接続｠

<配管ｻｲｽﾞ>

冷媒配管(ｶﾞｽ)ﾌﾚｱ接続｠ φ１２．７｠

1
2

７１～９０タイプ｠

1
2

１１２タイプ｠

５６タイプ｠

２２～４５タイプ｠

ドレンホ－ス　｠ＶＰ－２５<ﾌﾚｷ接手>(付属)｠…………………｠ 3

2
1

1
2

注１．天井材組込タイプの化粧パネルをご使用の場合｠
　　　天井材組込可能最大厚さは２１ｍｍです。｠
　２．吊りボルトはＭ１０を使用してください。（現地御手配）｠
　３．オプションの高性能フィルター、パワー脱臭フィルター組込時は｠
　　　本体高さが１１０ｍｍアップします。｠
　４．分ダクト接続口は両側面とも取出し可能です。｠
　５．エアフィルターはパネルに同梱されています。｠

３｠

10

6

G

188.5X4
=754

217.5X2
=435

F

7231494144617101750MCMP-P112LXH-E1｠
(天井材組込ﾊﾟﾈﾙ)

MCMP-P112LWH-E1(塗装ﾊﾟﾈﾙ)

PLFY-P112LM-E2
PLFY-P90LM-E2
PLFY-P80LM-E2

分ダクト接続口,別売加湿器接続口｠
FX110ﾉｯｸｱｳﾄ穴(両側面)(注4)

4-φ2.9｠取付穴｠

外気取入口｠240×45｠ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠｠ 直線距離で｠

機｠種｠
PLFY-P22LM-E2
PLFY-P28LM-E2
PLFY-P36LM-E2
PLFY-P45LM-E2
PLFY-P56LM-E2
PLFY-P71LM-E2

A B C D E

1250 1210 946 994 473

1080 1040 824776 388
MCMP-P45LWH-E1(塗装ﾊﾟﾈﾙ)
MCMP-P45LXH-E1｠
(天井材組込ﾊﾟﾈﾙ)

MCMP-P71LXH-E1(天井材組込ﾊﾟﾈﾙ)
MCMP-P71LWH-E1(塗装ﾊﾟﾈﾙ)

天井材組込仕様｠
露出仕様｠

電源用端子台｠

伝送用端子台｠

ドレン排水確認用給水口｠
エアフィルター｠ドレン抜き｠

（自然排水口）｠

冷媒配管｠
（ガス）｠ドレン配管｠

冷媒配管（エキ）｠端子箱｠

G-φ2.9取付穴｠

1

2

3制御箱｠190

73

222

2
0
2

2
1
6

45

197240

170mm±5mm

7
1
0

A

Ｂ｠
108 Ｄ（吊りボルトピッチ）｠ 108

52
1
1
0

70

574(吊りボルトピッチ)
D(吊りボルトピッチ)

5
7
4 6
3
4

60

2
6
6 1
2
2

634
497

146
C

E

5
0
7

1
4
6

70

48

6
7
0

48

1
9
0

670B

3
5
0
以
上
｠

20 20

68

20 20

68

20

45

2
9
0

5
8
3
m
m
M
A
X

300mm｠
以内｠

221

34
1
5
9

F

ｴｱﾌｨﾙﾀ-

別売加湿器接続口｠
７５４Ｘ１１０ノックアウト穴（両側面）｠

(MCMP-P140LWH-E) (MCMP-P140LXH-E)

１０－φ２．８取付穴｠

φ９．５２｠ …………………………………………｠
…………………………………………｠φ１５．８８｠冷媒配管(ｶﾞｽ)ﾌﾚｱ接続｠

　　〃｠｠(ｴｷ)｠｠〃｠

<配管ｻｲｽﾞ>

直線距離で｠

天井
材組

込仕
様の
場合
35
8～
37
3

露出
仕様

の場
合3
38
～3
53

露出
仕様
の場
合4
5

天井
材組
込仕
様の
場合
65

天井材組込仕様｠露出仕様｠

(自然排水口)
ドレン抜き｠

制御箱｠

ﾀﾝｼﾎﾞｯｸｽ｠

電源用端子台｠

ﾄﾞﾚﾝ排水確認用給水口｠

伝送用端子台｠

２｠

３｠

１｠

外気取入口（φ１５０ノックアウト穴）｠

３｠ 21

注１．天井材組込タイプの化粧パネルをご使用の場合｠
　　　天井材組込可能最大厚さは２１ｍｍです。｠
　２．吊りボルトはＭ１０を使用してください。（現地御手配）｠
　３．オプションの高性能フィルター組込時は本体高さが１１０ｍｍアップします。｠
　４．エアフィルターは本体側に同梱されています。｠

ドレンホ－ス　｠ＶＰ－２５<ﾌﾚｷ接手>(付属)　……………………………………｠３｠

1
2

３｠

(吊りﾎﾞﾙﾄﾋﾟｯﾁ)

(天井開口寸法)
４－φ２．９取付穴｠

(吊りﾎﾞﾙﾄﾋﾟｯﾁ)

(天井開口寸法)

分ﾀﾞｸﾄ接続口φ200ﾉｯｸｱｳﾄ穴(両側面)

４－φ２．９取付穴｠

188.5188.5188.5189
754
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0

15
9

170mm±5mm

60
0m
mM
AX

３００ｍｍ以内｠ 　｠

35
0以
上｠

15
5
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5

127
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57
4
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67
0

48
48

107 1756

6868 574

19
2

201970

67020 20

71
0

2010

2020

29
0

60
6

1970

1756

14
5

856

1708
1756

18
1

23
5

222

70 333

38

106

476
70 178

606

303

43
.5 25
.5

223.5

φ｠172

90
°｠

90°｠
φ｠22490

°｠

45°｠

天井カセット形2方向吹出し

●PLFY-P22, 28, 36, 45, 56, 71, 80, 90, 112LM-E2

天井カセット形2方向吹出し

●PLFY-P140LM-E2
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（単位：mm）｠

下がり天井前吹出しグリル方式｠

(ヒーター付のみあり)

正面より見る｠

新鮮外気取入口｠
(ノックアウト)

6-φ2.8バ－リング穴｠
電気品箱引下げ時｠

電気品箱｠
リモコン用端子盤｠

内外接続用端子盤｠
ヒーター電源用端子盤｠

正面図｠

化粧パネル｠
天井面｠

別売前吹出グリル用ノックアウト穴｠

吊
り
ボ
ル
ト
下
端
｠

下面図｠

エアフィルタ－｠

空気吸込口｠

平面図｠

本体｠
センタ｠

天井開口穴｠
センタ｠

A ガス管B液管｠

オ－トベ－ン｠

空気吹出口｠

天井開口穴｠

天
井
開
口
穴
｠

吊
り
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ
｠

吊りボルトピッチ｠

495
130

392
＊P71・P80は401

6～
7

7
8
.5

φ｠100

φ｠135

130

1
6
5
11

冷媒配管φ9.52フレア接続（P71・P80形）、
φ6.35フレア接続（P36～P56形）｠

冷媒配管φ15.88フレア接続（P71・P80形）、
φ12.7フレア接続（P36～P56形）

右側面図｠

ドレン配管｠
｠VP-25接続｠

2-配線取出口｠
(φ22被膜付)

吸込グリル（２分割）

41

4
5

7
5

16
5

1
4
3

90

404
285
200

6
0
～
7
0

1
3

1
0
1
9
8

1
3
5

3
6

左側面図｠

5-φ2.9穴｠

吊りボルト｠

(ノックアウト)
新鮮外気取入口｠

電気品箱｠

(ダクトフランジ逃し寸法)

(ダ
ク
ト
フ
ラ
ン
ジ
逃
し
寸
法
)

7
8
.5

φ｠1
35

φ｠100

1
7

10
0

12
0

16
0

〈
吹
出
〉｠

〈
開
口
穴
〉｠

19
0

EG
以
上
｠

D

F

A（吹出）｠
B（開口穴）｠

C 前から見る｠ 側面から見る｠
吸込口｠

54

70

430

115 115

1
2
.5

45

90
3
5

74

50

75 75G

6
9
0

2
5
2

3
6 35 35

J
H

D C 280 60

2
0

1
5

6
5
5

1
0

6
1
0

3
5
1
5

5
8
0

20 20F
60 E 150

95
4
4
0

23

39
K38

120～170

別売“前吹出しグリル”

ドレンアップ｠
メカ内蔵｠（｠ ）

865

機種｠
項目｠ A

620｠

920

660｠

960

690｠

990

B

38 223118 198

C D E F G

P36～P56形｠

P71・P80形｠

A形　　名｠
P36・P45形｠

P56形｠
P71・P80形｠

69｠

72｠

72

B
53｠

66｠

66

C
223｠

223｠

248

D
280｠

280｠

255

E
940｠

940｠

1240

F
1150｠

1150｠

1450

G
810｠

810｠

1110

H
890｠

890｠

1190

J
1190｠

1190｠

1490

K
987｠

987｠

1285

同一面

(平面図)

吹出口（下面）

46
43

28
28

20
26

20

53

69
24
7

※電気品箱は下面に引下げて
　サービスすることができますので
　接続配線等は余裕をもたせて
　ください。
　（サービス時、化粧パネルは取外します）

18
4

(右側面図)

吊り金具下面

11
0

11
0

据付必要寸法図

化粧パネル

23
0

23
5以
上

吊りボルトM10

化粧パネル外形 吹出 天井開口穴と製品本体の
センターは同一

75926
吊りボルトピッチ74.5

960 天井開口穴20 20
1000 パネル外形

17
.5

17
.5

45
吊
りボ
ルト
ピッ
チ

45
43
0
天
井
開
口
穴

47
0
パ
ネ
ル
外
形

20
20

74.5

MAリモコン端子盤
Ｍ-ＮＥＴ端子盤

電源端子盤

812

96

(左側面図)

（正面図） ドレンパン

電気品箱
ドレン配管
ＶＰ-20接続

冷媒配管(ガス側)
フレア接続 1/2F

冷媒配管(液側)
フレア接続 1/4F天井下面

ドレンパン 天井下面

φ12.7
ＶＰ-20

φ6.35
外径φ43

ドレン配管
ガス管
液   管
断熱カバー

冷媒配管

φ50

（56）

23
0

(96)

(2
0)
(1
0)

302
254

19
8

141 759

395

34
0

811

ドレンアップする場合（PMFY-P･BM-E2のみ）
下記①②どちらでも可
“A”部の立ち上げ可能最大寸法は、天井下面から60cmですが、可能な限り立ち上げ寸法は小さくしてください。

注) 配管は必ず接着してください。

① ②

フレキホース
( 出来る限り短く )

15cm以下

(出来る限り短く )30cm以下

（出来る限り短く）30cm以下
支持金具

支持金具

天井面
天井面

“
A”
60
cm
以
内

“
A”
60
cm
以
内

本体
本体

フレキ
ホース

現地配管

現地配管

水平もしくは
若干の上がり勾配

現地配管

現地配管
※下り勾配
　1/100以上

現地配管
現地配管
※下り勾配
　1/100以上

(出来る限り短く )30cm以下

化粧パネル(下面図）

60
40

177580243

30

1000 パネル外形

47
0
パ
ネ
ル
外
形

天井カセット形1方向吹出し（大容量タイプ）

●PMFY-P36, 45, 56, 71, 80EM-E1

天井カセット形1方向吹出し（小容量タイプ）

●PMFY-P22, 28, 36, 45BM-E2
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ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
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シ
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ィ
マ
ル
チ
室
内
ユ
ニ
ッ
ト 

これは71～90形の場合｠
です。22～56形の場合｠
は2口になります。［★］｠

320

★22～56形の場合｠

φ200吹出円形フランジ｠

320
450

J

320
－｠
－｠
K

1160
960
710
C

吊り金具｠
4-14X30長穴｠

4-φ2.9取付穴｠

外気取入口｠
（φ150ノックアウト穴）｠

冷媒配管（エキ）｠
フレア接続｠

ドレン配管｠

ドレン抜き（自然排水口）｠
ドレン排水確認用給水口｠

冷媒配管（ガス）｠
フレア接続｠

エアフィルタ－｠

配線取出口｠
（伝送）｠

配線取出口｠
（電源）｠

制御箱｠

1
2

3

吸込口付きメンテパネル｠

PDFY-P71･80･90M-E2

PDFY-P22･28･36･45･56M-E2

　　　機　　　種｠

φ12.7

φ15.88

②ｴｷ配管ｻｲｽﾞ｠

φ6.35

φ9.52

①ｶﾞｽ配管ｻｲｽﾞ｠ ③ﾄﾞﾚﾝ配管｠
ﾄﾞﾚﾝﾎ-ｽ｠
VP-25
〈ﾌﾚｷ接手｠
175mm〉(付属)

H

230
225
165

　〈　〉寸法はオプションの内蔵形加湿器組込時です。｠

注1．オプションの高性能フィルア[組込時は本体高さが32mmアップします。｠
　2．天井材組込イCプの化粧パネルをご使用の場合、天井材組込可能最大厚さは｠
　｠　｠20mmです。｠
　3．吊りボルトは耐震など必要に応じ、振れ止め用耐震支持部材にて補強を｠
　　｠｠行ってください。｠
　4．吊りボルトおよび振れ止め用耐震支持部材はM10を使用してください。｠
　　｠｠（現地御手配）｠
　5．オプションの内蔵形加湿器を組込時は、加湿エレメエントのメンテナンスが｠
　｠　｠サイドスライドメンテになりますので、1ランク上のパネルをご使用ください。｠
　　｠｠（サ－ビススペ－スの詳細は、加湿器組込の外形図を参照ください。）｠
　6．ドレンアップメカをご使用にならない場合は、自然排水口に付属の｠
　｠　｠ドレンホースを接続してください。　　　　　｠

　　　機　　　種｠
PDFY-P22･28･36M-E2
PDFY-P45･56M-E2
PDFY-P71･80･90M-E2

A
790〈1040〉｠
1040〈1240〉｠
1240〈1590〉｠

B
750〈1000〉｠
1000〈1200〉｠
1200〈1550〉｠

D
742
992
1192

E
696
946
1146

F
〈250〉｠4〈254〉
〈200〉｠
〈350〉｠

G
｠

4〈204〉｠
4〈354〉｠

※上図範囲内で付属のドレンホースを｠
　使用してドレン揚程の処理をお願いします。｠
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J H
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23E(吊りボルトピッチ)23
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Ｂ（天井開口寸法）｠
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パ
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ル
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｠
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A　｠
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0m
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AX

51
4m
m以
下｠

300mm以下｠
185mm±5mm
直線距離で｠

F
20

3

（※6）｠

,

1590〈1840〉｠

φ200吹出円形フランジ｠

外気取入口｠
（φ150ノックアウト穴）｠

4-φ2.9取付穴｠

1

2

3

吊り金具｠
4-14X30長穴｠

冷媒配管（ガス）｠
フレア接続｠

冷媒配管（エキ）｠
フレア接続｠

ドレン配管｠

ドレン抜き（自然排水口）｠

エアフィルタ－｠

配線取出口｠
（伝送）｠

配線取出口｠
（電源）｠

制御箱｠

ドレン排水確認用給水口｠

φ15.88

②ｴｷ配管ｻｲｽﾞ｠

φ9.52
①ｶﾞｽ配管ｻｲｽﾞ｠ ③ﾄﾞﾚﾝ配管｠

ﾄﾞﾚﾝﾎ-ｽ｠VP-25
〈ﾌﾚｷ接手｠175mm〉(付属)

　〈　〉寸法はオプションの内蔵形加湿器組込時です。｠

3

1
2

吸込口付きメンテパネル｠

注1．オプションの高性能フィルア[組込時は本体高さが｠
32mmアップします。｠

　2．天井材組込イCプの化粧パネルをご使用の場合、｠
天井材組込可能最大厚さは20mmです。｠

　3．吊りボルトは耐震など必要に応じ、振れ止め用｠
耐震支持部材にて補強を行ってください。｠

　4．吊りボルトおよび振れ止め用耐震支持部材はM10を｠
使用してください。（現地御手配）｠

　5．オプションの内蔵形加湿器を組込時は、加湿エレメエントの｠
メンテナンスがサイドスライドメンテになりますので、｠
1ランク上のパネルをご使用ください。｠
（サ－ビススペ－スの詳細は、加湿器組込の外形図を｠
参照ください。）｠

　6．ドレンアップメカをご使用にならない場合は、自然排水口に｠
付属のドレンホースを接続してください。　　　｠

※上図範囲内で付属のドレンホースを｠
　使用してドレン揚程の処理をお願いします。｠
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天井ビルトイン形

●PDFY-P112, 140M-E2

天井ビルトイン形

●PDFY-P22, 28, 36, 45, 56, 71, 80, 90M-E2
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450
100～200

450

サービススペース詳細図｠

　注２｠

625

点検口｠

Ｌ｠

5050
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150～
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Ｅ
（
ダ
ク
ト
寸
法
：
外
寸
）
｠

250｠
（ダクト寸法：外寸）｠

340｠
（ダクト寸法：外寸）｠
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x(
J-
1)
=K

50

J -φ3打ﾇｷ｠

G-φ3打ﾇｷ｠

F
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8015
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383
(電気品ボックス)

吊り金具｠
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チ
)

814(吊りボルトピッチ)

Ｄ
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ダ
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寸
法
：
外
寸
）
｠

端子ボックス｠ ドレン排水口｠
（自然排水用）｠

伝送端子台｠電源端子台｠ 30 1

2
制御ボックス｠ 別売加湿器給水口｠

ドレン排水口｠
（別売ドレンアップメカ使用時）｠

92 200
343
387

77
13
0

41 94
32
8

25

25
0

50
50

50
50

38
0

29

15

847（本体）｠

900

17
34
0

10

45
50
x5
= 2
50

50

5
0
x(
G
-1
)=
H

24

70
（
電
気
品
ボ
ッ
ク
ス
）
｠

41
Ｃ
（
本
体
）
｠

４５～９０タイプ（注４）｠

機｠　　｠種｠
PEFY-P45･56･71M-E1
PEFY-P80･90M-E1
PEFY-P112･140･160M-E1

Ｋ｠
450
700
900

Ｌ｠
780
1030
1230

Ｊ｠
10
15
19

Ｈ｠
500
800
1000

Ｇ｠
11
17
21

Ｆ｠
50
25
｠25

Ｅ｠
550
800
1000

Ｄ｠
600
850
1050

Ｃ｠
680
930
1130

Ｂ｠
754
1004
1204

Ａ｠
800
1050
1250

・４５タイプ　　　　　　　　　　　＜配管サイズ＞｠
　　冷媒配管（ガス）　　フレア接続　　φ１２．７　・・・・・・・・１｠
　　　〃　　（エキ）　　　　〃　　　　　φ６．３５・・・・・・・・２｠

・７１～９０タイプ｠
　　冷媒配管（ガス）　　フレア接続　　φ１５．８８・・・・・・・・１｠
　　　〃　　（エキ）　　　　〃　　　　　φ９．５２・・・・・・・・２｠

・１１２～１６０タイプ｠
　　冷媒配管（ガス）　　フレア接続　　φ１５．８８・・・・・・・・１｠
　　　〃　　（エキ）　　　　〃　　　　　φ９．５２・・・・・・・・２｠

　｠

ドレン　ＶＰ－２５＜フレキ継手２００mm＞（付属）・・・３｠

注：１．吊りボルトにはＭ１０を使用してください。（現地御手配）｠
　　２．熱交換器の洗浄をする際には下からのメンテナンスとなりますので、サービススペースを確保｠
　　　　願います。｠
　　３．別売の内蔵形加湿器を組込の際には、加湿エレメントのメンテナンスのために、１ランク大き｠
　　　　い（600×600）点検口を設けてください。｠
　　　　（サービススペースの詳細は加湿器組込の外形図を参照ください。）｠
　　４．本図はファンが２つの１１２～１６０タイプを示します。４５～９０タイプの場合はファンが｠
　　　　１つとなります。｠
　　５．本ユニットの吸込側にはエアフィルターが必要です。フィルターメンテナンスが容易にできる｠
　　　　位置に必ずエアフィルターを設置願います。｠
　　　　尚、別売でロングライフフィルター、高性能フィルターを準備しています。但し、前記フィル｠
　　　　ターをご使用の場合は別売フィルターボックスが必要です。｠
　　　　（フィルターボックスを使用した場合、奥行き寸法が900→998に変わります。）｠

・５６タイプ｠
　　冷媒配管（ガス）　　フレア接続　　φ１２．７　・・・・・・・・１｠
　　　〃　　（エキ）　　　　〃　　　　　φ６．３５・・・・・・・・２｠

PEFY-P224M-E1｠｠　　　｠｠　　　　＜配管サイズ＞｠
冷媒配管（ガス）　　ロウ付接続　　　φ１９．０５・・・①｠
　〃　　（エキ）　　　　〃　　　　　φ１２．７　・・・②｠
　｠PEFY-P280M-E1｠｠　　　｠｠　　　　＜配管サイズ＞｠
冷媒配管（ガス）　　ロウ付接続　　　φ２２．２　・・・①｠
　〃　　（エキ）　　　　〃　　　　　φ１２．７　・・・②｠

ドレン　ＶＰ－２５＜フレキ継手２００mm＞（付属）・・・③｠

200～300

天井面｠点検口｠

サービスメンテナンスのため指定位置に必ず点検口を設置してください。｠

サービススペース詳細図｠

800

24

10

50
x6
=
30
0

50
x7
=3
50

32
7

3
0

2 1

吊り金具｠

21-φ3打ﾇｷ｠

22-φ3打ﾇｷ｠

1
2
5
0
(本
体
)

5
0
x2
1
=
1
0
5
0

2
5

1
0
2

5
0
x2
0
=1
0
0
0

50

15

1
0
0

42
0

35

20

1120

10
1067 (本体)

15
29

47
034
0

10
5

44
16
4 20

41

489
422

95 249

2
3

1
3
2
6
(吊
り
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ
)

1
3
7
2

1
1
0
0
(ダ
ク
ト
寸
法
：
外
寸
)

420 (ダクト寸法：外寸)
1124

1034 (吊りボルトピッチ) 60 340 (ダクト寸法：外寸)

1
1
0
0
(ダ
ク
ト
寸
法
：
外
寸
)

ドレン排水口｠
（自然排水用）｠

3

伝送端子台｠電源端子台｠

制御ボックス｠ 別売加湿器給水口｠

ドレン排水口｠
（別売ドレンアップメカ使用時）｠

注：１．吊りボルトにはＭ１０を使用してください。（現地御手配）｠
　　２．熱交換器の洗浄をする際には下からのメンテナンスとなりますので、｠
　　　　サービススペースを確保願います。｠
　　３．別売の内蔵形加湿器を組込の際には、加湿エレメントのメンテナンスの｠
　　　　ために、１ランク大きい（600×600）点検口を設けてください。｠
　　　　（サービススペースの詳細は加湿器組込の外形図を参照ください。）｠

450
100～200

450

　注２｠

625

点検口｠
135

0

5050

150～
200

天井埋込形

●PEFY-P45, 56, 71, 80, 90, 112, 140, 160M-E1

天井埋込形

●PEFY-P224, 280M-E1
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ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン 

シ
テ
ィ
マ
ル
チ
室
内
ユ
ニ
ッ
ト 

,

9

φ1
25

7

4
15

8
3

120°｠

①ﾄﾞﾚﾝ配管接続口(内径φ26)
②ﾄﾞﾚﾝ配管接続口(左出し用)
③左側ﾄﾞﾚﾝ配管後取出し用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠
④冷媒配管接続口(ｶﾞｽ管側/ﾌﾚｱ接続)
⑤冷媒配管接続口(液管側/ﾌﾚｱ接続)
⑥ﾄﾞﾚﾝ配管上取出し用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠
⑦新鮮外気取入用ﾉｯｸｱｳﾄ穴　φ100
⑧電線取出し用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠｠｠2-φ22.2
⑨電線取出し用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠｠｠2-φ26

注意事項｠
1.天井の隅に廻り縁がある場合は,その寸法を考慮して｠
据付けてください。｠
2.ﾄﾞﾚﾝ配管はPVC管VP-20を使用してください。｠
3.ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄはW3/8ﾈｼﾞまたは,M10を使用してください。｠
4.別売ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟﾒｶ取付けの場合,冷媒配管は上側取出し｠
のみとなりますのでご注意願います。｠

〔正面より見る〕｠

〔正面より見る〕｠

2

電気品箱引下げ時｠

電気品箱｠

電気品箱｠

(吊りﾎﾞﾙﾄﾋﾟｯﾁ)
吊り金具｠

配管後取出し位置｠
（出荷時ｶﾊﾞｰ取付）

917

960
54 52

38 13
0
86

50
以
下
｠

(吊
りボ
ルト
)

116 69

天井｠

天井｠

75

461

8 48

233 （ﾄﾞﾚﾝ｠ｼﾞｮｲﾝﾄｿｹｯﾄ（付属品）装着時）｠
（ﾄﾞﾚﾝ）246

387

斜線部を切離すこと｠

13838 18

24
8538 86 2
260

19
0

19
012
6

37

12
4 16

976

12
1
46

後配管の際、後配管穴ｶﾊﾞｰは斜線部を切り離し、｠
必ず元の位置へ取付けて下さい。（埃の進入により、｠
熱交換器が目詰まりするおそれがあります）｠

室内ﾕﾆｯﾄ周囲必要空間｠

吊込時の作業性と安全性を考慮して
片面の側面と壁との間はできるだけ
開けてください。配管,配線,ﾒﾝﾃﾅﾝｽは｠
下面及び右側面となっておりますので
上記ｽﾍﾟ-ｽを確保してください。

障害物｠
別売自動昇降取付の｠
場合は不可｠

後壁｠

天井｠

300以上｠
250以下｠

高所取付用｠

960270以上｠

68
0以
下
｠

1（
天
井
面と
の
隙
間
）

50
0以
上
｠

床
面よ
り1
80
0以
上
｠

やむを得ないとき側面の壁片側だけは
ﾕﾆｯﾄより前面にでても可｠

68
032
0

80

15
0

18

62 6140
917（吊ボルトピッチ）

23
088

84
19
5

9602 2
853

吹出口｠

51

10

184 (液管接続口　φ6.35)
(ガス管接続口　φ12.7)
(ドレン接続口：現地側,付属品装着時)
(ドレン接続口：本体側)

203
233
246

5

14

6（
サ
イド
パ
ネ
ル
後
部
）

(2
36
)

吸込口｠
878

182 85

別売ムーブアイキット,
別売ムーブアイ＋ワイヤレス受光部キット｠
取付の場合｠

社名表示｠

25
4
47
6

57
68
0

別売受光部キット,別売ムーブアイキット｠
別売ムーブアイ＋ワイヤレス受光部キット｠
取付の場合｠
応急運転ｽｲｯﾁ<冷房>兼｠応急昇降ｽｲｯﾁ<上がる>

応急運転ｽｲｯﾁ<暖房>兼｠応急昇降ｽｲｯﾁ<下がる>
霜取･暖房準備中ランプ｠

受光部｠ 運転ランプ｠

別売ムーブアイキットの場合、無し｠

輻射センサー(ムーブアイ)
別売ムーブアイキット,
別売ムーブアイ＋ワイヤレス受光部キット｠
の場合｠

別売自動昇降キット取付の場合は、
後壁から30mm以上離してください。

天吊形

●PCFY-P45, 56KM-E1

①ﾄﾞﾚﾝ配管接続口(内径φ26)
②ﾄﾞﾚﾝ配管接続口(左出し用)
③左側ﾄﾞﾚﾝ配管後取出し用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠
④冷媒配管接続口(ｶﾞｽ管側/ﾌﾚｱ接続)

⑤冷媒配管接続口(液管側/ﾌﾚｱ接続)
⑥ﾄﾞﾚﾝ配管上取出し用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠
⑦新鮮外気取入用ﾉｯｸｱｳﾄ穴　φ100
⑧電線取出し用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠｠｠2-φ22.2
⑨電線取出し用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠｠｠2-φ26

注意事項｠
1.天井の隅に廻り縁がある場合は,その寸法を考慮して
据付けてください。｠

2.ﾄﾞﾚﾝ配管はPVC管VP-20を使用してください。
3.ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄはW3/8ﾈｼﾞまたは,M10を使用してください。
4.別売ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟﾒｶ取付けの場合,冷媒配管は上側取出し｠
のみとなりますのでご注意願います。

室内ﾕﾆｯﾄ周囲必要空間｠

吊込時の作業性と安全性を考慮して
片面の側面と壁との間はできるだけ
開けてください。配管,配線,ﾒﾝﾃﾅﾝｽは｠
下面及び右側面となっておりますので
上記ｽﾍﾟ-ｽを確保してください。

障害物｠
別売自動昇降取付の｠
場合は不可｠

後壁｠

天井｠

300以上｠
250以下｠

高所取付用｠

1280270以上｠

68
0以
下
｠

1（
天
井
面と
の
隙
間
）

50
0以
上
｠

床
面よ
り1
80
0以
上
｠

やむを得ないとき側面の壁片側だけは｠
ﾕﾆｯﾄより前面にでても可｠

68
032
0

80

15
0

18

62
6140

1237（吊ボルトピッチ）

23
088

84
19
5

2 21280
1173

吹出口｠

51

10

184 (液管接続口　φ9.52)
(ガス管接続口　φ15.88)
(ドレン接続口：現地側,付属品装着時)
(ドレン接続口：本体側)

200
233
246

5

14

6（
サ
イド
パ
ネ
ル
後
部
）

(2
36
)

別売ムーブアイキット,
別売ムーブアイ＋ワイヤレス受光部キット｠
取付の場合｠

別売受光部キット,別売ムーブアイキット｠
別売ムーブアイ＋ワイヤレス受光部キット｠
取付の場合｠
応急運転ｽｲｯﾁ<冷房>兼｠応急昇降ｽｲｯﾁ<上がる>

応急運転ｽｲｯﾁ<暖房>兼｠応急昇降ｽｲｯﾁ<下がる>
霜取･暖房準備中ランプ｠

受光部｠ 運転ランプ｠

別売ムーブアイキットの場合、無し

輻射センサー(ムーブアイ)
別売ムーブアイキット,
別売ムーブアイ＋ワイヤレス受光部キット｠
の場合｠

吸込口｠
1198

182 85

社名表示｠

25
4
47
6

57
68
0

〔正面より見る〕｠

電気品箱｠

(吊りﾎﾞﾙﾄﾋﾟｯﾁ)吊り金具｠

配管後取出し位置｠
（出荷時ｶﾊﾞｰ取付）

1237

1280
54 52

38 13
0
86

50
以
下
｠

(吊
りボ
ルト
)

116 69

天井｠

8 48

233 （ﾄﾞﾚﾝ｠ｼﾞｮｲﾝﾄｿｹｯﾄ（付属品）装着時）｠
（ﾄﾞﾚﾝ）｠246

斜線部を切離すこと

後配管の際、後配管穴ｶﾊﾞｰは斜線部を切り離し、｠
必ず元の位置へ取付けて下さい。（埃の進入により、
熱交換器が目詰まりするおそれがあります）｠

9

φ1
25

7

4
15

8
3

120°｠

〔正面より見る〕｠

2

電気品箱引下げ時｠

電気品箱｠
天井｠

75

461 387
138

38 18

24
8538 86 2
260

19
0

19
0

1
12
6

12
416
9 76

12
1

37

46

別売自動昇降キット取付の
場合は、後壁から30mm
以上離してください。｠

天吊形

●PCFY-P71, 80, 90KM-E1
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①｠ﾄﾞﾚﾝ配管接続口(内径φ26)
②ﾄﾞﾚﾝ配管接続口(左出し用)
③左側ﾄﾞﾚﾝ配管後取出し用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠
④冷媒配管接続口(ｶﾞｽ管側/ﾌﾚｱ接続)

⑤冷媒配管接続口(液管側/ﾌﾚｱ接続)
⑥ﾄﾞﾚﾝ配管上取出し用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠
⑦新鮮外気取入用ﾉｯｸｱｳﾄ穴　φ100
⑧電線取出し用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠｠｠2-φ22.2
⑨電線取出し用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠｠｠2-φ26

注意事項｠
1.天井の隅に廻り縁がある場合は,その寸法を考慮して｠
据付けてください。｠
2.ﾄﾞﾚﾝ配管はPVC管VP-20を使用してください。｠
3.ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄはW3/8ﾈｼﾞまたは,M10を使用してください。｠
4.別売ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟﾒｶ取付けの場合,冷媒配管は上側取出し｠
のみとなりますのでご注意願います。｠

室内ﾕﾆｯﾄ周囲必要空間｠

吊込時の作業性と安全性を考慮して
片面の側面と壁との間はできるだけ
開けてください。配管,配線,ﾒﾝﾃﾅﾝｽは｠
下面及び右側面となっておりますので
上記ｽﾍﾟ-ｽを確保してください。

障害物｠
別売自動昇降取付の｠
場合は不可｠

後壁｠

天井｠

300以上｠
250以下｠

高所取付用｠

1600270以上｠

68
0以
下
｠

1（
天
井
面と
の
隙
間
）

50
0以
上
｠

床
面よ
り1
80
0以
上
｠

やむを得ないとき側面の壁片側だけは
ﾕﾆｯﾄより前面にでても可｠

51

10

184 (液管接続口　φ9.52)
(ガス管接続口　φ15.88)
(ドレン接続口：現地側,付属品装着時)
(ドレン接続口：本体側)

200
233
246

5

14

6（
サ
イド
パ
ネ
ル
後
部
）｠

(2
36
)

別売ムーブアイキット,
別売ムーブアイ＋ワイヤレス受光部キット｠
取付の場合｠

別売受光部キット,別売ムーブアイキット｠
別売ムーブアイ＋ワイヤレス受光部キット｠
取付の場合｠
応急運転ｽｲｯﾁ<冷房>兼｠応急昇降ｽｲｯﾁ<上がる>

応急運転ｽｲｯﾁ<暖房>兼｠応急昇降ｽｲｯﾁ<下がる>
霜取･暖房準備中ランプ｠

受光部｠ 運転ランプ｠

別売ムーブアイキットの場合、無し

輻射センサー(ムーブアイ)
別売ムーブアイキット,
別売ムーブアイ＋ワイヤレス受光部キット｠
の場合｠吸込口｠

1518
182 85

社名表示｠

25
4

47
6

57
68
0

68
032
0

80

15
0
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62
6140

1557（吊ボルトピッチ）｠

23
088

84
19
5

2 21600
1493

吹出口｠

〔正面より見る〕

(吊りﾎﾞﾙﾄﾋﾟｯﾁ)吊り金具｠

配管後取出し位置｠
（出荷時ｶﾊﾞｰ取付）

1557

1600
54 52

38 13
0
86

50
以
下
｠

(吊
りボ
ルト
)

116 69

天井｠

電気品箱｠

8 48

233 （ﾄﾞﾚﾝ｠ｼﾞｮｲﾝﾄｿｹｯﾄ（付属品）装着時）
（ﾄﾞﾚﾝ）｠246

斜線部を切離すこと

後配管の際、後配管穴ｶﾊﾞｰは斜線部を切り離し、
必ず元の位置へ取付けて下さい。（埃の進入により、
熱交換器が目詰まりするおそれがあります）

9

φ1
25

7

4
15

8
3

120°｠

〔正面より見る〕｠
2

電気品箱引下げ時｠

電気品箱｠
天井｠

75

461 387
138

38 18

24
8538 86 2
260

19
0

19
0

11

12
6

12
416
9

76
12
1

(7
1)

37

46

別売自動昇降キット取付の
場合は、後壁から30mm
以上離してください。

ノックアウト穴｠詳細図（A｠B｠C)
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640｠｠吸込み口寸法｠ 115
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吸
込
み
口
寸
法
｠

注1、天井の隅に廻り縁がある場合は、その寸法を考慮して据付けてください。｠
注2、据付用板の取付ボルトはM10またはW3/8ネジを使用してください。｠
注3、リモコン線の接続はリード線同士をコネクタで接続してください。｠
注4、配線工事を行なう際パネルを取外してください。｠
注5、延長配管サイズは下記仕様表を参照ください。｠

暖房準備｠運転｠
冷房｠ 暖房｠

106.7

電源端子台｠
端子台｠

据付け用板｠

225

応急運｠転｠ス｠イ｠ッ｠チ｠･冷房｠

配管取り入れ口ボルトタッピンネジ取付詳細｠

据付け用板重心穴｠

据付用板｠

本体｠

4-4.5×35長穴｠カ｠ 4-φ9ヌキ穴｠エ｠8-φ4.3ヌキ穴｠イ｠
87-φ5.1ヌキ穴｠ア｠

配管穴｠φ65

4-11×20長穴｠オ｠

4-4.5×37長穴｠ク｠
4-4.5×40長穴｠キ｠

12-φ2.8ヌキ穴｠ウ｠

応急運｠転｠ス｠イ｠ッ｠チ｠･暖房｠

霜取･暖房準備｠中｠ラ｠ン｠プ｠

受光部｠

運｠転｠ラ｠ン｠プ｠

5

640｠吸込み口寸法｠
60

110

450｠ガス管｠
520｠液管｠

54

16 2.5

R8

10
3445 91.5

電源端子台(200V)
M-NET端子台(30V)

MA-リモコン端子盤はありません。｠
リモコン線との接続は注記3の指示に
従ってください。

端子台詳細図｠

2次側｠

1次側｠

R S A B

24.4

1
0

1
0 5
0 16

2.
5
50

44
5

45
°｠

3°
｠

R1
5

R8

R8

R15

R12

R1
5

5°
｠

116

660｠ドレン配管｠全長760｠

695｠吹出し口寸法｠

M-NET端子台｠
アドレス基板｠

アドレス基板｠

ディップスイッチ（機能切替え）

＊3｠アドレス基板はプラスチックカバーにて｠
　　保護されています。｠
　　設定を行なう時はドライバーにてネジ（1本）
　　をはずしてください。｠

アドレス基板詳細図｠
吹｠出｠し｠方向｠

吸込み方向｠

吸込み方向｠

吹出し口寸法｠37
.8 74.6

ロータリースイッチ（自己アドレス）
ロータリースイッチ（ペアNO ）｠

3

冷媒配管｠

ドレン配管｠

断熱材｠ 外形φ35

フレア接続1/4F｠φ6.35

フレア接続1/2F｠φ12.7

断熱材外径φ28

接続部外径φ16

液　管｠

ガス管｠

据付所要スペース｠

90mm以下｠
20mm以上｠22mm以上｠

左、左前配管時の場合は｠
作業スペース確保のため｠
60mm以上｠
｠
｠

10
0m
m以

上｠ 50
m
m
以
上
｠吸込み口寸

法｠7

ア｠
ア｠

ア｠

ア｠

ア｠

ウ｠

オ｠

イ｠
エ｠

オ｠
ア｠ ア｠

ク｠

ク｠

ア｠

ア｠

ア｠

ア｠

ア｠ ア｠
ア｠

ア｠

ア｠

ア｠

ア｠

ア｠

ア｠
ア｠ ア｠ ア｠

ア｠ ア｠ ア｠

ア｠

ア｠
ア｠

ア｠

エ｠ウ｠イ｠ イ｠ア｠

ア｠
ア｠

キ｠

ア｠ キ｠

ア｠

ア｠

ウ｠
ア｠

ア｠ ア｠

ア｠ ア｠

ア｠ ア｠

ア｠

ア｠

ウ｠

ウ｠

ア｠ ア｠ ア｠ ア｠ エ｠ イ｠ イ｠

ア｠ オ｠

ア｠ク｠

ク｠

ア｠

ウ｠
ア｠

ウ｠
キ｠

キ｠

オ｠
ア｠

ア｠ ア｠

ア｠

ア｠

ア｠

ア｠
ア｠ ア｠

ア｠

ア｠

ウ｠

カ｠

カ｠

ア｠ ア｠

ア｠ ア｠

カ｠
エ｠

ア｠
ア｠

ア｠

ア｠

ア｠

ア｠

ア｠

ア｠

ア｠

イ｠ ア｠ ア｠ ア｠
ア｠

ウ｠

ウ｠

ア｠
イ｠

ア｠

ア｠

ア｠

ア｠

ウ｠
ア｠

ア｠

リモコン配線用ノックアウト穴｠

リモコン配線用ノックアウト穴

下配管用ノックアウト穴｠

左配管用ノックアウト穴
右配管用ノックアウト穴

MA-リモコン線(12V)

ノックアウト穴

吹出
し口

寸法
｠

天吊形

●PCFY-P112, 140, 160KM-E1

壁掛形

●PKFY-P22, 28BM-E1

●PKFY-P22, 28BMS-E1
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NO.名｠｠｠称｠ 名｠｠｠称｠
1
2
3
4
5

6
7
8
9

冷媒配管＜液＞･････φ9.52｠ﾛｳ付｠
ドレン穴････････1B 基礎ボルト穴･･････4-φ12
装置電源穴･･･････φ43

冷媒配管＜ガス＞･････｠φL｠ﾛｳ付｠

電線穴･････φ27

室内外連絡穴，伝送線穴･･････φ27
ア－ス端子（制御箱内に設置）･･･････5ﾈｼﾞ｠

透湿膜加湿器配管穴･･････φ52

NO. 注１．伝送線と電圧２００Ｖ以上の配線は必ず分けた経路としてください。｠
　２．設置する部屋の気密性が高い場合、室内が負圧となり、部屋の扉が｠
　　　開かない等の問題が発生する場合がありますので、室内が負圧に｠
　　　ならないような通気孔等を設けてください。｠
　３．左配管接続する場合、別売左配管部品が必要です。｠

39.5
29.5
J

ＰＦＦＹ－Ｐ２８０ＤＭ－Ｅ1
ＰＦＦＹ－Ｐ２２４ＤＭ－Ｅ1 980 962 1042 1014 715 675 640

895 835 8001234126211821200
16
18

IA B C D E F G H
108
160 22.2

19.05
K

配管・配線等の据付工事のスペースは｠
別途確保してください。｠

通常最低限必要な寸法を示します｡｠
通風・サービススペース｠

4

9

5

6

3

1

2

外気取入口｠

（電動機プーリーサービス用）｠

（送風機プーリーサービス用）｠

サービスパネル　　　　｠

サービスパネル　　　　｠

（サーミスターサービス用）｠
｠｠｠｠｠サービスパネル｠

2

1

3

4

6

5

9

外気取入口｠

Ｊ－φ３穴｠

吹出ダクトフランジ｠

8

１０－φ３穴｠

外気取入フランジ〈別売部品〉｠

前吸込口｠

吹出ダクトフランジ｠

後吸込口｠

7

8

8
100500

50

56

36

4567

225
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5

282 79

31
2

61
2

485

90
60

60
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0 21
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290

92
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H
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0
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KK

40

40

C
D

G

85
30
0

27

272

15
2

80

8080

15

15 40

A

B

40

17
48

16
50

80
0

床置形

●PFFY-P224, 280DM-E1

壁掛形

●PKFY-P36, 45, 56HM-E1
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ＭＡリモコン用端子盤｠
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6
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0

71130

11
5
5
0

4
0

1
3
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2
1
6

1
9
0
0

600

95

70

冷媒，ドレン配管，電線用｠
ﾉｯｸｱｳﾄ穴　140×80長穴｠

背面｠

前面｠

前面｠

背面｠

リモコン｠

床固定用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠
４－φ１０穴｠

下配管用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠
　　　120×70長穴｠

冷媒，ドレン配管用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠
90×60長穴（左側面にも同等穴有り）｠

電線用ﾉｯｸｱｳﾄ穴　φ２７｠
　（左側面にも同等穴有り）｠

液管：1/4F(P56)｠
3/8F(P71～160)｠

｠

E

H
J

分ダクト用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠

D

20

4
8
0
5
9
0

20 105

47 K

340

95

3
0

8
2
7

40 66

10
0

G

下配管用ﾉｯｸｱｳﾄ穴｠

電気品箱｠
室内外伝送線用端子盤｠
（Ｍ－ＮＥＴリモコン兼用）｠

125

370

240

1
0
3
8

3
8 1
3
2

1
3
0

1
5

1
0
2
0 B

A
240

530

260

ｶﾞｽ管：1/2F｠
5/8F

(P56)｠
(P71～160)

ドレン配管｠

7
6
7

46122

1
2
3

7
1
4

転倒防止金具｠

電源用端子盤｠

C

277

218

F

11
0

520

1
1
1

φ
2
0

　２，分ダクトを取付ける場合は，ユニットの天井｠
　　　パネルに設けられたノックアウト穴および｠
　　　分ダクト取付け用ネジ穴に金具がかからない｠
　　　ようにしてください。（転倒防止金具の長辺｠
　　　を壁側にすればかかることはありません。）｠

ドレン配管｠

ドレンソケット｠

注１，ドレン配管接続部は現地工事に合わせ，加工｠
　　　できるようにドレンソケット（VP-20接続用）が｠
　　　附属品として有ります。接着してご使用ください。｠

リモコン（標準装備）｠

19130

1
2
0

表示部｠

カバー部｠

運転／停止｠設定温度｠

P５６～８０形｠
P１１２～１６０形｠

Ａ｠
２７０｠
３５０｠

Ｂ｠
２５０｠
３３０｠

Ｃ｠
１８０｠
２６０｠

Ｄ｠
２３５｠
３１５｠

Ｅ｠
５５｠
７７｠

Ｆ｠
１４３｠
２０１｠

Ｇ｠
１６０｠
１２０｠

Ｈ｠
９０｠
１４０｠

Ｊ｠
１７５｠
２５５｠

Ｋ｠
１８６｠
２６１｠

M

85

7212.7

15.88

L

室内外連絡線穴,伝送線穴･･････φ27｠6

524712131253145014781420

4

G
257

F
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E
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D
1230
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1258

A
1200PFFY-P450DM-E2

PFFY-P560DM-E2

H
1028

1235

J
16

18 1398

1178

K

電線穴･････φ37

ア－ス端子（制御箱内に設置）･･･5ﾈｼﾞ｠

透湿膜加湿器配管穴･･････φ52｠9

冷媒配管＜ガス＞･･･φ28.58｠ロウ付｠

装置電源穴･･･････φ52
基礎ボルト穴･･････4-φ12

冷媒配管＜液＞･････φL｠ロウ付｠
｠8
｠7

｠5
｠4
｠3
｠2
｠1

名｠｠｠称｠NO. 名｠｠｠称｠ NO.

ドレン穴････････Rc11 4

118120

6

4

5

9

外気取入口｠

2

1

3

9

Ｊ－φ３．５穴｠

吹出ダクトフランジ｠
通風･ｻｰﾋﾞｽｽﾍﾟｰｽ｠

配管・配線等の据付工事のスペースは｠
別途確保してください。｠

吹出ダクトフランジ｠

外気取入フランジ〈別売部品〉｠

注１．伝送線と電圧２００Ｖ以上の配線は必ず分けた経路としてください。｠
　２．設置する部屋の気密性が高い場合、室内が負圧となり、｠
　　　部屋の扉が開かない等の問題が発生する場合がありますの｠
　　　で室内が負圧にならないような通気孔等を設けてください。｠

31

2

4

6

5

外気取入口｠

前吸込口｠

7

通常最低限必要な寸法を示します｡｠
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１０－φ３穴｠
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後吸込口｠

109

100

床置形スリムタイプ

●PSFY-P56, 71, 80, 112, 140, 160GM-E1

床置形

●PFFY-P450, 560DM-E2
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ﾛｳ付 φ19.05
ﾛｳ付 φ19.05
ﾛｳ付 φ22.2

PFFY-P112･140RM-E1　980    1022  　800     164   ﾛｳ付 φ9.52
PFFY-P224RM-E1      1200   1242   1020     208   ﾛｳ付 φ9.52
PFFY-P280RM-E1      1440   1482   1260     256   ﾛｳ付 φ9.52

形　　　名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ①冷媒配管(液) ②冷媒配管(ｶﾞｽ)

①…冷媒配管（液） 
②…冷媒配管（ガス） 
③…ドレン　（２５Ａメス） 
④…ロングライフフィルター ２個 
⑤…制御箱 
⑥…床面固定足（４－φ１２穴） 
⑦…吸込口（防鼠網付） 
⑧…電源穴(φ36ﾉｯｸｱｳﾄ)
⑨…伝送線穴(φ36ﾉｯｸｱｳﾄ)
⑩…サブボックス 

φ３ ダクト接続穴 

吹出口 

４ 

１ 
２ 

３ 

５ 

６ 

７ 
８ 

９ 

１０ 

吸込口詳細図（金網ありの場合） 

吸込口詳細図（金網なしの場合） 

8-φ3.1穴 

16-φ3.1穴 

＜標準仕様＞ 

サ－ビススペ－ス 

注：本図は標準吸込方向を表わしています。 
　　吸込方向は左右変更可能です。 
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ﾛｳ付｠φ19.05
ﾛｳ付｠φ19.05
ﾛｳ付｠φ22.2

PFFY-P112･140RM-E1 980 1022 800 164 ﾛｳ付｠φ9.52
PFFY-P224RM-E1｠｠｠｠｠｠1200 1242 1020 208 ﾛｳ付｠φ9.52
PFFY-P280RM-E1｠｠｠｠｠｠1440 1482 1260 256 ﾛｳ付｠φ9.52

形　　　名｠ Ａ｠ Ｂ｠ Ｃ｠ Ｄ｠ ①冷媒配管(液) ②冷媒配管(ｶﾞｽ)

①…冷媒配管（液）｠
②…冷媒配管（ガス）｠
③…ドレン　（２５Ａメス）｠
④…ロングライフフィルター｠２個｠
⑤…制御箱｠
⑥…床面固定足（４－φ１２穴）｠
⑦…吸込口（防鼠網付）｠
⑧…電源穴(φ36ﾉｯｸｱｳﾄ)
⑨…伝送線穴(φ36ﾉｯｸｱｳﾄ)
⑩…サブボックス｠

φ３｠ダクト接続穴｠

吹出口｠

４｠

１｠
２｠

３｠

５｠

６｠

７｠
８｠

９｠

１０｠

吸込口詳細図（金網ありの場合）｠

吸込口詳細図（金網なしの場合）｠

8-φ3.1穴｠

16-φ3.1穴｠

＜標準仕様＞｠

サ－ビススペ－ス｠

注：本図は標準吸込方向を表わしています。｠
　　吸込方向は左右変更可能です。｠
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床面取付穴 

外径 φ27(先端 φ20)
ホース（付属品） 

目ざら 

ドレンパン 

エアフィルター 

壁面取付穴 

電気品箱 

4 個（付属品） 
レベル調整ネジ 

冷媒配管フレア接続（液）H

冷媒配管フレア接続（ガス）G

Ｈ Ｇ 

７ ７２０ ９７０ ９３２ １０００ １２４６ 

機   種 
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PFFY-P36・45LRM-E1
PFFY-P28LRM-E1
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風胴取付穴｠
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床面取付穴｠

外径｠φ27(先端｠φ20)
ホース（付属品）｠

目ざら｠

ドレンパン｠

エアフィルター｠

壁面取付穴｠

電気品箱｠

4｠個（付属品）｠
レベル調整ネジ｠

冷媒配管フレア接続（液）H

冷媒配管フレア接続（ガス）G

Ｈ｠Ｇ｠

７｠７２０｠９７０｠９３２｠１０００｠１２４６｠

機｠｠｠種｠

PFFY-P56LRM-E1
PFFY-P36・45LRM-E1
PFFY-P28LRM-E1
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｠
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壁ビルトイン形

●PFFY-P112, 140, 224, 280RM-E1（受注生産品）

床置埋込形ローボーイタイプ

●PFFY-P28, 36, 45, 56, 71LRM-E1
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850

2×2-φ3

500

10-φ3

(全周貼付)
防露材継目｠

ｱﾙﾐﾃｰﾌﾟ｠

防露材｠

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾀﾞｸﾄ｠

<
吊
り
ﾎﾞ
ﾙﾄ
出
ｼﾛ
>

下吸込｠

後ろ吸込｠

電源端子台｠
伝送端子台｠

底板｠

<配管ｻｲｽﾞ>
①｠
②｠
③｠

冷媒配管(ｶﾞｽ)ﾌﾚｱ接続｠ φ１２．７・・・・・・・・・・・・・・・・・・｠
φ６．３５・・・・・・・・・・・・・・・・・・｠　　〃｠｠(ｴｷ)｠｠〃｠

制御箱｠

吹出｠後ろ吸込｠

８．吹出ダクトにグラスウールダクト(表面ｱﾙﾐｼｰﾄ)を使用し、ユニットに｠
　　アルミテープで固定される場合は、必ず防露処理を施してください。｠
　　ユニットからの熱伝導によりダクト表面が結露し水漏れを起こす｠
　　おそれがあります｡｠
　　防露材は下記特性の発泡ポリエチレンフォームを使用してください。｠
　　・厚み：5mm以上／幅：150mm以上｠
　　・独立気泡性（吸水しない材質）｠
　　・熱伝導率｠0.032<W/(m･K)>以下｠
　　・貼付位置：吹出口ﾀﾞｸﾄ全周（下図）｠

吊り金具｠エアフィルター｠

3

ドレン配管接続径｠２０Ａ｠・・・・・・・・・・・・・・・・・・・｠

注：１．吊りボルトはＭ１０を使用してください。（現地御手配）｠
　　　　また先端出シロは熱交換器のメンテスペース確保に50mm以下にしてください。｠
　　２．熱交換器の洗浄をする際には下からのメンテナンスとなりますので｠
　　　　サービススペースの確保と点検口を設置願います。｠
　　３．ドレンパンは左右取付け変更可能です。｠
　　４．本図は左配管仕様を示します｡右配管仕様は本図と対称になります｡　｠
　　　　但し電源端子台と伝送端子台の制御箱に対する位置は同一です。｠
　　　　（制御箱内左：電源端子台／右：伝送端子台）｠
　　　　形名:<左配管>PEFY-P22･28ML-E1
　　　　　　<右配管>PEFY-P22･28ML-E1-R
　　５．各配管の保温保冷工事はJIS｠A9501に従い行ってください｡｠．
　　６．ドレンパンからのドレン水が溢れないよう、ドレンパンのドレン口部は｠
　　　　定期的に清掃願います。また、ドレン配管は下り勾配となるようにして｠
　　　　ください。｠
　　７．後ろ吸込／下吸込に変更可能です。｠
　　　　下吸込の場合は天井面との間に吸込スペースを確保してください。｠

サービススペース詳細図｠
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床面取付穴｠

外径｠φ27(先端｠φ20)
ホース（付属品）｠

目ざら｠

ドレンパン｠

エアフィルター｠

壁面取付穴｠

電気品箱｠

4｠個（付属品）｠
レベル調整ネジ｠

冷媒配管フレア接続（液）F

冷媒配管フレア接続（ガス）E
２Ｘ２－１２Ｘ１６｠

２－１２×１６｠
床面取付穴ピッチ｠

壁面取付穴ピッチ｠

FE

９７０｠９６０｠１０００｠１４１０｠

機｠｠｠種｠

PFFY-P56LEM-E1
PFFY-P36・45LEM-E1
PFFY-P28LEM-E1

９７０｠９６０｠１０００｠１４１０｠PFFY-P71LEM-E1

１２．７｠
１２．７｠
１２．７｠
１５.８８｠

｠
｠
｠

６.３５｠
６.３５｠
６.３５｠
９.５２｠

７３０｠
６１０｠

７２０｠
６００｠

７６０｠
６４０｠

１１７０｠
１０５０｠

　Ｄ｠　Ｃ｠　Ｂ｠　Ａ｠

床置形ローボーイタイプ

●PFFY-P28, 36, 45, 56, 71LEM-E1

ホテル向天井埋込形（受注生産品）

●PEFY-P22, 28ML-E1(-R)
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端子盤BOX
冷媒配管｠
（液管）｠

冷媒配管｠
（ガス管）

〈点検口（配管センサー）〉

〈
吹
出
口
〉

制御BOX
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〉
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冷媒配管上取出し用ノックアウト穴｠

440440298

H

ドレン配管｠

冷媒配管｠
（ガス管）

冷媒配管（液管）｠

フレッシュエア取入用｠
ダクトノックアウト穴（φ200）｠

〈P140形の場合〉

P80形｠

1,136｠

1,180

650｠
280｠

320

P140形｠

1,520｠

1,564

A｠
B｠
C｠
G｠
H

本

体

吊りボルト｠
寸　　法｠

形　名｠

480318ドレン配管｠

冷媒配管｠
（ガス管） 冷媒配管（液管）

フレッシュエア取入用｠
ダクトノックアウト穴（φ200）

〈P80形の場合〉

　注２｠450

100～200

450

２０
以
上
｠

２０
以
上
｠

天井面｠点検口｠

サービスメンテナンスのため指定位置に必ず点検口を設置してください。｠

サービススペース詳細図｠
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端子ボックス｠
ドレン排水口｠
（自然排水用）

伝送端子台｠電源端子台｠ 3
0 1

2
制御ボックス｠ 別売加湿器給水口｠

ドレン排水口｠
（別売ドレンアップメカ使用時）
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気
品
ボッ
ク
ス
）

4
1

Ｃ（
本
体
）

９０タイプ（注４）

P90タイプ｠ 〈配管サイズ〉
冷媒配管（ガス）フレア接続｠φ15.88｠｠｠………………………………①｠
冷媒配管｠｠（液）フレア接続｠φ9.52｠｠ ｠………………………………②｠
P112～P160タイプ｠
冷媒配管（ガス）フレア接続｠φ15.88｠ ………………………………①｠
冷媒配管｠｠（液）フレア接続｠φ9.52｠ ｠｠………………………………②｠

ドレンホース　VP-25〈フレキ継手200mm〉（付属）………………③｠

1.吊りボルトにはM10を使用してください。（現地御手配）
2.熱交換器の洗浄をする際には下からのメンテナンスとなりますのでサービススペー
スを確保願います。｠
3.別売の内蔵形加湿器を組込の際には、加湿エレメントのメンテナンスの為に、１ラン
ク大きい（６００×６００）点検口を設けてください。
　（サービススペースの詳細は加湿器組込の外形図を参照ください。）
4.本図はファンが2つ のP112・P140タイプを示します。P90タイプの場合はファン
が1つとなります。｠
5.吸込側にはエアフィルター（別途御手配）を必ず使用願います。市販のエアフィルター
をご使用の場合はフィルターサービスが容易にできる場所に取付けてください。

注：｠

A B C D E F G H J形　名｠
PEFY-P90M-E1-F｠
PEFY-P112・P140・P160M-E1-F

1050｠
1250

1004｠
1204

930｠
1130

850｠
1050

800｠
1000

17｠
21

800｠
1000

15｠
19

700｠
900

1030｠
750

K

室温サーモ形給気処理ユニット（受注生産品）

●PEFY-P90, 112, 140, 160M-E1-F

厨房用

●PCFY-P80, 140HM-E1
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ドレン排水口｠
（自然排水用）｠

450

200～300

450

サービススペース詳細図｠

注2

730

点検口｠
135

0
5050

800

150
～2
00

3

伝送端子台｠電源端子台｠

制御ボックス｠ 別売加湿器｠
給水口｠

ドレン排水口｠
（別売ドレンアップ｠
メカ使用時）

2
0
以
上
｠
2
0
以
上
｠

天井面｠点検口｠
サービスメンテナンスのため指定位置に必ず点検口を｠
設置してください。｠

１．吊りボルトにはＭ１０を使用してください。（現地御手配）
２．熱交換器の洗浄をする際には下からのメンテナンスと

なりますのでサービススペースを確保願います。
３．別売の内蔵形加湿器を組込の際には、加湿エレメントの
メンテナンスの点検口を設けてください。｠（サービスス
ペースの詳細は加湿器組込の外形図を参照ください。）

４．吸込側にはエアフィルター（別途御手配）を必ず使用願
います。市販のエアフィルターサービスが容易にできる
場所に取付けてください。

注：｠

PEFY-P224M-E1-F　　　｠｠｠｠　　＜配管サイズ＞
冷媒配管（ガス）　　ロウ付接続｠ φ１９.０５・・・・①｠
　〃　　（液）　　　　〃｠ φ９.５２・・・・・②｠
PEFY-P280M-E1-F｠　　　｠｠｠　　＜配管サイズ＞｠
冷媒配管（ガス）　　ロウ付接続｠ φ２２.２・・・・・①｠
　〃　　（液）　　　　〃｠ φ９.５２・・・・・②｠
ドレン　ＶＰ－25＜フレキ継手200mm＞（付属）｠・・・・・③｠
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①…冷媒配管＜液＞……φ９.５２ロウ付｠
②…冷媒配管＜ガス＞……φ２２.２ロウ付｠

注：本図は標準吸込方向を表わしています。
　　吸込方向は左右変更可能です。

①…冷媒配管（液）
②…冷媒配管（ガス）
③…ドレン　（２５Ａメス）｠
④…ロングライフフィルター｠２個
⑤…制御箱｠
⑥…床面固定足（４－φ１２穴）
⑦…吸込口（防鼠網付）
⑧…サブボックス

●PEFY-P224, 280M-E1-F

●PFFY-P280RM-E1-F
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GE-P1080M-E1
機　　種

GE-P1680M-E1
GE-P2100M-E1 1350

950
L

加湿器接続詳細

(現地御手配)

フラッシング用

給水配管接続口
(1/2Bおねじ)

　　　　バルブ

本体

(現地御手配)
給水配管

給水弁　　　
(現地御手配)

現地側
ユニット側

サービススペース詳細

サービス及びメンテナンスのため
指定位置に必ず点検口を設置してください。

点検口天井面

注３

800600

L

50

1070

1100
150

50

800以上

20
以上

20
以上

給水

点検口

φ22.2GE-P2100M-E1
φ9.52φ19.05138513251250 1100 100010900910001325GE-P1680M-E1

②ｴｷ配管ｻｲｽﾞ
φ15.88

①ｶﾞｽ配管ｻｲｽﾞ
985
C

925
B

850
A

700
F

600
K

6
J

500
H

5
G

600
E機　　種 D

925GE-P1080M-E1

上図範囲内で付属のドレンホースを使用して
ドレン揚程の処理をしてください。

ドレン配管詳細（別売ドレンアップメカ使用時）

2x(J+1)-φ3.4穴2x(G+1)-φ3.4穴

吊り金具　　　
4-14x30長穴

ﾄﾞﾚﾝ抜き(自然排水口) MAﾘﾓｺﾝ用端子台
配線取出口室内外伝送線及びM-NETﾘﾓｺﾝ用端子台

電源端子台

②冷媒配管(ｴｷ)ﾛｳ付接続
①冷媒配管(ｶﾞｽ)ﾛｳ付接続 制御ボックス

2x3-φ3.4穴 2x4-φ3.4穴
加湿エレメント

ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟﾒｶ(別売)

加湿器給水口(1／2Bおねじ)

ドレン排水口　　　　　　　　
（別売ドレンアップメカ使用時）

注１．吊りボルトは耐震など必要に応じ、振れ止め用耐震支持部材にて
　　　補強を行ってください。　　　　
　２．吊りボルトおよび振れ止め用耐震支持部材はＭ１０を使用してください。
　　　（現地御手配）　　　
　３．本体、ドレンパンの清掃および熱交換器の洗浄をする際には下からの
　　　メンテナンスとなりますので、サービススペースを確保してください。
　４．加湿エレメント前のサービススペースには、給水配管や冷媒配管、
　　　電気配線、梁などがないように配慮してください。
　　　（加湿エレメントを引き出すために必要です）
　５．給水配管には各室内ユニットごとに必ず給水弁（現地御手配）と
　　　フラッシング用バルブ（現地御手配）を設けてください。
　６．吸込側空気通路内に必ずエアフィルター（集塵効率５０％<重量法>以上）を
　　　装着してください。
　７．本図はファンが１つのＰ１０８０形を示します。
　　　Ｐ１６８０、Ｐ２１００形の場合はファンが２つとなります。
　８．給水配管は必ず保温してください。保温しないと結露による漏水の原因
　　　になります。
　９．給水配管接続口付近からの急な曲げ加工は行わないでください。
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<付属>
ドレンホース VPｰ25

外気処理エアコン（受注生産品）

●GE-P1080, 1680, 2100M-E1
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⑩逆流防止ダンパ－｠
⑪外気取入口（φ１５０ノックアウト）
⑫サービスパネル
⑬下吸込ユニット（別売）
⑭化粧パネル（下吸込用）（別売）

⑨プレフィルター

③ドレン配管接続口（自然排水時）

①液側配管接続口｠
②ガス側配管接続口｠

④ドレン配管接続口（ドレンポンプ組込仕様）
⑤コントロ－ルボックス｠
⑥ＨＥＰＡフィルター（別売）
⑦吸込口（パンチング）
⑧吹出口（拡散パンチング）

A形　名｠ C DB

PLFY-P80CLMD-E1

PLFY-P36CLMD-E1
PLFY-P45CLMD-E1
PLFY-P56CLMD-E1
PLFY-P71CLMD-E1

960

1420

1115

1390

1085
930

995

1300

1035

1340

840 880

配線穴（電源）｠
配線穴（伝送）｠

ピトー管用穴（φ７）｠

710

4
0
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0 950

C

吊リボルト穴｠
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175 726

（左右２カ所）｠
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15 天井開口寸法　1790 15
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※ＨＥＰＡフィルター、下吸込ユニット、化粧パネルは｠
　別売のため現地取付となります。

クリーンルーム用（受注生産品）

●PLFY-P36, 45, 56, 71, 80CLMD-E1
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〈3〉別売部品表

■天井カセット形（4方向吹出し、ワイドパワーカセット） 

（注1）カンタン自動パネル（自動昇降）は、MAスムースリモコン又はMAスマートリモコンから昇降できますが、ワイヤレスをお求めの場合は、昇降パネルリモコンを手配願います。電気集じん器、パワー脱臭フィルターとの併用はできません。ムーブアイパネル・
標準パネル用高性能フィルターエレメントとの併用はできません。必ずカンタン自動パネル用高性能フィルターエレメントをご使用ください。ワイヤードリモコンで昇降操作を行う場合は、エアコンの下方が見渡せる位置にリモコンを設置してください。
昇降するパネルに人や物が接触し損傷を与える恐れがあります。ワイヤードリモコンの位置からエアコンが見えない場合は、必ず別売の昇降パネルリモコン（ワイヤレス）をご使用ください。

（注2）フィルター自動清掃ユニットを組込む場合、室内ユニットの高さは＋135mm加算されます。清掃時刻を設定する場合は、MAスマートリモコンをご使用ください。
（注3）建築物衛生法の湿度基準を満足させるためには、機器の設置環境を考慮し、加湿器の採用をご検討ください。直付方式加湿器を取付けた場合、2方向、3方向吹出しの設定はできません。また天井フトコロ高さが300mm以上必要です（サービス推

奨330mm以上）。取付けの際には、天井施工業者とご相談ください。加湿量は空気条件によって変わります。
（注4）建築物衛生法の湿度基準を満足させるためには、機器の設置環境を考慮し、加湿器の採用をご検討ください。PAC-SF10HUの加湿器を使用する場合には、専用のドレン管（自然排水）を設けてください。別吊方式ですので、天井を貼る前に取付け

てください。加湿量は空気条件によって変わります。
（注5）電気集じん器をお求めの場合は、電気集じん器本体と集じんエレメント2個（①＋②×2）お買い求めください。電気集じん器本体と集じんエレメントをセットにしたPAC-DS-ST（①＋②×2）もあります。電気集じん器を組込む場合、室内ユニットの高

さは＋135mm加算されます。交換用エレメントは2個使いです。カンタン自動パネル、パワー脱臭フィルター、脱臭フィルターとの併用はできません。外気取入れはできません。
（注6）パワー脱臭フィルターを組込む場合、多機能ケースメントの手配をお願いします。カンタン自動パネル、電気集じん器、高性能フィルター、脱臭フィルターとの併用はできません。
（注7）脱臭フィルターは電気集じん器、高性能フィルター、パワー脱臭フィルターとの併用はできません。
（注8）高性能フィルターを組み込む場合、多機能ケースメントとエレメントの両方手配ください。多機能ケースメント組み込み時、室内ユニットの高さは＋135mm加算されます。スペースパネル使用時、外気取入れはできません。2方向吹出しに設定した際、  

高性能フィルターエレメントとの併用はできません。
（注9）多機能ケースメントを使用して外気取入れをする場合、必ず別売外気取入ダクトフランジ PAC-SH65OF をご使用ください。

ダクト静圧、室内ユニット静圧に応じた押込静圧が必要になりますので、ダクトファン等を手配してください。
（注10）天井内の温度・湿度が30℃・RH80%を越える場合にご使用ください。　　　（注11）パルスクリーンは直付方式加湿器、加湿器（別吊方式）との併用はできません。
（注12）ホテル・病院・寮など暗騒音の低い部屋では、別売の外付LEVボックスをご使用ください（P22～P71形）。　　　（注13）PLFY-P・BM-E3形用の補助電気ヒーターは別売部品の設定としてはありません。

タ　イ　プ 
能　　　力 

形　　　名  
 
 
カセット用 
化粧パネル 
 

 
フィルター自動清掃ユニット（ムーブアイパネル付）（注2） 
フィルター自動清掃ユニット（標準パネル付）（注2） 
リモコン 
スペースパネル 
ワイドパネル（外形寸法970×1,490mm） 
ワイドパネル（外形寸法970×1,150mm） 
吹出口シャッタープレート 
直付方式加湿器（注3） 
加湿器（別吊方式）（注4） 

電気集じん器（注5） 
（DOP85%） 
 
パワー脱臭フィルター（脱臭効率80％）（注6） 
脱臭フィルター（脱臭効率50％）（多機能ケースメント不要）（注7） 
ムーブアイパネル標準パネル用 
高性能フィルターエレメント（注1、8） 

 
 
多機能ケースメント

 高性能フィルター用ケースメント 
 外気取入用ケースメント（注8）（注9） 
クリーンフィルター（多機能ケースメント不要） 
オイルガードフィルター 
高湿度対応キット（注10） 
外気取入ダクトフランジ（注9） 
分ダクトフランジ 
パルスクリーン（注11） 
外付LEVボックス（注12） 
補助電気ヒーター（注13） 
ドレンアップメカ 

構
成
部
品 

別
　
売
　
部
　
品 

標準パネル 
 
カンタン自動パネル 
（自動昇降）（注1） 

インテリアパネル 

ムーブアイパネル　カンタン自動パネル 
標準パネル　カンタン自動パネル 
昇降パネルリモコン 

電気集じん器セット（①＋②×2） 
電気集じん器本体① 
集じんエレメント（1個入り）② 

比色法65％ 
比色法90％ 
比色法65％ 
比色法90％ 

天井カセット形（4方向吹出し、ワイドパワーカセット） 
P22・P28・P36・P45・P56・P71・P80・P90・P112・P140・P160 

PLFY-P22BM-E3・PLFY-P28BM-E3・PLFY-P36BM-E3・PLFY-P45BM-E3・PLFY-P56BM-E3・PLFY-P71BM-E3・ 
PLFY-P80BM-E3・PLFY-P90BM-E3・PLFY-P112BM-E3・PLFY-P140BM-E3・PLFY-P160BM-E3 

MPLP-P160BWE4 
MPLP-P160BWH4 

MPLP-P160BJWE4 

MPLP-P160BJWH4 

PAC-SF93RC 
標準の他にインテリアパネル4色（ベージュ・グレー・ブラック・ブラウン）を準備しています（納期は受注後1ヶ月です） 

MPLP-P160BWEC4 
MPLP-P160BWC4 

MAリモコンPAR-24MA又はPAR-31MA／MEリモコンPAR-F28ME／ワイヤレスリモコン　リモコン本体：PAR-SL9MA　ワイヤレス受光部キット：PAR-SA9JA　受光アダプター：PAR-FA32M

■天井カセット形（4方向吹出し、コンパクトタイプ） 
タ　イ　プ 

能　　　力 
形　　　名 
カセット用 
化粧パネル 
リモコン 
スペースパネル 
ワイドパネル 
加湿器（別吊方式）（注1） 
多機能ケースメント　外気取入用ケースメント（注2） 
外付LEVボックス（注3） 
補助電気ヒーター（注4） 
ドレンアップメカ 

天井カセット形（4方向吹出し／コンパクトタイプ） 
P36・P45・P56・P71 

PLFY-P36JM-E1・PLFY-P45JM-E1・PLFY-P56JM-E1・PLFY-P71JM-E1 
MPLP-P71JWH 

標準の他にインテリアパネル6色（ホワイト系・ベージュ・グレー・ブラック・ブラウン・木目調）を準備しています（納期は受注後1ヶ月、木目調は2ヶ月） 
MAリモコンPAR-24MA又はPAR-31MA／MEリモコンPAR-F28ME／ワイヤレスリモコン　リモコン本体：PAR-SL9MA　受光アダプター：PAR-FA32M 

PAC-SH15AS 
PAC-SH18WP 

PAC-SF10HU（1.0  /h） 
PAC-SE21TM 
PAC-SG95LE 
－（取付不可） 
標準装備 

構
成
部
品 

別
売
部
品 

標準パネル 
インテリアパネル 

（注1）建築物衛生法の湿度基準を満足させるためには、機器の設置環境を考慮し、加湿器の採用をご検討ください。PAC-SF10HUの加湿器を使用する場合には、専用のドレン管（自然排水）を設けてください。加湿量は空気条件によって変わります。
（注2）外気取入れに際しては、多機能ケースメントをご利用ください。多機能ケースメント組み込み時、室内ユニットの高さは＋135mm加算されます。スペースパネル使用時、外気取入れはできません。
（注3）ホテル・病院・寮など暗騒音の低い部屋では、別売の外付LEVボックスをご使用ください。　　　（注4）PLFY-P・JM-E1形は補助電気ヒーターの組み込みができません。また、補助電気ヒーターの別売部品もありません。
（注）別売部品組込時、外形寸法、騒音値などが変化する場合があります。

■天井カセット形（4方向吹出し、システム天井対応タイプ） 
タ　イ　プ 

能　　　力 
形　　　名 
カセット用 
化粧パネル 
リモコン 
外付LEVボックス（注1） 
補助電気ヒーター（注2） 
ドレンアップメカ 

天井カセット形（4方向吹出し／システム天井対応タイプ） 
P22・P28・P36・P45 

PLFY-P22CM-E1・PLFY-P28CM-E1・PLFY-P36CM-E1・PLFY-P45CM-E1 

MPLP-P45CWH 
 

MAリモコンPAR-24MA又はPAR-31MA／MEリモコンPAR-F28ME／ワイヤレスリモコン　リモコン本体：PAR-SL9MA　受光アダプター：PAR-FA32M 
PAC-SG95LE 

－ 
標準装備 

構
成
部
品 

別
売
部
品 

標準パネル 

（注1）ホテル・病院・寮など暗騒音の低い部屋では、別売の外付LEVボックスをご使用ください。　　　（注2）PLFY-P・CM-E1形は補助電気ヒーターの組み込みができません。また、補助電気ヒーターの別売部品もありません。

PAC-SH48AS 
PAC-SH49WP（対応可能天井開口寸法860×1,380～910×1,430mm） 
PAC-SH50WP（対応可能天井開口寸法860×1,040～910×1,090mm） 

PAC-SH51SP 
PAC-SJ17HU 

PAC-SF10HU（1.0  /h） 
PAC-DS-ST 
PAC-SH76AC 
PAC-SH56KF 
PAC-SH57CF 
PAC-SH58CF 
PAC-SH59KF 
PAC-SH60KF 
PAC-SH67KF 
PAC-SH68KF

 
PAC-SH53TM

 
 
 
 
 
 

PAC-SG11KF
PAC-SH61KF
PAC-SH62HK
PAC-SH65OF 
PAC-SH66BF 
PAC-SJ05PC 

PAC-SG95LE（P22～P71形） 
－ 

標準装備 

ムーブアイパネル 

カンタン自動パネル用 
高性能フィルターエレメント（注1、8） 
 

 

■室内ユニット　システムオプション 
部　品　名 

PAR-24MA 
PAR-31MA 

PAC-YT81HC（10m） 
PAC-YT82HC（20m） 
PAR-F28ME 
PAR-SL9MA 
PAR-SA9JA

M A ス ム ー ス リ モ コ ン  
M A ス マ ー ト リ モ コ ン

 
リ モ コ ン ケ ー ブ ル  
 
M E リ モ コ ン  
ワイヤレスリモコン（MAタイプ） 
ワイヤレス受光部キット（PLFY-P・BM-E3専用） 

形　　名 部　品　名 

 
PAR-FA32M 
PAC-YT51CR 
PAC-YU80HK 
PAC-SA88HA 
PAC-SE55RA 
PAC-SE40TS

形　　名 
受 光 ア ダ プ タ ー  
MAコンパクトリモコン（露出形） 
M制御遠方表示キット（入出力用） 
遠方表示用アダプター（入出力用） 
遠 方 発 停 用 ア ダ プ タ ー  
温 度 セ ン サ ー  
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加湿器 

  

  

（PAC-KH13,14HUL：左勝手） 
（PAC-KH23,24HUR：右勝手） 

外気取入れ 
ダクトフランジ 
（PAC-KH11OF） 

吹き分けプレート（7：3） 
（PAC-KH61,63,64SFP） 

パワー脱臭フィルター 
（PAC-KH01※,03PCF） 高性能フィルター 

（PAC-KH31※,33AF：比色法65%） 
（PAC-KH41※,43AF：比色法90%）  

スペーサー 
（PAC-KH81,83,84TB） 

（PAC-KH71,73,74TB） 
多機能ケースメント 

■別売部品組合せ一覧表 ▲印：P140形は不可　■印：P112～P140形は不可 

（注1）建築物衛生法の湿度基準を満足させるためには、機器の設置環境を考慮し、加湿器の採用をご検討ください。加湿器を組込む場合は加湿器用メンテナンス口が必要です。 
（注2）※は設置場所やメンテナンスに応じて左右を選択ください。 
（注3）加湿器組込み時、吹き出し口側に吹き分けプレートの組込み・分ダクト接続は出来ません。そのため加湿器2台組込み時は吹き分けプレートの組込み、分ダクト接続はできません。 
（注4）加湿器左右同時組込みの場合、給水圧が0.05～0.1MPaとなるように減圧弁（現地手配）を取付けてください。 
（注5）P140形の吹き分けプレートはユニット配管側から見て左側が7、右側が3の吹き分けのみとなります。
（注6）P22～P112形については、多機能ケースメントもしくはスペーサーにて高性能フィルター・パワー脱臭フィルターの両方に対応しておりますが、P140形に関しては、フィルターに応じて専用のフィルターボックスが必要です。
（注7）パワー脱臭フィルターと高性能フィルターの併用はできません。

別
売
部
品

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○○ ○

○ ○

○ ○

○ ○○ ○○ ○○ ○

○

ロングライフフィルター

備　　　考

高性能フィルター

パワー脱臭フィルター

左勝手

右勝手

吹き分けプレート（7：3）

多機能ケースメント

スペーサー（自然排水方式）

加
湿
器

フ
ィ
ル
タ
ー

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ■ ■ 

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 

■天井カセット形（2方向吹出しタイプ） 組み合わせに関しては一覧表（下表）を参照ください。 
天井カセット形（2方向吹出し、ドレンアップメカ内蔵タイプ） タ　イ　プ 

能　　　力 

 
形　　　名

 
 
カセット用 
化粧パネル 
 
 
 
 

 
昇降パネルリモコン（注2） 

リモコン 

加湿器（左勝手）（注3） 
 
加湿器（右勝手）（注3） 
 
パワー脱臭フィルター（注4） 
パワー脱臭フィルターボックス 
高性能フィルター（比色法65％）（注4） 
高性能フィルター（比色法90％）（注4） 
高性能フィルターボックス 
多機能ケースメント（注4） 
スペーサー 
外気取入ダクトフランジ（注5） 
ドレンアップメカ 
吹き分けプレート（7：3） 
外付LEVボックス（注6） 

構
成
部
品 

別
売
部
品 

塗装パネル 
天井材組込用パネル（注1） 
自動昇降用パネル（注1、2） 

（注1）受注生産品のため納期に若干の期日を要しますので、発注の際にご確認ください。リプレースパネルはマンセル「0.7Y8.59/0.97」であり、カセット用化粧パネル（マンセル「6.4Y8.9/0.4」）とは異なります。
（注2）自動昇降用パネルをご利用の際には、昇降パネルリモコンを手配願います。
（注3）建築物衛生法の湿度基準を満足させるためには、機器の設置環境を考慮し、加湿器の採用をご検討ください。加湿器は設置場所やメンテナンスに応じて左右を選択してください。また、加湿器組込み時、吹き出し口側に吹き分けプレートの組込み、

分ダクト接続はできません。左右同時組込みの場合、給水圧が0.05～0.1MPaとなるように減圧弁（現地手配）を取付けてください。加湿量は空気条件によって変わります。ホテルや寝室・役員室など暗騒音の低い部屋では、カチッという電磁弁の
動作音が定期的に聞こえる場合がありますが異常ではありません。

（注4）パワー脱臭フィルター、高性能フィルターを組込む場合には、多機能ケースメントもしくはスペーサーが必要です。また、パワー脱臭フィルターと高性能フィルターとの併用はできません。
（注5）自動昇降用パネルは外気取入時対応できません。
（注6）ホテル・病院・寮など暗騒音の低い部屋では、別売の外付LEVボックスをご使用ください（P22～P71形）。
（注）別売部品組込時、外形寸法、騒音値などが変化する場合があります。

 
 
 

MCMP-P45LWH-E1 
MCMP-P45LXH-E1 
MCMP-P45ALWH-E1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PAC-KH01PCF 
－ 

PAC-KH31AF 
PAC-KH41AF 

－ 
PAC-KH71TB 
PAC-KH81TB 

 
 

PAC-KH61SFP

PLFY-P56LM-E2 
PLFY-P71LM-E2 

 
MCMP-P71LWH-E1 
MCMP-P71LXH-E1 
MCMP-P71ALWH-E1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PAC-KH03PCF 
－ 

PAC-KH33AF 
PAC-KH43AF 

－ 
PAC-KH73TB 
PAC-KH83TB 

 
 

PAC-KH63SFP

PLFY-P80LM-E2・PLFY-P90LM-E2 
PLFY-P112LM-E2

 
 

MCMP-P112LWH-E1 
MCMP-P112LXH-E1 
MCMP-P112ALWH-E1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PAC-KH01PCF×2 
－ 

PAC-KH31AF×2 
PAC-KH41AF×2 

－ 
PAC-KH74TB 
PAC-KH84TB 

 
 

PAC-KH64SFP 
－ 

 
PLFY-P140LM-E2 

 
MCMP-P140LWH-E 
MCMP-P140LXH-E 

MCMP-P140ALWH-E1＋MCMP-P140SK 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

PAC-KC03PCF×2 
PAC-KG94TB 
PAC-KC34AF 
PAC-KC44AF 
PAC-KG74TB 

－ 
PAC-KG84TB 

PAC-SA11OF（φ150） 
 

PAC-KH65SFP 
－ 

PAC-SF93RC 
MAリモコンPAR-24MA又はPAR-31MA／MEリモコンPAR-F28ME／ワイヤレスリモコン　リモコン本体：PAR-SL9MA　受光アダプター：PAR-FA32M

PAC-KH13HUL 
P22・P28形：（0.4  /h）、P36・P45形：（0.5  /h）、P56形：（0.6  /h）、P71形：（0.7  /h） 

PAC-KH23HUR 
P22・P28形：（0.4  /h）、P36・P45形：（0.5  /h）、P56形：（0.6  /h）、P71形：（0.7  /h） 

PAC-KH11OF
標準装備 

PAC-SG95LE

PAC-KH14HUL 
P80形：（0.8  /h）、P90形：（0.9  /h）、P112形：（1.2  /h）、P140形：（1.4  /h） 

PAC-KH24HUR 
P80形：（0.8  /h）、P90形：（0.9  /h）、P112形：（1.2  /h）、P140形：（1.4  /h） 

リプレース 
パネル（注1） 

標準タイプ 

ロングタイプ 

PAC-KH45LWR
パネルサイズ：1,360×710mm 
天井開口サイズ：1,320×670mm（ ） 

PAC-KH112LWR
パネルサイズ：2,030×710mm 
天井開口サイズ：1,990×670mm（ ） 

PAC-KH140LWR
パネルサイズ：2,380×710mm 
天井開口サイズ：2,340×670mm（ ） 

PAC-KH112LWRL
パネルサイズ：2,380×710mm 
天井開口サイズ：2,340×670mm（ ） 

PAC-KH45LWRL
パネルサイズ：1,540×710mm 
天井開口サイズ：1,500×670mm（ ） 

パネルサイズ：1,540×710mm 
天井開口サイズ：1,500×670mm

－ 

PAC-KH71LWR

（ ） 
－ 

■天井カセット形（2方向吹出しタイプ）のシステムオプション部材 

PLFY-P22LM-E2・PLFY-P28LM-E2 
PLFY-P36LM-E2・PLFY-P45LM-E2 

 

P22・P28・P36・P45 P56・P71 P80・P90・P112 P140
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ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン 

シ
テ
ィ
マ
ル
チ
室
内
ユ
ニ
ッ
ト 

■天井ビルトインのシステムオプション部材 
角ダクトフランジ 

透湿膜加湿器 

後吸込用フィルターボックス 
・吸込フランジ付 
・フィルター横/下取出可能 
・高性能フィルター/標準ロングライフフィルター 
　組込可能（併用は不可） 

吸込口付メンテパネル 
（塗装） 

吸込口付メンテパネル 
（天井材） 

 

メンテナンスパネル 
（塗装・天井材組込兼用） 

下吸込キャンパスダクト 

高性能フィルター（比色法 65％､90％） 

下吹込用高性能 
フィルターボックス 

分岐ダクト 
吹出口数を減らす場合 
は逆に接続（本体へ） 
※P22～P56形は対応不可 

円形ダクト 
（1m､2m） 

吹出口ユニット 
・円形フランジ付 
・簡易ダンパー機能あり　 

■天井カセット形（1方向吹出し） 

（注1）下がり天井方式には、下がり天井用パネルと前吹出しグリルが必要です。下がり天井用パネルと前吹出しグリルはホワイトのみです。
（注2）天井フトコロが浅い場合に、ユニットを天井面より22mmもしくは50mm下げて設置することができます。必ず化粧パネルを手配願います。（化粧パネルと組合わせて使用します。）
（注3）既存の天井開口穴が流用できます。ワイドパネル寸法：高さ30×幅1327×奥行き520mm。必ず化粧パネルを手配願います。（化粧パネルと組合わせて使用します。）
（注4）ホテル・病院・寮など暗騒音の低い部屋では、別売の外付LEVボックスをご使用ください（P22～P71形）。
（注）別売部品組込時、外形寸法、騒音値などが変化する場合があります。

構
成
部
品 

別
売
部
品 

タ　イ　プ 
能　　　力 
 
形　　　名 
 
 
 
カセット用 
化粧パネル

 
 
リモコン 

スペースパネル（注2） 
 
ワイドパネル（注3） 
ドレンアップメカ 
前吹出しグリル（注1） 
外付LEVボックス（注4） 

標準パネル 

インテリアパネル  
 
下がり天井用パネル（注1） 

高さ22mm 
高さ50mm

天井カセット形（1方向吹出し、小容量タイプ） 
P22・P28・P36・P45 

PMFY-P22BM-E2・PMFY-P28BM-E2 
PMFY-P36BM-E2・PMFY-P45BM-E2 

 
MPMP-P45BWH 

（ホワイト系）MPMP-P45BW2　（ベージュ）MPMP-P45BC2 
（板目）MPMP-P45BM2　（柾目）MPMP-P45BU2 
（板目・柾目の納期は受注後1.5～2ヶ月です） 

－ 
 

PAC-SH22AS（ピュアホワイト） 
PAC-SH23AS（ピュアホワイト） 
PAC-SH24WP（ピュアホワイト） 

 
－ 

PAC-SG95LE

天井カセット形（1方向吹出し、大容量タイプ） 
P36・P45・P56 
PMFY-P36EM-E1 
PMFY-P45EM-E1 
PMFY-P56EM-E1 
MPMP-P56EWH 

（ベージュ）MPMP-P56EC2  
 

MPMP-P56ESWH 
 
－ 
－ 
－ 
 

PAC-SH20GS

P71・P80 

PMFY-P71EM-E1 
PMFY-P80EM-E1 

 
MPMP-P112EWH 

（ベージュ）MPMP-P112EC2  
 

MPMP-P112ESWH 
 
－ 
－ 
－ 
 

PAC-SH21GS

MAリモコンPAR-24MA又はPAR-31MA／MEリモコンPAR-F28ME／ワイヤレスリモコン　リモコン本体：PAR-SL9MA　受光アダプター：PAR-FA32M

標準装備 

PAC-SG95LE（P36～P71形） 

■天井ビルトイン形 

（注1）吸込口付メンテナンスパネルを使用して、オプションの加湿器を組込む場合にはワンサイズ上のパネルを使用してください。
（注2）建築物衛生法の湿度基準を満足させるためには、機器の設置環境を考慮し、加湿器の採用をご検討ください。加湿量は空気条件によって変わります。
（注3）高性能フィルターを使用する場合には、下吸込用高性能フィルターボックスまたは、後吸込用フィルターボックスを併せてご使用ください。
（注4）ホテル・病院・寮など暗騒音の低い部屋では、別売の外付LEVボックスをご使用ください（P22～P71形）。
（注）別売部品組込時、外形寸法、騒音値などが変化する場合があります。

タ　イ　プ 
能　　　力 
 
形　　　名 
 
 
メンテナンス 
パネル 
（注1） 
 
リモコン 
加湿器（注2） 
高性能フィルター（比色法65％）（注3） 
高性能フィルター（比色法90％）（注3） 
下吸込用高性能フィルターボックス（注3） 
後吸込用フィルターボックス（注3） 
ドレンアップメカ 
角ダクトフランジ（吹出用） 
下吸込キャンバスダクト 
吹出口ユニット（オートベーンなし） 
円形ダクト 
分岐ダクト 
外付LEVボックス（注4） 

構
成
部
品 

別
売
部
品 

吸込口付メンテナンスパネル（塗装） 
吸込口付メンテナンスパネル（天井材組込用） 
メンテナンスパネル（塗装、天井材組込用兼用） 
ワンサイズ 
アップ（注1） 

吸込口付メンテナンスパネル（塗装） 
吸込口付メンテナンスパネル（天井材組込用） 

天井ビルトイン形 
P22・P28・P36 
PDFY-P22M-E2 
PDFY-P28M-E2 
PDFY-P36M-E2 
MCMP-P36DSWH 
MCMP-P36DSXH 
MCMP-P36DMW 
MCMP-P56DSWH 
MCMP-P56DSXH 

 
PAC-KD10CH（0.4   /h） 

PAC-KD30AF 
PAC-KD40AF 
PAC-KD70TB 
PAC-KD80RTB 

 
PAC-KD60KDF 
PAC-KD85DF

P45・P56 

PDFY-P45M-E2 
PDFY-P56M-E2 

 
MCMP-P56DSWH 
MCMP-P56DSXH 

 
MCMP-P90DSWH 
MCMP-P90DSXH 

 
PAC-KD16CH（0.4   /h） 

PAC-KD31AF 
PAC-KD41AF 
PAC-KD71TB 
PAC-KD81RTB 

 
PAC-KD61KDF 
PAC-KD86DF 

 
 
 

PAC-SG95LE（P22～P71形） 

P71・P80・P90 
PDFY-P71M-E2 
PDFY-P80M-E2 
PDFY-P90M-E2 
MCMP-P90DSWH 
MCMP-P90DSXH 

 
MCMP-P160DSWH 
MCMP-P160DSXH 

 
PAC-KD18CH（0.8   /h） 

PAC-KD33AF 
PAC-KD43AF 
PAC-KD73TB 
PAC-KD83RTB 

 
PAC-KD63KDF 
PAC-KD88DF

P112・P140 

PDFY-P112M-E2 
PDFY-P140M-E2 

 
MCMP-P160DSWH 
MCMP-P160DSXH 
MCMP-P160DMW 
MCMP-P160DSWHL 
MCMP-P160DSXHL 

 
PAC-KD19CH（1.4   /h） 

PAC-KD34AF 
PAC-KD44AF 
PAC-KD74TB 
PAC-KD84RTB 

 
PAC-KD64KDF 
PAC-KD89DF 

 
 
 
－ 

MCMP-P90DMW

MAリモコンPAR-24MA又はPAR-31MA／MEリモコンPAR-F28ME／ワイヤレスリモコン　リモコン本体：PAR-SL9MA　受光アダプター：PAR-FA32M

標準装備 

PAC-SH19UN
（1mセット）PAC-KD01FD（φ200、断熱材付）　　　（2mセット）PAC-KD02FD（φ200、断熱材付） 

PAC-KD03BJ
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高性能フィルター（比色法　65％､90％） 
ロングライフフィルター 

高性能フィルター（比色法　65％､90％） 
ロングライフフィルター 

フィルターボックス 

透湿膜加湿器 
ドレンアップメカ 

■天井埋込形 

別
売
部
品 

■壁掛形 

■天井埋込形のシステムオプション部材 

タ　イ　プ 
能　　　力 
 
形　　　名 
 
構 成 部 品  
加湿器（注1） 
フィルターボックス（注3） 
ロングライフフィルター（注3） 
高性能 
フィルター 
ドレンアップメカ 

天井埋込形 

リモコン 

比色法65％ 
比色法90％ 

P45・P56・P71 
PEFY-P45M-E1 
PEFY-P56M-E1 
PEFY-P71M-E1 

 
PAC-KE11CH（注2）（0.45   /h） 

PAC-KE71TB 
PAC-KE86LAF 

PAC-KE31AF（注3） 
PAC-KE41AF（注3） 

P80・P90 

PEFY-P80M-E1 
PEFY-P90M-E1 

 
 

PAC-KE13CH（0.7   /h） 
PAC-KE93TB 
PAC-KE88LAF 

PAC-KE33AF（注3） 
PAC-KE43AF（注3） 

 

P112・P140・P160 
PEFY-P112M-E1 
PEFY-P140M-E1 
PEFY-P160M-E1 

 
PAC-KE19CH（1.4   /h） 

PAC-KE94TB 
PAC-KE89LAF 

PAC-KE34AF（注3） 
PAC-KE44AF（注3） 

P224 
 

PEFY-P224M-E1

P280 
 

PEFY-P280M-E1

MAリモコンPAR-24MA又はPAR-31MA／MEリモコンPAR-F28ME／ワイヤレスリモコン　リモコン本体：PAR-SL9MA　受光アダプター：PAR-FA32M

PAC-KM24DM

PAC-KE15CH（2.8   /h） 
PAC-KE95TB 
PAC-KE85LAF 

PAC-KE35AF（注3） 
PAC-KE45AF（注3） 

 

（注1）建築物衛生法の湿度基準を満足させるためには、機器の設置環境を考慮し、加湿器の採用をご検討ください。加湿量は空気条件によって変わります。
（注2）P56形 0.5  /h、P71形 0.55  /h。
（注3）ロングライフフィルター、高性能フィルターを使用する場合には、フィルターボックスを併せてご使用ください。
（注）別売部品組込時、外形寸法、騒音値などが変化する場合があります。

タ　イ　プ 
能　　　力 
形　　　名 
構成部品  

別売部品  

壁掛形（小容量タイプ） 
P22・P28 

PKFY-P22BM-E1・PKFY-P28BM-E1 
 
－ 
－ 

P22・P28 
PKFY-P22BMS-E1（静かな小部屋用）・PKFY-P28BMS-E1（静かな小部屋用）（注1） 

 
PAC-SG95LE 

－ 

壁掛形（大容量タイプ） 
P36・P45・P56 

PKFY-P36HM-E1・PKFY-P45HM-E1・PKFY-P56HM-E1 
 

PAC-SG95LE 
PAC-SH75DM

リモコン 
外付LEVボックス（注1） 
ドレンアップメカ 

MAリモコンPAR-24MA又はPAR-31MA／MEリモコンPAR-F28ME／ワイヤレスリモコン　リモコン本体：PAR-SL9MA（注2） 

（注1）ホテル・病院・寮など暗騒音が低い部屋でのご使用には、PKFY-P・BMS-E1形（静かな小部屋用）をご選定ください。なお、必ず別売外付LEVボックスPAC-SG95LEとの組合わせ使用となります。
（注2）PKFY-P・BM（S）-E1形、PKFY-P・HM-E1形はワイヤレス受光部が標準で装備されていますので、ワイヤレスにする場合は、ワイヤレスリモコン本体のみお求めください。
（注）別売部品組込時、外形寸法、騒音値などが変化する場合があります。

■天吊形のオプション部材 

■天吊形 

ドレンアップメカ 
（PAC-SH83,84DM）
（注）ドレンアップメカを取付けた場合、
　　ドレン配管、冷媒配管共に上側の
　　取出しとなります。

高性能フィルターエレメント 
（PAC-SH80,81,82KF：比色法65％）
（注）フィルターケースメントが必要です。

フィルターケースメント 
（PAC-SH77,78,79AF）
（注）取付けの際は、ユニットの吸込グリル、フィルターを取外し、
　　フィルターケースメントに付け直します。

ムーブアイキット 
（PAC-SH91MK）

ムーブアイ＋ワイヤレス受光部キット 
（PAC-SH92MW）

オイルガードフィルター 
（PAC-SH88,89,90KF）
（注）フィルターケースメント不要

自動昇降キット 
（PAC-SH85,86,87JK）

吸込グリルに付いているフィルターを外し、替わりに取付けます。

（注1）PCFY-P･KM-E1形専用の本体組込タイプです。
（注2）高性能フィルターとの併用はできません。冷媒配管の右側取出しはできません。ドレン配管の右側、及び左側の取出しはできません。上側取出しの場合ドレンアップメカが必要です。

自動昇降キットはMAスムースリモコン又はMAスマートリモコンから昇降できますが、ワイヤレスをお求めの場合は、天吊形ワイヤレスリモコン受光部と昇降パネルリモコンを手配願います。
ワイヤードリモコンで昇降操作を行う場合は、エアコンの下方が見渡せる位置にリモコンを設置してください。昇降するパネルに人や物が接触し損傷を与える恐れがあります。
ワイヤードリモコンの位置からエアコンが見えない場合は、必ず別売の昇降パネルリモコン（ワイヤレス）をご使用ください。

（注3）高性能フィルターを組込む際には、フィルターケースメントを手配願います。自動昇降キットとの併用はできません。
（注4）オイルガードフィルターを組込む際には、本体付属のフィルターを取りはずして、取付けてください。フィルターケースメントの手配は不要です。

オイルガードフィルターは室内ユニットへの油煙侵入保護を目的とするもので、油煙を捕集するものではありません。
食用油を用いる厨房、加工油を用いる工場等油煙環境でのご使用は避けてください。

（注5）ダクト静圧、室内ユニット静圧に応じた押込み静圧が必要になりますので、ダクトファン等を手配してください。
（注6）PCFY-P･KM-E1形用の補助電気ヒーターは別売部品の設定としてはありません。

電気ヒーター組込みタイプをご選定の場合は、PCFY-P・GMH-E1形を御用命ください。（受注生産品）
（注）別売部品組込時、外形寸法、騒音値などが変化する場合があります。

タ　イ　プ 

別
売
部
品 

能　　　力 
 
形　　　名 
 
構 成 部 品  リモコン 

天吊形 
P45・P56 P71・P80・P90

PCFY-P112KM-E1  
PCFY-P140KM-E1  
PCFY-P160KM-E1

PCFY-P71KM-E1  
PCFY-P80KM-E1  
PCFY-P90KM-E1

PAC-SH85JK 
 

PAC-SH77AF 
PAC-SH80KF 
PAC-SH88KF 

 
PAC-SH83DM

PAC-SH92MW 
PAC-SH91MK 
PAC-SH86JK 
PAC-SF93RC 
PAC-SH78AF 
PAC-SH81KF 
PAC-SH89KF 
PAC-SH65OF 

 
－ 

PAC-SH87JK 
 

PAC-SH79AF 
PAC-SH82KF 
PAC-SH90KF

PAC-SH84DM　 

ムーブアイ+ワイヤレス受光部キット（注1） 
ムーブアイキット（注1） 
自動昇降キット（注2） 
昇降パネルリモコン（注2） 
フィルターケースメント（注3） 
高性能フィルターエレメント（比色法65％）（注3） 
オイルガードフィルター（注4） 
外気取入ダクトフランジ（注5） 
ドレンアップメカ 
補助電気ヒーター（注6） 
 

PCFY-P45KM-E1  
PCFY-P56KM-E1

 MAリモコンPAR-24MA又はPAR-31MA／MEリモコンPAR-F28ME／ワイヤレスリモコン　リモコン本体：PAR-SL9MA　天吊形ワイヤレス受光部：PAR-SA9HA（注1） 

P112・P140・P160
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■床置形 

■厨房用エアコンのオプション部材 

フロントカバー 
吊金具カバー（4ヶ入り） 

タ　イ　プ 

（注1）建築物衛生法の湿度基準を満足させるためには、機器の設置環境を考慮し、加湿器の採用をご検討ください。加湿量は空気条件によって変わります。
（注2）プレナムチャンバーの機外静圧は30Paです。必要に応じて静圧変更部品を併せてご使用ください。
（注3）モータープーリー径（可変プーリー）をφ140（出荷時はφ116.7）に調整してください。 
（注）別売部品組込時、外形寸法、騒音値などが変化する場合があります。

能　　　力 
形　　　名 
構成部品  
加湿器（注1） 
フィレドンフィルター（PS-400） 
プレナムチャンバー（注2） 
 
プレナムチャンバー 
接続時（注2） 
 
後吸込ダクトフランジ 
ファンモーター 
外気取入フランジ 
左配管部品 
予備フィルター 
中性能フィルター（比色法65 ％） 
高性能フィルター（比色法90 ％） 
中高性能フィルターボックス 

リモコン 

（50Hz用） 
 
（60Hz用） 

床置形 
P224 

PFFY-P224DM-E1 
 

PAC-CE32TF（3.0  /h） 
PAC-CJ72FF 
PAC-CC82PL 

標準（注3） 
 

標準 
 

PAC-CE72DF 
 
 
 

PAC-CF82YF 
PAC-CF62AF 
PAC-CF92AF 
PAC-CF72TB

P280 
PFFY-P280DM-E1 

 
PAC-CE33TF（4.1  /h） 

PAC-CJ73FF 
PAC-CC83PL 

標準（注3） 
 

標準 
 

PAC-CE73DF 
 
 
 

PAC-CF83YF 
PAC-CF63AF 
PAC-CF93AF 
PAC-CF73TB

P450 
PFFY-P450DM-E2 

 
PAC-CE39TF（6.0  /h） 

PAC-CJ79FF 
PAC-CC84PL 

標準 
 

送風機プーリー　PAC-CC10SP 
電動機プーリー　標準 
PAC-CE79DF 
PAC-CJ60MR 

 
－ 

PAC-CF89YF 
PAC-CF64AF 
PAC-CF94AF 
PAC-CC74TB

P560 
PFFY-P560DM-E2 

 
PAC-CE40TF（8.6  /h） 

PAC-CJ80FF 
PAC-CC85PL 

標準 
 

送風機プーリー　PAC-CC21SP 
電動機プーリー　PAC-CC26MP 

PAC-CE80DF 
PAC-CJ61MR 

 
－ 

PAC-CF90YF 
PAC-CF65AF 
PAC-CF95AF 
PAC-CC75TB

MAリモコンPAR-24MA又はPAR-31MA／MEリモコンPAR-F28ME

PAC-CJ64MR 
PAC-CG73GF 
PAC-CE63RP

PAC-CG75GF

■床置形スリムタイプ ■床置形ローボーイタイプ 

■壁ビルトイン形 

■厨房用エアコン〈天吊形〉 

タ　イ　プ 

タ　イ　プ 

タ　イ　プ 床置形（ローボーイタイプ） 

＊MAスムースリモコンが内蔵されています。
＊補助電気ヒーターの取付けはできません。
（注）別売部品組込時、外形寸法、騒音値などが変化する場合があります。

（注1）建築物衛生法の湿度基準を満足させるためには、機器の設置環境を考慮し、加湿器の採用をご検討ください。加湿量は空気条件によって
変わります。

（注2）ホテル・病院・寮など暗騒音の低い部屋では、別売の外付LEVボックスをご使用ください。
（注）別売部品組込時、外形寸法、騒音値などが変化する場合があります。

（注1）建築物衛生法の湿度基準を満足させるためには、機器の設置環境を考慮し、加湿器の採用をご検討ください。加湿量は空気条件によって変わります。
（注）別売部品組込時、外形寸法、騒音値などが変化する場合があります。

（注1）ユニット本体、吊金具部分に埃等がたまらないようにカバーする部品です。
（注）別売部品組込時、外形寸法、騒音値などが変化する場合があります。

能　　　力 
形　　　名 
別売部品  

能　　　力 
形　　　名 
構成部品  

別売部品  

クリーンフィルター 

床置形（スリムタイプ） 
P56～P160 

PSFY-P56～P160GM-E1 
PAC-SF07KF リモコン 

加湿器（注1） 
外付LEVボックス（注2） 

P28・P36・P45・P56 
PFFY-P・LEM-E1／PFFY-P・LRM-E1 

 
PAC-KA80CH（0.2   /h） 

P71 
PFFY-P・LEM-E1／PFFY-P・LRM-E1 

 
PAC-KA81CH（0.4   /h） 

MAリモコンPAR-24MA又はPAR-31MA／MEリモコンPAR-F28ME

PAC-SG95LE

能　　　力 
形　　　名 
構成部品  
 

タ　イ　プ 
能　　　力 
形　　　名 
構成部品  
厨房用フレッシュエアー用ダクトフランジ 
交換用オイルミストフィルターエレメント 
化粧カバー（フロント＋吊金具カバー）（注1） 
フレキシブルダクト 

別
売
部
品 

床置形 
P112・P140 

PFFY-P112RM-E1・PFFY-P140RM-E1 
 

PAC-KB03CH（1.4  /h） 
PAC-KB11AF

厨房用エアコン 
P80 

PCFY-P80HM-E1 
 
 
 

PAC-SF81KC 
 

P140 
PCFY-P140HM-E1 

 
 
 

PAC-SF82KC 
 

P224 
PFFY-P224RM-E1 

 
 

PAC-KB12AF

P280 
PFFY-P280RM-E1 

 
 

PAC-KB13AF

MAリモコンPAR-24MA又はPAR-31MA／MEリモコンPAR-F28ME
PAC-KB04CH（2.1  /h） 

リモコン 

リモコン 

MAリモコンPAR-24MA又はPAR-31MA／MEリモコンPAR-F28ME 
PAC-SF28OF（φ200） 

PAC-SG38KF（1セット12枚入） 
 

PAC-SF05FD（φ200　1m）／PAC-SF06FD（φ200　2m） 

■クリーンルーム用天井カセット形別売部品 

＊暖房時の到着距離がアップします。
（注）別売部品組込時、外形寸法、騒音値などが変化する場合があります。

別
売
部
品 

能　　　力 
形　　　名 
HEPAフィルター 

下吸込仕様 
 
後吸込仕様 
風速アップキット＊ 

パネル 
下吸込ボックス 
パネル 

天井カセット形 
P36 

PLFY-P36CLMD-E1 
PAC-KC80CCL 
CMP-J36CLW 
PAC-KC60CTB 
CMP-J36CSW 
PAC-KC90UKT

P45・P56 
PLFY-P45・P56CLMD-E1 

PAC-KC81CCL 
CMP-J56CLW 
PAC-KC61CTB 
CMP-J56CSW 
PAC-KC91UKT

P71・P80 
PLFY-P71・P80CLMD-E1 

PAC-KC83CCL 
CMP-J80CLW 
PAC-KC63CTB 
CMP-J80CSW 
PAC-KC93UKT

加湿器（注1） 
高性能フィルター（比色法65％） 

別売部品  

■外気処理エアコン天井埋込形別売部品 

タ　イ　プ 

■室温サーモ形給気処理ユニット天井埋込形別売部品 ■室温サーモ形給気処理ユニット壁ビルトイン形別売部品 

＊加湿器以外の別売部品は標準ユニット（PEFY-M-E1）と同じです。
＊室温サーモ形給気処理ユニットに補助電気ヒーターの取付はできません。
（注1）建築物衛生法の湿度基準を満足させるためには、機器の設置環境を考慮し、加湿器の採用をご検討ください。加湿量は空気条件によって変わります。
（注）別売部品組込時、外形寸法、騒音値などが変化する場合があります。

タ　イ　プ タ　イ　プ 

別
売
部
品 

別
売
部
品 

能　　　力 
形　　　名 
フィルターボックス 
加湿器（注1） 

能　　　力 
形　　　名 

構成部品  
 
加湿器（注1） 
高性能フィルター（NBS65％） 

天井埋込形 
P90 

PEFY-P90M-E1-F 
PAC-KE93TB 

PAC-KE23CH（0.5  /h） 

P112・P140・P160 
PEFY-P112・P140・P160M-E1-F 

PAC-KE94TB 
PAC-KE24CH（1.1  /h） 

P224・P280 
PEFY-P224・P280M-E1-F 

PAC-KE95TB 
PAC-KE25CH（2.0  /h） 

壁ビルトイン形 
P280 

PFFY-P280RM-E1-F 
PAR-24MA又はPAR-31MA 

PAR-F28ME 
PAC-KB04CH（1.3  /h） 

PAC-KB13AF

MAリモコン 
MEリモコン 

（注1）建築物衛生法の湿度基準を満足させるためには、機器の設置環境を考慮し、加湿器の採用をご検討ください。
加湿量は空気条件によって変わります。

（注）別売部品組込時、外形寸法、騒音値などが変化する場合があります。

タ　イ　プ MEリモコンMAリモコン

GE-P2100M-E1

GE-P1080M-E1

GE-P1680M-E1 PAR-F28ME
PAR-24MA

PAR-31MA

ロングライフフィルター

PAC-KE87LAF

高性能フィルター
（NBS65%）
PAC-KE36AF

高性能フィルター
（NBS90%）
PAC-KE46AF

フィルターボックス

PAC-KE96TB

PAC-KE97TBPAC-KE45AFPAC-KE35AFPAC-KE85LAF

ドレンアップメカ

PAC-KM26DM

別
売
部
品 
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